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こ
、
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
と
い
う
の
は
所
謂
南
ア
ジ
ア
（
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
、
な
ど
）
と
狭
義
の
東
南
ア
ジ
ア
（
マ
レ

ー
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
、
フ
ィ
リ
ソ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
シ
ナ
な
ど
）
を
包
括
し
だ
地
域
を
い
う
Q
こ
の
地
域
は
タ
イ
を
除
い
て
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易
問
題

は
久
し
く
欧
米
諸
国
の
植
民
地
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
こ
れ
感
激
国
の
政
治
的
地
位
に
大
き
な
変
化
を
生
じ
た
。
（
ω
欝
8
の
臼
薗
口
げ

憲
3
艮
蜜
譲
）
（
タ
イ
は
一
九
四
六
年
一
月
英
国
、
十
一
月
仏
国
と
講
和
し
、
戦
時
中
日
本
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
マ
レ
ー
四
州
、
シ
ャ
ン
及
び
仏
印
の
一
部
を
返
還
し
た
。
国
連
に
は
四
六
年
十
二
月
十
六
日
に
加
盟
し
た
。
）

　
イ
ン
ド
は
一
九
四
七
年
八
月
十
五
日
、
イ
ン
ー
3
と
パ
キ
ス
タ
ン
に
分
れ
、
そ
れ
ん
＼
自
治
領
の
地
位
を
得
た
が
、
一
九
五
〇
年
一
月
二
十

六
日
独
立
し
て
共
和
国
と
な
つ
だ
。
し
か
し
依
然
と
し
て
英
連
邦
の
メ
ム
バ
ー
と
し
て
止
ま
る
こ
と
、
な
っ
て
い
る
。
国
連
に
つ
い
て
い
え

ば
イ
ン
ド
は
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
メ
ム
バ
ー
で
あ
る
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
は
】
九
四
七
年
八
月
十
五
日
、
イ
ン
ド
よ
り
分
離
し
、
英
連
邦
内
の
自
治
領
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
、
な
つ
セ
。
一
九
四
七

年
九
月
三
十
日
に
国
連
に
加
入
し
た
Q

　
セ
イ
ロ
ン
は
一
九
四
八
年
こ
月
四
日
、
英
連
邦
の
自
治
領
の
地
位
を
獲
得
し
だ
。
国
連
へ
は
加
盟
し
て
い
な
い
。

　
ビ
ル
マ
は
一
九
四
八
年
一
月
四
日
独
立
し
て
興
和
国
と
な
り
、
英
連
邦
よ
り
離
脱
し
た
。
一
九
四
八
年
四
月
十
九
日
国
連
に
加
入
し
だ
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
は
一
九
四
九
年
三
月
八
日
、
バ
オ
ダ
イ
を
い
た
ゴ
く
ヅ
エ
ト
ナ
ム
国
が
フ
ラ
ン
ス
連
合
内
で
独
立
を
み
と
め
ら
れ
、
っ
ゴ
い

で
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
も
一
九
四
九
年
十
一
月
八
日
に
フ
ラ
ン
ス
連
合
内
で
独
立
を
み
と
め
ら
れ
、
ラ
オ
ス
を
加
え
て
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
（
凄
ω
o
♀

鉾
。
自
ω
寅
8
ω
9
冒
α
o
o
ぼ
富
）
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
ヅ
ェ
ト
ナ
ム
国
は
英
、
米
な
ど
よ
り
承
認
さ
れ
だ
が
、
ホ
・
チ
ミ
ン
を
首
班
と
す
る

ゲ
ェ
ト
ミ
ソ
は
ソ
連
（
一
九
五
〇
、
一
、
三
一
）
中
共
（
一
九
五
〇
、
一
、
一
九
）
及
び
そ
の
他
ソ
連
圏
諸
国
の
承
認
を
得
て
い
る
。

　
ヅ
ェ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ヂ
ャ
、
ヅ
ェ
ト
ミ
ン
、
は
何
れ
も
国
連
に
加
盟
し
て
い
な
い
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
は
一
九
四
九
年
十
二
月
二
十
八
日
、
へ
ー
グ
円
卓
会
議
の
結
果
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
主
権
の
譲
渡
を
う
け
て
完
全
に
独
立
し
、

オ
ン
ド
、
矛
シ
や
土
｛
和
国
（
閑
Φ
］
U
d
ぴ
一
一
〇
　
〇
h
　
一
】
P
山
O
口
Φ
ω
一
9
）
と
な
つ
だ
。
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
は
独
立
国
と
し
て
対
等
の
立
場
で
協
力
し
、

オ
ラ
ン
ダ
連
合
（
¢
巳
。
づ
）
を
つ
く
っ
て
い
る
。

一4一



　
国
連
へ
は
一
九
五
〇
年
九
月
二
十
八
日
に
加
入
を
認
め
ら
れ
た
。

　
ラ
イ
リ
ッ
ビ
ン
は
一
九
四
六
年
七
月
四
日
、
独
立
し
て
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
共
和
国
と
な
つ
だ
。
フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
は
国
連
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
メ

ム
バ
ー
で
あ
る
Q

　
マ
レ
ー
は
一
九
四
六
年
四
月
一
日
、
マ
レ
ー
半
島
の
九
箇
の
州
と
、
ペ
ナ
ン
及
び
マ
ラ
ッ
カ
の
植
民
地
を
以
て
マ
レ
ー
連
合
（
寓
巴
曙
き

α
巳
。
β
）
を
組
織
し
た
が
、
一
九
四
八
年
二
月
一
日
、
同
じ
地
域
に
マ
レ
ー
連
邦
（
国
Φ
α
Φ
門
9
け
一
〇
口
O
㎞
冨
簿
一
鶴
℃
）
が
誕
生
し
だ
。
マ
レ
ー
は
英

国
の
直
籍
民
地
で
あ
る
。
（
マ
レ
ー
を
や
が
て
完
全
な
自
治
国
と
す
る
旨
の
英
国
政
府
の
方
針
が
最
近
明
か
に
せ
ら
れ
た
一
毎
日
新
聞
二
七
・
二
・
八
）

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
ペ
ナ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
と
共
に
海
峡
植
民
地
を
形
成
し
て
い
た
が
一
九
四
六
年
四
月
一
日
、
海
峡
植
民
地
解
体
の
と
き
に

や
レ
ー
よ
り
分
離
し
、
別
箇
の
直
轄
植
民
地
と
な
っ
た
。
（
以
下
マ
レ
ー
と
い
う
場
合
特
に
別
記
し
な
い
限
り
マ
ソ
ー
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
意
昧
す
る
も
の
と
す
る
。
）

　
こ
れ
等
の
諸
国
で
は
戦
後
、
復
興
開
発
の
だ
め
に
い
ろ
く
の
計
画
が
㌻
て
ら
れ
、
ま
セ
外
部
よ
り
も
国
連
の
低
同
発
国
援
助
計
画
、
ア

メ
リ
カ
の
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
ー
、
E
C
A
ま
た
は
M
S
A
援
助
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ロ
ン
ボ
計
画
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
の
援
助
な
ど
が
あ

る
。
．
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
ー
は
現
段
階
で
は
技
術
援
助
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ボ
計
画
は
一
九
五
一
年
発
足
し
陀
が
再
軍
備
の

た
め
に
行
悩
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
最
も
仁
平
が
あ
る
の
は
E
C
A
ま
た
は
M
S
A
に
よ
る
資
金
的
援
助
で
あ
ら
う
が
、
政
治
的
色
彩
の

強
い
も
の
は
こ
の
地
域
の
民
族
主
義
的
風
潮
と
合
致
し
な
い
点
も
あ
り
、
困
難
な
問
題
が
伏
在
す
る
。

　
こ
れ
等
．
の
諸
計
画
に
お
い
て
は
具
体
的
に
日
本
の
工
業
力
を
東
南
ア
ジ
ア
開
発
に
利
用
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
（
E
C
A
F
E
会
議

で
時
々
論
ぜ
ら
れ
た
以
外
に
は
）
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
か
つ
把
の
で
あ
る
が
、
一
九
五
一
年
七
月
二
十
二
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
米
国
国
防
動
員
総

本
部
長
官
が
明
か
に
し
た
構
想
は
は
じ
め
て
こ
の
点
を
具
体
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
長
官
の
構
想
は
大
平
洋
地
域
の
経
済
統
合
に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
が
日
本
産
業
に
原
料
（
例
え
ば
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
団
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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学
レ
ー
、
イ
ン
ド
の
鉄
鉱
石
、
。
ハ
ラ
ォ
諸
島
の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
な
ど
）
を
供
給
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
日
本
か
ら
こ
れ
等
諮
国
が
特
に
必

要
と
す
る
完
成
品
を
輸
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
長
官
は
こ
れ
を
説
明
し
て
、
「
日
本
の
機
械
の
う
ち
三
分
の
一
乃
至
半
分
は

依
然
遊
休
状
態
に
あ
り
、
日
本
は
米
国
が
東
南
ア
ジ
ア
に
軍
事
経
済
援
助
と
し
て
供
給
せ
ね
ば
な
ら
な
い
物
資
及
び
ず
ー
ビ
ス
の
九
〇
％
ま

で
を
輸
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
日
本
産
業
を
も
つ
と
十
分
に
活
用
し
、
太
平
洋
地
域
の
経
済
統
合
を
実
現
す
れ
ば
米
国
の
負
担
が
大
い
に
・

助
か
り
こ
の
地
域
の
経
済
的
繁
栄
と
安
定
と
を
も
た
ら
す
で
あ
ら
う
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　
こ
の
提
案
は
日
本
を
ア
ジ
ア
の
反
共
基
地
と
し
て
そ
の
工
業
力
を
有
数
に
活
用
す
る
と
其
に
中
国
本
土
市
場
を
失
つ
だ
日
本
産
業
に
対
し

て
そ
の
原
料
輸
入
と
製
品
輸
出
市
場
と
を
提
供
し
、
高
度
の
工
業
力
を
維
持
し
た
ま
、
、
乱
暴
な
市
場
開
拓
に
訴
え
す
に
日
本
経
済
が
正
常

に
運
営
出
来
る
よ
う
に
し
ょ
う
と
す
る
大
き
な
狙
い
が
あ
る
と
い
は
れ
る
。
し
か
し
こ
の
提
案
も
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
情
勢
や
日
本
の

物
価
高
な
ど
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
構
想
の
実
現
に
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
多
あ
問
題
を
持
っ
て
い
る
（
日
本
経
済
新
聞
二
六
、
七
、
二
四
）
。

　
こ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
構
想
に
対
立
す
る
も
の
は
コ
ロ
ン
ボ
計
画
に
よ
る
英
連
邦
諸
国
の
経
済
統
合
を
ね
ら
う
英
国
の
立
揚
で
あ
る
。
東
南
ア

市
場
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
英
国
の
政
策
は
日
本
商
品
の
進
出
を
よ
ろ
こ
ば
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
コ
ロ
ン
ボ
計
画
の
実

行
が
再
軍
備
の
π
め
に
困
難
と
な
り
、
こ
の
困
難
打
開
の
だ
め
日
本
の
参
加
が
問
題
と
な
つ
だ
と
き
、
日
本
の
コ
ロ
ン
ボ
計
画
参
加
は
考
慮

し
な
い
と
い
う
英
政
府
筋
の
言
明
（
世
界
資
料
二
六
、
コ
）
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

従
っ
て
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
開
発
へ
の
協
力
は
制
約
を
う
け
る
で
あ
ろ
う
が
、
地
理
的
、
入
種
的
な
関
係
か
ら
云
っ
て
も
日
本
と
東
南
ア
ジ

ブ
と
の
経
済
関
係
は
冷
後
い
よ
く
緊
密
化
す
る
こ
と
㌧
思
は
れ
る
。

’
本
稿
で
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
開
発
計
画
を
紹
介
し
、
計
画
と
外
国
貿
易
と
の
関
連
、
日
本
の
こ
れ
に
対
す
る
貢
献
可
能
性
と
い
う

・
よ
う
な
点
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
不
充
分
な
だ
め
不
自
7
0
全
な
も
の
と
な
っ
た
が
一
応
こ
、
に
輪
廓
を
明
か
に
す
る
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策南アジア諸國の人ロ，面積及び通貨　（ECAFE　1950年年報P・38及び国連統計月報）

貨　（米国セント）
（1950）

通　
度
キ
　
）

　
方
リ
4
9

　
平
当
1
9

密
一
ロ
（

野積
翻

　
方
9
4

面
一

　
（

ロ
劫
三

春
御

喋領ボルネ潅 I　g48 191 5 1kソードルコ2志4片＝32．66仙

鰐1
　　345
F　　43

@　560．

76

@6
P09

5
7
5

〃〃　　　　　　　　　　　　　　　　　」

V

ビ　　ノレ　　マ 18，304 605 111 1ルピー＝1志6片＝21仙

セ　イ　ロ　ソ 7，297 66 48 〃

イ　　ソ　　ド 346，000 3，161 109 〃

インドシナ 27，460 740 37 1ピアストル＝17フラン＝4．861仙

イソドネシヤ 72，000 1，492 48
1ルピア＝26．25仙　輸出実敷レ・一一ト1323仙（基本レート）　　輸入　　〃　　　8．75〃

〔ジャワ・マヅラ 41，718 （1930）132 310

マ　　　レ　　　一 6，066 136 45 1マレードル＝2志4片諾32，66仙
｛マレー連邦シこ／ガポーノレ 5，082

@984
135．3

@α7
　38
P，406

〃
〃

パキスタン 74，437 943 79 1ルピー＝2志3片＝30．22仙

フイリツピソ 19，498 296 66 1ペソ＝50仙

タ　　　　　イ 17，498 518． 35 1バート＝7，967仙（公定）4．478（自由）

（参考）日本 82，151 3821 215 1円＝α2778仙

（備考）1952年2月・fyドネシヤの輸出実敷レートが変更され，輸入実敷レートと等しくせられた。

こ
と
、
し
セ
Q

参
考
の
だ
め
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口
、
面
積
、
通
貨
の

一
覧
表
を
上
に
か
、
げ
て
お
く
。

第
一
章
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
國
輕
濟
の
特
異
性

　
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
は
ア
ジ
ア
極
東
地
域
の
経
済

的
諸
特
徴
と
し
て
次
の
四
点
を
あ
げ
て
い
る
が
、
（
参
照
国
8
・

昌
9
β
冒
ω
q
増
く
Φ
《
o
師
諺
ω
冨
9
づ
q
什
げ
①
句
鋤
同
国
節
ω
計
H
り
癖
Q
◎
も
b
●
ω
1
㊤
）
こ

の
こ
と
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
最
も
よ
く
適
合
し
て
い
る
。
即

ち
、
（
一
）
農
業
生
産
が
圧
倒
的
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
、

し
か
も
特
定
の
輸
出
用
農
産
物
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
。

（
二
）
工
業
資
源
は
賦
存
さ
れ
て
は
い
る
が
未
開
発
状
態
に
あ

る
こ
と
。
（
一
一
一
）
生
産
能
力
が
低
い
こ
と
。
（
四
）
資
源
に
対
す

る
人
口
の
圧
力
が
強
い
こ
と
を
挙
げ
、
以
上
四
っ
の
特
性
の
結
・

果
と
し
て
貧
困
を
あ
げ
て
い
る
Q

　
ま
だ
、
　
一
九
五
〇
年
の
年
報
（
国
o
o
⇒
o
臼
答
Q
り
霞
く
Φ
閲
。
剛
諺
臨
9
。
．

翁。

､
誓
。
団
自
国
器
計
H
縮
ρ
P
H
α
り
）
で
は
E
C
A
F
E
地
域
の

・．一　7　T
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問
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

経
済
開
発
に
影
響
す
る
特
徴
と
し
て
（
一
）
人
口
の
大
な
る
こ
と
、
（
二
）
農
業
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
、
（
三
）
生
産
力
が
低
く
一
入
当
り

所
得
が
低
い
こ
と
、
（
四
）
証
明
さ
れ
だ
鉱
産
資
源
は
土
地
面
積
及
び
人
口
に
対
し
て
そ
の
割
合
は
低
い
け
れ
ど
も
、
大
多
数
の
国
に
於
て

は
初
期
の
開
発
段
階
に
於
て
は
一
般
に
充
分
で
あ
る
こ
と
、
（
五
）
資
本
の
不
足
、
（
六
）
技
術
、
経
営
及
び
監
督
の
人
員
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
・
特
に
高
級
の
訓
練
と
経
験
の
あ
る
入
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
（
七
）
工
業
の
発
達
が
遅
々
と
し
て
い
る
こ
と
、
（
八
）
現
在
は
国
．

防
に
費
用
を
要
す
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
等
の
諸
点
の
う
ち
（
五
）
（
六
）
は
特
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
別
に
論
ず
る
こ
と
、
し
、
わ
れ
く
は
こ
の
地
域
の
経

済
の
特
異
性
を
次
の
諦
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
（
一
）
農
業
生
産
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
少
数
種
類
の
輸
出
原
料
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
結
果
海
外
市
場
の
景
気
変
動
に
よ
っ
て

経
済
が
著
し
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
、
及
び
農
業
国
で
あ
り
な
が
ら
食
糧
不
足
と
い
う
現
象
を
生
じ
て
い
る
こ
と
、

　
（
二
）
工
業
資
源
（
石
炭
、
鉄
鉱
石
な
ど
）
は
賦
存
さ
れ
て
い
る
が
、
未
開
発
状
態
に
あ
る
こ
と
、

　
（
三
）
生
産
性
が
一
般
に
低
い
こ
と
、

　
（
四
）
入
口
が
資
源
に
比
し
て
大
で
あ
る
上
に
そ
の
増
加
率
が
高
い
こ
と
、

　
（
五
）
経
済
社
会
が
複
合
的
、
二
重
的
で
あ
る
こ
と
、

　
（
六
）
貿
易
が
輸
出
に
於
て
は
少
数
の
農
鉱
産
物
に
集
中
し
て
い
る
一
方
、
輸
入
で
は
多
数
の
工
業
製
品
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
、
及
び

貿
易
相
手
国
が
輸
出
入
と
も
に
少
数
国
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
次
に
こ
れ
等
の
諸
点
を
簡
単
に
説
明
し
よ
う
Q
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（
一
）
東
南
ア
ジ
ア
？
国
の
就
業
人
口
の
う
ち
、
農
業
人
口
の
占
め
る
割
合
は
一
九
三
一
年
に
於
て
タ
イ
八
九
％
、
ビ
ル
マ
七
〇
％
、
　
フ

ィ
リ
ピ
ン
六
九
％
、
イ
ン
ド
六
七
％
、
鷲
レ
ー
六
一
％
、
で
あ
っ
泥
。
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
六
％
（
一
九
三
一
年
）
ア
メ
リ
カ
一
七
％
（
一
九

四
〇
年
）
ド
イ
ツ
ニ
六
％
（
一
九
三
九
年
）
フ
ラ
ン
ス
三
六
％
（
一
九
三
一
）
と
比
べ
る
と
東
南
ア
ジ
ア
の
農
業
人
口
の
占
め
る
割
合
が
如

何
に
大
き
い
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
（
E
C
A
F
E
一
九
四
八
年
年
報
参
照
）

　
し
か
も
、
そ
の
農
事
は
少
数
の
種
類
の
作
物
に
集
中
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
農
産
物
も
国
内
消
費
の
だ
め
で
は
な
く
、
輸
出
の
た
め
に
栽
培

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
全
耕
地
面
積
に
対
し
て
タ
イ
で
は
九
四
％
（
一
九
三
七
－
三
八
年
）
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
八
三
％
（
一
九
三
七
年
）
ゼ

ル
マ
で
は
七
二
％
（
一
九
四
〇
一
四
一
年
）
が
米
の
耕
作
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
椰
子
類
、
茶
、
甘
簾
、
黄
麻
、
マ
騨
ご
フ
麻
、
ゴ
．

ム
な
ど
輸
出
農
産
物
が
高
い
比
率
を
占
め
、
所
謂
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
ー
の
典
型
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
輸
出
農
産
物
の
生
産
に
余
り
に
も
力
が
注
が
れ
、
土
地
が
輸
出
向
原
料
農
産
物
の
栽
培
に
重
点
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

農
業
国
で
あ
り
な
が
ら
食
糧
不
足
に
苦
し
ん
で
い
る
国
（
例
え
ば
マ
レ
ー
、
セ
イ
ロ
ン
な
ど
）
が
あ
る
。

　
こ
れ
等
の
輸
出
農
産
物
の
価
格
は
世
界
景
気
の
変
動
に
左
右
さ
れ
極
め
・
て
不
安
定
で
あ
る
。
例
え
ば
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
商
品
の
ロ
ン
ド
ン

相
場
を
見
て
も
次
の
如
極
め
て
変
動
が
は
げ
し
い
。
（
大
蔵
省
調
査
月
報
四
〇
巻
四
号
参
照
）

　
（
二
）
工
業
資
源
の
未
開
発

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
は
石
炭
、
鉄
鉱
、
石
油
そ
の
他
有
用
鉱
物
資
源
、
発
電
用
水
力
な
ど
が
豊
富
に
包
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
調
査
も
完
全
で
な
く
、
ま
だ
開
発
利
用
も
充
分
で
は
な
い
。
例
え
ば
（
E
C
A
F
E
一
九
四
九
年
年
報
に
よ
れ
ば
）
石
炭
の

推
定
埋
蔵
量
は
イ
ン
ド
六
七
七
億
ト
ソ
、
イ
ン
ー
3
シ
ナ
ニ
O
O
億
ト
ン
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
や
三
五
億
ト
ン
で
あ
る
が
、
そ
の
生
産
額
は
、
一
九
．

三
八
年
に
イ
ン
ド
ニ
八
、
七
九
八
干
ト
ン
（
パ
キ
ス
タ
ン
を
含
む
）
イ
ン
ド
、
シ
ナ
ニ
、
三
三
五
千
ト
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
や
一
、
四
五
七
千
㍗

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

一9一



東南アジア輸出商品のロンドン相場
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年間平均ロソドソ相場。

東
南
ア

ジ

ア

諸
国
の

経
濱
計
画
と

貿
易
問
題

ン
で
あ
っ
だ
が
、
一
九
五
〇
年
に
は
イ
ン
ド
三
二
、
五
〇
六
千
ト
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
四

四
四
干
ト
ン
（
計
三
二
、
九
五
〇
千
ト
ン
）
イ
ン
ー
3
シ
ナ
四
九
九
干
ト
ン
、
イ
ン
ド
ネ

シ
や
七
九
九
干
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
推
定
埋
蔵
量
九
一
億
ト
ン
で
あ
る
が
年
－

産
は
一
九
三
六
年
に
於
て
四
一
、
八
〇
三
千
ト
ン
、
一
九
五
〇
年
に
於
て
三
八
、
四
六

一
千
ト
ン
で
あ
っ
て
埋
蔵
量
に
対
す
る
生
産
額
の
割
合
は
こ
れ
等
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に

比
し
て
著
し
く
高
い
。

　
同
じ
資
料
に
よ
れ
ば
鉄
鉱
石
は
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
　
マ
レ
ー
に
埋
蔵
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
推
定
埋
蔵
量
は
イ
ン
ド
四
十
四
億
七
干
万
ト
ン
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
十
億
二

千
万
ト
ン
、
マ
レ
ー
（
四
千
五
百
万
ト
ン
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
戦
前
戦
後
の
産
額
は

一
九
三
八
年
に
建
て
、
イ
ソ
ド
ニ
、
七
八
八
干
ト
ン
、
マ
レ
ー
、
一
、
六
四
二
千
ト
ソ
、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
九
二
〇
千
ト
ン
で
あ
っ
だ
が
、
戦
後
は
イ
ン
ド
ニ
、
八
五
四
干
ト
ン

（
一
九
四
九
年
中
マ
レ
ー
五
〇
七
千
ト
ン
（
一
九
五
〇
年
）
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
六
〇
七
千

ト
ン
（
一
九
五
〇
年
）
と
な
り
、
イ
ン
ド
は
戦
前
水
準
を
突
破
し
て
い
る
が
、
マ
レ
ー

一10一

は
戦
前
の
三
分
の
一
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
は
戦
前
の
三
分
の
こ
に
す
ぎ
な
い
Q

　
日
本
の
推
定
埋
蔵
量
は
八
百
八
十
万
ト
ン
で
あ
る
が
そ
の
生
産
額
は
一
九
三
六
年
六
二
四
千
ト
ン
、
一
九
五
〇
年
八
二
二
千
ト
ン
を
示
し
、

埋
蔵
量
に
対
す
る
生
産
量
は
こ
れ
等
諸
国
に
比
し
て
著
し
く
高
い
。

　
省
、
水
力
電
気
も
発
電
資
源
の
僅
か
に
五
％
（
日
本
は
三
〇
％
）
程
度
が
利
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。



　
こ
の
よ
う
に
推
定
包
蔵
資
源
量
が
莫
大
で
あ
る
に
も
不
拘
、
現
実
に
開
発
さ
れ
て
い
る
資
源
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。

　
（
三
）
生
産
力
の
低
い
こ
と

　
農
業
が
主
要
産
業
で
あ
り
、
そ
の
生
産
量
も
絶
対
的
に
は
大
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
単
位
面
積
当
り
の
牧
量
は
極
め
て
少
い
、
米
に
つ
い
て

い
え
ば
反
当
牧
量
は
一
九
三
五
i
三
九
年
平
均
に
於
て
日
本
は
二
・
〇
六
石
、
マ
レ
ー
○
・
九
三
石
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
0
・
八
七
石
（
灌
概

地
）
タ
イ
O
・
八
四
石
、
ビ
ル
マ
○
・
七
八
石
、
フ
ィ
リ
ヅ
ピ
ソ
○
・
六
六
石
で
あ
っ
て
日
本
の
二
分
の
一
乃
至
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。

　
棉
花
に
つ
い
て
も
ア
メ
リ
カ
が
一
ヘ
ク
タ
一
当
り
二
・
六
キ
ン
タ
ル
の
牧
量
を
あ
げ
て
い
る
の
に
対
し
て
イ
ン
ド
は
一
・
一
キ
ン
タ
ル
で

あ
る
。

　
小
麦
も
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
ヘ
ク
タ
ー
当
り
三
三
・
一
キ
ン
タ
ル
に
対
し
て
イ
ン
下
は
六
ゲ
五
キ
ン
タ
ル
に
過
ぎ
な
い
。

　
東
南
ア
ジ
ア
農
業
の
生
産
性
の
低
い
こ
と
は
貧
困
の
た
め
に
改
良
さ
れ
π
農
業
技
術
を
使
用
す
る
余
裕
の
な
い
こ
と
、
技
術
の
改
良
の
行

わ
れ
な
い
た
め
に
依
然
と
し
て
貧
困
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
相
互
に
原
因
と
な
り
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
だ
農
地
が
細
分
化
さ
れ
、
そ
の
上
に
高
利
貸
、
地
主
な
ど
前
資
本
主
義
軍
勢
力
に
よ
る
搾
取
の
高
い
こ
と
な
ど
も
農
民
の
貧
困
の
原
因

と
な
り
、
土
地
制
度
や
前
資
本
主
義
的
な
搾
取
が
生
産
力
の
停
滞
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
後
述
す
る
如
く
こ
の
よ
う
な

弊
害
の
除
去
が
国
際
機
関
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、
各
国
政
府
の
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。

　
（
四
）
資
源
に
対
す
る
人
口
の
圧
迫

　
東
南
ア
ジ
ア
憂
国
は
農
業
国
で
あ
る
が
そ
の
耕
地
一
平
方
キ
ロ
当
り
の
人
口
麿
度
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
四
九
四
入
、
ジ
ャ
フ
及
び
マ
ヅ
ラ
四

五
二
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
四
〇
八
入
、
タ
イ
三
四
七
人
、
イ
ン
ド
三
四
五
人
、
マ
レ
ー
及
び
新
団
旗
二
九
〇
人
、
ビ
ル
マ
ニ
四
〇
人
、
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
一
三
〇
〇
人
比
べ
る
と
著
し
く
低
い
け
れ
ど
も
、
濠
洲
の
五
〇
人
、
カ
ナ
ダ
の
四
四
入
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
一
一
二

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
に
比
べ
る
と
同
じ
よ
う
に
農
業
国
と
い
っ
て
も
そ
の
入
口
密
度
に
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
段
の
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
生
産
性
の
低
い
に
も
不
拘
、
東
南
ア
ジ
ア

　
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
於
け
る
人
口
増
加
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
今
人
口
千
人
当
り
の
出

　
こ
り

　
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
、
死
亡
、
自
然
増
加
率
を
表
示
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
国
連

　
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
統
計
月
報
、
　
コ
ロ
ン
ボ
計
画
白
書
、
E
C
A
F
E
年
報
な
ど
に
拠
る
）

嘩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
こ
れ
等
諸
国
の
入
口
は
出
生
、
死
亡
典
に

　
ロ

　
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
進
国
に
比
し
て
高
率
で
あ
り
、
自
然
増
加
も
高
い
。
特
に
戦
前
に
於

　
　
　
　
　
ド
　
　
ソ
　
マ
イ
ナ
や
一
考
国
　
国
　
本
　
　
　
て
守
り
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
に
は
イ
ン
ド
の
出
生
率
の
低
下
が
死
亡

　　

@　

@
∴
∴
腔
　
　
率
の
低
下
よ
契
で
あ
っ
た
蓄
暴
加
嚢
か
つ
蛋

　
　
　
　
　
イ
　
セ
　
ビ
タ
イ
ィ
マ
　
参
英
　
米
　
日
　
　
　
た
一
九
五
〇
年
の
米
国
の
人
口
は
出
生
が
増
加
し
、
死
亡
が
減
少
し
た

の
で
自
然
増
加
率
は
こ
二
・
八
を
示
し
イ
ン
ド
と
反
対
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
生
産
力
の
高
い
米
国
で
は
、
人
口
増
加
が
高
率
で
あ
っ
て
も
資
源
に
対
す
る
圧
力
と
は
な
ら
な
い
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
こ
れ
は

大
き
な
圧
迫
と
な
っ
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
の
人
口
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
以
前
に
行
っ
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
そ
の
他
へ
の
移
民
と
い
う
形
で
こ
れ
を
処
理
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。
近
代
的
交
通
機
関
の
発
達
は
言
上
に
よ
る
大
量
死
亡
を
防
止
し
、
医
学
の
発
達
は
伝
染
病
に
よ
る
死
亡
率
を
低
下
し
、
公
衆
衛
生
の
普

通
は
一
般
的
に
死
亡
率
を
引
下
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
生
率
は
イ
ン
ド
を
除
き
低
下
の
傾
向
を
見
せ
て
い
な
い
。
従
っ
て
人
口
は
増
加

出　　生 死　　亡 自然増加

（1937） 33．7 22．0 11．7

（1950） 25．5 16．7 8．8

（1937） 37．8 21．7 16．1

（1950） 40．2 13．6 27．6

（1931－41）
一 一

13．0

（1937－47）
一 一

18．0

（1931－36）
一 一

14．0

（1949） 43．8 14．2 29．6

（1937） 15．3 12．6 2．7

（1950） 16．1 11．7 4．4

（1937） 17．．1 14．3 5．8

（1950） 23．4 9．6 13．8

（1937） 30．8 17．0 13．8

（1950） 28．4 11．0 17．4

v一
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の
一
路
を
辿
る
。
増
加
す
る
人
口
と
停
滞
す
る
生
産
力
と
の
問
に
重
大
な
矛
盾
が
ひ
そ
み
、
こ
れ
を
打
開
す
る
だ
め
に
は
経
済
開
発
を
行
っ

て
生
産
力
を
増
加
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
Q

　
一
九
四
六
年
の
国
民
所
得
統
計
に
よ
れ
ば
人
口
一
人
当
り
の
国
民
所
得
は
セ
イ
ロ
ン
九
一
ド
ル
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
八
八
ド
ル
、
イ
ン
ド
四

ミ
ド
ル
、
イ
ン
ド
シ
ナ
三
五
ド
ル
で
あ
っ
元
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
一
〇
〇
ド
ル
、
英
国
六
三
〇
ド
ル
、
米
国
一
二
六
九
ド
ル
で
あ
っ
だ
9

　
こ
の
よ
う
な
貧
困
状
態
の
下
で
は
資
本
の
蓄
積
も
行
は
れ
す
、
技
術
の
習
得
も
亦
困
難
で
あ
る
の
は
言
を
侯
π
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
窮
乏
は
永
年
に
わ
だ
る
植
民
政
策
の
結
果
と
も
い
え
る
の
で
あ
り
、
独
立
を
達
成
し
π
諸
国
の
経
済
開
発
計
画
の
主
要
目
標

が
こ
の
よ
う
な
貧
困
の
一
掃
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

　
（
五
）
経
済
の
複
合
性
心
は
二
重
性
と
い
う
問
題
は
既
に
フ
ァ
二
一
バ
ル
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ァ
に
つ
い
て
（
9
　
ψ
　
国
9
且
く
巴
一
”

Z
⑦
普
Φ
即
智
α
ω
．
冒
自
欝
》
望
二
身
9
コ
三
冠
国
8
ロ
。
日
ざ
6
9
。
O
）
、
指
摘
さ
れ
キ
ャ
リ
ス
も
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
。
．
（
キ
ャ
リ
ス
「
東
南
ア
ジ
ア

に
於
け
る
外
国
投
資
」
日
本
国
際
協
会
訳
）

　
東
南
ア
ジ
ア
の
社
会
は
欧
米
諸
国
の
如
く
単
一
社
会
を
な
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
複
合
社
会
で
あ
り
、
複
合
経
済
を
持
っ
て
い
る
。

即
ち
、
外
来
入
の
社
会
経
済
と
土
着
民
の
社
会
経
済
が
融
然
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
程
度
に
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
こ
の
地
域
の

も
つ
特
徴
で
あ
る
Q
こ
の
理
由
は
外
国
投
資
が
主
と
し
て
企
業
投
資
（
直
接
投
資
）
で
あ
り
、
そ
の
企
業
の
経
営
に
は
本
国
そ
の
他
先
進
国

か
ら
企
業
の
首
礪
部
が
移
住
し
て
来
る
が
、
こ
れ
等
の
粗
々
は
現
地
人
と
は
別
箇
の
社
会
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
企
業
は
資
本
主

義
的
大
規
模
経
営
（
栽
植
農
園
の
如
き
）
で
あ
る
の
に
反
し
、
一
方
、
土
着
民
の
経
営
は
伝
来
の
原
始
的
方
法
に
よ
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
9

こ
、
に
性
質
が
全
く
対
照
的
な
経
営
の
併
存
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
都
市
に
嘗
て
は
商
業
、
貿
易
、
金
融
な
ど
の
主
要
部
分
は
外
来
者
（
欧
米
人
生
は
華
僑
）
が
掌
握
し
、
土
着
民
は
農
村
で
自
給
自
足

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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東
爾
…
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

的
な
経
済
を
営
ん
で
い
て
、
，
都
市
と
農
村
と
が
全
く
別
箇
の
社
会
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
西
欧
社
会
と
比
べ
て
著
し
い
特
徴
を
な
す

も
の
と
い
え
る
。
（
磯
都
蠕
盤
面
灘
難
題
脇
歴
嶽
麓
監
纏
韻
聰
絶
論
難
縦
％
）

　
一
般
に
企
業
の
所
有
と
経
営
が
外
来
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
土
着
民
は
労
働
力
を
提
供
す
る
と
い
う
、
白
色
資
本
、
有
色
労
働
（
奢
置
審

O
巷
騨
鉾
Ω
∪
δ
霞
Φ
α
冨
9
自
『
）
な
る
関
係
が
成
立
す
る
の
で
、
民
族
主
義
運
動
は
直
ち
に
反
資
本
家
的
運
動
と
結
び
つ
き
や
す
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　
　
（
六
）
（
一
）
に
の
べ
だ
よ
う
に
生
産
が
偏
在
し
て
い
る
た
め
に
貿
易
も
少
数
の
輸
出
用
農
産
物
（
例
え
ば
米
、
ゴ
ム
、
コ
・
ヤ
シ
、
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュ
ー
ト
、
マ
ニ
ラ
麻
、
な
ど
）
や
鉱
産
物
（
石
油
、
錫
）
な
ど
に
偏
し
て
い
る
。
一
方

各國輪出入國別集中度指数比較

国　　　名 輸　　入 輸 出1年次

フイリッピソ 60．6 78．0 1937

セイ　ロ　ソ 36．6 49．4 〃

イソドネシヤ 36．4 35．7 〃

・マ　　　1／　　　一 40．2 47．5 〃

イ　　ソ　　ド 38．6 37．9 〃

日　　　本
（顯容鋤

33．5 33．3 （1936年）

（含めない場合） 37．9 35．3 〃

英　　　　国 21．1 19．5 〃

米　　　　国 23．6 27．6 〃

ド　　！f　　ツ 16．7 19．5 〃

フ　ラ　ソ　ス 21．7 27．4 〃

に
於
て
工
業
が
未
発
達
で
あ
る
だ
め
に
住
民
の
生
活
物
資
を
は
じ
め
、
資
本
財
に
至
る

ま
で
多
種
多
様
の
工
業
製
品
を
輸
入
し
て
い
る
。
し
か
し
て
そ
の
貿
易
相
手
国
が
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
で
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
フ
ラ
ン
ス
、
英
領
地
域
で
は
イ
ギ
リ
ス

が
そ
れ
ん
＼
重
要
h
1
5
割
合
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
投
資
と
貿
易
と
の
密
接
な
関

係
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
Q

今
輸
出
入
に
於
け
る
国
別
集
中
度
指
数
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
年
報
第
一
号
拙
稿
参
照
）
を
見
れ
ば
上
表
に
示

依
然
と
し
て
存
続
し
、
む
し
ろ
、
激
化
の
傾
向
さ
え
見
ら
れ
る
。
輸
出
総
額
中
、
特
定
商
品
の
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

は
一
九
三
七
年
に
は
四
六
％
で
あ
っ
た
が
、
四
九
年
に
は
五
五
％
、
ビ
ル
マ
の
米
は
一
九
三
七
i
三
八
年
に
は
四
〇
・
八
％
で
あ
っ
た
の
が

す
如
く
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
、
セ
イ
ロ
ン
な
ど
は
可
成
り
高
い
Q

　
少
数
の
商
品
へ
の
集
中
傾
向
は
戦
後
、
経
済
多
角
化
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
に
も
不
拘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
の
米
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八
－
四
九
年
に
は
八
二
％
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
米
は
一
九
三
八
年
の
三
一
・
六
％
よ
り
四
八
年
に
は
三
八
％
、
セ
イ
ロ
ン
の
茶
は
一
九
三
七
年

に
五
三
・
九
％
で
あ
っ
だ
が
一
九
四
七
年
に
は
六
四
・
○
％
と
い
つ
れ
も
増
加
し
て
い
る
。
復
興
開
発
資
材
を
入
手
し
よ
う
と
す
れ
ば
工
業

，
国
に
対
す
る
原
料
輸
出
を
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
こ
の
こ
と
は
少
数
特
産
物
へ
の
特
価
を
強
め
る
こ
と
な
り
経
済
多
様
化
と
矛
盾
し
、

こ
、
に
難
問
題
が
横
元
は
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
方
注
は
国
家
の
経
済
統
制
と
外
資
の
援
助
で
あ
る
。

第
二
章
　
経
濟
計
垂
の
目
標
と
問
題
黙

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
の
目
標
と
し
て
は
（
一
）
経
済
自
立
、
　
（
二
）
工
業
化
、
　
（
三
）
復
興
、
　
（
四
）
国
際
牧
支
の
改
善
を
挙

げ
る
こ
と
が
出
来
る
（
E
C
A
F
E
一
九
四
九
年
年
報
三
八
0
頁
以
下
）
。
前
二
者
は
長
期
的
目
標
で
、
後
二
者
は
短
期
的
な
目
標
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
経
済
自
立
と
い
う
こ
と
は
政
治
的
独
立
を
達
成
し
だ
諸
国
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
方
注
と
し
て
は
、
輸

・
出
原
料
生
産
物
や
輸
入
工
業
製
品
に
依
存
す
る
こ
と
を
減
じ
る
こ
と
、
将
来
の
経
済
発
展
を
制
御
す
る
か
も
知
れ
な
い
よ
う
な
外
国
資
本
に

依
存
す
る
こ
と
を
減
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
少
数
の
輸
出
原
料
に
依
存
し
て
い
だ
た
め
に
世
界
市
場
の
景
気
変
動
に
よ
っ
て
今
ま
で
苦
い
経
験

を
し
て
来
だ
か
ら
、
多
角
的
な
釣
合
の
と
れ
陀
経
済
の
確
立
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
各
国
と
も
に
重
点
は
食
料
と
衣
料
の
自
給
に
お
か
れ

て
い
る
。
イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
に
於
け
る
食
糧
増
産
運
動
や
、
ビ
ル
マ
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
イ
ン
ー
3
、
矛
シ
ヤ
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
於

け
る
織
物
工
場
建
設
計
面
は
そ
の
例
で
あ
る
。

　
各
国
政
府
は
開
発
計
画
に
穿
て
は
国
内
資
本
の
相
対
的
重
要
性
を
増
加
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
外
国
資
本
は
輸
出
農
鉱
産
物

の
生
産
に
投
下
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
国
内
需
要
を
充
足
せ
し
め
る
必
需
品
の
生
産
に
は
投
せ
ら
れ
た
こ
と
が
少
な
か
つ
陀
こ
と
、
及
び
独

立
国
と
な
っ
た
以
上
は
そ
の
国
の
資
本
の
発
達
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
は
土
地
、
森
林
、
鉱
物
そ
の
他
の
資
源
の

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

国
有
化
を
行
は
う
と
す
る
政
策
を
表
明
し
て
い
る
。

　
（
二
）
　
工
業
化
は
労
働
者
を
農
業
よ
り
生
産
的
な
工
業
に
う
つ
す
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
一
入
当
り
の
所
得
を
高
め
る
と
い
う
目
的
の
他
に
、

・
外
敵
の
侵
入
に
対
し
自
国
を
防
衛
す
る
た
め
に
工
業
能
力
を
高
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
に
も
基
い
て
い
る
。
工
業
化
が
進
行
し
て

「
い
る
の
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
イ
ン
ド
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
の
国
で
は
工
業
化
の
計
画
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
基
礎
的
な
工
業
に
関
す

・
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
水
力
電
気
開
発
の
計
画
は
殆
ど
各
国
が
企
て
、
い
る
。
水
力
電
気
は
セ
イ
ロ
ン
や
。
パ
キ
ス
タ
ン
や
タ
イ
な
ど
石

・
炭
の
供
給
が
不
充
分
な
国
に
つ
い
て
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
戦
災
の
復
興
に
つ
い
て
は
各
国
は
農
業
、
鉱
業
、
工
業
及
び
輸
送
を
戦
前
の
水
準
に
回
復
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。
鉄

道
、
道
路
、
農
園
、
鉱
山
の
復
旧
や
荒
廃
し
た
土
地
の
耕
作
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
（
四
）
　
貿
易
牧
支
は
戦
前
に
比
べ
て
逆
転
し
た
た
め
に
こ
れ
を
改
善
す
る
π
め
に
輸
出
産
業
の
拡
張
と
輸
入
抑
制
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

イ
ン
ド
、
セ
ィ
ロ
・
ン
、
マ
レ
ー
な
ど
の
食
糧
輸
入
国
で
は
食
糧
増
産
、
ビ
ル
マ
や
タ
イ
な
ど
食
糧
輸
出
国
で
は
織
物
の
増
産
が
奨
励
さ
れ
て

い
る
。
爾
、
ゴ
ム
、
錫
、
石
油
、
木
材
、
茶
、
砂
糖
、
ゴ
コ
椰
子
な
ど
輸
出
商
品
の
増
産
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
匹
よ
う
な
目
標
の
下
に
経
済
計
画
が
樹
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
の
面
に
於
て
二
つ
の
大
き
な
制
約
が
あ
る
。
そ
れ
は

既
出
の
如
く
資
本
の
不
足
と
熟
練
労
働
の
不
足
で
あ
る
。

　
一
、
資
本
の
不
足
　
コ
ロ
ン
ボ
計
画
に
関
す
る
白
書
は
こ
の
地
域
の
資
本
の
不
足
と
こ
れ
を
補
う
た
め
の
海
外
投
資
導
入
の
必
要
に
つ
い

で
次
の
よ
う
に
云
2
」
い
る
（
前
掲
大
蔵
省
調
査
月
報
）
。
が
・
の
こ
と
は
他
の
東
南
ア
ジ
藷
地
域
に
も
妥
当
す
る
。
即
ち

　
「
資
本
の
不
足
は
こ
の
開
発
計
画
を
実
行
す
る
上
の
重
要
な
障
害
で
あ
る
。
資
本
不
足
は
こ
の
地
域
の
貧
困
に
基
因
す
る
。
生
産
性
と
一
入
当
り
の
国
民
所
得
が
低
い
の
で

　
担
税
能
力
も
貧
弱
で
あ
り
、
国
民
は
生
活
水
準
以
上
の
余
裕
を
も
た
な
い
か
ら
貯
蓄
も
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
非
常
に
限
ら
れ
た
財
源
を
も
つ
て
開
発
に
必
要
な
資



・
本
支
出
を
賄
う
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
で
は
国
内
融
資
に
よ
る
投
資
総
額
は
国
民
所
得
の
三
二
・
五
％
で
あ
り
、
若
干
の
先
進
諸
国
で
は
二
〇
％
余
り
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
悪
循
環
が
行
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
経
済
開
発
計
画
は
貯
蓄
率
が
不
充
分
な
た
め
に
進
捗
で
ぎ
ず
、
貯
蓄
は
開
発
が
不
充
分
の
た
め
に
行
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
開
発
が
行
は
れ
玉
ば
生
産
力
と
国
民
所
得
が
増
加
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
国
民
所
得
の
う
ち
で
貯
蓄
に
向
け
ら
れ
る
部
分
が
増
加
し
、
従
っ
て
利
用
し
得
る
貯
蓄
額
は
累
積

，
的
に
増
加
し
、
つ
い
に
は
開
発
資
金
を
自
ら
融
資
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
過
程
が
進
む
に
従
っ
て
貯
蓄
を
促
進
す
る
金
融
機
関
が
自
然
に
確
立
さ
れ
、
政
府
の
責
務
は

ま
さ
に
こ
の
金
融
機
関
を
育
成
す
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
初
期
の
段
階
で
は
金
融
機
関
は
限
ら
れ
た
形
で
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
（
急
速
に
金
融
機
関
を
創
設
す
る
だ
け

で
は
貯
蓄
欠
乏
の
問
題
に
対
す
る
解
決
と
は
な
ら
な
い
。
）

　
こ
の
貯
蓄
欠
乏
と
開
発
欠
如
の
悪
循
環
を
た
ち
ぎ
る
手
段
は
海
外
か
ら
の
投
資
の
導
入
で
あ
る
。
海
外
の
資
源
を
利
用
し
な
い
と
す
る
と
政
府
は
そ
の
開
発
計
画
を
制
限

す
る
か
或
い
は
生
活
水
準
を
切
下
げ
て
（
租
税
増
徴
な
ど
に
よ
っ
て
）
財
源
を
開
発
事
業
に
転
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
活
水
準
の
切
下
は
消
費
削
減
な
ど
直
接
措
置

を
含
む
仮
借
な
き
経
済
動
員
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
出
来
よ
う
。
そ
れ
と
も
ま
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
達
成
出
来
よ
う
。
こ
れ
は
比
較
的
緩
慢
な
目
立
た
ぬ
過
程
で
あ
る
が
、

ま
こ
と
に
避
け
難
い
生
活
水
準
の
低
下
を
と
も
な
い
ま
た
更
に
重
大
な
結
果
で
あ
る
と
こ
ろ
の
貯
蓄
の
減
少
と
生
産
に
対
す
る
悪
影
響
を
生
ぜ
し
め
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
政
府
は
こ
れ
が
出
来
な
い
。
入
口
が
増
加
し
つ
玉
あ
る
の
に
開
発
計
画
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
住
民
に
貧
困
状
態
を
命
ず
る
こ
と
N
な
る
。

生
活
水
準
の
直
接
切
下
は
独
裁
政
府
で
な
け
れ
ば
実
行
出
来
な
い
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
政
治
的
、
社
会
的
及
び
経
済
的
影
響
は
予
断
出
来
な
い
が
、
社
会
構
造
が
イ
ン

プ
レ
ー
シ
激
ソ
の
課
す
る
負
担
に
耐
え
る
こ
と
は
期
待
出
来
な
い
。

　
自
国
独
自
の
努
力
に
よ
っ
て
経
済
開
発
を
推
進
す
る
有
効
な
手
段
が
全
く
な
い
か
ら
、
こ
れ
等
の
国
々
は
外
国
投
資
の
形
に
よ
る
大
き
い
始
動
が
必
要
で
あ
る
。
多
量
の

．
財
貨
を
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
開
発
を
実
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
財
貨
は
単
に
資
本
財
の
み
で
な
く
、
開
発
計
画
に
従
事
す
る
労
務
者
の
た
め
に
多

量
の
消
費
財
を
必
要
と
す
る
。
海
外
投
資
は
こ
れ
を
供
給
す
る
の
で
あ
っ
て
こ
れ
な
し
で
は
開
発
計
画
は
進
行
し
得
な
い
。

　
海
外
投
資
は
こ
の
外
に
副
次
的
に
は
国
内
融
資
の
調
達
に
助
力
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
国
内
融
資
に
よ
っ
て
政
府
は
開
発
計
画
に
従
事
す
る
労
務
者
と
請
負
業
者

に
麦
払
を
行
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
海
外
か
ら
の
資
本
の
流
れ
を
政
府
の
た
め
の
融
資
に
変
形
す
る
的
確
な
技
術
は
時
に
よ
り
、
ま
た
国
に
よ
り
異
る
。
し
か
し
い
つ
れ
に
せ

よ
、
海
外
か
ら
の
投
資
は
二
重
の
目
的
に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
国
際
収
麦
の
赤
字
補
損
の
目
的
と
政
府
の
た
め
の
国
内
融
資
の
二
つ
で
あ
る
。

　
こ
x
に
海
外
融
資
が
開
発
計
画
に
も
つ
重
大
な
意
義
が
あ
る
。
」
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資
本
の
不
足
は
海
外
投
資
に
よ
っ
て
補
は
れ
、
こ
の
海
外
投
資
は
国
際
牧
支
の
赤
字
を
補
填
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
政
府
の
国
内
融
資
の

目
的
に
も
役
†
ろ
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
従
っ
て
海
外
よ
り
の
資
本
の
援
助
は
開
発
計
画
の
進
捗
に
は
不
可
欠
な
役
割
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。

　
海
外
か
ら
の
融
資
は
凡
そ
次
の
五
の
経
路
を
経
て
導
入
さ
れ
る
。
即
ち
、

　
第
一
の
経
路
は
各
国
の
在
外
資
金
の
使
用
で
あ
っ
て
各
国
が
自
国
の
財
源
か
ら
融
資
を
調
達
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ポ
ン
ド
地
域
で
は
ボ
ン

ー3

c
高
の
解
除
と
い
う
形
を
と
る
。
一
九
四
六
年
か
ら
四
九
年
ま
で
に
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
の
三
国
が
引
出
し
だ
ポ
ン
ド
残

高
は
三
．
億
四
干
万
ポ
ン
ド
に
達
す
る
Q

　
第
二
の
経
路
は
海
外
の
民
間
投
資
家
か
ら
こ
の
地
域
の
民
間
企
業
に
対
す
る
投
資
で
あ
る
。
一
般
に
国
家
投
資
が
基
礎
的
開
発
に
向
け
ら

れ
、
民
間
投
資
は
こ
の
基
礎
的
開
発
に
も
と
づ
い
て
行
は
れ
る
諸
種
の
事
業
の
推
進
の
た
め
に
融
資
さ
れ
る
。

　
第
三
の
経
路
は
海
外
の
高
聞
投
資
家
か
ら
こ
の
地
域
の
政
府
へ
の
投
資
で
あ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
、
二
　
ー
ヨ
ー
ク
市
場
及
び
そ
の
他
投
資
国

・
市
場
で
借
款
を
募
集
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
路
に
よ
る
開
発
資
金
は
過
去
に
於
て
主
要
財
源
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
合
後

・
も
さ
う
で
あ
ら
う
。

　
第
四
の
経
路
は
国
際
復
興
開
発
銀
行
を
利
用
す
る
も
の
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
既
に
タ
イ
、
イ
ン
ド
な
ど
は
こ
の
資
金
の
供
給
を
受
け

で
い
る
。
こ
の
援
助
を
う
け
る
た
め
に
は
綿
麿
な
開
発
計
画
を
立
て
～
、
こ
れ
を
銀
行
に
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
Q

　
第
五
の
経
路
は
海
外
の
各
国
政
府
か
ら
こ
の
地
域
の
各
国
政
府
へ
の
投
資
で
あ
っ
て
、
以
上
四
の
経
路
に
よ
る
資
本
供
給
と
並
ん
で
開
発

に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。
た
ゴ
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
マ
レ
ー
、
新
嘉
披
、
北
ボ
ル
、
不
オ
及
び
サ
ラ
ワ
ク
に
つ
い
て
は
他
国
の
政
府
よ
り
融

資
を
求
め
よ
う
と
す
る
意
思
は
な
い
と
い
は
れ
て
い
る
Q

　
戦
前
こ
の
地
域
に
投
ぜ
ら
れ
だ
資
本
は
主
と
し
て
直
接
投
資
の
形
を
と
っ
た
が
、
戦
後
の
傾
向
と
し
て
は
独
立
し
た
現
地
住
民
の
国
家
を

通
す
る
間
接
投
資
の
方
法
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

一18一
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各州租親．一入の構成（各国遙貨百万単位）（ECAFE　1950年年報P・　437より算出）

所得・資 関 税耐　　｝ 取引税
專売益金

印紙税
国　　　名 稗謬 i総額

産税
一　　　　」

濠z 輸出税 輸入税 消費税 其　他
1 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

ビ　　ノレ　　．・マ ～徳・51 238．6 20．9 53．8 3．3 50．5 21．2
一 ag

イ　　ン　　ド 補．あ瞬・ 32．7 41．7 15．6 25．8 ．24．0 0．6 0．8

イソドネシヤ
ル　　ピ　ア

@（1951）
2，785．4 25．9 33．1　・15．7 17．4 34．9 1．4 2．5

マ　　　1／　　　一
マレ・一ドル

@（1951）
372．4 14．1 79．3 40．3 38．9 α1 一

0．4

北ボルネオ
マレ・一ドル

@（1951）
14．54 6．8 81．7 31．4 48．8

一 一
11．4

パキスタン’
ノレ　ピ　　一

i1951－52）
978．9 13．2 66．5　，

一 一
15．6 2．5 1．9

フイリツピソ
ペ　　　　ソ

@（1951）
389．7 19．8 生1 一

41 39．6
一

36．4

シンガポール
マレ・一ドル

@（1951）
76．5 32．2 56．3

一 一 一 r 11．3

タ　　　　　イ
バ　　一　　ト

@（1951）
1，839．9 7．6 58．9 13．9 44．7 28．2 19．0 18．3

（参　　　考）

冝@　　本 十億　円
i1951－52）

5496 54．5 α8 一 一
22．6 2α5 1．3

19　一一
［

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
資
本
は
海
外
か
ら
も
調
達
さ
れ
る
が
国
内
か
ら
も
調
達
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
国
内
融
資
の
調
達
方
法
は
国
家
財
政
に
よ
る
も
の
と
金
融
機
関
に
よ
る
も
の
と
に
分
れ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
如
く
民
間
資
本
蓄
積
の

乏
し
い
と
こ
ろ
で
は
政
府
の
財
政
牧
入
（
租
税
）
に
よ
っ
て
開
発
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
主
要
な
問
題
と
な
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
家
財
政
牧
支
を
見
る
に
次
の
如
く
赤
字
で
あ
る
が
、
こ
の
赤
字
は
ボ
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
の
解
除
な
ど
に
よ
っ
て
埋
め

ら
れ
る
（
イ
ン
ド
な
ど
）
π
め
に
、
実
質
的
に
は
均
衡
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
一
方
、
形
式
的
に
は
均
衡
し
て
い
て
も
例
え
ば
イ
ン
ド

ツ
ナ
の
如
く
他
に
巨
額
の
軍
事
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
Q

　
歳
入
の
主
要
部
分
は
租
税
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
は
右
表
の
通
り
で
あ
る
Q

　
こ
の
表
で
明
か
に
な
る
の
は
各
国
は
（
イ
ン
ド
を
除
き
）
所
得
税
が
租
税
身
障
に
於
て
占
め
る
割
合
が
極
め
て
低
く
、
関
税
、
消
費
税
な

ど
の
占
め
る
割
合
が
甚
だ
高
い
こ
と
で
あ
る
。
所
得
税
の
低
い
こ
と
は
佳
民
の
所
得
の
少
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
決
し
て
所
得

税
負
担
の
軽
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
こ
の
様
な
低
い
所
得
税
で
も
所
得
の
少
い
住
民
に
は
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
て
こ
れ
以

上
の
増
徴
は
困
難
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
国
家
牧
入
の
増
加
は
関
税
牧
入
の
増
加
に
依
存
す
る
こ
と
が
大
で
あ
り
、
開
発
計
画
の
進
展

は
外
国
貿
易
の
増
加
と
覆
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
日
本
で
は
関
税
が
租
税
収
入
の
う
り
に
占
め
る
割
合
は
戦
前
（
昭
和
十
・
十
一
年
）
で
は
十
六
、
七
％
程
度
で
あ
っ
た
。
）

　
民
間
資
本
蓄
積
が
乏
し
い
π
め
に
公
債
の
発
行
に
よ
っ
て
資
本
を
調
達
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
は
私
曲
、
私
的
団

体
の
公
債
保
有
高
は
全
額
の
一
％
に
過
ぎ
す
、
タ
イ
で
は
国
内
長
期
債
の
う
ち
私
人
及
び
（
タ
イ
銀
行
、
貯
蓄
銀
行
及
び
商
業
銀
行
以
外
の
）

法
人
の
所
有
す
る
分
は
全
額
の
六
％
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
負
態
で
は
大
規
模
な
」
開
発
計
画
を
行
え
ば
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
し
、
さ
ら
で
だ
に
低
い
生
活
水
準
を
一
層
低
く
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
開
発
計
画
の
規
模
は
海
外
融
資
や
国
内
経
済
力
に
相
応
じ
て
適
当
に
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
Q
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金
融
機
関
に
よ
る
資
金
の
調
達
は
、
郵
便
貯
金
、
貯
蓄
銀
行
、
保
険
会
社
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
郵
便
貯
金
及
び
商
業
銀
行
は
住
民
の
自
発
的
貯
蓄
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
外
に
生
命
保
険
会
社
に
よ
る
資
金
の
調
達
が
行
わ
れ

て
い
る
。
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
パ
ギ
ス
タ
ン
、
タ
イ
な
ど
で
は
保
険
会
社
の
活
動
は
活
淡
で
あ
る
が
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
を
除
い

て
は
集
め
ら
れ
た
生
命
保
険
料
の
金
額
な
僅
か
で
あ
る
。
生
命
保
険
会
社
の
資
金
は
政
府
証
券
に
投
資
さ
れ
て
い
る
が
v
株
式
投
資
は
少
い
。

イ
ン
ド
、
。
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
な
ど
で
は
保
険
会
社
は
資
金
の
一
定
割
合
を
投
資
す
る
こ
と
を
法
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン

ド
で
は
五
五
％
を
政
府
証
券
に
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
保
険
証
券
に
対
す
る
法
定
準
備
金
の
う
ち
最
初
の
年
に
一
〇
％
、

其
後
に
二
〇
％
、
三
〇
％
を
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
内
に
投
資
す
る
こ
と
、
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
で
は
政
府
の
貯
蓄
銀
行
が
保
険
業
務
も
行
っ
て
い

る
が
こ
れ
は
広
く
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
住
民
の
間
に
保
険
の
慣
行
を
普
及
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
方
法
に
よ
る
金
融
を

拡
大
し
得
る
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
要
之
、
国
内
資
本
の
調
達
の
範
囲
は
現
在
の
と
こ
ろ
著
し
く
限
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
調
達
さ
れ
た
資
金
の
支
出
状
態
を
検
討
す
る
だ
め
に
政
府
支
出
の
内
訳
を
百
分
比
で
示
せ
ば
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
政
府
支
出
の
う
ち
で
開
発
費
の
占
め
る
割
合
は
二
割
乃
至
三
割
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
於
け
る
前
貸
は
中
央
政
府

よ
り
地
方
政
府
へ
の
投
資
目
的
の
前
貸
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
投
資
と
見
て
も
よ
い
。

　
国
内
政
情
不
安
や
国
際
政
局
の
緊
張
は
国
防
費
を
増
加
せ
し
め
、
開
発
費
の
削
減
、
従
っ
て
開
発
計
画
の
縮
少
を
招
来
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。　

爾
、
政
府
は
開
発
計
画
を
促
進
す
る
π
め
に
一
部
企
業
に
対
し
て
減
税
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
Q
例
え
ば

　
イ
ン
ド
で
は
新
工
場
や
機
械
の
減
価
償
却
を
速
め
る
こ
と
、
当
初
五
年
間
の
間
は
新
工
業
の
利
潤
に
対
す
る
所
得
税
を
投
下
資
本
の
六
％
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政府の歳出の構成（％）　（ECAFE50年年報428頁）

国　　防 社会施設 公債利副 魏他面 投　　資 貸付前貸

・ルマ
i1950－51）

24 8
一

39 12 17

セ…　　（勤 3 37 5 41 14
一

…　　　（聖ll） 37 1 6 27 16 13

マ　　レ　　一　（1950） 4 10 5 65 16
一

パキ・タソ催／ 46 1 3 21 26 3

・…　ピソ偲） 29 29 2 12 28
一

国防費は国内治安費をも含む。

社会施設費は教育衛生医療などを含む。

ま
で
減
す
る
こ
と
、
産
業
機
械
や
原
料
に
対
す
る
輸
入
税
を
減
す
る
こ
と
、
な
ど
の
方

注
に
よ
っ
て
産
業
に
対
す
る
租
税
負
担
を
減
少
せ
し
め
て
い
る
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
一
九
四
七
i
四
八
年
度
よ
り
新
工
業
に
対
す
る
租
税
免
除
の
方
法

が
と
ら
れ
、
六
ヶ
年
間
特
別
の
減
価
償
却
が
考
慮
さ
れ
、
損
失
の
繰
越
が
認
め
ら
れ
だ
。

イ
ン
ド
と
．
パ
キ
ス
タ
ン
は
二
交
代
ま
た
は
三
交
代
制
で
運
営
さ
れ
て
い
る
企
業
に
は
追

加
的
の
減
価
償
却
を
認
め
て
い
る
。

　
セ
イ
ロ
ン
も
亦
特
別
の
減
価
償
却
を
認
め
て
い
る
が
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
は
必
要
な

新
工
業
に
は
四
年
間
の
免
税
を
行
っ
て
い
る
。

二
、
熟
練
労
働
者
の
不
足

　
た
と
え
海
外
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
、
資
本
設
備
が
到
着
し
て
も
、
こ
れ
等
の
資
本

設
備
（
発
電
所
、
灌
概
施
設
、
ト
ラ
ク
タ
ー
）
な
ど
を
使
用
す
る
知
識
と
熟
練
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
古
風
な
方
法
で
単
純
な
道
具
を
も
つ
て
手
工
業
を
営
む
こ
と
は
出
来

て
も
、
近
代
的
な
大
工
業
に
必
要
な
技
術
の
訓
練
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
技
術
教

育
の
施
設
（
訓
練
所
、
学
校
、
研
究
所
、
実
験
農
場
、
な
ど
）
の
増
設
が
行
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
だ
め
に
三
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
Q
即
ち

　
（
一
）
　
現
地
で
訓
練
す
る
こ
と

　
（
二
）
　
海
外
で
訓
練
す
る
こ
と
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（
三
）
　
海
外
か
ら
専
門
家
を
招
聰
す
る
こ
と

が
こ
れ
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
に
つ
い
て
は
養
成
機
関
の
増
設
と
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
は
約
三
千
の
技
術
教
育
を
行
う
大

学
、
専
門
学
梗
そ
の
他
の
実
業
学
稜
が
あ
り
、
そ
の
卒
業
生
は
毎
年
十
五
万
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
一
九
五
七
年
ま
で
に
学
校
数
を
三
、

六
七
〇
、
卒
業
生
を
二
十
万
人
と
し
ょ
う
と
計
画
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
伺
、
需
要
に
対
し
て
不
足
す
る
。

　
（
二
）
　
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
、
。
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
は
既
に
海
外
に
留
学
生
を
送
っ
て
い
る
が
、
連
邦
諸
国
は
そ
の
大
学

や
専
門
学
校
に
多
く
の
留
学
生
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
特
に
農
、
医
、
工
、
及
び
教
育
の
分
野
に
穿
て
さ
う
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
他

国
の
留
学
生
の
π
め
に
奨
学
資
金
を
与
え
て
居
り
、
一
九
四
九
－
五
〇
年
に
は
六
五
人
遅
留
学
生
に
与
え
ら
れ
π
。

　
（
三
）
　
に
つ
い
て
は
五
〇
〇
入
乃
至
七
五
〇
人
の
専
門
家
を
招
聰
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
π
め
に
は
国
際
連
合
及
び
そ
の
諸
機
関
を

通
じ
て
そ
の
技
術
援
助
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。
が
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
の
で
八
百
万
ボ
ン
ー
3
（
そ
の
う
ち
英
本
国
及
び
濠
州
二

八
○
万
ポ
γ
ド
、
イ
ン
ド
七
五
万
ポ
ン
ド
、
残
額
は
他
の
連
邦
諸
国
）
で
技
術
協
力
理
事
会
（
0
◎
β
琴
ロ
囲
9
目
。
。
げ
巳
。
毘
O
。
・
8
①
類
け
δ
づ
ヨ

ω
o
暮
げ
弩
Ω
煽
石
7
8
曾
》
ω
冨
）
を
設
置
し
だ
Q
こ
れ
に
よ
っ
て
技
術
者
の
招
致
を
増
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
連
や

米
国
の
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
子
等
の
他
の
諸
機
関
と
競
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、
協
力
し
て
行
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
技
術
援
助
の
問
題
に
つ
い
て
は
こ
の
地
域
に
申
小
企
業
が
多
い
こ
と
よ
軌
見
て
日
本
の
貢
献
し
得
る
分
野
も
広
い
こ
と
、
思
は
れ
る
。

　
労
働
の
問
題
に
関
連
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
地
域
の
社
会
の
持
つ
特
殊
性
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
は
現
在
で
も
奴
隷

制
、
農
奴
制
の
遺
制
は
存
在
し
、
農
民
が
高
利
貸
に
苦
し
め
ら
れ
、
債
務
の
重
圧
に
喘
い
で
い
る
。
（
参
照
い
器
ぎ
コ
ロ
β
日
き
じ
σ
8
α
譜
Φ

営
ω
8
普
Φ
9
。
曾
》
三
斜
H
o
お
）
こ
の
よ
う
な
社
会
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
が
産
業
近
代
化
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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東
南
…
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
一
九
四
七
年
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
か
れ
π
国
際
労
働
機
構
ア
ジ
ア
準
備
委
員
会
準
8
碧
鉾
。
曙
旨
壁
づ
Ω
）
ほ
。
吋
Φ
昌
8
0
h
夢
Φ
圏
8
ヨ
㌣

酔
δ
ロ
毘
ピ
菩
。
ξ
9
0
q
鋤
巳
鑓
識
。
ロ
は
労
働
者
や
農
民
が
彼
等
の
労
働
に
対
し
て
公
正
な
報
酬
を
受
け
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
社
会
状
態
や
農

業
関
係
の
改
善
に
関
す
る
多
数
の
決
議
を
可
決
し
た
の
み
な
ら
す
、
後
進
地
域
に
於
け
る
偽
装
さ
れ
だ
奴
隷
制
の
遺
制
に
関
係
国
政
府
の
注

意
を
向
け
し
め
た
Q

　
一
九
四
八
年
十
一
月
二
十
九
日
、
イ
ン
ド
で
は
「
不
可
触
身
分
」
（
§
8
8
早
立
Φ
ω
畠
葺
の
）
の
廃
止
が
行
は
れ
だ
。
こ
の
こ
と
は
ア
ジ
ア

各
国
を
し
て
社
会
身
分
制
や
奴
隷
制
遺
制
の
廃
止
に
一
層
努
力
せ
し
め
る
こ
と
、
な
っ
た
。

　
債
務
に
よ
る
束
縛
に
つ
い
て
は
国
際
労
働
機
構
は
「
非
首
都
地
域
に
於
け
る
社
会
政
策
の
規
約
」
（
O
o
昌
く
Φ
馨
δ
昌
8
口
。
會
ぎ
m
q
6
り
0
9
2
。
一
用
。
・

一
け
矯
ぎ
Z
。
㌣
竃
Φ
環
。
b
。
洋
鋤
旨
目
蔭
馨
。
膏
ω
）
草
案
を
提
出
し
惣
。
こ
の
案
の
第
八
条
で
は
生
産
力
を
増
大
し
、
生
活
水
準
を
改
善
す
る
方
策

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
（
一
）
慢
性
的
債
務
の
原
因
を
出
来
る
限
り
除
去
す
る
こ
と
、
（
二
）
農
地
が
非
農
民
の
手
に
譲
渡
さ

れ
る
こ
と
を
統
制
す
る
こ
と
、
（
三
）
小
作
契
約
及
び
労
働
条
件
の
監
督
を
す
る
こ
と
（
こ
れ
に
よ
っ
て
小
作
人
や
労
働
者
に
実
行
可
能
な

高
い
生
活
水
準
を
保
証
し
、
生
産
力
或
い
は
物
価
水
準
の
改
善
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
益
の
公
平
な
分
配
を
う
け
る
こ
と
を
保
証
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
）

　
こ
の
よ
う
に
国
際
機
関
と
政
府
と
の
協
か
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
社
会
の
後
進
性
は
徐
々
に
改
変
疑
れ
て
近
代
化
が
行
わ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
に
は
早
々
長
年
月
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
労
働
者
を
奴
隷
制
や
農
奴
制
の
遺
制
か
ら
解
放
し
て
社
会
の
近
代
化
を
行
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
社
会
の
近
代
化
が
行
わ
れ
な
い
限
り
産
業
の
近
代
化
を
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
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第
三
章
各
国
の
開
発
計
画



　
各
国
の
開
発
計
画
は
現
段
階
に
於
て
は
大
体
に
於
て
基
礎
的
部
面
で
あ
る
と
こ
ろ
の
農
業
、
動
力
、
輸
送
に
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
等
の
基
礎
的
な
部
面
が
完
成
し
て
後
に
各
種
の
工
業
の
発
展
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
発
計
画
を
実
行
し
て
行
く
体
制
も
ビ
ル
マ
の
如
く
土
地
・
資
源
・
産
業
の
国
有
化
を
中
心
と
す
る
社
会
主
義
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
（
た
ゴ
し
、
一
九
五
〇
年
以
来
緩
和
さ
れ
て
来
て
い
る
）
、
ま
た
一
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
て
は
イ
ン
ド
の
如
く
政
府
事
業
を
民
間
事
業
と
の
協
力
を
行
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
混
合
経
済
的
傾
向
も
み
と
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
。
一
般
に
自
由
主
義
的
傾
向
よ
り
も
む
し
ろ
民
族
主
義
的
・
国
家
主
義
的
傾
向
が
強
い
の
は
新
興
独
立
国
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
関
係
上
当
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
各
国
の
経
済
開
発
計
画
に
つ
い
て
略
述
し
よ
う
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
イ
　
　
　
ン
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
で
は
既
に
一
九
四
四
年
ボ
ン
ベ
イ
計
画
な
る
も
の
が
作
成
さ
れ
、
戦
後
の
イ
ン
ド
経
済
の
復
興
開
発
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
が
明
か
に
せ
ら
れ
だ
。
こ
れ
は
八
入
の
実
業
家
の
手
に
な
る
も
の
で
政
府
の
正
式
の
計
画
で
は
な
か
っ
た
が
、
戦

　
3
2
　
一
4
6
4
　
後
の
イ
ン
ド
経
済
の
再
建
方
注
を
示
し
だ
も
の
と
し
て
興
昧
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
そ
の
概
要
を
左
に
示
す
こ
と
、

　
一
　
ピ
3
7
1
6
娼

　
ユ
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
ク

　
鵬
純
刀
　
ユ
　
　
　
す
る
。
　
（
参
照
出
曽
巳
9
ω
・
野
。
ロ
。
ヨ
南
国
践
巨
凝
噂
や
や
b
。
Q
。
㌣
b
。
α
①
）

　
　
　
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ン
ベ
イ
計
画
は
十
五
ケ
年
間
に
一
千
億
ル
ピ
ー
（
七
十
五
億
ポ
ン
ド
）
を
投
じ
て
イ
ン
ド
の
国
民
所
得
を
総
額
に
於
て
三
〇
〇
％
、
一
人

年に於ける
梶@　　得

15ケ年後に於ける
メ@　所　　得

増加率％

百万ポンド
@（280．5）

@（8745）

@（363）

千万ルピー
@　2，240

@　2，670

@　1，450

百万ポンド
i1，680）

i2，002．5）

i1，085．5）

500

P30

Q00

　
　
業
業
ス
　
　
　
当
り
に
つ
い
て
は
人
ロ
増
加
を
考
慮
に
入
れ
て
二
〇
〇
％
だ
け
増
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
所
得
を
増
加
し
、
生
活
水
準
を
向
上
せ
し
む
る
た
め
に
は
工
業
化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
・
つ
て
、
工
業
所
得
を
五
〇
〇
％
、
農

　
　
　
　
　
【

　
　
工
農
サ
　
　
　
業
所
得
を
一
三
〇
％
、
サ
ー
ビ
ス
所
得
を
二
〇
〇
％
だ
け
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
計
画
を
数
字
で
示
せ
ば
上
表
の
通
り
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
る
ρ
（
ハ
リ
ス
前
掲
書
）

工
業
化
を
行
う
場
合
に
は
基
礎
工
業
、
即
ち
原
動
力
（
発
電
）
、
治
金
（
鉄
鋼
、
マ
y
ガ
ソ
、
ナ
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）
、
機
械
（
各
種
機
械
、
工
作
機
械
）
、
化
学
（
重
化
学
品
、

　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
聞
題
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肥
料
、
染
料
鴇
薬
品
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
）
、
軍
需
、
輸
送
（
鉄
道
、
造
船
、
自
動
車
、
航
空
機
）
、
セ
メ
y
ト
な
ど
の
諸
工
業
に
重
点
を
お
く
が
消
費
財
工
業
即
ち
、

織
物
（
綿
、
絹
、
羊
毛
）
ガ
ラ
ス
、
皮
革
、
製
紙
、
タ
バ
コ
、
油
脂
工
業
な
ど
も
発
達
さ
せ
る
。

　
蝕
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
小
規
模
工
業
や
農
村
家
内
工
業
な
ど
も
大
規
模
工
業
と
相
並
ん
で
そ
の
存
立
を
認
め
て
行
か
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
小
規
模
工
業
は
資
本
特

に
外
国
資
本
に
依
存
す
る
こ
と
少
く
、
雇
用
を
増
加
す
る
敷
果
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
小
規
模
工
業
は
前
述
の
基
礎
工
業
の
部
面
で
は
活
動
の
余
地
が
少
い
が
、
消
費
財
工

業
の
部
面
で
は
活
動
す
る
余
地
は
相
当
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
に
つ
い
て
は
食
用
作
物
の
増
産
と
農
地
改
革
（
過
少
農
地
を
統
合
し
、
協
同
農
場
を
つ
く
っ
て
行
か
う
と
す
る
）
と
が
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
て
資
本
の
総
投
下
額
は
上
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
計
画
の
た
め
の
資
本
の
調
達
は
次
の
よ
う
な
源
泉
か
ら
行
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
、
対
外
支
梯
用
資
金
の
調
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
退
蔵
さ
れ
た
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
y
ド
に
は
古
く
か
ら
退
蔵
さ
れ
た
金
が
約
百
億
ル
ビ
ー
（
七
髭
勝
千
万
ポ
ン
ド
）
あ
る
と
見
積
ら
れ
る
が
こ
れ
の
う
ち
約
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
億
ル
ピ
ー
（
二
億
二
千
五
百
万
ポ
ン
ド
）
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
ス
タ
ー
リ
ン
グ
証
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
準
備
銀
行
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
証
券
を
八
十
億
ル
ピ
ー
（
鯨
帯
億
ポ
ン
ド
）
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戦
争
終
了
ま
で
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
出
ル
ビ
ー
（
筑
肥
五
千
万
ポ
y
ド
）
に
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
を
以
て
外
国
よ
り
資
本
財
を
輸
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
（
戦
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
直
前
に
於
け
る
ポ
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
は
十
一
億
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
テ
イ
銀
行
月
報
一

九
四
七
・
九
）

　
（
＝
）
　
貿
易
差
額
（
受
取
超
適
）

　
農
業
に
煮
て
輸
出
作
物
を
食
料
作
物
に
転
換
す
る
た
め
に
輸
出
額
は
減
少
す
る
が
、
一
方
、
工
業
特
に
消
費
財
工
業
の
発
達
に
よ
っ
て
消
費
財
の
輸
入
が
減
少
す
る
か
ら
、

結
局
輸
出
入
の
差
額
（
受
取
超
適
）
は
現
在
程
度
と
変
ら
ず
年
額
四
億
ル
ビ
ー
（
三
千
万
ポ
ン
ド
）
従
っ
て
十
五
ケ
年
で
は
六
十
億
ル
ピ
ー
（
四
億
五
千
万
ポ
ン
ド
）
と
な

る
。
　
（
戦
後
イ
ン
ド
は
入
超
を
つ
攣
け
て
い
る
か
ら
こ
の
予
想
は
当
っ
て
い
な
い
。
）

　
（
四
）
外
国
借
款

　
重
工
業
品
、
機
械
類
な
ど
資
本
財
の
輸
入
に
つ
い
て
は
七
十
億
ル
ピ
ー
（
五
壇
二
千
五
百
万
ポ
ン
ド
）
の
外
国
借
款
を
行
う
。

B
、
対
内
資
金
の
調
達

千万ルピー 百万ポンド
工　　　業 4，480 （3，360）

農　　　業 1，240 （930）

交　　　通 940 （705）

教　　　育 490 （367．5）

住　　　宅 2，200 （1，650）

保　　　健 450 （337．5）

雑 200 （150）

合　　　計 10，000 （7，500）
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（一

j
　
国
民
貯
蓄
貯
蓄
を
所
得
の
六
％
と
見
て
四
百
億
ル
ピ
ー
（
三
十
億
ポ
ン
ド
）
と
推
定
す
る
。

百万ポンド
　　　（225）

　　　（750）

　　　（450）

　　　（525）

　　（1，950）

（3，　OOO）

（2，　550）

（5，　550）

（7，　500）

億ルビー
　　　30

　　100

　　　60

　　　70

　　260

400

340

740

1000

金
外
寸
額
寸
寸
金
蓄
百
計
計

資
麓
寸
借
資
貨

外
灘
・
易
国
内
造

　
退
ポ
童
話
、
　
貯
創
・

　
　
　
　
　
　
4
対
　
　
4
合

対

　
（
二
）
創
造
貨
幣
赤
字
公
債
の
発
行
に
よ
っ
て
三
百
四
十
億

ル
ピ
ー
（
二
十
二
億
五
干
万
ポ
ン
ド
）
の
貨
幣
を
創
造
す
る
。

　
従
っ
て
こ
れ
を
表
示
す
れ
ば
上
の
通
り
で
あ
る
。

　
十
五
ケ
年
計
画
は
五
ケ
年
づ
瓦
三
期
に
分
れ
て
い
る
。
即
ち
下

の
通
り
で
あ
る
。

　
初
期
に
於
て
は
資
材
も
要
員
も
少
い
た
め
に
規
模
を
小
さ
く
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
資
材
、
人
員
の
増
蜘
に
伴
っ
て
テ
ム
ポ
を
早
め

て
行
く
こ
と
x
す
る
。
第
一
、
期
計
画
は
全
く
何
も
な
い
と
こ
ろ
が

ら
出
発
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
期
は
第
一
期
計
画
の
成
果
を
基

礎
と
し
、
第
三
期
は
第
二
期
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
開
発
を
続
げ

て
行
く
か
ら
、
開
発
は
幾
何
級
数
的
に
行
は
れ
る
こ
と
二
な
る
。

（億ルピー）

　
以
上
が
ボ
ン
ベ
イ
計
画
の
概
略
で
あ
る
が
、
こ
の
計
画
の
目
的
は
要
す
る
に
イ
ン
ド
の
低
い

生
活
水
準
を
向
上
せ
し
め
る
だ
め
に
思
い
切
っ
だ
産
業
構
造
の
変
化
を
行
っ
て
、
国
民
所
得
の
増
加
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
手
段
と
し
て
、
所
要
資
金
一
千
億
ル
ピ
ー
の
う
ち
三
分
の
一
以
上
に
当
る
三
百
四
十
億
ル
ピ
ー
を
創
造
貨
幣
に
よ
る
こ
と
、
し
た
が
、
こ

れ
は
一
歩
誤
る
と
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
。
ン
を
生
せ
し
め
、
生
活
水
準
の
低
下
を
招
き
計
画
の
目
標
と
相
反
す
る
結
果
を
生
せ
し
め
る
お
そ

れ
が
多
分
に
あ
る
Q

　
ポ
ン
ペ
イ
計
画
は
民
間
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は
一
九
四
六
年
に
五
ヶ
年
計
画
（
一
九
四
七
－
五
一
）
を
作
成
し
π
。
こ
の
計
画
は

鉄
道
、
電
力
、
灌
慨
、
治
水
、
通
信
、
産
業
訓
練
、
道
路
、
教
育
、
公
衆
衆
生
、
な
ど
の
分
野
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
　
一
二
九
億
五
千
万

ル
ゼ
ー
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
に
は
主
要
工
業
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
が
こ
れ
等
の
工
業
は
民
問
企
業
に
委
せ
ら
れ
る
こ
と
～

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

第一期 第二期 第三期 合計
工　　　業 79 153 216 448

基　　礎 48 120 180 348

消費財 31 33 36 100

農　　　業 20 40 64 124

交　　　通 11 32 51 94

教　　　育 4 8 37 49

保　　　健 4 8 33 45

住　　　宅 19 42 159 220

雑 3 7 10 20

合　　　計 140 290 570 1，000
「
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コロンボ計画による開発計画の内訳（百万ポンド）

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
濱
計
画
と
貿
易
問
題

’

イ　ソ　ド パキスタン セイロン マレー及び
p領ボルネオ 合　　　計 百　分比

農　　　業 456 88 38 13 595 32

運輸及通信 527 57 22 21 627 34

燃料及電力 43 51 8 20 122 6

工業及鉱業 135 53 6
一

194 10

社会施設 218 31 28 53 330 18

計
1，379
i74）

280
i15）

102
i5）

107
i6）

1，868

i100）

100

（註）農業には総合開発も含む。工鉱業には石炭を除外す。（大蔵省前掲書）

　
推
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
四
七
年
パ
キ
ス
タ
ン
が
分
離
す
る
こ
と
、
な
っ
た
か
ら
政
府
は
新
な
計
画
を
た
て
る
必
要

に
せ
ま
ら
れ
だ
。
そ
こ
で
一
九
四
七
年
十
一
月
に
二
つ
の
計
画
が
た
て
ら
れ
π
。
一
つ
は
「
即
時

計
画
」
（
一
b
P
昌
P
Φ
畠
一
鋤
け
Φ
　
勺
一
己
昌
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
九
四
九
年
叉
は
一
九
五
〇
年
初
期
ま
で
に
完

成
せ
ら
れ
る
べ
き
計
画
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
輸
送
機
関
の
増
加
、
（
特
に
石
炭
輸
送
）
、
国
内

不
足
原
料
の
輸
入
、
磨
損
設
備
の
取
換
え
に
よ
る
新
し
い
生
産
能
力
の
設
備
な
ど
で
あ
っ
π
。
今

一
つ
の
計
画
は
「
短
期
計
画
」
（
ω
げ
O
『
け
層
什
Φ
『
b
P
　
用
肖
鍾
口
）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
三
ヶ
年
を
期
限
と
し

て
織
物
、
紙
、
砂
糖
、
セ
メ
ン
ト
、
石
炭
、
鋼
の
増
産
を
は
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
〇
年
記
、
所
謂
コ
ロ
ン
ボ
計
画
（
南
及
び
東
南
ア
ジ
ア
に
於
け
る
協
同
的
経
済
開
発
の

だ
め
の
コ
ロ
ン
ボ
計
画
）
が
作
成
さ
れ
、
　
一
九
五
一
年
七
月
置
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
、
な
つ
だ
。

コ
ロ
ン
ボ
計
画
は
英
連
邦
諸
国
が
協
同
し
て
南
及
び
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
開
発
し
て
行
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
九
五
〇
年
一
月
、
コ
η
ン
ボ
、
五
月
シ
ド
ニ
ー
、
九
月
ロ
ン
ド
ン
で
そ
れ

ぞ
れ
会
議
を
開
い
だ
結
果
決
定
さ
れ
だ
も
の
で
一
九
五
一
年
よ
り
五
七
年
ま
で
六
ケ
年
間
に
一
八

億
六
千
八
百
万
ポ
ン
ド
を
支
出
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
各
地
域
及
び
各
産
業
部
門
へ
の
資
本
投
下

額
の
内
訳
は
上
の
通
り
で
あ
る
。

　
即
ち
、
地
域
に
於
て
は
イ
ン
ド
に
約
四
分
の
三
が
割
当
て
ら
れ
、
産
業
で
は
農
業
、
及
び
運
輸

通
信
に
そ
れ
ぐ
三
割
づ
、
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
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イ
ン
ド
政
府
は
こ
の
六
ヶ
年
計
画
の
う
ち
、
河
谷
開
発
計
画
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
既
に
行
は
れ
て
い
る
七
つ
の
河
谷
開
発
の
う
ち
三
つ

が
こ
の
計
画
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
（
一
）
∪
霞
5
山
臼
く
2
。
畜
《
（
三
七
・
五
百
万
ポ
ン
ド
）
、
（
二
）
昏
。
国
貯
爵
巳
（
二
二
・
五
百
万

ポ
ン
ド
）
、
（
三
）
b
d
冨
ζ
9
。
Z
き
。
q
旦
（
五
六
・
八
百
万
ポ
ン
ド
）
の
三
計
画
で
あ
る
が
、
．
こ
の
う
ち
、
（
一
）
は
河
の
八
箇
所
に
ダ
ム
を
築

き
合
計
二
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
水
力
発
電
所
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
ま
セ
、
洪
水
の
災
害
を
な
く
し
、
イ
ン
ド
で
最
も
豊

富
な
鉱
物
地
帯
の
開
発
を
可
能
に
す
お
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
．
二
つ
の
計
画
の
う
ち
一
つ
は
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
と
同
じ
規
模
を
も
つ
も
の
で

あ
り
、
完
成
の
暁
は
．
電
力
を
供
給
し
、
不
毛
の
地
を
灌
瀧
し
て
沃
野
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
地
方
的
な
塵
外
計
画
や
、
農
業
研
究
や
技
術
員
養
成
施
設
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
農
業
開
発
計
画
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
は
一
九
五

一
六
五
七
年
度
に
は
穀
物
は
三
百
万
ト
ン
、
棉
花
は
一
九
万
五
千
ト
ソ
、
ジ
ュ
ー
ト
は
三
七
万
五
千
ト
シ
、
採
油
用
．
種
子
は
百
五
十
万
そ
れ

ぐ
増
産
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
農
業
に
対
す
る
投
資
は
三
分
の
一
を
占
め
る
が
、
運
輸
通
信
に
対
す
る
投
資
は
約
五
分
の
二
に
達
し
、
三
億
六
干
魚
ポ
ン
ド
が
鉄
道
の
改

良
の
だ
め
に
支
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
を
開
発
し
、
国
内
市
揚
を
拡
大
し
、
物
資
が
港
ま
で
流
れ
出
る
の
を
容
易
に
す
る
た

め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
工
業
の
発
展
に
は
十
分
の
一
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
重
点
は
鉄
鋼
増
産
に
お
か
れ
て
い
る
。
既
存
の
鉄
鋼
工
場
は
拡
大
さ
れ
、
新
し
い

製
鋼
工
場
が
セ
ソ
ト
ラ
ル
プ
ロ
ビ
ン
ス
に
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
年
産
五
〇
万
ト
ン
の
製
鋼
能
力
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
六
ヶ
年
計
画
の
完
遂
に
よ
っ
て
現
在
の
食
糧
配
給
一
日
十
ニ
オ
ン
ス
を
十
六
オ
ン
ス
に
、
綿
布
消
費
年
間
一
〇
ヤ
ー
1
3
を
十
五
ヤ
ー
ド
に

高
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
だ
社
会
施
設
と
し
て
は
全
額
の
六
分
の
一
が
あ
て
ら
れ
、
学
校
及
び
避
難
者
の
定
住
所
の
建
設
に
優
先
的
に

使
用
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
病
院
、
薬
局
、
住
宅
及
び
ス
ラ
ム
清
掃
に
少
額
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
（
冥
Φ
ヨ
銭
。
逗
。
睾
。
甕
p
寓
。
P
蜜
P
H
8
ρ
o
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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ざ
ヨ
び
。
℃
訂
昌
）

開
発
計
画
資
金
の
用
途
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
百
万
ル
ピ
ー
）

農　　　業 6，080 33％

運　　　輸 7，027 38％

｛雛 4，800

P，099

P，018

燃料電力 576 3％

鉱工業（除石炭） 1，800 10％

社会施設 2，913 16％

！教　　育 1，144

住宅建築嘱保　　健 183

T15

・その他 1，071

合　　　　計 18，395

　
こ
の
資
金
計
画
は
下
の
如
く
、
年
々
国
内
資
金

が
漸
増
し
、
海
外
資
金
が
漸
減
す
る
こ
と
、
な
っ

て
い
る
。
（
百
万
ル
ピ
ー
）

　
国
内
資
金
一
〇
三
蓋
ル
ピ
ー
の
調
達
は
次
の
方
法
に
よ

る
。
　
（
a
）
中
央
及
び
州
政
府
の
収
入
四
九
億
ル
ピ
ー
、

（
d
）
国
有
企
業
特
に
鉄
道
の
利
潤
一
八
億
ル
ピ
ー
、
（
c
）

公
衆
よ
り
純
借
入
二
四
億
ル
ビ
ー
、
　
（
b
）
鉄
道
減
価
償

却
基
金
の
手
取
金
一
二
億
ル
ピ
ー
計
一
〇
三
億
ル
ピ
ー
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
計
算
に
は
経
費
節
約
十
一
億
ル
ビ
ー
、
新
税
及
び
国
内
貯
蓄
の
奨
励
に
よ
り
政
府
借
款
へ
の
投
資
な
ど
を
考
慮
し

て
い
る
。

　
対
外
資
金
は
八
十
一
億
ル
ピ
ー
で
あ
る
。

　
私
的
資
本
は
計
画
の
当
初
に
は
端
野
一
六
億
ル
ピ
ー
、
で
あ
る
が
、
五
六
一
五
七
年
春
は
二
十
六
億
ル
ピ
ー
に
達
す
る
。

政府投資 国内資金 海外資金

1951－52 3，070 1，360 1，710

1952－53 3，070 1，490 1，580

1953－54 3，070 1，590 1，480

1954－55 3，070 1，780 1，29Q

1955－56 3，070 2，000 1，070

195ε一57 3，070 2，090 980

1951－57 18，400 10，300 8，100

（ECAFE　1950年年報）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
外
に
イ
ン
ド
は
ポ
ン
ド
残
高
の
解
除
に
よ
っ
て
二
十
八
億
ル
ピ
ー
を
受
取
る
算
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
1
五
一
年
忌
政
府
投
資
が
二
十
二
億
五
千

万
ル
ピ
ー
で
あ
る
か
ら
、
私
的
投
資
を
考
慮
に
入
れ
る
と
国
民
所
得
の
四
％
に
当
る
。
計
画
の
末
期
に
な
る
と
全
投
資
額
は
増
加
し
た
国
民
所
得
の
五
・
五
一
六
％
と
な
る
。

私
的
投
資
の
源
は
個
人
の
貯
蓄
と
会
社
の
貯
蓄
と
で
あ
る
。
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イ
ン
ド
経
済
五
ケ
年
計
画

イ
ン
ド
政
府
は
一
九
五
一
年
七
月
八
日
、
ネ
ー
ル
首
相
を
委
員
長
と
す
る
国
家
計
画
委
員
会
の
作
成
し
た
経
済
五
ヶ
年
計
画
案
（
所
謂
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
経
済
新
報
一
九
五
一
・
一
〇
・

ー
ル
・
プ
ラ
ン
）
を
発
表
し
把
。
（
世
界
週
報
一
九
五
一
・
九
二
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
本
経
済
月
報
一
九
五
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
）

二
〇
）



　
こ
の
五
ケ
年
計
画
（
第
一
部
）
は
総
額
百
四
十
九
億
三
干
万
ル
ピ
ー
に
達
す
る
大
計
画
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ボ
計
画
は
六
ヶ
年
に
百
八
十
四

億
ル
ピ
ー
の
支
出
を
予
定
し
て
い
る
か
ら
、
五
ケ
年
計
画
の
方
が
一
ヶ
年
当
り
の
支
出
は
小
さ
い
。
コ
ロ
ン
ボ
計
画
に
示
さ
れ
た
若
干
の
計

画
は
除
か
れ
る
か
、
ま
た
篠
正
さ
れ
て
居
る
。
（
筋
翻
聴
器
橘
饗
詫
徽
舗
灘
蜘
覆
毅
海
望
診
㌶
Y

農業と農村開発 191．70 12．8％

灌慨と電力 450．26 3α2％

運輸と通信 388．20 26．0％

工　　　　業 100．99 a8％
公共サービス 254．08 17．0％

復　　　　興 79．00 53％
そ　　の　　他 28．54 1．9％

合　　　　計 1，492．77 100．0％

7202

2060

1200

375

690

食糧（トン）

ジ＝一ト（俵）

棉花　（俵）
採油種子（トン’）

馬糧（ト》・）

　
こ
の
五
ケ
年
計
画
は
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
第
一
部
は
一
九
五
五
一
五
六
年
度
末
に
戦
前
水
準
の
重
要
消
費
物
資
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
こ
の
た
め
に
百
四
十
九
億
三
千
万
ル
ピ
ー
の
支
出
を
見
込
ん
で
居
り
、
全
額
を
イ
ン
ド
国
内
の
資
金
に
よ
る
こ
と
エ

し
て
い
る
。
第
二
部
は
次
の
五
ケ
年
に
相
当
程
度
の
発
展
を
確
保
し
よ
う
と
し
、
こ
れ
に
三
十
億
ル
ピ
ー
の
麦
出
を
あ
て
N
い
る
が
、

こ
れ
に
は
、
外
国
か
ら
の
援
助
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
九
五
一
一
五
二
年
よ
り
一
九
五
五
－
五
六
年
に
至
る
国
家
計
画
第
一
部
の
資
金
配
分
は
上
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
単
位
十
万
ル
ピ

ー
）

　
　
　
　
　
こ
の
財
源
の
内
訳
と
し
て
下
表
の
如
き
数
字
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
（
単
位
百
万
ル
ビ
ー
）

　
　
　
　
　
計
画
第
一
部
の
優
先
順
位
は
（
1
）
既
に
実
施
中
の
計
画
の
完
成
、
（
2
）
食
糧
原
材
料
の

　
　
　
　
比
較
的
短
期
間
に
於
け
る
生
産
増
強
、
（
3
）
原
料
及
び
技
術
資
源
の
開
発
計
画
及
び
雇
傭
の

　
　
　
　
拡
大
、
（
4
）
公
共
サ
ー
ビ
ス
発
展
の
維
持
及
び
漸
進
的
拡
大
、
（
5
）
十
分
な
行
政
的
、
公
共

　
　
　
　
的
ナ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
未
開
発
地
方
の
急
速
な
開
発
と
な
っ
て
い
る
。

本
計
画
の
各
部
門
別
の
概
略
を
示
さ
う
。

■
、
農
　
業
　
部
　
門
　
　
農
業
部
門
と
灌
概
・
電
力
部
門
に
は
特
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
食
糧
作

物
耕
作
面
積
が
現
在
は
戦
前
と
略
同
じ
く
一
億
六
千
七
百
万
エ
ー
カ
ー
で
あ
る
に
不
拘
、
生
産
は
戦
前
の

四
、
六
一
六
万
ト
ソ
に
対
し
て
四
、
一
九
〇
万
ト
ソ
と
．
一
割
近
く
減
じ
て
い
る
。
反
当
収
量
は
エ
ー
カ
ー

当
り
六
一
九
ポ
ン
ド
か
ら
五
六
五
ポ
ン
ド
へ
と
低
下
し
、
特
に
小
麦
、
黍
、
．
と
う
も
ろ
こ
し
は
五
割
減
量

し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
恢
復
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
み
い
。

十
五
、
乃
至
は
十
六
オ
ン
ス
に
引
上
げ
る
な
ら
ば
必
要
増
産
量
は
八
二
〇
万
ト
ソ
、

　
　
　
東
南
…
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

中央政府財政支出

　　〃　州への補助

州政府財政支出．

　小　　　計

4．　300

2，110

4，　goo

11，　210

虫垂興。，ヤ翻82・
イギリスポンド残高解除　　　2，900

　
一
九
五
〇
年
に
お
け
る
成
入
一
人
一
日
当
り
の
食
糧
供
給
量
は
ニ
ニ
・
六
七
オ
ン
ス
で
あ
る
が
一
九
五
六
年
に
於
て
も
こ
れ
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
間
に
二
千
六
百
万
人
の
人
ロ
増
加
を
考
慮
し
て
六
百
九
十
万
ト
ソ
の
食
糧
増
産
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
単
位
供
給
量
を
十
四
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
二
百
万
ト
ソ
な
い
し
は
一
五
八
0
万
ト
ソ
な
け
れ
ば
十
分
で
は
な
い
。
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
委
員
会
が
州
と
協
議
の
上
試
み
に
作
成
し
た
農
業
増
産
目
標
の
概
要
は
右
の
通
り
で
あ
る
。
（
単
位
一
千
）

　
食
糧
七
二
〇
万
ト
ソ
増
産
の
内
訳
は
大
規
模
灌
瀧
計
画
に
よ
り
二
三
〇
万
ト
ソ
、
小
規
模
灌
慨
計
画
に
よ
り
一
九
〇
万
ト
y
、
土
地
改
良
及
び
開
墾
に
よ
り
一
五
〇
万
ト

ソ
、
施
肥
改
善
に
よ
っ
て
六
〇
万
ト
ソ
、
優
良
種
子
配
給
に
よ
っ
て
四
〇
万
ト
ソ
、
そ
の
他
五
〇
万
ト
ソ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
実
施
は

　
（
一
）
　
村
落
単
位
ま
で
滲
透
す
る
計
画
実
施
に
関
す
る
行
政
措
置
の
改
善
。

　
（
二
）
　
物
価
政
策
を
計
画
の
目
的
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
。
即
ち
、
商
業
用
作
物
の
物
価
騰
貴
を
阻
止
す
る
必
要
を
指
摘
し
、
ま
た
委
員
会
は
主
要
作
物
の
比
価
を
適
当
な

構
成
に
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　
農
業
政
策
と
し
て
土
地
問
題
と
農
業
経
営
の
改
革
を
あ
げ
、
土
地
改
革
を
行
う
目
的
と
し
て
次
の
三
点
、
即
ち
、
（
一
）
生
産
の
維
持
更
に
そ
の
増
進
、
（
二
）
経
済
的
効

率
一
石
経
済
的
所
有
関
係
の
是
正
と
農
業
経
営
規
模
の
現
在
以
上
の
拡
大
、
（
三
）
社
会
正
義
一
自
小
作
、
農
業
労
働
者
に
対
す
る
公
正
の
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
社

会
全
体
の
利
益
を
目
標
と
す
る
。

　
土
地
改
革
の
方
法
と
し
て
は
土
地
の
国
有
化
は
実
行
不
可
能
で
あ
り
、
個
人
の
所
有
面
積
を
制
限
し
て
小
耕
作
者
又
は
協
同
組
合
に
分
配
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
し
、

小
農
を
協
同
組
合
に
組
織
し
、
一
村
落
全
体
を
一
つ
の
協
同
経
営
単
位
と
し
、
耕
作
は
数
プ
ロ
、
ッ
ク
に
分
け
て
行
い
、
土
地
所
有
者
に
配
当
を
行
う
と
い
う
方
法
を
勧
告
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
方
法
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
村
落
に
著
て
は
当
面
農
業
経
営
の
改
善
と
増
産
を
は
か
る
た
め
に
次
の
対
策
を
よ
る
。

　
一
、
村
落
生
産
会
議
を
組
織
す
る
。

　
二
、
登
録
農
場
を
設
け
る
1
小
農
と
過
大
経
営
の
余
剰
農
地
と
を
組
合
せ
て
経
済
的
協
同
経
営
単
位
と
し
、
近
代
技
術
を
淳
入
し
た
模
範
農
場
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
三
、
農
業
協
同
組
合
を
勧
奨
す
る
。
一
協
同
組
合
に
は
物
資
の
供
給
、
金
融
、
可
耕
荒
地
の
貸
与
に
優
先
権
を
与
え
る
こ
と
x
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
農
村
入
口
の
三
分
の
一
を
占
め
る
土
地
の
な
い
農
業
労
働
者
に
つ
い
て
は
最
低
賃
銀
制
の
適
用
、
開
墾
地
へ
の
移
住
及
び
福
祉
対
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
政
府
の
従
来
の
食
糧
増
産
運
動
は
資
金
や
人
的
ス
タ
ッ
フ
を
総
花
的
に
使
用
し
た
た
め
に
効
果
が
少
な
か
っ
た
と
し
、
今
後
は
灌
慨
の
便
が
あ
る
か
、
雨
量
の
多
い
地
方

に
重
点
的
に
行
う
と
と
も
に
、
各
州
に
人
口
五
千
人
程
度
の
村
落
一
〇
単
位
を
選
定
し
て
こ
れ
を
試
み
、
次
男
に
人
口
二
万
五
千
人
乃
至
三
万
人
程
度
の
も
の
五
〇
一
六
〇

単
位
に
及
ぼ
す
の
が
効
果
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

二
、
灌
瀧
及
び
電
力
部
門

　
五
ケ
年
計
画
第
一
部
は
灌
概
及
電
力
計
画
に
四
十
五
億
千
万
ル
ピ
ー
の
壷
振
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
よ
れ
ば
一
九
五
六
年
ま
で
に
八
七
〇
万
エ
ー
カ
ー
の
新
た

な
無
智
が
見
込
ま
れ
、
一
一
〇
万
K
W
の
電
力
供
給
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
灌
慨
面
積
を
二
〇
％
増
大
し
て
電
力
供
給
量
を
現
在
能
力
よ
り
も
七
〇
％
方
増
大
さ
せ

る
。
五
ケ
年
計
画
第
二
部
で
は
一
層
進
歩
し
た
毛
書
な
ら
び
に
発
電
計
画
が
委
員
会
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
る
算
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
計
画
は
主
要
な
長
期
計
画
と
見
ら
れ
ね
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ば
な
ら
な
い
。
十
五
ケ
年
乃
至
二
十
ケ
年
以
上
後
に
な
れ
ば
灌
概
の
面
積
は
二
倍
と
な
り
、
七
百
万
K
W
の
電
力
供
給
量
の
増
加
が
確
保
さ
れ
る
。

三
、
工
業
部
門

　
工
業
部
門
に
対
す
る
資
金
は
僅
か
に
六
・
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
資
金
は
既
設
の
公
社
企
業
の
拡
張
に
若
干
投
資
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
華
々
し
い
国
営
工
場
の
新
設
な
ど
は

な
い
。
主
要
な
役
割
を
演
ず
る
の
は
既
設
の
私
企
業
で
あ
る
。
そ
し
て
私
企
業
部
門
の
計
画
は
各
種
産
業
代
表
と
協
議
の
上
、
公
企
業
と
の
調
整
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
公
私
企
業
の
調
整
が
行
は
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
政
策
と
云
え
る
。

　
工
業
五
グ
年
計
画
の
目
標
は

　
（
一
）
　
農
業
開
発
と
灌
概
瓢
電
力
開
発
に
要
す
る
工
業
製
品
を
供
給
す
る
た
め
の
生
産
拡
大
。

　
（
二
）
　
黄
麻
の
よ
う
な
生
産
財
、
綿
製
品
、
砂
糖
、
石
け
ん
等
の
消
費
財
工
業
の
現
在
能
力
を
完
全
に
利
用
す
る
。

　
（
三
）
　
国
の
一
般
的
発
展
に
於
て
基
本
的
重
要
性
を
も
つ
銑
鉄
、
鋼
、
重
化
学
品
の
生
産
能
力
の
増
大
。

　
（
四
）
　
企
業
統
合
に
よ
る
単
位
規
模
の
拡
大
。

私企業に於ける拡張計画

1955－551950－51

3，　6eo

3，　840

2，613

20，　OOO

25，　OOO

4，　600

1，　174　1

3，　665　i
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179

100

174

27

17

　　180

　　78

　　29

　690
　　165

3，　075

1，315

1，　500

19，006

2，　654

77，　544

46，　103

駆
4
7
　
　
8
1
　5

16

　　102

　　　44

　　　11

　　523

　　109

2，　622

1，　005

1，　100

4，　497

2，　406

30，　292

4，　596

アルミ（トソ）

自動車（台）
セメyト（千トソ）

綿製品
　（1）綿　糸（百万ポンド）

　（2）　綿　布（百万ヤード）

肥　　　料

　（1）　過燐酸石灰（千トソ）

　（2）　硫　　　安（千トン）

ガラス・ガラス器

　容　　　器（千Fソ）

　薄　　板（千bソ）

　パンクフル（環）（千こ口）

重化学製品

　硫　　　酸（千トソ）

　ソーダ灰（千トソ）

　苛性ソーダ（千トン）

マッチ（千箱）
回訓板紙（千トン）

塩　　　　（千トン）

鋼　　　材（千トソ）

砂　　　糖（千トy）

アルコール（千バルク・ガロン）

　動　力　用

　精　　　製

農業機械
　円心式ポンプ

　ディーゼル機関

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
五
、
現
存
工
業
の
欠
陥
障
害
の
排
除

に
お
か
れ
て
お
り
、
次
表
の
如
き
計
画
を
策

定
し
た
。

工
　
業
　
政
策

　
工
業
開
発
法
を
制
定
し
て
、
各
重
要
工
場

に
労
働
者
，
使
用
者
、
技
術
者
代
表
を
以
て

開
発
会
議
を
設
け
次
の
任
務
を
担
当
す
る
。

　
一
、
現
存
設
備
能
力
を
フ
ル
に
利
用
す
る

生
産
目
標
の
達
成
。

　
二
、
無
駄
を
は
ぶ
き
コ
ス
ト
を
下
げ
、
最

大
限
の
生
産
を
得
る
た
め
の
能
率
規
準
の
示

唆
。　

三
、
稼
動
能
力
、
特
に
非
能
率
的
な
も
の

玉
改
善
。

　
四
、
消
費
者
を
満
足
さ
せ
る
販
売
手
段
の
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

考
案
。

　
開
発
会
議
の
行
政
技
術
の
ス
タ
ッ
フ
は
政
府
か
ら
出
す
こ
と
を
予
定
し
て
居
り
、
従
っ
て
同
会
議
は
政
府
投
資
と
民
間
投
資
と
を
調
整
す
る
役
割
を
果
す
が
、
工
業
開
発

統
制
法
可
決
の
上
は
同
会
議
を
通
じ
て
政
府
の
統
制
を
行
う
こ
ど
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
五
ケ
年
計
画
に
於
け
る
民
間
の
工
業
拡
張
費
は
二
五
一
三
〇
億
ル
。
ヒ
ー
と
推
計
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
二
面
五
千
万
ル
ピ
ー
が
政
府
補
助
に
よ
り
、
残
余
の
う
ち
、
二
〇
億

ル
ピ
ー
が
資
本
発
行
と
工
業
金
融
会
社
そ
の
他
特
別
金
融
機
聞
か
ら
の
融
資
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
五
グ
年
間
の
旧
式
機
械
施
設
の
取
換
費
は
十
二
億

五
千
万
一
十
七
億
五
千
万
ル
ピ
ー
と
し
、
そ
の
う
ち
或
る
部
分
は
超
過
利
得
税
の
払
戻
し
、
積
立
金
の
引
出
に
よ
り
賄
は
れ
、
残
余
は
五
ケ
年
計
画
の
進
行
に
よ
り
国
産

物
資
の
増
加
に
よ
る
コ
ス
ト
低
下
を
以
て
カ
バ
ー
出
来
る
と
の
推
計
に
立
っ
て
い
る
。

　
民
聞
企
業
を
国
宥
化
す
る
場
合
は
公
正
妥
当
な
補
償
を
行
う
べ
し
と
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
外
資
の
導
入
は
資
本
財
、
技
術
、
パ
テ
y
ト
の
入
手
の
上
よ
り
も

歓
迎
し
、
国
内
産
業
と
同
一
の
取
扱
を
す
る
こ
と
を
勧
告
し
つ
Σ
も
、
株
式
投
資
の
形
に
よ
る
外
資
が
一
番
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

　
な
お
イ
ン
ド
に
特
宥
な
経
営
代
理
制
度
に
つ
い
て
は
目
下
議
会
が
会
社
法
を
審
理
中
で
も
あ
り
、
経
営
代
理
制
に
よ
る
巨
額
の
投
資
は
抑
制
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

中
　
小
　
企
　
業

　
大
工
業
と
な
ら
ん
で
中
小
企
業
の
発
展
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
申
小
企
業
は
資
本
の
一
般
的
不
足
、
失
業
し
た
中
産
階
級
の
救
済
、
地
方
自
治
の
発
展
充
実
の
た
め
、
及

び
企
業
集
中
の
排
除
と
い
う
目
的
の
た
め
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
中
小
企
業
発
展
の
た
め
多
く
の
政
策
が
立
案
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
鉄
鋼
生
産
用
の
小
工
場
を
そ
れ
に
適
応
し
た
地
方
に
建
設
す
る
こ
と
、
綿
布
生
産
用
の
小
型
織
物
機

の
改
良
、
安
い
電
力
と
輸
送
施
設
の
便
利
な
地
点
に
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
エ
ス
テ
ー
ト
を
建
設
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
五
ケ
年
計
画
第
一
部
は
家
内
工
業
及
び
申
小
企
業
に
総
額
一
億
六
千
万
ル
ピ
ー
の
麦
出
を
割
当
て
x
い
る
。

家
　
内
　
工
　
業

　
中
小
企
業
は
性
格
上
、
都
市
の
周
辺
に
存
在
す
る
に
反
し
て
、
家
内
工
業
は
主
と
し
て
農
村
的
で
あ
る
。
家
内
工
業
は
地
方
の
雇
用
増
大
と
経
済
振
興
を
目
的
と
し
て
奨

励
さ
れ
る
。

　
委
員
会
に
よ
れ
ば
発
展
の
余
地
あ
る
家
内
工
業
は
手
織
綿
布
、
村
落
製
油
工
業
、
ニ
ー
ム
油
生
産
、
手
す
き
紙
、
ウ
ー
ル
の
毛
布
、
そ
れ
に
特
定
地
方
に
お
け
る
精
米
及

び
マ
ッ
チ
製
造
業
で
あ
る
。

　
家
内
工
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は
家
内
工
業
を
衰
退
に
導
く
よ
う
な
次
の
障
害
に
関
す
る
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
（
1
）
組
織
の
欠
除

　
（
2
）
購
買
力
の
弱
少

　
（
3
）
能
率
的
な
生
産
手
段
の
欠
除
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（
4
）
原
料
・
資
金
の
不
足

　
こ
れ
を
除
去
す
る
た
め
に
は
協
同
組
合
な
ど
に
よ
る
家
内
工
業
の
組
織
化
、
必
要
品
の
共
同
購
入
な
ど
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

四
、
瞭
　
逡
部
　
門

　
鉄
道
計
画
は
改
修
に
重
点
を
お
き
、
戦
前
水
準
以
下
と
な
っ
た
輸
送
能
率
を
回
復
し
、
な
お
上
廻
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
海
運
計
画
は
沿
岸
用
及
び
外
航
用
船
腹
の
拡
張
を
は
か
る
た
め
に
一
億
五
千
万
ル
ピ
ー
を
助
成
す
る
。

　
航
空
関
係
計
画
は
経
費
一
億
五
千
万
ル
ピ
ー
の
七
〇
％
が
工
場
建
設
、
残
り
が
技
術
の
た
め
の
費
用
と
し
、
第
ご
部
計
画
の
二
五
〇
〇
万
ル
ピ
ー
は
旧
式
機
械
の
更
新
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
関
係
は
針
二
億
三
千
万
ル
ピ
ー
が
割
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　
国
道
に
つ
い
て
は
現
在
の
交
通
量
に
耐
え
得
る
よ
う
道
路
を
舗
装
す
る
こ
と
Σ
、
古
い
橋
梁
の
負
担
力
強
化
が
主
眼
と
さ
れ
て
い
る
。
村
落
と
市
場
中
心
、
県
の
中
心
と

を
結
合
す
る
こ
と
、
及
び
村
落
の
道
路
を
建
設
維
持
す
る
た
め
近
代
的
措
置
を
と
る
こ
と
の
必
要
が
特
別
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
外
に
教
育
を
申
心
と
し
た
社
会
事
業
費
が
総
資
金
の
一
七
％
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
避
難
民
受
入
れ
費
用
と
し
て
五
・
三
％
な
ど
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

資
　
金
　
計
　
画

　
以
上
諸
部
門
に
対
す
る
配
分
の
う
ち
総
額
の
約
半
分
は
申
言
政
府
が
持
ち
、
他
は
地
方
政
府
が
負
担
す
る
こ
と
瓦
な
っ
て
い
る
。
こ
の
七
十
三
億
四
千
万
ル
ピ
ー
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
麦
出
額
は
一
九
五
〇
一
五
一
年
度
予
算
を
一
〇
％
を
上
廻
っ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
現
在
国
内
で
一
応
無
理
な
く
調
達
し
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
考
え
ら
れ
る
中
央
政
府
の
五
ケ
年
計
画
資
金
は
歳
入
超
過
分
や
公
債
発
行
を
含
め
て
六
十
四
億
一
千
万
ル
ピ
ー
に
過
ぎ
な
い
。
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
の
分
を
合
せ
た
場
合
、
総
資
金
計
画
に
対
す
る
不
足
額
は
三
十
七
夏
雲
千
万
ル
ピ
ー
に
も
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
米
国
か
ら
の
食
糧
公
債
、
コ
ロ
y
ポ
計
画
を
通
じ
て
カ
ナ
ダ
、
濠
州
か
ら
与
え
ら
れ
る
援
助
を
勘
定
に
入
れ
て
も
、
筒
、
二

野
諺
磯
舟
　
＋
九
献
ル
ビ
み
赤
字
財
政
難
兄
ね
ば
な
ら
な
い
と
計
肇
箋
翁
達
の
困
難
を
指
摘
し
て
い
る
・
従
っ
て
墓
が
調
警
れ
な

菩
3
3
1
1
凪
　
け
れ
ば
こ
の
計
画
は
予
定
よ
り
墾
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
・
書
y
ボ
●
プ
ラ
y
と
ネ
↓
・
プ
ラ
ン
と
を
比
較
す
る
と
ネ
ー
ル
・
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
ラ
ン
で
は
農
業
、
電
源
開
発
、
社
会
施
設
そ
の
他
の
占
め
る
割
合
が
増
加
し
、
運
輸
、
通
信
及
び
工
業
の
占
め
る
割
合
が
減
じ
て
い
る
。

ネール　　〇　　一・フフン’

43％

Q6％

V％

Q4％

14，929

農業電源開発
運　輸　通　信

工　　　　　業

社会施設その他

総額（百万ルピーe）

　
、
矛
ー
ル
・
プ
ラ
ン
で
工
業
の
占
め
る
割
合
が
少
い
こ
と
は
工
業
化
の
進
行
し
て
い
る
イ
ン
ド
の
情
勢
よ
り
見

て
奇
異
に
域
じ
る
が
、
こ
れ
は
民
間
外
資
の
導
入
を
期
待
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
イ
ギ
リ
ス
及

び
ア
メ
リ
カ
資
本
は
自
動
車
、
電
話
、
染
料
、
人
絹
な
ど
の
工
業
に
於
て
イ
ン
ド
と
の
合
弁
の
形
で
進
出
し
て
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い
る
。
イ
ン
ド
に
於
け
る
海
外
か
ら
の
長
期
民
間
投
資
の
総
額
は
五
十
一
億
九
千
万
ル
ピ
ー
で
そ
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
は
三
十
七
億
六

千
万
ル
ピ
ー
で
約
七
割
を
占
め
、
ア
メ
リ
カ
資
本
は
三
億
ル
ピ
ー
と
見
積
ら
れ
、
約
六
9
6
を
占
め
て
い
る
。
（
コ
ロ
ン
ボ
計
画
白
書
に
よ
る
）
今
後
も
こ
の
よ

う
な
近
代
工
業
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
導
入
が
行
は
れ
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
政
府
は
外
資
導
入
策
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
外
国
企

業
は
そ
の
経
常
牧
益
の
全
額
を
海
外
に
自
由
に
送
金
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
、
し
て
い
る
。
硬
貨
地
域
か
ら
の
投
資
も
殆
ど
同
じ
よ
う
に

取
扱
い
ま
π
こ
れ
等
の
地
域
か
ら
の
投
資
家
が
一
九
五
〇
年
山
月
以
降
認
可
さ
れ
た
事
業
に
投
資
し
π
場
合
は
元
本
は
勿
論
あ
ら
ゆ
る
牧
益

を
も
全
額
本
国
に
送
金
す
る
こ
と
を
認
め
、
ド
ル
の
控
資
を
期
待
し
て
い
る
。

イ　ソ　ド パキスタン

一、農業資源
黄麻（千エーカー） 984 1，404

棉花　（　〃　） 13，770 1，630

茶　　　（　〃　） 641 97

米　　　（千トソ） 17，229 5，376

小麦　（　〃　） 4，200 2，785

砂糖（　〃　） 2，631 517

落花生（　〃　） 2，274
一

二、鉱物資源
石炭　）千トン） 25，800 198

石油　（千が戸ソ） 65，959 21，113

クローム　（千ト》！） 5 22

銅鉱（千トソ） 288
一

マソガソ鉱（　〃　） 766
一

マグネサイト　（〃） 25
一

雲母（千ハyF“　1／ツドウエイド） 109
一

三、工　　　場

綿紡績
280 9

黄　　　麻 108
一

製　　　糖 156 10

鉄　　　鋼 18
一

セメ　ンノト 16 3

製　　　紙 16
一

ガ　　ラ　ス 77
一

四、そ　の　他

鉄道（千マイル） 26 15

可能勧（千キロワット）
1，343 2，847

　
　
二
、
パ
キ
ス
タ
ン

　
一
九
四
七
年
八
月
十
五
日
、
イ
ン

ド
は
イ
ン
ド
共
和
国
と
．
パ
キ
ス
タ
ン

と
に
分
離
し
π
。
分
離
直
前
に
於
廿

る
資
源
分
布
の
状
態
は
上
表
の
示
す

通
り
、
イ
ン
ド
に
工
業
の
大
多
数
が

あ
り
、
反
之
、
．
パ
キ
ス
タ
ン
は
全
く

の
農
業
国
と
い
う
状
態
で
あ
っ
だ
Q

分
離
後
は
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
工
業
化
を

急
ぎ
、
イ
ン
ド
は
原
料
、
食
糧
の
増
産
に
努
力
し
て
い
る
。

・
分
離
直
前
の
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
資
源
分
布
は
右
の
通
り
で
あ
る
。
（
ナ
シ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
ー
・
バ
ン
ク
月
報
一
九
四
北
・
九
）
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一
九
四
八
年
四
月
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
綜
合
的
な
計
画
の
下
に
産
業
開
発
を
行
う
方
針
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
・
開
発
委
員
会
が
組
織

さ
れ
、
中
央
、
地
方
政
府
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
泥
個
々
の
計
画
が
検
討
さ
れ
だ
。
委
員
会
の
受
付
け
た
計
画
の
数
は
一
四
三
に
上
つ
だ
が
、

そ
の
う
ち
五
二
が
承
認
さ
れ
把
。
そ
の
経
費
は
一
九
四
八
一
四
九
年
度
に
於
て
一
億
三
千
万
ル
ビ
ー
、
四
九
一
五
〇
年
度
に
於
て
は
一
億
八

千
万
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
。
中
央
政
府
の
計
画
は
主
と
し
て
二
七
の
産
業
に
限
ら
れ
て
居
り
、
そ
れ
等
の
う
ち
主
な
も
の
は
セ
メ
ン
ト
、
植
物

性
油
脂
、
電
力
、
石
炭
、
ガ
ラ
ス
及
び
陶
器
、
化
学
島
、
鋼
鉄
及
び
織
物
で
あ
っ
た
。
重
点
的
に
政
府
が
経
費
を
割
当
て
、
い
る
の
は
ジ
ュ

ー
ト
、
紙
、
水
力
及
び
火
力
発
電
、
化
学
肥
料
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
ー
及
び
チ
ュ
ー
ブ
、
綿
織
物
、
鉄
及
び
鋼
、
港
湾
、
造
船
及
び
修
繕
設
備
な

ど
で
あ
る
Q

　
一
九
五
一
一
五
七
年
の
コ
ロ
ン
ボ
計
画
に
顧
て
予
定
さ
れ
て
い
る
パ
キ
ス
タ
ン
の
開
発
計
画
（
既
出
の
表
を
参
照
）
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ
の
最
大
の
計
画
は
灌
概
に
関

す
る
二
つ
の
計
画
で
あ
る
。
一
は
イ
ン
ダ
ス
河
流
域
約
二
百
万
エ
ー
カ
ー
の
灌
概
で
あ
り
、
他
は
西
パ
ン
ヂ
ヤ
プ
地
方
の
も
の
で
あ
っ
て
ラ
ス
ル
に
建
設
さ
れ
る
水
力
電
気

丁
場
よ
り
の
電
気
に
よ
っ
て
一
八
0
0
箇
の
チ
ュ
ー
ブ
・
ウ
エ
ル
を
運
転
し
約
七
〇
万
エ
ー
カ
ー
を
五
三
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
六
ケ
年
計
画
の
大
部
分
は
農
業
計

画
に
当
て
ら
れ
て
、
そ
の
目
的
は
一
九
五
六
一
五
七
年
ま
で
に
農
業
生
産
を
三
分
の
一
増
大
す
る
こ
と
。
特
に
販
売
用
食
用
農
産
物
の
大
増
産
を
計
画
し
て
い
る
。
採
油
種

子
の
生
産
は
二
二
〇
％
、
果
実
は
九
〇
％
、
甘
藤
は
七
〇
％
、
野
菜
は
六
八
％
、
綿
花
は
二
七
％
、
穀
物
は
一
七
％
、
ジ
ュ
ー
ト
は
一
〇
％
の
増
産
を
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
巨
額
の
資
金
が
新
工
業
の
建
設
と
そ
れ
を
運
転
す
べ
き
動
力
の
設
備
に
麦
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
政
府
は
水
力
発
電
が
決
定
的
重
要
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
て

い
る
。
と
い
う
の
は
パ
キ
ス
タ
y
に
は
石
油
も
石
炭
も
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
新
し
い
発
電
所
の
建
設
（
水
力
二
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
火
力
五
万
六
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
官
用
は
五
〇
百
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
石
炭
の
生
産
も
現
在
の
年
産
三
二
四
千
ト
y
よ
り
、
年
産
三
百
万
ト
ソ
に
増
産
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
新
し
い
開
発
計
画
に
関
す
る
限
り
、
重
点
は
黄
麻
及
び
棉
花
の
加
工
及
び
製
紙
に
置
か
れ
て
い
る
。
四
千
万
ポ
ン
ド
以
上
が
こ
れ
等
の
産
業
に
投
下
さ
れ
る
。
ジ
ュ
ー
ト

の
工
場
六
箇
を
建
設
し
、
年
間
田
暇
○
千
ト
ソ
の
ジ
ュ
ー
ト
製
品
を
生
産
し
、
こ
れ
を
以
て
国
内
需
要
を
充
足
し
、
余
分
は
輸
出
す
る
こ
と
玉
し
て
い
る
。
綿
製
品
に
つ
い

て
は
現
在
年
産
一
億
ヤ
ー
ド
で
あ
る
も
の
を
近
い
将
来
こ
れ
を
四
二
五
千
万
ヤ
ー
ド
と
し
、
一
九
五
七
年
ま
で
に
こ
れ
を
二
ご
億
五
千
万
ヤ
ー
ド
と
し
ょ
う
と
す
る
。
こ
の

方
法
に
よ
っ
て
消
費
は
こ
倍
に
上
る
が
、
輸
入
額
は
現
在
の
四
分
の
一
に
下
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
交
通
運
輸
に
つ
い
て
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
計
画
は
全
経
費
の
二
〇
％
に
当
る
。
そ
の
最
大
の
計
画
は
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
チ
タ
ゴ
ン
グ
港
の
拡
張
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
ジ
ェ

ー
ト
の
輸
出
増
加
を
は
か
っ
て
い
る
。
チ
タ
ゴ
y
グ
港
の
港
湾
施
設
を
拡
張
し
て
年
間
四
百
万
ト
ソ
の
荷
役
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
荷
役
能
力
は
年
間
百
八

　
　
　
東
南
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國内冠ひ國外資金（百万ルピー一）（ECAFE　1950年年報による）
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資
資
の
難
　
　
　
　
蓄
金

謳
離
重
量
離
聖

慮
公
私
離
婁
内
民
公
国

開
　
　
　
三
民
民
三
国
　
　
　
外

堀
万
ト
ソ
で
あ
る
。
陸
運
に
つ
い
て
は
鉄
道
の
修
理
、
再
建
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
新
道
路
の
建
設
は
考
え
ら
れ

て
い
な
い
。

　
教
育
に
つ
い
て
も
高
度
の
優
先
順
位
が
認
め
ら
れ
四
、
四
六
〇
の
小
学
校
、
　
一
、
四
五
六
の
中
学
校
、
四
〇
〇

の
高
等
学
校
、
一
五
の
師
範
学
校
、
二
つ
の
高
等
師
範
学
校
の
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
多
数
の
研
究
所
が
建

て
ら
れ
、
農
村
に
六
百
の
診
療
所
と
六
百
の
移
動
診
療
所
の
設
置
が
考
え
ら
れ
、
一
二
〇
の
新
病
院
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
X
な
っ
て
い
る
。

資
　
金
計
　
再

　
此
の
パ
キ
ス
タ
y
の
コ
ロ
ン
ボ
計
画
の
経
費
は
三
、
〇
五
〇
百
万
ル
ピ
ー
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は

（
一
）
政
府
に
よ
る
投
資
二
、
二
〇
〇
百
万
ル
ピ
ー
、
（
二
）
民
聞
投
資
（
特
に
若
干
の
産
業
に
対
す
る
）
四
〇
〇

百
万
ル
ピ
ー
、
（
三
）
開
発
計
画
以
外
の
投
資
及
び
避
難
民
の
定
住
の
た
め
の
経
費
四
五
〇
百
万
ル
ピ
ー
と
な
っ

て
い
る
。

　
右
表
よ
り
知
ら
れ
る
如
く
、
国
内
資
金
は
一
七
億
ル
ピ
ー
、
外
国
資
金
は
一
三
億
五
千
万
ル
ピ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
外
国
資
金
一
三
唐
薯
千
万
ル
ピ
ー
は
開
発
計
画
を
遂
行
す
る
場
合
に
生
ず
べ
き
国
際
切
麦
の
赤
字
で
あ
る
。

　
こ
の
外
資
の
需
要
に
対
し
て
は
ポ
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
の
解
除
は
一
億
五
千
万
ル
ピ
ー
で
あ
り
、
そ
の
他
は
別
の
方
法

　
で
外
資
を
仰
ぐ
こ
と
』
な
っ
て
い
る
。

　
　
三
、
セ
イ
ロ
ン

　
セ
イ
ロ
ン
は
一
九
四
八
年
二
月
に
自
治
領
の
地
位
を
取
得
し
π
。
そ
の
経
済
は
主
と
し
て

茶
、
ゴ
ム
、
コ
・
ナ
ッ
の
生
産
と
輸
出
に
依
存
し
て
い
る
。
耕
地
の
三
分
の
二
は
こ
の
重
要

生
産
物
に
あ
て
ら
れ
、
三
分
の
一
以
下
が
食
糧
作
物
の
生
産
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
セ
イ
ロ

ン
の
輸
出
総
額
の
う
ち
九
〇
％
以
上
は
こ
れ
等
の
三
商
品
で
占
め
ら
れ
て
居
る
。
一
九
四
九

一
五
〇
年
に
セ
イ
”
ン
は
四
〇
万
ト
ン
の
米
を
輸
入
し
泥
が
国
内
の
供
給
は
わ
っ
か
に
一
八

万
七
千
ト
ソ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
穀
物
の
輸
入
は
輸
入
総
額
の
三
分
の
一
に
当
る
。
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輸
出
農
産
物
へ
の
高
度
の
集
中
と
食
糧
の
海
外
依
存
と
は
セ
イ
ロ
ン
経
済
の
欠
点
と
い
え
る
。

　
既
に
戦
前
よ
う
こ
の
経
済
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
だ
め
の
計
画
が
樹
立
さ
れ
、
一
九
三
九
年
よ
り
四
五
年
ま
で
に
消
費
財
生
産
の
だ
め
に

十
五
の
工
場
が
設
立
さ
れ
π
。
こ
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
戦
後
の
計
画
が
だ
て
ら
れ
て
い
る
。

　
一
九
四
六
年
に
政
府
各
省
は
そ
れ
ぐ
産
業
開
発
計
画
を
立
案
し
た
が
、
一
九
四
七
年
に
こ
れ
が
綜
合
調
整
さ
れ
、
一
九
四
八
年
七
月
二

十
日
の
蔵
相
の
予
算
演
説
で
一
九
四
七
－
四
八
年
よ
り
五
二
i
五
三
年
に
至
る
六
ヶ
年
計
画
が
説
明
さ
れ
π
。
こ
の
計
画
は
食
糧
生
産
の
だ

め
に
一
三
一
、
一
三
七
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
開
墾
、
灌
概
す
る
十
六
箇
の
計
画
と
水
力
電
気
及
び
工
業
の
発
達
に
関
す
る
計
画
よ
り
成
っ
て

い
た
が
、
計
画
は
灌
瀧
及
び
電
力
に
つ
い
て
可
成
り
の
成
功
を
お
さ
め
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
工
業
計
画
は
セ
メ
ン
ト
工
場
が
一
つ
完
成

し
だ
だ
け
で
あ
っ
て
、
鉄
鋼
、
肥
料
、
綿
布
、
砂
糖
な
ど
に
第
一
優
先
順
位
が
与
え
ら
れ
だ
が
、
技
術
要
員
の
不
足
の
だ
め
に
紙
上
計
画
に

終
っ
た
。
セ
イ
η
ン
は
資
金
的
に
は
可
成
り
有
利
な
地
位
に
あ
る
の
で
資
金
不
足
は
計
画
の
障
害
と
は
な
ら
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
一
九
五
一
一
五
七
年
に
わ
た
る
コ
ロ
γ
ボ
計
画
に
点
て
セ
イ
ロ
ン
の
遂
行
す
る
予
定
の
計
画
は
食
糧
増
産
と
工
業
建
設
に
よ
る
雇
傭
増
加
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

セ
イ
ロ
ン
人
口
の
三
分
の
二
は
島
の
西
及
び
南
西
部
に
あ
る
「
多
雨
地
帯
」
（
≦
醇
N
O
昌
Φ
）
に
住
ん
で
い
る
が
、
現
在
入
ロ
稀
薄
な
東
部
及
び
北
部
の
「
乾
燥
地
帯
」
（
儀
蔓

N
8
0
）
を
開
発
す
る
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
食
糧
作
物
の
作
付
面
積
を
六
ケ
年
聞
に
少
く
と
も
五
分
の
一
だ
け
増
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
米
の
生
産
を
一
九
四
九
一
五
〇
年
の
一
八
万
七
千
ト
ソ
よ
り
一
九
五
六
－
五
七
年
に
は
二
十
五
万
ト
ン
以
上
に
達
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ス
タ
ン
も
プ
ド
ヒ
ン
ス

　
こ
の
開
発
計
画
は
未
開
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
切
開
き
灌
概
を
行
う
と
い
う
困
難
な
事
業
で
あ
る
。
最
大
の
工
事
は
米
国
の
企
業
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
い
る
東
部
　
州
の

O
巴
◎
旨
河
の
ダ
ム
工
事
で
あ
る
。
こ
の
工
事
は
一
九
五
二
年
に
完
成
す
る
が
そ
の
費
用
は
三
千
万
ポ
ン
ド
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
現
在
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
掩
は
れ
て
い
る
十

万
エ
ー
カ
ー
を
灌
写
し
、
既
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
三
万
エ
ー
カ
ー
の
灌
概
を
改
善
し
、
二
万
一
千
戸
の
農
家
を
入
植
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
セ
イ
ロ
ン
の
政
府
は
コ
ロ
ン
ボ
国
際
港
の
改
修
に
も
高
い
優
先
順
位
を
与
え
て
い
る
。

　
工
業
計
画
は
現
地
の
原
材
料
に
加
工
す
る
工
業
を
お
こ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
重
要
な
る
も
の
N
一
つ
は
コ
・
ナ
ツ
油
の
生
産
で
あ
る
。
約
三
千
八
百
ト
ソ
の

下
級
の
コ
・
ナ
ツ
油
を
油
粕
よ
り
生
産
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
硫
安
八
万
ト
ン
、
過
燐
酸
三
万
五
千
乃
至
四
万
五
千
ト
ン
の
生
産
能
力
を
も
つ
た
肥
料
工
場
の
建
設

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
の
工
場
及
び
地
方
産
甘
蕪
の
製
糖
工
場
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
第
二
次
大
戦
中
に
設
立
さ
れ
た
合
板
、
ガ
ラ
ス
、
陶
器
、

　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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椰
子
繊
維
及
び
圧
延
工
場
も
拡
張
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
社
会
施
設
に
は
総
経
費
の
二
七
％
が
あ
て
ら
れ
、
学
校
、
病
院
及
び
住
宅
の
建
設
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
医
療
施
設
は
現
在
人
口
一
千
当
り
二
．
七
病
床
を
二
倍
に
し
ょ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
こ
れ
が
実
現
さ
れ
て
も
西
洋
諸
国
の
一
般
標
準
と
さ
れ
て
い
る
一
千
入
当
り
一
五
病
床
と
は
著
し
く
劣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

資
、
金
計
画

　
セ
イ
ロ
ン
の
六
ケ
年
計
画
は
一
、
三
六
〇
百
万
ル
ピ
ー
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
（
E
C
A
F
E
一
九
五
〇
年
年
報
一
二
八
頁
）
、
こ
の
う
ち
四
五
〇
百
万
ル
ピ
ー
は
政
府
貸

付
に
よ
り
、
三
六
〇
百
万
ル
ピ
ー
は
国
家
予
算
の
計
画
的
歳
入
超
過
に
よ
っ
て
調
達
し
よ
う
と
す
る
。
政
府
の
借
入
は
年
率
七
五
百
万
ル
ピ
ー
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
比
べ
て

一
九
四
八
一
四
九
年
は
四
六
百
万
ル
ピ
ー
、
四
九
－
五
〇
年
は
三
〇
酉
万
ル
ピ
ー
で
、
そ
れ
み
＼
遙
か
に
少
額
で
あ
っ
た
。
セ
イ
ロ
ン
は
国
内
資
金
に
よ
っ
て
年
々
ニ
ニ
五

百
万
ル
ピ
ー
を
調
達
し
よ
う
と
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
セ
イ
ロ
y
経
済
は
そ
の
生
産
物
の
世
界
市
場
相
場
に
依
存
す
る
こ
と
が
大
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
見
積
り
は
世
界

市
場
価
格
の
論
理
的
な
安
定
を
仮
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
租
税
は
既
に
国
民
所
得
の
二
〇
％
に
達
し
、
最
近
の
直
接
税
及
び
輸
出
税
（
世
界
市
場
価
格
に
対
し
て
敏
感
な
）

の
増
税
を
考
慮
す
れ
ば
、
セ
イ
ロ
ン
は
こ
れ
以
上
の
国
内
資
金
の
需
要
を
賄
う
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
セ
イ
ロ
ン
の
外
資
需
要
額
は
本
計
画
で
は
五
五
〇
百
万
ル
ピ
ー
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
外
に
国
際
収
支
の
赤
字
二
五
〇
百
万
ル
ピ
ー
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ポ
ン
ド
バ

ラ
ン
ス
の
解
除
に
よ
っ
て
調
整
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
四
、
ビ
　
　
　
ル
　
　
　
マ

　
ビ
ル
マ
政
府
は
一
九
四
八
年
一
月
四
日
独
立
以
来
社
会
主
義
を
標
榜
し
、
四
八
年
四
月
に
は
経
済
開
発
二
ヶ
年
計
画
を
発
表
し
だ
。

　
ビ
ル
マ
の
経
済
は
米
に
依
存
し
て
居
り
、
戦
前
に
於
て
耕
地
全
面
積
の
六
五
％
は
米
の
栽
培
に
あ
て
ら
れ
、
輸
出
額
の
四
〇
％
乃
至
五
〇

％
は
米
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
米
に
次
い
で
チ
亨
ク
及
び
石
油
の
輸
出
が
重
要
で
あ
っ
セ
。
戦
後
は
石
油
は
生
産
不
振
の
把
め
輸
出
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
、
米
と
チ
ー
ク
が
主
要
輸
出
品
で
あ
る
。
こ
の
経
済
復
興
計
画
は
戦
災
を
復
興
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
だ
経
済
を
建
設
す
る
た

め
に
土
地
改
革
、
産
業
資
源
の
国
有
化
、
動
力
、
織
物
、
製
米
、
製
糖
な
ど
の
工
業
の
開
発
、
タ
バ
コ
、
採
油
用
種
子
、
棉
花
及
び
果
実
な

ど
の
新
し
い
作
物
の
栽
培
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
政
情
不
安
の
π
め
に
お
く
れ
、
製
糖
及
び
紡
績
工
場
の
建
設
に
お

い
て
多
少
の
進
捗
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
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四

　
　
一
6

　
　
模
の
）

　
　
規
も
他

　
　
小
の
其

場
場
（
（
業

　
　
気
気

工
工

　
　
電
電
鋼

布
紙
力
力

織
製
水
水
鉄

　
二
ヶ
年
計
画
の
資
金
は
七
億
五
千
万
の
乃
至
十
億
五
千
万
ル
ピ
ー
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
上
表
に

　
　
示
す
通
り
と
な
っ
て
い
る
。
（
百
万
ル
ビ
ー
）

　
産
業
開
発
委
員
会
は
一
九
四
九
－
五
九
の
一
〇
年
に
義
血
三
千
万
ル
ピ
ー
、
一
年
当
り
六
千
三
百
万
ル
ピ
ー
が

利
用
可
能
と
考
え
て
い
る
か
、
政
情
不
安
に
よ
る
ゼ
ル
マ
経
済
の
混
乱
を
考
え
る
と
き
は
こ
の
見
積
り
に
は
何
等

の
現
実
的
な
基
礎
は
な
い
。

　
開
発
計
画
の
重
要
な
資
金
源
は
米
及
び
木
材
の
輸
出
額
で
あ
る
が
、
こ
の
輸
出
額
は
目
標
に
達
せ
す
、
ま
た
得

ら
れ
た
資
金
も
国
防
費
に
充
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
米
及
び
チ
ー
ク
の
輸
出
を
取
扱
う
国
家
農
産
販
売
委

員
会
及
び
国
家
木
材
委
員
会
は
二
ヶ
年
間
に
一
億
五
千
万
ル
ピ
ー
を
復
興
開
発
基
金
に
寄
与
し
た
が
、
国
内
の
騒
乱
が
増
大
し
、
政
府
牧
入

が
減
少
し
仁
、
め
に
、
こ
れ
等
の
資
金
は
他
の
目
的
に
転
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
だ
。
ま
た
従
来
外
国
資
本
に
依
存
し
て
い
π
米
や
木
材

に
対
す
る
国
内
金
融
の
問
題
も
、
外
国
資
本
の
利
用
が
出
来
な
い
だ
め
に
こ
、
に
も
困
難
が
生
じ
だ
。

　
国
有
化
政
策
も
行
過
ぎ
π
た
め
に
、
復
興
を
か
え
っ
て
お
く
ら
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
、
一
九
五
〇
年
頃
よ
り
積
極
的
に
外
国
資
本
を

歓
迎
す
る
方
針
に
転
換
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
政
情
が
依
然
不
安
で
あ
る
た
め
、
ビ
ル
マ
の
経
済
開
発
は
困
難
が
多
い
と

い
え
よ
う
。
最
近
の
報
道
に
よ
れ
ば
一
九
五
二
年
一
月
ビ
ル
マ
は
コ
η
ン
ボ
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
五
、
タ
　
　
　
　
　
　
イ

　
戦
前
に
於
て
タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
唯
一
の
独
立
国
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
済
は
植
民
地
的
性
格
を
持
ち
、
米
に
依
存
し
て
い
た
。
即
ち
、

耕
地
面
積
の
九
五
が
米
の
耕
作
に
あ
て
ら
れ
、
輸
出
の
約
半
分
は
米
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
居
だ
。
こ
れ
に
つ
い
で
憾
ゴ
ム
、
チ
ー
ク
、
錫

な
ど
が
残
り
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。

　
　
　
　
東
南
ア
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ア
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戦
後
タ
イ
で
は
ビ
ル
マ
同
様
経
済
の
多
角
化
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
総
合
的
な
経
済
計
画
と
い
う
も
の
は
樹
立
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
港
湾
、
鉄
道
、
灌
概
、
水
力
電
気
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
は
国
際
復
興
開
発
銀
行
よ
h
・
借
款
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
総
額
は
二

千
五
百
四
十
万
ド
ル
、
で
内
訳
は
鉄
道
三
百
万
ド
ル
、
バ
ン
コ
ッ
ク
港
修
築
四
百
四
十
万
ド
ル
鳳
灌
瀧
及
び
動
力
工
場
一
千
八
百
万
ド
ル
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
外
に
製
紙
、
製
糖
及
び
ガ
粗
玉
バ
ッ
グ
工
場
な
ど
の
設
立
も
政
府
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
て
居
り
、
織
物
、
セ
メ
ン
ト
、
鉄
鋼
業
な
ど

の
民
間
企
業
に
対
し
て
補
助
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
六
、
イ
ン
ド
シ
ナ

　
イ
ン
ド
シ
ナ
は
戦
前
そ
の
耕
地
面
積
の
八
六
％
が
米
で
占
め
ら
れ
、
輸
出
総
額
の
約
半
ば
が
米
で
あ
り
、
ゴ
ム
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
だ
。

　
戦
後
は
こ
の
よ
う
な
偏
つ
セ
経
済
構
造
を
是
正
す
る
だ
め
に
工
業
を
発
達
せ
し
め
、
農
作
物
を
多
様
化
す
る
努
力
が
行
は
れ
て
い
る
。

　
一
九
四
九
年
九
月
イ
ン
ー
3
シ
ナ
再
建
及
び
近
代
化
計
画
が
樹
立
さ
れ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ヂ
ヤ
、
ラ
オ
ス
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
専
門
家

に
よ
っ
て
そ
の
計
画
の
実
行
に
つ
い
て
詳
細
を
と
b
き
め
る
だ
め
に
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
計
画
は
十
ヶ
年
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
五
年
づ
、
、
二
部
に
分
れ
る
。
そ
の
主
要
な
事
業
は
（
一
）
生
産
設
備
を
一
九
四

〇
年
の
水
準
に
引
上
げ
る
こ
と
、
（
二
）
運
輸
、
通
信
、
鉱
山
、
動
力
、
農
業
及
び
新
工
業
の
設
定
な
ど
で
あ
る
。
水
力
及
び
火
力
発
電
所

の
設
立
、
窒
素
及
び
燐
酸
肥
料
、
硫
酸
、
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
、
鉄
鋼
業
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
政
情
不
安
の
だ
め
こ
の
計

画
は
進
捗
し
て
い
な
い
Q

　
　
七
、
マ
レ
ー
及
び
英
領
ボ
ル
ネ
オ

　
マ
レ
ー
の
経
済
の
特
徴
は
ゴ
ム
及
び
錫
が
そ
の
生
産
及
び
貿
易
の
中
心
を
な
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
一
九
四
九
－
五
〇
年
に
於
て
ゴ
ム
は

【紹一



マ
レ
ー
の
耕
地
面
積
の
三
分
の
二
を
占
め
、
コ
・
ナ
ツ
を
合
せ
れ
ば
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
生
産
物
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
～
な
る
。
戦
前

戦
後
を
通
じ
て
ゴ
ム
だ
け
で
輸
出
額
の
五
分
の
二
以
上
を
占
め
、
錫
と
コ
・
ナ
ツ
製
品
を
合
す
れ
ば
約
七
〇
名
％
に
達
す
る
。
全
耕
地
面
積

の
五
分
の
一
以
下
が
主
食
把
る
米
の
生
産
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
食
糧
の
生
産
は
国
内
の
需
要
を
充
当
す
に
足
ら
す
、
多
量
の
輸
入
が
行
わ

れ
て
い
る
。
政
府
の
政
策
は
食
糧
の
増
産
や
工
業
の
確
立
に
よ
っ
て
マ
レ
ー
の
経
済
を
多
様
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
で
は

灌
慨
や
排
水
や
治
水
に
よ
っ
て
新
し
い
米
田
の
開
墾
と
反
当
牧
量
の
増
大
に
主
と
し
て
努
力
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　
マ
レ
ー
で
は
戦
後
十
ケ
年
計
画
が
だ
て
ら
れ
π
Q
こ
の
計
画
は
農
業
、
工
業
、
発
電
、
交
通
、
運
輸
、
保
健
、
教
育
、
水
道
な
ど
を
含
む

も
の
で
あ
っ
だ
。
政
府
は
こ
の
計
画
に
対
し
て
四
干
万
ポ
ン
ド
の
支
出
を
見
積
っ
て
い
る
。

　
農
業
生
産
力
の
拡
大
の
だ
め
に
は
大
規
模
な
灌
慨
排
水
及
び
治
水
計
画
（
八
百
万
ポ
ン
ド
）
が
作
成
さ
れ
た
外
に
、
高
い
牧
童
を
あ
げ
る

ゴ
ム
樹
、
魚
族
保
護
及
び
増
殖
の
研
究
、
果
実
保
存
、
牧
畜
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
作
物
を
多
様
化
す
る
だ
め
に
パ
イ

ン
ア
ッ
プ
ル
及
び
コ
・
ア
の
栽
培
、
麻
の
栽
培
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
九
五
一
一
五
七
年
の
コ
ロ
ン
ボ
計
画
で
は
右
に
述
べ
た
農
業
改
良
の
外
に
動
力
及
び
交
通
運
輸
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
電
力
不
足
を
補
う
た
め
出
力
八
万
キ
ロ
ワ
ッ

　
ト
の
コ
y
ノ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ヂ
発
電
所
の
建
設
が
第
一
に
計
画
さ
れ
た
。
六
ケ
年
間
に
は
更
に
多
数
の
発
電
計
画
が
着
手
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
電
力
の
網
が
完
成
さ
れ

　
る
で
あ
ろ
5
。
道
路
、
鉄
道
、
通
信
な
ど
の
事
業
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
　
マ
レ
ー
の
連
邦
政
府
は
約
三
十
五
万
に
よ
る
小
規
模
の
ゴ
ム
園
（
ゴ
ム
樹
が
古
く
そ
し
て
収
量
が
低
下
し
つ
x
あ
る
）
所
有
者
に
対
し
て
補
助
を
与
え
よ
う
と
し
て
い

　
る
。
そ
の
方
法
は
地
方
に
よ
っ
て
異
り
、
土
地
に
適
し
た
新
樹
を
う
え
る
こ
と
x
し
て
い
る
。
比
較
的
大
規
模
な
ゴ
ム
そ
の
他
の
農
作
物
の
生
産
者
に
対
し
て
は
貸
付
が
行

　
は
れ
、
彼
等
の
エ
ス
テ
ー
ト
の
発
達
を
補
助
し
て
い
る
。

　
　
米
に
つ
い
て
は
最
近
の
生
産
量
は
僅
か
に
四
〇
万
ト
ソ
で
あ
っ
て
、
消
費
は
年
間
百
万
ト
ソ
で
あ
る
の
で
米
の
反
当
収
量
増
加
の
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
新
し

　
い
米
田
の
開
墾
も
行
わ
れ
そ
の
う
ち
或
も
の
は
機
械
耕
作
に
適
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
農
業
、
動
力
、
交
通
の
外
に
マ
レ
ー
連
邦
は
教
育
、
住
宅
及
び
保
健
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
社
会
施
設
の
費
用
は
一
二
・
八
百
万
ポ
ン
ド
で
そ
の
う
ち
七
百
万
ポ
ン
ド

　
が
教
育
、
労
働
、
医
療
及
び
社
会
福
祉
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
学
校
の
増
設
は
緊
急
に
必
要
で
あ
り
、
現
在
学
齢
欺
の
児
童
の
う
ち
で
三
人
に
一
人
し
か
就
学
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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国内資金 外国資金 合　　計

マレー連邦
Vン’ガポール

kボルネオ
T　ラ　ワ　ク

8．7

R5．3

ｿ9
O．9

36．’1

P25

S．3

≠T

44．8

T2．8

u2
S4

合　　　計 45．8 61．4 107．2

　
　
　
．
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
は
そ
の
予
定
麦
出
額
の
半
ば
以
上
が
教
育
、
、
保
健
、
住
宅
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
ま
で
に
児
童
に
無
料
で
義
務
教
育
を
行
い
得
る

よ
う
巨
額
の
費
用
が
教
育
に
費
さ
れ
る
こ
と
x
な
っ
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
貿
易
に
よ
っ
て
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
港
湾
施
設
及
び
国
際
空
港
の
拡
大
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
電
力
の
拡
張
も
地
方
産
業
の
発
達
を
助
成
す
る
た
め
に
企
劃
さ
れ
て
い
る
。

　
北
ボ
ル
ネ
オ
に
つ
い
て
は
戦
災
を
う
け
た
住
宅
、
港
湾
及
び
道
路
施
設
の
再
建
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
農
業
、
交
通
、
杜
会
施
設
に
つ
い
て
も
麦
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
ラ
ワ
ク
で
は
交
通
と
農
業
の
改
良
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
農
業
改
良
の
一
つ
と
し
て
陸
稲
耕
作
を
水
稲
耕
作
に
代
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
質
、
木
材
及
び
漁
業
の
調

査
が
将
来
の
開
発
の
た
め
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
社
会
施
設
の
拡
大
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ブ
ル
ネ
イ
は
石
油
採
掘
権
の
御
蔭
で
、
そ
の
財
源
は
計
画
の
達
成
に
充
分
で
あ
る
が
、
技
術
者
の
不
足
の
た
め
に
計
画
の
遂
行
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
．

資
　
金
　
計
画

　
コ
ロ
ン
ボ
計
画
に
よ
る
資
金
の
配
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
百
万
ポ
y
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
額
一
〇
七
百
万
ポ
y
ド
の
う
ち
、
外
国
資
金
は
六
一
百
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
の
地
方
は
租
税
の
増
徴
や
公
債
に
よ
っ
て
国
内
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
を
調
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
税
率
は
戦
後
著
し
く
増
大
し
、
こ
れ
以
上
の
増
加
に
対
し
て
は
限
度
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
も
不
拘
、
租
税
収
入
の
可
成
り
の
増
加
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
「
ム
や
錫
の
価
格
変
動
が
大
幅
で
あ
る
た
め
に
、
ゴ
ム
や
錫
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
輸
出
税
（
そ
れ
は
従
価
税
で
あ
る
か
ら
）
の
収
入
は
変
動
す
る
。
従
っ
て
政
府
は
国
内
で
調
達
さ
れ
る
資
金
に
つ
い
て
は
用
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
く
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
内
資
金
が
現
在
の
予
想
よ
り
も
大
き
い
と
き
は
よ
ヴ
以
上
の
計
画
を
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
。
或
い
は
ま
た
外
国
資
金
の
需
要
を
切
り
つ
め
る
こ
之
が
出
来
ゐ
で
あ
ろ
う
。

八
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ

イ
ン
ド
、
矛
シ
や
連
邦
政
府
は
一
九
四
七
年
四
月
に
「
経
済
再
建
十
ケ
年
計
画
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
計
画
は

従
来
の
植
民
地
経
済
を
独
立
函
と
し
て
の
経
済
に
転
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
針

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
基
礎
産
業
、
公
共
事
業
の
国
営

二
、
国
営
以
外
の
民
間
産
業
に
は
農
工
商
協
同
組
合
を
奨
励
す
る
こ
と
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三
、
産
業
の
社
会
化
、
外
国
資
本
活
動
の
制
限
、
銀
行
制
度
の
改
革

　
　
四
、
農
業
の
機
械
化
、
土
地
制
度
の
改
革
、
労
働
条
件
の
改
善

　
で
あ
り
、
社
会
主
義
的
・
民
族
主
義
的
色
彩
の
強
い
も
の
が
あ
っ
だ
Q
（
縄
濟
安
定
本
部
輝
描
濟
月
報
二
六
・
一
二
）

　
一
九
四
八
一
九
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
E
C
A
の
援
助
が
少
な
か
ら
ず
与
え
ら
れ
π
が
、
オ
ラ
ゾ
ダ
と
の
紛
争
、
独
立
に
引
続
く
内

乱
の
た
め
に
政
情
不
安
で
あ
り
、
国
内
建
．
設
も
緒
に
つ
か
す
、
計
画
は
改
訂
せ
ら
れ
た
。

　
工
業
部
門
に
於
て
二
十
一
種
の
計
画
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
五
大
優
先
計
画
と
し
て
、

　
　
一
、
紡
織
工
場
（
ブ
リ
ア
y
ガ
ン
に
設
置
）

　
　
　
　
　
紡
　
　
　
績
　
　
　
　
三
万
錘
　
　
ニ
工
場

　
　
　
　
　
織
　
　
　
布
　
　
　
　
一
千
台
　
　
ご
工
場

　
　
　
　
　
織
物
生
産
　
　
　
　
七
二
百
万
メ
ー
ト
ル
（
一
年
間
）

　
　
　
　
　
資
　
　
　
金
　
　
　
　
二
千
万
ル
ピ
ア
う
ち
八
割
外
資
期
待

　
　
二
、
製
紙
工
場
．
（
南
セ
レ
ベ
ス
、
中
部
ジ
ャ
ワ
）

　
　
　
　
　
年
産
三
、
五
〇
〇
ト
ソ
　
　
　
　
　
ニ
工
場

　
　
　
　
　
資
金
旧
、
六
〇
〇
万
ル
ピ
ア
、
う
ち
一
、
二
〇
〇
万
ル
ピ
ア
外
資
期
待

　
　
三
、
ク
ラ
フ
ト
紙
工
場
（
北
ス
マ
ト
ラ
・
ア
チ
エ
）

　
　
　
　
　
ク
ラ
フ
ト
紙
　
　
　
年
　
二
五
、
○
○
○
ト
ソ

　
　
　
　
　
セ
ル
ロ
ー
ズ
　
年
一
八
、
○
○
σ
ト
ソ

　
　
　
　
　
資
金
三
、
六
〇
〇
万
ル
ピ
ア
、
う
ち
三
、
○
○
○
万
ル
ピ
ア
外
資
期
待

　
　
四
、
セ
メ
ン
ト
工
場
（
東
部
ジ
ャ
ワ
）

　
　
　
　
　
年
一
〇
万
ト
y

　
　
　
　
　
資
金
一
、
三
〇
〇
万
ル
ピ
ア
、
・
）
ち
一
、
○
O
O
万
ル
ピ
ア
外
資
期
待

　
　
五
、
農
機
具
工
場
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

　
　
　
　
．
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
．
済
計
画
と
貿
易
問
題
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
　
　
　
農
業
つ
る
は
し
　
　
年
　
四
〇
万
本

　
　
　
　
資
金
一
〇
〇
万
ル
ピ
ア
i
、
う
ち
五
〇
万
ル
ピ
ア
外
資
期
待

　
右
の
う
ち
、
綿
紡
三
万
錘
の
一
工
場
は
日
本
よ
リ
プ
ラ
ン
ト
輸
入
の
予
定
で
あ
り
、
ク
ラ
フ
ト
紙
工
場
は
ス
エ
ー
デ
ン
よ
リ
プ
ラ
ン
ト
輸

入
の
予
定
で
あ
る
Q
そ
の
他
は
い
つ
れ
も
緒
に
つ
い
て
い
な
い
。

　
一
九
四
九
年
、
米
国
輸
出
入
銀
行
よ
り
一
億
ド
ル
の
借
款
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
な
り
、
こ
れ
に
結
び
つ
け
て
具
体
的
な
経
済
計
画
が
樹

立
さ
れ
た
。
そ
の
計
画
は
一
九
五
一
年
よ
り
五
四
年
に
至
る
四
ケ
年
計
画
で
あ
り
、
総
支
出
は
一
、
二
八
○
百
万
ル
ピ
ア
で
あ
る
。
そ
の
内

5
0
0
0
0
0
0
0
0

2
剛
　
ウ
紬
　
4
崩
　
＆
　
0
画
　
Z
　
◎
　
Q
晒
　
6
剛

7
4
1
5
3
噸
5
4
4

2
　
　
5
　
　
1
　
　
1

道
路
湾
車
機
力
培
業
産

　
　
　
　
動
空
　
　
栽

鉄
道
港
自
航
動
米
漁
畜

外
国
為
替
証
明
書
の
売
却
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

者
は
外
国
為
替
を
得
る
だ
め
に
は
公
定
為
替
相
場
の
三
倍
の
金
額
を
支
払
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
輸
出
業
者
か
ら
公
定
レ
ー
ト
で
為
替

を
買
取
り
、
こ
れ
を
輸
入
業
者
に
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
は
二
〇
〇
％
の
利
益
を
う
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
経
済

訳
は
上
表
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
Q
（
百
万
ル
ピ
ア
）

　
こ
の
う
ち
、
外
国
為
替
需
要
額
は
三
七
〇
百
万
ル
ピ
ア
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
一
億
ド
ル
に
略
等
し
い
。

（
一
ド
ル
H
三
・
八
O
ル
ピ
ア
）
こ
の
う
ち
一
八
二
百
万
ル
ピ
ア
は
政
府
、
一
八
八
百
万
ル
ピ
ア
は
私

企
業
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
Q

　
こ
の
計
画
の
う
ち
、
約
九
〇
〇
百
万
ル
ピ
ア
は
国
内
で
調
達
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
一
部
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
の
外
国
為
替
証
明
吉
制
度
の
下
で
は
輸
入
業

一　46”

開
発
の
た
め
の
国
内
資
金
の
一
部
が
調
達
さ
れ
る
。
（
イ
ソ
ド
ネ
シ
ヤ
で
は
一
九
五
二
年
二
月
三
日
為
替
管
理
規
則
が
改
正
さ
れ
、
外
国
為
替
証
明
書
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
ル
ピ
ア
の
為
替
レ
ー
ト
は
切
下
げ
ら
れ
た
。
）

　
伺
、
発
電
計
面
（
五
ケ
年
）
、
農
、
漁
業
計
画
（
ニ
ケ
年
）
な
ど
も
立
案
さ
れ
、
一
部
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
漁
船
は
既
に
E
C
A
援
助
に

よ
っ
て
日
本
に
発
註
さ
れ
、
輸
入
中
で
あ
る
。
（
術
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ヤ
は
地
理
的
関
係
よ
り
見
て
船
舶
不
足
が
経
済
復
興
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
）



一
九
五
一
年
五
月
、
ハ
ジ
ト
ノ
経
済
相
は
そ
の
就
任
演
説
で
次
の
如
き
新
経
済
政
策
を
表
明
し
た
。

　
一
、
輸
入
に
依
存
す
る
生
活
必
需
品
の
国
内
生
産
を
は
か
る
。
当
面
商
業
機
構
の
不
充
分
、
資
本
不
足
よ
り
考
え
て
、
中
小
企
業
を
強
化
し
、
協
同
組
合
制
度
を
と
り
入

れ
て
こ
れ
を
助
成
す
る
。

　
二
、
経
済
の
全
ゆ
る
部
門
の
支
配
権
が
外
国
人
の
企
業
の
手
中
に
あ
る
の
を
打
開
す
る
。

　
三
、
大
工
業
は
重
点
部
門
に
限
る
。

　
中
小
企
業
の
育
成
強
化
が
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
じ
く
、
こ
x
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
五
一
年
、
新
工
業
計
画
と
し
て
総
資
金
六
二
ル
ピ
ア
で
左
の
計
画
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（
安
本
監
修
「
経
済
月
報
」
二
六
・
一
二
参
照
）

紡績工場25万鍾
織布工場　6千台
メリヤス工場　　150台

弓袋工場
製紙工場
カセイソーB“工場

硫安工場
樹脂工場
アラスチックェ場

皮革工場
屑鉄圧延工場
アルミ精錬工場

アルミ板工場

アルミ製品工場

セメyト工場

製品

1／

1
／

　　11万トソ

　5万平方米
2．5百万ダース

　　2千万枚

　11．5万トソ

　L5万トy
　5．2万トソ

　　5千by
　　2千トy
　1．5千トン’

　　4万5y
　　5千bン
　2．6千トソ

　　16百万箇

　10．6万トソ

　　2千トソ
　　1．5千トソ

　　15百万枚

8．1百万立方米

　　　2．5千箱

　　4千トソ

　
　
　
弓

場
場
工
場
場

　
　
　
ト

エ
エ
一
已
上

器
詰
レ

磁
y
・
板
材

　
　
　
ヨ

陶
カ
チ
合
製

廠
、
軍
需
資
材
、
工
作
機
械
、
造
航
所
、
鉄
鋼
工
場
、
化
学
工
場
な
ど
）

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
計
画
の
順
調
な
遂
行
は
不
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ
だ
。

　
　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
フ
イ
リ
ツ
ビ
ン

　
　
　
　
　
　
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ソ
の
経
済
開
発
計
画
は
既
に
一
九
四
六
年

　
　
　
　
　
十
月
二
十
八
日
国
家
開
発
会
社
（
Z
9
缶
8
包
U
Φ
ぐ
9
8
・

　
　
　
　
　
日
Φ
馨
O
o
日
冨
昌
）
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
だ
フ
ィ
リ
ッ
ピ

　
　
　
　
　
ン
産
業
復
興
十
五
ケ
年
計
画
に
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
出
来

　　

@　
@
る
。
こ
の
計
画
は
（
経
済
安
定
本
部
監
修
「
経
済
月
報
」
二
六
年
十
二
月
に
よ
る
）
フ
・
リ
ッ

場
場

工
エ
　
ピ
ン
の
産
業
開
発
の
綜
合
的
な
計
画
で
あ
っ
だ
が
、
こ
の

チ

ツ
刷
　
　
計
画
は
日
本
か
ら
の
賠
償
に
よ
る
工
場
設
備
が
基
礎
と
な

マ
印

　
　
　
　
　
っ
て
い
た
。
（
例
え
ば
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
工
場
、
海
軍
工

　
　
こ
の
賠
償
工
場
な
し
で
は
他
に
工
場
化
に
必
要
な
施
設
を
求
め
る
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
の
情
勢
の
推
移
は
日
本
か
ら
の
賠
償
が
不
明
確
と
な
っ
た
、
め
新
し
い
計
画
の
必
要
が
生
じ
た
。

　
国
家
開
発
会
社
は
米
国
の
切
。
誘
8
鴇
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
下
に
十
五
ヶ
年
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
は
一
九
四
七
年
目
〇
月
、

b
ロ
。
協
8
？
リ
ポ
ー
ト
し
て
公
刊
さ
れ
だ
。
そ
の
内
容
は
フ
ィ
リ
ッ
ゼ
ン
の
農
鉱
資
源
の
開
発
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
国
家
開
発
会
社
の
計
画
と
は
別
に
米
比
合
同
財
政
委
員
会
（
H
O
一
昌
け
　
憎
げ
一
一
一
b
O
一
口
Φ
ぎ
①
『
一
〇
簿
昌
　
国
一
昌
鋤
口
O
①
　
○
◎
b
け
b
P
一
の
ω
一
〇
口
）
の
調
査
が
行
は
れ
、

一
九
四
七
年
六
月
、
比
島
経
済
開
発
五
ケ
年
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
比
島
は
依
然
と
し
て
本
質
的
に
農
業
国
で
あ
る

こ
と
、
農
業
に
つ
い
で
は
鉱
業
が
第
二
位
を
占
め
る
こ
と
、
従
っ
て
工
業
化
が
計
画
通
り
に
行
は
れ
だ
と
し
て
も
貿
易
の
パ
タ
ー
ン
（
農
鉱

品
輸
出
・
工
業
品
輸
入
）
は
依
然
と
し
て
変
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
E
c
A
F
E
一
九
五
〇
年
年
報
参
照
。
）

　
切
。
協
8
門
報
告
　
（
切
。
協
8
目
切
0
8
答
－
臼
げ
①
団
3
弓
。
ω
o
島
津
。
ゆ
q
鑓
日
隔
。
憎
冨
含
。
。
け
ユ
9
切
。
げ
菩
臣
け
暮
ざ
ロ
鋤
ロ
島
U
o
く
Φ
δ
弓
日
Φ
9
冒
夢
。
・

団
匡
養
魚
器
ω
）
及
び
米
比
合
同
財
政
委
員
会
報
告
を
基
礎
と
し
て
政
府
は
一
九
四
九
年
よ
り
五
三
年
に
至
る
五
ケ
年
計
画
を
樹
立
し
た
。
こ

れ
は
今
ま
で
の
計
画
よ
り
一
．
層
現
実
的
な
も
の
で
あ
り
、
財
政
的
に
も
技
術
的
に
も
実
行
可
能
な
も
の
と
さ
れ
π
。
そ
れ
に
要
す
る
資
金
は

一
、
・
七
三
〇
百
万
ベ
ソ
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
国
内
資
金
は
八
四
八
百
万
ペ
ソ
、
外
国
資
金
は
八
八
二
百
万
ペ
ソ
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
部
門
別
及
び
年
度
別
に
つ
い
て
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
百
万

部門別
農　　業　420

工　　業　354

運転通信　459

公共事業　279

住　　宅　ユ25

鉱　　山　　65

その他　　28

合計1，730
一

年度別
1949　　404．2

1950　　401．9

1951　　434．4

1952　　312．0

1953　　178．1
一

合計　1，730．6

一、

鼡
繻
ﾜ
一
年
以
後
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
ブ
イ
リ
ッ
ピ
ソ
援
助
の
減
少
と
、

ペ
ソ
）

　
こ
の
計
画
は
公
的
及
び
私
的
投
資
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
相
対
的

大
さ
は
未
定
で
あ
る
。

　
こ
の
五
ヶ
年
計
画
の
目
的
は

　
　
　
　
　
．
一
九
五
四
年
以
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
関
税
の
累
進
課
税
に
備
え
て
食
料
品
工
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業
、
軽
工
業
及
び
手
工
業
の
よ
う
な
所
得
増
進
的
で
ド
ル
節
約
的
な
計
画
を
実
現
す
る
こ
と
。

　
　
二
、
輸
出
農
作
物
に
全
く
依
存
す
る
国
民
経
済
を
海
外
市
場
に
於
け
る
輸
出
農
作
物
の
需
要
と
価
格
の
激
変
に
耐
え
る
よ
う
、
米
そ
の
他
の
食
糧
作
物
を
増
産
し
、
原
料

　
生
産
か
ら
工
業
生
産
へ
と
生
産
活
動
を
転
換
し
、
自
立
的
経
済
構
造
に
転
換
す
る
。

　
　
三
、
国
内
市
場
を
拡
大
し
、
地
域
的
な
生
産
郵
程
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
運
輸
通
信
の
再
建
、
拡
張
及
び
新
設
を
は
か
る
こ
と
。

　
に
お
い
た
。
し
か
し
て
投
資
に
対
す
る
利
潤
が
確
実
で
短
期
的
に
国
民
総
生
産
を
増
加
出
来
る
と
期
待
さ
れ
る
短
期
的
計
画
に
先
づ
重
点

を
お
き
、
次
の
二
点
に
原
則
的
考
慮
を
は
ら
つ
把
。
即
ち
、
（
一
）
一
九
五
一
年
よ
り
五
四
年
ま
で
に
国
際
放
支
と
関
税
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
、
及
び
（
二
）
資
本
の
蓄
積
を
は
か
る
こ
と
で
あ
っ
だ
。

　
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
ロ
エ
コ
ノ
ミ
ツ
ク
コ
カ
ウ
レ
シ
ル

　
国
家
経
済
理
事
会
は
そ
の
後
更
に
優
先
制
度
を
と
り
入
れ
た
モ
デ
レ
ー
ト
な
計
画
を
作
成
し
た
Q

　
　
こ
の
計
画
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
、
第
一
次
優
先
計
画
（
け
8
”
ユ
。
馨
《
嘆
a
g
誘
）
と
第
二
次
優
先
計
画
（
ω
8
0
巳
買
ざ
蜂
矯
腰
。
一
二
ω
）
と
な
っ
て
い
た
。
第

　
一
次
優
先
計
画
で
は
米
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
魚
類
、
砂
糖
、
ア
バ
カ
、
マ
ゲ
i
、
ラ
ミ
ー
、
そ
の
他
の
繊
維
、
タ
バ
コ
、
落
花
生
、
コ
・
ナ
ツ
、
家
畜
及
び
そ
の
生
産
物
、

　
林
産
物
、
鉱
業
、
陸
運
、
海
運
、
及
び
航
空
、
水
力
電
気
、
小
規
模
工
業
（
釘
工
場
、
紙
及
び
パ
ル
プ
工
場
）
、
肥
料
工
場
、
手
工
業
な
ど
で
あ
り
、
第
二
次
優
先
は
水
道
、

　
港
湾
改
良
、
学
校
（
病
院
、
市
場
、
住
宅
、
国
道
、
治
水
、
及
び
損
害
の
修
理
、
空
港
、
大
船
舶
用
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
及
び
ジ
ュ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
計
画
の
費
用
は
三
六
三
百
万
ペ
ソ
と
予
想
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
一
四
五
百
万
ペ
ソ
（
約
四
割
）
は
国
内
で
調
達
さ
れ
、
残
り
は
海
外
に
依
存
す
る
こ
と
x
な
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
経
費
の
内
訳
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
（
百
万
ペ
ソ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
ノ
己
ツ
ク
。
サ
ー
ベ
イ
・
コ
こ
ツ
シ
ヨ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

礁
肌
3
0
n
　
餓

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
6

黒
黒

基
消
そ
研

　
米
国
使
節
団
と
協
力
す
べ
く
、
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
ヒ
リ
ッ
ビ
ン
経
済
調
査
委
員
会
は
一
九
五
〇

年
八
月
に
一
九
四
八
年
五
ヶ
年
計
画
の
修
正
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
修
正
計
画
で
は
工
業
及
び
鉱
業
の
経
費
は
合
計

四
二
九
百
万
ペ
ジ
と
見
積
ら
れ
、
そ
の
う
ち
二
三
四
百
万
ペ
ソ
が
輸
入
設
備
及
び
原
料
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
計
画
の
期
間
は
一
九
五
四
年
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

　
一
九
五
一
年
四
月
二
十
七
日
に
調
印
さ
れ
た
「
米
比
経
済
援
助
双
務
協
定
」
で
は
五
ケ
年
間
に
二
億
五
千
万
ド
ル

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

の
援
助
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
～
な
っ
て
い
る
が
、
五
一
年
六
月
ま
で
に
一
五
〇
〇
万
ド
ル
、
五
二
年
度
（
五
三
年
六
月
ま
で
）
に
五
、
○
○

○
万
ド
ル
が
援
助
さ
れ
る
模
様
で
あ
る
。

　
本
協
定
に
よ
る
五
大
開
発
事
業
と
し
て
E
C
A
が
発
表
し
π
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

　
　
一
、
農
業
地
域
に
家
内
工
業
を
創
設
す
る
。

　
　
二
、
石
炭
資
源
を
開
発
す
る
。

　
　
三
、
紡
績
工
場
を
建
設
す
る
。

　
　
四
、
鉄
道
建
設
関
係
調
査
。

　
　
五
、
低
価
格
の
都
市
住
宅
建
設
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
こ
れ
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
ノ
ミ
ツ
ク
ロ
カ
ウ
ン
シ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
、
国
家
経
済
理
事
会
で
起
案
中
の
農
業
開
発
五
ケ
年
計
画
に
よ
れ
ば
上
表
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
戦
以
来
米
国
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
復
興
の
だ
め
に
一
九
四
六
年
四
月
の
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
戦
災
復
興
救
済
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
も
と
に
援
助
し
だ
金
額
は
五
ケ
年
間
に
六
二
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
比
間
の
貿
易
は
一
九
四
七
年
の
貿
易
法
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
九
四
六
年
七
月
四
日
よ
り
一
九
五
三
年
差
で
は
対
米
相
互
自
由
貿
易
、
以
後
年
々
関
税
率
を
引
上
げ
て
一
九
七
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
第
三
国
と
同
一
待
遇
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
特
産
品
の
対
米
輸
出
は
毎
年
割
当
制
と
し
、
そ
の
生
産
、
輸
出
量
は
一
九
四
〇
年
の
実
績
に
よ
り
各
企
業
聞
に
割
当
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ソ
の
天
然
資
源
の
開
発
は
米
比
両
国
人
同
権
と
す
る
（
こ
の
た
め
に
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
た
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
ド
ル
と
ペ
ソ
と
の
交
換
比
率
は
一
対
二
に
釘
付
け
し
、
無
制
限
交
換
を
許
す
。

1954年目標 対1949年％

米，　　（千カバン） 65，454 115．6

とうもろこし　（〃） 12，22｛5 13α5

コブラ　　　（トン） 721，300 103．3

砂糖　（千ピクル） 181，182 166．0

アバカ　（千ピルク） 2，827 184．8

タバコ（千キソタル） 810 184．8

ラミー　（千ピクル） 70 880．0
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な
ど
が
約
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
米
比
自
由
貿
易
制
が
終
る
と
き
の
状
態
に
備
え
て
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
産
業
構
造
の
転
換
が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
す
、
食
糧
増
産
、
消
費

財
産
業
の
発
達
な
ど
の
方
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

第
四
章
　
経
濟
開
護
計
画
の
実
績

　
各
国
で
終
戦
以
来
、
多
種
多
様
の
計
画
が
た
て
ら
れ
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
て
来
た
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ど
の
程
度
の
こ
と
が
実
際

に
遂
行
さ
れ
て
来
た
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
瞥
し
よ
う
。
（
も
っ
と
も
計
画
は
最
近
に
発
足
し
セ
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
実
施
も
進
捗
せ
す
、

統
計
も
充
分
と
は
い
え
な
い
が
一
応
そ
の
成
果
を
検
討
す
る
こ
と
、
す
る
）
（
E
c
A
F
E
一
九
五
〇
年
年
報
に
よ
る
）

　
ビ
ル
マ
で
は
一
九
四
八
年
よ
り
五
一
年
ま
で
の
問
に
開
発
の
π
め
に
三
一
五
百
万
ル
ピ
ー
を
支
出
し
た
。
セ
イ
ロ
ン
で
は
六
ケ
年
間
に
一
、

三
六
〇
百
万
ル
ビ
ー
即
ち
年
間
平
均
ニ
ニ
六
百
万
ル
ピ
ー
の
支
出
予
定
に
対
し
て
実
際
に
支
出
さ
れ
だ
の
は
一
九
四
七
一
五
一
年
平
均
約
一

一
六
百
万
ル
ピ
ー
で
あ
っ
て
、
予
定
の
半
額
で
あ
っ
だ
。
イ
ン
ド
で
は
一
九
五
一
年
よ
り
五
七
年
に
至
る
六
ケ
年
間
の
計
画
の
総
経
費
は
三

二
、
一
九
〇
百
万
ル
ピ
ー
と
見
積
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
一
九
四
四
年
よ
り
五
〇
年
に
至
る
大
ケ
年
間
に
支
出
さ
れ
だ
金
額
は
僅

か
に
四
、
八
O
O
百
万
ル
ピ
ー
に
過
ぎ
な
か
つ
だ
。
．
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
開
発
委
員
会
は
一
九
四
九
－
五
〇
年
に
一
三
四
百
万
ル
ピ
ー
、
日
九

五
〇
1
五
一
年
に
二
九
二
百
万
ル
ピ
ー
を
支
出
計
上
し
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
六
ヶ
年
計
画
の
全
経
費
は
二
、
四
〇
〇
百
万
ル
ピ
ー
即
ち
年

間
四
百
万
ル
ピ
ー
で
あ
り
、
そ
の
間
に
可
成
り
の
差
が
あ
っ
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
計
画
は
実
際
の
状
態
と
は
相
当
に
か
け
は
な
れ
π
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
多
く
の
国
で
、
僅
か
で
は
あ
る
が
有
意
義
な

進
歩
が
達
成
さ
れ
っ
、
あ
る
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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東
南
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貿
易
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題

85

W8
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92

X5

X4

90

X4

X2

1947一一一18

1948一一一・19

1949－50

　
経
済
開
発
計
画
は
既
述
の
通
り
、
農
業
、
動
力
及
び
輸
送
に
重
点
を

お
い
て
い
る
が
、
そ
の
実
績
を
見
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

レ
ー
で
あ
り
、
戦
前
水
準
に
及
ば
ぬ
も
の
は
、

ネ
オ
な
ど
で
あ
る
が
、

ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
戦
後
の
生
産
が
戦
前
に
及
ば
ぬ
の
み
で
な
く
、

る
と
い
う
憂
慮
す
べ
き
状
態
で
あ
る
。

あ
る
。

　
（
二
）
動
　
　
　
力

　
電
力
の
開
発
は
各
国
と
も
に
力
を
入
れ
て
い
る
計
画
で
あ
る
が
、
発
電
量
の
実
績
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

（
E
C
A
F
E
五
〇
年
年
報
二
一
二
山
ハ
頁
）

　
戦
前
に
比
べ
て
増
加
率
の
最
も
高
い
の
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ソ
で
あ
り
、
　
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
が
こ
れ
に
つ
い
で

い
る
Q

　
（
三
）
交
通
運
輪

　
交
通
運
輸
も
戦
後
、
資
材
及
び
技
術
者
の
不
足
の
た
め
に
復
旧
は
余
り
早
い
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も

少
し
つ
つ
回
復
し
て
い
る
。
し
か
し
戦
前
水
準
に
達
し
た
も
の
は
少
い
。

　
例
を
鉄
道
に
と
れ
ば
機
関
車
、
貨
車
、
客
車
の
を
台
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
農
　
　
　
業

　
農
業
に
つ
い
て
は
そ
の
生
産
指
数
を
見
れ
ば
食
用
農
産
物
の
生
産
増
加
が
非
食
用
農

産
物
の
生
産
増
加
よ
り
も
大
で
あ
る
。
（
年
報
四
九
年
三
頁
）
（
基
準
一
九
三
四
－
三
八

n
一
〇
〇
）

　
こ
の
こ
と
は
食
糧
生
産
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、

主
食
で
あ
る
米
の
生
産
は
ど
の
程
度
に
達
成
さ
れ
た
か
、
次
表
は
各
国
に
於
け
る
米
の

生
産
量
を
戦
前
戦
後
に
つ
い
て
比
較
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
戦
前
水
準
を
上
廻
る
も
の
は
タ
イ
、
フ
イ
リ
ツ
ピ
y
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ル
ぐ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ヤ
、
ボ
ル

こ
の
う
ち
セ
イ
ロ
y
、
イ
y
ド
ネ
シ
ャ
は
戦
後
生
産
回
復
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
後
も
逐
年
生
産
が
減
少
し
て
い

　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
戦
争
の
荒
廃
と
内
乱
に
よ
る
国
内
経
済
不
安
定
に
よ
る
も
の
で

米生産量各國比較（百万ト　YXU）
皇llll＝13平均 1947－48 1948－49 1949－50 195e－51（推定）

英領ボノレネナ 170
一 一

140
一

ビ　　　ノレ　　　マ 6，971 5，429 5，287 4，076 4，080

セ　・イ　ロ　ソ 340
一

310 331
一

イ　　ソ　　　ド 32，309 32，413 34，232 34，519 一

イ　ソ　ドシナ 6，498
一

4，530 4，600 一

イソドネシャ 9，987 一
9，287 9，866 一　・

マ　　　　レ’　　　一
513 553 429 703 600

パキ　ス　タ　ン 11，169 11，819 12，846 12，403 13，150

フイ　リ　ツヒ。ソ 2，179 2，198 2，491 2，596 ．2，797

タ　　　　　　イ 4，357 5，174 6，835 6，683 ．6，018

（ECAFE年報1950年210頁）
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東
南
ア
ジ
．
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

発　電　量　の　実績 （百万キロワット時）

1938 1946 1947 1948 1949 1950 1950 1950
1949唱100 1938謂100

セ　イ　ロ　ソ 31 53 54 65 70 81 116 261

イ　　ソ　　ド 2，532 4，032 4，140 4，572 4，920 5，103 104 202

イン’ドシナ 101
一 一

108 151 182 121 181

パキスタン 一 一
52 130 169 159 94

一
フィリッヒ。ソ 145 150 256 364 423 459 109 317

タ　　　　イ 34 33 40 48 53 53 100 156

（参考）日本 24，743 26，406 29，407 31，726 36，007 38，827 108 157

機　　関　　車 台　　数

（ECAFE50年年報　236頁）

1938 1946 1947 1948 1949 1950

1ビ　　ノレ　　ーマ 369 169 205 274 284
一

直．イ　ロ　ン’ 249 238 234 239 236 235

イ　　ソ　　ド 8，488 8，985 7，889　1 8，194 8，228 8，007

インドシナ 210
一

、22i　　　　l

一 一 一
イソドネシヤ 1，278

｝
423 533 681 809

．マ　　　レ’　　一 179 194 210 201 188
一

パキスタン 一 一
1，247 1，276 1，276層

一
フイリツピソ 160 81 74 82 80 84

タ　　　　　イ 200 219 265 339 388 440

（参考）日本 4，124 6，204 6，278 6，283 5，973
5
6
9
2
　
，

貨　　車　　台 数　（四輪車換算）

1938 1946 1947 1948 1949 1950

ビ，レマl　g，690 3，962 3，866 6，912 6，714
一セイ。剥　　2β86　　　　　　　　　　　　し

2，534 2，689 2，764 3，766 2，690
・イ　　　ン’　　ド　　1　　221，509　　　　　　　　　　　　旨インドシナ　　　　2，123　　　　　　　　　　　　：

　　　238，190！i　一 206，322

@2，296

214，220

@　　　一

214，270

@　　　一

202，171

@　　　一

・fソドネシャ　，　　27，236 1　　　　　＿
u

13，499 15，000 17，391 20，91Q

マ　　　レ！　　　一　　　　　　　5，776 …　5，625 4，412 4，967 4，950
一

パキスタン　　　　　　一
旨：　　　　一

37，499 37，615 37，615
一

ブイリ・ピソ1　2，081i 1，735 1，674 1，902 1，931 1，921

タ　　刷　3，8331 4，993 5，535 5，383 5，740 6，240

（参考）日本169・940 118，297 116，553 107，716 108，155 108，745
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数　（四輪車換算）台車客

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
濱
計
画
と
貿
易
問
題

1938 1946 1947
@　　　　　1

｝19娼　i
194g　l　　　　　　　l

1950

ビ　　ノレ　　しマ 1，167 270 291　1 479 534
一

セ　イ　官　ン’ 1，324 1，288 1，295 1，276 1，224 1，296

イ　　ソ　　ド 26，338 25，765 ・21，617 20，979 21，122 19，217

インドシナ 438
一

205
一 一 一

イソドネシヤ 3，600
｝

1，335 1，863 2，496 2，621

マ　　　1／　　一 405 325 313 289 286
一

パキスタン 一 一
3，894 4，088 4，088

一
ブイリツピン’ 344 163 98 257 298 324

タ　　　　　イ 322 336 450 453 494 596

（参考）日本 9，508 12，920 13，120 14，070 13，930 14，009

（以上三表ECAFE年報50年25gAv260頁）

　
国
際
復
興
開
発
銀
行
の
融
資
を
う
け
て
い
る
タ
イ
の
鉄
道
の
復
旧
が
署
し
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
四
）
工
　
　
　
業

　
工
業
化
の
促
進
と
い
う
こ
と
も
経
済
計
画
の
一
目
標
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
実
績
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
次

に
各
国
の
事
情
を
一
瞥
し
よ
う
。
（
E
C
A
F
E
一
九
五
〇
年
報
一
六
七
頁
以
下
）

　
ビ
ル
マ
で
は
二
万
錘
の
設
備
を
も
つ
た
紡
績
工
場
が
ラ
1
グ
ー
ソ
で
現
在
操
業
し
つ
x
あ
る
。

　
セ
イ
ロ
ン
で
は
、
ガ
ラ
ス
、
酷
酸
、
陶
器
、
紙
、
合
板
、
ヤ
シ
繊
維
、
屑
鉄
圧
延
工
場
が
建
設
さ
れ
つ
瓦

あ
る
。
セ
メ
ン
ト
工
場
も
建
設
さ
れ
、
製
紙
工
場
も
も
建
設
中
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
で
は
鉄
道
港
湾
の
復
興
、
濯
慨
計
画
な
ど
は
進
捗
し
て
い
る
。
ダ
モ
ダ
ー
ル
、
ヒ
ラ
ク
ソ
ド
、
バ

ク
ラ
ナ
y
ガ
ル
の
三
大
綜
合
開
発
計
画
も
進
行
し
て
い
る
。
発
電
所
の
新
設
も
相
当
数
に
達
し
た
。

発
電
能
力
は
一
九
四
五
年
の
一
二
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
よ
り
一
九
四
九
年
に
は
一
五
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
増
加

し
た
。
そ
の
他
．
灌
慨
工
事
も
進
捗
し
つ
Σ
あ
る
。

　
工
場
に
つ
い
て
は
シ
y
デ
ィ
リ
（
ω
ぎ
侮
三
）
の
肥
料
工
場
が
完
成
し
た
の
と
、
少
数
の
セ
メ
ン
ト
、
製
鉄
、

機
械
工
場
が
完
成
し
だ
た
け
で
あ
る
。
民
聞
製
鋼
三
工
場
は
政
府
の
貸
付
を
与
え
ら
れ
て
居
り
、
工
作
機
械

工
場
も
建
設
中
で
あ
る
。
政
府
の
製
鋼
工
場
、
発
電
所
、
航
空
機
工
場
、
鉄
道
墜
下
、
造
船
、
機
関
車
、
電

気
器
具
、
電
話
な
ど
の
諸
工
場
は
青
写
真
は
出
来
て
い
る
が
そ
れ
以
上
に
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
W
H
O
の
技
術
援
助
と
U
N
I
C
E
F
の
財
政
的
援
助
に
よ
っ
て
D
D
T
工
場
が
立
て
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
工
業
の
将
来
の
発
展
を
妨
げ
て
い
る
も
の
は
、
製
鋼
、
製
鉄
、
綿
紡
、
織
物
、
過
燐
酸
、
ア
ル
ミ
、
動
力

及
び
ジ
ュ
ー
ト
な
ど
の
手
工
業
に
於
け
る
遊
休
能
力
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
イ
ン
ド
が
外
国
に
仰
い
で

い
た
原
料
の
不
足
と
部
分
品
取
換
え
の
困
難
よ
り
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
外
国
為
替
の
困
難
や
、
最
近

の
世
界
情
勢
は
こ
れ
等
の
供
給
の
困
難
を
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
計
画
は
短
期
小
規
模
の
も
の
に
変
更

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
概
し
て
い
え
ば
、
　
一
九
四
七
年
に
設
定
さ
れ
た
目
標
通
り
に
は
実
際
の
状
態
は
進
捗
し
て
い
な
い
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
で
は
内
乱
と
資
金
不
足
で
計
画
は
進
捗
し
て
い
な
い
。
民
澗
の
消
費
財
工
業
で
若
干
の
進

歩
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
織
物
、
製
紙
、
セ
ル
ロ
ー
ズ
、
セ
メ
ン
ト
及
び
農
機
具
な
ど
の
諸
工
業
は
優
先
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的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
成
否
は
外
国
資
本
の
援
助
如
何
に
か
x
つ
て
い
る
。
運
輸
及
び
濯
瀧
事
業
以
外
は
青
写
真
も
作
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
最
近
で
は
政
府
は
家
内
工
業
や
小
規
模
工
業
の
発
達
に
重
点
を
お
く
よ
う
に
な
り
、
E
C
A
の
援
助
の
一
部
が
こ
の
目
的
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
。

．
こ
の
よ
う
に
小
規
模
工
業
や
家
内
工
業
に
重
点
が
お
か
れ
出
し
た
こ
と
は
イ
y
ド
、
パ
キ
ス
タ
y
な
ど
も
同
様
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
傾
向
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
ジ
ェ
ー
ト
輸
出
改
善
の
た
め
に
チ
タ
ゴ
ン
グ
港
の
改
修
が
進
捗
し
、
水
力
発
電
事
業
も
順
調
で
あ
り
、
ミ
ア
ソ
ワ
リ
に
発
電
能
力
一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
。
炭
鉱
の
改
良
復
興
も
進
捗
し
て
い
る
。

　
工
業
で
は
織
物
工
業
に
可
成
り
の
進
歩
が
見
ら
れ
、
一
九
四
七
年
置
一
七
七
千
鍾
よ
り
一
九
五
一
年
に
は
六
〇
〇
千
錘
へ
増
加
す
る
予
定
で
あ
る
。
北
西
フ
ロ
ン
テ
ィ
や

州
に
は
大
規
模
な
製
糖
工
場
が
完
成
に
近
づ
い
て
い
る
。
東
パ
キ
ス
タ
y
に
於
け
る
ジ
ュ
ー
ト
工
業
に
は
政
府
資
金
が
支
出
さ
れ
た
の
で
著
し
い
進
歩
を
示
す
こ
と
玉
予
想

さ
れ
て
い
る
。
製
紙
、
灌
概
、
機
械
工
業
な
ど
に
つ
い
て
は
技
術
員
と
資
金
と
の
間
に
調
整
が
と
れ
な
い
た
め
に
計
画
は
充
分
に
行
は
れ
て
い
な
い
。
炭
鉱
、
地
質
調
査
、

電
源
開
発
、
製
鋼
、
肥
料
、
製
紙
及
び
経
済
計
画
に
つ
い
て
の
顧
問
は
最
近
に
得
ら
れ
る
こ
と
x
な
つ
お
。

　
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
は
出
力
九
千
キ
冒
ワ
ッ
ト
の
ル
モ
ッ
ト
・
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
ダ
ム
　
（
］
「
β
昌
P
O
仲
　
】
）
一
く
O
同
。
ゆ
一
〇
μ
）
、
製
鍋
、
製
紙
、
造
船
、
航
空
機
分
解
修
理
、
電
球
な
ど

の
諸
工
場
が
着
手
さ
れ
て
い
る
。
政
府
が
所
有
管
理
し
て
い
る
工
場
の
詣
る
も
の
は
欠
損
を
出
し
、
絶
え
ず
貸
付
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
若
干
の
水
力
電
気
な
ど
の
大
事

業
は
外
国
の
援
助
を
交
渉
し
て
い
る
。
（
水
力
電
気
や
製
鋼
工
場
や
製
紙
工
場
の
建
設
に
つ
い
て
は
政
府
は
民
間
企
業
か
ら
資
金
と
援
助
を
う
け
よ
う
と
交
渉
し
て
い
る
。
）

　
タ
イ
で
は
計
画
は
個
々
の
事
業
に
つ
い
て
行
は
れ
、
綜
合
的
な
調
整
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
行
は
れ
て
い
な
い
。
チ
ャ
イ
ナ
ー
ト
灌
慨
工
事
、
バ
ン
コ
ッ
ク
港
改
修
、
鉄
道

ECA及びポイソトフォアーによる援助
（百万ドル）（1950年7月～1951年6月）

ビ　　ル　　・マ

イ　　ソ　　ド

インドシナ
イソドネシや

麦’　イ

　10．　4

1．　2－2．0

　21，　4

　　・3傷夢上）

　　9．　4

（備考）　イソドネシヤはこの外に132

百万ドルのECA援助をうけている

　
建
設
に
つ
い
て
は
国
際
復
興
開
発
銀
行
よ
り
、
借
款
が
与
え
ら
れ
た
。
．
工
業
に
つ
い
て
は
織
物
、
製
紙
、

植
物
油
及
び
ゴ
ム
な
ど
の
諸
工
業
に
力
が
注
が
れ
て
い
て
、
こ
の
う
ち
或
も
の
は
既
に
着
手
さ
れ
て
い
る
。

製
糖
、
酒
精
、

以
上
の
如
く
計
画
に
比
べ
て
実
際
の
事
業
は
予
定
通
り
は
進
捗
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
こ
れ
等
の
計

画
が
外
国
の
援
助
を
織
込
ん
で
い
元
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
そ
れ
が
予
定
通
り
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
一
つ
の
原
因
で
あ
る
。
戦
後
今
日
ま
で
外
国
よ
り
与
え
ら
れ
た
援
助
の
源
泉
は
旧
本
国
の
外
に
（
一
）

E
C
A
、
（
二
）
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
技
術
援
助
計
画
、
（
三
）
国
際
復
興
開
発
銀
行
及
び
（
四
）
ポ
ン

ド
バ
ラ
ン
ス
の
解
除
な
ど
で
あ
る
。
（
E
C
A
F
E
一
九
五
〇
年
年
報
一
四
六
頁
）

こ
れ
等
の
援
助
の
内
容
に
つ
い
て
い
え
ば
ビ
ル
マ
は
綿
糸
棉
花
及
び
医
薬
品
の
輸
入
、
内
陸
水
路
、
灌
概
、
治
水
、
精
米
所
、

貯
蔵
所
、
公
共
土
木
事
業
、
そ
の
他
経
済
、
社
会
、
技
術
、
行
政
な
ど
の
分
野
に
於
け
る
技
術
援
助
な
ど
に
つ
い
て
一
千
四
十
万
ド
ル
の
援
助
が
与
え
ら
れ
た
。
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ポンドバランスの解除（百万ポンド）國際復興開発銀行よりの借款（百万ドル）

セイ　ロソ

イ　ン！　ド

パキスタソ

7

81

50

50

50

35

35

10

17

（1949－50）

（194g－49）

（1949－50）

（〃（浅紅の）

（1950．　6－51．　5）

（1951－52）

（1952－53）

（1940r49）

（1949一一50）

17．　5（1950－51）

（ECAFE　1950年年報148頁）

金額1支出金額借款回附

32．8（1950年6月）

3．2（1950年6月）10．　0！

18．5旨

3．　2

／・95聯・蠣

｝セこ粁額支出

34．　0

3．　0

4．　4

18．　0

1949年8月

1949年9月

1950年4．月

1950年10月

1
1

11

イ　y　ド

鉄道復興
農業機械
電力開発

タ　　　イ

鉄道復興
バンコック港

改　　 修

灌概及動力

（ECAFE　1950年年報147頁）

　
イ
ン
ド
シ
ナ
に
は
公
衆
衛
生
、
技
術
援
助
及
び
綿
花
糸
、
及
び
薬
品
の
輸
入
に
つ
い
て
二
千
百
四
十
万
ド
ル

の
援
助
が
与
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
ト

　
タ
イ
に
は
E
C
A
よ
り
九
百
四
十
万
ド
ル
の
贈
与
が
あ
り
、
公
衆
衆
生
、
農
業
、
運
輸
及
び
動
力
に
支
出
さ

れ
る
こ
と
』
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
は
E
C
A
よ
り
こ
れ
ま
で
に
一
億
三
千
二
百
万
ド
ル
を
う
け
た
。
そ
の
う
ち
四
千
万
ド
ル
は

一
九
五
〇
年
に
与
え
ら
れ
た
。
ポ
イ
y
ト
フ
ォ
ア
ー
の
技
術
援
助
計
画
で
は
一
九
五
一
年
六
月
末
に
終
る
会
計

年
度
に
一
千
三
百
万
ド
ル
を
う
け
る
こ
と
N
な
っ
て
い
る
。

　
セ
イ
ロ
ン
と
イ
ン
ド
は
ポ
イ
ソ
ト
フ
ォ
ア
ー
の
協
定
を
ア
メ
リ
カ
と
結
ん
だ
。
イ
ン
ド
は
百
二
十
万
ド
ル
乃

至
二
百
万
ド
ル
を
三
ケ
年
間
に
受
取
る
こ
と
X
な
っ
て
い
る
。
（
一
九
五
二
年
一
月
イ
y
ド
は
ア
メ
リ
カ
よ
り

五
千
万
ド
ル
の
援
助
を
う
け
る
こ
と
N
な
っ
た
。
こ
れ
は
経
済
開
発
計
画
の
推
進
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
x
思

わ
れ
る
。
）

　
こ
の
他
、
一
九
五
〇
年
に
英
連
邦
（
濠
州
、
新
西
蘭
、
カ
ナ
ダ
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
、
。
パ
キ
ス
タ
ン
及
び

英
本
国
）
諸
国
に
よ
っ
て
南
及
び
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
技
術
援
助
を
行
う
た
め
に
、
三
ケ
年
間
に
八
百
万
ポ
ン

ド
が
支
出
さ
れ
る
こ
と
N
な
っ
て
い
る
こ
と
は
既
述
し
た
。

　
民
間
外
資
の
導
入
は
動
力
、
交
通
、
灌
概
な
ど
の
一
国
産
業
の
基
礎
的
部
面
に
は
予
定
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
産
業
に
つ
い
て
は
各
国
は
外
国
投
資
を
む
し
ろ
歓
迎
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
国
資
本
の
流
入
を
妨
げ
て
い
る
重
大
な
要
因
が
あ
る
。
そ

れ
は
多
く
の
国
に
於
け
る
政
治
的
不
安
定
で
あ
る
。
そ
の
上
に
戦
後
の
各
国
の
租
税
制
度
は

戦
前
に
特
権
を
享
受
し
た
外
国
人
に
と
っ
て
は
苛
酷
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
山
口
同
い
税
率
の

だ
め
に
外
国
入
は
投
資
を
差
叶
え
る
。
ま
売
或
国
で
は
法
律
規
則
に
よ
っ
て
外
国
人
の
投
資

範
囲
を
制
限
し
て
い
る
。
更
に
ま
π
正
当
な
補
償
な
く
し
て
没
牧
さ
れ
る
危
険
や
、
利
潤
の
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送
金
や
元
本
の
本
国
送
金
に
つ
い
て
は
、
為
替
管
理
の
π
め
に
そ
れ
が
可
能
か
ど
う
か
不
確
実
で
あ
る
こ
と
な
ど
諸
々
の
要
因
に
よ
っ
て
外

国
よ
り
の
民
間
投
資
を
望
む
・
，
一
と
は
一
般
的
に
い
っ
て
障
害
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
外
国
資
本
は
政
府
資
本
及
び
民
間
資
本
と
も
に
一
般
的
に
い
っ
て
利
用
が
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
復
興
計
画
に
於
て
外

国
資
本
に
重
大
な
ウ
エ
イ
ト
を
お
く
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
最
近
で
は
自
国
の
経
済
力
が
許
す
範
囲
で
復
興
計
画
を
進
め
る
こ
と
、
な
っ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
の
著
し
い
例
は
中
小
企
業
や
家
内
工
業
の
利
用
策
で
あ
り
、
近
代
的
大
工
揚
の
設
定
は
も
と
よ
り
結
構
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
は
外
国
の
資
本
、
技
術
に
依
存
す
る
こ
と
が
大
で
る
か
ら
、
外
国
依
存
を
余
b
必
要
と
し
な
い
で
、
ま
泥
資
本
を
多
く
必
要
と
し
な
い
こ

れ
等
中
小
企
業
、
家
内
工
業
の
活
用
を
計
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
章
　
経
済
開
発
計
画
と
小
規
模
工
業

　
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
は
小
規
模
工
業
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
　
一
九
五
一
年
二
月
ラ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
だ
産
業
貿
易
委
員
会

（
Ω
り
日
ヨ
δ
忽
8
呂
【
口
含
の
け
q
9
。
巳
↓
脱
巴
。
）
第
三
回
会
議
で
こ
れ
を
論
じ
た
。
I
L
O
も
一
九
五
〇
年
十
二
月
カ
ラ
チ
で
開
か
れ
た
ア
ジ

ア
技
術
協
力
会
議
で
こ
の
問
題
を
議
題
と
し
た
。
土
着
手
工
業
の
保
護
は
I
L
O
の
土
着
民
労
働
に
関
す
る
専
門
家
委
員
会
（
一
九
五
一
年

一
月
）
で
回
せ
ら
れ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
に
重
て
中
小
企
業
が
重
大
な
関
心
を
あ
つ
め
て
い
る
理
由
の
一
は
そ
れ
が
量
的
に
見
て
大
き
な
比
重
を
も
つ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
で
は
工
業
労
働
者
の
八
○
％
以
上
が
小
規
模
工
業
や
家
内
工
業
に
従
事
し
て
い
る
。
一
九
三
一
年
の
国
勢
調

査
で
は
家
家
内
工
業
に
従
事
し
て
い
る
労
働
者
は
六
百
五
十
万
人
に
上
り
、
こ
れ
に
対
し
て
大
工
業
に
従
事
し
て
い
る
も
の
は
百
五
十
万
人

に
過
ぎ
な
か
つ
だ
。
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
小
規
模
工
業
に
従
牢
し
て
い
る
も
の
は
百
四
十
万
人
に
達
す
る
が
、
近
代
的
工
業
に
従
量
し
て
い
る

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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も
の
は
僅
か
に
十
二
万
入
に
過
ぎ
な
い
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
で
は
一
九
三
〇
年
に
何
て
小
規
模
工
業
二
百
五
十
万
人
に
対
し
て
大
工
業
は
三
〇
万
人
、
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
で
は
工
業
従
事

者
六
〇
万
人
の
う
ち
六
〇
％
が
小
規
模
工
業
叉
は
家
内
工
業
に
従
事
し
て
い
る
。

　
小
規
模
工
業
の
う
ち
で
従
業
者
の
数
よ
り
見
て
最
も
重
要
な
も
の
は
は
織
物
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
食
物
に
つ
い
で
衣
服
が
経
済
的
に
最
も

一．

D
的
な
需
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
織
物
小
工
場
や
家
内
工
業
で
使
用
れ
さ
る
人
員
は
専
業
者
だ
け
で
イ
ン
ド
ニ
百
五
十
万
、
。
パ
キ
ス
タ

ン
三
〇
万
、
ピ
ル
マ
ニ
○
万
と
な
っ
て
い
る
。
（
他
国
は
統
計
が
な
い
だ
め
に
不
明
で
あ
る
が
、
相
当
大
き
な
人
数
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
）
若

し
も
副
業
者
の
数
も
こ
れ
に
加
え
れ
ば
一
層
大
き
な
数
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
紡
績
は
遠
隔
の
地
を
除
い
て
殆
ど
大
規
模
工
業
が
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
。
（
イ
ン
ド
で
は
ガ
ン
ジ
ー
の
教
に
従
っ
て
手
紡
が
或
程
度
復
活

は
し
た
が
）
。
し
か
し
、
手
織
機
に
よ
る
織
布
は
現
在
で
も
、
そ
し
て
将
来
も
家
内
工
業
や
小
規
模
工
業
の
重
要
な
部
分
と
し
て
存
続
す
る

で
あ
ら
う
。
地
方
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
仕
上
げ
業
だ
と
え
ば
漂
白
、
染
色
、
及
び
捺
染
な
ど
も
亦
、
小
規
模
工
場
で
盛
に
行
は
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
の
佳
民
の
サ
ロ
ン
を
つ
く
る
バ
テ
ィ
ク
業
は
有
名
な
例
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
云
っ
て
、
小
規
模
工
業
は
消
費
者
の
日
用
品
を
つ
く
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
皮
革
、
金
物
、
家
具
什
器
、
加
工
食
品
な
ど
で

あ
る
。
　
（
遠
隔
の
地
に
あ
る
も
の
で
は
原
始
的
な
方
法
で
鉄
製
品
、
煉
瓦
な
ぎ
を
現
地
の
材
料
で
つ
く
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
）

　
政
府
の
施
策
と
し
て
は
余
り
費
用
の
か
、
ら
な
い
方
法
で
そ
の
技
術
を
指
導
し
て
生
産
能
率
を
あ
げ
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
（
鰻
欝
警
霊
齢
講
鰹
壌
赫
雛
驚
燈
叢
．
蓮
葉
蟻
一
鑓
進
蔽
嚢
暁
）

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
小
規
模
工
業
が
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
は
多
々
あ
る
が
、
こ
れ
を
資
本
、
労
働
、
能
率
、
費
用
の
諸

点
よ
り
検
討
し
よ
う
Q
（
》
多
衆
Φ
ざ
国
・
ρ
”
Q
り
言
目
白
ぎ
自
ロ
ω
霞
団
ぎ
国
8
旨
。
日
凶
o
U
o
ぐ
。
δ
噂
日
。
馨
u
曽
9
巴
閑
。
ω
o
母
。
げ
u
o
り
。
讐
●
H
り
切
H
参
照
）
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（
イ
）
　
資
本
の
点
よ
リ
見
た
場
合

　
（
一
）
　
或
種
の
資
本
は
小
規
模
工
業
に
限
っ
て
利
用
し
得
る
。
例
え
ば
地
方
の
商
人
や
農
民
は
小
額
の
資
本
を
持
っ
て
い
て
も
，
こ
れ
を
都
市
の
大
企
業
に
投
資
し
よ
う

と
は
し
な
い
が
、
地
方
の
小
工
業
な
ら
ば
投
資
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
退
蔵
資
本
が
動
員
さ
れ
る
こ
と
エ
な
る
、

　
（
二
い
　
大
規
模
工
業
で
は
直
接
生
産
部
面
に
投
ぜ
ら
れ
る
資
本
以
外
に
聞
接
的
な
面
に
資
本
が
多
く
か
N
る
。
（
例
え
ば
工
員
住
宅
、
商
品
貯
蔵
庫
な
ど
）
こ
れ
に
対
し

て
小
規
摸
工
業
で
は
資
本
は
悉
く
直
接
生
産
に
利
用
し
得
る
か
ら
、
資
本
の
乏
し
い
国
で
は
小
規
模
工
業
の
方
が
適
し
て
い
る
。

　
（
三
）
　
小
規
模
工
業
は
農
村
に
散
在
し
て
い
る
か
ら
、
文
化
設
備
，
衡
生
設
備
を
都
市
ほ
ど
に
必
要
と
せ
ず
、
都
市
の
文
化
施
設
の
方
面
に
投
ぜ
ら
れ
る
資
本
を
節
約
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

（
口
）
　
労
働
の
点
よ
リ
見
た
場
合

　
労
働
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
質
と
量
と
の
二
面
よ
り
考
え
ら
れ
る
。
賛
の
面
で
は
一
般
に
東
南
ア
ジ
ア
は
技
術
水
準
が
低
く
こ
れ
を
近
代
工
業
に
適
応
せ
し
め
る
に
は
長
期

の
訓
練
を
要
す
る
。

　
次
に
労
働
者
の
数
が
近
代
的
工
業
の
需
要
に
応
じ
得
る
か
ど
う
か
、
農
村
に
未
就
労
者
が
多
い
こ
と
は
必
ず
し
も
労
働
力
の
供
給
が
豊
富
だ
と
は
い
え
な
い
。
社
会
的
な

慣
習
、
強
固
な
家
族
主
義
的
靱
帯
、
都
市
の
生
活
水
準
の
低
い
こ
と
な
ど
は
労
働
者
を
し
て
都
会
の
工
場
に
働
き
に
行
か
せ
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
点
に
顧
み
て
簡
単
な
設
備
の
小
工
場
を
農
村
に
り
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
村
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
労
働
力
ま
た
は
、
農
閑
期
の
労
働
力
を
利
用
す
る
こ
と
が
出

来
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
産
を
増
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
ハ
）
　
能
率
の
点
よ
リ
見
た
場
合

　
第
三
に
能
率
の
面
に
つ
い
て
大
工
業
と
小
工
業
と
は
ど
う
異
っ
て
い
る
か
。
先
進
国
に
於
て
も
企
業
の
大
さ
と
そ
の
能
率
と
の
聞
に
は
一
般
的
な
正
の
相
関
々
係
が
あ
る

と
は
い
え
な
い
。
低
開
発
国
に
於
て
は
大
規
模
の
近
代
的
技
術
が
も
つ
有
利
な
点
を
却
っ
て
減
少
せ
し
め
る
よ
う
な
特
殊
な
要
因
が
働
く
も
の
で
あ
る
。

　
同
一
の
近
代
的
設
備
も
低
開
発
国
で
は
生
産
能
率
が
低
い
σ
そ
の
理
由
は
高
速
度
機
械
の
継
続
的
な
運
転
は
、
．
作
業
員
の
技
術
の
欠
除
、
不
注
意
又
は
無
関
心
に
よ
っ
て

妨
げ
ら
れ
、
原
材
料
の
暴
挙
に
よ
っ
て
屡
々
作
業
が
中
断
さ
れ
る
。
故
障
も
頻
繁
に
お
こ
り
、
修
理
に
時
聞
が
長
く
か
x
る
。
従
っ
て
単
位
資
本
に
対
す
る
生
産
高
は
著
し

く
減
少
し
，
時
と
し
て
は
半
減
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
他
原
料
の
流
れ
が
中
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
全
経
営
に
悪
影
響
を
与

え
、
経
営
の
規
模
が
大
き
い
程
打
撃
も
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
対
処
し
得
る
能
力
は
低
開
発
国
で
は
滅
多
に
得
ら
れ
ず
、
相
当
な
訓
練
を
施
し
た
後
で
さ
え
も
容
易

に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

．
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
工
業
国
の
近
代
技
術
の
経
験
は
こ
れ
を
そ
の
ま
Σ
低
開
発
国
に
移
し
得
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
近
代
的
技
術
が
経
済
的
に
働
き
得
る
経

営
規
模
の
最
小
限
度
に
つ
い
て
は
多
く
の
技
術
者
は
こ
の
最
低
限
度
を
実
際
よ
り
も
梢
高
い
と
こ
ろ
に
お
く
。
何
と
な
ら
ば
彼
等
の
判
断
は
資
本
が
労
働
に
比
し
て
相
対
的

に
潤
沢
で
あ
る
先
進
国
の
場
合
を
基
礎
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
と
異
っ
た
証
拠
が
U
N
R
R
A
の
幽
》
ゆ
q
円
ざ
巳
砕
暖
潮
旨
山
口
欝
員
ω
Φ
署
ざ
。
よ
り
提

東
南
ア
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ア
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問
題
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問
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供
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
信
じ
難
い
程
の
低
い
コ
ス
ト
で
小
工
場
を
建
設
し
た
。
そ
の
工
場
は
工
業
国
の
多
数
の
技
術
者
た
ち
に
よ
っ
て
不
経
済
的
だ
と
し
て
排
撃
せ
ら
れ

　
て
い
る
程
の
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
例
を
あ
げ
れ
ば
週
間
生
産
高
四
〇
〇
袋
の
セ
メ
ン
ト
工
場
、
煉
瓦
二
万
個
の
窯
業
場
、
四
ト
ン
の
硫
酸
工
場
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
小
規
模
工
場
の
経
済
的
可
能
性
は
屡
々
軽
視
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
低
開
発
国
に
於
い
て
能
力
過
大
な
工
場
を
つ
く
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
工
場
は
低
開
発
国
に
と

　
つ
て
は
適
度
経
営
で
は
な
く
し
て
資
本
の
浪
費
で
あ
る
。

　
　
低
開
発
国
で
は
相
対
的
に
云
っ
て
資
本
が
乏
し
く
、
労
働
が
豊
富
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
進
国
と
は
反
対
に
資
本
集
約
的
で
な
い
企
業
が
自
然
的
で
あ
る
。
重
量
の
大
き

　
い
か
さ
高
い
、
輸
入
機
械
は
船
積
費
用
も
多
く
か
N
り
、
そ
の
他
諸
掛
り
も
高
く
つ
い
て
却
っ
て
不
経
済
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
経
費
の
点
よ
リ
見
た
場
合
（
間
接
費
及
び
配
給
費
の
問
題
）

　
　
生
産
間
接
費
及
び
商
品
配
給
費
は
大
工
業
と
小
規
模
工
業
と
で
は
大
い
に
異
っ
て
い
る
。
大
工
業
で
は
監
督
．
「
記
録
、
事
務
、
オ
フ
ィ
ス
建
物
、
オ
フ
ィ
ス
機
械
な
ど
に

　
多
く
の
費
用
が
か
エ
る
が
小
規
模
工
業
で
は
こ
れ
を
節
約
し
得
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

　
　
ま
た
製
品
の
配
給
費
に
つ
い
て
も
大
工
業
で
は
包
装
費
、
■
船
積
費
な
ど
が
多
く
か
」
る
が
、
低
開
発
国
で
は
市
場
が
狭
い
た
め
に
こ
の
よ
う
な
費
用
は
不
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
低
開
発
国
で
は
小
規
模
工
業
が
有
利
な
地
位
を
し
め
る
が
、
小
規
模
工
業
を
発
達
せ
し
め
る
重
要
な
方
法
は
工
夫
に
よ
っ
て

改
良
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
既
存
設
備
の
少
し
の
改
良
で
も
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
（
例
え
ば
織
機
の
稜
の
改
良
の
如
き
）

政
府
は
乏
し
い
資
本
を
少
数
の
大
企
業
に
投
ず
る
よ
り
も
一
歩
づ
、
技
術
の
改
良
を
は
か
る
方
が
健
全
な
政
策
で
あ
ら
う
。

　
右
に
の
べ
た
よ
う
に
東
南
ア
ジ
ア
で
は
小
規
模
工
業
が
大
工
業
に
比
し
て
競
争
上
有
利
な
点
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
両
者
は
競

争
す
る
部
面
も
あ
る
が
、
ま
た
協
同
す
る
分
野
も
あ
る
。
機
械
が
標
準
化
さ
れ
、
部
分
品
に
互
換
性
が
あ
れ
ば
小
工
場
は
大
工
場
の
製
品
の

部
分
晶
を
低
廉
に
生
産
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
い
つ
ま
で
も
小
規
模
工
業
に
停
頓
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
基
礎
的
部
面
が
発
達
じ
な

い
と
こ
ろ
に
急
に
大
工
業
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
漸
進
的
に
進
ん
で
行
く
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
電
力
の
発
達
は

小
規
模
工
業
の
経
営
を
容
易
に
す
る
で
あ
ら
う
。
将
来
は
小
規
模
工
業
は
部
分
品
の
製
造
な
ど
で
大
工
業
に
協
力
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ら
う
。
叉
小
規
模
工
業
が
協
同
組
合
を
組
織
し
有
利
に
経
営
を
行
っ
て
行
く
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ら
う
。

　
か
よ
う
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
小
規
模
工
場
が
助
成
さ
れ
つ
、
あ
る
が
、
一
方
、
イ
ン
ド
な
ど
相
当
進
ん
だ
国
で
は
、
英
、
米
資
本
と
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イ
ン
ド
資
本
と
の
合
弁
で
大
規
模
な
工
場
が
勃
興
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
わ
れ
く
は
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア
猿
舞
の
経
済
開
発
に
日
本
が
貢
献
し
得
る
分
野
の
一
と
し
て
、

業
に
対
す
る
技
術
や
経
営
方
法
の
指
導
や
中
小
企
業
用
の
軽
機
械
の
輸
出
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
れ
等
中
小
企

第
六
章
　
経
濟
計
書
と
貿
易
問
題

経
済
開
発
計
画
を
達
成
す
る
仁
め
に
は
外
国
貿
易
の
規
模
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
諸
国
の
貿
易
規
模
は
極
め
て
小
さ
く
、
戦

前
こ
の
地
域
で
最
大
の
貿
易
額
を
示
し
て
い
π
イ
ン
ド
で
さ
え
も
輸
出
に
於
て
は
世
界
総
額
の
二
・
九
％
、
輸
入
に
於
て
は
同
じ
く
二
．
五

％
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
つ
陀
。
戦
後
，
一
九
五
〇
年
の
数
字
に
よ
れ
ば
輸
出
で
は
マ
レ
ー
（
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
が
第
一
位
に
進
出

し
、
世
界
総
額
の
二
・
三
％
、
輸
入
で
は
依
然
と
し
て
イ
ン
ド
が
第
一
位
を
保
持
し
て
世
界
総
額
の
一
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
出
額
合
計
も
イ
ギ
リ
ス
一
国
の
輸
出
額
に
も
及
ば
な
い
か
、
或
は
僅
か
に
こ
れ
を
こ
え
る
位
で
あ
る
。
輸
入
額
に

つ
い
て
い
え
ば
イ
ギ
リ
ス
一
国
の
遊
半
分
と
い
う
大
さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
貿
易
規
模
は
現
在
で
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
開
発
計
画
が
順

調
に
進
捗
し
、
農
業
、
動
力
、
輸
送
な
ど
基
礎
的
部
門
が
改
善
さ
れ
た
な
ら
ば
生
産
力
の
増
大
と
共
に
所
得
も
増
加
し
、
貿
易
も
従
っ
て
増

大
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
貿
易
に
も
大
い
に
利
益
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
重
要
物
資
の
入
手
を
確
保
す
る
把
め
各
国
は
貿
易
協
定
を
締
結
し
て
い
る
Q
地
域
内
の
協
定
と
し
て
は
米
産
国
と
食
糧
不
足
国
の
間
の
米

の
貿
易
に
関
す
る
も
の
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
外
の
諸
国
と
は
日
本
を
は
じ
め
、
英
、
西
独
、
仏
、
伊
な
ど
の
外
に
ソ
連
、
波
蘭
、
チ
ェ
ッ

コ
、
な
ど
ソ
連
圏
諸
国
と
の
間
に
も
協
定
が
結
ば
れ
て
い
る
。

　
次
に
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
貿
易
額
（
ド
ル
換
算
）
を
表
示
す
る
。
（
参
考
ま
で
に
英
国
、
米
国
及
び
旺
本
の
数
字
も
併
せ
て
掲
げ
た
。
）

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
濱
計
画
と
貿
易
問
題
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東南アジア各國の賜規模禰出門部）（莇米…）（酬溌譲謹製£噛Bullet’n）

輸　　　出
1937 1948 1949 ．1950

第一四半期1951

（1）
第二四半期P　　1951

（∬）

（FOB） 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額
〃／o 金劇 ％ 1金額 ％　　L

．世界総額 24，200 100 54，100 100 55，000 100 56，600 100 18，100 100 19，800 100

ビ　　ノレ　　・マ 192
0
．
8
0

241 0．4 202 0．4 151 0．3 53 0．3 31 0．2

セ　イ　ロ　ソ 116 0．5 284 0．5 278 0；5 315 0．6 108 0．6 99 0．5　　9

イ　　ン　　ド

pキスタソ
712 2．9

1，295

@279
2．4

O．5

1，232

@304

2．2

O．6

1，140

@401
2．0

O．7

437

Q73

ρ2．4

@1．5

424

P26

2．1

O．6

インドシナ 103 0．4 92 0．2 68 0．1 74 C．1 33 0．2 28 0．1

イソドネシヤ 548 2．3 392 0．7 529 1．0 722 1．3 214 1．2 289 1．5

マレー及び
Vンガポール

522 2．2 830 1．5 735 1．3 1，311 2．3 578
@　1

3．2 563 2．8

フイリツピソ

^　　　　　／f

152

V6

0．6

O．3

319

Q08

0．6

O．4

254

Q71

0．5

O．5

331

Q83

0．6

O．5

　　1P27P
一

0．7　　　　84

@　　　一@

0．4

合　　　計 2，422 10．0 3，940 7．2 3，874 7．1 4，728 8．4 1，823 10．1 1，644 8．2

（参考）

英　　　　国 2，581 10．6 6，379 11．8 6，621 12．0 6，076 10．7 1，625 9．0 1，848 9．3

米　　　　国 3，292 13．3 12，532 23．1 11，936 21．7 10，154 18．2 3，282 18．1 3，970 20．0

日　　　本 1，200 5．0 258 0．5 510 0．9 820 1．5 287 1．6 254 1．3

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

東南アジア各國の貿易規模（輸入之部）（百万米ドル）（資料前表に同じ）

輸　　　入
1937 1948 1・949 1950

第一四半期　1951

（1）

第二四半期1951

（H）

（CIF） 金額 ％ 金額
％、1

金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 金額 ％

世界総額 27，100 100 59，600 100．
「59，500 100 59，100 100 18，800 100 20，800 100

ビ　　ル　　マ 91 0．3 170 0．3 102 0．2 111 0．2 35 0．2 17 0．1

セ　イ　ロ　ソ 91 0．3 301 0．5 189 0．5 245 0．4 74 0．4 87 0．4

イ　　ン’　ド 1，463 2．5 776 1．3 1，061 1．8 339 1．8 413 2．0／665 2．5

パキスタン’ 257 0．4 410 0．7 350 0．6 126 0．7 105 0．5

イン’ドシナ 62 0．2 188 0．3 231 0．4 211 0．4 56 0．3 63 0．3

イソドネシヤ 276 1．0 428 0．7 549 0．9 402 0．7 110 0．6 92 0．4

マレ・一及び
Vン’ガポーノレ

398 1．5 842 1．4 796 1曾3 952 1．6 416 2．2 398 1．9

ブイリツピソ 121 0．4 644 1．0 626 1．0 392 0．7 91 0．5 72 0．3

タ　　　　イ 47 0．2 139 0．2 205 0．3 190 0．3
一 一 一 一

合　　　計
「・・75・

6．4 4，293
　　［7．3

「・3・984 6．6 3，914 6．7 1，247 6．7 1，247 5．9

（参考）

英　　　　国 4，716 17．4 8，118 13．6 8，224 13．8 7，050 12．0 2，284 12．1 2，733 13．1

米　　　　国 3，311 12．2 7，801 13．1 7，251 12．2 9，619 16．2 3，256 17．3 3，108 15．0

日　　　本 1，353 5．0 684 1．1 905 1．5 973 1．6 525 2．8 438 2．1
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眠囎と外國賜・の割合儲善繕三下翻乙部難）

国名　及　び通貨
　　A
走ｯ総生産

　　B’輸　　入 　C
A　　出

B－

`
C一

`

・・ド百｢鋪P 78，107 6，012 4，189 7．7％ 5．4％

　　　　　　　　　〃パキスタン

16，711 1，118 911 e8％ 5．5％
‘〃

セ　イ　ロ　ソ　　　　”　　　　　　　　　〃
2，245 1，029 1，064 46．0％ 47．5％

マ　　レ・　一　　マレ’一ドル

i含シyガボール）（1949）
3，345 1，839 1，678 557％ 50．0％

　　　　　　　百万ペソフイリツピン’

@　　　　　　　（1949）
4，630 1，137 508 24．5％ 10．9％

　　　　　　　百万バートタ　　　　　！f　　　　　　　　（1948）

14，619 1，728 2，016 11．8％ 1308％

　　　　　　　十　億　円（参考）日　　　　　　　　（1950）

3，809．5 334．2 298．0 ＆8％ 7．8％

英　莇がド 10，196 2，603 2，170 25．5％ 21．2％

米’ @＋億“ドノレ 239．0 ＆7

　
　
　
1
0
．
1
． 3．6％

4
2
％
ワ

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
一
易
問
題

　
各
国
経
済
の
貿
易
依
存
度
に
つ
い
て
見
る
π
め
に
国
民
所
得
（
国
民

総
生
産
）
と
輸
入
及
び
輸
出
額
と
の
比
率
を
計
算
し
て
見
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
貿
易
依
存
度
の
最
も
多
い
も
の
は
セ
イ
ロ
ン
（
輸

入
四
・
六
〇
％
、
輸
出
四
七
・
五
％
）
、
マ
レ
ー
（
輸
入
五
五
・
七
％
、

輸
出
五
〇
・
O
％
）
、
で
あ
り
、
中
間
の
も
の
は
タ
イ
（
輸
入
一
一
・

八
％
、
輸
出
一
三
・
八
％
）
、
フ
ィ
つ
ッ
ピ
ン
（
輸
入
二
四
・
五
％
、

輸
出
一
〇
・
九
％
）
で
あ
り
、
最
も
貿
易
依
存
度
の
少
い
も
の
は
イ
ン

ド
（
輸
入
七
・
七
％
、
輸
出
五
・
四
％
）
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
（
輸
入
六

・
八
％
、
輸
出
五
・
五
％
）
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
日
本
、
米
国
、
英
国
の
同
様
の
比
率
を
比
劃
す
る
と
米
国
が

最
少
で
、
日
本
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
（
日
本
は
戦
前
は
こ
の
比
率
は
二
〇

％
程
度
で
あ
っ
泥
）
英
国
が
貿
易
依
存
度
が
最
も
高
い
Q
し
か
．
し
な
が

ら
英
国
の
輸
入
と
国
民
所
得
の
比
率
二
五
・
五
週
置
輸
出
と
国
民
所
得

の
比
率
二
一
・
二
％
も
こ
れ
を
セ
イ
ロ
ン
の
そ
れ
ん
＼
四
六
・
O
％
、

四
七
・
五
％
、
マ
レ
ー
－
の
五
五
・
七
％
、
五
〇
％
と
比
較
す
れ
ば
大
き

な
附
き
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
見
て
も
マ
レ
ー
、
セ
イ
ロ
ン
の
貿
易
依
存

度
の
如
何
に
大
な
る
か
ゴ
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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各相貿易差額（月平均）（百万単位）（ECAFE　Bulletin及び国連統計月報より算出）
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ピ
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

（備考　セ・fロソ，インドの1951年第三・四半期は七，八月平均）

九
五
一
年
第

四
半
期

四
半
期
）
よ
り
出
超
に
転
じ
、

表
で
は
一
九
五
一
年
第

．

五
〇
年
第
四
・
四
半
期
（
上

た
Q
フ
ィ
リ
ツ
ピ
ン
は
一
九

ン
を
除
い
て
出
超
を
記
録
し

イ
ン
ド
シ
ナ
と
フ
ィ
リ
ツ
ピ

急
激
に
増
大
し
、
貿
易
尻
は

の
恢
復
と
相
思
っ
て
輸
出
が

九
五
〇
年
に
至
っ
て
世
界
の

再
軍
備
化
の
傾
向
と
共
に
原

料
の
需
要
が
増
加
し
、
生
産

一64一

超
に
転
じ
た
。
し
か
し
、

と
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
入

地
域
は
戦
前
は
出
超
を
常
態

尻
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
こ
の

東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
貿
易



出入殿畳三山（1948＝100）（EGAFE　Bulleti且及び国連統計月報より算出）
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1
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1
　
　
1

出
入
出
入
出
入
出
入
田
入
出
人
輸
輸
輸
輸
豊
潤
輸
輸
輸
輸
輸
六
一
　
一
　
一
　
一
見
　
一
　
　
ー
マ
　
　
ソ
　
　
ド
　
　
ナ
　
　
　
一
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
ピ
ル
和
ソ
汗
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（備考　セイロン1951年第三・四半期は七，八月平均）

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

で
は
入
超
国
は
イ
ン
ド
シ
ナ
だ
け
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
輸
出
の

停
滞
と
輸
入
の
増
加
に
よ
っ
て
出
超
額
は
減
退
の
傾
向
が
あ
り
、
イ
ン
ド
な
ど
は

一
九
五
一
年
第
三
・
四
半
期
に
は
入
超
に
転
じ
て
い
る
。

　
一
九
五
〇
年
に
於
け
る
貿
易
尻
の
好
転
は
一
九
四
九
年
秋
の
為
巷
切
下
の
影
響

も
あ
る
が
、
む
し
ろ
朝
鮮
動
乱
以
後
の
輸
出
品
の
単
価
の
昂
騰
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
（
数
量
の
増
加
は
単
価
の
上
昇
程
著
し
く
は
な
硫
）
。
輸
入
品
の
単
価
は
輸

出
品
の
単
価
ほ
ど
は
上
昇
し
な
か
つ
把
か
ら
、
交
易
条
件
は
有
利
と
な
つ
陀
ρ
し

か
し
、
一
九
五
一
年
第
一
・
四
半
期
を
頂
点
と
し
て
輸
出
品
の
価
格
は
下
落
叉
は

停
滞
を
示
し
て
い
る
の
に
反
し
、
輸
入
品
の
価
格
は
再
軍
備
の
影
響
を
う
け
て
徐

々
に
上
昇
し
て
来
た
か
ら
、
一
時
の
よ
う
な
交
易
条
件
の
有
利
な
状
態
は
逆
転
の

傾
向
を
示
し
、
ま
把
輸
入
品
価
格
の
騰
貴
に
よ
っ
て
貿
易
の
出
超
の
維
持
も
困
難

で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。
　
（
日
本
経
済
新
聞
二
七
・
一
・
二
二
所
載
、
一

九
五
一
年
上
半
期
E
C
A
F
E
報
告
）

　
各
国
は
戦
後
経
済
建
没
の
た
め
に
資
本
財
を
必
要
と
し
、
そ
の
輸
入
も
着
々
と

行
わ
れ
て
来
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
表
は
資
本
財
の
輸
入
数
量
を
示
す
も
の
で

あ
る
が
、
一
九
四
九
年
ま
で
に
イ
ン
ド
ネ
シ
や
以
外
は
戦
前
の
水
準
を
回
復
し
、

イ
ン
ド
な
ど
は
戦
前
の
二
倍
以
上
に
達
し
、
綿
製
品
輸
入
の
減
少
と
著
し
い
対
照
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輸出入輩偵指数及び交易條件　（1948－100）（ECAFE　Bulletin及び国連統計月報より算出）

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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各組資本購入数蚤撒（聡脇1950年）

195019491938　［　1948

厩
認
＝

蜘
鵬
6
5
皿
伽

m
畑
6
0
㎜
麗

100

100

100

工00

100

セイロン
／f　y　ド
インドネシヤ

マ　 1／　 一

ブイリツピソ

を
見
せ
て
い
る
。

　
ま
た
輸
入
総
額
に
於
け
る
資

本
財
（
機
械
類
そ
の
他
）
の
占

め
る
割
合
も
増
加
し
て
い
る
Q

　
し
か
し
な
が
ら
一
九
五
〇
年

朝
鮮
動
乱
の
勃
発
を
契
機
と
し

て
先
進
工
亡
国
の
再
軍
備
計
画

が
進
行
し
は
じ
め
だ
、
め
に
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
は
資

本
財
の
入
手
可
能
性
が
重
大
問

題
と
な
つ
π
。
輸
出
を
増
加
し
て
も
、
そ
れ
を
以
て
必
要
物

資
の
輸
入
が
出
来
な
け
れ
ば
輸
出
促
進
は
無
意
味
で
あ
る
。

前
記
一
九
五
一
年
上
半
期
E
C
A
F
E
報
告
（
日
本
経
済
、
新

聞
所
載
）
も
一
九
五
一
上
半
期
に
於
け
る
資
本
財
輸
入
額
は

平
常
価
格
で
換
算
し
た
向
合
に
は
朝
鮮
動
乱
前
よ
り
も
低
か

っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
若
し
資
本
財
の
輸
入
が
進
展
し
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
開
発
計
画
憾
重
大
な
修
正
を
余
儀
斬
1
5
く
さ
れ

一　66　一



各國の購踊成（％）踊躍囎n欝）

1948

24

黷
R
1
2
1
2
　
　
一
　
3
1
9
1
7
6

1947

23

W
2
8
6
2
3
　
3
0
6
1
8
5

19381937

19

X
9
5
9
4
3
　
2
3
1
3
1
0
5

17

P0

X
7
7
5
3
　
3
0
1
0
9
2

インド輸入
機械及車輔
石油及同生産物

綿　　製　　品

原　　　　棉
豆，穀物，穀粉

鉄鋼及同製品

非鉄金属
イン・ドネシや輸入

織　　　　物

金属及同製童

話　　　　械

　　　米

（調乳露瞥エジプトよ囎入さオz）

る
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
再
軍
備
の
進
行
に
伴
っ
て
、
コ
ロ
ン
ボ
計
画

に
予
定
さ
れ
起
資
本
財
の
供
給
も
困
難
と
な
り
、
　
一
九
五
一
年
七
月
に
発

足
し
た
ば
か
り
の
コ
ロ
ン
ボ
計
画
も
改
訂
を
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
十
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
か

れ
た
E
C
A
F
E
貿
易
促
進
会
議
で
ソ
連
代
表
が
ソ
連
は
原
料
と
交
換
に

資
本
財
を
供
給
し
得
る
と
述
べ
た
こ
と
が
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
の
も
意

外
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
資
本
財
に
対
す
る
需
要
を
満
足
せ
し

め
る
鞄
め
に
口
本
の
工
業
力
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
日
本
は
原
料
さ
え

与
え
ら
れ
、
ば
資
本
財
の
供
給
能
力
が
あ
る
と
日
本
オ
ヅ
ザ
ー
ヅ
ア
ー
は

貿
易
促
進
会
議
で
力
強
く
発
言
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
各
国
の
対
日
貿
易
情
勢
に
つ
い
て
検
対
し
よ
う
。
対
日
輸
出
に
つ
い
て
は
ま
つ
目
に
つ
く
の
は
イ
ン
ド
の
対
日
輸
出
割
合
の
低
下
で

あ
る
。
戦
前
は
一
割
五
分
ま
で
に
達
し
元
対
日
輸
出
が
戦
後
は
一
％
と
い
う
低
率
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
棉
花
の
輸
入
が
減
じ
π
こ
と
な
ど

い
ろ
・
く
原
因
は
算
え
ら
れ
よ
う
が
、
棉
花
に
代
る
べ
き
重
要
原
料
と
し
て
た
と
え
ば
鉄
鉱
石
や
粘
結
炭
な
ど
（
扁
九
四
九
年
E
C
A
F
E

年
報
で
は
イ
ン
ド
で
は
年
間
五
百
万
ト
ン
に
及
ぶ
良
質
の
粘
結
炭
が
治
金
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
）
を
日

本
に
引
渡
し
、
こ
れ
と
交
換
に
資
本
財
を
受
取
る
こ
と
、
す
れ
ば
イ
ン
ド
の
経
済
開
発
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
思
は
蘇
る
。

　
イ
ン
ド
と
反
対
に
ど
ル
マ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
な
ど
は
戦
後
対
日
輸
出
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

東南アジア諸國の正出総額のうち対日輸出の占める割合　（％）
1

1929 1932 1936 1・949 ・95・1 19511

一

イ　　ン’　ド 10．6 8．7 15．1 1．3
一 一

パキスタン 一 一 一
5．2 11．0 14．7・

（一月のみ）

ピ　　ル　　・マ
一 一

2．3 2．0 14．4 13．3
〔1937）

セ　イ　ロ　y 一 一 ㎝
0．5 0．1 0．2

タ　　　　イ 7．2 5．9 2．3 6．0
一 一

’インドシナ 5．7 6．2 4．5
『 一 一

’マ　　　1／　　　一 4．2 11．0 7．6 1．7 2．8 2．7

イソドネシヤ 3．3 4．4 5．6 2．2 1．3 8．9

ブイリツヒ。ソ 4．3 2．7 5．7 　　4．4
P

6．3 5．9

（資料　ECAFE年報，　Bulletin，国際連盟貿易緯計）

東南アジア諸國の輪入総額に於ける対日輪入の占める割合　（％）
一

1929 ・9321 1935 1949一 1950 19511

イ　　ソ　　ド 9．7 14．4 17．2 4．2 1．2 2．2

パキスタン 一 一　幽 一
6．9 14．8 10．8

ビ　　ル　　・マ
一 一

8．8 4．0 8．0 2．8

セ　イ　ロ　ン 2●5 6．7 6．4 1．7 3．0 5．3

タ　　　　　・イ 8．1 10．9 25．7 8．2
一 一

インドシナ 1．6 1．0 3．5
｝ 一 一

いマ　　　レ　　　一 2．6 4．5 6．4 2．2 3．2 4．2

イソドネシヤ 10．6 21．3 26．7 7．1 10．6 14．5

フイリツピソ 8．1 7．7 13．1 2．8 3．9 5．7
璽

，

　
つ
ぎ
に
対
日
輸
入
の
割
合
を
見
る
に

こ
、
で
も
亦
、
イ
ン
ド
の
輸
入
割
合
の

変
化
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
Q
戦
‘

前
に
一
七
％
に
も
達
し
て
い
π
対
日
輸

入
率
は
戦
後
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
は
イ
ン
ド
が
1
3
ル
地
域
か
ら
の
輸

入
を
差
控
え
π
こ
と
や
、
イ
ン
ド
に
於

け
る
紡
績
業
の
発
達
に
よ
っ
て
日
本
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

製
品
の
需
要
が
減
じ
柁
こ
と
な
ど
に
よ
　
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
　
一
九
五
一
年

夏
の
日
英
支
払
協
定
の
結
果
、
イ
ン
ー
3

は
日
本
を
軟
貨
国
と
し
て
取
扱
う
こ
と

に
な
つ
π
か
ら
日
本
よ
り
の
輸
入
も
増

加
す
る
こ
と
～
予
想
さ
れ
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど

で
は
日
本
よ
り
の
輸
入
が
相
当
大
き
な
比
率
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
全
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
側
か
ら
見
π
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
に
つ
い
て
云
え
ば
、
輸
出
入
興
に
年
々
そ
の
比
率
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
。
戦
前
は
ア
ジ
ア
州



（日本外国貿易年表同外国貿易月表に拠る）

日本の対東南アジア輪出の割合　（％）

1951
　（1一一5）

　十億．円
195．　6

53．　8％

　O．2

　4．　7

　1．　0

　4．　2

　2．3

10．　9

1．　5

3．　8

9．1

1．　0

38．　7

1950
（7一・12）

　十億円
181．　2

46．　1％

　3．　0

　4．　1

　0．　5

　1．　5

　2．　7

　0．　3

　5．　5

　3．　0

　3，　5

　6．O

　O．　8

31．　2

1950
　（1・一6）

　十億円
116．　7

43，　7％

　O．1

　6．　9

　0．　4

　1．　7

　2．3

5．　7

0．　3

2．　5

7．　9

1．　1

28，　9

1949

　十億円
IG9．　8

49，　6％

　O．1

　4．　6

　0．　2

　2．1

　4．　6

4．　8

0．　9

7．　8

3．2

0．　8

29．　1

1936

　　首萬円
3．　584

62．　7％

　　O．1

　　L2

19321929

L2
1．　4

3，　6

1
f 7．2

O．　4

16．　1

　　百萬円
1，　802

59．　4％

　O．　1

Oi　5

L4
L3

5．　5

i　10．　7

　百萬円
2，　604

52．　6％

　O．1

　0，　4

　Ll
　1．　2

　3．3

レ・

総額（移出を含
む）アジア州

イソドシナ
タ　　　　　イ

マ　　　L／　　　一

19．　513．　7

シソガポール

フイリツピソ

英領ボルネオ

・fンドネシヤ

ビ　 ル　 ・マ

イ　 ソ　 ド

パキスタン’
セ． C　v　ソ
東南アジア合計

の
中
で
東
南
ア
ジ
ア
の
占
め
る
比
重
は
比
較
的
に
軽
か
っ
た
が
、
戦
後
は
そ
れ

が
重
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
対
す
る
貿
易
尻
は
二
、
三
の
国
よ
り
は
入

超
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
全
体
と
し
て
見
れ
ば
出
超
を
示
し
て
い
る
。

　
輸
出
市
場
と
し
て
は
東
南
ア
ジ
ア
は
日
本
の
輸
出
総
額
の
三
割
を
吸
牧
す
る
。

主
要
な
る
市
場
は
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
、
タ
イ
な
ど
で
あ
る
。
戦
前

に
重
要
市
場
で
あ
っ
だ
イ
ン
ド
は
今
日
で
は
そ
の
割
合
が
低
下
し
た
。

　
．
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
に
対
す
る
輸
出
は
綿
糸
、
綿
織
物
が
主
で
あ

り
、
タ
イ
に
対
し
て
は
綿
製
品
の
外
に
鉄
鋼
、
車
輔
な
ど
が
輸
出
惑
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
に
対
し
て
は
人
繊
及
び
同
製
品
、
紡
機
な
ど
が
主
で
あ
り
戦
前
に
重

要
輸
出
品
で
あ
っ
π
綿
製
品
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
が
対
イ
ン
バ
貿
易
減
少

の
一
つ
の
原
因
で
あ
る
。

　
輸
入
源
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
日
本
の
総
輸
入
額
の
二
割
程
度
を
供

給
し
て
い
る
。
米
を
は
じ
め
、
鉄
鉱
石
、
粘
結
炭
、
ゴ
ム
、
ボ
ー
キ
ナ
イ
ト
、

棉
花
な
ど
が
輸
入
せ
ら
れ
る
。
タ
イ
、
マ
レ
ー
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
が
主
要
な

輸
入
先
で
あ
る
が
、
こ
、
で
も
イ
ン
ド
は
戦
前
の
よ
う
な
高
い
比
率
を
示
し
て

い
な
い
Q

　
タ
イ
よ
り
の
輸
入
は
米
、
マ
レ
ー
よ
り
の
輸
入
は
ゴ
ム
、
パ
ギ
ス
タ
ン
よ
り

一69一
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臼本の対東南アジア鍮入の割合

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

1929 1932 1936 1949
1950
@（1～6）

1950
i7～12）

1951

@（1～5）

総額（移入を含
ﾞ）アジア州

　百萬円
Q，746
T2．2％

　百萬円
P，93δ

S9．3％

　百萬円
R，640
T2．7％

2sオ撃円i21．1％ 　十億円
P74．7
R9．3％

　十億円
P59．5
R4．3％

　十億円
R36．4
R4．9％

イ　ン　ドシナ 0．4 0．3 0．6 0．3 0．2 0．1 0．2

タ　　　　　　イ 0．8 0．6 0．2 2．4 7．0 1．9 2．8

曽マ　　　　レ「　　　一

Vンガポール

｝・・
一
1
．
3

1．1

P．1

2．4 1．3 7．3 2．7

O．1

ブイ　リツ　ピソ 0．7 1．0 1．0 1．4 1．6 3．1 2．2

英領ボルネオ 一 一
0．4 0．1 0．4 0．5 0．2

イソドネシヤ 2．8 2．1 3．1 1．7 1．1 1．4 0．4

ビ　　　　ノレ　　　，マ

C　　　ン　　　ド

pキ　ス　タ　ソ

10．5

、b　6．0 、｝1・・ 0．8

P．5

P．8

2．4

Q．0

P．5

1．3

P．6

U．1

1．1

Q．2

P0．4

セ　イ　ロ　ン 一 一
0．7 0．1

一 一
0．2

1

東南アジア合計 1δ．7 11．3 ・＆31 ユ2．5』 ｝1z5 23．3 22．5

の
輸
入
は
棉
花
が
主
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
に
於
け
る
鉄
鉱
石
の
輸
入
一
四
〇

万
ト
ン
の
う
ち
マ
レ
ー
よ
り
五
一
万
ト
ン
、
フ
ィ
リ
ツ
ピ
ン
よ
り
五
七
万
ト
ン

が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
よ
り
の
輸
入
は
棉
花
、
採
油
用
種
子
が
主
で
あ
る
が
、
少
量
な
が
ら

鉄
鉱
石
（
一
九
五
〇
年
三
万
六
千
ト
ン
）
、
粘
結
炭
も
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
今

後
は
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
な
ど
よ
り
こ
の
重
要
原
料
の
輸
入
を
増
大
す
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
ポ
ン
ド
累
積
の
解
決
の
一
助
と
も
な
ろ
う
。

　
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
対
ア
メ
リ
カ
及
び
対
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
割
合
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
を
戦
前
、
戦
後
を
比
軟
す
る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
。

　
輸
出
の
面
に
つ
い
て
い
え
ば
戦
前
イ
ン
ド
で
は
対
英
輸
出
が
対
米
輸
出
よ
り

も
遙
か
に
大
で
あ
っ
た
が
戦
後
そ
の
差
は
縮
少
し
、
一
九
五
〇
年
に
は
対
米
輸

出
は
対
米
輸
出
を
凌
駕
す
る
に
至
つ
だ
Q

　
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
ま
さ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ

ソ
ー
3
シ
ナ
で
は
ア
メ
リ
カ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
Q
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
は
ア
メ
リ
カ

の
地
位
は
圧
倒
的
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
勢
力
が
強
く
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
フ
ラ
ン

ス
が
殆
ど
半
ば
を
占
め
て
い
る
。

一70一



東南アジア各國鰯米，対期出の割合（％・（騒一瞥）

邸
撚
㎝
掛
＝
瀦
羅
薦
麗

戦
乱
説
＝
駕
繋
薦
鶯

4
9
1
9

一
一
3
8
9
5
0
乃
乃
乃
濯
3
』
一
ゆ
3
　
’
9
3
遵
　
護
　
護
2
職
鉱
肱
皿
－
。
5
1
0
3
1
1
6
4
1
　
4
8
2
5
1
1
1
5
4
　
3
3
　
7
1
1

3
5
1
9

搦
＝
的
野
羅
濃
謬
駅
頭

3
2
1
9
1
2
9
1
9

　
　
　
　
卜
　
脚
　
　
－
　
！
　
i
　
！
渇
』
＝
＝
＝
ユ
5
2
浮
ゆ
潟
⑩
ユ
ゆ
2
つ
漣
7
艀
　
　
　
　
　
0
0
0
0
お
D
欝
聰
8
　
P
　
麗
－

』
2
＝
＝
3
」
藍
玉
↑
護
ユ
2
β
遵
3
　
ゆ
3
β
1
2
2
1
　
　
　
　
　
1
9
3
9
0
1
　
　
2
2
2
4
2
1
4
1
1
8
　
1
6
　
7
5
4

意
業
毒
除
鑑
雑
焔
鱗
鱗
対
蒙
琳
膜
一
～
・
一
，
ー
ー
f
～
ー
ー
　
一
．
r
　
　
嘱
　
　
㌧
｛
、
ド
　
　
　
ン
　
　
　
マ
　
　
　
ソ
　
　
　
イ
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ソ
海
ル
ロ
　
ン
伽
疑
　
　
キ
　
　
　
イ
　
　
　
　
y
　
　
　
　
　
ン
　
　
ィ
イ
　
　
　
パ
　
　
　
ビ
　
　
　
セ
　
　
タ
　
　
　
イ
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
ブ

　
次
に
輸
入
に
つ
い
て
見
れ
ば

　
イ
ン
ド
で
は
戦
前
な
英
国
が
殆
ど
四
割
を
供
給
し
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
は
米
国
の
進
出
著
し
く
、
一

九
五
一
年
第
一
・
四
半
期
に
は
両
者
は
殆
ど
同
等
と
な

つ
だ
。

　
。
パ
キ
ス
タ
ン
、
ビ
ル
マ
、
セ
ィ
ロ
ソ
、
マ
レ
ー
な
ど

の
ポ
ン
ド
地
域
で
は
英
国
の
優
位
は
動
か
な
い
が
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ヤ
で
は
米
国
が
ま
さ
り
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で

は
米
国
が
独
占
的
地
位
に
あ
る
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
一
＝
口
め
る
割
合
は
殆
ど

ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
於
け
る
と
同
様
で
あ
る
Q

米
比
自
由
貿
易
制
や
フ
ラ
ン
ス
連
合
間
の
貿
易
促
進
政

策
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
は
つ
い
て
淫
目
す
べ
き
は
最
近
西
ド

イ
ツ
の
進
出
が
著
し
く
、
一
九
四
九
年
に
は
僅
か
二
％

に
過
ぎ
な
か
つ
把
の
が
、
一
九
五
〇
年
に
は
三
％
と
な

り
、
漸
増
の
勢
を
示
し
て
い
る
。
西
1
3
イ
ツ
産
業
の
恢
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東南アジア各國の対米，対口入の割合（％）（募翻讐誉びIMF）

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

1929 1932 1935 1950
（1』3）1951

…
　
｛
鱗
パ
キ
…
麟
　
　
　
　
　
　
1
対
米
ビ
ノ
レ
’
マ
i
対
英
セ
…
　
麟
・
　
・
｛
鱗
・
…
備
マ
・
一
麟
　
　
　
　
　
　
，
対
米
　
　
　
　
　
　
対
英
和
ド
ネ
シ
ャ
櫟
。
　
　
　
　
　
　
ン
ダ
　
　
　
　
　
　
、
響
・
・
リ
・
ピ
・
徽

7．3

S2．4

@一
@一
@一
@一
R．2

Q1．1

S．0

P6．5

T．2

Q．0

S6．1

R．7

P6．5

P2．0

P0．8

H9．6

P0．8

U3．4

S．1

　　　8．5

@　36．4

@　　一
@　　一撃堰@　　－

P　－
@　　2．1

@　19．0
@　　2．5

@　13．7
@　　3．6

@　　1．7

@　57．7
@　　1，9

@　14。6
@　　6．7

@　　9．6

@　15．7

@　　7．7

@　64．8
@　　3．6

6．7

R9．0

@一
@一
S．3

Q0．1

Q．2

Q1．1

R．7

P0．1

Q．4

Q．4

T6．0

P．9

P5．1

V．7

V．8

P6．7

X．1

U1．1

Q．6

1949

P6．5

Q8．9

@8．8
Q6．9

@3．3
Q9．0

@7．0
P7．8

P5．6

@8．6

D8．9

@－V2．5

@6．1
Q0．0

Q5．3

P0．0

Q1．0

@2．0

W0．6

@0．9

16．5

P9．5

X．0

Q5．8

R．2

Q2．9

R．4

Q2．3

@一
@一
T．9

@－
V7．9

R．0

P7．4

Q0．7

V．3

P7．2

R．0

V1．3

P．5

18．2

P＆8

U．0

Q8．0

P．8

P9．0

Q．3

P9．1

@一
@一
R．4

@－
W0．3

Q．5

P2．9

P5．6

V．8

P1．6

|
7
8
．
7
2
．
0

復
と
其
に
こ
の
傾
向
は
強
く
な
る
で
あ
ら
う
Q

　
東
南
ア
ジ
ア
各
国
相
互
間
の
，
貝
易
に
つ
い
て
は

次
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
輸
入
に
於
て
相
互

間
貿
易
の
高
率
の
国
は
ゼ
ル
マ
、
セ
イ
ロ
ン
、
マ

レ
ー
な
ど
で
各
ζ
そ
の
輸
入
額
の
三
刮
以
上
を
相

互
間
貿
易
で
占
め
て
い
る
。
反
之
、
イ
ン
ド
シ
ナ

及
び
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
は
仏
・
米
よ
ち
の
輸
入
が
大

部
分
を
占
め
る
か
ら
、
相
互
間
の
輸
入
は
少
い
。

　
輸
出
に
於
て
は
ビ
ル
マ
が
圧
倒
的
に
一
且
間
貿

易
の
比
率
が
高
い
Q
こ
れ
は
米
の
輸
出
が
こ
れ
等

の
地
域
に
向
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
Q
タ
イ
も
同

様
で
あ
る
。
イ
ン
ー
3
、
矛
シ
ヤ
の
対
マ
レ
ー
輸
出
が

高
率
な
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
仲
継
の
」
易
が
盛
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
Q

　
輸
出
の
面
で
も
輸
入
の
揚
合
と
同
様
に
フ
ィ
リ

ツ
ピ
ン
の
相
互
間
貿
易
の
比
率
は
極
め
て
低
い
。

　
こ
れ
等
諸
国
相
互
間
の
貿
易
で
は
米
の
取
引
が
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相
当
大
き
な
割
合
を
し
め
て
い
る
が
、
各
国
の
食
糧
増
産
計
画
が
成
功
す
れ
ば
米
の
貿
易
を
減
少
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
長
期
的
観
点
よ
り
経
済
開
発
が
貿
易
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
る
に
先
づ
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
各
国
に
於
け
る
食
糧
増
産
が
進

捗
す
る
に
従
っ
て
食
糧
輸
入
の
割
合
が
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
口
の
増
加
を
考
え
る
と
食
糧
の
輸
入

を
不
要
と
す
る
に
は
至
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
コ
ロ
ン
ボ
計
画
に
於
げ
る
米
の
増
産
量
は
二
五
〇
万
ト
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け

増
産
し
て
も
な
お
一
七
〇
万
ト
ン
の
輸
入
が
必
要
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
（
大
蔵
省
前
掲
調
査
月
報
）

　
次
に
工
業
化
と
貿
易
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
把
い
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
は
大
な
り
小
な
り
こ
れ
等
諸
国
の
工
業
化
を
目
標
と

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
従
来
こ
の
地
方
を
有
力
な
市
場
と
し
て
い
た
日
本
に
と
っ
て
、
重
大
な
影
響
を
も
つ
問
題
を
提
出
す
る
も
の
で
あ

る
〇

　
一
般
的
に
い
っ
て
後
進
国
の
工
業
化
は
先
進
国
の
貿
易
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
楽
観
的
及
び
悲
観
的
の

二
種
の
見
解
が
あ
る
。

　
楽
観
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
後
進
国
の
工
業
化
が
行
は
れ
て
も
全
て
の
工
業
品
を
自
給
す
る
こ
と
は
出
来
る
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
工
業

国
の
問
に
は
有
無
相
通
す
る
関
係
が
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
増
大
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
。
ド
イ
ツ
の
工
業
化
は
英
国
と
ド

ィ
ッ
と
の
貿
易
を
む
し
ろ
増
大
し
た
と
い
う
。
ま
た
後
進
国
の
工
業
化
は
そ
の
国
の
所
得
を
増
加
し
、
そ
の
結
果
輸
入
力
を
増
加
す
る
か
ら
、

先
進
国
の
輸
出
も
し
た
が
っ
て
増
加
す
る
と
い
う
。

　
楽
観
説
を
主
張
す
る
学
者
は
マ
ー
シ
ャ
ル
、
オ
ィ
レ
ン
ブ
ル
グ
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
ン
、
ヒ
ル
ゲ
ル
ト
な
ど
が
代
表
的
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
，
悲
観
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
後
進
国
の
工
業
化
は
従
来
そ
の
国
が
外
国
に
仰
い
で
い
π
工
業
製
品
を
自
給
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

先
進
国
の
輸
出
は
当
然
に
減
退
す
る
傾
向
が
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
唱
え
だ
「
輸
出
率
低
下
の
法
則
」
は
そ
の
代

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
一
画
と
貿
易
問
題
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東
南
ブ
ジ
ブ
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
　
　
（
臨
三
二
に
於
け
る
％
）

（
這
出
國
に
於
け
る
％
）

（1949）　（ECAFE年報及びBulletinによる）

イタ

O．1

0．　1

8．　1

3．　1

12．　6

0．　4

　×

24．　4

パキスタン

一
一L

14．　2

ブイリヅピソ

O．　5

0．1

0．6

2．5

マレ’一

一
一
・
届

一
。
侃

4．5

0．2

3．7

！3

17．　2

　×

O．　2

10．　5

イソドシナ イソドネシャ

3．　2

1．　2

：1

・
四
舗
　
鍛

器
×
B
脇
一
㏄
n

イタ

　　　5．3

フイリツピソ

37．　6 1 14．　313．　56．2

パキスタン’マし！一イソドネシャインドシナ

4．　9

2．　2

0．　1

6．　7

18．　7

2．　6

　×

35．　2

一
儒
　
㏄
㏄
　
・
但

＝
田

×

肥
U
舗
㏄
脇
×
肪
幡
”

1．49．　118．　8

O．　2

0．　4

　×

25．　2

0．　9

0．　7

37．　4

O．　2

　×

10．　3

0．2

4．　7

15．　4

表
的
な
も
の
で
あ
ら
う
Q

　
更
に
中
間
的
な
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
、
後

進
国
の
工
業
化
に
よ
っ
て
消
費
財
の
貿
易
は
減
少

す
る
が
、
生
産
財
の
貿
易
は
さ
う
で
な
い
と
説
く
Q

そ
れ
は
後
進
国
は
先
づ
手
を
つ
け
る
の
は
消
費
財

産
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
必
要
な
機
械
類
は
輸
入

に
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
説
は
ワ
ー
ゲ
マ
ン
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ

て
い
る
。

〔
こ
れ
等
の
諸
説
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
海
外
市
の

場
重
要
性
」
（
国
民
経
済
雑
誌
昭
和
二
五
年
九
月
号
）

を
参
照
さ
れ
た
い
〕

　
楽
観
説
の
い
う
如
く
、
工
業
の
進
捗
は
貿
易
を

増
大
す
る
で
あ
ら
う
と
い
う
こ
と
は
新
興
工
業
国

が
自
国
工
業
保
護
の
た
め
に
保
護
関
税
そ
の
他
の

貿
易
制
限
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
が
前
提
で
あ
る

が
、
事
実
こ
れ
等
の
濡
国
は
保
護
手
段
と
し
て
貿

74　一



1949年東南アジア各國相互間貿易（％）

セイロン1インド
2．6

0．　4

　×

O．1

2．2

12．　4

0．　1

’1．　6

19．　4

14．　9

　×

14．　8

0．　3

0．　4

1．　2

3．9

35．　5

輸出国ヨリ

輸入国へ
ビ　　ノレ　マ

セイロソ　 イ　ン　ド

O．9

　×
O．　1

31．　on

5．　9

0．　5

0．9

39．　0

ビ　ノレ　・マ

ビ　 ノレ　・マ

セイロγ
．イ　ン　ド

イyドシナ
イソドネシャ

マ　　レ　　ー

パキスタン
フィリッヒ。ン’

合 計

輸出国ヨリ

宣入国へ

　×
19．　0

37．　7

0．　3

マ
　
y
ド
ナ

　
。
　
シ

ル
　
　
ソ
ド

　
イ
　
　
ソ

ビ
セ
イ
イ
イ yドネシャ 一 一 一
マ レ 一 13．3 一　一 0．7

ノミ キ　スタ ソ 4．7
　　…一

13．9

フ イ　リツヒ。ソ 1．4
2．1；

0．5

タ ノf 0．2 ＿　　　　　　1

@　1
0．4

合　　　計 76．6 441 19．9

資
本
財
生
産
を
中
心
と
す
る
も
の
に
転
換
さ
せ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
、
に
日
本
自
体
も
経
済
計
画
を
定
め
、

造
の
高
位
転
換
を
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
東
南
ア
ジ
ア
の
工
業
化
は
相
当
長
期
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
分
の
間
は
民
生
安
定
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
、
開
発
計
画
に
従

事
す
る
労
務
者
へ
の
供
給
な
ど
の
た
め
に
消
費
財
中
心
の
貿
易
も
続
く
で
あ
ら
う
が
、
長
期
的
観
察
を
行
え
ば
資
本
財
の
比
重
は
増
大
す
る

で
あ
ら
う
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

易
制
限
措
置
に
出
る
で
あ
ら
う
か
ら
・
貿
易
は
阻
害

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
貿
易
憲
章
に
於
て
も
第
十

三
条
に
お
い
τ
新
興
工
業
国
に
対
し
て
工
業
保
護

の
た
め
の
貿
易
制
限
措
置
は
認
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
単
純
に
考
え
て
生
産
力
の
増
加
は
所
得
の
増

加
を
も
π
ら
し
、
所
得
の
増
加
は
貿
易
の
増
大
を

招
来
す
る
と
無
条
件
に
期
待
す
る
こ
と
は
誤
り
で

あ
ら
う
Q
現
に
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
で
は

新
興
工
業
保
護
の
把
め
に
関
税
設
定
が
研
究
さ
れ

て
い
る
。
（
E
C
A
F
E
一
九
五
〇
年
年
報
参
照
）

　
こ
の
よ
う
な
点
を
考
え
る
と
日
本
は
将
来
起
る

べ
き
競
争
、
摩
擦
を
さ
け
る
元
め
、
産
業
構
造
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
従
っ
て
産
業
構
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．
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て
日
本
の
な
し
得
る
貢
献
は
資
本
財
の
供
給
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
復
興
開
発
へ
の
協
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
論
理
と
し
て
は
当
然
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
実
際
上
は
資
本
財
の
輸
出
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
分
野
で
は
先
進
国
と
の
競
争
が
技
術
の

面
に
於
て
も
、
価
格
の
面
に
於
て
も
強
烈
で
あ
っ
て
こ
の
競
争
に
う
ち
か
っ
こ
と
は
余
程
の
努
力
を
必
要
と
す
る
。
日
本
品
が
現
在
ま
で
需

要
さ
れ
て
い
る
の
は
引
渡
期
間
が
早
い
と
い
う
長
所
が
あ
っ
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
最
近
に
お
け
る
国
際
入
札
で
は
日
本
は
敗
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
一
年
忌
入
っ
て
か
ら
の
主
要
プ
ラ
ン
ト
国
際
入
札
に
お
け
る
わ
が
国
の
入
札
価
格
と
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
も
の
と
を
比
軟
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
日
本
経
済
新
聞
一
九
五
一
・
十
二
．
＋
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
を
九
月
に
入
っ
て
か
ら
は
イ
ン
ド
で
鉄
道
車
輔
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
工
作
機
械
の
国
際
入
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
っ
だ
が
い
つ
れ
も
惨
敗
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
資
本
財
の
高
価
格
の
理
由
と
し
て
は
国
内
金
利
が
高
い
こ
と
や
鉄
鋼
価
格
の
高
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
鋼
の
高
価
格
に
つ
い
て
は
唐
絹
離
の
中
其
地
区
よ
り
の
低
廉
な
鉄
鉱
石
や
粘
結
炭
が
輸
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
中
興
地
区
と
の
貿
易
が
見
透
し
の
明
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
な
い
今
日
で
は
東
南
ア
ジ
ア
の
資
源
開
発
に
よ
っ
て
鉄
鋼
価
格
の
低
廉
化
を
は
か
る
以
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
法
は
な
い
。
資
源
の
開
発
に
は
巨
額
の
資
本
を
要
す
る
か
ら
、
資
本
不
足
に
悩
む
日
本
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
は
開
発
は
容
易
で
な
い
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
イ
ン
ド
・
ゴ
ア
の
鉄
鉱
山
の
開
発
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
成
立
し
π
だ
け
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
Q

　
術
、
資
源
開
発
に
関
し
て
は
現
地
各
国
政
府
と
協
同
し
て
行
う
の
が
最
も
望
ま
し
い
。
そ
う
し
て
出
来
る
限
り
現
地
諸
国
民
の
意
向
を
尊

日　　　本 最低値の外国

火力発電機アルゼンチン
335 173

（1．月） （百万円） （イタリヤ）

水力　　〃　　　ブラジル 930 480

（1月） （千ドル） （オーストリヤ）

貨　　　　　車　タ　　　　イ 4000 2，800

（3月） （ドル） （スエーデン）

火力発電機　アルゼンチン 8，230 4976
（5月） （千ドル） （米　国）

ターボ交流発電機　パキスタン 440 207、

（6，月） （千ポンド） （米国）

客　　　　　　　車：　イソドネシヤ 13，017 12，167

（7月） （千ドル） （英国など）
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重
す
る
よ
う
な
方
式
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
げ
れ
ば
旧
植
民
地
開
発
型
に
堕
す
る
お
そ
れ
が
多
分
に
あ
る
Q

結

量五
口口

　
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
開
発
計
画
は
最
初
の
大
規
模
な
工
業
化
計
画
よ
り
漸
次
に
そ
の
規
模
は
よ
り
一
層
現
実
的
な
も
の
へ
と
縮

少
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
般
的
に
云
っ
て
基
礎
的
な
部
面
、
即
ち
農
業
、
教
卓
、
動
力
、
輸
送
な
ど
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
Q
工
業
に

つ
い
て
は
消
費
財
工
業
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
大
規
模
な
近
代
的
工
業
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
小
規
模
な
工
業
、
家
内
工

業
　
　
特
に
朝
鮮
動
乱
以
後
は
資
本
財
の
輸
入
が
困
難
と
な
つ
π
か
ら
ー
ー
を
奨
励
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。

　
日
本
が
こ
の
地
域
の
経
済
開
発
に
貢
献
し
得
る
の
は
農
業
の
面
で
は
米
作
の
技
術
や
肥
料
の
供
給
な
ど
、
工
業
の
面
で
は
技
術
の
指
導
や

中
小
企
業
の
経
営
指
導
な
ど
で
あ
る
が
、
朝
鮮
動
乱
以
後
先
進
工
業
国
よ
り
の
資
本
財
輸
入
が
困
難
と
な
る
に
従
っ
て
日
本
の
工
業
力
利
用

が
特
に
注
目
さ
れ
は
じ
め
だ
。
た
と
え
価
格
の
点
に
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
日
本
が
こ
れ
等
諸
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
原
料
を
以
て
工
業
製

品
特
に
資
本
財
を
生
産
し
て
こ
れ
を
供
給
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
双
方
共
に
利
益
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
消
費
財

も
需
要
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
基
礎
的
開
発
が
完
了
す
れ
ば
、
消
費
財
産
業
が
こ
れ
等
諮
国
に
勃
興
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
日
本
は
そ
の
時
に

備
え
て
産
業
構
造
の
高
度
転
換
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
日
本
研
立
も
経
済
計
画
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
を
経
済
開
発
計
．
画
は
経
済
外
的
な
要
因
、
た
と
え
ば
対
日
戚
情
、
内
外
の
政
治
情
勢
、
な
ど
に
よ
っ
て
も
著
し
く
左
右
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
日
本
の
賠
償
問
題
も
経
済
開
発
に
大
き
な
関
係
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
五
二
年
一
月
二
十
九
日
の
E
C
A
F
E
会
議
は
日
本
を
准
加
盟
国
と
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
米
国
の
対
東
南
ア
ジ
ア
援
助
強
化
政

策
と
相
挨
っ
て
日
本
は
今
後
、
東
南
ア
ジ
ヤ
経
済
開
発
に
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
と
貿
易
問
題

主
要
参
考
文
献

　
d
巳
枠
巴
Z
帥
賦
。
蕊
”
国
8
β
o
ヨ
一
〇
ω
負
く
。
く
。
暁
》
ω
冨
門
口
目
窪
Φ
舅
国
鴎
国
器
び
H
詮
Q
Q
噌
H
逡
P
H
8
0
．

　
1
籍
。
一
”
国
o
o
口
。
旨
凶
。
切
巳
一
〇
ぼ
”
h
o
鴇
》
ω
貯
鋤
ロ
価
け
げ
①
閃
四
鴇
国
拐
貯

　
出
銀
二
ρ
ω
”
図
6
0
昌
。
日
一
〇
盟
p
旨
巳
口
鱒
H
O
お
■

　
い
臼
。
路
Φ
二
国
二
日
四
旨
切
。
ロ
亀
お
。
冒
o
o
o
仁
昏
＄
忽
諺
ω
冨
”
H
O
お
．

　
一
暮
①
ヨ
p
首
。
嵩
巴
O
o
口
9
≡
p
訟
o
P
O
o
ざ
ヨ
げ
。
コ
騨
7
冒
P
6
竃
●

　
大
蔵
省
調
査
月
報
　
コ
ロ
ン
ボ
計
画
膚
書
　
　
（
昭
和
二
十
六
年
四
月
号
）

　
日
本
銀
行
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
産
業
貿
易
事
情
（
昭
和
二
十
五
年
）

　
冒
8
旨
四
離
。
口
巴
国
疑
5
9
巴
ω
酔
p
該
ω
猷
8
（
一
竃
閃
）

　
］
≦
o
簿
巨
嘱
切
巳
δ
嵩
ロ
o
h
o
励
皆
帥
餓
の
郎
。
ω
（
d
Z
）

　
ぎ
需
ヨ
四
ユ
8
巴
↓
賊
巴
。
ω
富
け
δ
ぼ
8
（
い
＄
o
q
仁
o
o
h
Z
暮
δ
口
ω
）

　
大
蔵
省
編
　
日
本
外
国
貿
易
年
表
及
び
同
月
表

　
通
産
省
－
通
商
白
書

　
通
産
省
編
　
最
近
の
世
界
市
場
（
昭
和
ご
十
六
年
）

　
経
済
安
定
本
部
貿
易
政
策
課
　
海
外
市
場
の
分
析
と
展
望
（
一
九
五
〇
）

（
附
記
）
　
本
稿
は
昭
和
二
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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香
港
貿
易
の
性
格

柴
田
銀
次
郎

　一二三

目

次

香
港
自
由
貿
易
港
の
由
来
と
そ
の
規
模

香
港
の
貿
易

固
　
有
　
産
　
業

国
際
金
融
機
関

香
港
貿
易
の
特
殊
性

輸
出
入
朕
態

　
一
、
香
港
貿
易
の
地
位

　
二
、
貿
　
易
　
差
　
額

　
三
、
輸
出
入
地
域

　
四
、
輸
出
入
品
目

　
五
、
密
　
輸
　
出
　
入

自
由
貿
易
…
港
の
変
質
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香
港
貿
易
の
性
格

一
　
香
港
自
由
貿
易
…
港
の
由
來
と
そ
の
規
模

　
香
港
は
一
八
四
一
年
一
月
二
十
目
英
清
両
国
の
聞
に
結
ば
れ
π
川
鼻
条
約
に
よ
り
清
国
か
ら
英
国
に
こ
れ
を
割
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

吏
に
ア
ヘ
ン
戦
争
の
結
末
と
し
て
一
八
四
三
年
六
月
二
十
六
日
南
京
条
約
に
よ
り
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
英
国
の
領
土
と

な
つ
セ
土
地
で
あ
る
。
本
島
は
僅
か
三
十
二
平
方
哩
の
煮
た
る
一
二
喚
で
あ
る
。
こ
の
南
京
条
約
に
於
い
て
は
、
（
一
）
英
国
民
が
必
要
の

場
合
そ
の
船
舶
の
損
錫
を
修
理
し
且
つ
こ
れ
に
要
す
る
材
料
を
確
保
す
る
だ
め
に
英
国
が
香
港
を
領
有
す
る
こ
と
、
（
二
）
従
来
の
広
東
貿

易
に
於
け
る
よ
う
な
公
行
制
度
を
廃
止
し
て
任
意
に
何
入
と
い
え
ど
も
通
商
取
引
に
従
事
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
、
（
三
）
清
国
は
公
平
な

る
輸
出
入
関
税
を
設
定
し
且
つ
こ
れ
を
公
表
す
べ
き
こ
と
、
な
ど
が
約
さ
れ
て
い
る
。
香
港
は
こ
の
時
か
ら
既
に
自
由
港
と
し
て
の
活
動
に

入
っ
て
い
る
。
即
ち
、
一
八
四
一
年
六
月
七
日
総
督
エ
リ
オ
ッ
ト
（
0
8
お
Φ
国
田
9
）
は
香
港
を
自
由
港
と
し
て
一
般
に
開
放
す
る
こ
と
を

宣
言
し
、
次
い
で
エ
リ
オ
ッ
ト
に
代
づ
だ
総
督
ボ
テ
イ
ン
ジ
ャ
ー
（
ω
マ
閏
窪
蔓
勺
。
融
農
①
円
）
も
一
八
四
三
年
二
月
再
び
香
港
全
島
を
以
っ

て
自
由
港
と
す
る
旨
宣
言
を
行
つ
セ
。

　
南
京
条
約
に
よ
っ
て
英
国
の
領
土
と
な
つ
だ
の
は
三
十
二
方
里
の
香
港
島
だ
け
で
あ
っ
だ
が
、
そ
の
後
図
ニ
ア
ヘ
ン
戦
争
の
結
末
と
し
て

一
八
六
〇
年
九
月
の
北
京
条
約
に
よ
り
九
竜
半
島
の
南
端
約
四
方
哩
の
地
（
旧
九
竜
と
称
し
て
い
る
）
を
獲
得
し
、
夏
に
一
八
九
八
年
八
月

置
は
香
港
島
防
衛
の
必
要
上
と
い
う
理
由
を
以
っ
て
、
両
国
の
問
で
香
港
地
域
拡
張
に
関
す
る
条
約
を
結
び
、
深
馴
河
南
の
九
竜
半
島
全
部
、

香
港
島
の
三
倍
の
面
積
を
も
つ
大
峡
島
（
ピ
9
昌
］
り
鋤
ロ
一
◎
o
一
団
づ
自
）
及
び
マ
ー
ス
湾
と
デ
ィ
ー
プ
湾
と
に
散
在
す
る
四
十
に
余
る
島
々
を
九
十
九

年
間
租
借
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
英
国
で
い
う
と
こ
ろ
の
　
Z
Φ
司
白
Φ
霞
津
。
ユ
①
の
　
で
あ
り
、
こ
れ
で
香
港
の
軍
・
事
上
及
び
経
済
上
の

背
後
地
と
前
進
地
と
を
完
全
に
確
保
す
る
に
至
つ
セ
わ
け
で
あ
る
。
英
国
に
於
い
て
「
香
港
」
と
称
す
る
地
域
は
、
政
治
上
に
於
い
て
も
経
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済
上
に
於
い
て
も
香
港
島
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ら
全
域
を
意
味
し
て
い
る
。

　
香
港
は
英
国
の
一
植
民
地
（
ρ
o
智
口
O
o
δ
身
霞
0
9
0
二
目
。
叶
℃
o
器
。
。
ω
言
ひ
q
8
ω
b
o
ロ
臨
三
①
O
o
く
Φ
冨
昌
①
昇
）
で
あ
っ
て
、
英
国
国
王
の
直
轄

統
治
す
み
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
王
の
任
命
す
る
陸
軍
将
官
仁
る
総
督
に
よ
っ
て
政
治
が
行
わ
れ
て
い
る
。
総
督
の
下
に
行
政
院
（
》
昌
国
×
⑦
？

註
く
Φ
9
丁
々
）
が
あ
っ
τ
、
政
治
行
政
一
般
に
関
す
る
事
項
を
審
議
し
て
総
督
に
助
力
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
行
政
院
は
駐
屯

軍
司
燦
燦
、
植
民
局
長
官
、
対
華
局
長
官
、
検
事
総
長
、
財
政
局
長
官
及
び
六
人
の
民
間
人
（
内
三
名
は
中
国
入
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

行
政
院
の
外
に
議
会
（
U
Φ
伊
。
巨
跨
冒
Φ
O
o
呂
。
ロ
）
」
が
あ
り
、
右
の
行
政
院
構
成
員
の
外
に
首
長
、
警
察
長
、
建
設
局
長
及
び
八
人
の
民
間
人

（
内
六
名
は
国
王
指
名
、
二
名
は
商
工
会
議
所
と
裁
判
所
と
が
指
名
）
と
を
以
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
議
長
に
は
総
督
が
当
る
。

　
香
港
の
港
湾
は
政
庁
の
土
木
局
に
よ
っ
て
直
接
に
管
理
運
営
さ
れ
、
こ
の
中
に
港
務
顧
問
委
員
会
が
あ
っ
て
、
庶
政
に
関
す
る
重
要
事
項

を
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
Q

　
聖
域
は
全
長
十
哩
に
及
び
こ
の
水
域
の
幅
は
四
分
の
黒
垂
乃
至
一
重
半
で
そ
の
面
積
十
七
方
哩
で
あ
る
。
水
深
は
二
．
十
四
吠
乃
至
七
十
八

吠
で
あ
る
か
ら
如
何
な
る
巨
船
で
も
牧
容
ぐ
る
こ
と
が
出
来
る
。
商
船
を
繋
留
す
る
ブ
イ
は
総
べ
て
政
府
の
所
有
に
係
わ
り
約
五
十
箇
を
算

え
る
。
荷
役
設
備
う
給
水
炭
油
設
備
は
悉
く
近
代
化
さ
れ
て
い
て
ア
ジ
ア
に
於
け
る
優
秀
港
の
一
で
あ
る
。
自
由
貿
易
港
で
あ
る
た
め
限
ら

れ
把
商
品
以
外
に
は
関
税
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
叉
舶
舶
に
対
す
る
噸
税
も
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
こ
と
は
他

港
と
同
じ
く
香
港
官
憲
の
監
督
を
受
け
、
入
港
、
に
際
し
て
は
検
疫
関
係
、
移
民
関
係
の
書
類
、
国
籍
証
明
書
其
の
他
必
携
書
類
は
勿
論
、
乗

組
員
名
簿
、
積
荷
目
録
、
船
用
品
目
録
、
携
帯
品
目
録
、
航
路
目
録
等
の
提
出
を
要
す
る
外
、
タ
バ
コ
目
録
、
薬
品
目
録
、
麻
薬
目
録
、
酒

目
録
、
油
類
目
録
を
提
出
し
て
検
閲
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
出
港
の
葺
合
に
も
他
港
と
大
体
同
じ
手
続
を
必
要
と
し
、
殊

に
酒
、
油
類
に
つ
い
て
は
残
品
目
録
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
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香
港
は
欧
米
船
舶
の
終
点
と
な
っ
て
い
る
だ
め
、
そ
の
貿
易
額
に
比
し
艦
舶
の
出
入
は
極
め
て
多
い
。
東
洋
に
配
船
さ
れ
て
い
る
船
舶
は

殆
ど
悉
く
こ
こ
に
寄
港
し
て
い
る
。
戦
前
戦
後
の
入
港
船
（
出
港
船
も
大
凡
同
数
）
は
他
港
と
比
軟
し
て
第
一
表
に
示
し
た
。

第一表　　香港その他外國貿易船入港噸数 （単位　1000登簿噸）

lg3s　1　lg4s ig47　1　一　lg41｝
1949 19511950

11，　659

14，　664

10，　129

11，　854

14，　341

18，　490

9，　389

11，　416

10，　862

11，　375

香　　　‘港 14，739
一

8，016

シソガポーノレ 16，243
一

9，468

中国全港 22，744 6，007 10，054

日本全港 73，219 2，396 7，481

（Source：　Economic　Survey　of　Asia　and　the　Far　East，　1950）

二
　
香
港
　
の
　
貿
易

香
港
の
貿
易
は
次
の
諸
条
件
か
ら
そ
の
特
殊
性
が
生
じ
て
来
て
い
る
。

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

固
　
　
有

　
香
港
は
も
と
も
と
英
国
が
ア
ジ
ア
へ
伎
出
す
る
末
端
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
外
交
上
の
無
理
を
押
し
て
ま

で
獲
得
し
た
地
点
で
あ
る
。
従
っ
て
英
国
当
初
の
目
的
は
香
港
自
体
の
経
済
的
価
値
で
は
な
く
し
て
、
極
東

も
つ
と
具
体
的
に
い
え
ば
中
国
の
政
治
的
経
済
的
制
圧
に
あ
っ
把
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
香
港
に
見
ら

れ
だ
経
済
的
発
展
は
要
す
る
に
，
．
」
の
初
期
の
目
的
に
適
う
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
Q
英
国
が
先
ず
海
運
関

係
の
諸
施
設
に
力
を
注
い
だ
の
は
こ
の
政
策
の
第
一
歩
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
香
港
政
庁
の
開
庁
と

香
港
に
見
る
べ
き
固
有
産
業
が
な
い
こ
と
Q

中
国
本
土
に
接
触
し
て
い
る
こ
と
。

南
方
ア
ジ
ア
経
済
圏
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
Q

始
め
か
ら
自
由
貿
易
港
で
あ
っ
セ
こ
と
。

強
力
な
る
国
際
金
融
機
関
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

　
産
　
業
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同
時
に
埠
頭
の
改
善
、
給
水
炭
施
設
の
整
備
、
水
域
の
保
安
等
に
意
を
用
い
る
と
共
に
、
一
八
六
五
年
に
は
英
国
資
本
を
導
入
し
、
香
港
広

東
マ
カ
オ
汽
船
会
」
祉
（
月
ロ
Φ
国
。
コ
ひ
q
蓉
ロ
ゆ
q
”
内
9
口
8
づ
9
コ
口
α
寓
簿
。
簿
。
の
8
碧
ロ
ω
匡
O
O
9
）
と
香
港
蕾
ハ
自
制
ド
ヅ
ク
ム
本
社
（
↓
げ
Φ
出
0
5
伽
q
昏
昌
m
q
コ

を
冨
日
b
つ
僧
∪
。
簿
9
●
）
と
を
設
立
し
て
浩
岸
航
路
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
船
舶
の
建
造
修
理
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
つ
π
。
こ
れ
は
前

に
述
べ
た
最
初
の
南
京
条
約
に
於
い
て
獲
得
し
だ
権
益
の
具
体
化
で
あ
る
。
海
運
会
社
は
そ
の
後
増
設
さ
れ
て
、
現
在
は
右
の
外
に
↓
び
Φ

6
ぼ
舜
図
鋤
く
お
鋤
試
8
0
Q
・
（
H
o
◎
認
）
…
円
明
H
巳
0
6
ぼ
冨
の
け
。
鋤
臼
Z
鶴
託
ひ
q
鋤
9
旨
0
9
（
H
G
。
。
。
H
）
…
窪
目
U
o
轟
冨
の
Q
り
け
Φ
日
舞
ω
ぼ
o
O
9
（
H
。
。
。
。
。
。
）
…

寓
p
。
匹
暮
o
P
客
舶
爵
Φ
轟
冨
Ω
∪
・
（
H
o
Q
①
q
）
…
↓
冨
q
巳
。
口
器
鋤
8
『
σ
o
鉾
Ω
）
．
（
H
。
。
。
。
㊤
）
等
の
海
運
叉
は
声
望
会
社
が
あ
る
。
香
港
が
命
日
ア
ジ
ア

に
於
け
る
海
運
の
中
’
6
地
の
よ
う
な
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
、
英
国
当
初
の
政
策
が
正
に
図
に
当
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
ア
ジ
ア
に
配
船

さ
れ
る
世
界
船
舶
は
必
ず
と
い
え
る
ほ
ど
香
港
を
終
点
と
し
若
く
は
寄
航
地
と
し
て
い
る
。
香
港
に
陸
揚
さ
れ
叉
は
積
換
え
ら
れ
だ
貨
物
の

多
く
は
、
香
港
の
海
運
会
社
の
手
に
よ
っ
て
中
国
本
土
な
り
大
陸
の
滑
岸
叉
は
南
洋
各
地
に
運
ば
れ
る
手
順
に
な
っ
て
い
る
。

造
船
所
も
右
の
外
に
塁
Φ
臼
爵
8
∪
8
与
曽
巳
簿
巳
国
忌
§
巨
ひ
・
9
・
9
国
。
漏
ざ
づ
。
・
・
§
。
。
‘
（
太
古
船
渠
機
工
会
社
）
嚇
犀
Φ
薯
・
ω
●

ヒご

�
@
団
即
0
9
騨
倉
H
り
8
…
個
宅
○
躍
田
b
］
8
0
昌
ぴ
Q
の
三
社
が
あ
っ
て
盛
に
営
業
を
続
け
て
来
て
い
る
。
こ
れ
等
の
海
運
造
船
の
諸
会
社
は

永
ら
く
英
本
国
艦
船
の
だ
め
の
補
助
と
し
て
そ
の
存
在
意
義
が
あ
っ
π
の
で
あ
る
。
殊
に
造
船
は
前
記
の
香
港
黄
哺
船
渠
会
社
を
第
一
と
し

て
、
香
港
島
と
九
竜
と
に
亙
っ
て
多
く
の
造
船
台
進
水
台
を
保
有
し
、
附
馬
工
場
も
完
備
し
て
、
渤
だ
る
一
地
点
に
似
合
し
か
ら
澱
規
模
を

持
っ
て
い
る
。
戦
前
に
は
一
万
屯
級
の
造
船
を
行
つ
泥
こ
と
も
あ
る
と
い
う
け
れ
ど
も
、
し
か
し
香
港
造
船
所
の
本
来
の
使
命
は
船
舶
の
修

理
に
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
航
行
す
る
英
国
及
び
外
国
船
舶
で
香
港
の
ド
ッ
ク
に
入
b
修
理
を
施
さ
れ
る
も
の
は
極
め
て
多
い
。

　
造
船
乏
中
小
海
運
と
は
英
国
の
本
来
の
目
的
に
適
つ
だ
商
工
業
で
あ
る
が
、
香
港
の
よ
う
な
小
地
域
に
於
い
て
も
地
方
的
条
件
か
ら
叉
は

う
ち
続
く
申
国
本
土
の
政
情
不
安
か
ら
自
然
に
起
つ
た
産
業
が
あ
る
。
生
姜
加
工
業
、
精
糖
業
、
ゴ
ム
製
品
工
業
、
懐
中
電
燈
製
造
な
ど
は
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い
す
れ
も
古
い
歴
史
を
持
っ
て
お
り
、
日
華
事
変
後
に
は
三
差
鉄
器
工
業
、
今
次
大
戦
後
は
ア
ル
ミ
工
業
、
繊
維
工
業
が
興
っ
て
、
香
港
の

重
要
産
業
と
な
つ
だ
。
一
九
五
〇
年
に
於
い
て
工
場
数
は
各
種
併
せ
て
凡
そ
一
千
五
百
、
工
場
労
働
者
凡
そ
九
万
に
及
ん
で
い
る
。

　
生
姜
加
工
品
は
香
港
の
特
産
物
で
あ
っ
て
、
華
南
か
ら
生
姜
を
輸
入
し
こ
れ
を
砂
糖
漬
に
す
る
だ
け
の
簡
単
な
作
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
製
品
は
広
く
海
外
殊
に
英
国
を
主
と
す
る
欧
洲
諸
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
特
産
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
金

額
か
ら
い
え
ば
戦
前
の
統
計
か
ら
推
す
と
輸
出
総
額
の
二
百
分
の
一
に
満
だ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
砂
糖
加
工
即
ち
精
糖
が
ジ
ャ
ワ
、
台
湾
の
原
糖
生
産
地
を
控
え
て
香
港
に
起
つ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
全
盛
を
極
め

た
戦
前
の
一
九
三
四
－
三
八
年
に
於
い
て
さ
え
加
工
輸
出
と
再
輸
出
と
合
せ
て
年
平
均
］
二
五
、
0
0
0
屯
で
あ
り
、
戦
後
は
僅
か
四
〇
、

O
O
O
屯
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
。
（
国
8
コ
。
巳
。
Q
Q
霞
く
2
0
h
》
ω
冨
碧
α
団
β
。
『
国
器
計
H
O
α
ρ
b
・
。
。
。
。
Q
。
）

　
ゴ
ム
製
品
工
業
も
同
じ
く
ゴ
ム
生
産
国
を
南
方
に
控
え
て
自
然
に
古
く
か
ら
発
生
し
π
産
業
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
ゴ
ム
靴
、
ス
リ
ソ
バ

等
の
履
物
製
造
に
集
中
し
、
こ
の
外
玩
具
、
タ
イ
ヤ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
ゴ
ム
バ
ン
ド
、
水
嚢
等
を
製
造
し
て
い
る
。
戦
後
は
著
し
く
発
展
し
て

一
九
五
〇
年
現
在
大
工
場
六
、
卑
小
工
場
三
七
を
算
え
、
ゴ
ム
靴
だ
け
で
も
月
産
三
百
万
足
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、
輸
出
額
に
於
い
て
も
一

九
四
九
年
一
三
、
O
O
O
干
香
港
弗
で
あ
っ
て
、
繊
維
工
業
に
次
ぐ
産
業
ま
で
に
至
つ
だ
Q

　
懐
中
電
燈
製
造
工
業
も
そ
の
歴
史
億
古
く
第
一
次
大
戦
後
に
起
b
、
各
種
原
料
を
英
国
を
主
と
し
て
欧
洲
諸
国
及
び
日
本
か
ら
輸
入
し
、

こ
れ
を
以
っ
て
各
種
の
懐
中
電
燈
を
作
っ
て
南
方
諸
地
域
、
中
国
及
び
英
国
等
に
輸
出
し
て
い
る
。
約
三
十
の
工
場
が
製
造
に
従
事
し
て
お

り
月
産
十
万
打
、
金
額
に
し
て
約
百
四
十
万
香
港
弗
と
称
せ
ら
れ
、
こ
の
九
五
一
九
八
％
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　
望
郷
鉄
器
の
製
造
は
一
九
三
九
年
日
本
軍
が
広
東
攻
略
を
始
め
セ
時
に
広
東
の
一
工
場
が
香
港
に
移
転
し
て
来
だ
と
き
か
ら
始
ま
る
。
命

次
戦
後
続
々
と
新
会
社
新
工
場
が
設
立
さ
れ
て
一
九
五
〇
年
現
在
九
会
社
を
算
え
、
蝕
螂
窯
は
四
十
基
に
上
っ
て
い
る
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
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原
料
鉄
板
は
英
米
日
等
か
ら
輸
入
さ
れ
、
製
品
は
多
く
南
方
諸
国
及
び
中
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
に
起
つ
だ
産
業
で
あ
る
け
れ
ど
も

挫
目
さ
れ
る
に
至
つ
π
の
は
戦
後
で
あ
る
Q

　
ア
ル
ミ
工
業
は
今
次
戦
後
に
起
つ
だ
産
業
で
あ
っ
て
、
ア
ル
ミ
塊
を
主
と
し
て
カ
ナ
ダ
か
ら
輸
入
し
、
こ
れ
に
よ
り
主
と
し
て
家
庭
用
品

を
作
り
叉
は
ア
川
ミ
板
を
作
っ
て
南
方
諸
国
及
び
中
国
に
向
け
輸
出
し
て
い
る
。
一
九
五
箇
年
に
於
け
る
工
場
数
は
六
、
月
産
五
十
万
乃
至

八
十
万
香
港
弗
と
称
せ
ら
れ
る
。

　
香
港
の
繊
維
工
業
は
戦
後
発
達
し
た
産
業
で
あ
る
け
れ
ど
も
上
記
各
産
業
に
比
べ
る
と
そ
の
発
展
は
著
し
く
最
も
将
来
性
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
綿
紡
績
は
戦
時
戦
後
の
中
国
本
土
に
於
け
る
投
資
不
安
と
紡
績
不
振
と
に
乗
じ
て
、
投
資
の
安
全
地
帯
で
あ
る
香
港
に
起
つ
泥
も
の

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
香
港
住
民
の
消
費
品
生
産
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
輸
出
を
目
標
と
し
だ
産
業
で
あ
る
。
英
米
日
か
ら

最
新
式
紡
績
設
備
を
輸
入
し
、
原
棉
は
主
と
し
て
パ
キ
ヌ
タ
ン
に
仰
ぎ
、
最
初
は
六
工
場
十
二
万
錘
日
産
二
百
四
十
俵
を
以
っ
て
開
始
し
π

の
で
あ
る
が
、
累
年
発
展
の
途
を
辿
り
一
九
五
〇
年
に
は
十
三
工
場
十
九
万
三
百
錘
日
産
三
百
七
十
俵
と
な
っ
て
い
る
。
綿
糸
は
二
十
番
手

ま
で
で
あ
っ
て
そ
の
四
分
の
三
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
輸
出
さ
れ
四
分
の
一
が
香
港
の
織
物
工
業
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。

　
織
物
工
業
も
綿
織
は
戦
前
か
ら
小
規
模
の
工
場
が
多
く
存
在
し
て
い
陀
が
、
戦
後
は
大
工
場
化
し
て
こ
れ
ら
小
工
揚
は
整
理
さ
れ
だ
。
即

ち
、
紡
績
会
祉
の
織
物
部
門
の
併
設
に
よ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
英
米
日
の
最
新
式
の
自
動
織
機
八
百
台
以
上
を
具
え
、
近
い
将
来
に

は
こ
れ
が
倍
加
さ
れ
る
計
画
と
い
う
。
最
も
大
き
い
工
場
は
南
洋
紡
績
会
社
で
あ
っ
て
英
国
製
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
機
三
百
台
を
備
え
て
い
る
。

　
夏
に
毛
織
工
業
も
華
北
の
二
会
社
が
分
工
場
を
香
港
に
置
い
把
こ
と
に
始
ま
り
、
日
産
二
二
、
二
四
〇
ボ
ン
ド
の
編
物
用
上
質
毛
縣
を
生

産
し
て
い
る
Q

　
こ
れ
ら
繊
維
工
業
に
従
事
す
る
工
員
は
総
計
二
万
六
千
人
で
あ
っ
て
、
香
港
全
産
業
工
貝
の
約
三
割
に
当
る
と
い
う
か
ら
香
港
随
一
の
産
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格

業
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
つ
れ
も
日
本
そ
の
他
の
綿
業
諸
国
を
脅
か
す
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
く
、
豊
後
に
述
べ
る
よ
う
に
香
港

貿
易
の
体
容
に
変
化
を
与
え
つ
、
あ
る
と
い
う
意
味
を
以
っ
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
要
す
る
に
香
港
の
固
有
産
業
は
海
運
、
造
船
、
そ
れ
に
最
近
発
達
し
π
繊
維
工
業
だ
け
が
僅
か
に
見
る
べ
き
規
模
の
も
の
で
あ
っ
て
、
従

っ
て
一
般
に
貿
易
関
係
の
固
有
産
業
は
貿
易
額
の
大
な
る
に
比
べ
て
極
め
て
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。

國
際
金
融
機
関

　
香
港
に
於
け
る
金
融
機
関
の
下
心
を
な
す
銀
行
、
い
わ
ば
中
央
銀
行
と
も
い
う
べ
き
機
関
は
香
港
上
海
銀
行
で
あ
る
。
一
八
五
三
年
ロ
ン

ド
ン
の
チ
ヤ
ー
タ
ー
ド
銀
行
が
香
港
に
先
ず
支
店
を
設
け
て
銀
行
券
を
発
行
し
て
香
港
植
民
地
創
設
の
一
端
を
七
つ
π
の
で
あ
っ
π
が
、
一

八
六
六
年
英
国
は
香
港
上
海
銀
行
条
令
を
公
布
し
て
英
国
資
本
に
よ
っ
て
こ
れ
を
設
立
し
銀
行
券
発
行
の
権
限
を
与
え
だ
。
そ
の
後
ロ
ン
ド

ン
の
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行
も
支
店
を
開
設
し
銀
行
券
鼠
壁
の
権
能
を
与
え
ら
れ
て
、
現
在
香
港
で
は
香
港
弗
紙
幣
を
発
行
し
て
い
る
の
は

こ
の
三
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
各
々
の
発
行
高
は
著
し
い
差
が
あ
り
、
一
九
五
〇
年
の
平
均
に
於
い
て
香
上
銀
行
七
五
五
、
O
O
O
千

香
港
弗
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
四
四
、
O
O
O
千
香
港
弗
、
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行
四
、
五
〇
〇
千
香
港
弗
で
あ
っ
て
、
逆
上
銀
行
券
は
紙

幣
発
行
総
額
の
約
九
割
五
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
香
上
銀
行
は
ア
ジ
ア
各
地
は
勿
論
の
こ
と
世
界
各
地
に
支
店
叉
は
代
理
店
を
置
ぎ
、
広
汎
な
為
替
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
香
港
に
は
為

替
業
務
を
許
可
さ
れ
セ
銀
行
が
三
十
を
超
え
て
存
在
し
、
貿
易
金
融
の
外
膨
大
な
金
額
に
上
る
海
外
華
僑
の
送
金
を
取
扱
い
、
香
港
を
し
て

南
方
ア
ジ
ア
の
為
替
決
済
地
π
ら
し
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
銀
行
の
取
扱
つ
た
為
替
は
結
局
に
於
い
て
香
上
銀
行
に
集
約
さ
れ
て
来
る
。

叉
、
香
上
銀
行
の
使
命
は
英
国
資
本
の
ア
ジ
ア
各
地
特
に
中
国
、
香
港
に
対
す
る
投
資
を
取
扱
い
、
香
港
の
企
業
か
ら
資
金
を
吸
牧
し
こ
れ

に
融
通
す
る
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
多
く
の
企
業
、
銀
行
は
こ
の
香
上
銀
行
を
最
終
の
金
融
元
締
と
し
て
経
済
活
動
を
な
し
て
い
る
。
こ
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の
た
め
、
香
上
銀
行
は
勢
い
安
定
し
て
い
る
英
国
金
融
と
不
安
定
な
中
国
金
融
と
の
中
間
に
立
っ
て
そ
の
緩
衝
的
職
能
を
果
だ
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
Q

　
世
界
各
地
の
輸
出
入
業
者
が
信
用
し
て
香
港
と
取
引
す
る
の
も
要
す
る
に
そ
の
バ
ッ
ク
に
香
上
銀
行
の
信
用
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
極

端
に
い
え
ば
直
上
銀
行
一
個
の
信
用
に
よ
っ
て
香
港
貿
易
は
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
香
上
銀
行
は
そ
の
活
動
の
実

質
及
び
範
囲
か
ら
い
っ
て
、
香
港
の
銀
行
と
い
う
よ
り
は
寧
ろ
ア
ジ
ア
の
国
際
金
融
機
関
で
あ
る
奮
い
え
る
。
香
港
が
南
方
ア
ジ
ア
の
貝
易

の
中
心
地
だ
る
地
位
を
獲
而
し
て
い
る
の
も
、
香
魚
銀
行
の
存
在
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
頗
る
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

香
港
貿
易
の
特
殊
性

　
香
港
の
経
済
的
地
位
は
、
英
国
が
こ
れ
を
領
有
し
だ
当
初
の
目
的
で
あ
る
中
国
に
於
け
る
英
国
権
益
保
全
の
共
地
た
る
職
能
と
英
国
船
舶

の
ア
ジ
ア
に
於
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
機
能
と
に
端
を
発
し
、
こ
れ
を
英
国
の
み
な
ら
す
欧
米
諸
国
の
船
舶
が
華
南
と
の
貿
易
の
だ
め

に
利
用
し
だ
こ
と
に
、
そ
の
発
展
の
端
緒
が
あ
る
。
海
運
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
必
然
に
貿
易
が
集
中
す
る
。
況
や
英
国
は
当
初
か
ら
香
港
を

以
っ
て
自
由
貿
易
港
た
る
性
格
を
与
え
、
数
種
の
商
品
を
除
い
て
は
関
税
を
設
定
せ
す
、
外
国
商
品
及
び
船
舶
に
対
し
て
公
安
衛
生
に
関
す

る
以
外
の
取
締
を
行
わ
す
、
叉
船
舶
の
入
港
に
対
し
．
て
も
屯
倉
を
徴
駕
し
な
か
っ
セ
と
い
う
こ
と
は
、
益
々
香
港
を
し
て
貿
あ
股
盛
地
だ
ら

し
め
π
の
で
あ
る
。
そ
の
後
香
港
が
ぼ
然
に
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
山
南
と
な
っ
た
の
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
香
港
が
中
国
本
土
に
接
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
条
件
は
、
英
国
の
領
土
で
あ
り
な
が
ら
宛
然
中
国
の
南
方
港
だ
る
性
格
を
与

え
て
い
る
Q
殊
に
自
由
貿
易
港
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
済
上
の
英
国
的
色
彩
を
著
し
く
稀
薄
に
し
、
中
国
産
物
資
は
自
由
に
香
港
に
入
．

り
、
外
国
産
物
資
は
中
国
に
入
る
と
き
に
始
め
て
中
国
税
関
の
監
督
を
く
ぐ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
香
港
の
行
政
権
は
貿
易
に
関

す
る
限
り
無
き
に
等
し
く
、
自
然
中
国
の
港
た
る
実
質
を
具
え
る
に
至
っ
た
σ
こ
の
事
情
は
叉
、
香
港
を
し
て
中
国
に
対
す
る
轡
輸
出
入
の

　
　
　
　
香
港
貿
易
の
性
格
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香
港
貿
易
の
性
格

根
拠
地
π
ら
し
め
て
お
り
、
古
来
香
港
を
根
拠
地
と
し
て
中
国
に
対
す
る
高
税
品
、
禁
輸
品
の
輸
出
入
は
跡
を
絶
だ
な
い
6
香
港
の
密
輸
出

入
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
Q

　
戦
前
及
び
戦
後
に
於
け
る
香
港
対
中
国
の
貿
易
関
係
を
見
る
と
第
二
表
の
よ
う
な
事
情
に
あ
る
。

　
第
二
表
に
見
る
よ
う
に
、
戦
前
に
於
い
て
香
港
貿
易
中
輸
入
は
中
国
か
ら
の
分
が
全
体
の
約
三
〇
1
四
〇
％
、
輸
出
は
四
五
一
六
〇
％
に

及
び
、
登
つ
輸
入
割
合
は
次
第
に
増
加
し
、
輸
出
割
合
は
次
第
に
減
少
し
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。
特
に
一
九
三
九
年
に
輸
入
が
増
加
し
て
い

る
の
に
輸
出
が
激
減
し
て
い
る
の
は
、
日
華
事
変
が
華
南
に
及
ん
だ
こ
と
の
影
響
で
あ
る
。
叉
、
輸
入
は
華
北
と
華
南
が
多
く
華
中
は
極
め

て
少
く
、
輸
出
は
華
南
に
集
中
し
他
地
域
へ
は
割
合
に
分
散
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
華
事
変
が
華
南
に
及
ぶ
に
従
い
そ
の
様
相
を
変
え
、

華
南
の
分
が
輸
出
入
と
も
華
北
と
マ
カ
オ
と
に
分
散
さ
れ
た
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
術
、
こ
の
輸
入
品
の
大
部
分
は
中
国
土
産

品
で
あ
り
、
輸
出
品
は
中
倒
産
、
第
三
国
産
及
び
香
港
産
の
三
種
類
で
あ
る
。

　
凡
そ
、
香
港
の
貿
易
は
次
の
四
種
の
輸
出
入
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
（
一
）
　
香
港
産
物
資
の
輸
出
、
香
港
内
消
費
の
た
め
の
輸
入
（
地
場
貿
易
）
。

　
（
二
）
　
中
国
産
物
資
を
輸
入
し
、
こ
れ
を
原
形
の
ま
ま
又
は
加
工
製
造
し
て
再
び
中
国
の
他
港
へ
輸
出
す
る
貿
易
。

　
原
形
の
ま
ま
再
輸
出
す
る
場
合
は
（
仕
分
、
再
装
、
ラ
ベ
ル
貼
付
等
の
作
業
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
）
香
港
は
単
純
な
仲
継
貿
易
港
で
あ
り
、

而
も
売
国
各
地
か
ら
中
国
他
地
へ
仲
幽
す
る
の
で
あ
る
か
ら
単
に
香
港
商
人
が
取
引
の
仲
立
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
中
国
本

土
内
の
各
地
間
取
引
と
実
質
的
に
は
変
り
は
な
い
。
即
ち
、
中
国
の
最
初
の
積
出
地
に
於
け
る
税
関
か
ら
中
国
原
産
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

が
添
え
て
あ
り
、
且
つ
最
後
の
陸
揚
港
に
於
い
て
こ
れ
が
確
認
さ
れ
れ
ば
関
税
注
に
よ
る
関
税
は
免
除
さ
れ
る
か
叉
は
減
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
只
、
こ
れ
を
中
国
か
ら
見
る
と
こ
の
輸
出
入
は
飽
く
ま
で
外
国
貿
易
で
あ
る
か
ら
、
外
国
貿
易
と
し
て
の
一
切
の
手
続
を
必
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香
港
貿
易
の
性
．
格

第二表　香港の対中國貿易

　　　　　　　　　　　　中　国　よ　り　輸　入

輸入総額 対申国合計 華 北 華 中 華
皿 ％ ％ ％
1933 500，937 155，187 31．0 77，425 49．9 9，220 5．9 68

1934 415，919 145，522 35．2 74，051 50．5 7，353 5．1 65

1935 364，989 123，314 33．8 61，916 50．2 5，905 4．8 55

1936 452，350 152，041 33．6 70，233 46．2 7，165 4．7 74

1937 617，0δ4 222，365 36．0 84，185 37．9 11，軍95 5．0 115

1938 618，169 246，914 39．9 115，198 46．7 12，497 5．1 105

1939 594，199 255，979 43．1 166β18 65．0 13，668 5．3 43

，　嘲　■　●　．　，

1948 2，087，000 519，600 24．9 135，600 26．1 41，400 8．0 253

1949 2，749，600 670，500 24．4 233，400 34．8 58，000 8．7 301

1950 3，787，600 942，300 24．9 335，700 35．6 136，100 14．4 366

1951

（1－6） 2，593，200 540，610 20．8
一 一 一 一

（2－6） 2，140，620 447，110 20．9 150，530 33．7 53，500 12．0 206

中　国　へ　輸　　出

単位　HK＄1，000．

オ

％
［
＝
ヨ
溶
3

　
　
　
　
5
5
2

　
　
　
　
　
　
1

－
ρ
0
1

7
1
1

可
⊥
1
1

4
1

0
0
8

輸出総額 対中国合計 華 北 華 申 華 南 マ　　カ オ

　　一 ％ ％ ％ ％ ％
1933 403，092 248，390 61．6 44，928 18．1 30，707 12．4 151，371 60．9 21，384 8．6

1934 325，104 173，608 53．4 36，778 21．2 20，149 11．6 99，317 57．2 17，364 10．0

1935 271，034 146，098 53．9 20，143 13．8 17，417 11．9 95，244 65．2 13，294 9．1

1936 350，865 162，740 46．4 29，018 17．8 20，272 12．5 100，449 61．7 13，001 8．0

1937 467，322 209，497 44．8 38，517 18．4 28，658 13．7 125，226 59．8 17，096 8．2
，

1938 511，902 251，566 49．1 62，935 25．0 28，148 11．2 139，644 55．5 20，839 8．3

1939 533，385 135，258 25．4 45，107 33．3 22，173 16．4 22，939 17．0 45，039 33．3

．　●　，　7　◎　o

1948 1，583，000 416，500 26．3 118，500 28．5 53，200 14．0 103，800 24．9 135，000 32．7

1949 2，319，000 853，400 36．8 287，600 33．7 158，100 18．5 139，200 16．3 268，500 31．5

1950

P951

3，715，600 1，669，500 44．9 677，200 40．6 3δ1，300 21．6 422，600 25．3 208，400 12．5

（1－6） 2，827，100 1，336，340 47．2
一 一 一 一 一 一

129，200 9．7

（2－6） 2，283，310 1，059，140 46．4 323，260 30．5 77，370 7．3 557，310 52．6 101，200 9．6

（註）対中国合計の％は香港輸出入総；額に対して，その他は対中国合計に対する％，1948以

　後華中に台湾を含む。1951（1－6）華北中南の分は大公報に同年1月分の報告がなかった

　ためである。

　　　Source：　Hong　Kong　Trade　and　Shipping　Returns．

　　　　　　　　　　香港大公報
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香
港
貿
易
の
絡
性

要
と
し
、
殊
に
金
融
面
に
於
い
て
は
為
替
取
引
に
香
港
弗
と
人
民
幣
と
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、
取
引
技
術
的
に
は
多
少
複
雑
し
て
い
る
。
こ

の
貿
易
の
意
義
は
、
香
港
が
華
北
中
南
の
物
資
の
有
無
相
通
の
職
能
を
果
π
し
、
こ
の
集
散
を
な
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
量
額
は
香
港
貿
易
の
申
で
極
め
て
大
な
る
部
分
を
占
め
て
い
る
Q

　
但
し
、
中
国
輸
出
港
か
ら
「
通
し
船
荷
証
券
」
を
以
っ
て
香
港
で
積
換
え
申
国
の
他
藩
に
積
送
さ
れ
る
も
の
は
、
単
純
な
通
過
貿
易
で
あ

っ
て
、
香
港
は
単
に
港
を
貸
し
だ
だ
け
で
あ
る
か
ら
香
港
の
取
引
介
入
は
な
く
鼓
に
い
う
「
再
輸
出
」
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る

通
過
貨
物
が
甚
だ
少
い
と
い
う
こ
と
が
却
っ
て
香
港
貿
易
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

　
遠
国
物
産
に
加
工
製
造
を
施
し
て
再
び
中
国
に
輸
出
す
る
雲
合
は
、
実
質
的
に
は
恰
も
中
国
の
原
料
を
近
接
地
で
み
る
香
港
に
送
り
香
港

の
工
場
で
加
工
製
造
し
て
中
国
消
費
者
に
販
売
す
る
と
い
う
意
昧
の
過
程
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
華
北
か
ら
原
棉
叉
は
綿
糸
を
亀
入
し
こ
れ
に

第
三
国
棉
叉
は
綿
糸
を
混
紡
混
織
し
て
再
び
中
国
に
輸
出
す
る
揚
合
、
同
じ
く
華
中
華
南
か
ら
煙
草
を
仕
入
れ
こ
れ
を
製
造
し
て
中
国
へ
再

輸
出
す
る
場
合
、
食
料
品
加
工
再
輸
出
の
場
合
な
ど
が
こ
れ
に
当
る
。
こ
の
種
の
貿
易
は
前
述
の
よ
う
に
香
港
工
業
に
限
界
が
あ
る
の
で
、

品
目
、
量
額
と
も
に
大
き
く
は
な
い
の
み
な
ら
す
、
こ
れ
は
香
港
の
工
業
が
介
在
す
る
た
め
寧
ろ
（
一
）
の
香
港
の
地
揚
輸
出
と
看
倣
す
べ

き
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
中
国
か
ら
輸
入
し
、
こ
れ
を
中
国
以
外
の
外
国
へ
輸
出
す
る
貿
易
。
中
国
以
外
の
外
国
か
ら
輸
入
し
、
こ
れ
を
中
国
へ
輸
出
す
る

貿
易
。

　
こ
れ
は
中
国
と
外
国
と
の
間
を
香
港
商
入
が
仲
介
す
る
意
昧
の
貿
易
で
あ
っ
て
、
香
港
貿
易
の
中
で
最
も
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。

中
国
を
そ
の
他
の
外
国
か
ら
区
別
す
る
理
由
は
香
港
の
地
理
的
事
情
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
香
港
に
と
っ
て
中
国
は
本
土
の

如
き
観
を
呈
し
て
お
り
、
貿
易
上
最
も
重
要
な
地
域
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
英
国
は
香
港
に
と
っ
て
法
理
上
は
正
に
外
国
で
は
な
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い
け
れ
ど
も
、
貿
易
上
は
今
次
大
戦
前
か
ら
韓
国
域
外
に
置
か
れ
て
い
だ
実
状
と
中
国
の
接
地
で
あ
る
た
め
、
英
国
の
取
扱
が
他
の
植
民
地

と
多
少
異
っ
て
い
る
な
ど
の
点
に
鑑
み
て
外
国
と
聖
算
す
こ
と
も
強
ち
無
理
で
は
あ
る
ま
い
。
事
実
、
英
国
は
本
国
で
あ
り
な
が
ら
、
後
に

述
べ
る
よ
う
に
、
香
港
貿
易
の
上
か
ら
は
中
国
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
す
、
他
の
外
国
と
一
束
と
し
て
考
え
る
方
が
適
当
で
あ
る
。

　
中
国
と
そ
の
他
の
外
国
と
の
仲
介
貿
易
は
香
港
商
人
に
と
っ
て
最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
香
港
貿
易
上
も
最
も
重
要
な
地
位
を

占
め
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
う
ち
か
ら
輸
入
原
料
に
よ
る
製
造
加
工
品
の
再
輸
出
が
除
か
れ
る
こ
と
は
前
項
と
同
じ
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
中
国
以
外
の
外
国
か
ら
輸
入
し
、
こ
れ
を
他
の
中
国
以
外
の
外
国
へ
輸
出
す
る
貿
易
。

　
こ
れ
は
例
え
ば
欧
洲
産
物
資
を
輸
入
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
に
再
輸
出
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
物
資
を
集
め
て
こ
れ
を
他
地
域
に
再
輸
出
し
、
又

は
例
え
ば
日
本
の
物
資
を
輸
入
し
て
タ
イ
国
に
再
輸
出
す
る
な
ど
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
貿
易
を
香
港
貿
易
統
計
に
於
い
て
完
全
に

分
離
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
量
額
は
相
当
に
上
る
筈
で
あ
る
。
殊
に
、
東
ア
ジ
ア
各
国
間
の
貿
易
に
は
こ
の
種
類
の
貿
易

が
か
な
り
の
額
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
以
上
四
種
類
の
貿
易
の
う
ち
（
一
）
の
地
場
貿
易
が
世
界
貿
易
の
一
般
観
念
か
ら
い
え
ば
本
来
の
貿
易
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
容
港
の

場
合
に
限
り
そ
の
貢
要
性
は
低
く
、
再
輸
出
貿
易
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
香
港
貿
易
の
基
本
的
性
格
と
し
て
挙
ぐ
べ
き
で

あ
る
。
蓋
し
、
香
港
の
再
輸
出
貿
易
を
仲
、
継
貿
易
と
称
す
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
用
語
上
か
ら
い
っ
て
当
っ
て
い
な
い
。
即
ち
、
仲
、
継

貿
易
と
い
う
場
合
に
は
仲
．
継
港
を
目
的
と
せ
す
、
多
く
は
通
し
船
荷
証
券
に
よ
っ
て
輸
出
入
手
続
を
履
ま
す
に
仲
継
港
に
於
い
て
船
か
ら
船

へ
と
積
換
え
積
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
香
港
貿
易
の
多
く
は
香
港
商
人
が
正
式
に
輸
入
し
輸
出
す
る
方
式
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
再
輸
出

貿
易
と
い
う
方
が
当
っ
て
い
る
。
即
ち
、
外
国
は
香
港
墨
入
の
注
文
に
よ
っ
て
香
港
へ
輸
出
し
、
香
港
商
人
と
の
商
談
に
よ
っ
て
香
港
か
ら

輸
入
す
る
と
い
う
手
続
に
よ
る
場
合
が
大
部
分
で
あ
る
。
こ
の
点
も
諸
外
国
で
い
う
仲
継
貿
易
と
は
全
く
異
っ
て
お
り
、
叉
同
じ
英
植
民
地

　
　
　
　
香
港
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香
港
貿
易
の
性
格

で
自
由
買
早
耳
で
あ
る
ア
デ
ン
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
な
ど
の
単
な
る
仲
継
貿
易
港
と
も
異
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
香
港
貿
易
は
ロ
ン

ド
ン
港
に
於
け
る
委
託
売
買
市
場
や
中
近
世
に
於
け
る
ヅ
エ
ニ
ス
、
ぜ
ノ
ァ
、
北
欧
諸
港
市
の
植
民
地
物
資
の
葬
散
的
機
能
と
、
貿
易
の
方

第三表 世界貿易総額と香港貿易額

　　　　　　単位　uS．＄1，　OOO，000．

堺三論指数1醜貿顯指数1二一響に
一

1937 55，020 100．0 350．8 100．0 0．64％
1938 48，090 87．4 341．8 97．4 0．71％
1946 70，140 127．4 427．9 121．9 0．61％
1947 102，480 186．2 696．9 198．6 0．68％
1948 116，130 211．0 922．0 262．8 0．79％
1949 119，070 216．4 1，157．3 329．9 0．97％
1950

一 一
1，313．0 374．5

一

（註）貿易額はいずれも輸出入合計額，但し世界貿易総額は世界輸出額

　（国際連合調査）にその10％を加えたものを以て世界輸入額と看回し
　た。

と
香
港
が
中
国
の
貿
易
を
大
分
に
吸
適
し
て
い
る
こ
と
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
叉
、

向
は
逆
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
じ
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
特

に
、
最
近
に
至
り
香
港
の
港
を
全
然
利
用
せ
す
に
貨
物
は
外
国
か
ら
他
の
外
国
へ
直
接
に
積

送
し
、
決
済
だ
け
を
香
港
で
行
う
と
い
う
方
式
の
仲
介
貿
易
が
盛
に
な
り
つ
、
あ
る
。
次
第

に
ロ
ン
ド
ン
市
場
に
そ
の
性
格
が
似
通
っ
て
来
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

輸
出
入
状
態

　
一
　
香
港
貿
易
の
地
位
。
香
港
貿
易
高
は
年
反
し
よ
っ
て
異
る
け
れ
ど
も
世
界
貿
易
総
額

の
○
・
六
！
一
．
0
％
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
今
次
大
戦
以
前
に
於
い
て
は
世
界
第
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

位
に
あ
っ
て
メ
キ
シ
コ
の
下
位
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
上
位
に
位
置
し
て
い
た
。
第
三
表
に
見
る
よ

う
に
一
九
四
九
年
以
来
の
進
出
は
目
覚
ま
し
く
、
こ
れ
は
全
く
中
共
の
政
策
と
中
国
本
土
諸

彦
の
封
鎖
と
に
よ
っ
て
貿
易
が
香
港
に
集
っ
て
来
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
貿
易
額
の
上
か
ら
見
中
東
ア
ジ
ア
に
於
け
る
香
港
の
地
位
は
第
四
表
に
見
る
如
く
、
戦
前

に
比
し
著
し
く
向
上
し
て
お
り
、
戦
前
に
於
い
て
は
輸
出
に
於
い
て
五
％
、
輸
入
に
於
い
て

七
％
程
度
を
占
め
て
い
る
に
過
著
な
か
っ
た
も
の
が
、
戦
後
に
於
い
て
は
輸
出
入
と
も
一
〇

％
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
の
他
地
域
の
貿
易
が
不
振
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
東
ア
ジ
ア
貿
易
高
の
中
に
は
中
国
、
朝
鮮
及
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び
英
領
ボ
ル
、
矛
オ
の
統
計
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
計
算
上
の
喰
違
い
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
五
〇
年
の
統

計
に
よ
る
と
、
輸
出
は
マ
ラ
イ
（
一
、
二
九
三
百
万
米
弗
）
、
印
度
（
一
、
一
四
〇
百
万
米
弗
）
、
日
本
（
八
二
〇
百
万
米
弗
）
、
イ
ン
ド
ネ

シ
・
ア
（
七
二
四
百
万
米
弗
）
、
に
次
ぎ
、
輸
入
は
印
震
（
一
、
〇
六
一
百
万
米
弗
）
、
　
マ
ラ
イ
（
九
四
六
百
万
米
弗
）
、
日
本
（
九
四
五
百
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

第四回 雪アジア貿易と香港貿易

　　単位．U．S．＄1，　OOO，　OOO．

港
港［東アジアi香東アジア隣

％ ％
1938 3，127 155 4．9 2，810 187 6．7

1946 2，127 193 9．1 2，759 235 8．5

1947 2，448 307 8．9 4，474 390 8．7

1948 4，616 399 8．6 5，850 523 8．9・

1949 4，947 529 10．7 6，143 629 10．2

1950 6，207 650 10．5 5，485 663 12．i

（註）東アジアはECAFE地域と日本とを含むQ
　但し中国・朝鮮・英領ボルネオの分が欠けて

　いる。

　　Source：Economic　Sut’vey　of　Asia　and
　the　Far　East，　1950．

米
弗
）
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
て
お
り
、
香
港
よ
り
は
蓬
か
に
広
大
な
地
域
と
生
庄
力

と
を
持
っ
て
い
る
セ
イ
ロ
ン
、
ビ
ル
マ
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
、
タ
イ
、
パ
気
ス
タ
ン
な

ど
よ
り
も
貿
易
額
は
か
な
り
に
優
っ
て
い
る
。

　
次
に
香
港
自
体
の
立
揚
か
ら
貿
易
を
観
察
し
て
見
よ
う
。

　
二
　
貿
易
差
額
。
呑
港
貿
易
の
特
性
が
再
輸
出
貿
易
に
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
泥

が
、
所
謂
地
場
貿
易
と
こ
れ
を
明
確
に
区
刷
す
る
こ
と
は
統
計
技
術
的
に
は
困
難
で

あ
る
ゆ
懐
中
電
燈
、
ゴ
ム
靴
、
糖
菓
子
な
ど
の
類
が
全
部
叉
は
大
部
分
地
場
製
品
輸

出
で
あ
る
こ
と
は
一
応
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
こ
れ
は
金
額
と
し
て
は
甚
だ
少
く
、

地
場
製
品
の
太
宗
と
も
い
う
べ
き
繊
維
製
品
の
如
き
は
再
輸
出
の
分
が
甚
だ
大
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
地
場
輸
出
の
分
だ
け
を
抽
出
す
る
こ
と
は
全
く
困
難
で
あ
る
Q
従
っ

て
鼓
で
は
地
揚
貿
易
、
再
輸
出
貿
易
の
区
別
な
く
観
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
香
港
の
輸
出
入
は
第
五
表
に
見
る
よ
う
に
朝
鮮
動
乱
の
勃
発
し
把
一
九
五
〇
年
六
月
ま
で
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
常
に
輸
入
超
過
を
示
し

て
い
る
。
し
か
る
に
、
前
述
の
よ
う
に
香
港
貿
易
の
大
部
分
が
再
輸
出
貿
易
で
あ
る
か
ら
に
は
、
輸
出
入
が
略
均
衡
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
筈
で
あ
み
が
、
そ
れ
を
最
近
ま
で
輸
入
超
．
過
が
常
態
で
あ
っ
だ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
数
字
に
つ
き
一
応
の
疑
問
が
投
せ
ら
れ
る
で
あ
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香
港
貿
易
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ろ
う
。
勿
論
、
香
港
貿
易
統
計
の
み
な
ら
す
、
い
す
こ
の
貿
易
統
計
に
も
多
少
の
誤
差
の
あ
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
多
く

輸
出
入
関
税
の
課
せ
ら
れ
る
場
合
の
問
題
で
あ
っ
て
、
香
港
の
よ
う
に
一
応
自
由
貿
易
の
制
度
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
か
か
る
誤
差

は
あ
っ
て
も
極
め
て
小
さ
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
と
き
は
、
こ
の
表
に
見
ら
れ
る
輸
入
超
過
の
常
態
を
如
何
に
解
釈
し
た
な

ら
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
凡
そ
、
（
一
）
香
港
の
貿
易
が
再
輸
出
貿
易
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
再
輸
出
価
額
は
輸
入
価
額
プ
ラ
ス
輸
出
利
潤
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
利
潤
額
だ
け
輸
出
超
過
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
二
）
叉
、
輸
入
原
料
に
よ
っ
て
加
工
製
造
し
た
物
を
輸
出
し

だ
と
す
れ
ば
、
加
工
製
造
費
に
輸
出
利
潤
を
加
え
陀
額
だ
け
輸
出
超
過
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
、
（
三
）
香
港
佳
民
消
費
の
た
め
の
輸

入
は
そ
の
全
額
が
輸
入
の
側
に
加
わ
り
、
（
四
）
香
港
産
原
料
叉
は
そ
の
製
造
品
を
輸
出
し
た
と
す
れ
ば
そ
の
全
額
が
輸
出
の
側
に
加
わ
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
結
局
は
（
一
）
（
二
）
の
輸
出
利
潤
額
及
び
（
四
）
の
地
場
輸
出
額
の
合
計
額
と
、
（
三
）
の
消
費
の
た
め
の
輸
入
額

と
の
比
較
が
或
は
輸
入
超
過
と
な
り
或
は
輸
出
超
過
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

　
今
、
．
輸
入
総
額
を
M
N
輸
出
総
額
を
M
吋
と
し
、
輸
入
時
の
原
形
の
ま
ま
の
再
輸
出
額
を
寧
再
輸
出
の
た
め
の
輸
入
額
を
き
製
造
加

工
輸
出
額
を
騨
こ
の
製
造
加
工
の
だ
め
の
輸
入
額
を
き
消
費
の
た
め
の
輸
入
額
を
き
及
び
地
場
輸
出
額
（
輸
入
原
料
に
よ
る
加
工
製
造

輸
出
を
除
く
）
を
単
と
す
れ
ば

　
　
M
N
l
M
肉
1
1
趣
＋
翻
＋
卜
i
（
寧
＋
寧
＋
単
）

而
し
て
、
再
輸
出
に
よ
っ
て
得
た
と
こ
ろ
の
利
潤
を
》
製
造
加
工
輸
出
に
よ
っ
て
得
だ
と
こ
ろ
の
利
潤
を
富
製
造
加
工
に
要
し
だ
費
用

を
ミ
と
す
れ
ば

　
　
勲
1
1
い
＋
博
こ
　
　
　
寧
皿
趣
＋
富
＋
ミ
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従
っ
て

　
　
M
、
I
M
肉
1
1
い
＋
き
＋
き
一
｛
（
計
＋
密
）
＋
（
挙
＋
誉
＋
ミ
）
＋
奪
｝
H
ト
ー
（
》
＋
誉
＋
ミ
＋
肉
“
）

　
即
ち
、
貿
易
差
額
は
消
費
の
た
め
の
輸
入
額
と
輸
出
利
潤
、
製
造
加
工
費
及
び
地
塁
輸
出
額
の
三
者
合
計
額
と
の
差
額
に
等
し
い
こ
と
と

な
る
。
こ
の
う
ち
、
輸
出
利
潤
は
輸
入
時
と
輸
出
時
と
の
物
価
変
動
に
よ
っ
て
著
し
く
差
異
を
生
す
る
ご
と
は
あ
る
け
れ
害
も
、
こ
れ
は
一

．
時
的
現
象
で
あ
っ
て
、
長
期
観
察
に
於
い
て
は
そ
の
原
価
に
対
す
る
比
率
に
は
一
応
の
限
界
が
あ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
叉
、

製
造
加
工
費
即
ち
附
加
価
値
は
大
部
分
が
労
銀
で
あ
る
が
、
高
労
銀
国
に
於
い
て
は
こ
の
割
合
は
高
く
、
低
労
銀
国
に
於
い
て
は
こ
の
割
合

が
低
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
香
港
の
よ
う
な
産
業
が
低
賃
銀
な
る
が
故
に
興
つ
た
と
こ
ろ
に
於
い
て
は
そ
の
原
料
費
に
対
す
る
割
合
は

．
外
国
に
比
し
て
相
当
低
い
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
、
地
場
商
品
の
輸
出
（
狭
義
の
）
と
輸
入
原
料
に
よ
る
製
造
加
工
輸
出
と

を
合
せ
た
額
（
広
義
の
地
場
輸
出
）
は
、
戦
前
に
於
い
て
は
一
般
に
輸
出
総
額
の
一
〇
％
内
外
と
見
ら
れ
て
い
た
が
（
通
産
省
通
商
局
編
「
貿

易
の
手
引
」
七
三
頁
、
小
椋
広
勝
著
「
香
港
」
九
〇
頁
）
、
一
九
五
〇
年
一
月
乃
至
十
二
月
の
統
計
か
ら
推
算
す
る
と
香
港
製
品
輸
出
一
ヶ
月

平
均
二
三
、
0
0
0
千
香
港
弗
と
な
っ
て
い
る
か
ら
（
香
港
大
公
報
一
九
五
一
年
四
月
一
日
号
所
載
、
香
港
工
商
業
管
理
所
調
査
）
輸
出
総

額
の
約
五
％
に
し
か
当
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
う
ち
狭
義
の
地
場
輸
出
（
騨
）
は
香
港
の
原
始
生
産
物
が
甚
だ
少
い
だ
め
極
め
て

丞
さ
い
か
ら
、
や
寧
鵠
と
見
て
も
大
し
た
誤
は
な
い
も
の
と
考
・
λ
る
。
然
・
と
蓬
香
港
の
貿
易
叢
に
輸
出
の
禦
ら
三
型
・

を
与
え
・
部
分
は
、
誉
ξ
・
＋
ミ
と
で
あ
軌
讐
は
摯
畠
の
更
に
何
分
の
一
に
し
か
当
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
温
ち
、

再
輸
出
に
よ
る
利
潤
に
よ
っ
て
辛
き
ぐ
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
香
港
貿
易
が
輸
出
超
過
を
常
態
と

す
る
場
合
に
は
表
面
的
に
取
り
上
げ
ら
る
べ
き
要
素
で
あ
る
が
、
輸
入
超
過
に
対
し
て
は
輸
入
超
過
を
緩
和
し
て
い
る
要
素
と
し
て
の
み
こ

こ
に
考
慮
さ
れ
る
。
即
ち
、
香
港
の
輸
入
超
過
の
常
態
を
説
明
す
る
要
素
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
結
局
、
香
港
の
貿
易
差
額
を
最
も
大

　
　
　
　
香
港
貿
易
の
性
格
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香
港
貿
易
の
性
格

き
く
左
右
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
要
素
は
消
費
の
把
め
の
輸
入
（
計
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
、
蛙
に
消
費
の
だ
め
の
輸
入

と
は
、
香
港
住
民
が
直
接
消
費
す
る
π
め
に
外
国
産
物
資
を
輸
入
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
輸
出
品
製
造
の
た
め
に
消
費
す
る
も
の
の
輸
入

（
き
）
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
般
に
香
港
の
地
場
輸
出
が
広
義
に
解
釈
さ
れ
て
い
て
禦
＋
奪
が
こ
れ
に
当
っ
て
い
る
こ

と
と
正
に
対
句
的
に
、
消
費
の
セ
め
の
輸
入
と
い
わ
れ
る
も
の
の
中
に
ト
の
み
な
ら
す
き
を
も
含
む
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
　
い
わ

ば
鋸
ト
は
狭
義
の
消
費
輸
入
で
あ
り
、
訪
＋
ト
は
広
義
の
消
費
輸
入
で
あ
る
。
香
港
に
於
け
る
広
義
の
消
費
輸
入
の
額
は
輸
入
総
額
に
対
し

て
戦
前
は
一
般
に
三
分
の
同
程
度
叉
は
三
〇
％
内
外
で
あ
る
と
見
積
ら
れ
て
い
た
（
前
掲
書
同
行
）
。
こ
の
三
〇
％
の
う
ち
き
と
ト
と
の

割
合
は
明
確
な
統
計
が
な
い
の
で
即
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
朗
は
主
と
し
て
食
料
品
、
衣
料
品
、
燃
料
、
機
械
器
具
類
、
建
設
材
料

等
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
質
上
急
激
な
変
化
が
な
い
筈
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
戦
前
に
於
け
る
入
口
百
八
十
万
が
最
近
の
調
査
に
よ
る
と
二
百
三

十
万
、
　
一
時
避
難
民
の
最
も
多
か
つ
セ
と
き
に
は
三
百
三
十
六
万
に
達
し
π
と
い
う
膨
脹
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
（
一
九
五
〇
年
五
月
政
庁

調
査
）
、
こ
れ
は
日
本
の
最
大
都
市
並
み
で
あ
り
、
従
っ
て
き
は
相
当
の
額
に
上
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
戦
後
に
地
場
工
業
が
急
激
に

発
展
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
建
設
資
材
、
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
輸
入
が
急
速
な
増
加
を
見
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
齢
と
ト
と
を
統
計
的
に
判
然
と
分
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
翻
は
肉
窃
堅
き
＋
富
＋
ミ
で
あ
る
か
ら
寧
と
大

部
分
が
相
殺
さ
れ
る
要
素
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
寧
に
於
け
る
富
と
ミ
と
が
輸
出
額
の
側
の
バ
ラ
ン
ス
と
な
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
、
禁
甚
だ
小
さ
い
額
で
あ
・
・
と
は
前
述
の
通
－
で
あ
る
か
ら
（
実
μ
㎝
。
紹
）
、
結
局
は
輸
入
馨
の
言
％
よ
鑑
か
に

少
い
き
即
ち
直
接
消
費
の
だ
め
の
輸
入
が
香
港
の
輸
入
超
過
に
相
当
し
て
い
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
め
こ
と
を
理
解
し
て
第
五
表
を
見
る
と
、
戦
前
に
於
け
る
輸
入
超
過
は
年
平
均
凡
そ
一
億
香
港
弗
内
外
で
あ
り
、
叉
最
近
ま
で
の
輸

入
超
過
は
輸
入
総
額
に
対
し
て
凡
そ
二
〇
％
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
超
過
の
原
因
は
大
部
分
が
地
場
消
費
の
だ
め
（
挾
義
の
）
の
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第五表 香港輸出入総額並に貿易差額

　　　　　　　　　単位　HK＄1，000．1

入陣 出1差 額1　　輸入に対する
　　差額の割合

輸

　25．　5　％

　24．3　！1

　　19．5　m

　21．8　11

　25．7　n

　22．4　11

　24，2　m

　17．　1　1／

　10．2　11

　17．4　1！

　17．8　m

　21．　4　11

　24．　1　11

　15．　7　1！

　　L　9　11

（＋　）9．　0　i！十

195，　690

152，　188

97，　845

90，　815

93，　955

101，　os5

149，　742

105，　267

60，　814

130，　987

167，　OOO

333，　OOO

504，　OOO

430，　600

72，　OOO

233，　90）

542，　050

471，850

403，　092

325，　104

271，　034

350，　8S5

467，　322

511，　902

533，　385

621，　752

　　766，　OOO

1，　216，　OOO

1，　583，　OOO

2，319，000

3，　715，　600

2，　827，　100

　　737，　740

　　624，　048

　　500，　937

　　415，　919

　　364，　989

　　452，350

　　617，　054

　　618，　169

　　594，　199

　　752，　739

　　933，　ooO

1，　549，　OOO

2，　087，　OOO

2，　74g，　onoo

3，　787，　600

2，　593，　200

翻
翻
踊
翻
翻
　
翻
鷲
翻
圃

Source：　Hong　Kong　Blue　Book，　1932一一1940．

　　　　　　　The　Statesman’s　Year－Book，　1950．

　　　　　　　香港大公報，Jan．1950－Aug．1951．

輸
入
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
年
に
よ

っ
て
高
低
増
減
の
あ
る
の
は
、
物
価
変
動
、
貿
易
市
況

か
ら
の
影
響
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
一
九
五
〇
年
か
ら
生
じ
て
い

る
輸
入
超
過
激
減
と
輸
出
超
過
へ
の
転
向
で
あ
る
。
香

港
の
地
場
消
費
の
π
め
の
輸
入
は
入
口
が
著
減
し
な
い

限
り
減
す
る
わ
け
が
な
い
か
ら
、
香
港
貿
易
本
来
の
性

格
か
・
ら
い
っ
て
輸
出
は
一
九
五
〇
年
来
過
大
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
Q
一
九
五
〇
年
一
・
月
以
降
の
月
次

統
計
は
第
六
表
に
見
ら
れ
る
通
り
十
二
月
を
除
き
同
年

七
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
出
超
を
続
け
て
い
る
。

　
こ
の
現
象
は
第
二
表
に
見
る
如
く
中
国
向
輸
出
が
特

に
激
増
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
根
源
が
あ
る
。
即
ち
、

一
九
五
〇
年
六
月
に
惹
起
し
だ
朝
鮮
動
乱
に
中
共
が
介
入
し
、
’
こ
れ
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
及
び
国
連
諸
国
の
対
中
共
戦
略
物
資
禁
輸
政
策
か

ら
生
じ
π
特
殊
の
事
態
で
あ
っ
て
、
中
共
が
国
内
建
設
の
み
な
ら
す
朝
鮮
動
乱
完
遂
の
セ
め
莫
大
な
る
物
資
を
要
求
し
、
従
来
の
香
港
の
地

位
を
利
用
し
て
、
こ
こ
か
ら
必
要
物
資
を
輸
入
し
て
い
る
こ
と
が
抑
々
の
輸
出
過
大
の
根
本
原
因
で
あ
る
。
即
ち
、
（
一
）
一
九
四
八
年
当

初
か
ら
激
増
し
て
い
た
輸
入
物
資
の
ス
ト
ッ
ク
を
一
九
五
〇
年
下
半
期
か
ら
中
共
地
区
に
積
出
し
仁
こ
と
。
こ
れ
は
香
港
内
の
物
資
を
澗
渇

　
　
　
　
香
港
貿
易
の
性
格
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香
港
貿
易
の
性
格

第六表　　香港貿易差額の醇向

　　　　　単位　HK＄1，000，000

1輸入i輸出1貿易差額

十

十

十

十

十

十

十

十

十

83

50

49

18

38

　3

54

53

45

64

15

59

91

102

22

69

20

30

謝
㎜
捌
謝
一
事
脳
謝
鵬
魏
媚
脚
脇
粥
田
贈
鵬
鳴

謝
㎜
珊
”
鵬
鰯
脚
裸
出
鵬
卿
鰯
戴
錨
獅
粥
粥
姻

1950． 1

2

3

，4

5

6

7

8
9
1
0
1
1
1
2

1951． 1

2

3

4

5

6

Source：香港大公報

第七表　香港の物債騰貴
目1・95・＼・21・95・＼・1獺率

種　　油

　　油
fモニー

グステソ

タイヤ

1担
11

／
1

11

m
11

1個

　H＄
　135

　190

　500

　700
1，　100

　185

　750

　H＄
　200

　255

　800
1，　050

1，　500

　250

1，　500

48

39

60

50

35

35

50

％

品 目
1・95・＼・2

H＄
菜　種 油 1担 135

桐 油 〃 190

アンチモニー 〃 500

ダソグステソ 〃 700

錫 〃 1，100

ラ　　　ミ
一 〃 185

ゴムタイヤ 1個 750

Source：香港大公報

さ
せ
物
価
の
暴
騰
を
来
上
し
て
い
る
事
実
が
よ
く
こ
れ
を
物

語
っ
て
い
る
。
香
港
の
物
価
は
一
九
五
〇
年
朝
鮮
動
乱
ま
で

比
較
的
に
安
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
中
共
へ
の
輸
出
が

激
増
し
て
か
ら
は
漸
次
騰
貴
し
始
め
、
一
九
五
一
年
一
月
ア

メ
リ
カ
及
び
国
連
諸
国
が
対
中
土
（
禁
輸
を
実
施
し
て
か
ら
は
、

そ
の
騰
貴
は
極
め
て
深
刻
な
も
の
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
十

二
月
か
ら
一
九
五
一
年
二
月
ま
で
僅
か
二
ヶ
月
間
に
既
に
平

均
四
割
五
分
程
度
の
騰
貴
を
見
て
い
る
。

（
二
）
後
に
述
べ
る
よ
う
に
一
九
四
八
年
八
月
以
降
英
国
の
為
替
政
策
に
即
応
し
従
来
の
自
由
貿

易
主
義
を
捨
で
て
輸
入
統
制
策
を
と
り
、
そ
の
た
め
英
国
及
び
中
国
以
外
の
国
か
ら
の
輸
入
は
余

り
伸
び
て
い
な
い
。
こ
の
輸
入
統
制
と
そ
の
後
採
ら
れ
だ
戦
略
物
資
の
禁
輸
策
と
は
従
来
の
自
由

港
元
る
香
港
に
も
密
輸
出
入
の
理
由
が
生
じ
、
或
は
監
視
厳
重
な
香
港
本
島
を
避
け
て
附
近
の
島

を
利
用
し
て
物
資
を
密
輸
し
、
中
共
地
区
叉
は
マ
カ
オ
に
向
け
て
「
出
す
と
き
始
め
て
輸
出
手
続
が

と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
香
港
政
庁
が
禁
輸
策
に
余
り
熱
心
で
な

く
、
且
つ
こ
れ
ら
の
輸
出
入
が
殆
ど
一
切
中
共
地
区
並
に
在
香
港
の
華
僑
の
手
に
あ
る
と
い
う
こ

と
、
三
共
は
「
先
進
後
出
」
の
策
を
と
り
、
こ
の
余
波
と
し
て
密
輸
入
を
奨
励
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
唯
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
（
日
本
銀
行
調
査
局
、
調
査
月
報
二
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額

単位　U，S＄1，000，000．

入

易貿港第八衷　香

輸

旗儲国欧洲大陸

諸　国

英属領・自治領
（カナダ及び：東

アジアを除く）
英本国

U．S．A．及

びカナダ
東アジア総額

％
σ
脳
四
肥
印
”
侃
但
　
一
眼

8．8

22．　1

30．　7

42．　9

43．　5

33．　0

17．　6

15．　4

13．　5

、。落

4．　4

10．　1i

10．　3

＆4
8．　8

9．　2

8．5

IZ　3

18．　7

10．　3

39．　4

53．　8

52．　9

58．　1

25．　6

31．　5

64．　6

％
4
コ
溶
」
3
2
3
護
　
一
溺

2
7
5
4
5
3
5
2
　

3

5．　0

16．　4

21．　7

24．　8

33．　3

25．　7

16．　8

8．　9

13．　6

　％
9．1

4．　7

10．　6

14．　5

14．　1

10．　7

13．　0

8．　9

11，　0

11．　3

17．　1

11．　1

41，　4

75．　8

88，　4

70．　8

37．　8

33．　0

49．　7

42．　3

　　．e／．

9．　8

14．　0

20．　6

20，　4

23．　0

18．　6

21．　9

16．　1

8．7

18．　4

32，　9

80．　3

106．　7

144．　8

123．　3

63．　5

59．　8

　　％

63．　6

60．　5

45．　3

41．　9

42．　3

53．　1

44．　1

60．　1

55．41　32．3

119．　0

142．　3

176．　9

219．　3

265．　9

351．　9

128．　2

223．　6

205．　6

187．　0

235．　1

390．　4

523．　3

628．　7

652．　8

290．　5

372．　3

451．　8

）372．　9

1938

1946

1947

1948

1949

1950

　　（1－6）

　　（7－12）

1951
　（1一一　6　）

　（1－7）

出超

％ ％ ％ ％ ％ ％
1938 154．8 105．3 68．0 16．4 10．5 3．6 2．3 5．5 3．6 10．1 6．5 13．9 9．0

1945 192．8 149．4 77．5 213 11．0 4．2 2．2 1．8 0．9 3．8 2．0 12．3 6．4

1947 306．5 191．6 62．5 38．9 12．7 9．6 3．1 14．4 4．7 22．6 7．4 29．4 9．6

1948 398．7 259．7 65．1 40．3 10．1 18．9 4．7 15．8 4．0 15．0 3．8 49．0 12．3

1949 528．6 315．8 59．7 53．4 10．7 32．7 6．2 23．9 4．5 18．6 3．5 81．2 15．4

1950 650．2 437．8 55．6 55．7 8．6 29．4 4．5 19．6 3．0 30．1 4．6 47．6 7．3

（1－6） 2495 164．4 65．9 21．1 8．5 17．1 6．9 7．7 3．1 8．2 3．3 31．0 12．4

（7－12） 400．7 303．4 75．7 34．6 8．6 12．3 3．1 11．9 3．0 21．9 5．5 16’6 4．1

1951

@（1－6） 492．5
一 一 一 一

13．5 2．7
一 一 一 一 一

（2－6） 397．8 333．9 83．9 14．4 2．9 9．7 2．4 14．4 36 14．9 3．7 13．5

・］

　
　
二
十
六
年
四
月
号
所
載
、
「
朝
鮮
動
乱
勃
発

　
　
後
に
於
け
る
香
港
貿
易
σ
動
向
」
参
照
。
）

蜘
（
一
）
の
香
港
内
ス
ト
．
ク
の
流

大港
　
出
と
い
う
こ
と
は
ス
ト
ッ
ク
が
澗

香
」

　
　
渇
す
れ
ば
止
む
こ
と
で
あ
っ
て
、

　
　
従
っ
て
こ
の
時
期
が
来
れ
ば
輸
出

艶
醐
．
過
大
は
要
に
停
止
す
る
・
と
を

恥　
　
意
面
し
て
い
る
Q
（
二
）
の
密
輸

山田
　
の
こ
と
は
現
在
の
緊
急
事
態
が
続

副
　
く
か
ぎ
り
輸
出
過
大
も
免
れ
な
い

蝕
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
け
れ
ど
も
・

掛
詞
互
年
四
月
二
＋
吉
以
降

禰㎝
　
英
国
政
府
の
指
令
に
基
づ
き
、
香

㎝耽
　
港
輸
出
統
制
を
強
化
し
て
、
輸
出

q㎜
　
許
可
証
の
発
給
に
つ
き
厳
重
監
督

鋤　
　
を
な
し
且
つ
輸
出
許
可
証
が
な
く

　
　
て
搬
出
し
π
も
の
は
体
刑
に
処
せ
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格

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
（
香
港
大
公
報
四
月
二
＋
八
日
所
載
）
、
或
は
爾
後
輸
出
制
約
に
多
少
の
実
功
が
現
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
ゆ
第
六
表

に
於
い
て
一
九
五
一
年
五
月
以
降
再
び
入
超
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
、
或
は
そ
の
効
果
で
あ
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
三
　
輸
出
入
地
域
。
香
港
の
輸
出
入
の
大
部
分
は
東
ア
ジ
ア
地
域
を
相
手
と
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
第
八
表
は
B
冨
国
8
ぎ
・

巳
。
Q
り
霞
ぐ
①
《
9
》
ω
冨
き
侮
守
同
国
器
計
6
q
O
所
載
の
統
計
に
、
最
近
の
分
と
し
て
香
港
大
公
報
か
ら
得
た
数
字
を
米
弗
に
換
算
し
補
足
し

た
も
の
で
あ
る
Q

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
香
港
貿
易
の
重
要
性
は
対
面
ア
，
ジ
ア
貿
易
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
輸
入
に
於
い
て
凡
そ
四
〇
i
六
〇
％
、
輸

出
に
於
い
て
凡
そ
六
〇
一
八
0
％
は
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
貿
易
で
あ
る
Q
こ
の
う
ち
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
輸
入
は
戦
前
は
六
〇
％
以
上
を
占

め
て
い
だ
が
戦
後
一
時
衰
え
、
ア
メ
リ
カ
地
域
か
ら
の
輸
入
が
こ
れ
に
代
っ
て
栄
え
て
い
た
が
、
最
近
は
再
び
戦
前
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
回
復
し

つ
つ
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
は
戦
前
七
〇
％
前
後
を
占
め
て
い
π
も
の
が
一
九
四
七
年
以
降
六
〇
％
前
後
に
減
退
を
見
、
最
近
再
び
回

復
し
て
一
九
五
一
年
上
半
期
に
は
八
四
％
と
い
う
通
な
る
部
分
を
占
め
る
に
至
つ
陀
。
そ
の
最
近
の
主
π
る
仕
向
地
は
中
国
が
圧
倒
的
に
多

く
、
遙
か
下
っ
て
マ
ラ
イ
が
第
二
位
を
占
め
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
及
び
中
其
に
対
す
る
二
次
緩
衝
地
帯
（
香
港
を
一
次
と
す
る

と
）
た
る
マ
カ
オ
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
日
本
も
最
近
漸
く
後
三
者
に
匹
敵
す
る
程
度
の
輸
出
相
手
国
と
な
っ
た
Q

　
東
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
輸
入
は
依
然
輸
入
総
額
の
半
程
度
を
占
め
て
い
る
が
、
輸
出
に
比
す
れ
ば
そ
の
占
め
る
割
合
は
低
い
。
そ
れ
は
ア

メ
リ
カ
、
英
本
国
、
そ
の
他
欧
洲
諸
国
か
ら
の
輸
入
も
比
較
的
多
額
に
上
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
於
け
る
輸
入
相
手
地
域
と

し
て
は
中
国
及
び
マ
ラ
イ
が
依
然
そ
の
大
半
を
占
め
、
他
の
国
は
こ
れ
よ
り
も
遙
か
に
少
く
、
日
本
が
最
近
進
出
し
て
来
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
輸
拙
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
②

　
全
体
的
に
見
て
東
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
輸
入
は
戦
前
に
比
し
戦
後
は
稽
減
退
の
傾
向
を
見
受
け
る
が
、
こ
れ
は
全
く
中
国
か
ら
の
輸
入
が
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第九表　　香港の対東アジア総出入割合（％）

相手地域
香　港　輸　出

鵡，三捌鵡
香　港　輸　入

国［，王捌一

中　　　　国 35．6 41．6 41．9 20．2 24．3 20．5

マ　　ラ　　イ 11．4 16．5 14．5 2．8 11．9 12．9

マ　　　カ　　オ 8．5 3．7 4．5 2．7 2．5 1．7

パキ　スタ　ソ 一 一
5．4

一 一 一

イyドネシア 一 一
5．1　　．

一　「 一 一

日　　　　本
3．8　　層 2．6 5．3 1．8 4．5 8．3

イ　　ソ　　ド 0．5　　、 0．5 0．6 6．5 2．5 4．5

タ　　　　　イ 2．7　　幽 2．6 1．3 4．8 4．8 2．4

南　　　　鮮 1．5
一

0．3 1．0
一 一

其他東アジア 1．9 8．2 5．0 4．3
9
．
6
、

5．1

合　　　計 65．9 75．7 83．9 44．1 60．1 55．4

年
々
に
著
し
く
減
じ
て
い
る
こ
と
に
基
因
す
る
。
束
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
に
於
け
る

輸
出
と
輸
入
と
を
比
謝
す
る
壱
、
戦
前
に
於
い
て
は
入
超
を
示
し
て
い
た
が
、
戦
後

は
常
に
出
超
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
も
主
と
し
て
中
国
及
び
マ
ラ
イ
と
の
貿
易
が
戦

後
出
超
の
傾
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
対
日
本
貿
易
だ
け
は
対
東
ア
ジ

ア
貿
易
の
傾
向
と
は
逆
で
あ
っ
て
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
常
に
香
港
が
入
超
の
傾
向
に

あ
る
。
月
次
統
計
を
見
る
と
最
近
に
出
超
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
年

次
的
に
見
れ
ば
常
に
入
超
で
あ
る
。
殊
に
戦
後
は
日
本
か
ら
の
輸
入
が
急
激
に
増
加

し
て
お
り
、
こ
れ
ば
物
価
の
変
動
を
考
慮
し
て
も
街
相
当
の
激
増
で
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
凡
そ
、
日
本
と
香
港
と
の
貿
易
は
日
本
の
対
中
国
直
接
貿
易
と
密
切
な

関
連
が
あ
り
、
中
国
本
土
に
於
い
て
内
乱
、
港
湾
不
安
、
輸
出
入
制
限
強
化
な
ど
が

生
じ
だ
場
合
に
は
直
接
に
中
国
本
土
各
地
と
の
貿
易
を
避
け
て
、
香
港
経
由
貿
易
を

’
行
う
慣
習
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
そ
の
増
加
分
だ
け
が
中
国
本
土
貿
易
か
ら
香
港

貿
易
に
移
動
さ
れ
だ
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
σ
で
あ
る
。
こ
れ
は
独
り
日
本
と
の
貿
易

に
は
限
ら
す
英
国
と
の
貿
易
に
つ
い
て
も
こ
の
傾
向
が
あ
る
が
、
香
港
貿
易
に
於
い
て
増
減
常
な
き
状
態
を
示
し
て
い
る
事
実
は
こ
の
よ
う

な
特
殊
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
一
九
五
〇
年
以
降
の
激
増
は
決
し
て
永
続
性
あ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
す
、
・
一
時
的
に
中
国
貿
易

が
香
港
に
移
動
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
Q

　
次
に
、
英
本
国
と
の
貿
易
は
輸
入
に
於
い
て
一
〇
％
内
外
、
輸
出
に
於
い
て
五
％
内
外
と
い
う
の
が
総
額
中
に
占
め
る
割
合
で
あ
る
。
常

　
　
　
　
香
港
貿
易
の
性
格
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　第十表　　香港の対日本貿易

　　　　　　　　単位HK＄1，000．

％は香港の輸入叉は輸出総額に対して

％
4．2

5．　1

4．　2

0，　6

1．　2

1，　O’

2．4

2．　5

3．　2・

11，　497

17，　955

19，　780

　3，　319

　6，　555

15，　333

49，　057

79，　137

120，　682

　．O／e

11．　8

12．　8

9．　4

3．　0

4．　oe

3．0

5．　0

3．5

6．　2

43，　132

58，　093

58，　004

18，　781

27，　430

36，　607

79，　123

80，　833

229，　986

1935

1936

1937

1938

1939

1947

1948

1949

1950

Source　：　Hong　Kong　Trade　and　Shipping

　　　　Returns．

　　　　日本銀行調査月報昭和26年4月号．

に
輸
入
超
過
で
あ
っ
て
、
大
部
分
は
下
国
へ
一
部
分
は
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
へ

再
輸
出
の
だ
め
の
輸
入
で
あ
る
。
元
来
、
英
国
は
中
国
と
直
接
に
輪
出
入
す

る
方
が
蓬
か
に
多
か
つ
把
の
で
あ
る
が
、
戦
後
殊
に
中
其
進
出
以
後
は
香
港

を
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
。
殊
に
そ
の
輸
出
に
於
い
て
こ
れ

が
著
し
い
。

　
従
来
、
英
国
の
対
香
港
貿
易
の
大
部
分
は
華
南
地
域
と
の
貿
易
の
仲
介
に

あ
っ
π
の
で
あ
る
が
、
中
興
が
進
出
し
て
国
府
の
海
上
封
鎖
、
港
湾
爆
撃
な

ど
の
た
め
、
華
北
華
中
と
の
貿
易
も
安
全
地
域
凝
る
香
港
を
利
用
す
る
こ
と

英國と申國及香港との貿易

単位　U．S．＄1，　OOO，　OOO．

第十一表

1霜崩副英国輸入
1申国へi

香港へ 陣・ り睡・り

1938 32．8 17．1 19．3 3．6

1946 25．9 11．1 ＆7 4．2

1947 33．3 41．4 15．3 9．6

1948・・ 17．0一 75．8 6．6・ 18．9

1949 9．7 88．4 14．8 32．7

1950 10．1 70．8 30．2 29．4

（1－6） 2．4 37．8 6．0 17．1

（7－12） Z7　　t 33．0 24．2 12．3

Source　：　The　Ecoriomic　Survey　of　Asia

　　　　　　　and　the　Far　East，　1950．

　　　The　Statesman’s　Year　Book，　1948．

が
多
く
な
り
、
次
い
で
中
共
が
本
土
を
制
し
て
後
は
中
共
の
輸
出
入
規
制
や
排
外

政
策
強
化
の
た
め
に
愈
々
香
港
の
利
用
度
が
高
ま
っ
て
来
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
英
本
国
自
体
の
貿
易
か
ら
見
る
と
東
ア
ジ
ア
に
於
け
る
香
港
の
地
位
は

さ
ほ
ど
重
要
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
即
ち
、
英
国
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
貿
易
は

大
部
分
が
直
接
取
引
で
あ
っ
て
、
香
港
の
利
用
度
は
極
め
て
低
い
。
利
田
川
．
度
の
高

い
最
近
の
年
で
も
英
国
輸
出
総
額
の
○
・
四
％
、
同
．
輸
入
総
額
の
一
．
五
％
に
過

ぎ
す
、
叉
英
国
の
対
東
ア
ジ
ア
輸
出
額
に
対
し
一
〇
％
未
満
、
同
輸
入
額
に
対
し

五
％
未
満
で
あ
る
。
「
即
ち
、
第
十
二
表
が
こ
れ
を
示
七
て
い
る
。

故
仁
、
英
国
に
と
っ
て
香
港
の
主
π
る
価
値
は
実
際
貿
易
に
利
用
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
ぐ
、
東
ア
ジ
ア
に
於
け
る
英
国
の
利
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第十二表 英本國の対東アジア貿易
　　　　　　　　　　　単位　£1，000，000．

輸 入
1　　　　　　輸

出

総　　額 三篠アジア

　
　
1
＿
L 三下 港 総　　額 対：東アジア 対香 港

1937 1，q27．8

　　　　　1

P12．3
…多i

0．93・

　　％
O．09 596．5

　　　　　　　　　％

V1．3　11．94 3．44

　　　％

O．57

馬1938 919．5 98．8 …731 0．98 0．11 532．3 63．7　11．96 3．99 0．75

1948 2，078．0 194．8 9．37 5．51 0．27 1，645．5 221．3　13．43 20．70 1．26

1949 2，272．5 205．7 9．05 10．27 0．45 1，843．0 265，4　14．40 27．42 1．49

1950 2，602．9 （267．0） （10．20） 10．70 0．41 2，255．0 （270．5）12．00 25．80 1．14

（註）括弧は暫定

　　　：東アジア＝ECAFEarea十Japan

　　　Sou’rce　：　The　Statesman’s　Year－Book．

　　　　　　The　StakListical　Abstract　for　’L’he　United　Kingdom．

　　　　　　東京銀行月報　　26年4月

権
確
保
の
た
め
の
鎮
台
と
経
済
的
侵
出
の
把
め
の
橋
頭
塗
だ
る
役
目
を
果
だ
さ
せ
る

点
に
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
海
軍
根
拠
地
を
擁
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
香
上
銀
行

そ
の
他
貿
易
機
関
を
有
す
る
香
港
と
は
相
懸
っ
て
東
ア
ジ
ア
を
制
す
る
両
手
の
如
き

役
割
を
な
し
て
い
る
Q

　
香
港
の
対
ア
メ
リ
カ
貿
易
は
対
英
貿
易
と
傾
向
は
同
じ
ぐ
、
戦
後
の
膨
脹
が
著
し

く
且
つ
常
に
香
港
が
入
超
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
額
は
輸
出
入
と

も
蓬
か
に
大
き
い
。
即
、
、
ア
メ
リ
カ
地
域
（
大
部
分
は
合
衆
国
）
は
英
国
よ
り
は

余
程
に
多
く
香
港
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
五
〇
年
十
二
月
朝

鮮
動
乱
に
中
仕
が
介
入
し
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
戦
略
物
資
の
対
中
其
及
び
対
香
港
輸

．
出
を
禁
止
し
だ
が
、
こ
れ
が
一
九
五
一
年
一
月
以
後
香
港
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入

貿
易
に
著
し
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
英
国
か
ら
の
香
港
輸
入

　
　
　
　
　
　
の

が
殆
ど
減
じ
て
お
ら
す
、
寧
ろ
多
少
と
も
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
よ
く
両
国
の

対
中
共
政
策
に
於
け
る
対
立
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
香
港
か
ら
両
国
へ
の
輸
出

に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
い
え
る
ゆ
し
か
し
、
将
来
を
案
ず
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
対

東
ア
ジ
ア
関
心
に
鑑
み
て
、
香
港
貿
易
が
次
第
に
英
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
傾
く
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
Q

　
英
属
領
及
び
自
治
領
（
カ
ナ
ダ
と
東
ア
ジ
ア
に
あ
る
英
属
領
及
び
自
治
領
と
を
除
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香
港
貿
易
の
性
格

く
）
と
香
港
と
の
貿
易
も
大
体
英
本
国
と
の
貿
易
額
に
匹
敵
し
入
超
を
常
態
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
諸
国
は
近
東
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
等

の
諸
国
及
び
ソ
ヅ
イ
エ
ト
で
あ
る
が
多
少
の
輸
出
超
過
叉
は
均
衡
の
傾
向
を
認
め
る
。

　
か
く
見
て
来
る
と
、
香
港
は
対
東
ア
ジ
ア
貿
易
の
み
が
出
超
で
あ
り
、
他
は
悉
く
入
超
の
常
態
で
あ
る
と
大
観
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ

の
対
東
ア
ジ
ア
出
超
の
傾
向
も
、
詳
し
く
い
え
ば
対
中
国
及
び
対
マ
ラ
イ
出
超
の
傾
向
が
主
た
る
原
因
を
な
し
て
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
だ

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
四
　
輸
出
入
品
目
。
輸
出
入
商
品
の
点
か
ら
香
港
貿
易
を
観
察
す
る
こ
と
は
、
他
の
世
界
各
地
の
場
合
と
異
り
そ
の
意
義
は
少
い
。
輸
入

の
大
部
分
は
再
輸
出
を
目
的
と
し
、
輸
出
の
大
部
分
は
再
輸
出
で
あ
る
事
態
は
、
そ
の
輸
出
入
が
香
港
の
生
産
消
費
と
殆
ど
関
連
を
持
た
す
、

実
質
的
に
は
大
半
は
中
国
貿
易
の
一
部
を
形
成
し
、
一
部
分
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
そ
の
他
外
国
に
所
属
す
る
貿
易
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
叉
、
香
港
が
世
界
船
舶
の
ア
ジ
ア
航
路
に
於
け
る
終
点
を
な
し
て
い
る
関
係
上
、
石
炭
石
油
そ
の
他
の
船
用
品
の
貿
易
も
甚
だ

多
い
。
従
っ
て
、
輸
出
入
品
目
は
極
め
て
広
汎
多
種
に
亘
り
、
し
か
も
輸
出
入
両
側
に
同
品
目
が
大
差
な
い
量
額
を
二
っ
て
現
わ
れ
て
い
る

の
が
香
港
貿
易
の
特
徴
で
あ
っ
て
、
強
い
て
い
え
ば
穀
類
そ
の
他
食
糧
品
（
但
し
疏
菜
類
は
新
界
か
ら
の
供
給
が
あ
っ
て
香
港
需
要
の
七
割

を
充
た
し
得
、
魚
類
は
自
給
自
足
し
得
る
）
が
地
場
消
費
の
た
め
著
し
い
入
超
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
戦
後
は
繊
維
加
工
品
及
び
製
品
が

著
し
く
出
超
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
の
現
象
が
見
て
と
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
輸
出
入
品
目
の
種
類
が
如
何
に
多
い
か
は
第
十
三
表
の
統
計

を
見
る
と
掲
記
外
の
品
目
即
ち
「
そ
の
他
」
の
輸
出
入
額
が
莫
大
に
上
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
理
解
出
来
る
。

　
五
　
密
輸
出
入
。
輸
出
入
統
制
が
強
化
さ
れ
る
以
前
の
香
港
は
限
ら
れ
把
商
品
に
対
し
て
輸
入
関
税
を
課
し
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、
且
つ

税
関
の
監
督
も
緩
く
従
っ
て
香
港
自
体
の
轡
輸
出
入
と
い
う
も
の
は
殆
ど
考
え
ら
れ
な
か
つ
だ
。
香
港
は
寧
ろ
輸
出
入
関
税
の
高
く
且
つ
海

関
の
取
締
が
行
わ
れ
て
い
た
中
国
と
第
三
国
と
め
間
に
於
け
る
密
輸
出
入
の
根
拠
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
陀
。
中
国
本
土
職
親
に
接
し
て
四
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単位　H：K＄1，000

第十三表　香港贔別購出入額

（1）

輸 入
｝

輸 出

1935 1939 ユ935 1939
　 ％ ％ ％ ％

1．食用農林畜産物 99，313 27．2 140，799 23．7 72，043 26．6 111，547 20．9

2．非食用農林畜産物 55，987 15．3 154，506 26．0 35，588 13．11 119，876 22．5

3懸　　布　　類 52，670 14．4 99，201 16．7 34，109 12．6 72，621 13．6

4．鉱金属及び同製品 37，625 10．3 47，256 ＆0 33，587 12．4 64，355 12．1

5，機　　械　　類 6，740 1．8 78，093 13．1 7，392 2．7 45，515 8．5

aそ　　の　　他 112，655 30．9 74，345 12．5 88，320 32．6 119，491 22．4

「　合　　　　　計　　　　　　　　　　　1

364，990 100．0 594，200 100．0 271，033 1…1 533，385 100．0

Source：　Trade　and　Shipping　Returns．

（2）

輸 入 輸 出

1949 1950 1949 1950
　

％ ％ 勇 ％

1．穀　　　　　類 69，352 2．4 166，264 44 39，524 1．6 20，081 α5

2．砂糖及製品 50，014 1．7 114，293 3．0 29，949 1．2 68，510 1．8

3．繊　維　原、料 90，846 3．1 309，908 5．5 111，475 45 204，927 5．5

4繊維加工品及製品 230，357 7．9 320，126 8．4 536，779 21．6 914，213 24．3

臥ゴム及製品 49，857 1．7 234，185 62 47，855 1．9 236，146 03

6．動植物製品 114，374 3．9 222，928 5．9 110，837 4．5 197，197 5．2

7．染料及タソニソ 582853 2．0 104，164 2．7 64，768 2．6 112，583 3．0

＆その他化学製品 149，854 5．2 263，245 6．9 99，282 4．0 250，869 α7

9．鉄　　及　　鋼 70，630 2．4 135，012 3．6 37，702 1．5 124，066 3．3

10．そ　　の　　他 2，020，867 69．7 2，032，821 53．4 1，395，877 56．6 1，628，234 43．4

一 合　　　　　計 2，905，014 100．0 3，802，976 100．0 2，474，422 100．0 3，756，826 100．0

Source：香港大公報　Far　Eastern　Economic　Review，　Hongkong．

十
に
余
る
島
喚
を
周
囲
に
持

ち
、
更
に
本
土
と
地
続
き
の

九
竜
半
島
の
南
端
を
占
有
し

て
珠
江
デ
ル
タ
地
帯
に
北
接

し
て
お
り
、
し
か
も
中
国
官

憲
の
及
ば
な
い
ポ
ル
ト
ガ
ル

領
マ
カ
オ
を
目
腿
の
間
に
控

え
て
い
る
香
港
は
、
中
国
官

憲
の
腐
敢
と
南
方
華
僑
の
コ

ス
モ
．
ボ
リ
タ
ン
性
と
に
相
挨

っ
て
、
極
め
て
恰
好
の
麿
輸

根
拠
地
で
あ
り
、
世
界
を
通

じ
て
見
て
も
こ
れ
ほ
ど
の
迷

宮
門
は
他
に
存
在
し
な
い
。

さ
れ
ば
昔
か
ら
香
港
に
は
密

輸
根
拠
地
元
る
素
質
が
＋
分

に
あ
っ
た
Q
中
国
へ
の
阿
片
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香
港
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易
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格

の
密
輸
、
中
国
か
ら
の
金
銀
、
苦
力
及
び
移
民
の
密
輸
な
ど
は
悉
く
こ
の
下
地
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
統
一
の
た
め
に
は
常
に
一
の
癌

を
な
し
て
い
た
。

　
香
港
に
於
い
て
麿
輸
に
従
事
し
て
い
る
者
は
戦
前
に
於
い
て
三
千
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、
叉
そ
の
把
め
使
用
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
ク
も
大
な

る
も
の
だ
け
で
二
千
に
及
ぶ
と
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
密
輸
の
統
計
に
つ
い
て
は
勿
論
詳
か
で
は
な
い
。
尤
も
そ
の
推
算
を
行
つ
だ
も

の
は
な
い
で
も
な
い
。
そ
の
正
確
さ
を
保
証
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
某
有
力
会
社
の
推
計
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
字
が
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
Q

　
、
．
0
。

第十四表　　中國・香港間密輪

　　　　単位　HK＄．1，　OOO，00

1 1醜樒轍 1醜から密鞘

1936 4iO 43．0

1937 810 40．0

1938 10．0 40．0

1939 30．0 50．0

1940 30．0 5α0

Source：小椋広勝著「香港」128頁

香
港
に
轡
輸
入
さ
れ
た
銀
が
、
次
に
は
正
規
の
輸
出
手
続
に
よ
っ
て
再
輸
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
香
港
」
一
二
八
一
二
二
二
頁
。
林
和
三
郎
「
南
支
に
於
け
る
瓶
詰
の
研
究
」
、
昭
和
十
三
年
貿
易
奨
励
資
料
第
十
九
輯
。
）

　
以
上
は
い
つ
れ
も
戦
前
に
於
け
る
麿
輸
事
情
で
あ
る
が
、
香
港
に
輸
出
入
統
制
が
布
か
れ
、
叉
中
国
の
輸
出
入
統
制
が
強
化
さ
れ
て
来
だ

戦
後
は
、
戦
前
と
は
異
っ
た
形
の
密
輸
が
こ
れ
に
加
っ
て
横
行
し
て
い
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
。
即
ち
、
従
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
密
輸

　
中
国
特
に
広
東
か
ら
香
港
へ
轡
輸
出
さ
れ
て
来
る
商
品
は
、
ウ
ォ
ル
フ
ラ
ム
鉱
、
錫
、
茶
、
生
糸
、

ア
ン
ペ
ラ
、
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
等
い
つ
れ
も
中
国
に
於
け
る
輸
出
課
税
品
、
専
売
品
及
び
輸
出
制
限
品
で

あ
り
、
香
港
側
か
ら
中
国
殊
に
広
東
へ
密
輸
入
す
る
も
の
は
同
じ
く
中
国
に
於
け
る
高
輸
入
税
品
、
専

売
品
及
び
禁
輸
品
で
あ
っ
て
、
織
物
類
、
砂
糖
、
染
料
、
入
蓼
そ
の
他
高
貴
薬
、
高
価
な
海
産
物
（
燕

巣
、
鱗
ヒ
レ
な
ど
）
、
麻
薬
な
ど
で
あ
る
。
殊
に
怠
る
時
期
に
は
金
銀
の
密
輸
が
特
に
多
か
っ
た
こ
と

は
香
港
貿
易
統
計
の
中
か
ら
で
も
十
分
に
思
う
こ
と
が
出
来
る
Q
第
十
五
表
に
見
る
よ
う
に
銀
の
輸
出

超
過
が
恒
常
的
で
あ
り
且
つ
謙
る
年
度
に
至
っ
て
は
驚
く
べ
き
出
超
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
椋
広
勝
著
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の
外
に
、
中
共
政
府
の
輸
出
入
制
限
品
、
香
港
政
庁
の
禁
輸
、
制
限
品
な
ど
の
籍
輸
が
、
或
は
香
港
を
利
用
し
叉
は
周
辺
の
島
嘆
を
利
用
し

て
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
殊
に
、
最
近
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
始
め
国
連
諸
国
及
び
日
本
の
対
中
共
戦
略
物
資
禁
輸
に
際
会
し
て
か

ら
は
、
中
其
政
府
が
こ
れ
ら
物
資
の
密
輸
入
を
黙
認
乃
至
は
奨
励
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
塘
輸
入
に
対
す
る
反
対
給
付
仁
る

中
国
物
資
も
自
然
に
陸
上
の
形
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
香
港
及
び
そ
の
附
近
を
し
て
全
く
の
密
輸
市
場
た
ら
し
め
て
い
る
観
が
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
と
い
う
の
も
、
現
在
香
港
に
於
い
て
は
中
共
分
子
の
活
動
が
有
由
に
放
任
さ
れ
て
お
り
、
其
産
系
の
新
聞
も
二
三
に
止
ま
ら
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押
明
か
に
中
共
系
と
見
ら
れ
る
出
版
社
も
数
社
あ
っ
て
、
盛
に
書
物
雑
誌
を
発
行
し
て
宣
伝
に
努
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
d

番港の銀輸出入第十五表

輸　　入 輸　　出

一1936

P937

P938

P939

72，728

R8δ，448

@　9，601

@　5，323

143，815

R95，226

P88，123

V5，403

Source　：　Hong　Kong　Trade　an

　　　　　　　Shipping　Returns．

る
。
青
年
に
し
て
ソ
聯
の
共
産
主
義
理
想
に
あ
こ
が
れ
る
も
の
も
甚
だ
多
く
、
中
共
に
対
す
る
助
力
を
私

か
に
与
え
る
機
会
越
極
め
て
容
易
な
事
情
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
戦
後
は
密
輸
の
根
拠
地
と
し
て

ば
か
り
で
な
く
、
香
港
自
体
の
密
輸
も
盛
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
信
せ
ら
れ
る
。
そ
の
実
態
に
至
っ
て
は

事
の
性
質
上
立
証
の
材
料
が
な
い
こ
と
は
己
む
を
得
な
い
。

三
　
自
由
貿
易
港
の
変
質

一　107　一

　
香
港
が
現
在
の
繁
栄
を
か
ち
得
た
主
た
る
理
由
は
華
南
の
中
枢
に
位
す
る
良
港
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
八
四
一
年
以
来
既
に
自
由
貿

易
港
と
し
て
発
足
し
爾
後
そ
の
実
質
を
完
全
に
維
製
し
て
来
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
香
港
は
英
領
植
民
地
と
な
っ
た
と
き
か
ら
特
殊
品
を
除
き
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
商
品
仁
対
し
て
無
税
無
監
督
で
自
由
に
出
入
す
る
こ
と
を
許

さ
れ
、
且
つ
居
住
民
に
対
し
て
庵
中
国
人
は
中
国
人
自
身
の
法
律
と
慣
習
と
に
従
っ
て
統
治
さ
れ
る
と
い
う
建
前
で
あ
っ
て
居
住
に
つ
い
て

も
外
国
に
比
し
遙
か
に
自
由
な
方
策
が
と
ら
れ
た
。
即
ち
、
一
九
三
二
年
以
前
に
な
財
政
的
見
地
か
ら
消
費
税
主
義
を
以
っ
て
酒
類
、
タ
バ

　
　
　
　
香
港
貿
易
．
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性
格
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コ
、
専
売
薬
品
、
化
粧
剤
及
び
燃
料
油
の
輸
入
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
だ
け
が
例
外
で
あ
っ
て
、
他
の
商
品
は
如
何
な
る
も
の
も
輸
出

入
が
自
由
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
二
年
オ
ッ
タ
フ
に
於
け
る
英
連
邦
経
済
会
議
（
↓
冨
H
日
需
『
巨
費
0
8
白
皆
9
昌
h
玉
目
8
）
に
よ

り
、
英
連
邦
諸
地
域
相
互
間
に
特
恵
関
税
制
が
設
け
ら
れ
、
英
連
邦
以
外
の
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
っ
て
莫
連
輯
録
生
産
物
と
競
合
す
る
生

産
品
で
あ
る
場
合
に
は
、
英
連
邦
内
生
産
物
に
対
す
る
課
税
率
よ
り
高
率
関
税
を
課
す
る
こ
と
と
な
り
、
香
港
も
こ
の
協
定
に
参
加
し
た
た

め
、
爾
後
英
連
邦
以
外
の
国
で
製
造
さ
れ
だ
自
動
車
に
対
し
一
五
％
の
輸
入
税
を
課
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
こ
れ
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
及

び
タ
バ
コ
、
タ
バ
コ
製
品
が
加
え
ら
れ
だ
。
そ
れ
で
も
戦
前
ま
で
は
香
港
の
輸
出
入
に
対
し
て
は
こ
れ
だ
け
の
制
限
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
。

日
華
事
変
が
拡
大
し
て
南
方
に
及
ぶ
に
至
っ
て
も
香
港
の
自
由
貿
易
政
策
に
は
何
等
の
影
響
も
な
く
、
寧
ろ
一
九
三
七
年
八
月
九
竜
漢
口
直

通
鉄
道
が
開
通
し
、
事
変
に
よ
っ
て
上
海
貿
易
が
閉
塞
し
て
こ
れ
が
香
港
に
移
動
し
、
又
所
謂
「
忠
心
物
資
」
の
輸
入
基
地
と
し
て
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

役
割
を
果
た
し
て
い
だ
だ
め
、
却
っ
て
以
前
よ
り
は
活
況
を
示
し
て
い
た
位
で
あ
る
。
即
ち
、
一
九
三
七
年
に
は
中
国
の
輸
出
に
し
て
香
港
、
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
足
場
と
し
た
分
は
中
国
輸
出
総
額
に
対
し
て
僅
か
一
二
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
八
年
に
至
る
と
こ
れ
が
四
一
％
と
い
う
大
き
な

割
合
を
占
め
る
に
至
り
、
輸
入
も
九
竜
を
通
じ
だ
中
国
輸
入
は
一
九
三
七
年
に
は
中
国
輸
入
総
額
の
僅
か
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
一

九
三
八
年
に
は
こ
れ
が
四
五
％
の
大
き
に
上
っ
て
い
る
（
］
U
ず
①
　
O
げ
凶
昌
0
0
励
O
　
団
O
節
『
－
b
口
◎
Q
犀
u
　
H
O
れ
Q
幌
H
O
鳥
目
u
　
O
●
一
y
①
ト
り
O
一
①
b
の
切
）
。
即
ち
、
日
華
事
変
は
香

港
を
利
益
し
英
本
国
に
幸
を
齎
ら
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
繁
栄
は
一
九
三
九
年
八
月
ま
で
継
続
し
た
が
、
一
九
三
九
年
九
月
英
国
が
燈
下
宣

戦
す
る
や
香
港
も
亦
即
日
こ
れ
に
追
随
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
蛙
に
香
港
と
し
て
は
未
曾
有
の
戦
時
体
制
を
採
る
こ
と
と
な
っ
た
。
即
ち
、

香
港
政
府
は
そ
の
治
下
に
対
し
て
住
民
の
必
需
物
資
を
確
保
す
る
た
め
に
綿
糸
、
米
、
石
炭
、
砂
糖
の
貯
蔵
を
維
持
し
、
市
揚
の
安
定
に
備

え
る
だ
め
に
、
緊
急
物
資
貯
蔵
維
持
令
を
公
布
し
て
こ
れ
ら
物
資
の
配
給
統
制
を
布
き
、
更
に
物
価
統
制
を
も
行
っ
て
家
賃
、
地
代
を
統
制

す
る
吉
共
に
食
糧
、
ビ
ー
ル
及
び
酒
類
、
タ
バ
コ
、
氷
、
自
動
車
用
メ
ー
タ
ー
、
毛
編
糸
、
医
薬
、
写
真
材
料
、
ゴ
ム
製
品
の
価
格
昂
騰
を



抑
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
済
統
制
は
一
九
五
一
年
現
在
ま
で
街
．
継
続
さ
れ
て
い
る
（
目
ず
。
田
。
ロ
。
巳
。
ω
霞
お
矯
o
h
＞
の
冨
9
。
具

9
。
国
母
国
璽
計
H
8
ρ
香
港
大
公
報
）
。
叉
、
貿
易
及
び
金
融
関
係
の
政
策
と
し
て
は
、
財
政
防
衛
法
、
対
敵
通
商
法
な
ど
を
公
布
し
て
、
英

本
国
の
た
め
戦
時
必
要
物
資
を
出
来
得
る
限
り
多
量
に
供
給
し
、
こ
れ
が
融
国
へ
流
出
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
外
貨
の
流
出
を
防
い
で
こ
の

余
剰
を
英
本
国
に
提
供
し
、
そ
の
上
香
港
自
身
の
生
活
物
資
を
確
保
し
通
貨
と
物
価
め
安
定
を
計
る
べ
く
企
図
し
た
。
こ
の
貯
め
二
百
余
品

目
に
亘
る
輸
出
及
び
再
輸
出
品
を
統
制
し
、
香
港
内
に
あ
る
原
料
晶
な
ど
必
需
物
資
の
移
動
を
制
限
し
、
為
替
も
取
扱
銀
行
十
八
を
指
定
し

て
一
志
三
章
に
釘
付
け
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
英
本
国
は
、
香
港
の
繁
栄
は
香
港
・
中
国
間
の
貿
易
と
金
融
と
を
自
由
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
達
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
元
来
の
信
念
を
捨
て
陀
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
戦
時
貿
易
統
制
を
布
い
て
も
為
替
に
つ
い

て
は
、
一
九
三
九
年
十
二
月
二
十
二
日
に
英
本
国
が
為
替
統
制
を
強
化
し
だ
際
に
も
香
港
を
竹
村
域
外
に
置
い
て
、
一
方
に
対
中
国
貿
易
の

自
由
を
保
つ
と
共
に
他
方
膀
の
流
出
を
防
ぐ
泥
め
に
、
膀
地
域
と
の
間
に
障
壁
を
設
け
把
。
即
ち
噛
膀
地
域
か
ら
香
港
へ
の
送
金
に
は
外
国

と
同
じ
よ
う
に
制
限
を
加
え
、
叉
膀
地
域
は
香
港
か
ら
の
輸
入
に
対
し
て
制
限
を
設
け
る
に
至
つ
だ
。
例
え
ば
、
香
港
の
地
場
製
品
で
あ
る

ゴ
ム
靴
に
対
し
て
も
英
本
国
は
割
当
制
を
布
き
、
そ
の
他
の
膀
地
域
も
こ
れ
に
倣
っ
て
香
港
製
品
の
輸
入
を
制
限
し
た
。
即
ち
、
香
港
自
身

は
飽
く
ま
で
全
面
的
に
自
由
貿
易
体
制
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
も
、
英
本
国
の
戦
時
政
策
に
縛
ら
れ
て
対
中
国
貿
易
の
み
自
由
に
残
さ
れ
た

け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
外
国
及
び
傍
地
域
に
対
し
て
は
相
手
地
域
の
制
限
に
遭
遇
し
て
事
実
上
統
制
を
加
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
例
え

ば
Y
日
本
軍
力
が
華
南
に
伸
び
る
に
及
ん
で
は
戦
略
物
資
が
香
港
を
通
じ
て
重
慶
地
域
に
流
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
日
本
は
香
港
地
場
消

費
品
に
限
っ
て
輸
出
を
許
可
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
香
港
も
こ
れ
に
対
抗
し
て
対
日
輸
出
統
制
を
強
化
し
て
重
要
物
資
特
に
ウ
ォ
ル
フ

ラ
ム
が
枢
軸
国
側
へ
流
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
の
亡
し
出
で
π
り
い
わ
ば
香
港
は
こ
の
と
き
に
既
に
自
由
港
た
る
実
質
を
失
っ
た
と
い
う
こ

と
が
出
来
よ
う
。
当
時
、
英
本
国
も
香
港
も
こ
れ
を
以
っ
て
一
時
的
措
置
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
勃
発
し
た
太
平
洋
戦
争
と
戦
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後
に
於
け
る
中
其
の
中
国
本
土
制
覇
と
英
国
の
経
済
的
衰
退
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
貿
易
統
制
は
幾
度
か
形
を
変
え
て
今
日
に
及
び
、
昔
日
の

自
由
貿
易
体
制
に
戻
る
見
込
は
薄
く
な
っ
て
来
た
。
翻
っ
て
、
一
九
四
一
年
日
本
軍
隊
の
仏
印
進
駐
に
対
抗
し
て
米
英
中
等
の
四
ヶ
国
は
経
．

済
反
攻
を
行
い
、
香
港
も
こ
れ
に
応
じ
て
日
本
の
資
金
と
重
慶
政
権
下
以
外
の
中
国
資
金
を
凍
結
し
た
。
．
即
ち
、
日
本
瓦
重
慶
政
権
下
以
外

の
中
国
と
の
貿
易
は
こ
れ
に
よ
っ
て
全
く
吐
絶
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め
英
本
国
は
香
港
を
最
早
膀
地
域
外
に
置
く
甘
言
が
な
く
な
り
、

同
年
八
月
に
は
意
地
域
内
に
編
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
措
置
は
同
年
末
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
香
港
を
一
時
的
制
圧
す
る
「

に
至
っ
て
解
消
し
、
今
度
は
逆
に
英
本
国
か
ら
敵
地
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
香
港
本
来
の
性
格
は
完
全
に
失
わ
れ
て
唯
単
に
日

本
の
戦
略
基
地
と
し
て
の
み
活
動
し
そ
の
ま
ま
終
戦
に
及
ん
だ
。

　
終
戦
後
に
於
け
る
香
港
貿
易
の
様
相
は
極
め
て
多
彩
で
あ
る
。
そ
の
盛
衰
に
つ
い
て
は
貿
易
統
計
に
基
づ
い
て
既
に
詳
述
し
だ
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
終
戦
直
後
は
一
挙
に
戦
時
統
制
を
廃
止
し
て
一
時
は
本
来
の
自
由
港
だ
る
性
格
に
戻
り
、
ヒ
香
港
の
回
復
が
約
束
さ
れ
た
か
に
見
え

た
。
即
ち
、
中
共
軍
が
中
国
を
制
圧
し
、
こ
れ
に
対
し
て
国
府
軍
が
上
海
の
海
上
封
鎖
を
行
っ
て
か
ち
の
香
港
の
繁
栄
は
実
に
戦
前
に
遙
か

優
る
状
態
で
あ
っ
て
、
中
国
及
び
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
中
枢
地
だ
る
観
を
呈
す
る
に
至
つ
π
。
七
か
し
、
終
戦
後
に
於
け
る
英
本
国
は
戦
後

の
経
営
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
国
際
牧
支
の
逆
調
を
つ
づ
け
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
そ
の
破
綻
を
免
れ
て
い
る
状
態
で
あ

っ
陀
の
で
、
香
港
も
膀
価
の
維
持
と
独
自
の
通
貨
安
定
と
を
目
標
と
す
る
策
を
立
て
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
一
九
四
六
年
五
月
軍
政
か
ら
民

政
に
切
換
え
ら
れ
だ
と
き
を
機
会
に
戦
前
か
ら
布
か
れ
て
い
π
経
済
統
制
を
こ
の
目
標
の
下
に
更
改
し
て
、
新
に
物
価
統
制
令
、
輸
出
入
許

可
規
則
、
繊
維
品
統
制
令
、
物
資
徴
用
令
を
公
布
し
て
、
投
機
及
び
買
占
の
防
止
、
企
業
の
復
興
、
貿
易
の
振
興
、
通
貨
の
安
定
を
計
っ
た
。

か
く
て
、
香
港
弗
を
膀
と
一
志
二
片
四
分
の
一
を
以
っ
て
リ
ン
ク
さ
せ
て
中
国
幣
価
の
動
揺
か
ら
離
脱
せ
し
め
、
そ
の
た
め
中
国
幣
価
の
暴

落
、
，
そ
の
後
普
及
し
た
中
共
の
飢
民
幣
の
激
動
に
も
拘
わ
ら
す
、
香
港
弗
価
は
比
軟
的
に
安
定
を
続
け
て
い
だ
。
殊
に
中
其
が
中
国
本
土
に

・一一　ilO



於
い
て
そ
の
勢
力
を
拡
大
す
る
に
つ
れ
民
間
企
業
と
資
本
と
が
本
土
か
ら
続
々
と
・
香
港
に
逃
避
し
て
来
た
の
で
、
香
港
は
英
本
国
が
経
済
危

機
に
当
面
し
て
い
る
時
に
あ
っ
て
も
繁
栄
の
一
途
を
辿
る
こ
と
が
出
来
セ
。
一
九
四
六
年
に
布
か
れ
π
輸
出
入
許
可
規
則
は
一
九
四
八
年
八

月
に
一
部
改
め
ら
れ
、
更
に
そ
の
後
国
際
情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
数
度
に
亙
り
統
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
Q

　
叫
九
四
八
年
八
月
改
正
さ
れ
た
↓
般
輸
入
許
可
規
則
の
規
定
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
統
制
は
先
沓
輸
入
禁
止
と
輸

入
制
限
と
輸
入
要
．
許
可
（
品
目
及
び
輸
入
相
手
地
域
に
よ
る
）
と
の
三
本
建
に
な
っ
て
い
る
。

　
輸
入
禁
止
品
目
は
（
一
）
地
金
及
び
金
貨
、
（
二
）
錫
（
但
し
中
国
原
産
品
を
除
く
。
）
　
（
三
）
英
本
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
ス
イ
ス
製
時
計

の
三
品
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
或
は
香
港
が
国
際
通
貨
基
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
は
中
国
原
産
品
を
保
護
す
る
三
昧
に
於

い
て
、
或
は
傍
価
維
持
の
目
的
を
以
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
輸
入
制
限
は
香
港
が
月
々
に
輸
入
す
る
額
を
計
画
し
て
い
る
か
叉
は
為
替
統
制
に
よ
っ
て
極
力
抑
制
し
て
い
る
品
目
に
就
い
て
な
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
輸
入
に
際
し
て
香
港
政
庁
商
工
局
需
給
課
か
ら
の
事
前
の
許
可
を
必
要
と
し
、
こ
の
許
可
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
為
替

許
可
証
も
輸
入
許
可
証
も
発
給
さ
れ
な
い
。
即
ち
、
制
限
品
目
を
輸
入
す
る
場
合
に
は
先
づ
商
工
局
需
給
課
の
事
前
許
可
証
を
得
て
始
め
て

輸
入
手
続
に
着
手
し
得
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
輸
入
制
限
品
目
は
（
一
）
政
府
専
輸
入
品
（
後
出
）
、
但
し
英
本
国
以
外
を
原
産
地
と
す
る

ミ
ル
ク
製
品
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
及
び
魚
錐
誌
を
除
く
。
（
二
）
建
築
資
材
の
二
類
で
あ
る
。

　
輸
入
要
許
可
の
措
置
の
う
ち
、
要
許
可
品
目
に
属
す
る
も
の
は
政
府
の
専
輸
入
と
な
っ
て
い
る
品
目
で
あ
っ
て
、
住
民
の
生
活
必
需
品
、

重
要
原
材
料
、
輸
入
税
賦
課
品
、
香
港
工
，
業
保
護
の
把
め
に
輸
入
制
限
す
べ
き
外
国
品
及
び
香
港
通
貨
条
令
、
国
際
通
賃
基
金
規
定
に
よ
っ

て
統
制
叉
は
禁
止
さ
，
れ
て
い
る
品
自
で
あ
る
。
即
ち
、
食
用
肉
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、
マ
ー
ガ
フ
ン
、
小
麦
粉
、
米
及
び
米
製
品
、
砂
糖
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
・
金
、
銀
、
錫
、
鉛
、
亜
鉛
及
び
亜
鉛
製
品
、
鉄
及
び
鋼
、
凡
”
物
、
ガ
ラ
ス
、
石
炭
、
コ
ー
ク
・
ス
海
綿
紡
糸
ふ
’
綿
裏
地
及
び
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ポ
プ
リ
ン
、
リ
ネ
ン
、
麻
袋
、
ゴ
ム
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ビ
ー
ル
、
煙
草
の
二
十
七
品
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
部
分
が
輸
入
計
画
の
下
に
あ

る
の
で
制
限
品
目
に
属
し
て
お
り
、
従
っ
て
輸
入
手
続
は
制
限
品
目
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
例
外
と
し
て
中
国
及
び
マ
カ
オ
の
原

産
品
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
右
品
目
中
に
属
す
と
い
え
ど
も
、
砂
糖
、
石
炭
、
コ
ー
ク
ス
、
ゴ
ム
、
綿
紡
糸
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
及
び
銀
の
七

品
目
以
外
の
品
目
は
輸
入
に
際
し
て
の
許
可
を
必
要
と
し
な
い
。
こ
一
れ
は
い
す
れ
も
香
港
と
の
特
別
な
る
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ

為
替
統
制
上
も
さ
し
て
支
障
を
見
な
い
こ
と
が
主
だ
る
理
由
止
な
っ
て
い
る
。

　
要
許
可
の
輸
入
相
手
地
域
は
、
主
と
し
て
英
本
国
為
替
統
制
上
の
指
定
地
域
と
ア
メ
リ
カ
地
域
と
を
除
い
だ
地
域
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
即
ち
（
一
）
英
連
邦
地
域
（
但
し
カ
ナ
ダ
及
び
ニ
ュ
ー
プ
ア
ゥ
ン
ラ
ン
ド
を
除
く
）
、
イ
ラ
ク
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
仏

印
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
九
地
域
を
除
く
世
界
各
国
か
ら
輸
入
す
る
場
合
に
は
、
如
何
な
る
品
目
に
つ

い
て
も
そ
の
都
度
輸
入
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
こ
の
九
地
域
と
い
え
ど
も
輸
入
要
許
可
品
目
の
輸
入
に
つ
い
て
は
輸
入
許

可
を
必
要
と
し
て
い
る
。
伺
、
不
要
許
可
地
域
と
中
国
及
び
マ
カ
オ
の
二
地
域
か
ら
輸
入
の
場
合
を
除
き
、
そ
の
他
の
地
域
か
ら
輸
入
す
る

場
合
に
は
常
に
輸
入
許
可
の
外
に
そ
れ
に
先
立
っ
て
為
替
許
可
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
Q

．
（
二
）
日
本
か
ら
の
輸
入
に
つ
い
て
は
特
殊
な
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
日
本
砧
の
輸
入
は
両
地
域
間
の
清
算
勘
定
に
よ
っ
て
決
済

さ
れ
る
場
合
に
限
り
許
可
さ
れ
る
の
み
な
ら
す
、
こ
れ
を
ド
ル
勘
定
を
以
っ
て
再
輸
出
す
る
こ
と
を
一
般
的
に
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
も
日

本
か
ら
の
輸
入
品
目
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
必
需
食
糧
品
、
工
業
機
械
、
工
業
原
料
、
建
築
資
材
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
ー
、
同
チ
ュ
ー
ブ
、
ボ
ー

ル
・
ベ
ア
リ
ン
グ
、
学
稜
用
顕
微
鏡
、
眼
鏡
レ
ン
ズ
及
び
同
量
、
辱
真
材
料
（
カ
メ
ラ
及
び
同
部
分
品
を
除
く
）
、
歯
科
医
療
器
具
の
十
一

品
目
に
限
り
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
。
即
ち
、
香
港
佳
民
の
生
活
必
需
品
と
香
港
工
業
の
必
需
品
で
あ
っ
て
、
榜
地
域
及
び
香
港
の
原
産
品
と

衝
突
し
な
い
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
伺
、
食
糧
品
に
は
輸
入
割
当
制
が
布
か
れ
て
お
り
、
叉
た
の
他
の
十
品
目
の
輸
入
に
は
政
庁
が
発
給
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す
る
必
需
物
資
証
明
書
（
穿
ω
o
口
。
巨
ω
弓
亘
圃
①
の
○
Φ
『
二
訪
。
薗
8
の
）
を
得
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
規
定
の
外
、
宝
石
類
は
極
め
て
少
数
の
揚
合
に
限
り
且
つ
豊
肥
息
の
個
人
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
二
合
に
限
り
為
替
管
理
局
の
承

認
が
あ
れ
ば
特
別
許
可
に
よ
っ
て
輸
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
と
、
ゴ
ム
の
輸
入
に
つ
い
て
も
特
別
の
許
可
を
必
要
と
し
、
特
に

仏
印
及
び
タ
イ
原
産
の
ゴ
ム
の
場
合
に
は
原
産
地
証
明
書
及
び
英
国
領
事
証
明
書
を
添
え
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
且
つ
輸
入
ゴ
ム
は
膀
地
域

外
の
国
へ
輸
出
す
る
と
き
は
そ
の
為
替
金
額
の
一
〇
〇
％
に
当
る
金
額
を
供
託
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
と
、
叉
ア
メ
リ
カ
洲
熱
帯

産
植
物
は
如
何
な
る
植
物
も
如
何
な
る
人
も
商
工
局
長
の
特
別
許
可
が
な
け
れ
ば
輸
入
し
得
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
ゆ

　
以
上
に
よ
っ
て
香
港
の
輸
入
統
制
は
香
港
経
済
の
安
定
と
膀
価
の
維
持
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
膀
地
域
外
に
置
か
れ
な

が
ら
傍
価
維
持
の
だ
め
に
協
力
を
要
求
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
統
制
方
式
の
特
徴
が
あ
る
。

　
輸
出
統
制
も
輸
入
統
制
と
大
体
同
じ
目
標
を
ね
ら
い
同
じ
よ
う
な
方
式
を
偲
ん
で
い
る
。
即
ち
、
民
生
安
定
と
為
替
政
策
と
を
主
た
る
目

標
と
し
、
こ
の
外
に
軍
需
品
等
の
戦
争
用
具
の
輸
出
禁
止
が
当
時
か
ら
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
輸
出
な
る
が
故
の
特
別
の
措
置
で

あ
る
。
又
、
そ
の
方
式
も
輸
出
禁
止
、
輸
出
品
目
制
限
、
輸
出
地
域
制
限
と
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
も
輸
入
の
揚
合
に
対
応
し
て
い
る
。

　
輸
出
禁
止
品
目
は
金
、
武
器
、
軍
需
品
及
び
爆
薬
、
軍
用
水
筒
、
鉄
兜
、
ラ
ジ
オ
送
信
機
及
び
部
分
品
、
壕
、
ブ
リ
キ
板
、
鉄
板
、
軟
鋼

板
、
亜
鉛
引
鋼
管
及
び
同
継
手
、
ボ
イ
ラ
ー
、
米
、
小
麦
、
砂
糖
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、
罐
詰
肉
、
ベ
ー
コ
ン
、
ハ
ム
、
落
花
生
油
、
薪
、

木
炭
、
麻
袋
、
原
棉
、
綿
．
紡
糸
、
屑
綿
、
郵
便
切
手
（
但
し
榜
地
域
向
を
除
く
）
の
二
十
八
品
目
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
す
れ
も
輸
出
禁
止
品

目
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
商
工
局
長
の
特
別
の
許
可
が
あ
る
揚
合
に
は
輸
出
を
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
輸
出
制
限
は
品
目
と
地
域
と
の
二
面
の
制
限
が
あ
り
、
地
域
制
限
は
更
に
再
輸
出
品
㊨
原
産
地
に
よ
る
制
限
と
輸
出
相
手
地
域
に
よ
る
制

限
と
に
分
た
れ
る
。
品
目
に
よ
る
制
限
は
椰
子
油
、
胡
椒
、
生
姜
、
桐
油
、
銅
、
鉛
、
銀
、
錫
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
石
油
製
品
、
ゴ
ム
の
十
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一
品
目
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
品
目
を
輸
出
す
る
に
当
っ
て
は
先
ず
為
替
管
理
規
則
に
よ
る
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
こ
の

十
一
品
目
を
輸
幽
し
よ
う
と
す
る
業
者
は
そ
の
輸
出
に
よ
っ
て
得
る
外
貨
の
全
部
叉
は
一
部
を
、
為
替
管
理
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ

て
、
政
庁
の
認
可
し
π
外
国
為
替
銀
行
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
承
諾
し
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
英
本
国
の
為
替
統
制
に
則
っ
て
傍

を
ロ
ン
ド
ン
に
集
中
し
、
米
ド
ル
を
獲
得
し
て
英
本
国
に
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
だ
め
香
港
の
主
要
輸
出
品
π
る
中
国
原

産
品
と
香
港
製
品
と
を
制
限
品
目
の
主
体
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
指
定
銀
行
に
譲
渡
す
べ
き
外
貨
の
割
合
は
品
目
に
よ
っ
て
異
る
け
れ

ど
も
、
日
本
に
比
し
蓬
か
に
低
率
で
あ
っ
て
、
後
者
が
九
〇
％
内
外
で
あ
る
に
反
し
、
香
港
の
揚
合
は
二
〇
1
二
五
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。

即
ち
、
香
港
で
は
業
者
は
そ
の
得
だ
る
外
貨
の
七
五
一
八
O
％
を
自
ら
の
輸
入
に
充
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
輸
出
を
奨
励
し

て
ド
ル
外
貨
の
獲
得
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
。

　
輸
出
の
地
域
的
制
限
は
一
九
四
八
年
の
当
時
に
あ
っ
て
は
只
為
替
統
制
だ
け
を
目
標
と
し
π
も
の
で
あ
る
こ
と
は
輸
入
の
要
許
可
地
域
の

揚
合
と
同
じ
で
あ
る
。
即
ち
、

（
一
〉
膀
地
域
に
対
す
る
輸
出
に
は
輸
出
制
限
品
目
と
・
い
え
ど
も
許
可
を
必
要
と
し
な
い
。
但
し
、
英
本
国
の
為
替
規
則
で
い
う
ア
メ
リ
が

地
域
及
び
日
本
の
原
産
品
を
傍
地
域
へ
再
輸
出
す
る
喰
合
に
限
り
許
可
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
為
替
管
理
規
則
に
よ
る
統
制

は
受
け
な
い
。

（
二
）
中
国
（
台
湾
を
含
む
）
及
び
マ
カ
オ
に
対
し
て
は
原
産
地
に
よ
る
輸
出
許
可
を
必
要
と
し
な
い
け
れ
ど
も
前
記
輸
出
制
限
品
目
十
一

に
つ
い
て
は
輸
出
許
可
を
要
し
且
つ
為
替
規
．
則
の
適
用
を
受
け
る
。

（
三
）
南
鮮
に
対
す
る
輸
出
は
総
べ
て
許
可
を
要
す
る
。

（
四
）
ア
ヌ
リ
カ
合
衆
国
、
・
そ
の
保
護
領
及
び
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
向
の
輸
出
に
つ
い
て
は
前
記
の
輸
出
制
限
十
一
品
目
の
場
合
と
輸
出
品
の
原
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産
地
が
中
国
、
マ
カ
オ
、
朝
鮮
及
び
香
港
の
場
合
と
に
限
り
輸
出
許
可
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
但
し
、
後
の
場
合
に
は
為
替
規
則
に

よ
る
拘
束
は
受
け
な
い
Q

．
（
五
）
仏
印
と
タ
イ
国
輸
出
は
特
別
の
制
限
を
受
け
て
い
る
。
い
す
れ
も
原
産
地
、
品
目
の
如
何
に
拘
わ
ら
す
す
べ
て
許
可
を
必
要
と
す
る
。

の
み
な
ら
す
、
輸
出
に
よ
り
得
だ
為
替
の
全
額
は
両
国
の
場
合
を
通
じ
米
ド
ル
は
勿
論
膀
若
く
は
香
港
弗
を
以
っ
て
受
取
る
場
合
と
い
え
ど

も
、
こ
れ
を
政
庁
の
指
定
す
る
銀
行
に
売
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
特
別
措
置
は
両
地
域
を
通
じ
て
為
替
が
店
蔵
揚
に
流
さ
れ
る
機

会
が
多
く
且
つ
香
港
の
最
大
食
糧
供
給
地
で
あ
る
両
地
域
か
ら
の
食
糧
の
政
府
輸
入
を
確
保
す
る
意
味
で
採
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
六
）
日
本
向
輸
出
に
つ
い
て
も
特
溺
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
日
本
向
輸
出
に
対
す
る
規
定
は
厳
重
で
あ
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
ウ

ン
ト
決
済
に
よ
る
以
外
の
輸
出
は
一
切
許
さ
れ
な
い
。
し
か
も
、
膀
地
域
諸
国
を
除
く
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
原
産
品
だ
け
が
日
本
向
再
輸
出
を

許
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
Q
即
ち
、
中
国
、
台
湾
、
南
鮮
、
タ
イ
、
仏
印
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
、
マ
カ
オ
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ア
等
の
原
産

品
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
地
域
の
原
産
品
を
日
本
向
再
輸
出
す
る
場
合
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
於
け
る
日
本
の
ポ
ン
ド
・
ス
タ
ー
リ
ン

グ
勘
定
に
よ
る
膀
叉
は
米
弗
に
よ
る
決
済
の
場
合
に
限
り
許
可
さ
れ
る
。
但
し
、
日
本
に
在
住
す
る
第
三
国
入
の
消
費
に
充
て
ら
れ
る
商
品

の
輸
出
は
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
ら
す
（
四
）
に
記
し
た
ア
メ
リ
カ
向
輸
出
の
揚
合
と
同
じ
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
か
か
る
規
定
は

結
局
英
本
国
の
対
日
為
替
政
策
に
則
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
日
本
が
英
本
国
の
為
替
管
理
規
則
の
上
で
双
務
勘
定
国
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
基

づ
く
。
尤
も
、
最
近
に
至
り
対
日
輸
出
入
制
限
は
国
際
情
勢
の
変
化
と
日
英
間
貿
易
協
定
の
改
訂
と
香
港
が
再
び
傍
地
域
に
指
定
さ
れ
だ
こ

と
か
ら
幾
分
の
緩
和
を
見
て
い
る
。

　
術
、
輸
時
一
般
に
関
し
て
次
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
（
一
）
輸
出
許
可
を
必
要
と
し
な
い
輸
出
の
場
合
は
船
積
後
四
十
八
時

間
以
内
に
輸
出
申
告
書
を
商
工
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
《
）
輸
出
許
可
の
有
効
期
限
は
原
則
と
し
て
七
日
間
と
す
る
。
（
三
）

　
　
　
　
香
港
貿
易
の
性
格
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許
可
証
、
申
請
書
は
い
す
れ
も
嚇
弗
の
印
紙
を
貼
付
し
な
け
れ
ば
無
効
で
あ
る
。
（
四
）
輸
撫
許
可
が
発
せ
ら
れ
て
も
仕
向
国
に
於
い
て
輸

入
が
許
可
さ
れ
π
こ
と
の
証
明
と
は
な
ら
な
い
。

　
以
上
述
べ
π
香
港
の
統
制
は
主
と
し
て
愈
々
の
維
持
と
米
墨
の
獲
得
を
目
標
と
し
セ
も
の
で
あ
っ
て
、
中
国
と
の
貿
易
が
解
放
さ
れ
て
い

る
間
は
把
と
え
こ
れ
を
墨
字
通
り
厳
重
に
履
行
し
て
も
香
港
貿
易
の
繁
栄
を
阻
害
す
る
こ
と
は
少
く
、
況
や
香
港
の
特
殊
事
情
を
呑
込
ん
で

い
る
政
庁
は
比
軟
的
に
自
主
的
立
場
を
保
持
し
て
い
だ
た
め
、
例
え
ば
右
輸
出
入
規
則
に
於
い
て
禁
止
、
制
限
等
の
条
項
を
設
け
て
い
て
も
、

特
殊
の
場
合
を
除
き
商
工
局
の
許
可
さ
え
得
れ
ば
如
何
な
る
地
域
と
も
如
何
な
る
商
品
を
も
輸
出
入
な
し
得
る
よ
う
に
但
書
が
添
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
取
締
に
か
な
り
幅
を
持
だ
せ
て
い
る
規
定
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
静
め
か
前
述
の
よ
う
に
、
統
制

後
に
於
け
る
香
港
貿
易
は
輸
出
入
と
も
に
増
大
し
て
未
曾
有
の
繁
栄
を
招
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
こ
の
繁
栄
も
一
九
五
〇
年
六
月
朝
鮮
動
乱
の
勃
発
と
こ
れ
に
対
す
る
中
音
の
介
入
が
あ
っ
て
か
ら
事
態
は
一
変
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
つ
π
。
ア
メ
リ
カ
の
中
共
に
対
す
る
戚
情
は
同
年
五
月
頃
か
ら
次
第
に
悪
化
し
て
い
だ
が
、
当
然
な
が
ら
先
ず
対
中
国
経
済
援
助
を

打
切
り
、
朝
鮮
動
乱
が
勃
発
す
る
や
応
急
措
置
と
し
て
中
共
向
輸
出
許
可
を
一
切
取
消
し
泥
。
英
国
も
亦
こ
れ
に
倣
っ
て
中
共
向
石
油
を
禁

輸
に
附
し
把
。
同
年
八
月
に
至
り
遂
に
ア
メ
リ
カ
は
中
共
向
並
に
香
港
向
戦
略
物
資
の
輸
出
禁
止
を
断
行
し
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
、
日
本
も
直

ち
に
こ
れ
に
追
随
し
、
英
国
を
含
む
国
連
諸
国
も
間
も
な
く
こ
れ
に
同
調
し
π
。
英
国
の
対
米
同
調
は
香
港
に
も
歩
調
を
一
に
す
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
だ
。
即
ち
、
一
九
五
〇
年
八
月
八
日
英
本
国
か
ら
の
指
令
に
墓
つ
い
て
香
港
政
庁
も
中
共
地
域
に
対
し
戦
略
物
資
の
輸
出
禁
止
を

発
表
し
セ
。
こ
の
禁
止
今
に
は
金
属
工
作
機
械
類
、
銅
鉄
製
品
類
、
化
学
薬
品
、
科
学
機
械
、
非
鉄
金
属
、
運
輸
機
械
、
石
油
製
品
、
石
油

精
製
器
械
、
電
子
器
械
（
真
空
管
を
使
用
す
る
も
の
）
、
航
空
器
材
の
十
類
二
百
品
目
を
含
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
英
国
は
国
際
牧
支
の
極
端
な
る
逆
調
の
た
め
ド
ル
不
足
を
来
だ
し
、
こ
れ
を
緩
和
す
る
手
段
と
し
て
終
戦
前
に
布
い
π
為
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替
管
理
を
改
め
て
強
化
し
、
傍
地
域
即
ち
指
定
地
域
の
障
壁
を
高
め
て
膀
の
流
出
を
防
ぐ
と
共
に
、
ド
ル
を
英
本
国
に
集
中
す
る
策
を
立
て

た
が
、
遂
に
一
九
四
九
年
九
月
に
は
榜
価
の
引
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
英
本
国
の
危
機
に
際
し
て
も
香
港
は
指

定
地
域
の
外
に
置
か
れ
π
だ
め
香
港
自
体
は
中
国
と
の
貿
易
に
も
本
来
の
再
輸
出
貿
易
に
も
殆
ど
支
障
を
来
だ
す
こ
と
が
な
か
つ
だ
ば
か
り

で
な
く
、
英
蘭
銀
行
の
為
替
取
扱
方
も
香
港
に
対
し
て
は
特
に
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
唯
指
定
地
域
で
あ
り
且
つ
香
港
か
ら
従
来
比
較
的
多
く

輪
期
し
て
い
だ
印
度
、
濠
洲
な
ど
に
対
す
る
輸
出
手
続
に
多
少
の
煩
環
を
味
っ
て
い
だ
程
度
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
は
輸
入
も
増
加
し
輸
出
、

第十六表 番港の対中共地区貿易

単位　HK＄1，000，000．

輸　　出 輸　　入

1950．1－6月平均 84 61

卜　　　　　7 64 56

8 113 76

9 174 106

10 196 89

11 198 86

12 177 97

1951．　　1 249 78

2 188 48

3 258 99

4 214 94

5 151 86

6 147 84

Source：香港大公報

再
輸
出
も
益
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
党
。
こ
の
事
実
は
既
に
詳
し
く
述
べ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
Q

　
香
港
政
庁
の
対
中
共
地
域
禁
輸
措
置
も
一
時
的
に
は
業
者
に
強
い
シ
ヨ
ツ

ク
を
与
え
柁
よ
う
で
あ
る
が
、
香
港
の
特
別
事
情
、
例
え
ば
輸
出
入
業
界
に

於
け
る
華
僑
の
勢
力
の
莫
大
な
る
こ
と
、
及
び
申
共
地
区
に
あ
る
銀
行
会
社

等
に
し
て
香
港
に
支
店
、
そ
の
他
代
表
者
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
し

か
も
こ
れ
ら
が
商
売
に
老
練
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
勢
力
も
侮
り
難
く
、
こ

の
π
め
香
港
中
其
問
の
貿
易
支
障
は
表
面
的
に
は
兎
も
写
実
質
的
に
は
さ
し
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で
影
響
が
な
く
、
依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向
を
辿
っ
て
い
だ
。

　
と
こ
ろ
が
一
九
五
〇
年
十
二
月
四
日
目
メ
リ
カ
は
朝
鮮
動
乱
を
早
期
に
解
決
す
る
意
図
を
以
っ
て
中
共
地
域
及
び
香
港
に
対
し
戦
略
物
資

の
輸
出
禁
止
を
強
化
す
る
把
め
、
ア
メ
リ
カ
の
汽
船
及
び
飛
行
機
が
中
華
人
民
興
和
国
の
港
及
び
都
市
に
到
る
こ
と
を
差
止
め
だ
。
叉
同
年

十
二
月
十
六
日
に
は
更
に
中
華
人
民
共
和
国
及
び
朝
鮮
民
主
々
義
人
民
共
和
国
の
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
財
産
を
凍
結
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
が

　
　
　
　
香
港
貿
易
の
性
格



　
　
　
　
香
港
貿
易
の
性
格

こ
れ
を
管
理
す
る
法
令
を
公
布
し
π
。
こ
れ
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
物
資
は
香
港
を
通
過
し
て
中
国
に
再
輸
出
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
つ
把

わ
け
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
の
こ
の
措
置
に
次
い
で
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
リ
ツ
ピ
ン
、
日
本
な
ど
も
亦
こ
れ
に
追
随
し
π
。
し
か
し
、
事
実
は

こ
の
間
と
い
え
ど
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
さ
え
多
量
の
物
資
が
中
土
（
向
及
び
香
港
向
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
貿
易
統
計
に
よ
っ
て
も
明
か
で

あ
る
が
、
こ
の
間
の
内
情
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国
国
会
に
於
い
て
中
其
向
輸
出
の
多
い
こ
と
を
攻
撃
し
だ
一
部
の
国
会
議
員
に
対
し
て
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
商
務
長
官
ソ
ー
ヤ
ー
（
O
冨
ユ
Φ
の
ω
”
心
門
巽
）
の
弁
解
と
反
駁
と
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
（
一
）
戦
略

物
資
は
輸
出
し
で
い
な
い
。
中
共
は
却
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
対
も
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
錫
、
桐
油
、
羊
毛
な
ど
の
戦
略
物
資
を
供
給
し
て
い
る
故

に
全
面
的
禁
輸
は
反
対
で
あ
る
。
（
二
）
中
国
に
於
け
る
民
間
の
戦
争
犠
牲
者
に
報
復
を
加
え
る
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な
い
か
ら
、
最
小
限
度

の
民
需
物
資
を
輸
出
し
た
。
（
三
）
ア
メ
リ
カ
を
出
航
し
π
外
国
船
舶
が
外
国
港
で
戦
略
物
資
を
積
込
み
、
こ
れ
を
中
国
の
港
に
陸
揚
し
て

も
ア
メ
リ
カ
政
府
に
は
こ
れ
に
干
渉
す
る
権
限
が
な
い
。
（
↓
ゴ
Φ
　
ワ
q
Φ
d
く
　
団
O
『
騨
　
］
り
一
画
P
Φ
ω
リ
　
ワ
潤
O
〈
’
　
］
「
Q
Q
り
　
H
㊤
q
O
）

　
然
る
に
、
中
共
政
府
も
こ
れ
に
対
抗
し
て
一
九
五
〇
年
十
二
月
二
十
八
日
対
米
資
産
の
凍
結
を
命
今
し
、
中
華
人
民
共
和
国
内
に
あ
る
ア

メ
リ
カ
政
府
及
び
ア
メ
リ
カ
企
業
の
一
切
の
財
産
を
人
民
政
府
が
管
理
し
て
、
そ
の
移
転
及
び
処
分
を
制
限
禁
止
し
、
且
つ
人
民
共
和
国
内

の
銀
行
に
あ
る
一
切
の
ア
メ
リ
カ
公
私
預
金
を
凍
結
し
て
、
正
当
の
業
務
及
び
個
人
生
活
を
維
持
す
る
に
必
要
な
費
用
を
支
出
す
る
際
に
も

一
々
政
府
の
許
可
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
香
港
に
対
し
て
は
広
州
対
外
貿
易
管
理
局
を
通
じ
て
バ
タ
ー
制
に
よ
る
貿

易
機
構
に
改
め
る
旨
発
表
し
、
中
国
殊
に
広
東
の
対
香
港
貿
易
の
円
滑
を
期
す
る
と
興
に
「
，
先
進
後
出
」
の
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
て
必
需
物
資

の
輸
入
促
進
を
計
っ
た
。
こ
の
両
国
に
於
け
る
措
置
は
従
来
両
国
間
の
大
部
分
の
取
引
を
仲
介
し
て
い
た
香
港
に
と
っ
て
は
重
大
事
件
で
の

つ
で
、
香
港
商
人
は
取
サ
あ
え
す
対
米
対
日
貿
易
を
欧
洲
、
濠
洲
、
南
阿
方
面
に
切
換
え
て
、
そ
の
需
要
す
る
工
業
原
料
、
化
学
薬
品
及
び

金
属
類
の
供
給
を
補
う
こ
と
に
狂
奔
し
元
。
一
九
五
一
年
一
葉
に
至
る
と
フ
ラ
ン
ス
始
め
英
国
及
び
そ
の
属
領
を
含
む
国
連
諸
国
も
一
斉
に
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ア
メ
リ
カ
に
同
調
し
て
対
中
其
及
び
対
香
港
禁
輸
を
行
い
、
対
香
港
輸
出
は
香
港
の
地
揚
消
費
品
の
み
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
国
連
諸
国
の
こ
の
強
行
措
置
は
勢
い
香
港
自
体
を
し
て
更
に
こ
れ
に
応
ず
る
適
宜
の
体
制
に
一
歩
進
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
即
ち
、

香
港
政
庁
は
先
ず
十
二
月
八
日
に
以
前
の
禁
輸
品
目
に
加
う
る
に
百
十
品
目
に
亘
る
武
器
、
軍
需
品
を
禁
輸
に
付
し
陀
が
、
一
九
五
一
年
六

月
十
五
日
に
至
り
英
本
国
か
ら
の
指
令
に
よ
り
、
香
港
と
中
土
（
地
域
と
地
を
接
し
て
い
る
新
色
北
部
辺
界
区
域
の
境
を
封
鎖
し
て
入
と
物
と

の
交
通
を
遮
断
す
る
命
令
を
出
し
、
更
に
同
月
二
十
二
日
前
は
新
に
新
管
制
弁
法
を
布
い
て
禁
輸
品
目
に
ゴ
ム
、
鉄
鋼
製
品
、
モ
ー
タ
ー
、

車
吾
等
の
二
十
二
品
目
を
再
度
追
加
し
て
累
計
十
三
類
三
百
三
十
二
品
目
を
禁
輸
品
と
し
、
こ
れ
と
同
時
に
禁
輸
品
目
の
輸
出
入
に
は
す
べ

て
許
可
証
を
受
け
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
香
港
に
輸
入
さ
れ
る
物
品
は
唯
香
港
の
自
用
に
供
す
る
物
及
び
許
可
さ
れ
π
目
的
地
に
再
輸
出
さ

れ
る
も
の
の
み
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
し
か
も
後
者
は
貨
物
が
到
着
後
、
指
定
の
倉
庫
に
保
管
す
る
を
要
し
輸
出
証
を
取
得
し
て
後
始

め
て
輸
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
間
貨
物
は
香
港
官
憲
の
監
督
下
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
最
近
の
措
置
に
至
る
ま
で
香
港
の
業
者
は
思
惑
輸
入
に
狂
奔
し
、
そ
の
だ
め
の
輸
出
入
は
却
っ
て
月
々
に
増
大
を
見
、
殊
に
六
月
二

十
二
日
の
直
前
に
は
香
港
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
ス
ト
ッ
ク
が
市
外
に
搬
出
さ
れ
て
運
輸
機
関
は
悉
く
大
混
雑
を
呈
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
業

者
の
蕉
燥
、
智
慮
は
極
、
端
に
達
し
、
さ
す
が
不
死
身
の
如
く
に
見
ら
れ
て
い
た
香
港
貿
易
界
も
、
こ
れ
を
機
と
し
て
降
り
坂
に
向
い
つ
つ
あ

る
。
中
国
か
ら
離
れ
だ
香
港
は
そ
の
存
在
価
値
の
大
半
を
失
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
暫
く
は
華
僑
の
商
魂
に
よ
る
地
域
転
換
と
そ
し
て
永

久
に
絶
滅
し
得
な
い
密
貿
易
の
跳
梁
に
任
か
せ
て
そ
の
貿
易
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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斯
く
し
て
、
昔
日
の
自
由
貿
易
港
香
港
は
最
早
事
実
上
自
由
港
で
は
な
く
な
っ
た
Q
貿
易
の
極
端
な
る
不
自
由
は
五
日
の
世
界
的
趨
勢
で

あ
っ
て
独
り
香
港
の
み
に
係
わ
る
問
題
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
前
後
か
ら
世
界
を
風
廃
し
て
来
セ
関
税
の
引
上
と
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香
港
貿
易
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輸
出
入
統
制
と
の
最
中
に
あ
っ
て
も
、
毅
然
と
し
て
自
由
貿
易
の
建
前
を
堅
持
し
て
来
た
香
港
も
遂
に
米
英
そ
の
他
外
界
の
事
情
に
押
し
ま

く
ら
れ
て
、
本
来
の
自
由
貿
易
港
π
る
性
格
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
Q
香
港
が
他
の
英
領
自
由
貿
易
港
に
比
し
て
遙
か
に
優
っ
て
自
由
貿
易

港
π
る
機
能
を
発
揮
し
得
た
根
本
理
由
は
、
香
港
が
中
国
の
南
岸
に
接
触
し
て
い
る
事
実
で
あ
り
、
こ
の
事
実
が
叉
今
日
香
港
を
し
て
逆
に

自
由
貿
易
港
だ
る
性
格
を
失
わ
し
め
ざ
る
を
得
な
く
し
だ
理
由
で
も
あ
る
。
香
港
が
英
領
に
な
つ
だ
当
初
か
ら
自
由
貿
易
制
を
と
っ
た
の
は

英
国
商
品
の
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
進
出
と
ア
ジ
ア
資
源
の
吸
牧
の
た
め
最
も
有
利
な
策
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
最
近
自
由
貿
易
制
を
次
第
に

後
退
せ
し
め
て
遂
に
こ
れ
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
の
は
英
国
の
本
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
英
国
の
国
際
政
治
的
立
場
か
ら
己
む
を
得
な

か
っ
た
処
置
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
こ
れ
を
英
国
が
為
せ
す
、
他
の
国
の
領
土
で
あ
っ
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
永
く
自
由
貿
易
港
π
る
地
位

を
維
持
し
得
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
ら
ば
、
香
港
の
今
日
の
体
制
は
一
時
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
国
際
情
勢
が
緩
和
す
れ
ば
再
び
元

の
臼
由
港
仁
る
性
格
を
と
り
戻
す
日
の
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
思
う
に
、
香
港
が
自
由
貿
易
性
を
失
う
に
至
つ
だ
表
面
上
の
原
因
に
は
二
つ
あ
る
。
　
一
は
最
近
の
英
国
の
為
替
政
策
の
一
環
と
し
て
と
ら

れ
て
い
る
為
替
統
制
か
ら
来
る
輸
出
入
統
制
で
あ
り
、
他
は
国
連
の
対
中
共
禁
輸
の
余
波
と
し
て
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
π
貿
易
制
限
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
原
因
と
も
香
港
が
政
治
的
に
英
国
の
覇
絆
下
に
あ
る
か
ら
生
じ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
香
港
自
体
の
自
主
経
済
の
立

場
か
ら
必
然
に
起
つ
た
こ
と
で
は
な
い
。
元
来
、
香
港
に
は
政
治
的
自
主
性
の
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
経
済
的
に
も
亦
自
主
性
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

く
、
殆
ど
悉
く
が
外
国
経
済
の
仲
介
を
以
っ
て
そ
の
使
命
と
し
て
お
り
、
徒
っ
て
外
国
の
経
済
事
情
に
強
く
左
右
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
冷
ま
で
に
詳
し
く
そ
の
実
態
を
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
経
済
の
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
実
は
本
国
で
あ
る
英
国
で
は
な
く
、

中
国
及
び
そ
の
画
幅
ア
ジ
ア
諸
国
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
今
日
の
香
港
の
苦
悩
が
あ
る
。
政
治
的
に
は
英
国
に
縛
ら
れ
、
経
済
的
に
は
中

国
及
び
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
は
、
香
港
の
あ
ら
ゆ
る
立
場
を
し
て
極
め
て
不
自
然
な
状
態
に
置
い
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
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な
ら
な
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香
港
が
自
由
貿
易
性
を
失
う
に
至
つ
元
こ
の
二
つ
の
原
因
の
う
ち
第
一
の
原
因
は
、
膀
の
国
際
的
地
位
が
安
定
す
る
に
至
れ
ば
解
消
す
る

の
意
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
膀
の
将
来
即
ち
将
来
に
於
け
る
英
国
経
済
の
国
際
的
地
位
な
る
も
の
は
極
め
て
予
測
し
難
い
も
の
で
あ
っ

て
、
従
っ
て
永
く
現
在
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
原
因
か
ら
の
解
放
は
、
だ
と
え
香
港
が
傍
地
域
か
ら
再
び
離
脱
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
却
っ
て
膀
地
域
か
ら
閉
め
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
不
利
な
帯
揚
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
自
主
的
に
貿
易
を
行

い
得
る
と
い
う
建
前
だ
け
は
保
つ
こ
と
が
出
来
る
。
第
二
の
理
由
は
朝
鮮
動
乱
に
伴
う
非
常
措
置
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か

る
対
香
港
禁
輸
政
策
が
永
く
続
く
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
解
消
は
時
聞
の
問
題
で
あ
る
。
い
す
れ
に
せ
よ
こ
の
二
つ
の
原
因
か
ら

生
じ
把
事
態
は
、
香
港
が
英
国
の
轟
絆
か
ら
完
全
に
離
脱
し
て
い
π
と
仮
定
す
れ
ば
、
π
と
え
香
港
経
済
が
英
国
資
本
の
勢
力
下
に
あ
る
と

し
て
も
起
り
得
な
か
っ
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
信
せ
ら
れ
る
。

　
香
港
の
自
由
貿
易
性
喪
失
の
原
因
と
し
て
吾
々
が
重
視
す
る
の
は
、
近
年
に
於
け
る
香
港
貿
易
機
構
の
中
に
潜
在
す
る
自
主
的
政
策
に
係

わ
る
も
の
で
あ
る
。
元
来
、
香
港
の
関
税
は
既
述
の
よ
う
に
極
め
て
限
ら
れ
た
品
目
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
て
お
サ
、
酒
、
タ
バ
コ
、
化
粧
品

及
び
薬
品
類
、
石
油
製
品
、
飲
料
水
の
五
品
目
で
あ
っ
て
、
香
港
同
製
品
の
消
費
税
よ
り
幾
分
高
い
程
度
の
税
率
で
あ
る
。
香
港
の
自
主
的

関
税
は
こ
の
五
品
目
に
対
す
る
関
税
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
な
ら
ば
自
由
貿
易
港
だ
る
性
格
に
影
響
す
る
と
は
い
え
な
い
程
度
で
あ
る
9

何
と
な
れ
ば
課
税
目
的
は
消
費
税
を
カ
ヅ
ァ
ー
す
る
こ
と
に
あ
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
本
来
の
関
税
に
加
え
る
に
、
一
九
三
二
年
オ

ッ
タ
ワ
会
議
の
協
定
に
よ
る
英
国
、
属
領
、
自
治
領
問
に
設
け
ら
れ
た
特
恵
輸
入
税
制
度
に
よ
り
、
同
地
域
相
互
間
に
於
け
る
生
産
品
の
交

流
を
円
滑
に
し
輸
出
を
盛
に
す
る
把
め
同
地
域
内
の
製
品
、
殊
に
英
国
製
品
を
保
護
す
る
目
的
で
第
三
国
製
品
に
対
し
特
に
定
め
ら
れ
π
関

税
が
あ
る
。
こ
れ
は
香
港
自
体
の
理
由
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
関
税
で
は
な
く
、
莫
植
民
地
な
る
が
故
に
こ
の
協
定
に
加
盟
せ
ざ
る
を
得
な

　
　
　
　
香
港
貿
易
の
性
格
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か
つ
元
と
い
う
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
協
定
あ
る
が
故
に
香
港
製
品
の
英
地
域
へ
の
輸
出
が
幾
分
有
利
に
な
っ
て
い
る
事
実
は

認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
協
定
に
よ
る
特
恵
関
税
制
度
i
裏
か
ら
い
え
ば
保
護
関
税
制
度
1
を
香
港
が
布
い
た
と
い
う
事
実
は
、
多
分

に
将
来
の
香
港
の
政
策
を
暗
示
す
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
制
度
が
機
縁
と
な
っ
て
将
来
何
等
か
の
保
護
関
税
を
自
主
的
に
設
け
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
今
か
ら
予
測
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
前
に
も
述
べ
党
よ
う
に
香
港
の
地
揚
工
業
億
戦
後
極
め
て
著
し
い
発
展
を
遂
げ
、
繊
維

工
業
と
ゴ
ム
工
業
と
は
最
も
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
共
に
輸
出
工
業
を
目
指
し
て
著
し
い
拡
張
を
見
て
い
る
。
市
場
の
景
気
に
よ
っ
て

盛
衰
は
免
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
い
す
れ
も
ア
ジ
ア
に
於
け
る
消
費
品
で
あ
る
点
か
ら
外
国
製
品
と
の
競
争
は
避
け
ら
れ
な
い
。
今
で
こ
そ
国

際
経
済
の
混
乱
の
う
ち
に
あ
っ
て
そ
の
保
護
政
策
は
見
失
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
総
べ
て
が
落
着
い
て
来
だ
時
に
は
香
港
産
業
を
保
護
す

る
の
必
要
を
薫
じ
、
恐
ら
く
同
類
の
外
国
輸
入
品
に
対
し
て
何
等
か
の
制
限
の
手
を
打
つ
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
香
港
の
自
由
貿
易

性
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
に
於
い
て
の
本
質
的
な
事
件
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
戦
前
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
輸
入
割
当
制
に
係
わ
る
問
題
で
あ
る
。
元
来
、
香
港
に
於
け
る
こ
の
輸
入
割
当
制
は
一
九
二
九
牟
世

界
恐
慌
の
後
に
欧
洲
諸
国
に
於
い
て
採
ら
れ
陀
輸
入
割
当
制
と
は
そ
の
動
機
に
於
い
て
叉
規
模
に
於
い
て
著
し
い
差
が
あ
る
。
即
ち
、
一
九

三
二
年
前
後
か
ら
欧
洲
諸
国
に
於
い
て
と
ら
れ
た
輸
入
割
当
制
は
、
当
時
農
産
物
価
格
の
暴
落
と
再
臨
の
下
落
と
の
だ
め
英
国
、
独
逸
の
産

物
が
各
国
に
盛
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
外
貨
の
欠
乏
、
国
内
資
金
の
不
足
が
伴
っ
た
だ
め
、
各
国
と
も
当
時
の
経
済
活
動
水

準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
の
で
、
先
ず
最
も
早
く
こ
の
危
機
に
当
面
し
て
い
だ
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
農
林
畜
産
物
の
輸
入
割
当

を
行
っ
て
産
業
を
保
護
し
、
同
時
に
為
替
統
制
を
布
い
て
外
貨
需
要
を
抑
制
す
る
措
置
に
出
で
た
こ
と
に
始
ま
る
。
次
い
で
ベ
ル
ギ
ー
、
ス

イ
ス
、
和
蘭
に
同
様
の
措
置
を
と
ら
し
め
、
亦
輸
入
割
当
の
品
目
も
工
業
製
品
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
遂
に
こ
れ
が
世
界
的
傾
向
と
碁
つ
だ
の

で
あ
る
。
こ
の
輸
入
割
当
制
は
農
産
物
の
価
格
が
回
復
し
硝
価
が
安
定
し
た
後
も
永
く
そ
の
形
骸
を
残
し
、
関
税
と
併
面
し
て
寧
ろ
関
税
以
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上
に
強
力
な
る
輸
入
制
限
の
役
割
を
果
た
し
て
来
た
。
即
ち
、
過
激
な
る
経
済
変
動
に
際
し
て
は
国
内
産
業
を
保
護
す
る
手
段
と
し
て
関
税

引
上
は
寧
ろ
緩
急
に
過
ぎ
、
一
挙
に
直
接
に
輸
入
を
喰
止
め
る
割
当
制
で
な
け
れ
ば
そ
の
目
的
を
達
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
経
験
し
だ
の

で
、
そ
の
後
永
く
延
い
陀
不
安
な
る
世
界
情
勢
が
各
国
を
し
て
こ
の
非
常
措
置
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
躊
躇
せ
し
め
て
い
だ
か
ら
で
あ
る
。
各

国
に
於
け
る
極
端
な
産
業
保
護
策
は
当
然
に
相
互
の
貿
易
を
阻
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
際
親
善
を
甚
だ
し
く
動
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
に
、
そ
の
後
各
種
の
貿
易
協
定
が
各
国
問
に
於
い
て
結
ば
れ
る
こ
と
が
流
行
し
出
し
だ
の
も
亦
病
竃
の
成
行
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
輸
入
割
当
制
に
比
べ
る
と
香
港
の
割
当
制
は
そ
の
範
囲
は
狭
い
。
そ
の
設
定
の
動
機
は
限
ら
れ
π
輸
入
資
金
を
以
っ
て
住
民
の

生
活
必
需
品
を
確
保
す
る
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
先
ず
住
民
に
対
し
て
配
給
制
を
布
い
て
い
る
物
資
、
即
ち
米
、
バ
タ
ー
、
肉
類
、
砂
糖
、

薪
、
石
炭
、
コ
ー
ク
ス
、
綿
糸
等
の
輸
入
に
必
要
な
外
貨
を
確
保
す
る
意
昧
を
以
っ
て
輸
入
割
当
制
を
行
つ
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
食

糧
殊
に
米
は
最
初
「
国
際
緊
急
食
糧
割
当
委
員
会
」
に
よ
り
輸
入
地
域
別
に
割
当
て
ら
れ
て
い
だ
が
、
一
九
五
〇
年
一
月
一
日
を
以
っ
て
こ

れ
が
終
了
を
つ
げ
、
香
港
は
引
続
き
直
接
輸
入
先
で
あ
る
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
仏
印
、
エ
ジ
プ
ト
等
と
交
渉
し
て
輸
入
割
当
量
を
決
定
し
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
す
れ
も
政
府
輸
入
の
形
で
行
い
輸
入
業
者
を
し
て
実
務
に
当
ら
し
め
て
い
る
。
こ
の
割
当
制
が
香
港
産
業
保
護
の

意
味
で
工
業
原
料
な
ど
に
も
拡
大
さ
れ
貿
易
協
定
の
形
で
実
施
を
見
て
い
る
の
が
現
行
の
政
府
輸
入
制
度
で
あ
る
。
こ
の
輸
入
当
制
乃
至
貿

易
協
定
は
如
何
に
規
模
が
小
さ
く
て
も
自
由
貿
易
を
廃
棄
し
だ
意
味
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
な
く
、
殊
に
こ
れ
が
自
ら
自
由
貿
易
港
と
称
す

る
香
港
だ
け
に
問
題
は
大
き
い
。
即
ち
、
自
由
貿
易
港
だ
る
た
め
に
は
貿
易
を
相
互
に
制
限
す
る
離
心
の
貿
易
協
定
の
存
在
は
許
さ
れ
な
い
。

何
と
な
れ
ば
、
か
か
る
貿
易
協
定
は
関
税
以
上
に
貿
易
の
障
壁
と
な
る
か
ら
で
あ
り
、
唯
こ
れ
が
両
国
間
の
納
得
つ
く
で
設
定
さ
れ
る
π
め

関
税
引
上
よ
り
は
平
和
的
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
叉
、
こ
の
制
度
は
一
旦
貿
易
機
構
の
中
に
た
と
え
一
時
的
の
意
昧

で
導
入
さ
れ
把
と
し
て
も
、
や
や
と
も
す
れ
ば
定
着
す
る
性
質
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
過
去
の
歴
史
が
幾
多
証
明
し
て
い
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
香
港
貿
易
の
性
格
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香
港
貿
易
の
性
格

で
あ
る
Q

　
以
上
の
二
点
か
ら
見
て
香
港
の
自
由
貿
易
港
た
る
性
格
は
今
や
本
質
的
に
失
わ
れ
、
且
つ
将
来
に
於
い
て
も
こ
れ
が
復
活
す
る
見
込
は
な

い
も
の
と
見
る
。
香
港
が
英
国
植
民
地
だ
る
現
在
の
地
位
を
そ
の
ま
ま
と
し
て
存
続
し
、
い
つ
の
日
か
再
び
英
国
が
香
港
に
於
け
る
自
由
貿

易
政
策
を
復
活
せ
し
め
た
と
し
て
も
、
今
度
は
香
港
自
体
の
理
由
に
よ
っ
て
過
去
に
見
ら
れ
だ
よ
う
な
自
由
貿
易
港
に
再
び
戻
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
と
な
る
。
唯
問
題
は
香
港
貿
易
の
本
来
の
使
命
た
る
再
輸
出
貿
易
の
前
途
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
前
に
述
べ
だ
香
港
の
特
殊
的
位
置

に
根
を
置
い
て
い
る
貿
易
で
あ
る
た
め
、
外
部
か
ら
不
自
然
な
る
抑
圧
さ
え
加
わ
ら
な
い
限
り
永
久
に
栄
え
る
運
命
に
あ
る
Q
一
方
に
産
業

保
護
政
策
を
遂
行
し
他
方
に
再
輸
出
貿
易
の
円
滑
発
展
を
期
す
る
だ
め
に
は
、
香
港
は
外
国
に
於
い
て
現
に
設
け
ら
れ
て
い
る
自
由
港
区
乃

至
は
外
国
貿
易
地
帯
の
如
き
性
格
を
も
つ
地
区
を
市
内
は
港
の
中
に
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
真
に
ア
ジ
ア
諸

民
族
の
た
め
を
思
う
な
ら
ば
、
香
港
は
国
際
的
に
見
れ
ば
微
々
た
る
そ
の
産
業
を
犠
牲
に
し
て
も
、
市
全
域
を
飽
く
ま
で
自
由
貿
易
地
帯
と

し
て
復
活
せ
し
め
、
国
際
経
済
上
の
中
立
的
地
位
を
保
ち
国
際
的
緩
衝
地
帯
と
し
て
の
役
割
を
果
π
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
ア
ジ
ア
及
び
南

方
の
生
産
品
が
こ
こ
を
介
し
て
交
流
し
、
過
去
に
大
な
る
実
績
を
持
つ
金
融
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
、
貿
易
決
済
の
中
心
市
場
と
な
る
こ
と

は
九
そ
の
位
置
か
ら
い
っ
て
甚
だ
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
Q
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…戦

辮
_
戸
貿
易
業
の
実
態

一
、
序

　
戦
後
日
本
経
済
の
再
建
に
お
い
て
重
要
な
任
務
を
担
う
貿
易
業
が
い
か
な
る
実
態
を
備
え
て
い
る
か
を
具
体
的
に
検
接
す
る
こ
と
は
、
貿

易
政
策
の
必
要
か
ら
見
て
も
、
貿
易
経
営
の
上
か
ら
見
て
も
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
昭
和
二
二
年
八
月
に
民
間
貿
易
が
一
部
再
開
せ
ら
れ
て
か
ら
、
丁
度
一
年
を
経
た
二
三
年
夏
、
神
戸
市
経
済
局
貿
易
課
で
は
貿
易
行
政
上

の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
貿
易
業
の
実
態
調
査
を
企
画
さ
れ
、
そ
の
実
行
に
つ
い
て
私
に
依
嘱
さ
れ
π
。
当
時
は
ま
だ
輸
出
貿
易
の
一
部

分
が
民
間
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ
た
ば
か
サ
で
、
輸
入
は
政
府
貿
易
の
形
で
行
わ
れ
て
い
π
し
、
海
外
と
の
接
触
は
バ
イ
ヤ
ー
を
通
じ
る
の

み
で
、
い
わ
ゆ
る
盲
貿
易
の
状
況
下
に
あ
っ
て
貿
易
業
界
は
な
お
混
屯
と
し
て
、
貿
易
業
者
の
実
態
は
業
者
自
身
で
さ
え
把
捉
し
か
ね
る
状

態
で
あ
っ
た
。

　
私
は
神
戸
市
の
右
の
企
て
が
、
混
迷
状
態
に
あ
る
神
戸
貿
易
業
の
実
態
を
明
る
み
に
出
し
、
行
政
上
の
指
針
を
見
出
す
上
に
適
切
で
あ
る

の
み
な
ら
す
、
学
問
的
に
も
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
神
戸
大
学
に
お
け
る
私
の
研
究
室
の
課
題
と
し
て
進
ん
で
こ
れ
を
受
諾
し
、
二

三
年
八
月
の
暑
中
休
暇
を
利
用
し
て
、
研
究
室
の
学
生
六
名
を
煩
わ
し
て
第
一
回
実
態
調
査
を
行
つ
抱
Q

　
こ
の
種
の
調
査
が
一
回
限
り
で
な
く
、
毎
年
連
続
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
建
せ
ら
れ
行
く
神
戸
貿
易
業
の
発
展
傾
向
を
捉
え

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
、
爾
後
、
毎
夏
同
様
の
調
査
を
重
ね
て
、
本
年
八
月
で
第
四
回
実
態
調
査
を
完
了
し
た
。
こ
の
間
に
お
い
て
日

本
貿
易
は
幾
多
の
困
難
を
経
な
が
ら
も
一
路
回
復
の
途
を
辿
り
、
講
和
条
約
の
調
印
を
迎
え
る
こ
と
と
な
つ
だ
の
で
あ
っ
て
、
第
一
回
よ
り

繁
四
回
黒
い
た
る
毎
年
の
実
無
調
査
の
記
録
は
、
貿
易
再
開
よ
り
講
和
会
議
に
い
薫
る
ま
で
の
歴
史
的
期
間
に
お
け
る
神
戸
貿
易
業
の
歩
み

の
跡
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
全
日
本
の
貿
易
業
の
辿
つ
だ
足
ど
り
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
右
。
こ
の
意
昧
に
お
い
て
、
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こ
れ
ら
四
回
に
わ
π
る
調
査
を
基
礎
に
し
て
、
そ
の
実
態
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
意
昧
深
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
私
は
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
一
方
に
お
い
て
神
戸
市
の
行
政
上
の
必
要
に
応
え
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
、
私
の
さ
さ
や
か
な
学
問

・
上
の
要
求
を
満
仁
し
た
い
と
念
じ
陀
。
即
ち
、
貿
易
業
の
適
正
規
模
の
検
出
と
い
う
課
題
と
、
貿
易
業
と
生
産
業
の
繋
り
方
式
の
解
明
と
い

・
う
課
題
で
あ
る
。
前
者
は
日
本
学
術
振
興
会
第
一
一
八
（
中
小
産
業
）
小
委
員
会
の
委
員
の
一
入
と
し
て
、
貿
易
業
の
あ
り
方
を
自
ら
の
担

当
分
野
と
し
て
受
持
っ
て
か
ら
は
と
く
に
刺
直
な
要
求
と
な
つ
だ
も
の
で
、
工
業
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
な
適
正
規
模
が
貿
易
業
に
つ
い
て

は
い
か
に
し
て
検
出
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
に
苦
心
と
興
昧
を
か
け
た
。

後
者
の
課
題
に
つ
い
て
は
か
ね
て
か
ら
私
の
行
っ
て
き
だ
輸
出
中
小
工
業
の
実
態
調
査
や
研
究
と
の
関
連
に
お
い
て
、
貿
易
業
の
側
面
か
ら

つ
き
と
め
て
見
だ
い
と
願
っ
て
い
陀
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
併
し
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
課
題
と
も
に
今
ま
で
の
調
査
で
は
十
分
な
資
料
を
得
る
に
至
ら
す
、
確
定
的
な
結
果
に
到
達
し
得
て
い
な
い

ご
と
を
遺
憾
と
す
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
調
査
票
に
掲
げ
る
べ
き
事
項
が
余
り
に
多
く
、
必
ず
し
も
私
の
学
問
上
の
要
求
の
み
を
盛
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
と
、
質
問
が
余
り
に
細
目
に
わ
だ
る
と
き
は
却
っ
て
業
者
の
記
入
上
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
事
情
に
基
く
も
の
で
、
将
来

は
抜
取
り
調
査
で
詳
密
な
調
査
を
行
い
、
　
一
般
的
調
査
と
併
行
し
て
確
定
的
な
結
論
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
右
の
二
点
に
加
え
て
、
最
近
に
お
い
て
私
の
関
心
を
惹
く
問
題
は
貿
易
業
に
お
け
る
資
本
構
成
の
脆
弱
さ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は

貿
易
業
の
過
度
競
争
現
象
と
と
も
に
、
そ
の
実
態
を
見
究
め
把
い
と
思
つ
だ
点
で
あ
る
。

　
主
と
し
て
右
の
ご
と
き
問
題
意
識
に
基
い
て
、
過
去
四
ケ
年
に
跨
る
神
戸
市
貿
易
業
実
態
調
査
の
結
果
を
整
理
し
、
一
応
の
結
論
に
到
達

し
把
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
あ
る
・

　
　
な
お
、
こ
の
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
＝
冒
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
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の
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態
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調
査
に
当
っ
て
は
ま
つ
、
調
査
票
を
作
り
、
研
究
室
の
学
生
が
予
め
整
備
し
て
お
い
た
貿
易
業
者
の
名
簿
に
從
っ
て
、
一
々
戸
別
訪
問
し
、
調
査
票
の

記
入
事
項
の
説
明
を
し
た
上
で
、
後
日
再
び
歴
訪
し
て
こ
れ
を
回
収
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
時
に
は
十
回
以
上
足
を
運
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
業
者
の
理
解

と
協
力
と
調
査
員
の
熱
心
さ
の
た
め
に
回
収
率
は
相
当
に
高
く
、
記
入
も
豊
富
で
こ
の
点
で
は
相
当
の
成
果
を
収
め
た
と
考
え
て
い
る
。

　
調
査
票
に
は
三
十
数
項
の
調
査
項
目
を
設
け
た
が
、
そ
の
中
に
は
毎
調
査
毎
に
あ
ら
わ
れ
る
恒
久
的
事
項
と
、
そ
の
年
々
の
業
界
の
問
題
点
に
つ
い
て

業
者
の
実
情
や
意
見
を
知
る
た
め
の
臨
時
的
事
項
と
が
盛
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
恒
久
的
項
目
に
つ
い
て
も
、
年
と
と
も
に
改
善
し
た
の
で
、
毎
年
一
定
の

形
式
で
調
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
調
査
対
象
は
毎
年
同
一
で
は
な
く
、
神
戸
市
内
に
営
業
所
を
も
つ
も
の
に
つ
い
て
捉
え
得
る
最
大
限
を
捉
え
る
こ
と
に
し
た
。

　
調
査
対
象
は
輸
出
入
専
業
者
の
ほ
か
に
、
輸
出
売
込
商
、
輸
出
入
を
兼
営
し
て
い
る
製
造
業
者
、
加
工
業
者
、
輸
出
商
品
の
梱
包
業
者
を
も
含
ん
で
い

る
。
製
造
業
者
や
加
工
業
者
は
厳
密
に
い
え
ば
輸
出
入
業
者
と
別
個
に
取
扱
う
べ
き
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
こ
れ
を
別
途
に
取
扱
っ
て
い
な
い
の
で
、
統

計
上
若
干
の
不
確
実
さ
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
区
分
し
得
る
限
り
は
別
個
に
取
扱
ヶ
よ
う
に
し
た
し
、
概
略
の

趨
勢
を
見
る
た
め
に
は
大
き
な
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
調
査
に
当
る
学
生
が
毎
年
新
し
く
な
る
（
一
部
分
は
必
ず
経
験
者
を
残
す
こ
と
に
し
て
い
る
が
）
の
で
、
四
回
を
通
じ
て
同
じ
條
件
の
も
と
に
調
査
し

た
と
は
い
い
難
い
。
叉
統
計
作
成
に
つ
い
て
も
毎
年
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
も
な
お
、
毎
回
の
調
査

に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
比
較
は
許
さ
れ
る
と
老
え
る
。

　
調
査
は
前
年
の
七
月
一
日
か
ら
当
年
の
六
月
三
〇
日
に
至
る
一
ケ
年
を
全
年
と
し
て
い
る
。

　
　
第
一
回
調
査
　
昭
和
二
三
年
八
月
一
日
現
在

　
　
第
二
回
調
査
　
昭
和
二
四
年
八
月
一
日
現
在

　
　
第
三
回
調
査
　
昭
和
二
五
年
八
月
一
日
現
在

　
　
第
四
回
調
査
　
昭
和
二
六
年
八
月
一
日
現
在
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二
、
貿
易
業
の
復
興
胱
態

　
戦
前
神
戸
市
に
は
邦
入
貿
易
商
盟
約
一
、
二
〇
〇
を
数
え
把
と
い
わ
れ
て
い
る
。
戦
後
貿
易
再
開
と
と
も
に
、
貿
易
業
者
と
呼
ば
れ
る
も

の
の
数
は
あ
る
い
は
四
〇
〇
と
い
わ
れ
、
あ
る
い
は
五
〇
〇
と
称
せ
ら
れ
て
い
π
。
果
し
て
如
何
程
と
見
て
い
い
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ

の
第
一
回
調
査
の
一
つ
の
課
題
は
こ
れ
を
つ
き
と
め
る
こ
と
で
あ
っ
π
Q

　
ま
つ
、
昭
和
二
二
年
一
二
月
、
神
戸
市
貿
易
課
の
編
纂
し
わ
匹
「
粟
田
貿
易
業
者
名
簿
」
を
基
礎
に
し
て
二
二
四
社
を
対
象
と
し
て
と
り
上

げ
た
が
、
実
際
調
査
に
当
っ
て
見
る
と
、
昭
和
二
二
年
一
二
月
か
ら
調
査
の
時
ま
で
の
八
ヶ
月
間
に
解
散
し
だ
も
の
が
二
三
、
現
存
す
る
も

貿
易
業
者
の
性
格
を
有
し
な
い
も
の
、
ま
把
は
そ
の
他
の
理
由
で
調
査
票
の
節
煙
し
得
な
か
っ
た
も
の
が
二
一
あ
り
、
結
局
一
八
○
社
が
調

査
の
対
象
と
な
つ
π
（
形
式
的
回
牧
率
八
○
・
四
％
、
実
質
的
回
牧
園
八
九
・
六
％
）
こ
の
う
ち
、
輸
出
商
品
の
製
造
業
者
で
直
輸
出
を
行

っ
て
い
な
い
も
の
一
五
社
を
除
い
て
一
六
五
社
に
つ
い
て
統
計
表
を
作
成
し
た
。
そ
の
う
ち
神
戸
市
に
本
店
を
も
つ
も
の
一
二
六
社
、
他
所

に
本
店
を
も
ち
神
戸
に
支
店
の
あ
る
も
の
三
九
社
で
あ
っ
元
。
こ
の
ほ
か
に
調
査
洩
れ
の
も
の
も
あ
る
の
で
、
確
定
的
に
貿
易
業
者
と
見
得

る
も
の
は
全
体
に
お
い
て
約
二
〇
〇
社
と
推
定
し
て
い
い
と
考
え
ら
れ
π
。

　
当
時
、
民
間
貿
易
再
開
後
一
ヶ
年
を
経
π
ば
か
り
で
、
業
者
の
活
動
余
地
も
狭
く
、
取
扱
高
も
少
く
、
か
つ
種
々
の
駐
路
が
山
積
し
て
い

た
の
で
、
貿
易
業
者
も
ま
だ
本
格
的
な
活
動
を
開
始
す
る
に
至
っ
て
い
な
か
つ
だ
。
調
査
票
で
は
こ
れ
を
終
戦
後
の
輸
出
件
数
別
で
捉
え
π

の
で
あ
る
が
、
終
戦
後
輸
出
準
備
は
し
て
い
る
が
海
外
通
信
の
運
び
に
い
π
つ
て
い
な
い
も
の
本
支
店
を
合
し
て
全
商
社
一
六
五
社
の
う
ち

一
八
・
二
％
、
海
外
通
信
は
あ
る
が
取
引
に
い
た
っ
て
い
な
い
も
の
二
六
・
八
％
で
、
取
引
件
数
一
〇
件
未
満
の
も
の
二
八
・
五
％
、
一
〇

件
以
上
五
〇
件
未
満
二
三
・
○
％
、
五
〇
件
以
上
三
・
六
％
と
い
う
状
態
で
、
貿
易
準
備
中
の
も
の
が
全
体
の
四
五
％
の
高
率
を
占
め
て
い
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た
の
で
あ
る
Q

　
右
の
貿
易
開
始
に
至
ら
ざ
る
も
の
は
も
と
よ
り
、
貿
易
開
始
の
も
の
も
、
そ
の
三
把
る
活
動
分
野
は
国
内
取
引
に
置
か
れ
て
い
元
の
で
あ

っ
て
、
中
に
は
、
貿
易
や
商
業
と
全
然
関
係
の
な
い
業
務
を
兼
営
し
て
貿
易
業
復
帰
に
備
え
て
い
る
も
の
も
あ
っ
淀
。
そ
の
う
ち
の
特
異
の

も
の
と
し
て
は
鉱
山
経
営
、
土
建
業
、
進
駐
軍
用
輸
送
代
行
業
、
菓
子
製
造
業
な
ど
で
あ
る
。
か
く
て
第
一
回
調
査
に
お
い
て
捉
え
得
π
実

態
は
貿
易
準
備
期
を
反
映
し
て
い
み
も
の
と
い
い
得
る
。

　
第
二
回
調
査
に
際
し
て
は
貿
易
業
者
の
相
貌
も
梢
ζ
固
ま
っ
て
、
対
象
と
し
て
予
定
さ
れ
る
も
の
も
三
一
一
社
に
増
加
し
元
。
こ
れ
を
戸

別
に
当
っ
て
見
た
結
果
、
前
回
調
査
後
の
一
ヶ
年
間
に
解
散
し
把
も
の
、
市
外
移
転
、
貿
易
業
者
な
ら
ざ
る
も
の
、
合
併
、
住
所
不
明
な
ど

で
本
来
的
に
調
査
不
能
の
も
の
四
六
社
が
判
明
し
、
確
定
的
に
調
査
対
象
と
な
っ
た
も
の
は
二
六
五
社
、
そ
の
う
ち
、
調
査
票
の
回
暑
し
得

た
も
の
二
四
八
社
（
実
質
的
回
二
心
九
三
・
六
％
）
と
な
り
、
前
年
に
比
し
て
六
八
社
を
加
え
把
。
二
四
八
社
の
う
ち
、
本
店
は
一
八
九
社
、

支
店
は
五
九
社
で
あ
っ
た
。

　
前
回
調
査
に
比
し
て
第
二
回
調
査
に
お
い
て
は
、
神
戸
貿
易
業
は
一
段
の
発
展
を
示
し
、
そ
の
輸
出
取
扱
高
は
前
年
（
昭
和
二
三
年
）
上

半
期
を
一
〇
〇
と
し
て
本
年
上
半
期
は
金
額
に
お
い
て
二
六
五
・
四
、
数
量
に
お
い
て
一
九
八
・
六
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
π
。
併
し
な
が
ら
、

国
内
的
に
は
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
に
基
く
金
融
の
逼
迫
、
為
替
レ
ー
ト
設
定
に
よ
る
一
部
商
品
の
採
算
難
、
国
外
的
に
は
海
外
市
況
の
把
握
困

難
、
貿
易
活
動
上
の
不
便
等
の
事
情
が
重
な
っ
て
、
貿
易
業
者
は
ま
だ
本
格
的
な
活
動
に
入
っ
た
と
は
い
い
難
く
、
調
査
票
に
あ
ら
わ
れ
把

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
専
業
の
貿
易
業
者
と
い
っ
て
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
依
然
と
し
て
、
国
内
商
業
や
そ
の
他
の
事
業
を
兼
営
し
て
い
る

も
の
が
多
い
。
即
ち
、
全
取
扱
高
中
、
内
地
向
取
扱
高
の
占
め
る
比
率
を
見
る
と
、
殆
ど
内
地
向
ば
か
り
を
取
扱
っ
て
い
る
も
の
は
こ
の
項

記
入
一
〇
三
社
中
の
二
〇
社
（
一
九
・
二
％
）
、
逆
に
内
地
取
引
依
存
率
五
％
未
満
の
も
の
は
八
社
で
七
・
七
％
に
過
ぎ
な
い
。
ま
把
、
貿
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易
引
合
中
と
の
回
答
を
寄
せ
た
も
の
が
、
回
答
一
九
一
社
中
八
四
祉
（
四
三
・
九
％
）
と
依
然
と
し
て
高
率
を
占
め
て
い
る
。

　
か
く
て
第
二
回
調
査
の
結
果
も
ま
た
黎
朋
期
の
胎
動
を
反
映
し
て
お
与
、
日
本
貿
易
正
常
化
直
前
の
実
態
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　
第
三
回
調
査
で
は
予
定
商
社
は
前
年
の
三
一
一
社
よ
り
増
加
し
て
三
六
〇
礼
で
あ
っ
だ
。
併
し
な
が
ら
、
貿
易
業
が
次
第
に
軌
道
に
の
っ

て
き
把
の
に
鑑
み
、
貿
易
準
備
中
な
る
も
未
だ
貿
易
実
績
な
き
も
の
（
究
八
礼
）
は
調
査
対
象
よ
り
除
き
、
そ
の
ほ
か
に
、
前
年
よ
り
本
年

に
か
け
て
解
散
ま
だ
は
休
業
中
の
も
の
（
二
五
社
）
、
市
外
移
転
（
三
八
社
）
、
本
支
店
合
併
、
建
物
焼
失
等
（
五
社
）
を
除
い
て
、
確
定
対

象
は
二
五
四
社
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
調
査
票
の
回
回
し
得
た
も
の
二
二
一
社
（
実
質
的
回
翌
夕
九
〇
％
）
で
、
う
ち
本
店
一
五
〇
社
、
支

店
、
七
一
社
で
あ
る
。

　
第
二
回
調
査
に
比
し
て
第
三
回
調
査
で
は
、
輸
出
は
さ
ら
に
増
加
し
、
前
年
（
昭
和
二
四
年
）
上
半
期
を
一
C
O
と
し
て
本
年
上
半
期
に

は
、
金
額
に
お
い
て
一
七
九
・
一
％
、
数
量
に
お
い
て
二
〇
三
．
・
六
％
の
指
数
を
示
し
、
引
続
き
相
当
の
飛
躍
を
と
げ
、
と
く
に
数
量
の
増

加
率
が
高
い
。
こ
れ
は
こ
の
期
間
に
お
い
て
、
取
扱
商
品
の
価
格
下
落
が
は
げ
し
か
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、
漸
く
軌
道
に
の
り
か
け
陀
貿
易

業
の
苦
悩
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
期
聞
で
あ
る
昭
和
二
四
年
七
月
以
降
の
一
ケ
年
間
に
お
い
て
は
国
内
的
に
は
金
融
制
限
に
伴

う
デ
フ
レ
化
、
国
外
的
に
は
常
敷
需
要
の
減
退
に
よ
る
輸
出
滞
貨
増
大
の
時
機
で
、
貿
易
業
が
買
手
市
場
の
試
練
に
面
し
だ
時
で
あ
る
。
併

し
な
が
ら
、
昭
和
二
五
年
一
月
以
降
、
輸
入
貿
易
も
民
間
扱
い
と
な
り
、
在
外
享
務
所
の
設
置
、
邦
入
海
外
渡
航
の
緩
和
等
貿
易
活
動
上
の

制
約
は
漸
次
解
除
さ
れ
、
海
外
市
場
へ
の
接
近
も
容
易
と
な
っ
て
、
貿
易
正
常
化
へ
の
第
一
年
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
第
四
回
調
査
の
時
に
は
、
す
で
に
神
戸
貿
易
業
は
一
応
そ
の
本
来
の
形
態
と
括
動
を
確
立
し
た
と
見
ら
れ
、
対
象
と
し
て
予
定
し
た
業
者

数
も
第
三
回
に
比
し
て
む
し
ろ
少
べ
て
三
四
五
社
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
住
所
不
明
（
二
五
社
）
、
解
散
（
一
七
祉
）
、
休
業
（
一
〇
社
）
、
市
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外
移
転
（
六
社
）
、
合
併
（
一
社
）
、
．
貿
易
業
な
ら
ざ
る
も
の
（
六
軒
）
計
六
五
社
を
除
い
だ
確
定
対
象
は
二
八
O
社
で
あ
っ
π
。
そ
の
う
ち
、

調
査
票
回
牧
済
み
は
二
六
八
社
（
実
質
的
回
牧
率
九
五
・
六
％
）
で
、
本
店
一
九
九
社
、
支
店
六
九
社
で
あ
っ
π
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
に
、

調
査
洩
れ
の
も
の
を
も
含
め
て
、
神
戸
市
の
貿
易
業
者
数
は
大
約
三
〇
〇
社
と
見
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
う
。

　
第
三
回
調
査
の
期
間
の
終
り
頃
に
勃
発
し
だ
朝
鮮
動
乱
は
第
四
回
調
査
に
そ
の
影
響
の
全
貌
を
印
し
だ
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
一
ケ
年
間
に

貿
易
は
さ
ら
に
増
進
し
だ
。
即
ち
、
前
年
（
昭
和
二
五
年
）
上
半
期
を
一
〇
〇
と
し
て
本
年
上
半
期
に
は
輸
出
に
つ
い
て
は
、
金
額
指
数
で

二
八
○
・
六
、
数
量
指
数
で
一
五
九
・
二
を
示
し
、
輸
入
に
つ
い
て
は
金
額
で
二
三
〇
・
四
、
数
量
で
一
五
三
・
二
を
記
録
し
だ
。
輸
出
入

と
も
に
前
回
の
調
査
と
は
逆
に
、
金
額
指
数
の
方
が
数
量
指
数
よ
り
は
る
か
に
高
い
の
は
こ
の
期
に
お
け
る
取
扱
商
品
の
価
格
騰
貴
を
物
語

｝
、
動
乱
の
影
響
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
動
乱
は
通
常
の
輸
出
の
ほ
か
に
特
需
を
促
し
だ
。
調
査
票
で
は
特
需
を
も
堤
え
ん
と
し
セ
が

十
分
な
回
答
は
得
ら
れ
な
か
つ
π
。
特
需
に
つ
い
て
は
繊
維
品
が
八
二
・
一
％
を
占
め
、
機
械
が
一
一
・
四
％
で
、
他
は
少
く
、
取
扱
商
社

は
九
四
・
一
％
が
資
本
金
一
億
円
以
上
の
大
商
社
で
あ
り
、
資
本
金
一
千
万
円
以
上
一
億
円
夫
満
の
商
社
が
五
・
六
％
で
両
者
を
合
し
て
九

九
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
博
需
は
中
小
規
模
の
業
者
に
は
殆
ど
関
係
が
な
か
つ
だ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
朝
鮮
動
乱
は
神
戸
貿
易
業
の
取
扱
高
を
増
進
し
セ
が
、
昭
和
二
六
年
四
月
以
降
は
世
界
的
物
価
低
落
の
た
め
、
輸
入
滞
貨
と
値
下
り
損
失

な
ら
び
に
そ
の
金
融
問
題
を
惹
起
し
、
輸
出
に
つ
い
て
も
キ
ャ
ン
セ
ル
続
出
し
て
輸
出
滞
貨
の
問
題
に
当
面
し
、
貿
易
業
者
に
未
曾
有
の
混

乱
と
危
機
を
齎
ら
し
π
。
調
査
の
時
期
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
困
難
が
深
刻
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
で
、
ま
だ
致
命
的
な
打
撃
と
し
て
は

記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
第
四
回
調
査
は
動
乱
貿
易
の
好
調
面
を
捉
え
π
も
の
と
い
い
得
よ
う
。
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以
上
の
ご
と
く
に
し
て
、
神
戸
貿
易
業
は
日
本
貿
易
の
回
復
し
、
正
常
化
す
る
と
と
も
に
回
復
し
、
正
常
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、



貿
易
業
者
も
初
期
の
混
迷
状
態
か
ら
次
第
に
形
態
実
質
其
に
固
定
化
し
て
行
っ
た
し
、
そ
の
間
に
貿
易
業
者
の
数
も
約
五
割
を
加
え
た
と
見

ら
れ
る
。
い
ま
第
四
回
調
査
に
基
い
て
創
業
年
次
別
業
者
数
を
見
る
に
、
総
計
二
六
八
祉
の
う
ち
、
一
七
〇
社
（
六
三
・
四
％
）
が
昭
和
二

〇
年
以
前
の
創
業
で
あ
軌
、
九
八
社
（
三
六
・
六
％
）
が
戦
後
の
創
業
で
あ
る
。
戦
後
創
業
の
も
の
の
中
に
は
旧
財
閥
系
の
も
の
も
あ
る
が
、

兎
に
角
、
前
者
が
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
長
年
月
の
間
に
培
わ
れ
π
の
と
思
い
合
わ
せ
て
、
僅
々
六
ケ
年
の
間
に
こ
れ
だ
け
の
数
と
比
重
の

新
貿
易
業
者
の
出
現
し
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
反
面
に
お
い
て
、
多
数
の
業
者
が
解
散
し
だ
り
、
休
業
し
た
り
、
消
滅
し
だ
り
、
合
併
し
た
り
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
が
、
毎

回
調
査
の
当
初
に
お
い
て
対
象
と
し
て
予
定
し
元
貿
易
業
者
数
の
一
割
な
い
し
二
割
に
も
及
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
四
ケ
年
の
期
聞
に
お

け
る
貿
易
業
の
不
安
定
さ
を
表
明
し
て
い
る
。
尤
も
こ
の
不
安
定
さ
は
既
存
の
商
社
の
崩
壊
と
い
う
よ
り
は
、
日
和
見
的
業
者
の
脱
落
と
見

る
べ
き
節
が
多
く
、
試
験
的
・
過
渡
的
時
代
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
動
乱
の
後
半
に
お
け
る
価
格
低
落
が
既
存
業
者
に
い
か
な

る
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
次
回
以
後
の
調
査
に
侯
π
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
註
一
）
　
昭
和
二
六
年
通
商
白
書
に
よ
れ
ば
昭
職
＝
一
年
全
国
貿
易
業
者
の
営
業
所
雪
消
、
五
九
一
の
う
ち
、
そ
の
一
六
・
一
％
即
ち
八
九
六
が
兵
庫
県
に
あ
っ
た
に
対
し
、

　
　
昭
和
二
五
年
九
月
に
は
全
国
の
貿
易
業
者
（
同
年
一
月
よ
り
九
月
ま
で
の
間
に
輸
出
入
実
続
の
あ
っ
た
も
の
）
の
営
業
所
数
二
、
0
八
一
の
う
ち
、
一
〇
％
即
ち
二
〇
七

　
　
が
兵
庫
県
に
存
在
す
る
と
い
う
（
同
書
、
四
四
一
四
五
頁
）
。
そ
の
う
ち
二
四
は
外
国
人
商
社
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
は
そ
の
対
象
が
若
干
広
め
ら
れ
て
い
る
が
、

　
　
地
域
と
し
て
は
神
戸
市
だ
け
に
限
っ
て
い
る
の
で
狭
い
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
調
査
対
象
数
は
通
産
省
の
そ
れ
よ
り
も
可
成
り
多
い
わ
け
で
あ
る
。

　
（
註
二
）
　
戦
前
神
戸
に
は
約
四
〇
〇
の
外
人
商
社
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
第
一
回
の
調
査
の
と
き
に
は
外
国
の
バ
イ
ヤ
ー
が
日
本
に
長
期
滞
在
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

　
　
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
、
特
別
の
調
査
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
第
二
回
と
第
三
回
の
調
査
で
は
外
国
人
商
社
を
別
個
の
調
査
票
に
よ
っ
て
調
査
し
た
。
第
二
回
調
査
の
と
き

　
　
に
、
手
に
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
よ
っ
て
外
国
人
商
社
を
尋
ね
、
一
〇
〇
社
を
選
び
出
し
た
。
そ
の
う
ち
、
調
貧
可
能
の
も
の
が
七
七
社
で
調
査
票
の
回
収
で
き
た
の

　
　
は
五
二
社
で
あ
っ
た
。
第
三
回
の
と
き
に
も
同
様
に
し
て
調
べ
て
見
た
が
v
調
査
票
を
回
収
し
得
た
の
は
四
四
社
で
あ
っ
た
。
調
査
票
の
回
収
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

　
　
神
戸
に
定
住
し
、
継
続
的
に
貿
易
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
名
目
的
な
も
の
や
、
バ
イ
ヤ
ー
的
存
在
の
も
の
が
多

　
　
く
、
従
っ
て
、
名
実
と
も
に
外
国
人
商
社
と
見
ら
れ
る
も
の
は
五
〇
社
前
後
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態
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戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

三
、
貿
易
業
の
規
模

　
　
　
　
（
一
）
組
　
　
　
　
織

　
貿
易
業
は
そ
の
性
質
上
、
卸
売
業
で
あ
わ
、
遠
隔
地
取
引
を
任
務
と
す
る
。
従
っ
て
、
国
内
商
業
に
比
し
て
所
要
資
本
量
も
大
き
く
、
企

業
の
危
険
も
大
き
い
。
従
っ
て
、
そ
の
企
業
組
織
を
合
理
的
な
基
礎
の
上
に
置
く
必
要
が
あ
り
、
こ
の
意
昧
で
最
も
合
理
的
で
近
代
的
な
株

式
組
織
が
採
用
せ
ら
れ
る
こ
と
は
容
易
に
首
肯
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
み
Q

　
神
戸
貿
易
業
に
つ
い
て
も
株
式
会
社
組
織
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
右
の
意
昧
に
お
い
て
も
当
然
で
あ
る
が
、
株
式
組
織
が
占
め

る
比
率
が
年
と
と
も
に
高
く
な
っ
て
行
く
こ
と
は
、
　
一
応
貿
易
面
隠
の
本
格
化
に
つ
れ
企
業
組
織
の
合
理
化
の
要
請
が
高
ま
っ
て
行
く
結
果

と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
第
一
表
で
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
本
店
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
調
査
の
と
き
に
は
株
式
会
社
が
六
三
・
五

％
で
あ
っ
π
の
が
、
第
二
回
で
は
急
上
昇
し
て
八
○
・
八
％
と
な
り
、
第
三
回
で
は
八
三
・
七
％
、
第
四
回
で
は
八
六
・
九
％
ま
で
高
ま
っ

た
。
こ
れ
は
個
人
お
よ
び
株
式
組
織
以
外
の
法
人
が
組
織
を
改
め
て
株
式
組
織
と
な
つ
π
も
の
で
あ
る
。
支
店
に
つ
い
て
株
式
組
織
が
蓬
か

に
比
率
が
高
い
の
は
支
店
を
も
つ
ほ
ど
の
商
社
は
大
規
模
商
社
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
Q

　
経
営
規
模
と
組
織
と
の
間
に
は
あ
る
程
度
の
相
関
関
係
が
あ
り
、
第
四
回
調
査
の
結
果
に
徴
す
る
に
、
資
本
金
額
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
の

商
社
に
つ
い
て
は
株
式
組
織
以
外
の
法
人
は
な
く
、
合
資
会
社
は
五
〇
〇
万
円
i
一
〇
〇
〇
万
円
の
階
級
で
と
ま
っ
て
お
b
、
．
合
名
会
社
お

よ
び
有
限
会
社
は
一
〇
〇
万
円
i
五
〇
〇
万
円
の
階
級
で
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
経
営
し
得
る
限
界
を
示

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
右
の
よ
う
に
株
式
会
社
組
織
が
圧
倒
的
に
優
位
を
占
め
る
に
い
だ
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
戦
前
に
お
い
て
は
、
第
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第1表　組織別貿易業者数比率（％）

　年次
@　別
g織別

第一回
i23．8．1）

第二回
i24，8．1）

第三回
i25．8．1）

第四回
i26．8．1）

　全　国

i通商白書）
一　一

{店1支店 本店
支店一　一　一　一

@3．9

本店 支店 本店　麦店
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人
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T
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－
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．
1
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D02

D72

D09

O．4�

9．01

D64

D7　

o9
T．3�

　一8T．9　95．82

D0　　－2

D0　　1．42

D0　　－9

Q．9　97．2�

31，0　86．4　

P1．0　3．0　

X．0　1．7そ

J脳
　　計� …1・…1・…� 10αOl�

…1・…1・・・・・…�
0α010α0

表
に
参
考
と
し
て
記
載
し
た
通
商
臼
書
の
全
国
統
計
の
示
す
よ
う
に
む
し
ろ
個
人
経
営
の

が
株
式
組
織
よ
り
も
多
か
っ
把
の
で
あ
る
。
戦
前
に
比
し
て
戦
後
の
貿
易
業
の
規
模
は
実

的
に
は
却
っ
て
縮
小
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
戦
後
に
お
け
る
株
式
組
織
へ
の
急
激

変
更
は
、
合
理
性
の
追
求
と
い
わ
ん
よ
り
は
む
し
ろ
税
制
が
与
っ
て
力
が
あ
る
と
見
な
け

ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
株
式
会
社
と
称
え
る
も
の
の
実
態
に
立
入
っ
て
見
る

、
実
質
的
に
は
個
人
経
営
と
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
も
の
が
多
数
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も

測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
四
回
調
査
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
数
一
〇
人
未
満
の

式
組
織
の
商
社
が
本
店
に
つ
い
て
三
一
・
六
％
も
あ
る
こ
と
は
株
式
組
織
が
必
ず
し
も
近

化
さ
れ
た
大
経
営
で
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
個
入
経
営
や
株
式
会
社
以
外
の
詠
人
が
必
ず
し
も
脆
弱
な
企
業
と
は
限
ら
な

。
そ
れ
ら
は
株
式
組
織
に
比
し
て
資
本
・
組
織
の
点
で
劣
り
、
大
規
模
経
営
に
適
し
な
い

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
特
定
の
専
門
分
野
に
お
、
い
て
経
営
者
の
個
人
的
信
用
と
経
験

を
中
核
と
し
、
そ
の
頁
任
と
管
理
の
も
と
に
、
自
主
的
、
進
取
的
か
つ
敏
活
に
活
動
し
得

点
に
お
い
て
、
．
そ
の
適
性
を
発
揮
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
戦
前
に
お
け
る
か
か
る
貿
易
業

37　一一一

の
活
動
は
看
過
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
Q

か
よ
う
に
し
て
、
企
業
組
織
と
経
営
規
模
と
の
間
に
は
あ
る
程
度
の
相
関
々
係
が
見
出
さ
れ
る
わ
け
で
、
大
規
槙
化
す
る
に
従
っ
て
株
式

織
が
多
い
の
で
あ
る
が
戦
後
の
著
し
い
傾
向
と
し
て
、
実
質
的
に
は
個
入
経
営
と
選
ぶ
と
こ
ろ
の
な
い
小
経
営
も
株
式
組
織
化
し
、
株
式

　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
・
叢
小
の
実
態



　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

組
織
が
圧
倒
的
に
増
加
し
、
組
織
と
規
模
と
の
相
関
々
係
を
著
し
く
弱
め
π
の
で
あ
る
。
従
ヶ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
コ
リ
客
観
的
な
基

準
に
却
し
て
貿
易
業
の
規
模
を
判
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
払
込
資
本
金
、
従
業
員
数
、
取
扱
高
の
三
つ
の
標
識
こ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
二
）
　
資
本
金
、
從
業
員
数
、
取
扱
高

　
戦
後
物
価
騰
貴
の
昂
進
に
対
し
、
貿
易
資
本
と
い
わ
す
一
般
に
企
業
の
資
本
が
こ
れ
に
追
随
し
得
す
、
相
対
的
に
著
し
く
脆
弱
化
し
た
こ

と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
貿
易
資
本
は
戸
々
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
第
一
回
調
査
当
時
、
本
店
に
つ
い
て
、
資

本
金
一
〇
〇
万
円
未
満
の
商
社
（
個
人
経
営
を
も
含
め
て
）
が
全
体
の
七
八
・
五
％
を
占
め
、
　
一
、
0
0
0
万
国
以
上
の
も
の
は
僅
に
三
・

二
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
第
二
回
調
査
で
は
一
〇
〇
万
円
未
満
は
（
個
入
経
営
を
も
含
め
て
）
全
体
の
三
七
・
九
％
に
減
じ
、
一
、
O
O

O
万
国
以
上
の
も
の
が
四
・
八
％
に
、
第
三
回
調
査
で
は
前
者
は
再
び
四
九
・
八
％
に
逆
転
し
た
が
、
後
者
は
八
・
八
％
に
増
加
し
、
第
四

回
調
査
で
は
前
者
が
四
六
・
一
％
、
後
者
が
一
六
・
八
％
と
な
っ
て
漸
次
資
本
の
拡
張
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
示
し
て
い
る
。

　
併
し
な
が
ら
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
資
本
金
一
〇
〇
万
円
未
満
の
小
規
模
経
営
が
な
お
本
店
に
つ
い
て
半
ば
に
近
い
比
重
を
占
め
て
い
る

こ
と
は
、
貿
易
資
本
の
大
半
は
戦
前
に
比
し
て
資
本
改
善
を
促
進
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
戦
後
の
物
価
騰
貴
と
の
対
比
に
お
い
て
、

資
本
の
著
し
い
脆
弱
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
〇
〇
万
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
一
億
円
以
上
の
大
規
模
経
営
に

つ
い
て
も
妥
当
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
戦
後
の
資
本
金
額
は
経
営
規
模
を
反
映
し
な
い
と
い
わ
れ
る
の
も
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
資
本
金
よ
め
も
確
実
な
規
模
の
指
標
は
従
業
員
数
で
あ
る
が
、
再
び
本
店
の
み
に
つ
い
て
、
四
回
の
調
査
を
比
較
す
る
と
、
従
業
員
数
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

O
人
未
満
の
小
規
模
経
営
は
第
一
回
調
査
で
は
四
五
・
二
％
、
第
二
回
調
査
で
は
三
四
・
四
％
、
第
三
回
調
査
で
は
四
二
・
二
％
、
第
四
回

調
査
で
は
四
一
・
三
％
で
、
第
二
回
の
異
例
を
除
い
て
僅
か
な
が
ら
低
下
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
把
、
一
〇
〇
人
以
上
の
階
級
に
つ
い

て
は
、
第
一
回
で
は
一
四
・
0
％
、
第
二
回
で
は
九
・
八
％
、
第
三
回
で
は
一
四
・
三
％
、
第
四
回
で
は
一
六
・
二
％
で
、
第
二
回
の
異
例
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第2褒　資本金別・從業員数別・貿易業者数（昭和26．8．1現在）（本支店綜合）

従業員 3入 3人以
繧T入

5人～ 10人～ 15人～
30人～1 5

0
人
～
　
L

100人～ 500人～ 1000人 合 比
率

資本金 未満 未　満 10人 15入 30人 50人 100入 500人 1000人 以上 計 ％
一

個人経営 4 3 5 1 2 1 16 6

20万円未満 3 6 4 1 14 5

20万円以上
@50万円未満

3 5 2 1， 11 4

50万円～
@　100万円

2 1基 5 9 1 31 12

100万円～
@　500万円

1 5 19 16 23 14 9 8 95 36

500万円～
@　1000万円

1 4 4 1 5 8 10 1 34 13

1000万円’》

@　5000万円
1 2 5 7 4 7 9 2 37 14

5000万円以上 2 2　． 1 4 6 6 1 3 5 30 11

合　　計 8 23 55 33 46 33 30 28 6 6 268 100

比率％ 3 8 21 12 18 12 11 11 2 2 100

戦
後
神
戸
貿
易
業
…
の
実
態

を
除
い
て
僅
か
な
が
ら
規
模
の
拡
大
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
に
、
従
業
員
数
か
ら
見
た
規
模
は
若
干
の
拡
大
傾

向
は
あ
る
と
は
い
え
、
未
だ
顕
著
な
拡
大
．
傾
向
と
は
い
い
難
い
。
こ
れ
は

貿
易
業
者
は
国
内
商
業
を
も
兼
営
し
て
い
る
の
で
、
貿
易
の
本
格
化
は
、

国
内
商
業
と
貿
易
活
動
と
の
比
率
を
変
せ
し
め
た
に
と
ゴ
ま
り
、
い
ま
だ

規
模
そ
の
も
の
を
大
幅
に
拡
大
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
進
ん
で
、
最
近
に
お
け
る
神
戸
貿
易
業

の
規
模
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
第
四
回
調
査
に
基
い
て
、
資
本
金
別
、

従
業
員
数
別
業
者
数
の
分
布
度
を
表
示
す
れ
ば
第
二
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
に
、
資
本
金
で
は
、
五
〇
〇
万
円
夫
満
の
も
の
が

本
支
店
を
合
し
て
全
体
の
六
三
％
で
、
従
業
員
数
別
で
は
、
五
〇
人
未
満

の
も
の
が
略
ζ
こ
れ
と
同
率
の
六
四
％
を
占
め
る
Q
こ
れ
か
ら
い
う
と
、

貿
易
業
に
お
い
て
も
中
小
規
模
の
経
営
が
極
め
て
高
い
比
率
を
占
め
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
全
体
の
中
で
最
も
集
中
度
の
高
い
の
は
資
白
金
で
は
一

〇
〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万
円
未
満
の
階
級
で
三
六
％
に
達
し
、
従
業
員
数

で
は
五
人
以
上
一
〇
人
未
満
の
階
級
で
二
一
％
を
占
め
て
い
る
。
併
し
、

従
業
員
で
は
一
五
人
－
三
〇
人
の
と
こ
ろ
が
一
八
％
を
占
め
て
お
り
、
全
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戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

体
と
し
て
従
業
数
の
平
均
値
（
中
位
数
）
は
一
六
入
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
神
戸
貿
易
業
の
平
均
的
な
規
模
と
し
て
は
資
本
金

で
三
〇
〇
万
国
、
従
業
員
で
一
六
人
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
を
さ
ら
に
本
店
と
支
店
と
に
分
っ
て
見
る
に
、
神
戸
市
に
支
店
を
も
つ
商
社
で
は
個
人
経
営
を
も
含
ん
で
五
〇
〇
万
四
夫
満
の
も
の

は
支
店
総
数
の
二
〇
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
本
店
商
社
に
つ
い
て
は
本
店
総
数
の
七
七
・
八
％
を
占
め
、
ま
だ
資
本
金
一
億
円
以
上
の

商
社
一
五
の
う
ち
本
店
商
社
は
僅
か
に
三
社
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
神
戸
に
本
店
を
も
つ
商
社
の
中
小
性
は
著
し
く
高
ま
る
わ
け
で
あ
る
。

従
業
員
数
か
ら
見
て
も
同
様
で
、
従
業
員
数
一
〇
入
未
満
の
階
級
は
本
店
商
社
に
つ
い
て
は
本
店
総
数
の
四
一
・
三
％
で
あ
る
に
対
し
、
支

店
商
社
に
つ
い
て
は
三
七
・
八
％
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
貿
易
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
小
性
が
検
出
せ
ら
れ
、
と
く
に
本
店
商
社
に
つ
い
て
そ
の
傾
向
が
強
い
こ
と
が
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
中
小
企
業
の
問
題
は
貿
易
業
に
つ
い
て
も
大
き
な
問
題
た
る
を
失
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　
進
ん
で
、
資
本
金
お
よ
び
従
業
員
数
に
加
え
て
、
取
扱
高
と
の
関
連
に
お
い
て
三
者
の
相
関
関
係
を
考
察
し
て
見
よ
う
。
第
三
表
は
第
四

回
調
査
に
基
き
、
右
の
三
つ
の
標
識
に
照
ら
し
て
貿
易
業
の
経
営
規
模
を
綜
合
的
に
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
る
と
、
資
本
金
と
従
業
員
数
と
取
扱
高
と
の
問
に
高
度
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
商
社

を
別
と
す
れ
ば
、
資
本
金
が
大
と
な
る
に
従
っ
て
平
均
従
業
員
数
も
年
間
平
均
取
扱
高
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
個
人
商
社
に
つ
い
て
は
例

外
と
見
ら
れ
る
が
、
個
人
商
社
必
す
し
も
法
人
商
社
よ
り
小
さ
い
わ
け
で
な
く
、
自
己
資
金
お
よ
び
従
業
員
数
に
お
い
て
大
商
社
に
匹
敵
す

る
も
の
も
例
外
な
が
ら
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
平
均
的
に
見
れ
ば
、
資
本
金
五
〇
万
円
朱
満
の
法
人
商
祉
よ
り
上
位
に
位
す
る
。
併
し
な
が

ら
、
●
こ
の
こ
と
は
個
入
商
社
に
零
細
な
も
の
が
多
い
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
な
く
、
現
実
に
従
業
員
三
入
未
満
の
零
細
企
業
が
個
人
商
社

総
数
の
二
五
％
を
占
め
、
ど
の
法
人
商
社
に
お
け
る
よ
り
も
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
Q
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第3．X　騨戸市貿易業経輝1規模綜合衷・（昭和26・8・1現在）（本支店綜合）

　　　．

早@本金
2銘社悼均従
?范ｦ渓員数

従業員
香@　数

年　聞平均取扱金額
鴨

輸　出 一階 輸入口数 輸出入

一月一人

鮪謌ｵ高

個　　入』
％
6 154入

　万円1億2千

14
，輯　『

7
　万円ユ億7千

　
万
円
1
2
9

20万円未満 5

巫
7
人 98人

20～
@50万円〃

　
i
5

8人 88入
6千 38 1千 11 7千

　　一

W3

@　一50～
P00万円〃

12 13入 418人 8千 31 1億4千 15 2億2干 141

100～
T00万円”

36 25人 2，357人 2億6千 59 1億3千 25 3億9千 130

500～　　　　　　13ユ000万円〃

57人 1，956人 2億6千 18 5億 73

1000～　　　　　　145000万円〃

73人 2，694人

2億4千

Q億9千

10

P4
5000～
@1億円〃
P億円以上

「「

^n
277人 8，364人

　　　　「p　4億3千
28 7億2千 82

22億6千 15 ・8億　1・・ 40億6千 122　　一

合　　計 1　鵬129入 203社 193社 平均109

　
表
申
の
年
間
取
扱
金
額
は
商
社
の
記
載
し
た
数
字
を
機
械
的
に
集
計
し

平
均
し
た
も
の
で
、
客
観
性
に
乏
し
い
し
、
貿
易
業
者
の
大
部
分
は
輸
出

入
の
ほ
か
に
国
内
取
引
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
わ
け
で
、
輸
出
入
取

扱
高
の
み
を
以
て
そ
の
取
扱
高
と
見
る
こ
と
は
当
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
す
、
取
扱
金
額
が
資
本
金
や
従
業
員
数
の
ご
と
き
ょ
り
客
観
的
な

標
識
と
高
度
の
相
関
関
係
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て

資
料
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、

後
に
お
い
て
こ
の
数
字
を
基
礎
と
し
て
算
出
す
る
適
正
規
模
の
判
定
の
確

か
ら
し
さ
を
証
明
す
る
だ
め
に
赴
く
に
附
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
っ

　
す
で
に
の
べ
た
ご
と
く
、
資
本
金
か
ら
見
て
最
も
集
中
度
の
高
い
階
級

は
一
〇
〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万
円
未
満
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
そ
の
平
均
従

業
員
は
二
五
人
、
年
問
取
扱
高
は
三
億
九
千
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

従
業
員
数
で
は
す
で
に
見
π
通
り
、
中
位
数
を
と
れ
ば
一
六
人
目
い
う
こ

と
に
な
り
、
集
中
度
の
最
も
高
い
の
は
五
人
以
上
一
〇
人
未
満
の
階
級
で

あ
っ
把
こ
と
か
ら
見
る
と
、
右
の
二
五
入
と
い
う
の
は
少
し
高
き
に
失
す

る
。
併
し
、
右
の
数
字
は
資
本
金
か
ら
見
た
一
〇
〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万

円
未
満
の
商
社
の
総
従
業
員
数
を
単
純
に
算
術
平
均
し
だ
も
の
で
、
そ
の
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戦
後
神
戸
貿
易
業
…
の
実
態

限
り
に
お
い
て
は
、
こ
の
階
級
の
商
社
に
属
す
る
従
業
員
の
数
を
代
逸
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
右
の
綜
合
表
か
ら
見
て
、
貿
易
業
の
資
本
金
は
た
と
え
そ
れ
が
戦
後
の
物
価
騰
貴
に
応
じ
て
お
ら
す
、
脆
弱
性
を
も
つ
と
は
い
え
、

経
営
規
模
ぜ
判
定
す
る
一
つ
の
有
力
な
標
識
た
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
資
本
金
は
昭
和
二
六
年
八
月
頃
に

は
、
貿
易
業
の
規
模
や
活
動
に
相
応
す
る
と
こ
ろ
ま
で
一
も
と
よ
り
そ
れ
は
望
ま
し
い
水
準
ま
で
は
程
遠
い
が
1
一
応
の
修
正
を
な
し

第4表　業種別・資本金別・貿易業障・数（延数）（26，8．1現在）

比率％合計食料化学鉱工雑i貨

8
　
　
　
　
4

11

@
　
1
0
　
　
2
6
　
　
1
1
　
　
1
4

7
　
　
　
　
9

貯
8
2
9
　
6
8
n
6
7
4
幽
貯
駝
訂
貯
駝
聾
“
9
騒

ハ
リ
　
一
凸

8
　
1
占
　
6
　
　
123

U
9
4
6
1
2

2
　
8
　
　
2
　
0
ソ

7
　
　
　
　
4
　
　
　
　
9
　
1
　
6

21

5
9
5
8
9
3
8
2
9

7
　
2
　
2
　
　
　
　
8
　
2
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
，

15

W
4
4
5
1
0
2
7
1
9

15

Q
1
1
　
2
1
3
2
0
1
3
4
1
1
1
5
6
1
4

8
　
1
　
7
　
1
　
9

壁
6
1
814

R
1
6
2
3
3
1
3
1
0
7
1
0
9
1
6
1
⑳

機械蔭ボ到
6
　
2
　
4

8
1
1
0
　
　
1
64
5
5
4
4
5
5
2
8

100妬
㎜

鎗
姐

69

R7

53

ｷ
悦
4
7

99

T1

60

Q9

店
店
店
店
店
店
店
店
店
店
店
店
店
店
店
店
牛
店
．
出
店

本
支
本
支
幹
山
本
支
本
支
本
支
本
支
本
工
干
支
本
丁

個　入

・・万疇

20万～
　50万円

50万～
100万円

100万”v

500万円

500万～
1000万円

1000万～
5000万円

5000万～
　1億円

1億円
以上

合計

10014141312 22　1　25比率％

遂
げ
て
い
．
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
資

本
の
脆
弱
性
に
つ
い
て
は
後
に
取
扱
高
と
の
関
連
に

お
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
で
あ
ろ
う
Q

　
第
三
表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
今
一
つ
の
点
は
、
．
規

模
の
小
さ
い
も
の
は
主
と
し
て
輸
出
取
引
に
専
門
化

し
、
規
模
の
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
輸
入
取
引
が
多

く
な
る
こ
と
で
あ
る
Q
即
ち
、
五
〇
万
円
未
満
の
商

社
で
は
輸
出
が
圧
倒
的
に
多
く
、
集
中
度
の
最
も
高

い
一
〇
〇
万
円
i
五
〇
〇
万
円
の
階
級
で
は
輸
入
取

扱
高
は
輸
出
取
扱
高
の
半
ば
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
の

規
模
の
も
の
に
な
る
と
輸
入
の
占
め
る
割
合
は
蓬
か

に
高
く
な
っ
て
い
る
。
だ
だ
、
五
〇
万
円
一
一
〇
〇

万
円
の
階
級
で
輸
入
取
扱
高
が
輸
出
取
扱
高
よ
り
も
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は
る
か
に
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
例
外
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
三
）
業
種
別
規
模

　
進
ん
で
、
経
営
の
規
模
を
業
種
別
（
取
扱
品
種
別
）
に
検
討
し
て
見
よ
う
。
第
四
表
に
は
第
四
回
調
査
に
基
い
て
資
本
金
別
に
各
業
種
に

つ
い
て
の
規
模
を
本
支
店
に
分
っ
て
掲
出
し
た
。
業
種
別
分
類
は
、
機
械
、
繊
維
、
雑
貨
、
鉱
工
品
、
化
学
製
品
、
食
料
品
の
六
部
門
で
、

一
社
で
二
部
門
以
上
に
跨
る
も
の
が
あ
る
か
ら
数
字
は
延
べ
数
で
あ
る
。

　
通
じ
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
雑
貨
を
取
扱
う
商
社
が
最
も
多
く
（
二
五
％
）
、
繊
維
こ
れ
に
つ
ぎ
（
二
二
％
）
、
化
学
製
品
、
食
料
品
、
鉱

工
品
、
機
械
に
つ
い
て
は
習
々
そ
の
比
率
が
が
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
支
店
に
分
っ
て
見
る
と
、
神
戸
に
本
店
の
あ
る
商

社
に
つ
い
て
は
と
く
に
雑
貨
に
お
い
て
高
い
比
率
を
占
め
（
支
店
商
社
数
の
二
・
八
倍
）
、
機
械
お
よ
び
繊
維
で
は
こ
れ
よ
り
低
く
（
そ
れ

ぞ
れ
支
店
商
社
数
の
二
倍
）
、
以
下
化
学
製
品
、
食
料
品
、
鉱
工
品
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
神
戸
市
に
本
店
を
も

つ
商
社
の
う
ち
で
数
的
に
は
雑
貨
を
取
扱
う
も
の
が
重
き
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
、
既
述
の
貿
易
業
の
規
模
の
中
小
性
と

照
応
す
る
こ
と
と
な
る
Q

　
併
し
な
が
ら
、
他
の
業
種
部
門
に
お
い
て
も
同
様
に
中
小
性
は
高
い
の
で
あ
っ
て
、
全
体
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
ど
の
部
門
で
も

一
〇
〇
万
円
一
五
〇
〇
万
円
の
階
級
が
最
も
多
い
こ
と
、
そ
し
て
本
店
に
つ
い
て
い
え
ば
、
い
つ
れ
の
業
種
に
あ
っ
て
も
一
〇
〇
万
円
未
満

（
個
人
を
含
む
）
の
階
級
が
五
〇
〇
万
円
以
上
の
階
級
よ
レ
数
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
本
店
に
つ
い
て
、
五
、
○

O
O
万
円
以
上
の
規
模
の
も
の
が
、
機
械
に
つ
い
て
七
戸
、
化
学
製
品
に
つ
い
て
五
社
、
食
料
品
に
つ
い
て
四
隣
、
鉱
工
品
に
つ
い
て
三
社

と
な
っ
て
い
る
に
対
し
、
繊
維
お
よ
び
雑
貨
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
二
社
つ
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
部
門
に
比
し
て
繊
維
、
雑
貨

の
規
模
の
小
さ
い
こ
と
を
示
す
一
つ
の
指
標
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態
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…
戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

　
か
く
て
、
　
一
般
的
に
い
っ
て
貿
易
業
者
に
は
資
本
金
五
〇
〇
万
円
夫
満
の
中
小
経
営
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
と
く
に
繊
維
品
や
雑
貨
を

取
扱
う
も
の
に
つ
い
て
こ
の
傾
向
が
著
し
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
神
戸
貿
易
業
の
特
徴
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

広
く
日
本
の
貿
易
業
全
体
に
通
す
る
特
徴
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
貿
易
業
の
経
営
形
態

　
こ
こ
で
は
さ
ら
に
立
入
っ
て
貿
易
業
の
活
動
の
内
容
に
即
し
て
分
析
し
て
見
よ
う
。
主
π
る
目
標
は
一
つ
は
経
営
内
容
の
多
面
化
傾
向
の

摘
出
で
あ
り
、
二
つ
に
は
国
内
の
生
産
者
お
よ
び
輸
出
入
市
場
と
の
結
合
方
式
の
明
確
化
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
イ
、
経
営
の
多
面
化
傾
向

　
　
　
（
一
）
業
態
別
考
察

　
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
、
単
純
な
輸
出
入
業
の
み
な
ら
す
、
売
込
問
屋
業
や
、
製
造
業
、
加
工
業
で
輸
出
入
を
兼
業
し
て
い
る
も
の
を
も

対
象
に
し
た
こ
と
は
当
初
に
断
っ
て
お
い
π
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
対
象
の
中
に
は
売
込
問
屋
業
の
ご
と
く
浮
動
性
の
高
い
も
の
が
あ
り
、
ま
把
製
造
業
や
加
工
業
の
中
に
は
製
造
、
加
工
を
殆
ど

専
業
に
し
て
偶
然
的
に
直
輸
出
入
を
行
う
も
の
も
あ
っ
て
、
毎
回
の
調
査
に
お
け
る
取
扱
方
も
違
っ
て
い
る
の
で
、
各
回
を
通
じ
て
の
比
較

に
よ
っ
て
一
定
の
傾
向
を
見
出
す
操
作
に
は
適
し
な
い
Q

　
併
し
な
が
ら
、
各
回
の
調
査
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
一
つ
の
特
徴
は
輸
出
入
業
の
比
率
が
高
い
こ
と
と
、
輸
出
業
者
が
最
近
に
い
π
つ
て
輸

入
業
務
を
兼
業
す
る
よ
う
に
な
つ
把
こ
と
で
あ
る
Q

　
ま
つ
、
輸
出
入
業
を
専
業
と
す
る
も
の
の
比
率
は
第
一
回
調
査
で
は
六
九
％
、
第
二
回
、
五
〇
・
九
％
、
第
三
回
、
七
四
・
四
％
、
第
四
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回
、
六
五
％
で
、
調
査
対
象
を
出
来
る
だ
け
広
く
し
把
に
も
か
か
わ
ら
す
、
輸
出
入
専
業
者
の
比
率
が
高
い
こ
と
は
、
わ
が
国
貿
易
の
一
つ

の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
わ
が
国
で
は
製
造
業
者
が
直
輸
出
入
す
る
よ
り
は
輸
出
入
業
者
を
通
じ
て
貿
易
を
行
う
こ
と
が
多
く
、

こ
れ
は
、
多
く
の
製
造
業
者
や
加
工
業
者
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
と
相
二
っ
て
、
製
造
業
や
加
工
業
と
貿
易
業
と
の
分
業
関
係
を
反
映
す
る

も
の
と
い
い
得
よ
う
。
売
込
問
屋
業
（
蒐
荷
業
）
も
か
か
る
分
業
関
係
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
機
能
を
果
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
製
造
業
と
輸
出
入
業
を
兼
ね
る
も
の
は
、
第
一
回
調
査
で
は
一
四
・
六
％
、
第
二
回
、
一
五
・
八
％
、
第
三
回
、
↓
七
・
七
％
、
第
四
回
、

一
二
％
で
加
工
業
を
兼
ね
る
も
の
は
第
一
回
七
・
七
％
（
こ
の
ほ
か
に
製
造
加
工
を
兼
ね
る
も
の
が
四
・
八
％
あ
る
）
、
第
二
回
、
九
・
六

％
、
第
三
回
、
一
・
八
％
、
第
四
回
、
四
％
で
、
製
造
業
に
つ
い
て
は
比
率
的
に
変
化
は
な
い
が
、
加
工
業
に
つ
い
て
は
比
率
の
上
で
著
し

く
減
少
し
て
い
る
。

　
輸
出
商
品
の
製
造
加
工
兼
輸
出
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
も
の
は
、
少
数
の
大
規
模
製
造
業
者
で
輸
出
を
兼
営
す
る
も
の
を
除
け
ば
、
小
規

模
の
雑
貨
業
者
が
多
く
、
そ
の
業
種
と
し
て
は
竹
製
品
、
紙
製
品
、
漆
器
、
美
術
工
芸
品
な
ど
で
、
椴
通
や
縫
製
加
工
は
大
規
模
経
営
で
行

わ
れ
て
い
る
Q

　
こ
れ
ら
の
製
造
業
者
の
中
に
は
造
船
業
や
製
鋼
業
の
如
き
、
直
接
に
神
戸
市
の
貿
易
行
政
の
対
象
と
な
ら
な
い
巨
大
工
業
は
含
ま
れ
て
い

な
い
か
ら
、
右
の
考
察
だ
け
で
は
神
戸
の
輸
出
向
生
産
や
加
工
の
全
貌
を
あ
ら
わ
し
把
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
概
言
す
れ
ば
、

神
戸
の
輸
出
貿
易
は
直
接
市
内
に
お
い
て
製
造
加
工
さ
れ
る
も
の
よ
り
は
は
る
か
に
多
く
を
他
地
方
で
製
造
加
工
さ
れ
る
も
の
に
依
存
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
単
純
な
輸
出
入
専
業
者
の
比
率
が
圧
倒
的
に
高
い
こ
－
・
G
は
、
貿
易
中
心
地
と
し
て
の
神
戸
の
地
位
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
細
く
輸
出
業
と
輸
入
業
の
み
に
つ
い
て
、
最
近
に
お
け
る
輸
出
入
兼
業
の
傾
向
を
捉
え
て
見
よ
う
。
輸
入
業
が
民
間
の
自
主
活
動

　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

145



　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
…
栗
の
実
態

に
委
ね
ら
れ
た
の
は
昭
和
二
五
年
一
月
一
日
以
降
で
あ
る
か
ら
、
右
の
傾
向
を
知
る
た
め
に
は
第
三
回
と
第
四
回
の
調
査
結
果
の
み
が
用
い

ら
τ
る
Q

　
、
躍

　
第
三
回
調
査
で
は
、
輸
出
業
に
従
事
す
る
も
の
は
専
業
で
六
二
社
、
兼
業
で
八
三
社
、
合
計
一
四
五
祉
で
、
輸
入
業
に
従
事
す
る
も
の
は

専
業
で
底
心
、
兼
業
で
二
〇
社
、
合
計
二
七
社
で
、
輸
出
関
係
業
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
輸
入
関
係
業
者
は
極
め
て
少
か
つ
だ
。
こ
れ
に
対

し
、
第
四
回
調
査
で
は
、
輸
出
関
係
業
者
は
専
業
で
三
八
社
、
兼
業
で
一
九
一
社
、
合
計
二
二
九
祉
に
対
し
、
輸
入
関
係
業
者
は
専
業
で
四

二
、
兼
業
で
一
四
九
社
、
合
計
一
五
三
社
と
な
り
、
輸
出
関
係
業
者
に
対
す
る
輸
入
関
係
業
者
の
割
合
は
著
し
く
高
く
な
っ
て
い
る
。
尤
も

第
三
回
と
第
四
回
と
で
は
統
計
方
法
に
相
違
が
あ
る
が
、
少
く
と
も
、
専
業
輸
出
業
者
が
半
数
に
な
っ
た
こ
と
は
こ
の
一
ケ
年
間
に
輸
出
業

者
が
顕
著
に
輸
入
業
へ
進
出
し
だ
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
Q

　
か
か
る
傾
向
を
生
じ
だ
理
由
と
し
て
は
、
第
三
回
調
査
の
と
き
に
は
輸
入
は
民
間
活
動
に
移
さ
れ
て
問
も
な
く
、
少
数
の
輸
入
業
務
に
通

じ
た
商
社
に
限
ら
れ
て
い
だ
の
が
、
時
と
と
も
に
輸
出
専
業
の
も
の
も
輸
入
業
務
を
習
得
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
、
と
く
に
朝
鮮
動
乱
の
影

響
で
輸
入
に
関
心
を
も
ち
、
経
験
の
な
い
も
の
で
も
輸
入
に
進
出
し
だ
こ
と
な
ど
の
事
情
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
元
来
、
輸
入
業
務
は
信
用
高
く
、
資
本
力
も
大
き
く
、
か
つ
経
験
を
要
す
る
こ
と
も
多
か
つ
だ
の
で
、
小
規
模
で
未
経
験
な
業
者
は
輸
入

に
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
専
ら
輸
出
を
専
業
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、
輸
出
入
を
兼
業
す
る
も
の
の
数
が
著
し
く

増
加
し
把
と
い
う
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
、
経
営
の
安
定
を
は
か
る
効
果
は
あ
り
得
る
が
、
他
方
に
お
い
て
、
未
経
験
な
輸
入
面
か
ら
生

じ
る
危
険
を
孕
む
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
か
よ
う
に
兼
業
が
多
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
が
混
乱
す
る
結
果
は
、
業
界
に
お
け
る
競

争
を
激
化
せ
し
め
る
結
果
を
招
き
、
外
国
に
対
す
る
取
引
上
の
地
位
を
弱
め
る
こ
と
と
な
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
（
註
）
　
通
商
白
書
に
よ
れ
ば
、
営
業
所
数
に
お
い
て
、
昭
和
一
二
年
目
は
輸
出
業
六
八
・
四
％
、
輸
出
入
業
一
九
・
一
％
、
輸
入
業
＝
一
・
五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
二
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五
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
五
・
一
％
、
三
六
・
一
％
、

一
ケ
年
聞
に
さ
ら
に
著
し
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

八
Q
八
％
と
変
．
化
し
、
戦
後
に
お
け
る
輸
出
入
兼
業
者
の
比
率
増
加
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
そ
の
後
の

　
　
（
二
）
　
取
扱
種
目
別
考
察

経
営
活
動
の
多
面
化
の
傾
向
は
取
扱
種
目
別
に
考
察
す
る
と
一
層
明
確
に
な
る
。

第
五
表
は
各
取
扱
品
種
愛
別
に
分
類
し
た
取
扱
商
社
の
総
数
（
延
べ
数
）
に
対
し
、

第5表　取扱種目別專門化の割合（％）（本支店綜合）

＼隊維1鉱工隣劃重要化判機械
輸
出
業

第二回

謗O回

謗l回

68∫7

P4．8

P5．6

55．4

Q2．2

@0

47．3

浮X「

Q4．8

62．5

T0．9

Q（圭0 l
I

5431
V541148
ci・・

輸
入
業

第二回

謗O回

謗l回

54．3

P3．5

P5．0

50．0

Q6．7

P6．7

56．5

y7
P5．5

57．5

S4．4

Q3．2

34．1

T0．O　iI

E呵
15．4

X．5

（第二回調査では機械は鉱工品の中に入れてあり，そのために第三

回以降の分類とは若干異る。併し大体の傾向を見る上には比較が
可能であらう）
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こ
れ
を
専
門
的
ま
た
は
重
点
的
に
取
扱
う
商
社
の
数

の
比
率
を
求
め
だ
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
お
け
る
取
扱
業
者
の
専
門
化

の
程
度
を
推
定
し
得
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
第
二
回
調
査
の
時
に
比
し
て
、
第
三
回
調
査
以
降
は
す
べ

て
の
聖
日
に
亘
っ
て
専
門
化
の
程
度
が
著
し
く
減
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
回
調

査
の
当
時
に
は
貿
易
業
は
未
だ
本
格
化
す
る
に
至
ら
す
、
各
商
社
と
も
に
そ
の
専
門
種
目
を
拠

点
と
し
て
貿
易
活
動
再
開
を
は
か
っ
て
い
セ
準
備
時
代
で
あ
っ
セ
の
が
、
第
三
回
調
査
時
で
は

貿
易
活
動
は
す
で
な
本
格
化
し
、
朝
鮮
動
乱
後
す
で
に
一
ケ
月
を
経
過
し
て
お
り
、
自
ら
の
専

門
分
野
を
多
面
化
し
て
、
他
の
分
野
に
ま
で
進
出
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
を
示
す
。
若
干
の
例

外
を
除
け
ば
、
第
三
回
に
比
し
て
第
四
回
に
は
こ
の
傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
見

出
さ
れ
る
。

　
こ
の
一
般
的
傾
向
の
中
に
お
い
て
、
食
料
品
と
化
学
製
品
に
つ
い
て
は
、
輸
出
入
と
も
に
、

他
種
目
に
比
し
て
専
門
化
の
程
度
が
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
Q
こ
れ
は
こ
の
二
種
目
に
つ
い
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第6表取扱種目分散度（総数に対する％）

’＼　　　、、一、．
一種目 　　1�嵂ﾚ 三種目 四三五畿六翻 計

輸
出
業

第一回

謫�v

錘O回

謗l回

49．7

S1．2

Q9．2

R6．1

32．1

R1．0

Rδ．9

Q6．5

7．3

P9．0

P9．2

P3．2

43
V．0

P1．8

P3．0

3．0

P．9

P．9

T．6

0　3．6

@1．0

@5．6

100．0

P00．0

P00．0

P00．0

輸
入
業

第二割

虫O回
謗l回　‘

43．2

S1．0

R＆3

28．4

Q6．0

Q7．3

14．7

Q2．0

P0．9

7．4

X．0

V．0

α3

Q．0

P1．7
0
4
8

100．0

P00．0

P00．0

第一回は輸出のみ，その品目は繊維，雑貨，金属および機械器具，化学薬
品，木材，食糧品の六種目。第三回以降は繊維，雑貨，鉱工品，化学製品，

食料品，機械の六種目で，第二回においては機械を鉱工晶に加えている。

統計基礎に若干の差はあるが比較には堪え得るであらう。

て
は
、
他
種
目
を
専
門
と
す
る
も
の
が
介
入
し
難
い
分
野
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
逆
に
、

繊
維
品
、
雑
貨
、
機
械
に
つ
い
て
は
専
門
化
の
程
度
が
低
く
、
他
種
目
専
門
の
商
社
の

進
出
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
四
回
調
査
に
お
い
て
、
雑
貨
の
専
門
化
の
程
度

が
輸
出
入
と
も
に
第
三
回
に
比
し
て
著
し
く
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
右
の
解
釈
に
対

し
て
一
つ
の
疑
問
を
投
げ
か
け
る
が
、
こ
れ
は
他
種
目
を
主
と
す
る
も
の
が
、
雑
貨
か

ら
手
を
引
い
だ
も
の
が
多
か
っ
元
こ
と
、
ま
セ
逆
に
、
他
種
目
を
主
と
し
て
い
だ
も
の

が
雑
貨
を
重
点
と
す
る
も
の
に
移
つ
π
こ
と
（
前
者
は
分
母
を
大
に
し
、
後
者
は
分
子

を
大
に
す
る
）
の
両
面
か
ら
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
四
回
、
鉱
工
品
の
輸
出
に
お

い
て
こ
れ
を
専
門
と
す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
記
入
の
不
備
に
基
く
異
常
の

結
果
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
右
の
専
門
化
程
度
は
、
あ
る
種
目
に
重
点
を
置
く
商
社
数
が
そ
の
種
目
を
取
扱
う
商

社
総
数
の
う
ち
で
占
め
る
割
合
を
示
す
に
す
ぎ
す
、
あ
る
種
目
に
重
点
を
置
く
と
い
っ

て
も
、
そ
の
程
度
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
専
門
化
程
度
を
見
る
だ
め

に
は
さ
ら
に
適
確
な
基
準
に
侯
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
目
的
の
だ
め
に
、
商
社
の
取
扱
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種
目
数
に
即
し
て
、
経
営
の
多
面
化
傾
向
を
検
出
し
て
見
よ
う
。

　
第
六
表
は
取
扱
商
品
の
種
目
数
に
応
じ
て
商
社
数
を
検
出
し
、
そ
の
総
商
社
数
に
対
す
る
比
率
を
算
定
し
泥
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
取

扱
種
目
の
分
散
度
が
判
る
と
と
も
に
そ
の
反
面
と
し
て
の
専
門
化
程
度
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
に
、
一
種
目
の
み
を
取
扱
う
商
社
が
比
率
的
に
は
圧
倒
的
に
多
い
（
第
三
回
の
輸
出
を
例
外
と
し
て
）
遷
い
う
こ
と
、

さ
ら
に
年
と
と
も
に
一
種
目
の
み
を
取
扱
う
商
社
の
比
率
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
つ
、
第
四
回
調
査
に
即
し
て
見
る
に
、
二
種
目
以
下
を
取
扱
う
も
の
が
輸
出
に
お
い
て
六
二
・
六
％
、
輸
入
に
お
い
て
六
五
．
六
％
に

達
し
、
貿
易
業
は
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
万
屋
式
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
小
規
模
の
経
営
が
多
い
こ
と
か
ら
考
え
て
当

然
の
二
と
で
あ
る
と
い
い
得
る
。
そ
の
反
面
、
六
種
目
、
即
ち
あ
ら
ゆ
る
部
門
の
商
品
を
取
扱
う
も
の
が
、
輸
出
に
お
い
て
五
・
六
％
、
輸

入
に
お
い
て
四
・
八
％
、
五
種
目
取
扱
い
の
商
社
を
も
合
す
れ
ば
、
輸
出
に
お
い
て
一
一
・
二
9
6
、
輸
入
に
お
い
て
一
六
・
五
％
も
あ
る
こ

と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
商
社
は
資
本
金
も
大
き
く
、
従
業
員
数
も
多
く
、
多
面
的
経
営
の
基
礎
を
備
え
だ
も
の
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
Q

　
つ
ぎ
に
、
第
六
表
か
ら
取
扱
種
目
数
に
お
い
て
年
と
と
も
に
多
種
目
を
取
扱
う
商
社
の
比
率
の
加
わ
っ
て
行
く
傾
向
、
即
ち
経
営
多
面
化

の
方
向
が
読
み
と
ら
れ
る
。
即
ち
一
種
目
を
取
扱
う
商
社
の
比
率
は
年
と
と
も
に
低
下
じ
て
行
き
、
三
種
目
以
上
の
比
率
が
増
加
し
て
い
る
。

と
く
に
第
四
回
調
査
に
お
い
て
は
、
五
種
目
以
上
の
も
の
の
比
率
が
急
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
経
営
活
動
の
多
面
化
し
て
行
く
こ
と
は
貿
易
活
動
の
活
淡
化
す
る
こ
と
を
物
語
り
、
経
営
内
容
の
安
定
化
を
示
唆
す
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
す
で
に
輸
出
入
の
兼
業
の
増
加
傾
向
に
つ
い
て
述
べ
陀
ご
と
く
、
多
く
の
業
者
が
そ
の
取
扱
高
を
高
め
る
た
め
に
未
経
験
の
分

野
に
ま
で
進
出
し
て
い
る
こ
と
を
も
示
す
も
の
で
、
経
営
の
基
礎
を
却
っ
て
不
安
定
に
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し

て
、
各
業
者
が
相
互
に
他
の
取
扱
分
野
に
進
出
し
合
う
結
果
は
、
相
互
の
競
争
を
激
化
し
、
専
門
分
野
を
守
ら
ん
と
す
る
業
者
の
存
立
を
も

脅
か
す
こ
と
と
も
な
る
の
で
あ
る
Q
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口
、
取
　
引
　
関
　
係

網
　
　
　
　
　
（
一
）
無
量
あ
馨
方
式

　
店

蔽
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
、
輸
出
業
者
が
輸
出
品
製
造
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
に
お
い
’
し
い
か
な
離
合
方
式
を
と

　
×

糀
　
　
　
　
　
　
つ
て
い
・
。
か
を
見
よ
．
つ
。
こ
れ
は
調
査
票
で
は
捉
え
難
い
内
面
的
問
題
の
検
出
に
な
る
わ
け
で

泓
　
　
　
　
　
　
あ
る
が
・
調
査
票
に
書
き
込
ま
れ
蔭
り
で
の
結
界
蟹
整
理
し
て
晃
・

　
幡

　
蜘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
造
業
者
と
の
結
合
方
式
に
お
い
て
緊
籍
の
程
度
の
順
か
ら
い
え
ば
、
兼
業
、
入
的
関
係
、

　
艇

　
畿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
関
係
、
代
理
店
関
係
、
委
託
関
係
、
顧
客
関
係
（
単
な
る
当
山
ハ
関
係
）
と
い
う
こ
と
に
な

　
方

齢
　
　
　
　
　
　
る
で
あ
ろ
う
・
第
四
回
調
査
の
結
果
に
拳
て
・
↓
ハ
つ
の
取
扱
種
易
に
こ
れ
ら
の
関
係
を
分

　
の

　
靴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
し
、
記
入
さ
れ
π
事
項
の
合
計
と
、
比
軟
の
だ
め
に
第
二
回
お
よ
び
第
三
回
調
査
に
お
け
る

　
業

鵬
　
　
　
　
　
　
各
合
計
を
も
掲
出
し
把
の
が
第
七
表
で
あ
る
。

　
品

　
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
じ
て
見
ら
れ
る
顕
著
な
現
象
は
、
最
も
緊
密
と
見
ら
れ
る
兼
業
が
最
も
少
く
、
最
も
稀
薄

　
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
関
係
π
る
顧
客
関
係
が
最
も
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
各
回
の
調
査
に
つ
い
て
興
通

　
　

　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
輸
出
品
仕
入
の
半
ば
以
上
が
単
純
な
売
買
関
係
を
通
じ
て
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
、
自
家
製
品
の
直
輸
出
は
稀
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
白
馬
製
品
の
直
輸
出
は
調
査

対
象
に
上
っ
だ
製
造
業
者
の
数
か
ら
考
え
て
も
、
も
っ
と
多
か
る
べ
き
筈
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
記
入
さ
れ
セ
事
項
は
、
神
戸
市
以
外
の
製
造

業
者
と
の
関
係
を
主
と
し
て
い
る
の
で
、
、
自
ら
食
い
違
い
が
生
す
な
わ
け
で
あ
る
。

　
何
ら
か
の
形
で
製
造
業
者
と
の
問
に
人
事
交
流
の
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
昧
す
る
人
的
関
係
は
第
二
回
調
査
で
は
相
当
の
数
を
示
し
π
が
、

＼ 繊維 鉱］二 食料 雑貨 化学 機械 第四回
〟D計

1第三回P合　計 第二回

㈹v
兼　　　業 4 2 0 8 3 0 17 13 35

人的関係 5 1 0 16 1 0 23 19 68

資金関係 19 4 9 38 3 2 75 138 125

代理店関係 8 2 2 19 8 7 46 50 59

委託関係 14 1 5 19 3 2 44 60 43

顧客関係 102 24 38 202 33 40 439 433 353

そ　の　他 3 0 0 0 0 0 3 9

合　　　計 155 34 54 302 51 51 647 725 683
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第
三
回
調
査
以
降
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
人
的
関
係
の
意
味
が
調
査
の
回
を
璽
ね
る
に
徒
っ
て
厳
密
に
解
さ
れ
だ
と
見
ら
れ
る
節
も
あ

る
が
、
貿
易
業
者
と
製
造
業
者
と
の
分
離
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
貿
易
業
者
相
互
間
の
競
争
関
係
が
激
し
く
な
る

に
従
っ
て
、
製
造
業
者
が
特
定
の
貿
易
業
者
と
緊
密
に
結
び
つ
く
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
一
般
的
傾
向
を
反
映
す
る
と
見
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な

い
。
資
金
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
い
得
ち
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
三
回
に
亘
る
調
査
の
結
果
は
資
金
関
係
が
次
第
に
薄
く
な
っ
て

行
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
に
お
い
て
、
単
な
る
顧
客
関
係
が
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
増
加
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
貿

易
業
者
と
製
造
業
者
の
勢
力
の
均
衡
化
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
代
理
店
関
係
と
委
託
関
係
に
つ
い
て
は
殆
ど
変
化
は
な
く
、
こ
の
二
つ
の
方

式
は
か
な
り
安
定
的
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
次
に
、
第
四
回
調
査
に
基
い
て
各
種
目
毎
に
右
の
諸
方
式
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
二
三
の
特
徴
を
摘
記
し
て
見
よ
う
。

　
顕
者
な
現
象
と
し
て
は
、
化
学
製
品
と
機
械
に
つ
い
て
代
理
店
関
係
が
多
い
こ
と
、
食
料
品
に
つ
い
て
は
資
金
関
係
ど
委
託
関
係
が
多
い

こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
、
人
的
関
係
と
兼
業
と
は
繊
維
と
雑
貨
に
劣
い
こ
と
は
こ
れ
ら
の
種
目
に
つ
い
て
は
緊
籍
な
結
合
関
係
の
あ
る
も
の
が

多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
コ
繊
維
と
雑
貨
は
資
金
関
係
に
つ
い
て
も
相
当
高
率
を
示
し
、
こ
れ
ら
の
種
目
の
中
小
生
産
者
が
人
的
に
か
資
金

的
に
か
、
貿
易
業
者
に
依
存
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
繊
維
お
よ
び
雑
貨
に
つ
い
て
臓
、
代
理
店
関
係
や
委
託
関
係
は
相

．
対
的
に
は
低
率
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
若
干
の
特
異
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
種
目
を
通
じ
て
、
そ
の
取
引
の
三
分
の

二
以
上
が
単
な
る
売
買
顧
客
関
係
を
通
じ
て
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
貿
易
業
者
は
何
ら
か
の
形
に
お
い
て
製
造
業
者
に

勢
力
を
及
ぼ
し
元
り
、
ま
だ
は
勢
力
を
及
ぼ
さ
れ
だ
り
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
勢
力
関
係
の
な
い
対
等
の
取
引
関
係
の
方
向
に
向
っ
て
い
る

と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
い
ま
、
個
々
㊨
商
品
に
つ
い
て
毎
回
の
調
査
に
お
い
て
詑
入
さ
れ
た
事
項
か
ら
特
異
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
若
干
の
事
実
を
掲
げ
て
、
右
の
一
般
的
考
察
の
補
充
と
し
よ
う
。

　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態
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戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

　
〔
緯
中
品
〕
　
人
絹
糸
、
綿
糸
、
毛
糸
の
ご
と
く
大
企
業
の
生
産
に
か
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
単
な
る
顧
客
関
係
が
多
く
、
綿
織
物
、
毛
織
物
の
ご
と
き
も
大
企
業
の
生
産

に
か
か
る
場
合
に
は
顧
客
関
係
が
多
い
が
、
大
阪
、
静
岡
、
兵
庫
、
岡
山
、
愛
媛
、
愛
知
等
の
中
小
機
業
者
の
生
産
に
か
か
る
場
合
に
は
資
金
関
係
や
人
的
関
係
が
見
出
さ

れ
る
。
福
井
、
石
川
等
の
絹
織
物
や
人
絹
織
物
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
毛
糸
、
毛
織
物
に
つ
い
て
は
代
理
店
関
係
も
あ
る
。
生
糸
に
つ
い
て
は
代
理
店
関
係
や
委
託
関

係
も
割
合
に
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
〔
鑛
工
品
、
機
械
〕
　
金
属
製
品
、
鋼
線
、
鉄
板
、
非
鉄
金
属
は
顧
客
関
係
が
多
い
。
機
械
器
具
類
に
つ
い
て
は
、
そ
の
仕
入
先
は
大
阪
、
神
戸
、
名
古
屋
等
の
工
業
地
域

が
主
で
、
そ
の
関
係
は
殆
ど
代
理
店
関
係
か
顧
客
関
係
で
あ
る
。
重
工
業
機
械
は
主
と
し
て
製
造
業
者
自
ら
の
取
引
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
神
戸
の
貿
易
業
者
の
扱
㌻
も
の

は
軽
機
械
が
多
い
。

　
〔
雑
　
貨
〕
　
全
国
各
地
の
特
産
品
が
蒐
荷
さ
れ
る
が
件
数
は
近
府
県
ほ
ど
多
く
な
る
・
雑
貨
は
大
体
中
小
製
造
業
者
に
よ
つ
て
製
造
せ
ら
れ
る
か
ら
、
資
金
関
係
が
割
合

に
多
い
。
ク
リ
ス
マ
ス
用
品
、
釦
、
竹
製
品
、
装
身
具
な
ど
こ
れ
で
あ
る
。
岡
山
県
の
君
命
、
野
草
莚
、
鳥
取
、
広
島
、
兵
庫
か
ら
の
竹
・
木
・
杞
柳
製
品
に
つ
い
て
は
人

的
関
係
も
あ
り
、
真
珠
は
三
憲
、
対
島
等
に
養
殖
場
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。

　
〔
食
料
品
〕
　
寒
天
な
ど
小
製
造
業
者
か
ら
仕
入
れ
る
場
合
に
は
資
金
関
係
で
結
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
海
水
陸
産
物
で
漁
業
組
合
や
、
農
業
組
合
と
の
間
に
顧
客
関
係
に

立
つ
も
の
も
あ
る
。

　
〔
化
学
製
品
〕
　
化
学
製
品
は
兵
庫
、
大
阪
の
ゴ
ム
製
品
、
神
戸
の
々
ッ
チ
、
樟
脳
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
が
、
多
く
は
顧
客
関
係
を
主
と
し
、
代
理
店
関
係
や
委
託
関
係
を

従
と
す
る
。
代
理
店
関
係
で
仕
入
れ
ら
れ
る
商
品
は
ペ
イ
ン
ト
、
セ
ル
ロ
イ
ド
製
品
、
化
学
製
品
な
ど
が
目
立
ち
、
薄
荷
油
、
除
虫
菊
は
資
金
関
係
も
見
出
さ
れ
る
。
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（
二
）
輸
出
市
場
と
の
接
触

　
逆
に
、
輸
出
市
揚
に
対
し
て
貿
易
業
者
は
い
か
な
る
接
触
方
法
を
講
じ
て
い
る
か
。
戦
後
の
盲
貿
易
か
ら
漸
次
海
外
市
場
へ
の
直
接
接
触

に
い
だ
る
日
本
輸
出
貿
易
の
展
開
過
程
が
そ
の
ま
、
四
回
に
わ
た
る
調
査
の
上
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
．
即
ち
、
昭
和
二
二
年
八
月
の
民
澗
貿

易
一
部
再
開
以
来
、
在
日
バ
イ
ヤ
ー
を
通
じ
て
の
受
動
的
接
触
か
ら
、
漸
次
海
外
の
旧
顧
客
と
の
通
信
貿
易
を
回
復
し
、
さ
ら
に
海
外
商
社

と
の
代
理
店
関
係
を
確
立
し
、
最
近
で
は
海
外
に
視
察
員
、
出
張
員
を
派
遣
し
、
出
張
所
や
支
店
を
設
置
す
る
段
階
ま
で
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
．

そ
の
歩
み
来
つ
セ
跡
を
種
々
の
標
識
で
示
す
こ
と
は
今
で
は
単
な
る
興
味
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
海
外
商
「
社
の
代
理
店
関

係
の
有
無
と
、
海
外
派
遣
員
の
現
状
だ
け
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。



海
外
商
社
の
代
理
店
関
係
に
つ
い
て
は
、
海
外
商
社
に
対
し
代
理
店
た
る
地
位
に
あ
る
と
答
え
た
も
の
の
数
が
A

第8表　國別，海外派遣員数別・貿易業者数（26．8．1現在）（本支店綜合）

＼派遣負数　　＼
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1名
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こ
の
質
問
欄
に
回
答
し

た
商
社
総
数
の
中
で
占
め
る
割
合
は
、
第
二
回
調
査
で
は
五
二
％
、

第
三
回
調
査
で
は
六
二
％
、
第
四
回
調
査
で
は
八
二
％
と
漸
次
増

加
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
絶
対
数
か
ら
見
て
も
第
二
回
調
査
で

は
一
二
九
社
、
第
三
回
、
二
二
七
社
、
第
四
回
、
・
一
六
二
社
と
増

加
し
て
い
る
。

　
海
外
へ
の
派
遣
員
に
つ
い
て
見
る
に
、
第
四
回
調
査
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
つ
だ
こ
と
は
第
八
表
に
示
す
ご
と
く
、
派
遣
員
を
出

し
て
い
る
商
社
数
は
三
六
社
で
、
最
も
多
く
派
遣
員
の
出
て
い
る

の
が
ア
メ
リ
カ
で
、
こ
れ
に
つ
い
で
パ
キ
ス
タ
ン
、
台
湾
の
順
で

あ
る
Q
そ
し
て
今
日
殆
ど
世
界
の
各
地
に
派
遣
員
が
出
て
い
る
こ

と
は
、
や
が
て
展
開
さ
る
べ
き
真
の
意
昧
の
貿
易
の
本
格
化
へ
の

準
備
と
見
て
よ
い
で
．
あ
ろ
う
。

五
、
貿
易
業
の
経
螢
分
析

　
実
態
調
査
で
は
貿
易
業
の
経
営
内
容
を
捉
え
る
た
め
の
細
部
の

調
査
項
目
を
盛
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
調
査
西
、
で
捉
え
だ
項
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戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

目
と
し
て
は
金
融
方
法
と
経
．
費
比
率
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
記
入
の
簡
便
を
期
す
る
だ
め
に
、
金
融
方
法
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
二

回
は
借
入
先
を
記
入
す
る
に
と
ど
め
、
後
の
二
回
に
お
い
て
自
己
資
金
、
借
入
金
、
貿
易
手
形
利
用
、
そ
の
他
の
四
項
目
に
つ
い
て
各
そ
の

利
用
比
率
を
求
め
、
ま
た
経
費
比
率
に
つ
い
て
は
営
業
費
、
資
材
費
、
人
件
費
、
そ
の
他
の
四
項
目
に
つ
い
て
各
そ
の
構
成
比
率
を
求
め
π

に
過
ぎ
な
い
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
の
記
載
を
基
礎
に
し
て
神
戸
貿
易
風
の
経
営
内
容
に
つ
い
て
の
簡
単
な
分
析
を
試
み
る
こ

と
に
す
る
。

　
　
　
　
（
一
）
金
　
融
　
方
　
法

　
貿
易
業
者
の
主
た
る
借
入
先
が
近
代
的
金
融
機
関
た
る
銀
行
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
一
回
調
査
で
は
記
入
一
七
七
社
の
う

ち
、
一
五
九
社
（
八
九
・
八
％
）
が
銀
行
を
借
入
先
と
し
、
信
託
六
社
、
無
尽
、
共
同
組
合
各
一
社
、
保
険
会
社
二
社
、
そ
の
他
八
社
と
い

う
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
泥
Q

　
第
二
回
調
査
で
は
稽
々
細
か
く
主
た
る
借
入
先
と
従
た
る
借
入
先
と
に
分
っ
て
調
査
し
た
が
、
主
た
る
借
入
先
を
銀
行
と
す
る
も
の
は
記

入
二
三
七
社
の
う
ち
二
〇
三
社
（
八
五
・
六
％
）
で
、
自
己
資
金
を
主
と
す
る
も
の
二
八
社
（
一
一
・
八
％
）
、
両
者
を
合
し
て
殆
ど
一
〇

〇
9
6
に
近
く
、
信
託
会
社
三
社
、
信
用
組
合
二
社
を
例
外
と
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
従
だ
る
借
入
先
と
し
て
は
記
入
一
一
五
社
の
う
ち
、
自

己
資
金
七
一
社
（
⊥
ハ
一
・
七
％
）
、
銀
行
二
三
社
（
二
〇
％
）
で
、
信
託
会
社
一
二
社
（
一
〇
・
四
％
）
、
信
用
組
合
二
祉
嘱
保
険
会
社
、
無

尽
会
社
各
一
社
、
個
人
五
社
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
Q

　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
に
、
資
金
調
達
上
銀
行
に
依
存
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
自
己
資
金
に
依
存
す
る
も
の
も
従
だ
る
借
入
先
と
し

て
銀
行
に
頼
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
依
存
す
る
も
の
は
極
め
て
少
く
、
従
た
る
借
入
先
と
し
て
銀
行
以
外
の
金
融

機
関
を
若
干
利
用
し
て
い
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
銀
行
の
貸
出
政
策
が
い
か
に
強
く
貿
易
業
を
左
右
す
る
か
が
察
知
さ
れ
る
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第9表　金融方法別・利用率別・業者数（延数）（26．　8．1現在）（本支店綜合）

「第三回
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21．　6
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　2
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38

4
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1
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1

7
3
2
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14

U
2
0
3

3
6
1
1

16

P0

P4

V

15

P0

P1

Q

騙
鷺
B
3

煽
舞
h
5

1％
一一10％

　　43

　27

　　8

　　1．？．

融謙
自己資金

借　　入

貿手利用

その他

戦
後
神
戸
貿
易
業
の わ

け
で
あ
る
。

　
第
三
回
と
第
四
回
調
査
で
は
視
角
を
変
え
て
、
金
融
方
法
の
利
用
率
を
調
べ
て
見
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見

る
に
、
第
三
回
調
査
で
は
自
己
資
金
の
利
用
率
は
二
〇
％
、
借
入
二
一
・
六
％
、
貿
易
手
形
利
用
五
〇
％
、

そ
の
他
八
・
三
％
と
な
り
、
第
四
回
調
査
で
は
自
己
資
金
の
利
用
率
二
〇
％
、
借
入
一
四
％
、
貿
易
手
形
利

用
五
〇
％
、
そ
の
他
一
六
9
6
と
な
つ
で
お
り
、
貿
易
手
形
の
利
用
率
が
両
年
を
通
じ
て
丁
度
半
分
を
占
め
、

自
己
資
金
の
利
用
率
も
両
年
と
も
に
二
〇
％
で
変
化
な
く
、
た
だ
借
入
と
そ
の
他
と
が
位
置
を
か
え
π
だ
け

で
あ
る
。

　
合
、
第
四
回
調
査
に
基
い
て
個
々
の
調
達
方
法
に
つ
い
て
そ
の
利
用
の
程
度
を
商
社
数
別
に
示
せ
ば
第
九

表
の
通
り
で
あ
る
Q

　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
に
、
自
己
資
金
に
つ
い
て
は
総
所
要
資
全
の
一
〇
％
以
下
と
い
う
の
が
最
も
多
く
、

高
度
に
自
己
資
金
で
賄
い
得
る
も
の
は
漸
次
少
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
殆
ど
全
額
を
自
己
資
金

で
賄
い
得
る
も
の
も
相
当
数
あ
る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
貿
易
手
形
利
用
そ
の
他
金
融
機
関
へ
の

接
触
の
乏
し
い
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
概
し
て
中
小
経
営
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

ま
た
輸
出
向
製
造
加
工
業
者
や
売
込
問
屋
業
に
こ
う
し
た
自
己
資
金
依
存
率
の
高
い
も
の
が
あ
る
こ
と
も
附

記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
れ
に
対
し
、
貿
易
手
形
利
用
に
つ
い
て
は
所
要
資
金
の
六
一
％
以
上
八
O
％
を
こ
れ
に
よ
っ
て
賄
う
と

い
う
も
の
が
最
も
多
く
、
殆
ど
一
〇
〇
％
貿
手
依
存
と
い
う
も
の
も
相
当
に
あ
る
。
一
般
に
貿
易
手
形
利
用

　
　
実
態
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戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

は
各
利
用
率
別
に
比
較
的
平
均
し
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
反
対
に
、
借
入
や
そ
の
他
に
つ
い
て
は
高
度
依
存
は
極
め

て
少
く
、
必
要
資
金
の
小
部
分
を
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
所
要
資
金
の
調
達
に
お
い
て
自
己
資
金
の
利
用
率
が
平
均
的
に
見
て
全
体
の
二
〇
％
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
の
一
般
貿
易
業
者

の
資
金
力
か
ら
考
え
て
些
か
過
大
に
失
す
る
観
が
あ
る
。
ま
し
て
、
所
要
資
金
の
五
〇
％
以
上
を
自
己
資
金
で
賄
い
得
る
も
の
が
五
一
社
も

あ
る
と
い
う
こ
と
に
徴
す
れ
ば
、
二
の
部
分
の
記
入
仁
お
い
て
自
己
資
金
依
存
率
を
過
大
に
見
積
っ
て
い
る
と
い
う
推
測
も
可
能
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、
東
京
銀
行
が
主
要
貿
易
商
響
応
〇
社
に
つ
い
て
そ
の
決
算
面
に
あ
ら
わ
れ
だ
数
字
か
ら
計
算
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
銀
行
借

入
金
の
自
己
資
本
に
対
す
る
倍
率
は
平
均
し
て
、
昭
和
二
五
年
上
期
（
二
五
年
九
、
一
〇
月
決
算
）
に
お
い
て
一
二
・
四
八
倍
、
下
期
（
二

六
年
三
、
四
月
決
算
）
に
お
い
て
一
二
・
二
四
倍
で
あ
り
、
最
低
三
・
一
五
倍
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
（
計
数
面
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

ら
南
扇
貿
易
商
社
の
業
態
分
析
、
東
京
銀
行
月
報
、
昭
和
二
六
年
五
月
号
お
よ
び
一
一
月
号
）
外
部
に
多
額
の
借
入
依
存
の
能
力
の
少
い
中
　
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

小
貿
易
業
を
多
数
に
含
む
神
戸
貿
易
業
全
体
に
つ
い
て
の
平
均
と
し
て
は
必
ず
し
も
不
当
の
数
字
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
二
）
経
費
分
析

　
経
費
に
つ
い
て
は
総
経
費
中
、
営
業
費
、
資
材
費
、
入
件
費
お
よ
び
そ
の
他
の
四
項
目
の
各
々
の
占
め
る
比
率
の
記
入
を
求
め
た
わ
け
で

あ
り
、
輸
出
向
生
産
者
や
加
工
業
者
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
，
資
材
費
の
占
め
る
比
率
の
高
い
も
の
が
あ
っ
た
り
、
ま
陀
「
そ
の
他
」
の
項

目
の
占
め
る
比
率
が
相
当
に
高
い
（
租
税
、
支
払
利
息
な
ど
を
そ
の
他
に
含
ま
し
め
π
も
の
が
多
い
と
思
せ
ら
れ
る
）
等
の
事
情
の
泥
め
に
、

必
ず
し
も
貿
易
業
者
の
経
費
分
析
を
正
確
に
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
う
ち
の
営
業
費
と
人
件
費
と
を
標
識
に
し
て
あ

る
程
度
の
一
般
的
概
念
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
Q

　
合
、
資
本
金
の
階
級
別
に
総
経
費
中
営
業
費
の
占
め
る
比
率
に
応
ず
る
業
者
数
の
分
布
を
見
る
と
第
一
〇
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。



第10裂　資本金別・営業費別・貿易業者数（26．　8，1現在）（本支店綜合）
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．
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戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

　
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
に
、
営
業
費
の
占
め
る
比
率
が
四
一
％
以
上
五
〇
％
ま
で

占
め
る
と
い
う
の
が
最
も
多
く
全
体
の
二
〇
・
八
％
を
占
め
、
五
一
－
六
〇
％
を

占
め
る
も
の
が
こ
れ
に
つ
い
で
一
六
・
七
％
で
、
両
者
を
合
し
て
三
七
一
五
％
で

あ
る
。
第
三
回
調
査
で
は
こ
の
合
計
が
三
五
・
六
％
で
、
そ
の
代
り
に
六
一
i
七

〇
％
の
階
級
が
第
四
回
調
査
の
そ
れ
よ
り
高
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
全
般
的
に
見
．

て
第
四
回
調
査
の
方
が
前
回
よ
り
営
業
費
比
率
が
低
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
け

れ
ど
も
、
こ
れ
は
そ
の
他
の
項
目
が
高
く
な
っ
た
た
め
で
、
入
曽
費
の
占
め
る
比

率
は
却
っ
て
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
資
本
金
の
階
級
別
に
検
討
す
る
に
、
特
徴
的
に
見
出
さ
れ
る
傾
向
は
資
本

金
一
億
円
以
上
の
大
商
社
に
あ
っ
て
は
五
一
i
六
〇
％
の
比
率
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
れ
以
下
の
規
模
の
も
の
が
四
一
－
五
〇
％
ま
だ
は
そ
れ
以
下
の
比
率
に
集
中
し

て
い
る
の
と
対
照
せ
ち
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
資
本
金
の
大
な
る
も
の
に
つ

い
て
は
営
業
費
の
占
め
る
比
率
が
大
き
く
、
そ
れ
以
外
の
費
目
が
比
率
的
に
低
下

す
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
Q
但
し
、
一
億
円
未
満
の
商
社
に
つ
い
て
一
般
的
に
養

右
の
傾
向
を
見
出
す
ま
で
に
い
た
っ
て
い
な
い
Q

　
第
一
一
表
は
従
業
員
数
別
で
見
．
た
規
模
に
応
ず
る
人
件
費
の
比
率
を
示
す
も
の

で
㍉
第
四
回
調
査
で
は
最
頻
値
は
一
一
一
二
〇
％
で
あ
り
、
二
一
－
三
〇
％
の
階

157　一’一“



第11』表　従業員数別・人件費別貿易業者数（26．8．1現在）（本支店綜合）

戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

敵塁一・・％1％ 11

`20
21

`30
31
`40

41

`50
51

`60
@　　　1

61

`70
71

`80
81

`90
91
`100 合計 比率

3人未満
1 1 1 1 4 2．1

3～5
1 1 1 2 6 1 12 5．8

5～10 3 9 13 11 5 3 4 48 23．4

10～15
1 8 6 4 6 25 12．3

15～30 8 8 10 8 6 1 41 20．0

30～50 3 2 8 4 5 3 25 12．3

50～100 3 9 2 5 3 1 23 11．3

100～500 2 8 4 3 17 8．3

500～1000 2 1 1 4 2．1

1000以上 2 2 1 5 2．4

合　　　計 24 49 46 40 32 7 5 1 204 100．0

比　率　％ 11．8 24．0 22．5 19．6 15．7 3．4 2．5 0．5 100．0

第3回比率 551 17．6 1222 27．1 16．7
　　　1ｿ81 2．7 0．4 0．4 1・・α・

と
三
一
一
四
〇
％
の
階
級
が
順
次
こ
れ
に
次
ぎ
、
三
者
を
合
し
て
六
六
・
一
％

の
集
中
度
を
示
し
て
い
る
。
全
体
を
通
じ
て
の
平
均
値
（
中
位
数
）
を
見
出
せ

ば
二
六
％
の
点
と
な
る
。
第
三
回
調
査
の
と
き
に
は
三
一
一
四
〇
％
の
階
級
が

最
も
多
く
て
二
七
・
一
％
で
、
つ
い
で
二
一
一
三
〇
％
、
一
一
i
二
〇
％
の
順
。

で
あ
っ
だ
か
ら
そ
の
位
置
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
回
調
査
で
は
人

件
費
比
率
の
平
均
値
（
中
位
数
）
は
三
三
％
の
点
で
あ
っ
た
。

　
第
四
回
調
査
の
と
き
の
方
が
第
三
回
調
査
に
比
し
て
人
件
費
比
率
が
小
さ
い

と
い
う
こ
と
は
、
前
回
の
調
査
の
と
き
に
比
し
て
取
引
活
動
が
活
溌
と
な
り
、

そ
れ
だ
け
総
経
費
中
に
占
め
る
比
率
を
低
下
せ
し
め
得
一
こ
と
を
物
語
る
。

　
こ
れ
を
規
模
別
に
眺
め
る
と
、
一
般
的
に
従
業
員
数
が
多
く
な
る
に
従
っ
て
、

人
件
費
の
占
め
る
比
率
は
低
下
し
て
行
く
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

営
業
費
の
比
率
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
を
裏
面
的
に
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
因
み
に
前
記
東
京
銀
行
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
主
要
貿
易
三
五
〇
社
に
つ
い
て
、

総
損
金
（
右
に
い
う
総
経
費
）
中
入
件
費
の
占
め
る
割
合
は
、
昭
和
二
五
年
上

期
に
お
い
て
二
七
・
八
九
％
で
、
下
期
に
お
い
て
は
一
九
・
二
三
％
で
あ
っ
た
。

下
期
決
算
（
二
六
年
三
・
四
月
）
期
が
貿
易
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
東
京

銀
行
の
調
査
が
大
商
社
の
み
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
す
な

158



第12表　（第3表）紳戸貿易業規模別取扱高　（26。8．1現在）（本麦店綜合）

資　本金
一ク’月一人当り取扱高 年取扱高／資本金平均

]業員数

年間平均
A出入取扱高 輸出入取扱高 総取扱高※ 輸出入取扱高 総取扱高※

個人経営 11人

億
円
1
．
7

　
万
円
1
2
9 （258）

20万円未満 7入

20万円以上50万円未満

8人
い・

@　2．2

　　　83 （166）

　
倍
3
5
0

　　倍
i700）

50万円～
@100万円

　　一
P3人 141 （282） 300 （600）

100万円～
@500万円 25人 3．9 130 （260） 158 （316）　　　一

500万円～
@1000万円

57人 ao 73 （146） 66 （132）

1000万円～
@5000万円

73入
7．2 82

5000万円～
@　1億円 悔

（164） 14 （28）

　　　　～P億円以上 40．6 122 （244） 20 （40）

平均109 （218）

※総取扱高を輸出入取扱高の2倍と仮定す。

ら
ば
、
神
戸
貿
易
業
全
体
に
つ
い
て
、
一
件
費
比
．
率
が
平
均
二
六
％
と

い
う
数
字
は
大
体
に
お
い
て
正
確
な
割
合
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
Q

六
、
貿
易
業
の
適
正
規
模

　
今
や
わ
れ
わ
れ
は
既
述
の
貿
易
業
の
経
営
規
模
と
輸
出
入
取
扱
高
お

よ
び
経
費
分
析
を
基
礎
に
し
て
貿
易
業
の
適
正
規
模
の
検
出
へ
の
接
近

を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
数
字
は
調
査
票
に
記

入
さ
れ
π
数
字
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
仮
り
に
そ
の
集
計
が
大

数
観
察
の
効
果
に
よ
っ
て
傾
向
法
則
を
示
し
得
π
と
し
て
も
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
神
戸
貿
易
業
の
現
に
あ
る
姿
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
、
貿
易

業
と
し
て
の
あ
る
べ
き
適
正
規
模
を
示
す
指
標
と
し
て
は
な
お
十
分
の

吟
味
の
必
要
を
残
す
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
Q

　
こ
こ
で
既
掲
第
三
表
神
戸
貿
易
業
経
．
営
規
模
綜
合
表
に
立
ち
願
え
ろ

．
り
Q

　
そ
こ
で
は
資
本
金
別
に
示
さ
れ
だ
経
営
規
模
の
各
階
級
に
応
じ
て
平

均
従
業
員
数
と
年
間
平
均
輸
出
入
取
扱
金
額
を
掲
出
し
、
従
業
員
一
ケ

一一　159　一一
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戦
後
神
戸
貿
易
…
栗
の
実
態

月
一
人
当
り
輸
出
入
取
扱
金
額
を
算
出
し
だ
。
こ
れ
に
総
取
扱
高
を
附
加
し
、
資
本
金
に
対
す
る
取
扱
高
の
倍
率
を
も
併
せ
示
し
た
の
が
第

一
二
表
で
あ
る
Q

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
ケ
月
一
入
当
り
取
扱
高
の
最
も
多
い
の
は
五
〇
万
－
一
〇
〇
万
円
の
階
級
で
、
平
均
一
四
一
万
円
、
一
〇
〇
万
－
五

〇
〇
万
四
の
階
級
が
こ
れ
に
次
い
で
一
三
〇
万
円
、
個
人
商
社
は
割
合
に
能
率
が
高
く
て
一
二
九
万
円
、
そ
の
次
ぎ
が
一
億
円
以
上
の
大
商

社
の
一
二
二
万
円
で
、
以
下
五
〇
万
未
満
の
法
人
商
社
の
八
三
万
円
、
一
〇
〇
〇
万
－
一
億
円
未
満
の
階
級
の
八
二
万
円
、
五
〇
〇
万
－
一

〇
〇
〇
円
の
階
級
の
七
三
万
円
の
順
と
な
り
、
平
均
一
ヶ
月
一
人
当
り
取
扱
高
は
一
〇
九
万
国
と
な
る
。

　
今
、
取
扱
高
に
対
す
る
利
益
率
が
規
模
の
大
小
や
取
扱
商
品
に
よ
っ
て
変
化
な
し
と
す
れ
ば
、
取
扱
高
の
大
き
い
ほ
ど
一
ヶ
月
一
人
当
り

利
益
の
額
は
多
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
右
の
順
位
は
利
益
額
の
順
位
従
っ
て
能
率
の
順
位
を
示
す
も
の
と
な
る
。
即
ち
、
個
人
の
揚

合
を
除
い
て
、
資
本
金
別
に
見
れ
ば
、
五
〇
万
国
未
満
の
小
規
模
商
社
は
能
率
悪
く
、
次
の
階
級
だ
る
五
〇
万
国
か
ら
五
〇
〇
万
国
ま
で
の

規
模
の
も
の
が
最
も
高
能
率
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
五
〇
〇
万
国
以
上
一
億
四
未
満
の
比
較
的
規
模
の
大
き
い
商
社
は
再
び
低
能
率
と
な
り
、

こ
れ
を
超
え
て
一
、
億
円
以
上
の
大
規
模
商
社
と
な
る
に
及
ん
で
再
び
高
能
率
に
転
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
の
四
つ
の
階
級
を
順
次
小

規
模
、
中
規
模
、
中
の
大
規
模
、
大
規
模
と
し
て
区
分
す
れ
ば
、
中
規
模
と
大
規
模
と
を
双
峰
と
す
る
能
率
曲
線
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
わ

一
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
多
く
の
工
業
に
つ
い
て
も
検
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
神
戸
貿
易
業
に
つ
い
て
こ
の
結
果
に
到
達
し
た
こ

と
は
、
貿
易
業
に
つ
い
て
も
工
業
に
お
け
る
と
同
様
の
事
実
の
存
在
す
る
こ
と
を
教
え
る
も
の
と
し
て
飛
去
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
右
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
資
本
金
五
〇
〇
万
円
未
満
の
貿
易
業
は
、
五
〇
〇
万
円
以
上
の
商
社
と
そ
の
性
格
と
活
動
内

・
容
を
異
に
し
、
後
者
が
近
代
化
さ
れ
泥
経
営
方
式
を
採
用
す
る
に
対
し
、
前
者
は
な
お
十
分
に
近
代
化
さ
れ
て
お
ら
な
い
こ
と
、
後
者
が
組

織
と
資
本
力
に
よ
っ
て
多
面
経
営
を
す
る
に
対
し
、
前
者
は
専
門
分
野
に
集
中
し
、
そ
の
部
面
で
経
験
と
信
用
と
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
等
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の
相
対
立
し
た
特
徴
を
も
ち
、
こ
の
性
格
と
活
動
内
容
の
相
違
し
π
二
つ
の
範
躊
の
う
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
規
模
の
大
き
い
も
の
が
小
さ
い
も

の
よ
り
高
能
率
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
多
く
の
工
業
生
産
に
お
い
て
、
性
格
と
し
て
非
近
代
的
要
塞
の
多
い
、
作
業
内

容
と
し
て
主
と
し
て
労
働
力
に
侯
つ
中
小
経
営
と
、
性
格
と
し
て
近
代
化
さ
れ
だ
、
経
営
内
容
と
し
て
は
組
織
と
機
械
力
と
を
高
度
に
利
用

す
る
大
規
模
経
営
と
が
併
存
し
、
そ
の
お
の
お
の
の
範
疇
に
お
い
て
適
正
規
模
が
見
出
さ
れ
る
の
と
そ
の
揆
を
一
に
す
る
。

　
以
上
は
従
業
員
一
ヶ
月
一
人
当
り
取
扱
高
の
多
寡
に
即
し
て
の
判
断
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
若
干
の
附
随
的
考
察
を
加
え
よ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
牧
益
と
か
損
益
計
算
に
関
す
る
項
目
は
（
故
意
に
）
省
略
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
調
査
の
結
果
か
ら
直
接
的
に
貿

易
業
者
の
損
益
に
即
し
て
の
能
率
の
高
低
を
判
断
す
る
資
料
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
別
の
観
点
か
ら
導
入
し
セ
標
識
に
照
ら
し
て
そ
の
有

利
性
不
利
性
を
判
定
す
る
ほ
か
は
な
い
Q

　
今
、
従
業
員
一
ケ
月
一
入
当
り
平
均
人
件
費
を
一
．
万
七
干
円
と
し
よ
う
。
（
中
井
省
三
氏
の
推
定
に
よ
る
。
同
氏
、
戦
後
に
お
け
る
日
本

貿
易
の
様
相
、
神
戸
貿
易
、
　
一
九
五
一
年
一
二
月
号
）
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
お
け
る
人
件
費
は
単
純
な
給
与
以
上
の
も
の
を
含
ん
で
い
る

か
ら
も
っ
と
多
額
に
見
積
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
仮
り
に
こ
の
金
額
を
適
用
す
る
。

　
前
述
し
だ
ご
と
く
、
第
四
回
調
査
に
お
い
て
は
、
人
件
費
の
総
経
費
中
に
占
め
る
比
率
は
平
均
し
て
二
六
％
で
あ
る
か
ら
、
従
業
員
一
ケ

月
一
人
当
り
総
経
費
は
六
万
五
千
国
（
ド
。
刈
司
一
』
I
T
O
．
N
①
“
0
・
α
司
コ
一
）
と
な
る
。
再
び
前
述
し
た
東
京
銀
行
の
調
査
で
は
社
員
一
人
当
り
平

均
支
出
は
昭
和
二
五
年
上
期
で
は
五
万
一
千
円
、
下
期
で
は
八
万
円
で
あ
っ
た
。
中
小
経
営
を
含
む
わ
れ
わ
れ
の
場
合
に
は
八
万
卒
よ
り
低

目
に
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
Q

　
一
ケ
月
一
人
当
り
総
経
費
六
万
五
千
円
を
賄
い
う
る
た
め
に
は
、
．

　
販
売
利
益
率
を
三
分
吉
見
て
、
一
ケ
月
一
人
当
り
の
取
扱
金
額
は
　
　
①
●
㎝
司
馬
十
ρ
O
。
。
1
－
b
。
嵩
司
ヨ
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〃
　
四
分
と
見
て
、
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
・
㎝
司
ヨ
十
〇
・
O
軽
1
1
日
①
P
α
司
E

　
　
〃
　
五
分
と
見
て
、
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
α
司
日
十
ρ
0
9
1
1
1
H
も
◎
O
司
ヨ

を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
純
益
金
を
生
み
出
さ
ん
と
す
れ
ば
、
取
扱
高
は
さ
ら
に
増
加
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

　
利
益
率
に
関
す
る
右
の
三
つ
の
率
の
う
ち
い
つ
れ
を
と
る
べ
き
か
は
問
題
で
あ
る
。
東
京
銀
行
調
査
に
よ
れ
ば
主
要
貿
易
商
社
五
〇
社
を

平
均
し
て
販
売
利
益
率
（
〔
議
旨
型
一
二
》
蟄
〕
＼
同
旨
蟄
）
は
二
五
年
上
期
で
四
・
一
八
％
、
下
期
で
四
・
〇
七
％
と
な
っ
て
い
る
Q
中
小

経
営
を
含
む
わ
れ
わ
れ
の
場
合
に
、
こ
れ
よ
り
高
く
見
積
る
べ
き
か
低
く
見
積
る
べ
き
か
は
完
全
に
推
量
の
域
を
出
な
い
。

　
他
面
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
取
扱
高
は
輸
出
入
の
み
で
、
国
内
取
扱
高
を
含
ん
で
い
な
い
。
従
っ
て
、
前
述
の
取
扱
高
だ
け

で
純
益
の
有
無
を
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
一
般
に
貿
易
業
者
が
国
内
取
引
と
貿
易
と
を
い
か
な
る
割
合
で
行
っ
て
い
る
か
が

問
題
と
な
る
が
、
再
び
東
京
銀
行
調
査
に
よ
れ
ば
二
五
年
上
期
に
は
輸
出
入
取
引
四
二
％
、
国
内
取
引
五
八
％
で
、
二
五
年
下
期
に
は
両
者

は
完
全
に
五
〇
％
つ
つ
で
あ
っ
だ
。
こ
の
率
を
わ
れ
わ
れ
の
場
合
に
も
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
前
記
の
各
取
扱
高
を
二
倍
し
て
（
第
一
二
表

の
括
弧
内
）
、
こ
れ
と
前
述
し
把
各
販
売
利
益
率
に
応
ず
る
取
扱
高
と
を
比
較
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

（
東
京
銀
行
調
査
で
は
社
員
一
ヶ
月
一
入
当
り
総
取
扱
高
は
二
五
年
上
期
に
お
い
て
一
五
五
万
円
、
下
期
に
お
い
て
二
九
八
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
場
合
に
は
貿
易
取
引
と
国
内
取
引
と
を
合
し
て
全
業
者
平
均
二
一
八
万
円
と
な
る
。
）

　
販
売
利
益
率
を
低
く
見
積
っ
て
三
％
と
す
れ
ば
、
個
人
経
営
と
、
中
規
模
と
大
規
模
の
階
級
は
純
益
を
生
じ
、
小
規
模
と
中
の
大
規
模
の

階
級
は
損
失
と
な
り
、
四
％
と
す
れ
ば
、
小
規
模
と
一
〇
〇
〇
万
－
五
〇
〇
〇
万
円
の
階
級
は
漸
く
経
費
一
杯
を
償
う
程
度
と
な
り
、
五
〇

〇
万
一
一
〇
〇
〇
万
円
の
階
級
は
赤
字
で
あ
る
。
販
売
利
益
率
を
五
％
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
規
模
に
つ
い
て
利
益
を
見
出
し
得
る
。
併
し
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な
が
ら
、
五
〇
〇
万
一
一
〇
〇
〇
万
円
の
階
級
は
五
％
の
場
合
で
さ
え
そ
の
純
益
は
さ
し
て
大
き
く
は
な
い
。

　
か
よ
う
に
考
察
し
来
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
小
規
模
経
営
の
も
の
が
そ
の
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
中
規
模
の
も
の
把
ら
ん
と
し
、
ま
た
中

の
大
規
模
の
も
の
が
大
規
模
に
な
ら
ん
と
す
る
最
近
の
傾
向
を
首
肯
し
得
る
と
と
も
に
、
中
規
模
の
も
の
が
中
の
大
規
模
に
拡
大
し
て
多
面

経
営
に
転
ぜ
ん
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
若
干
の
危
険
を
戚
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
神
戸
貿
易
業
が
と
ぐ
に
こ
の
中
規
模
の
線
に
多
数
集

中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
合
理
性
を
も
つ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
っ

七
、
貿
易
業
の
資
本
構
成

　
右
の
考
察
は
あ
く
ま
で
も
現
実
の
具
体
的
事
実
の
反
映
と
し
て
見
だ
に
と
ど
ま
っ
て
、
9
貿
易
業
の
規
模
が
資
本
金
額
か
ら
見
て
こ
の
程
度

の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
よ
い
と
い
う
意
昧
で
は
な
い
。

　
貿
易
業
の
資
本
金
に
関
し
て
は
、
そ
の
取
扱
高
と
の
対
比
に
お
い
て
戦
後
は
明
ら
か
に
過
小
に
失
す
る
。
昭
和
二
六
年
の
通
商
白
書
は
貿

易
業
の
資
本
金
額
に
対
す
る
取
扱
高
の
比
率
は
戦
前
の
一
・
五
二
倍
に
対
し
、
二
五
年
に
は
実
に
六
・
九
三
倍
の
高
率
を
示
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
同
書
、
五
〇
頁
）
Q

h
わ
れ
わ
れ
の
調
査
の
結
果
で
は
こ
れ
よ
り
遙
か
に
高
い
倍
率
に
な
る
（
第
一
二
表
参
照
）
。
即
ち
、
各
規
模
別
平
均
年
間
取
扱
高
を
平
均

資
本
金
額
で
割
つ
セ
値
ば
、
こ
の
取
扱
高
を
輸
出
入
取
扱
高
に
限
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
最
も
低
率
を
示
す
一
、
0
0
0
万
一
一
億
円
の

ど
こ
ろ
で
晶
四
倍
、
最
も
高
率
の
と
こ
ろ
で
は
五
〇
万
円
未
満
の
階
級
で
実
に
三
五
〇
倍
の
倍
率
を
示
し
、
平
均
的
の
倍
率
を
示
す
一
〇
〇

万
一
五
σ
O
万
円
の
階
級
で
は
一
五
八
倍
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
国
内
取
扱
高
を
加
え
る
と
き
は
さ
ら
に
こ
の
倍
率
は
倍
加

さ
れ
一
る
こ
と
と
な
る
。
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こ
の
倍
率
は
過
当
に
大
き
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
真
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
適
正
規
模
判
定

に
お
い
て
用
い
だ
計
算
を
転
用
す
れ
ば
自
ら
理
由
が
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
、
い
ま
平
均
的
商
社
の
総
経
費
中
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
を

二
六
％
、
従
業
員
一
人
当
り
人
件
費
月
額
を
一
万
七
千
円
、
販
売
利
益
率
を
三
％
と
す
れ
ば
、
こ
の
平
均
的
商
社
の
経
費
を
漸
く
賄
う
に
足

る
必
要
取
扱
高
は
月
額
二
一
七
万
円
で
あ
っ
た
。
年
額
で
は
二
、
六
〇
四
万
円
で
あ
る
。
神
戸
貿
易
業
の
最
も
集
中
度
の
高
い
資
本
金
一
〇

〇
万
円
一
五
〇
〇
万
国
の
階
級
で
は
平
均
従
業
員
数
は
二
五
人
で
あ
る
。
資
本
金
も
中
間
を
乏
っ
て
三
〇
〇
万
円
と
し
、
二
五
人
の
従
業
員

を
擁
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
最
低
必
要
取
扱
高
は
年
間
六
五
、
一
〇
〇
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
資
本
金
額
の
二
一
七
倍
に
相
当
す
る
。

こ
の
上
に
若
干
の
純
利
益
を
見
出
さ
ん
と
す
れ
ば
、
こ
の
倍
率
は
そ
れ
だ
け
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
・
れ
の
調
査
に
お
い
て
、
こ

の
階
級
の
輸
出
入
取
扱
高
の
資
本
金
に
対
す
る
倍
率
一
五
八
倍
、
日
額
の
国
内
取
扱
高
を
も
っ
と
し
て
総
取
扱
高
の
資
本
金
に
対
す
る
倍
率

が
三
一
六
倍
を
記
録
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
過
大
に
失
す
る
と
は
い
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
因
み
に
、
中
井
省
三
氏
は
「
神
戸
貿
易
」
に
お
け
み
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
平
均
的
な
商
社
の
従
業
員
一
五
人
な
い
し
一
六
人
程
度
、
従
業
員
一
人
当
り
入
件
費
月
額
一

万
七
千
円
と
し
、
総
経
費
を
人
件
費
の
三
倍
と
見
て
、
一
ケ
年
総
経
費
一
、
O
O
O
万
月
、
年
間
取
扱
高
に
対
す
る
平
均
収
益
率
を
三
％
と
し
て
、
少
く
と
も
令
聞
三
億
五

千
万
円
の
取
扱
量
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
標
準
取
扱
量
は
目
本
輸
出
入
総
額
を
貿
易
商
無
数
で
割
っ
た
数
字
と
偶
然
に
も
一
致
す
る
。
即
ち
日
本
の
輸
出
入
額

ご
0
億
ド
ル
と
し
、
こ
れ
を
約
二
千
の
貿
易
商
社
で
平
等
に
取
扱
う
と
し
て
、
平
均
年
間
一
社
取
扱
量
一
〇
〇
万
ド
ル
即
ち
三
億
六
千
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
。
中
井
氏
の
計
算
に
よ
れ
ば
。
平
均
商
社
の
資
本
金
三
〇
〇
万
円
と
し
て
、
輸
出
入
取
扱
高
の
倍
率
は
一
二
〇
倍
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
申
言
氏
の
計
算
と
わ
れ
わ
れ
の
そ
れ
と
の
差
は
用
い
ら
れ
た
平
均
的
商
社
の
従
業
員
数
と
、
人
件
費
の
総
経
費
中
に
占
め
る
比
率
の
差
に
あ
る
。
従
業
員
数
の
平
均
値
は

第
四
回
調
査
の
結
果
で
は
一
六
人
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
計
算
に
お
い
て
こ
の
数
字
を
用
い
る
な
ら
ば
一
層
巾
井
面
に
接
近
す
る
。
中
井
氏
が
用
い
ら
れ
た
人
件
費
の

総
経
費
中
に
占
め
る
比
率
三
三
％
と
い
う
の
は
第
三
口
調
査
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
得
た
平
均
値
に
一
致
す
る
が
、
第
四
口
調
査
で
は
二
六
％
に
低
下
し
て
い
た
こ
と
は
既

に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
中
井
氏
は
国
内
取
引
高
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
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以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
　
一
般
に
戦
後
の
貿
易
業
者
の
取
扱
高
に
対
す
る
資
本
金
の
割
合
は
明
ら
か
に
過
当
に
小
さ
過
ぎ
る
こ
と
が
明
ら



か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ひ
と
り
神
戸
貿
易
業
の
み
の
現
象
で
は
な
く
、
全
国
の
貿
易
業
に
通
ず
る
典
通
の
現
象
で
あ
っ
て
、
貿
易
業
の
中

小
性
の
問
題
の
ほ
か
に
、
そ
の
資
本
構
成
の
脆
弱
性
の
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
Q

　
資
本
構
成
の
脆
弱
性
の
問
題
は
一
方
に
お
い
て
、
販
売
利
益
率
や
売
上
純
益
率
〔
訟
詠
曄
＼
識
「
『
訓
〕
の
低
下
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
他

方
に
お
い
て
貿
易
業
の
銀
行
へ
の
高
度
依
存
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　
資
本
構
成
が
脆
弱
な
だ
め
に
業
者
は
最
有
利
な
販
売
条
件
を
見
出
す
ま
で
商
品
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
他
方
に
お
い
て

借
入
金
の
利
子
が
嵩
む
結
果
、
販
売
利
益
率
も
売
上
純
益
率
も
低
下
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
業
者
は
益
｛
薄
利
多
売
に
診
ら
ざ
る
を
得

な
ぐ
な
り
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
し
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
ま
だ
薄
利
多
売
に
診
る
結
果
篭
相
互
に
専
門
分
野
に
嬰
如
だ
り
得
な
い
で
他
の
分

野
に
ま
で
活
動
を
拡
張
せ
ん
と
す
る
。
こ
の
結
果
は
何
等
か
の
障
碍
に
当
面
す
れ
ば
直
ち
に
シ
。
ッ
ク
を
受
け
る
し
、
根
本
的
に
は
過
度
競

争
を
激
化
し
、
経
営
の
中
小
性
か
ら
く
る
売
崩
し
競
争
を
加
重
す
る
弊
を
醸
す
可
能
性
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
金
融
面
に
お
け
る
銀
行
へ
の
高
反
依
存
の
傾
向
に
つ
い
て
い
え
ば
、
負
債
比
率
〔
単
幾
畑
臨
＼
瓜
華
甲
料
ロ
が
戦
前
二
八
四
％
で
あ
っ
π

も
の
が
、
昭
和
二
五
年
上
期
に
は
三
、
一
四
八
％
、
下
期
に
は
五
、
一
〇
三
％
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
戦
前
に
比
し
て
一
一
・
一
倍
お
よ
び

一
六
・
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
Q

　
（
註
）
　
戦
前
の
計
算
は
「
本
邦
事
業
成
績
分
析
」
に
よ
っ
て
、
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
ほ
か
四
三
に
つ
い
て
昭
和
八
年
－
一
七
年
平
均
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
（
神
戸
銀
行

　
　
調
査
）
。

　
か
よ
う
に
負
債
比
率
が
高
い
結
果
、
一
面
に
躯
い
て
商
品
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
適
時
、
適
．
亘
の
販
売
に
よ
る
販
売
利
益
の
確
保
が
困
難
と
な

り
、
売
急
ぎ
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
他
面
に
お
い
て
、
銀
行
の
貸
出
政
策
、
さ
ら
に
根
本
的
に
は
国
家
の
金
融
政
策
に
よ
っ
て
経
営
を

左
右
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
戦
後
日
本
の
金
融
政
策
に
照
ら
し
て
、
貿
易
業
者
は
常
に
銀
行
か
ら
の
金
融
便
宜
に
多
大
の
関
心
と

　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態
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戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

精
力
を
注
が
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
置
か
れ
、
そ
れ
で
も
な
お
繋
ぎ
資
金
の
欠
如
に
よ
っ
て
売
急
ぎ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
風
調
査
以
後
毎
回
の
貿
易
振
興
一
般
に
対
す
る
意
見
の
項
目
に
お
い
て
、
多
数
の
短
路
の
指
摘
や
希
望
意
見
が
陳
べ
ら
れ
て
い
る
中

で
、
金
融
改
善
に
関
す
る
事
項
が
常
に
首
位
ま
把
は
二
位
に
あ
る
こ
と
は
右
の
，
貝
易
業
者
の
困
難
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
即
ち
、
第
一

回
調
査
で
な
希
望
要
目
別
面
商
社
数
二
四
五
の
う
ち
、
金
融
を
害
毒
と
す
る
も
の
八
五
（
三
四
・
七
％
で
第
一
位
）
第
二
同
調
査
で
は
金
融

不
円
滑
を
訴
え
る
も
の
二
六
・
四
％
（
第
二
位
）
、
第
三
回
調
査
で
は
中
小
メ
ー
カ
ー
へ
の
資
金
援
助
を
も
含
め
て
金
額
改
善
を
主
張
す
る

も
の
三
九
・
三
％
（
第
一
位
）
第
四
回
調
査
で
は
二
四
・
二
％
（
第
一
位
）
、
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
一
方
に
お
い
て

貿
易
業
の
資
本
力
の
充
実
の
必
要
を
教
え
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
金
融
政
策
上
考
慮
す
べ
き
節
の
多
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
い
得

よ
う
。

八
、
結
語
一
紳
戸
貿
易
業
の
問
題
と
対
策
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以
上
、
私
は
神
戸
市
貝
易
業
実
態
調
査
に
基
い
て
、
貿
易
業
の
規
模
や
経
営
形
態
を
明
ら
か
に
し
、
ま
把
そ
の
経
営
分
析
を
通
じ
て
適
正

規
模
を
検
出
し
（
さ
ら
に
資
本
構
成
の
脆
弱
性
を
指
摘
し
た
。
神
戸
貿
易
業
に
つ
い
て
見
出
さ
れ
た
性
格
や
傾
向
は
下
国
の
貿
易
業
に
つ
い

て
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
Q

　
最
後
に
私
は
神
戸
貿
易
業
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
こ
れ
に
対
す
る
若
干
の
対
策
を
示
唆
し
て
結
論
に
代
え
よ
う
と
思
う
。
論
点
の
一
つ
は

神
戸
貿
易
の
日
本
貿
易
に
お
い
て
占
め
る
地
位
の
低
下
し
だ
こ
と
と
そ
の
対
策
に
関
す
る
も
の
で
神
戸
貿
易
業
特
有
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の

二
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
把
貿
易
業
の
経
営
上
の
諸
問
題
と
そ
の
対
策
に
関
す
る
も
の
で
、
広
く
日
本
の
貿
易
業
に
其
通
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
一
）
騨
戸
貿
易
業
の
地
位
の
低
下
と
そ
の
対
策



　
神
戸
の
貿
易
が
天
然
の
良
港
を
基
盤
と
し
て
発
展
し
だ
こ
と
は
、
神
戸
の
貿
易
業
に
抜
き
難
い
立
地
上
の
優
位
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
天
然
の
良
港
に
人
為
的
な
港
湾
施
設
を
加
え
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
貿
易
業
や
海
運
、
倉
庫
、
金
融
、
保
険
、
そ
の
他
の

貿
易
関
係
業
者
が
集
中
し
て
、
こ
こ
に
輸
出
入
業
務
の
社
会
経
済
的
基
盤
が
確
立
せ
ら
れ
、
全
国
の
物
産
を
輸
出
し
、
海
外
の
物
資
を
輸
入

し
て
こ
れ
を
全
国
に
分
散
し
て
来
だ
の
で
あ
る
Q

　
し
か
る
に
、
戦
前
と
の
対
比
に
お
い
て
神
戸
貿
易
業
に
は
著
し
い
地
位
の
変
化
が
起
っ
た
。
通
商
白
書
に
よ
れ
ば
、
兵
庫
県
が
全
国
に
お

い
て
占
め
る
貿
易
上
の
地
位
は
戦
前
（
昭
和
一
二
年
）
に
比
し
て
戦
後
（
昭
和
二
五
年
）
に
は
著
し
く
低
下
し
だ
。
即
ち
、
営
業
所
数
に
お

い
て
は
全
国
比
戦
前
の
一
六
・
一
％
か
ら
戦
後
は
一
〇
・
0
％
に
、
従
業
員
数
に
お
い
て
は
一
九
・
一
％
か
ら
八
・
三
％
に
、
輸
出
入
額
に

お
い
て
は
一
八
・
八
％
か
ら
八
・
四
％
に
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
反
面
、
貿
易
業
の
中
心
は
東
京
都
お
よ
び
大
阪
府

に
移
つ
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、
四
五
頁
）
。

　
神
戸
貿
易
業
の
地
位
の
低
下
の
第
一
の
、
そ
し
て
最
大
の
原
因
は
戦
後
の
管
理
貿
易
の
下
に
お
い
て
、
貿
易
活
動
の
最
も
基
本
的
な
決
定

が
東
京
で
行
わ
れ
元
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
第
一
回
調
査
で
は
貿
易
上
の
白
磁
と
し
て
、
関
西
で
輸
出
手
続
の
出
来
ぬ
こ
と
を
脚
つ
も

の
が
一
一
社
（
延
べ
商
社
数
の
四
・
五
％
）
見
出
さ
れ
そ
の
後
も
こ
の
種
の
訴
え
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
政
治
上
の
不
利
は
そ
の
後
の
神
戸

貿
易
業
に
構
造
的
な
立
遅
れ
を
遺
し
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
二
は
大
阪
の
経
済
的
地
位
の
向
上
で
あ
る
。
直
接
の
背
後
地
に
生
産
を
も
ち
、
国
内
取
引
面
擦
と
し
て
優
位
を
も
つ
て
い
た
大
阪
は

輸
出
入
取
引
市
場
と
し
て
の
優
位
を
も
確
立
し
把
の
で
あ
る
。

　
そ
の
三
は
戦
争
の
災
禍
に
よ
っ
て
、
戦
前
神
戸
に
あ
っ
だ
加
工
、
仕
上
げ
の
工
場
が
罹
災
し
、
そ
れ
が
地
方
の
生
産
原
地
の
経
済
的
地
位

の
相
対
的
向
上
と
面
上
っ
て
、
神
戸
を
離
れ
て
生
産
原
地
で
加
工
、
仕
上
げ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
神
戸
の
復
興
と
と

　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
業
…
の
実
態
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…
戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

も
に
一
部
の
加
工
業
は
復
活
し
だ
が
、
一
部
の
も
の
は
復
活
す
る
に
い
だ
つ
て
い
な
い
。

　
第
四
は
、
戦
後
の
日
本
貿
易
が
対
ア
メ
リ
カ
貿
易
を
中
心
と
し
て
復
興
し
π
だ
め
、
近
隣
諮
国
や
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
等
に
対
す
る

貿
易
に
お
い
て
優
位
性
を
も
っ
て
い
セ
神
戸
貿
易
業
と
し
て
ば
そ
の
優
位
性
を
も
つ
部
面
の
活
動
分
野
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
漸

次
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
と
の
貿
易
が
回
復
す
る
に
つ
れ
て
修
正
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
な
お
神
戸
貿
易
業
の
優
位
を
十
分
に
回
復
せ
し
め

る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
Q

　
お
よ
そ
、
か
か
る
社
会
経
済
的
基
盤
の
変
動
が
神
戸
貿
易
業
の
地
位
の
低
下
を
齎
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
乃
が
、
天
然
の
良
港
と

い
う
条
件
の
み
は
有
力
に
作
用
し
て
神
戸
港
を
通
す
る
輸
出
入
は
日
本
貿
易
の
半
ば
に
近
い
水
準
を
保
ち
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
（
昭
和
二

五
年
、
神
戸
港
を
通
す
る
貿
易
額
の
日
本
貿
易
胴
中
に
お
い
て
占
め
る
比
率
は
輸
出
四
六
・
五
％
、
輸
入
三
七
・
七
％
、
輸
出
入
合
計
四
一

・
八
％
で
あ
っ
た
）
Q

　
右
の
諸
事
情
の
う
ち
、
貿
易
活
動
の
自
主
性
が
加
わ
る
に
つ
れ
て
、
政
治
上
の
不
利
は
除
か
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
近
隣
諸
国
や
東
南
ア
ジ

ア
の
貿
易
が
活
淡
と
な
る
に
つ
れ
て
神
戸
貿
易
業
の
活
動
余
地
も
高
ま
る
で
あ
ろ
う
Q
残
る
問
題
は
背
後
地
生
産
の
培
養
と
全
国
各
地
の
生

産
者
と
の
結
合
の
緊
麿
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
神
戸
が
貿
易
港
で
あ
る
点
か
ら
い
っ
て
、
市
内
に
輸
出
商
品
の
加
工
、
仕
上
げ
の
工
場
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
必
要
で
も
あ
り
有
益
で
も

あ
る
。
け
だ
し
輸
出
港
は
世
界
の
市
場
に
最
も
近
接
し
、
輸
出
市
場
の
嗜
好
や
流
行
を
最
も
敏
速
に
捉
え
る
位
置
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
不
断
に
世
界
市
場
に
関
す
る
科
学
的
調
査
や
研
究
を
怠
ら
す
、
世
界
市
場
の
動
向
と
見
取
わ
せ
て
新
し
い
加
工
種
類
を
考
究

す
る
要
が
あ
ろ
う
。
背
後
地
に
生
産
を
培
養
す
る
た
め
に
は
立
地
条
件
や
経
済
条
件
の
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
と
く
に
交
通
通
信
等
の
便
を

増
し
、
そ
の
助
長
に
努
め
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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併
し
な
が
ら
、
市
内
や
直
接
背
後
地
の
生
産
の
培
養
に
も
増
し
て
重
要
な
の
は
全
国
に
跨
る
生
産
者
と
の
結
合
の
予
言
化
で
あ
る
。
第
四

回
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
神
戸
貿
易
業
の
輸
出
商
品
仕
入
先
き
は
取
引
商
社
数
を
基
準
と
し
て
、
大
阪
二
九
％
、
兵
庫
二
〇
％
、
京
都
三

％
、
近
畿
（
以
上
諸
地
域
を
除
く
）
四
％
、
中
国
六
％
、
四
国
五
％
、
九
州
三
％
で
近
畿
以
西
で
全
体
の
七
〇
％
を
占
め
、
さ
ら
に
北
陸
六

％
、
愛
知
六
％
、
愛
知
を
除
く
中
部
地
方
四
％
を
合
す
れ
ば
八
六
％
と
な
る
が
、
東
京
（
七
％
）
北
海
道
（
二
％
）
な
ど
全
国
に
跨
っ
て
い

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
漁
。
神
戸
貿
易
業
は
か
よ
う
に
全
国
的
に
無
闇
関
係
を
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
広
い
意
味
で
の
背
後
地
と
の
取
引
関
係
を
緊
響
に
す
る
た
め
に
は
、
神
戸
貿
易
業
者
の
経
営
内
容
の
充
実
と
、
取
引
機
構
の
強

化
が
必
要
で
あ
り
、
多
年
に
亙
る
貿
易
業
者
の
経
験
と
知
識
を
活
用
し
、
信
用
を
重
ん
じ
て
生
産
者
を
し
て
安
ん
じ
て
取
引
に
応
せ
し
め
る

よ
う
な
態
勢
を
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
く
に
中
小
規
模
の
貿
易
業
は
中
小
規
模
の
生
産
者
と
其
存
的
に
繁
栄
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
二
）
貿
易
業
の
経
営
上
の
問
題
と
そ
の
対
策

　
貿
易
業
の
経
営
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
そ
の
関
連
す
る
個
所
に
お
い
て
指
摘
し
て
来
π
。

　
ま
つ
、
貿
易
業
に
中
小
経
営
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
競
争
を
激
化
し
、
利
益
率
を
低
下
せ
し
め
る
傾
向
を
も
つ
。
従
っ
て
、

で
き
る
か
ぎ
り
不
要
の
競
争
を
避
け
て
各
業
者
の
経
営
の
基
礎
を
安
定
化
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
と
り
わ
け
適
正
規
模
と
の
関
連
に
お
い
て

最
も
能
率
の
高
ま
る
規
模
を
見
出
す
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
揚
蓋
、
近
代
化
さ
れ
た
組
織
力
を
も
つ
大
規
模
経
営
に
つ
い
て
は

多
面
的
経
営
が
経
営
の
基
礎
を
安
定
化
せ
し
め
る
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
が
、
近
代
化
が
十
分
で
な
く
、
個
人
の
信
用
と
経
験
を
中
核
と
し
て

活
動
し
て
い
る
中
小
規
模
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
そ
の
専
門
分
野
を
明
確
に
し
、
専
門
分
野
に
お
い
て
信
用
と
経
験
と
を
積
み
重
ね
て
行
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態
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戦
後
神
戸
貿
易
業
の
実
態

　
今
日
の
貿
易
業
に
お
け
る
最
も
重
要
な
問
題
は
そ
の
資
本
構
成
の
脆
弱
性
に
あ
る
こ
と
は
す
で
に
強
調
し
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
り
わ
げ

貿
易
業
に
つ
い
て
は
再
評
価
す
べ
き
資
産
も
少
い
か
ら
工
業
に
比
し
て
問
題
は
一
層
深
刻
で
あ
る
。
貿
易
業
が
資
本
構
成
の
脆
弱
さ
を
償
わ

ん
が
だ
め
に
取
扱
高
を
増
加
せ
ん
と
す
る
方
向
に
向
っ
て
い
る
こ
と
は
、
却
っ
て
相
互
の
競
争
を
激
化
し
、
利
益
率
を
低
下
さ
せ
、
愈
々
大

な
る
取
扱
高
を
必
要
と
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
危
険
が
あ
る
。
資
本
蓄
積
を
強
化
し
て
資
本
構
成
を
健
全
に
す
る
た
め
に
は
、
競
争
の

激
化
を
阻
止
し
て
、
適
正
な
利
益
率
を
保
持
し
、
以
て
自
己
資
金
の
充
実
を
は
か
る
と
い
う
方
向
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
貿
易
業

に
お
け
る
信
用
や
経
験
は
再
評
価
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
併
し
、
信
用
や
経
験
に
よ
っ
て
利
益
率
を
高
め
得
る
ご
と
き
態
勢
が
で
き
上
れ

ば
、
そ
れ
が
や
が
て
資
本
と
し
て
還
元
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
貿
易
業
者
の
自
覚
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
金
融
政
策
や
貿
易
政
策
上
の
適
切
な
措
置
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

（
附
記
）
　
こ
の
調
査
の
第
一
回
目
報
告
な
ら
び
に
統
計
表
は
「
戦
後
の
神
戸
貿
易
」
（
神
戸
市
貿
易
課
編
、
昭
和
二
四
年
四
月
）
　
に
、
第
二
回
な
ら
び
に
第
三
回
に
つ
い
て

　
は
「
伸
び
行
く
神
戸
貿
易
」
（
同
課
編
、
昭
和
二
六
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
四
回
調
査
の
報
告
と
統
計
表
に
つ
い
て
も
特
選
に
お
い
て
発
表
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
こ
の
調
査
に
参
加
し
た
私
の
研
究
室
の
学
生
は
左
の
諸
君
で
あ
る
（
0
印
主
任
）
。

　
　
　
第
一
回
調
査
　
○
後
田
隆
重
、
伊
庭
　
　
擁
、
藤
　
　
一
郎
、
藤
原
達
夫
、
工
藤
常
則
、
播
本
幾
男

　
　
　
第
二
回
調
査
σ
藤
　
一
郎
、
坂
本
憲
夫
、
中
田
利
外
、
高
橋
砧
一
、
坂
田
道
政
、
篠
塚
弘
文

　
　
　
第
三
回
調
査
○
中
田
利
外
、
福
谷
　
弘
、
柚
木
恒
一
、
有
田
義
昭

　
　
　
第
四
回
調
査
○
福
谷
　
弘
、
川
井
正
幸
、
山
本
重
雄
、
竹
内
政
介
、
江
指
禎
三

　
と
く
に
主
任
の
諸
君
に
は
統
計
整
理
、
報
告
書
作
成
に
つ
い
て
異
常
の
労
を
煩
わ
し
た
。
附
記
し
て
参
加
学
生
諸
氏
に
深
い
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
こ
の
調
査
を
主
催

さ
れ
た
神
戸
市
貿
易
課
に
対
し
て
も
深
・
い
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
Q

　
こ
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
文
部
省
科
学
研
究
費
の
援
助
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
）
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外
國
仲
裁
判
断
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
條
約

は
　
　
し
　
　
が
　
　
き

執
行
に
慰
す，

る

上

太

郎

　
国
際
性
を
帯
び
た
売
買
、
保
険
、
金
融
、
海
運
等
の
取
引
に
関
し
紛
争
を
生
じ
た
場
合
に
、
通
常
の
国
家
裁
判
所
に
訴
え
て
判
決
を
求
め

て
み
て
も
、
所
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
紛
争
の
当
事
者
と
し
て
は
、
か
、
る
紛
争
の
解
決
は
む
し
ろ
そ
の

選
任
す
る
私
的
仲
裁
人
の
手
に
委
ね
、
仲
裁
人
の
な
し
た
裁
定
に
は
絶
対
に
服
す
る
と
の
合
意
を
結
び
、
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
の
方
が
敷

果
が
多
い
。
か
く
て
生
れ
た
の
が
私
的
仲
裁
制
度
で
あ
っ
て
、
第
一
次
大
戦
後
急
激
に
増
加
し
て
き
π
国
際
取
引
の
需
要
に
適
す
る
も
の
と

し
て
、
実
際
上
非
常
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
当
事
者
の
な
す
仲
裁
の
合
意
に
つ
い
て
も
、
亦

仲
裁
手
続
、
仲
裁
判
断
に
つ
い
て
も
、
各
国
の
仲
裁
注
規
は
国
に
よ
り
区
々
だ
る
を
免
れ
な
い
た
め
、
国
際
的
な
商
事
仲
裁
の
実
行
も
亦
実

際
上
種
々
の
不
便
、
不
都
合
に
遭
遇
す
る
こ
と
あ
る
を
免
れ
な
い
。
例
え
ば
日
本
入
甲
と
米
国
人
乙
と
が
締
結
し
だ
仲
裁
契
約
は
日
本
法
上

は
有
敷
で
あ
っ
て
も
、
米
国
法
上
は
無
品
で
あ
る
と
か
、
或
は
叉
日
本
で
有
数
に
な
さ
れ
π
仲
裁
判
断
も
米
国
法
上
は
有
敷
で
な
い
だ
め
、

怯
律
上
の
軌
行
力
を
与
え
ら
れ
な
い
と
か
と
い
う
た
ぐ
い
の
不
都
合
が
な
い
で
は
な
い
。
か
、
る
不
都
合
を
な
く
す
る
た
め
に
は
、
各
国
の

仲
裁
法
規
を
統
一
し
て
、
一
の
仲
裁
関
係
が
国
に
よ
っ
て
法
的
評
価
を
異
に
す
る
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

171



　
　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

し
か
し
な
が
ら
仲
裁
法
を
統
一
す
る
こ
と
自
体
が
難
事
中
の
難
事
で
あ
っ
て
、
各
方
面
の
非
常
な
る
努
力
に
も
拘
ら
す
、
今
日
迄
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

到
底
刻
急
に
は
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
然
も
国
際
取
引
社
会
の
実
情
は
私
的
仲
裁
の
実
行
を
促
し
て
や

ま
ぬ
と
す
れ
ば
、
弦
に
何
ら
か
こ
の
需
要
に
応
ず
る
の
工
夫
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
楓
。

　
一
九
二
三
年
九
月
二
十
四
日
に
寿
府
で
成
立
し
だ
、
「
仲
裁
条
項
に
関
す
る
議
定
書
」
（
℃
8
8
。
9
Φ
冨
百
日
副
子
図
Ω
碧
の
⑦
ω
α
、
》
『
ぼ
什
冨
ぴ
q
Φ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

及
び
一
九
二
七
年
九
月
二
十
六
日
に
同
じ
く
寿
府
で
成
立
し
元
第
二
の
議
定
書
た
る
、
「
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
条
約
」
（
O
。
薯
？

算
δ
口
b
冒
二
、
賃
9
昌
。
ロ
留
ω
ω
昌
8
づ
8
ω
碧
ぼ
＃
舘
Φ
ω
傘
鑓
コ
ひ
Q
曾
Φ
q
・
）
は
、
右
の
努
力
の
あ
ら
わ
れ
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
Q
わ
が
国
は

右
の
第
一
議
定
書
に
対
し
て
は
調
印
、
素
干
（
批
准
の
公
布
は
、
昭
和
三
・
七
・
三
b
昭
和
三
・
七
。
四
、
官
報
参
照
）
を
な
し
て
お
り
、
従
っ
て
こ
の
議
定
書
の
数
ガ
は
わ
が
国

に
も
及
ぶ
こ
と
、
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
異
な
り
、
第
二
議
定
書
だ
る
「
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
条
約
」
に
は
わ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

国
は
調
印
し
て
お
ら
す
、
従
来
こ
れ
に
拘
束
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
今
回
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
講
和
条
約
　
7
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の
締
結
に
関
連
し
て
発
し
た
政
府
宣
言
に
お
い
て
、
日
本
国
政
府
は
、
他
の
国
際
諸
条
約
と
共
に
こ
の
条
約
に
参
加
す
る
の
課
長
あ
る
こ
と
　
　
閥

を
表
明
し
髭
。
従
っ
て
講
和
条
約
の
発
端
後
に
は
、
こ
の
条
約
に
対
す
る
わ
が
国
の
参
加
の
意
思
が
国
際
的
に
数
力
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
従
来
わ
が
国
で
は
こ
の
二
議
定
書
、
殊
に
第
二
議
定
魯
に
対
し
て
は
中
田
教
授
の
研
究
あ
る
外
、
あ
ま
り
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
は
れ
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
こ
れ
に
つ
い
て
若
干
の
研
究
を
試
み
る
こ
と
に
し
だ
。
し
か
し
手
許
に
あ
る
資
料
の
不
充
分
な
た
め
不
完

全
な
と
こ
ろ
が
あ
る
べ
く
、
幸
に
関
係
各
位
か
ら
の
示
教
を
得
ら
る
れ
ば
、
将
来
補
完
す
る
こ
と
〉
し
た
い
。

　
猛
　
（
1
）
　
一
九
五
一
年
の
国
際
商
業
会
議
所
リ
ス
ボ
ン
総
会
決
議
（
本
稿
註
2
5
）
参
照
。
国
際
商
業
会
議
所
関
係
の
資
料
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
商
業
会
議
所
国
際
商
、

　
　
事
仲
裁
委
負
会
の
越
智
笑
氏
、
日
本
商
業
会
議
所
の
関
口
猛
夫
氏
、
神
戸
銀
行
武
本
清
一
氏
の
諸
氏
が
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
厳
に
御
厚
意
を
深
く
謝
す
る
Q

　
　
　
（
2
）
　
本
文
に
引
用
す
る
議
定
書
及
び
条
約
の
正
文
並
に
そ
の
日
本
画
は
、
本
稿
の
末
尾
に
附
録
と
し
て
載
録
し
た
。
就
い
て
参
照
せ
ら
れ
重
い
。



（
3
）
　
申
田
淳
一
「
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
と
執
行
」
法
学
論
叢
三
七
巻
一
号
、
参
照
。

條
約
成
立
の
由
来

　
一
　
こ
の
条
約
は
、
　
一
九
二
三
年
の
「
仲
裁
条
項
二
関
ス
ル
議
定
書
」
の
欠
陥
を
補
完
す
る
た
め
に
締
結
せ
ら
れ
π
。
元
来
一
九
二
三
年

の
議
定
言
は
、
締
約
国
間
に
お
い
て
仲
裁
条
項
の
車
力
を
互
に
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
無
秩
序
の
状
態
を
改
良
し
よ
う
と
し
だ
も

の
に
外
な
ら
な
い
Q

　
し
か
し
乍
ら
こ
の
議
定
書
に
は
幾
多
の
欠
陥
が
あ
る
。
先
づ
仲
裁
の
合
意
が
何
国
法
に
依
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
諦
国
の
一
致
が
得
ら
れ

す
、
何
ら
の
規
定
も
な
い
。
次
に
議
定
書
の
適
用
は
、
夫
々
別
儀
の
国
に
属
す
る
当
事
者
間
に
結
ば
れ
だ
仲
裁
契
約
に
限
定
せ
ら
れ
、
同
一

締
約
国
に
属
す
る
両
当
事
者
が
他
の
締
約
国
で
結
ん
だ
仲
裁
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
一
条
）
。
更
に
議
定
書
の
条
項
に
依
れ
ば
、
仲
裁
判
断

が
そ
の
な
さ
れ
だ
国
で
軌
行
せ
ら
れ
得
る
こ
と
は
約
定
せ
ら
れ
て
い
る
が
（
三
条
）
、
他
の
締
約
国
は
仲
裁
契
約
に
反
し
て
提
起
せ
ら
れ
π
る
訴

を
停
止
す
る
の
義
務
を
負
う
に
止
ま
る
が
故
に
（
四
条
）
、
仲
裁
に
勝
訴
の
当
事
者
も
、
仲
裁
判
断
が
敗
訴
の
当
事
者
の
居
住
地
若
く
は
そ
の
者

の
財
産
所
在
地
の
国
で
執
行
可
能
で
な
い
と
き
は
、
何
ら
の
救
済
手
段
も
得
ら
れ
な
い
結
果
に
な
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
国
の
藤
浪
が
外
国

仲
裁
判
断
の
執
行
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
が
仲
裁
判
断
と
は
別
に
、
改
め
て
訴
を
提
起
し
て
も
、
こ
れ
に
対
し
て
は
仲
裁
契
約
の

抗
弁
を
以
て
対
抗
せ
ら
れ
る
か
ら
（
四
条
）
、
当
事
者
は
議
定
書
の
存
す
る
が
だ
め
に
、
却
っ
て
そ
の
存
し
な
い
場
合
よ
り
も
一
層
不
利
な
立
場

に
立
つ
、
と
い
う
結
果
と
な
る
（
け
だ
し
若
し
こ
の
議
定
書
が
な
け
れ
ば
、
当
事
者
は
そ
の
紛
争
に
付
き
締
約
国
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
）
。
こ
れ
は
正
に
議
定
書
の
根
本
的
欠
陥
で
あ
る
。
こ
れ

は
議
定
書
が
単
に
仲
裁
契
約
の
国
際
的
敷
力
を
確
保
す
る
に
止
ま
り
、
外
国
仲
裁
判
断
の
数
力
を
確
保
す
る
の
手
段
を
講
じ
な
か
っ
元
こ
と

に
由
来
す
る
も
の
故
、
一
九
二
三
年
の
議
定
書
は
必
至
的
に
外
国
仲
裁
判
断
の
主
力
に
関
す
る
条
約
の
成
立
を
促
し
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
る
Q
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二
　
上
述
の
事
情
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
二
個
の
寿
府
条
約
は
相
互
に
最
も
密
接
な
関
連
に
お
か
れ
た
。
新
条
約
え
の
参
加
が
第
一
議
定
書

え
の
参
加
を
前
提
と
す
る
こ
と
、
及
び
後
者
の
廃
棄
が
当
然
に
前
者
の
そ
れ
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
（
翻
紘
光
癬

誰
頻
暇
条
）
、
更
量
黎
約
は
、
締
約
国
に
お
い
て
な
さ
れ
両
切
の
仲
裁
判
断
に
適
用
あ
る
も
の
で
は
？
、
単
に
一
九
二
三
年
の
議

定
書
に
含
ま
れ
る
仲
裁
契
約
に
基
い
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
包
含
す
る
（
新
条
約
一
条
一
項
）
こ
と
も
亦
こ
の
，
Σ
を
示
す
。

三
新
条
約
は
最
初
国
際
三
章
済
委
員
会
に
お
い
て
準
備
せ
ら
れ
た
。
つ
い
で
国
際
連
盟
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
奪
一
5
委
員
会
（
鯵
幽

陥い
ｫ
ヂ
募
㍊
縢
覚
書
）
の
歪
よ
－
・
条
約
墓
轟
由
書
聖
草
せ
ら
れ
鰯
、
・
の
萎
は
、
一
九
二
七
年
の
九
月
会
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
い
て
国
際
連
盟
の
第
二
委
員
会
の
小
委
員
会
に
よ
っ
て
再
審
査
に
付
せ
ら
れ
、
小
委
員
会
の
提
出
し
だ
修
正
案
に
基
き
、
連
盟
総
会
の

承
認
を
得
だ
の
で
あ
る
Q

　
註
　
（
1
）
　
専
門
委
員
会
の
報
告
書
並
に
草
案
原
文
は
、
Z
ロ
ω
ω
び
慧
B
』
暮
9
P
昌
O
戸
9
一
①
ω
冒
寓
び
ロ
島
臣
『
ω
o
ぼ
。
口
ω
O
q
Φ
『
8
耳
翼
。
器
ロ
貯
N
三
一
，
§
昏
出
帥
ロ
α
o
冨
P
。
O
げ
Φ
P

　
　
　
　
】
W
9
昌
ψ
b
⊃
ω
O
跨
■
に
所
戴
Q

　
　
（
2
）
　
連
盟
総
会
に
対
す
る
第
二
委
員
会
の
報
告
書
は
、
前
掲
書
、
二
四
九
頁
以
下
に
所
載
。

一一　」74

二

條
約
の
内
容

第
一
本
條
約
の
適
用
を
う
け
る
仲
裁
判
断

　
一
　
本
条
約
の
適
用
を
う
け
る
仲
裁
判
断
は
、
一
九
二
三
年
の
議
定
書
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
仲
裁
契
約
に
基
い
て
な
さ
れ
た
仲
裁
判
断
だ

け
に
限
ら
れ
る
（
’
条
一
項
）
。
従
っ
て
条
条
約
は
一
九
二
三
年
の
議
定
書
の
置
数
し
覆
に
な
さ
れ
だ
仲
裁
判
断
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
。
（
獄
）

こ
の
こ
と
は
両
条
約
の
関
連
性
の
当
然
の
結
果
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
本
条
約
の
適
用
あ
る
た
め
に
は
、



　
（
1
）
　
仲
裁
判
断
は
夫
々
別
異
の
締
約
国
の
裁
判
権
に
服
す
る
当
事
者
間
に
な
さ
れ
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
同
一
の
締
約

国
に
属
す
る
両
当
事
者
が
仲
裁
契
約
を
締
結
し
、
後
に
他
の
締
約
国
に
お
い
て
こ
れ
に
基
く
仲
裁
判
断
を
執
行
す
る
必
要
が
生
じ
だ
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

も
、
そ
の
執
行
問
題
は
本
条
約
の
規
定
に
は
依
ら
な
い
。

　
（
2
）
　
一
九
二
三
年
の
議
定
書
の
締
約
国
は
、
こ
の
議
定
書
の
適
用
を
自
国
の
法
令
上
商
事
契
約
と
認
め
ら
れ
る
仲
裁
契
約
に
限
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
一
条
二
項
、
こ
の
留
保
を
附
し
て
批
准
し
た
の
は
、
白
耳
義
、
国
論
、
モ
ナ
コ
、
和
藺
…
、
波
一
蓋
土
、
ル
ー
マ
ニ
ヤ
、
ス
ペ
イ
ン
等
）
。
故
呆
条
約
の
適
用
範
囲
も
・
れ
ら
の
留
保
を
附
し
た
国
の
法
律
に

依
る
べ
き
仲
裁
契
約
に
基
く
仲
裁
判
断
に
関
し
て
は
、
そ
れ
だ
け
限
縮
せ
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
二
　
し
か
し
乍
ら
一
九
二
三
年
の
議
定
書
の
規
定
す
る
仲
裁
判
断
の
全
部
が
本
条
約
の
適
用
を
う
け
る
訳
で
は
な
い
。
本
条
約
は
締
約
国

領
圭
で
・
し
か
も
条
約
の
雷
あ
・
畿
に
お
岩
w
な
さ
れ
稀
裁
判
断
の
み
に
限
っ
て
適
用
あ
・
に
過
ぎ
な
い
（
華
。
従
っ
て
締

約
国
国
民
の
間
に
な
さ
れ
だ
仲
裁
判
断
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
非
締
約
国
の
領
土
上
で
な
さ
れ
把
も
の
で
あ
る
限
り
、
こ
の
条
約
は
適
用
さ

れ
な
い
訳
で
あ
る
。
右
の
要
件
に
依
れ
ば
、
仲
裁
判
断
が
何
国
で
な
さ
れ
だ
か
は
、
羅
切
て
重
大
な
意
義
を
も
つ
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

の
点
に
つ
き
何
ち
の
定
め
も
な
い
場
合
に
は
、
如
何
な
る
原
則
に
基
い
て
仲
裁
裁
判
所
の
本
拠
を
決
定
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
直
ち
に
発

．
生
し
来
る
。
而
し
て
常
設
仲
裁
裁
判
所
の
場
合
に
は
こ
の
本
拠
は
確
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
別
に
問
題
は
な
い
が
、
臨
時
の
国
際
仲

裁
裁
判
所
が
別
号
の
下
国
の
仲
裁
人
か
ら
構
成
せ
ら
れ
、
し
か
も
仲
裁
人
の
会
議
地
が
、
仲
裁
手
続
や
当
事
者
と
何
ら
の
内
的
関
連
性
も
も

だ
繊
国
に
偶
然
に
選
定
せ
ら
れ
だ
と
き
、
若
く
は
別
皿
の
国
に
居
住
す
る
国
入
の
仲
裁
人
が
仲
裁
判
断
に
関
し
書
面
上
の
合
意
を
な
し
だ
と

き
は
、
何
れ
の
地
を
仲
裁
判
断
の
地
と
す
べ
き
か
、
の
問
題
を
生
じ
来
る
。
寿
府
で
は
、
こ
の
実
際
上
の
難
問
に
付
き
、
多
数
国
に
受
容
れ

ら
れ
る
よ
う
な
一
般
的
解
決
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
尤
も
こ
れ
は
、
本
条
約
の
よ
う
な
特
別
条
約
に
よ
っ
て
で
は
導
く
、
他
と

の
関
連
性
に
お
い
て
海
牙
で
解
決
せ
ら
る
べ
き
国
際
私
法
の
一
般
問
題
に
関
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
に
も
よ
る
。
従
っ
て
仲
裁
判
断
の
な
さ

　
　
　
　
外
国
仲
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ネ
ー
ヴ
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（
3
）

れ
だ
場
所
如
何
の
問
題
は
、
各
国
の
裁
判
所
が
夫
々
自
国
国
際
私
法
の
原
則
に
従
っ
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
註
　
（
1
）
　
同
説
、
＜
o
涛
共
共
が
U
p
ω
O
o
巳
。
吋
》
ぴ
胃
。
霞
岳
。
ロ
｛
ま
霞
B
Φ
く
。
房
樗
。
二
目
ゆ
q
碧
の
冨
昌
島
ω
o
ず
。
同
ω
〇
三
巴
ω
ω
触
目
。
ゴ
。
〈
o
ヨ
b
。
O
．
ω
o
讐
。
旨
げ
Φ
N
H
O
N
N

　
　
　
　
（
Z
β
ω
ω
び
四
口
昌
P
℃
ω
　
H
餌
げ
同
．
ぴ
口
O
】
ρ
　
田
．
一
一
）
ω
・
H
Q
。
一
℃
反
対
、
中
田
前
掲
三
七
巻
一
号
一
五
六
頁
。

　
　
（
2
）
　
本
条
約
締
約
国
ば
こ
の
条
約
の
敷
力
が
自
国
の
植
民
地
、
保
護
国
叉
は
委
任
統
治
地
域
に
は
及
ば
な
い
旨
の
紹
保
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
（
第
一
〇
条
）
、

　
　
　
　
特
に
こ
の
附
加
的
規
定
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
3
）
　
フ
ォ
ル
ク
マ
ー
ル
、
前
掲
二
一
二
頁
以
下
。

‘
第
二
　
仲
裁
判
断
の
承
認
及
び
執
行
の
要
件

一
条
約
は
、
仲
裁
判
断
が
国
際
的
努
を
等
る
π
め
に
具
備
す
べ
き
要
件
と
し
て
相
当
多
あ
も
の
を
要
求
す
る
（
一
条
、
二
条
、
三
条
）
。
こ
れ

は
、
全
く
こ
の
条
約
が
多
数
国
を
網
羅
す
る
多
辺
条
約
な
る
が
た
め
に
生
じ
だ
不
可
避
の
結
果
で
あ
る
。
二
国
条
約
で
あ
れ
ば
、
相
手
国
の

仲
裁
判
断
の
敷
力
を
認
め
る
だ
め
の
要
件
は
遙
に
僅
少
で
こ
と
足
り
る
が
、
多
辺
条
約
で
は
参
加
国
の
事
情
の
異
な
る
に
伴
い
、
種
々
の
場

合
を
予
想
し
て
遺
漏
な
く
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
た
め
、
多
く
の
要
件
が
要
求
さ
れ
る
の
も
止
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
条
約
は
要
件
を
分
っ
て
、
　
（
一
）
外
国
仲
裁
判
断
が
締
約
国
に
お
い
て
執
行
せ
ら
れ
る
だ
め
に
積
極
的
に
具
備
す
る
を
要
す
る
も
の
（
卿
）
、

三
）
そ
の
存
在
が
確
定
せ
ら
れ
た
場
食
執
行
を
拒
否
す
べ
き
条
件
（
二
条
）
及
び
（
＝
．
）
そ
の
他
の
仲
裁
判
断
取
消
の
原
因
（
鉦
）
の
三
と
し
、

こ
れ
ら
を
各
別
に
規
定
す
る
。
尤
も
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
だ
め
に
従
う
べ
き
手
続
は
、
締
約
国
の
国
内
法
規
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

条
約
で
は
別
段
の
定
め
を
し
て
い
な
い
。
但
し
（
一
）
と
（
二
）
と
を
区
別
し
把
実
際
上
の
意
味
は
、
積
極
的
要
件
に
関
す
る
疑
は
執
行
を

不
可
能
と
す
る
に
反
し
、
消
極
的
要
件
に
関
す
る
単
純
な
る
疑
は
執
行
を
妨
げ
す
、
か
、
る
条
件
の
確
認
だ
け
が
こ
れ
を
妨
げ
る
と
い
テ
点

に
あ
る
と
言
は
れ
て
い
る
（
客
望
一
愈
。
従
っ
て
実
際
上
は
、
執
行
国
の
裁
判
官
が
、
職
権
上
確
定
す
る
を
要
す
る
場
合
で
な
い
限
り
、

積
極
的
要
件
に
関
し
て
は
勝
訴
の
当
事
者
が
、
叉
消
極
的
要
件
に
関
し
て
は
敗
訴
の
当
事
者
が
主
張
及
び
立
証
の
責
を
負
う
と
い
う
結
果
に
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な
る
で
あ
ろ
う
。
併
し
こ
れ
を
解
し
て
、
法
理
上
も
第
二
条
に
掲
げ
る
消
極
的
要
件
は
、
ひ
と
り
敗
訴
の
当
事
者
の
み
が
主
張
し
立
証
す
る

の
責
を
負
い
、
裁
判
官
は
そ
の
審
理
手
続
に
付
て
依
拠
す
る
法
律
上
、
命
ぜ
ら
れ
叉
は
許
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
》
職
権
を
以
て
こ
れ
ら

要
件
の
充
足
の
有
無
を
探
究
し
得
な
い
と
な
す
べ
き
で
は
な
い
。
条
約
が
締
約
国
に
要
求
す
る
と
こ
ろ
は
、
一
条
及
び
二
条
に
示
さ
れ
だ
一

切
の
要
件
を
具
え
π
仲
裁
判
断
の
善
行
は
こ
れ
を
拒
否
し
得
な
い
と
い
う
に
っ
き
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
の
う
ち
如
何
な
る
も
の
が
当
事
者
の

立
証
責
任
に
属
す
る
か
は
、
専
ら
各
締
約
国
の
国
内
法
の
決
す
べ
き
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
（
専
門
委
員
会
報
告
書
、
ヌ
ス
バ
ウ
ム
ニ
四
三
頁
）
。

　
註
　
（
4
）
　
け
だ
し
多
辺
条
約
で
は
、
条
約
に
参
加
す
る
多
数
国
立
法
の
相
違
が
大
で
あ
る
た
め
、
こ
の
手
続
を
統
制
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
委
員

　
　
　
　
会
報
告
書
、
ヌ
ス
バ
ウ
ム
ニ
四
五
頁
。

　
二
　
条
約
の
要
求
す
る
積
極
的
要
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
・
）
仲
裁
判
断
の
葉
砦
仲
裁
契
約
は
、
適
用
せ
ら
る
べ
き
難
に
従
い
姦
に
成
立
し
仁
る
も
の
な
る
，
Σ
を
要
す
る
（
脚
躁
二
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

し
か
る
に
仲
裁
契
約
が
何
国
法
に
依
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
約
は
何
ら
決
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
従
っ
て
仲
裁
判
断
の
執
行
の
許

否
を
決
す
べ
き
裁
判
官
は
、
自
国
に
妥
当
す
る
国
際
私
法
の
原
則
に
従
っ
て
こ
の
問
題
を
決
す
べ
き
こ
と
～
な
る
。
条
約
が
こ
の
重
要
問
題

を
規
定
し
な
か
っ
た
の
は
全
く
締
約
国
間
に
意
見
の
一
致
を
み
な
か
つ
π
の
に
依
る
。

　
（
b
）
　
仲
裁
判
断
の
対
象
は
、
仲
裁
判
断
の
主
張
せ
ら
れ
る
国
の
法
律
に
従
い
、
仲
裁
に
付
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要

す
る
（
一
条
二
項
b
）
。

　
こ
の
条
約
の
立
案
に
当
つ
π
専
門
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
仲
裁
判
断
の
対
象
π
る
係
争
物
の
仲
裁
許
容
性
の
問
題
は
、
単
に
執
行
国
の

法
律
の
み
に
依
っ
て
決
せ
ら
る
べ
き
で
な
く
、
こ
の
要
件
は
仲
裁
契
約
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
法
律
に
依
っ
て
も
亦
充
足
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る

　
　
　
　
　

と
な
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
執
行
の
要
件
と
し
て
仲
裁
契
約
の
有
義
性
を
要
求
す
る
前
出
（
a
）
号
の
規
定
か
ら
、
及
び
仲
裁
条
項
の
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仲
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致
力
に
関
す
る
第
一
議
定
書
が
仲
裁
契
約
の
有
数
な
る
た
め
に
は
係
争
物
が
商
事
そ
の
他
仲
裁
に
よ
っ
て
解
決
し
得
べ
き
も
の
な
る
こ
と
を

要
求
し
て
い
る
・
と
（
華
か
ら
、
当
然
に
推
論
し
得
る
と
な
す
も
の
の
如
一
で
あ
る
。
撃
は
詳
説
を
避
け
る
が
、
わ
窪
し
は
中
田
教

　
　
　
　
ハ
マ
　

授
と
同
様
に
、
立
法
論
と
し
て
は
、
こ
の
（
b
）
号
の
要
件
の
妥
当
性
に
は
異
論
を
も
つ
。
蓋
し
本
号
の
要
件
は
執
行
国
の
公
序
維
持
の
要

求
に
出
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
後
出
（
e
）
号
の
要
件
と
重
複
す
る
嫌
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
前
出
報
告
書
に
見
え
る
、
係

争
物
の
仲
裁
許
容
性
の
要
件
は
仲
裁
契
約
自
体
を
支
配
す
る
法
律
に
依
っ
て
も
充
足
せ
ら
る
べ
き
だ
と
な
す
見
解
に
は
、
条
約
の
解
釈
論
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

し
て
も
賛
成
し
か
ね
る
。
け
だ
し
別
の
機
会
に
詳
論
し
だ
よ
う
に
、
私
見
に
依
れ
ば
、
法
理
上
係
争
物
の
仲
裁
許
容
性
の
問
題
は
係
争
法
律

関
係
自
体
を
支
配
す
る
法
律
に
依
る
べ
き
事
項
で
あ
っ
て
、
仲
裁
契
約
自
体
を
支
配
す
る
法
律
に
依
る
べ
き
事
項
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
（
c
）
　
仲
裁
判
断
を
な
し
泥
仲
裁
裁
判
所
は
、
仲
裁
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
だ
も
の
で
あ
る
か
、
叉
は
当
事
者
の
意
思
並
に
仲
裁
手
続

に
適
用
せ
ら
る
べ
き
葎
に
従
い
構
馨
ら
れ
砦
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
（
一
条
二
項
。
）
。
・
れ
は
、
仲
裁
の
性
篁
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

て
規
定
を
侯
つ
迄
も
な
い
。

　
（
d
）
　
仲
裁
判
断
が
そ
の
な
さ
れ
π
国
に
お
い
て
確
定
と
な
つ
党
こ
と
を
要
す
る
。
尤
も
仲
裁
判
断
に
対
し
、
故
障
の
申
立
、
搾
訴
叉
は

破
殿
上
告
が
（
こ
れ
ら
の
手
続
を
認
め
る
国
に
お
い
て
）
許
さ
れ
て
お
る
と
き
、
叉
は
そ
の
努
を
争
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
手
続
が
繋
畢
で
あ
る
こ
と
が
証
明

せ
ら
れ
セ
と
き
は
、
仲
裁
判
断
は
確
定
し
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
一
条
二
項
d
）
。

　
確
定
（
α
Φ
一
一
昌
一
け
一
く
Φ
堕
ぴ
Φ
O
O
昌
P
①
　
訪
昌
鋤
一
）
の
要
件
は
、
仲
裁
判
断
が
不
確
定
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
承
認
叉
は
執
行
後
に
至
り
、
仲
裁
判
断
の
な

さ
れ
だ
国
に
お
い
て
そ
の
無
数
叉
は
取
消
等
の
事
態
を
生
じ
π
場
合
に
、
徒
ら
に
紛
争
を
繁
く
す
る
か
ら
で
あ
る
。
唯
如
何
な
る
專
態
を
確

定
と
み
る
か
に
つ
い
て
は
各
国
法
の
間
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
そ
こ
で
止
む
な
く
条
約
は
、
す
べ
て
の
条
約
参
加
国
の
承
認
を
得
べ
き
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

］
の
解
決
策
と
し
て
、
確
定
の
概
念
を
消
極
的
に
規
定
し
、
仲
裁
判
断
の
確
定
を
妨
げ
る
法
的
手
段
を
列
挙
す
る
こ
と
に
し
わ
西
の
で
あ
る
。
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最
初
に
掲
げ
ら
れ
陀
「
故
障
の
申
立
」
は
、
仲
裁
手
続
に
つ
い
て
欠
席
手
続
を
認
め
る
法
二
上
（
例
、
ル
ー
マ
ニ
ヤ
）
問
題
と
な
る
。
「
擦
訴
」
と
「
破

牢
上
告
」
と
は
、
仲
裁
判
断
に
対
し
て
か
、
る
上
訴
方
法
を
認
め
る
国
（
例
え
ば
伊
太
利
）
に
お
い
て
、
叉
は
個
々
の
仲
裁
契
約
が
仲
裁
裁
判
上
こ
れ

に
相
応
す
る
審
級
の
段
階
を
適
法
に
規
定
し
て
い
る
場
合
に
意
味
を
も
つ
。
伺
委
員
会
報
告
書
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
破
殿
上
告

（
o
。
ロ
署
9
0
昌
8
ω
ω
㊤
江
。
ロ
）
な
る
用
語
は
、
個
々
の
立
法
上
こ
の
語
を
用
い
る
法
的
手
段
だ
け
を
含
む
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
再
審
（
誌
乱
忽
8
）

の
如
く
こ
れ
に
相
応
す
る
も
の
を
も
含
む
と
解
せ
ら
れ
る
Q

　
し
か
し
乍
ら
上
述
の
文
言
は
、
仲
裁
判
断
に
対
し
て
故
障
、
上
訴
等
の
法
的
手
段
を
認
め
な
い
国
に
お
い
て
為
さ
れ
π
仲
裁
判
断
に
は
適

合
し
な
い
。
そ
こ
で
附
加
し
て
「
仲
裁
判
断
に
対
し
馬
繋
判
所
に
そ
の
努
を
争
う
訴
が
（
例
え
ば
無
敷
又
は
取
消
の
訴
）
繋
層
な
る
限
り
、
仲
裁
判
断

は
確
定
し
た
と
認
め
ら
れ
す
、
そ
の
承
認
叉
は
執
行
を
許
す
べ
き
で
な
い
」
と
の
趣
旨
の
適
言
が
追
加
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
暎
醐
黙
厳

砿
）
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
条
文
構
成
に
お
い
て
は
、
「
確
定
」
な
る
概
念
に
そ
の
性
質
に
適
し
な
い
意
昧
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

う
点
で
、
論
理
上
不
整
備
の
欠
陥
が
あ
る
、
と
し
て
激
し
い
非
難
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
け
だ
し
確
定
と
は
、
こ
れ
を
厳
密
に
解
す
れ
ば
、

窮
局
的
に
完
了
し
た
状
態
だ
け
を
指
す
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
例
え
ば
今
日
は
確
定
し
て
い
る
が
、
明
日
は
確
定
し
た
と
は
み
ら
れ
ぬ
と
い

う
よ
う
な
事
態
は
、
確
定
の
概
念
自
体
に
反
す
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
一
条
d
号
は
、
正
に
こ
の
よ
う
な
じ
目
貫
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
通
常
の
上
訴
方
法
を
以
て
取
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
仲
裁
判
断
に
つ
い
て
、
未
だ
無
数
叉
は
取
消
の
訴
が
鉦
起
せ
ら
れ
て
・
い
な

い
時
期
に
お
い
て
、
執
行
が
求
め
ら
れ
把
場
合
に
は
、
そ
の
仲
裁
判
断
は
当
初
は
確
定
し
て
い
る
と
し
て
取
扱
は
れ
る
が
、
執
行
手
続
の
途

中
に
無
致
の
訴
の
提
起
せ
ら
れ
た
こ
と
が
立
証
せ
ら
れ
究
と
き
は
、
直
ち
に
確
定
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
に
な
Q
か
ら
で
あ
る
。

　
仲
裁
判
断
の
執
行
が
へ
之
に
対
す
る
無
致
の
訴
が
繋
属
中
で
あ
る
と
の
理
由
の
も
と
に
拒
否
せ
ら
れ
陀
乏
し
て
も
、
そ
の
無
敷
の
訴
が
確

定
的
に
斥
け
ら
れ
把
と
き
は
、
執
行
拒
否
の
決
定
の
形
式
的
確
定
力
は
、
夏
め
て
執
行
請
求
手
続
を
な
す
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
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仲
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け
だ
し
新
な
請
求
は
拒
否
せ
ら
れ
π
事
実
と
は
別
個
の
事
実
に
基
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
条
約
は
、
各
国
法
上
、
無
数
叉
は
取
消
の
訴
を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
用
語
が
種
々
で
あ
る
π
め
に
、
意
図
的
に
無
数
叉
は
取
消

の
訴
な
る
用
語
を
避
け
て
、
・
ビ
8
。
三
共
⑦
．
8
口
舞
導
帥
軌
。
ロ
8
ω
8
＝
簿
爵
ま
ま
締
一
㊤
ω
。
算
曾
8
、
、
な
る
予
言
を
用
い
た
が
、
こ
の
語
が
わ
が

国
法
や
独
法
に
謂
う
無
量
の
訴
を
包
含
す
べ
き
は
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
独
乙
国
で
軌
行
可
能
と
宣
言
せ
ら
れ
だ
仲
裁
判
断
に
対
し
、

例
え
ば
同
国
に
お
い
て
爾
後
姦
な
る
相
殺
が
主
張
せ
ら
れ
、
之
暴
い
て
執
行
異
議
の
訴
（
独
民
訴
七
六
七
条
、
一
〇
四
二
条
。
、
一
〇
四
二
条
d
）
が
提
起
せ
ら
れ
、
し

か
も
そ
の
後
に
至
っ
て
外
国
に
あ
る
被
告
の
財
産
に
対
し
当
該
国
で
も
執
行
の
請
求
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
右
の
執
行
異
議
の
訴
は
、
第
一

条
d
号
に
謂
う
と
こ
ろ
の
手
続
中
に
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
か
否
か
。
本
号
は
、
仲
裁
判
断
の
敷
力
自
体
に
関
す
る
手
続
即
ち
そ
の
執
行
だ

け
で
な
く
、
確
定
力
の
承
認
を
も
不
可
能
に
す
る
手
続
だ
け
に
関
す
る
。
そ
れ
故
、
上
述
の
問
い
は
否
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
諏
。
元
来
本
号
が

第
二
条
a
号
の
規
定
（
仲
裁
判
断
の
承
認
及
び
執
行
は
、
仲
裁
判
断
の
な
さ
れ
た
国
に
お
い
て
そ
れ
が
無
効
と
宣
言
せ
ら
れ
た
と
き
は
拒
否
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
の
規
定
）
と
密
接
に
関
連
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

然
る
に
執
行
異
議
の
訴
の
目
的
は
、
こ
れ
と
は
異
な
り
、
仲
裁
判
断
の
確
定
力
に
は
全
然
無
関
係
で
あ
る
。
こ
の
訴
は
、
単
に
そ
の
仲
裁
手
続
上

の
審
理
の
時
以
後
に
生
じ
だ
原
因
に
基
い
て
の
み
仲
裁
判
断
の
執
行
に
反
対
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
第
一
条
d
号

及
び
第
二
条
a
号
の
規
定
は
、
固
よ
り
執
行
異
議
の
訴
に
は
適
合
し
な
い
の
で
あ
る
。
術
ほ
附
言
す
べ
き
ば
、
執
行
異
議
の
訴
に
お
い
て
ば
、

上
述
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
被
告
の
独
立
の
反
対
権
の
確
認
が
屡
々
問
題
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
に
よ
る
か
、
る
反
対
権
の
確
定

の
承
認
は
外
国
判
決
の
承
認
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
本
条
約
の
関
知
す
る
範
囲
外
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
故
例
え
ば
条
約
の

将
内
に
含
ま
れ
る
仲
裁
判
断
が
独
乙
国
で
な
さ
れ
、
・
爾
後
敗
訴
者
が
同
国
で
執
行
異
議
の
訴
を
提
起
し
て
勝
訴
の
判
決
を
得
だ
と
仮
定
し
、

そ
の
後
に
、
外
国
で
こ
の
仲
裁
判
断
の
獣
行
が
求
め
ら
れ
把
と
き
は
、
こ
の
勝
訴
判
決
の
承
認
の
有
無
は
、
そ
の
外
国
で
一
般
に
独
乙
判
決

の
承
認
に
関
し
て
決
定
す
べ
き
原
則
の
如
何
に
係
は
る
こ
と
に
な
る
。
伺
ほ
執
行
手
続
に
お
い
て
、
債
権
者
は
そ
の
請
求
に
つ
き
既
に
満
足
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を
得
て
お
る
と
の
抗
弁
を
執
行
国
に
通
用
す
る
手
続
法
に
従
っ
て
（
こ
の
こ
と
は
条
約
一
条
か
ら
当
然
生
ず
る
）
主
張
し
得
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
伺
ほ
条
約
の
要
求
す
る
の
は
」
仲
裁
判
断
の
確
定
だ
け
で
あ
っ
て
、
仲
裁
判
断
が
そ
の
な
さ
れ
だ
国
に
お
い
て
執
行
力
を
取
得
し
π
こ
と

は
案
さ
れ
て
い
な
い
。
譜
委
員
会
の
意
見
で
は
、
執
行
力
の
取
得
を
要
求
す
・
・
と
も
・
あ
・
場
諸
悪
由
が
ぞ
は
な
い
（
離
蠕

麓
め
の
幽
霊
黎
鱗
製
羅
購
雑
）
。
し
か
し
仲
裁
判
断
が
紛
争
当
事
者
案
豊
外
の
地
で
他
国
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
如
き
場
合

（例

ｦ
ば
国
際
商
業
会
議
所
に
よ
る
仲
裁
の
場
合
）
も
辱
要
撃
⇔
と
・
ろ
で
あ
り
、
を
る
居
食
仲
裁
判
断
の
な
さ
れ
た
国
で
執
行
力
・
叢
得
し
π
こ
と
を
案
ず
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

き
何
等
の
理
由
も
な
い
、
こ
れ
は
当
事
者
に
無
益
の
出
費
を
な
さ
し
め
る
だ
け
だ
と
の
理
由
で
、
要
件
か
ら
除
か
れ
だ
の
で
あ
る
。

（
・
）
仲
裁
判
断
の
芋
蔓
は
執
行
が
そ
の
主
張
せ
ら
れ
る
国
の
公
義
は
公
法
の
原
則
に
反
し
な
い
こ
と
（
募
峰
二
）
。

　
こ
の
要
件
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
も
分
と
し
て
は
、
（
イ
）
仲
裁
判
断
が
、
執
行
国
の
注
律
上
禁
止
の
行
為
を
な
す
べ
き
旨
を
当
事
者
に
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　

揚
食
嬰
欺
油
墨
雲
離
嬬
蟹
拍
翻
線
）
及
び
（
・
）
仲
裁
裁
判
所
が
、
執
行
国
に
お
い
て
は
公
序
の
考
慮
か
ら
そ
の
努
を
認
め

ら
れ
な
い
法
律
関
係
を
承
認
せ
し
め
叉
は
請
求
権
を
実
現
せ
し
め
よ
う
と
す
る
場
合
（
例
え
ば
堵
博
契
約
叉
は
禁
止
せ
ら
れ
た
差
金
取
引
）
、
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
規
定
は
、
執
行
国
に
お
い
て
仲
裁
判
断
の
内
容
の
実
質
的
再
審
理
を
な
す
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
に
つ
い

て
、
寿
府
で
の
討
議
で
は
否
認
せ
ら
れ
π
由
で
あ
る
。
そ
し
て
た
乏
え
こ
の
点
に
関
し
、
故
意
に
法
律
の
不
当
適
用
が
な
さ
れ
だ
と
し
て
も
、

公
序
を
理
由
と
し
て
執
行
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
澱
、
例
え
ば
仲
裁
人
が
原
則
と
し
て
は
差
金
取
引
の
無
量
を
認
め
っ
、
も
、
明
に
誤
っ

た
理
由
の
も
と
に
か
、
る
取
引
の
存
す
る
こ
と
を
否
認
し
た
と
し
て
も
、
執
行
国
で
は
そ
の
決
定
を
自
国
の
公
序
に
反
す
る
も
の
と
看
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

と
は
で
き
な
い
と
説
く
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
わ
元
く
し
は
、
こ
の
見
解
に
は
直
ち
に
賛
し
が
π
い
。
む
し
ろ
こ
の
規
定
は
仲
裁
判
断
の
実

質
に
つ
い
て
執
行
国
で
の
再
審
査
を
許
す
規
定
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
Q
爾
ほ
仲
裁
判
断
に
理
由
を
附
す
る
を
要
す
る
か
否

か
に
付
て
は
条
約
に
何
ら
の
規
定
も
な
い
。
そ
れ
故
こ
の
問
題
は
仲
裁
手
続
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
法
律
に
従
っ
て
規
定
せ
ら
る
べ
き
こ
と
、

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
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，
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

な
る
。
従
っ
て
こ
の
法
律
が
理
由
の
具
備
を
必
要
と
し
て
い
な
い
限
り
は
、
理
由
付
け
を
欠
く
仲
裁
判
断
の
執
行
も
亦
可
能
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
わ
が
国
法
の
見
地
か
ら
し
て
も
疑
問
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
日
民
訴
八
〇
一
条
一
、
一
項
に
依
れ
ば
、
当
事
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

仲
裁
判
断
、
に
理
由
を
附
す
る
を
要
し
な
い
と
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
人
が
法
律
上
仲
裁
判
断
に
理
由
を
附
す
る
こ
と
を
必
要
と

し
な
い
国
に
お
け
る
仲
裁
手
続
に
服
す
る
と
き
も
、
そ
の
服
従
は
か
～
る
合
意
と
同
様
に
取
扱
は
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
伺
ほ
理
由
の
欠

陥
を
主
張
す
べ
き
方
法
に
関
し
て
は
後
述
参
照
Q

註

（
5
）
　
一
九
二
三
年
の
第
一
議
定
書
も
仲
裁
契
約
の
敷
力
の
依
る
べ
き
法
律
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
し
て
い
な
い
。
。
但
し
第
一
議
定
書
中
こ
の
問
題
に
関
連
の
あ
る
規

　
　
定
と
し
て
は
、
第
二
条
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
第
二
条
の
規
定
及
び
仲
裁
契
約
の
準
拠
法
の
決
定
に
関
す
る
学
説
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
「
国
際
商
事
仲

　
　
裁
に
関
す
る
国
際
私
法
理
論
」
神
戸
法
学
雑
誌
一
巻
三
号
六
一
一
頁
以
下
参
照
。

（
6
）
瓢
蕊
9
窪
β
智
ぽ
寓
9
田
●
目
ω
』
お

（
7
）
　
中
田
、
前
掲
三
七
巻
一
号
一
五
八
頁
。

（
8
）
　
轟
剛
掲
拙
稿
、
　
山
ハ
〇
ニ
ー
山
ハ
○
山
ハ
頁
。

（
9
）
　
例
え
ば
日
本
法
や
独
母
法
を
標
準
と
し
て
考
う
れ
ば
、
内
国
に
於
け
る
執
行
の
た
め
に
は
外
国
仲
裁
判
断
は
当
該
外
国
で
確
定
力
あ
る
判
決
と
同
一
の
数
力
を

　
　
得
た
こ
と
を
要
す
る
と
規
．
署
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
英
法
は
法
的
確
定
力
の
概
念
を
知
ら
ず
、
又
伊
法
で
は
破
殿
に
よ
り
て
取
消
し
得
る
判
決
も
確
定
力

　
　
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
法
的
確
定
力
な
る
文
言
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
又
「
法
的
確
定
力
」
な
る
文
言
の
代
り
に
「
通
常
の
上
訴
を
以
て

　
　
争
う
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
仲
裁
判
断
」
な
る
文
言
を
選
ぶ
こ
と
も
、
総
て
の
国
の
法
律
上
意
昧
あ
る
結
果
に
は
到
達
し
が
た
い
と
し
て
斥
け
ら
れ
た
。
而
し

　
　
て
専
門
委
員
会
案
は
こ
の
問
題
の
決
定
を
回
避
し
て
、
唯
「
仲
裁
判
断
は
確
定
し
た
こ
と
を
要
す
」
と
だ
け
規
定
し
て
い
た
が
、
か
x
る
文
言
で
は
執
行
国
の
裁

　
　
判
官
を
確
定
の
意
味
に
付
て
不
明
な
る
が
儘
に
放
置
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
多
数
国
の
賛
成
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
止
む
な
く
本
女
に
述
べ

　
　
る
よ
う
な
解
決
策
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
フ
オ
ル
ク
マ
ー
ル
、
二
二
四
頁
）
。

（
1
0
）
　
フ
オ
ル
ク
マ
ー
ル
、
　
一
三
五
頁
以
下
。

（
1
1
）
　
専
門
委
員
会
報
告
書
、
ヌ
ス
バ
ウ
ム
前
掲
二
四
二
頁
。

（
1
2
）
　
独
居
国
は
本
条
約
を
批
准
し
た
の
で
、
こ
れ
に
即
応
す
る
た
め
に
、
民
訴
一
〇
四
一
条
一
項
二
号
を
改
正
し
て
、
仲
裁
判
断
の
取
消
原
因
の
一
と
し
て
「
仲
裁

　
　
判
断
の
承
認
が
善
良
の
風
俗
叉
は
公
の
秩
序
に
反
す
べ
き
と
き
」
昇
る
文
句
に
改
め
、
更
に
こ
れ
に
伴
い
、
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
一
〇
四
四
条
の
規
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定
を
新
設
し
た
。
日
本
民
訴
に
は
も
と
よ
り
、
独
乙
の
こ
の
規
定
に
該
当
す
る
よ
う
な
規
定
は
存
し
な
い
。
従
っ
て
わ
が
国
も
本
条
約
に
参
加
す
る
と
共
に
、
こ

　
の
問
題
に
関
し
て
一
部
の
規
定
を
改
正
又
は
新
設
す
る
の
必
要
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

（
β
）
　
ブ
オ
ル
ク
マ
ー
ル
、
　
一
一
二
⊥
バ
ー
七
胃
貝
。

三
　
条
約
の
要
求
す
る
消
極
的
要
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
仲
裁
判
断
は
た
と
え
前
述
の
条
件
を
具
備
し
て
い
て
も
、
以
下
に
掲
げ
る
事
実
の
存
在
を
裁
判
官
が
確
認
し
た
と
き
は
、
そ
の
承
認
叉
は

執
行
を
馨
し
得
べ
き
で
あ
・
（
二
条
）
。
条
約
が
棊
来
条
と
を
区
別
し
て
、
規
定
し
だ
意
昧
に
つ
い
て
は
前
述
（
山
善
参
照
。

　
（
a
）
　
仲
裁
判
断
が
そ
の
な
さ
れ
た
国
に
お
い
て
無
致
と
な
つ
だ
こ
と
（
旺
条
）
。
上
述
し
だ
と
こ
ろ
が
ら
明
な
よ
う
に
（
か
六
書
）
、
仲
裁

判
断
が
取
消
叉
は
無
知
の
訴
に
よ
っ
て
敷
力
を
失
っ
陀
揚
蓋
は
、
本
号
の
要
件
中
に
合
ま
れ
る
が
、
単
に
仲
裁
判
断
の
時
以
後
に
生
じ
π
原

因
に
考
（
例
ト
兄
ば
独
民
訴
七
山
ハ
七
条
或
は
日
民
訴
五
四
五
条
等
に
依
り
、
）
、
執
行
を
許
す
・
と
を
得
す
と
宣
言
せ
ら
れ
慈
止
ま
る
揚
盒
、
・
の
・
つ
ち
に
合
ま
れ
な
い
。
而

し
て
仲
裁
判
断
を
無
数
と
す
る
判
決
が
確
定
し
た
揚
合
に
の
み
、
本
号
に
い
う
無
数
宣
言
あ
り
と
な
し
得
る
に
止
ま
る
こ
と
は
言
う
を
侯
た

ぬ
。
但
し
こ
の
無
数
宣
言
に
対
し
て
伺
ほ
上
訴
を
以
て
争
い
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
執
行
手
続
に
影
響
が
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
そ
の
数
果

は
本
号
に
依
ら
す
、
一
条
d
号
に
よ
り
て
決
せ
ら
る
べ
く
、
無
数
叉
は
取
清
手
続
の
繋
属
中
の
仲
裁
判
断
は
、
寺
号
の
意
味
で
の
確
定
に
は

な
ら
な
い
も
の
と
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
b
）
　
適
法
な
る
審
訊
の
な
さ
れ
な
い
こ
と
及
び
代
理
の
欠
配
（
忙
条
）
。
専
門
委
員
会
報
告
書
（
噺
鵬
覧
）
に
依
る
と
、
本
号
は
単
に
敗
訴

の
当
事
者
に
対
し
適
時
に
仲
裁
判
断
の
審
理
を
通
知
す
る
こ
と
だ
け
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
更
に
敗
訴
当
事
者
の
防
禦
権
を
保
障
す
る

た
め
に
裁
判
官
が
広
汎
な
る
裁
量
権
を
行
使
し
得
る
こ
と
に
も
関
す
る
。
即
ち
裁
判
官
は
必
要
に
応
じ
、
当
事
者
が
、
相
手
方
の
提
出
し
π

意
見
書
叉
は
証
拠
書
類
に
対
し
反
駁
を
加
え
得
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
丈
書
を
知
り
得
た
か
否
か
も
判
断
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
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外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

而
し
て
個
々
の
場
合
に
、
こ
の
原
則
の
ど
の
程
度
の
違
反
を
以
て
本
号
の
意
昧
で
の
不
審
訊
と
み
な
す
べ
き
か
は
、
執
行
国
裁
判
官
の
裁
量

に
依
る
。

　
訴
訟
無
能
力
な
る
当
事
者
の
代
理
の
欠
敏
、
代
理
の
必
要
な
範
囲
及
び
代
理
の
方
法
は
仲
裁
手
続
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
法
律
に
依
る
。
尤

も
こ
の
法
律
が
独
乙
法
の
よ
う
に
訴
訟
能
力
と
行
為
能
力
と
を
結
合
し
て
お
る
と
き
は
（
独
民
訴
五
二
条
）
、
場
合
に
依
り
当
事
者
の
属
人
法
に
依
拠

す
る
を
要
す
る
こ
と
、
も
な
る
。
爾
ほ
代
理
の
欠
歓
が
当
事
者
の
追
認
に
依
り
て
治
癒
せ
ら
れ
得
る
か
否
か
、
及
び
そ
の
方
法
も
亦
同
一
の

法
律
に
依
る
（
フ
オ
ル
ク
マ
ー
ル
＝
二
七
頁
）
。

　
（
c
）
　
仲
裁
判
断
が
仲
裁
約
定
に
定
む
る
係
争
事
件
に
関
せ
す
、
叉
は
仲
裁
約
定
の
範
囲
外
に
及
ん
で
な
さ
れ
だ
こ
と
（
G
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
号
は
、
仲
裁
人
が
仲
裁
約
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
π
権
限
を
越
え
て
判
断
し
だ
場
合
に
は
、
締
約
国
は
か
、
る
仲
裁
判
断
の
承
認
叉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

執
行
を
拒
否
し
得
る
と
な
す
。
尤
も
こ
の
場
合
に
敗
訴
の
当
事
者
が
何
ら
の
留
保
な
し
に
仲
裁
約
定
の
範
囲
を
越
え
る
仲
裁
手
続
に
応
じ
仁

こ
と
は
、
仲
裁
約
定
を
暗
黙
に
補
完
す
る
も
の
と
し
て
権
限
の
欠
敏
を
治
癒
せ
し
め
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
得
る
か
否
か
ゴ
、
伺
題
と
な
り
得

べ
く
、
こ
の
問
題
は
仲
裁
手
続
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
法
律
に
依
る
。

　
本
号
二
段
は
、
仲
裁
人
が
そ
の
権
限
を
尽
さ
す
、
附
託
せ
ら
れ
だ
係
争
事
件
の
一
部
の
み
に
つ
い
て
判
断
し
た
場
合
に
っ
き
、
軌
行
国
の

裁
判
所
は
事
宜
に
依
り
、
そ
の
仲
裁
判
断
の
承
認
叉
は
軌
行
を
延
期
し
若
ぐ
は
保
証
を
立
て
し
め
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定

す
る
（
諺
Q

　
い
わ
ゆ
る
仲
裁
の
一
部
判
断
が
な
さ
れ
把
場
合
、
そ
の
効
力
を
他
国
に
お
い
て
認
め
る
と
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
各
国
代
表
間
の

意
見
の
相
違
が
大
き
く
、
激
し
い
討
議
の
末
漸
く
本
号
の
法
文
化
に
達
し
だ
。
従
っ
て
こ
の
規
定
の
立
法
趣
旨
を
尋
ね
る
た
め
に
は
、
遡
っ

て
そ
の
制
定
に
至
る
経
過
を
窺
う
必
要
が
あ
る
。
も
と
専
門
委
員
会
案
で
は
、
一
部
判
断
に
対
し
て
は
承
認
叉
は
執
行
を
拒
否
し
得
る
と
の
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み
規
定
さ
れ
て
い
た
。
一
部
判
断
で
は
当
事
者
の
一
方
の
み
の
権
利
を
認
め
、
相
手
方
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
何
ら
裁
定
を
し
な
い
と
い
う
よ

う
な
場
合
も
あ
る
べ
く
、
か
、
る
未
完
結
、
不
完
全
な
判
断
に
対
し
て
国
際
的
数
力
を
保
障
す
べ
き
で
は
な
い
、
当
昇
者
は
先
ず
以
て
仲
裁

手
続
の
開
始
国
で
手
続
を
完
了
し
た
上
、
他
国
で
そ
の
仲
裁
判
断
の
感
力
を
主
張
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
と
の
考
慮
に
基
く
。
と
こ
ろ
が
第

二
委
員
会
小
委
員
会
の
席
上
独
立
代
表
は
こ
の
案
に
反
対
し
て
削
除
説
を
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
一
部
判
断
は
債
務
者

の
仲
裁
遷
延
策
を
防
止
す
る
上
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
、
け
だ
し
若
し
一
部
判
断
の
国
際
的
数
力
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
、
債
務
者
は
仲
裁

手
続
に
お
い
て
相
手
方
の
請
求
の
一
部
の
み
を
争
う
こ
と
に
よ
り
、
争
い
あ
る
部
分
の
決
定
を
み
る
迄
、
残
余
債
務
の
支
払
の
猶
予
を
来
さ

し
め
る
こ
と
が
で
き
、
不
都
合
だ
と
い
う
に
あ
る
。
委
員
会
も
こ
の
独
乙
の
懸
念
の
実
際
上
理
由
あ
る
こ
と
を
認
め
ば
し
た
が
、
規
定
全
部
の

削
除
に
は
反
対
し
だ
。
そ
の
際
考
慮
せ
ら
れ
だ
の
は
、
独
乙
法
の
認
め
る
相
殺
の
留
保
を
附
し
て
な
す
係
争
債
権
に
全
て
の
判
決
（
独
民
訴
三
〇
二
条
）

及
び
反
訴
の
留
保
附
に
な
す
本
訴
請
求
に
付
て
の
判
決
（
独
民
訴
三
〇
一
条
）
等
の
㌍
、
そ
れ
自
体
最
終
判
決
で
は
？
、
最
終
判
決
に
よ
り
そ
の

存
立
を
左
右
せ
ら
れ
る
こ
と
あ
る
べ
き
中
問
判
決
叉
は
留
保
判
決
に
相
応
す
る
中
間
的
叉
は
留
保
的
仲
裁
判
断
で
あ
っ
だ
。
こ
の
種
の
予
備

的
一
部
判
断
は
そ
の
執
行
後
に
至
り
、
最
終
的
仲
裁
判
断
に
よ
っ
て
．
理
由
な
き
も
の
と
し
て
覆
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
従
っ
て
条
約
に

お
い
て
は
、
か
、
る
危
険
を
生
す
る
余
地
の
な
い
よ
う
に
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
必
要
に
応
ず
る
最
良
の
方
法
は
、
本
来

の
一
部
判
断
即
ち
請
求
の
数
量
的
部
分
に
つ
き
最
終
決
定
を
な
す
判
断
（
独
民
訴
三
〇
一
条
に
相
当
す
る
も
の
）
と
、
予
備
的
決
定
た
る
に
す
護
中
間
判
決
（
墾

知
三
）
叉
は
留
保
判
決
（
独
民
訴
三
〇
二
条
、
こ
れ
は
解
除
条
件
附
の
終
局
判
決
で
あ
る
）
に
相
当
す
る
一
部
判
断
と
を
区
別
し
、
後
者
だ
け
に
つ
い
〆
し
そ
の
国
際
的
努
を
否
認

叉
は
阻
止
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
立
法
す
る
こ
と
で
あ
っ
だ
で
あ
ろ
う
Q
し
か
し
な
が
ら
こ
の
点
に
関
し
て
は
各
国
の
法
的
観
念
が
余

り
に
も
相
異
す
る
だ
め
、
こ
の
点
で
使
用
す
る
に
足
る
法
形
式
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
す
、
止
む
な
く
委
員
会
は
仏
国
代
表
の
妥
協
案
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

賛
し
て
法
丈
「
を
作
成
す
る
に
至
つ
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ェ
ネ
ー
ヴ
条
約

一一@185　一



　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

　
以
上
の
立
法
経
過
に
鑑
み
る
と
本
号
の
正
し
い
意
味
は
次
の
通
り
と
な
る
。
暗
算
は
、
半
に
一
部
判
断
の
揚
合
に
は
、
執
行
国
裁
判
所
は

そ
の
裁
量
に
よ
り
承
認
叉
は
執
行
を
延
期
す
る
か
若
く
は
保
証
を
立
て
さ
せ
て
こ
れ
を
許
す
か
の
何
れ
か
の
決
定
を
な
し
得
る
と
す
る
に
止

ま
る
。
し
か
し
な
が
ら
第
二
条
の
前
文
に
は
本
号
の
規
定
す
る
場
合
に
は
承
認
叉
は
軌
行
を
柾
適
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
而
し
て
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
軌
行
国
裁
判
官
は
承
認
叉
は
執
行
を
許
容
す
べ
き
義
務
を
負
う
も
の
で
な
い
と
言
う
に
止
ま
る
Q

従
っ
て
こ
の
文
言
は
、
本
条
の
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
も
仲
裁
判
断
の
承
認
叉
は
執
行
が
関
係
国
の
法
律
叉
は
条
約
（
本
条
約
以
外
の
）
に
よ
っ
て

許
さ
れ
て
い
る
以
上
は
、
関
係
国
は
こ
れ
を
許
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
含
意
す
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
こ
の
こ
と
は
第
二
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

会
の
説
明
書
も
こ
れ
を
明
か
に
す
る
。
従
っ
て
一
部
判
断
が
例
え
ば
予
備
的
な
中
間
判
断
や
留
保
判
断
の
よ
う
に
不
完
結
の
も
の
で
将
来
そ

の
内
容
を
動
か
さ
れ
る
可
能
性
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
外
国
で
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ら
、
か
、
る
場
合
に
備
え
て
、
本
号
は
、

承
認
叉
は
執
行
を
停
止
し
、
将
来
の
決
定
に
侯
つ
か
、
叉
は
保
証
を
立
て
、
こ
れ
を
許
す
途
を
暗
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
そ
れ
自

体
完
結
し
将
来
そ
の
内
容
を
動
か
さ
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
本
来
の
一
部
判
断
（
例
え
ば
請
求
の
数
量
的
部
分
に
つ
い
て
の
最
終
決
定
）
に
つ
い
て
は
遅
滞
な
く
執
行
を
許
可

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ら
、
執
行
国
裁
判
所
は
そ
の
国
の
国
内
法
に
従
っ
て
承
認
叉
は
執
行
を
許
し
て
差
支
え
な
い
。
そ
の
途
を
開
く
た

め
に
本
号
は
、
こ
れ
が
決
定
を
裁
判
官
の
自
由
裁
量
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
何
ほ
附
書
す
る
に
仲
裁
契
約
が
仲
裁
人
に
一
部
判
断
を
な
す
の

権
限
を
与
え
、
か
っ
こ
れ
が
仲
裁
手
続
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
法
律
に
適
合
す
る
以
上
、
判
断
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
執
行
を
不
許
可
と

す
る
に
充
分
な
理
由
を
な
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
を
侯
π
沁
。

　
註
　
（
1
4
）
　
例
え
ば
仲
裁
約
定
で
は
、
単
に
売
買
の
目
的
物
た
る
商
品
の
規
格
に
関
す
る
争
の
み
を
仲
裁
に
附
し
て
お
る
に
拘
ら
ず
、
仲
裁
人
が
そ
の
権
限
を
越
え
て
支
払

　
　
　
　
の
条
件
の
よ
う
な
他
の
問
題
に
つ
い
て
決
定
し
た
場
合
の
如
し
。

　
　
（
1
5
）
　
独
民
訴
（
一
〇
四
一
条
一
項
一
号
）
は
、
か
N
る
仲
裁
人
の
権
限
ゆ
越
の
場
合
を
「
仲
裁
判
断
が
許
す
可
ら
ざ
る
手
続
に
基
く
と
き
」
の
う
ち
に
含
ま
し
め
、

　
　
　
　
取
消
原
因
の
一
ど
す
る
。
日
民
訴
（
八
〇
一
条
一
項
一
号
）
も
亦
こ
れ
に
倣
う
。
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（
1
6
）
　
＜
o
旨
旨
p
J
ω
．
H
Q
。
。
。
一
y
Z
屋
ω
ぴ
国
q
ヨ
、
ω
回
目
ω
，

（
1
7
）
　
Z
5
ω
ω
ぴ
程
ヨ
．
ω
H
．
目
ω
■
b
。
母
跨

bO
辜
ﾖ
》
N
㎝
b
⊃
●

四
　
仲
裁
判
断
の
取
消
（
叉
は
無
致
）
原
因
と
そ
の
．
主
張
一
条
約
三
条

　
仲
裁
判
断
の
準
拠
法
は
、
前
述
し
た
一
条
a
、
c
並
に
二
条
b
、
c
号
に
掲
げ
る
も
の
の
外
に
、
伺
ほ
種
々
の
取
消
（
又
は
無
敷
）
原
因
を
認
め
る

の
が
通
例
で
あ
る
。
例
え
ば
忌
避
さ
れ
た
仲
裁
人
が
仲
裁
手
続
に
参
加
し
を
か
（
独
民
訴
一
〇
四
一
条
一
号
、
一
〇
三
二
条
、
日
民
訴
八
〇
一
条
、
七
九
二
条
）
、
仲
裁
判
断
書
に
甜
の

記
載
が
な
い
と
か
（
伊
民
訴
一
二
条
二
項
三
号
、
三
二
条
四
号
、
そ
の
他
ラ
テ
ン
系
諸
国
法
）
、
叉
は
判
断
の
証
拠
と
な
っ
た
文
教
が
偽
造
若
く
は
変
造
さ
れ
だ
も
の
で
あ
る
と
か
（
細
課

配き

ﾄ獄

ｵ
馴
）
と
い
う
た
ぐ
い
で
あ
る
。
準
拠
手
続
頭
上
か
、
る
蒲
魚
あ
る
た
め
無
数
な
る
仲
裁
判
断
に
対
し
て
は
固
よ
り
国
際
的
敷
力
を

認
む
べ
き
理
由
は
な
い
。
し
か
し
執
行
国
裁
判
官
は
こ
の
よ
う
な
特
殊
の
外
国
訴
訟
手
続
に
関
連
し
把
当
事
者
の
不
服
申
立
を
審
理
す
る
の

に
は
充
分
な
用
意
を
も
っ
て
い
な
い
・
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
執
行
国
裁
判
官
と
し
て
は
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
か
、
る
当
事
者
の
不
服
の
申

立
が
外
国
管
轄
裁
判
所
で
解
決
さ
れ
る
迄
、
執
行
の
許
否
の
決
定
を
中
止
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
か
、
る
執
行
叉
は
承
認
手
続
の

中
止
は
若
干
国
の
手
続
法
上
許
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
又
取
消
原
因
の
存
否
の
明
白
な
場
合
に
、
徒
ら
に
手
続
の
遅
延
を
来
す
こ

と
は
極
力
避
け
る
必
要
が
あ
る
し
、
更
に
叉
敗
訴
当
窮
民
の
悪
意
の
．
遷
延
策
を
防
ぐ
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
そ
こ
で
主
と
し
て
は

乱
曲
し
元
実
艦
上
の
便
宜
に
合
す
る
と
い
う
点
に
鑑
み
、
更
に
叉
理
論
上
も
条
約
の
立
前
か
ら
み
て
執
行
国
裁
判
官
が
独
自
に
外
国
仲
裁
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

続
の
合
法
性
を
審
査
す
る
こ
と
は
敢
て
差
支
え
な
い
と
の
見
地
に
立
っ
て
、
本
条
の
決
定
を
み
π
の
で
あ
る
。
即
ち
三
条
に
よ
れ
ば
、
執
行

国
裁
判
官
は
、
　
（
一
）
不
服
を
申
立
て
た
当
事
者
の
主
張
事
実
が
準
拠
手
続
法
上
の
取
消
原
因
に
該
当
す
る
か
否
か
を
自
ら
独
自
に
審
査
し

て
、
執
行
叉
は
承
認
の
許
否
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
外
、
　
（
二
）
当
事
者
が
外
国
管
轄
裁
判
所
か
ら
取
消
（
顎
態
）
の
宣
告
を
得
る
の
に

相
当
の
期
間
を
定
め
、
そ
め
欄
自
ら
の
裁
判
を
中
止
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
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外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

　
本
条
の
規
定
の
適
用
上
注
意
す
べ
き
は
、
仲
裁
判
断
の
な
さ
れ
た
国
に
お
い
て
既
に
仲
裁
判
断
取
消
の
訴
訟
手
続
が
繋
属
中
な
る
と
き
は
、

そ
の
決
定
を
み
る
ま
で
は
執
行
の
許
可
は
あ
ヶ
得
な
い
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
け
だ
し
こ
の
行
合
に
は
仲
裁
判
断
は
前
述
の
一
条
d
号
の
定

む
る
意
味
で
の
確
定
の
要
件
を
欠
く
か
ら
で
あ
る
。

　
註
　
（
1
8
）
　
執
行
裁
判
所
が
独
自
に
外
国
仲
裁
手
続
の
適
法
性
を
審
査
決
定
し
得
べ
き
こ
と
は
、
既
に
第
一
条
C
号
に
も
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
元
来
こ
の
条
約
の
目
的
は
仲
裁
判
断
の
国
際
的
敷
力
を
規
律
し
よ
う
と
す
る
に
あ
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
外
国
裁
判
所
の
判
決
の
敷
力
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い

　
　
　
　
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
け
だ
し
当
然
で
あ
る
（
＜
o
貯
ヨ
錠
”
ω
・
犀
O
）
。

五
　
承
認
叉
は
執
行
手
続
一
条
約
四
条

　
（
一
）
　
一
条
乃
至
三
条
は
、
何
れ
も
条
約
に
定
め
る
仲
裁
判
断
の
承
認
及
び
執
行
の
条
件
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
規
定
を

適
用
す
・
上
に
、
執
行
国
裁
判
所
が
如
何
な
・
手
続
に
依
る
べ
き
か
（
鯉
毯
繧
幾
贈
面
繋
雛
騨
雛
潔
編
章
運
指
矯
饗

蒲
魚
講
撮
購
）
に
関
し
て
は
条
約
鏡
思
せ
す
、
原
則
と
し
て
、
・
れ
を
締
約
国
の
国
内
法
再
任
す
る
に
生
・
る
（
一
条
一
項
）
。
・
の
種

の
訴
訟
手
続
に
関
す
る
各
国
法
の
相
違
の
大
き
い
た
め
に
、
こ
の
条
約
の
よ
う
な
多
辺
条
約
で
は
こ
れ
を
統
一
的
に
規
律
す
る
こ
と
は
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

な
か
つ
だ
の
で
あ
る
Q

　
（
二
）
　
し
か
し
乍
ら
条
約
は
、
実
際
の
必
要
か
ら
、
仲
裁
判
断
を
主
張
し
叉
は
執
行
を
求
め
る
当
事
者
が
提
出
す
べ
き
証
拠
資
料
を
示
す

の
が
有
益
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
に
、
例
外
的
に
こ
れ
を
規
定
す
る
こ
ξ
な
っ
た
（
四
条
）
。
即
ち
こ
れ
に
依
れ
ば
、
当
事
者
が
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
証
拠
書
類
と
し
て
条
約
は
就
中
次
の
三
種
の
も
の
を
掲
げ
る
。

　
（
1
）
　
仲
裁
判
断
の
原
本
叉
は
そ
の
為
さ
れ
た
国
の
法
律
に
従
い
認
証
力
あ
る
謄
本
。

　
（
2
）
　
仲
裁
判
断
が
そ
の
為
さ
れ
た
国
に
お
い
て
第
一
条
d
号
に
定
め
る
意
昧
に
お
い
て
確
定
と
な
っ
た
こ
と
を
証
す
べ
き
書
面
及
び
記
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録
。
　
「
確
定
」
の
証
明
は
往
々
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
専
問
委
員
会
で
は
確
定
の
証
明
に
つ
き
管
轄
官
庁
の
公
文
書
を
提
出
す
る
こ

と
を
規
定
し
よ
う
と
の
提
案
も
な
さ
れ
だ
が
、
多
数
の
国
に
か
、
る
証
明
を
な
す
べ
き
管
轄
官
庁
が
な
い
と
い
う
の
で
、
こ
の
案
は
成
立
せ

す
、
証
明
方
法
に
つ
い
て
は
規
定
せ
ら
れ
な
か
つ
π
。
そ
れ
故
こ
の
証
明
は
原
則
と
し
て
仲
裁
判
断
の
な
さ
れ
だ
国
の
仲
裁
法
規
の
証
明
に

よ
っ
て
こ
れ
を
な
す
外
は
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
法
律
上
、
仲
裁
判
断
に
対
し
通
常
の
上
訴
方
怯
が
存
す
る
と
き
は
、
不
変
期
間
の
証
明
も

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
と
異
な
り
、
執
行
申
請
者
か
ら
は
取
消
（
又
は
無
効
）
の
訴
が
現
に
繋
属
中
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
は
な
い
。
な
せ
な

ら
ば
一
条
d
号
の
構
成
上
妙
な
よ
う
に
、
執
行
裁
判
官
は
こ
の
訴
の
提
起
の
な
さ
れ
だ
こ
と
が
証
明
せ
ら
れ
把
と
き
に
限
り
、
そ
の
執
行
を

拒
む
べ
く
、
従
っ
て
こ
の
こ
と
の
立
証
責
任
は
相
手
方
が
こ
れ
を
負
う
か
ら
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
一
条
一
項
、
二
項
a
号
及
び
C
号
に
定
む
る
要
件
の
存
在
を
証
明
す
る
書
面
及
び
記
録
、
但
し
そ
の
必
要
あ
る
と
き
に
限
る
。
本

号
に
該
当
す
る
立
証
事
項
の
主
な
も
の
は
、
仲
裁
判
断
の
基
本
た
る
仲
裁
約
定
が
別
郭
の
条
約
国
の
裁
判
権
に
服
す
る
当
事
者
間
に
締
結
さ

れ
π
こ
と
、
仲
裁
約
定
が
そ
の
準
拠
法
に
従
い
理
致
で
あ
る
こ
と
、
及
び
仲
裁
裁
判
所
が
適
怯
に
構
成
さ
れ
だ
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
尤
も
こ

れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
は
常
に
当
然
に
証
拠
書
類
を
提
出
す
る
を
要
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
こ
れ
を
要
す
る
の
は
、
単
に
そ
の
必
要
あ

る
場
合
（
一
Φ
　
0
9
の
　
①
O
】
μ
Φ
簿
口
け
）
、
即
ち
疑
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
本
条
（
1
）
号
乃
至
（
3
）
号
に
掲
げ
ら
れ
た
書
面
蛇
に
記
録
の
列
拳
は
制
限
的
の
意
味
の
も
の
か
叉
は
例
示
的
た
る
に
す
ぎ
な

い
か
。
本
条
が
も
と
軌
行
裁
判
所
の
π
め
に
仲
裁
判
断
の
敷
力
を
確
定
化
す
る
こ
と
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
に
鑑
み
、
叉

本
条
の
冒
頭
に
は
「
就
中
」
（
コ
O
叶
9
b
g
b
口
Φ
昌
け
）
な
る
文
言
が
あ
る
に
由
り
、
列
挙
は
例
示
的
意
味
の
も
の
と
解
す
べ
ベ
、
従
っ
て
執
行
国
裁

判
官
は
必
要
あ
り
と
認
め
た
限
り
、
当
然
鼓
に
定
め
ら
れ
た
証
明
以
外
の
証
明
を
も
要
求
し
得
る
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
そ
の
要

求
の
た
め
に
は
、
特
別
の
理
由
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
し
、
叉
そ
の
要
求
は
前
堂
条
に
挙
示
せ
ら
れ
だ
要
求
と
矛
盾
す
み
も
の
で
あ
っ
て

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
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外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
例
え
ば
軌
行
国
裁
判
官
は
、
仲
裁
人
が
そ
の
権
限
を
超
え
て
決
定
し
だ
の
で
は
な
い
か
、
叉
は
附
託
さ
れ
た
係
争
事

件
の
一
部
だ
け
に
つ
い
て
決
定
し
だ
の
で
は
な
い
か
を
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
（
二
条
。
号
）
、
仲
裁
契
約
の
内
容
に
関
す
る
証
明
を
要
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
な
け
れ
ば
な
畠
。
こ
れ
に
反
し
て
仲
裁
契
約
の
準
拠
法
が
贔
の
仲
裁
附
託
契
約
を
容
認
し
て
い
る
呈
、
（
姦

恥
）
・
そ
の
謄
本
の
提
崇
案
ず
る
・
と
は
許
・
れ
な
い
と
・
ろ
で
あ
翁
・

　
（
三
）
　
四
条
二
項
は
右
の
書
面
に
付
き
稀
訳
を
要
求
し
得
べ
き
こ
と
、
及
び
そ
の
方
法
を
定
め
る
。
こ
の
規
定
は
海
牙
国
際
民
事
訴
訟
法

条
約
一
九
条
二
項
三
号
に
倣
つ
把
も
の
で
あ
る
。

　
註
　
（
1
9
）
　
専
門
委
員
会
報
告
書
、
前
掲
二
四
五
頁
。

　
　
（
2
0
）
　
専
門
委
員
会
報
告
書
、
ご
四
五
頁
、
く
。
貯
8
曽
ψ
辰
H
・

六
　
条
約
と
締
約
国
国
内
法
と
の
関
係
ー
ー
－
条
約
五
条

　
専
門
委
員
会
の
報
告
律
し
依
る
と
（
前
掲
二
四
五
頁
以
下
）
、
こ
の
条
約
と
締
約
各
国
国
内
法
並
に
そ
の
既
に
締
結
し
た
二
国
間
の
条
約
と
の
問
の
関
係

を
如
何
に
す
べ
き
か
に
曾
て
は
、
諸
国
の
問
に
種
々
意
見
の
不
一
致
が
あ
っ
た
。
し
か
し
結
局
、
こ
の
条
約
は
次
の
二
つ
の
考
慮
に
基
い
て

作
成
せ
ら
れ
π
。
・
そ
の
一
は
、
締
約
国
は
こ
の
条
約
に
該
当
す
る
仲
裁
判
断
の
承
認
叉
は
執
行
を
こ
の
条
約
の
定
む
る
よ
り
も
よ
り
厳
格
な

条
件
に
服
せ
し
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
若
干
国
の
既
存
の
国
内
法
上
若
く
は
条
約
上
の
規
定
が
こ
の

条
約
よ
り
も
よ
り
寛
や
か
な
条
件
で
外
国
仲
裁
判
断
の
耐
力
を
承
認
し
、
又
は
そ
の
執
行
を
許
し
て
お
る
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
を

そ
の
国
内
法
叉
は
条
約
の
規
定
に
優
先
さ
せ
る
．
こ
と
は
、
条
約
の
目
的
に
照
し
許
さ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
右
の
第
一
の
考

慮
に
立
て
ば
、
例
え
ば
締
約
国
の
国
内
法
が
自
国
に
お
け
る
外
国
仲
裁
判
断
執
行
の
条
件
と
し
て
そ
の
仲
裁
判
断
が
当
該
外
国
で
執
行
宣
言

を
得
π
こ
と
を
要
求
し
て
い
よ
う
と
も
、
こ
の
国
内
法
の
規
定
は
こ
の
条
約
よ
り
も
よ
り
厳
格
な
条
件
を
定
め
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
条
約
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の
妥
当
す
る
範
囲
で
は
適
用
さ
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
こ
の
見
地
に
お
い
て
は
、
・
こ
の
条
約
は
、
仲
裁
判
断

が
そ
の
国
際
的
数
力
を
承
認
せ
ら
れ
る
早
め
に
服
す
べ
き
制
約
の
最
大
の
限
度
を
定
め
だ
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
こ
の
条
約
優
先
の
思
想
を

徹
底
的
に
貫
く
と
す
れ
ば
、
こ
の
条
約
は
締
約
国
の
既
存
の
国
内
法
規
叉
は
条
約
規
定
が
外
国
仲
裁
判
断
の
数
力
を
認
め
る
の
に
、
よ
り
寛

や
か
な
条
件
を
定
め
て
い
る
場
合
に
も
、
術
且
っ
完
全
に
こ
れ
に
と
っ
て
代
は
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
得
る
よ
う
に
思
は
れ
る
。
現
に
か
、

る
主
張
を
な
す
国
も
あ
っ
π
。
し
か
し
こ
の
条
約
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
仲
裁
判
断
の
致
力
の
承
認
叉
は
執
行
を
締
約
国
の
既
存
の
国

内
法
叉
は
条
約
が
定
め
て
い
る
よ
り
も
よ
り
困
難
な
も
の
に
す
る
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
容
易
に
す
る
に
あ
る
こ
と
言
う
迄
も
な
い
。

故
に
か
か
る
主
張
は
認
め
ら
る
べ
き
筈
も
な
く
、
鼓
に
第
二
の
考
慮
が
生
れ
だ
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
に
よ
り
、
締
約
国
国
内
法
叉
は
条
約

に
よ
り
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
叉
は
執
行
の
た
め
に
定
立
．
さ
れ
だ
よ
り
有
利
な
制
度
は
、
こ
の
条
約
と
相
並
ん
で
併
存
す
る
こ
と
、
な
つ
π

　
　
　
れ
　

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
条
約
五
条
の
立
法
趣
旨
で
あ
る
。
即
ち
当
事
者
は
、
、
条
約
の
規
定
に
も
拘
ら
す
、
締
約
国
国
内
法
叉
は
条
約
の
定
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

仲
裁
判
断
の
敷
力
を
全
体
と
し
て
受
け
容
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
の
み
、
こ
の
国
内
法
の
制
度
を
主
張
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
註
　
（
2
1
）
　
こ
れ
と
同
じ
志
向
に
基
く
条
約
と
し
て
は
、
文
学
的
並
に
美
術
的
所
有
権
に
関
す
る
ベ
ル
ヌ
条
約
（
一
九
〇
八
・
一
一
・
一
三
修
正
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
る
。
か
＆
る
規
律
の
仕
方
は
、
多
数
国
の
参
加
を
期
待
す
る
多
辺
条
約
に
特
有
な
も
の
で
あ
っ
て
、
双
方
条
約
に
臓
そ
の
類
を
み
な
い
。
け
だ
し
双
方
条
約
は
、

　
　
　
　
二
国
間
に
お
い
て
各
締
約
国
の
国
内
法
上
の
制
度
に
優
る
も
の
を
定
立
す
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
条
約
が
国
内
法
に
優
先
し
、
全
く
こ
れ
に
と
つ

　
　
　
　
て
代
は
る
も
の
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
多
数
国
の
参
加
す
る
多
辺
条
約
で
は
多
数
締
約
国
の
最
少
限
度
の
要
求
し
か
充
し
得
ぬ
か
ら
、
条

　
　
　
　
約
が
全
面
的
に
締
約
国
の
国
内
法
に
代
替
す
る
こ
と
は
期
待
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
2
2
）
　
専
門
委
員
会
報
告
書
、
前
掲
二
四
五
、
六
頁
、
く
。
涛
旨
母
ω
．
辰
卜
。
●
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七
・
経
過
的
並
に
最
終
規
定
一
条
約
六
条
乃
至
一
一
条

　
（
一
）
　
六
条
に
依
れ
ば
、
こ
の
条
約
は
一
九
二
三
年
の
仲
裁
条
項
に
関
す
る
重
三
議
定
書
の
発
善
後
に
な
さ
れ
π
仲
裁
判
断
に
対
し
で
の

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
ナ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約



　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

み
適
用
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
議
定
書
は
、
国
を
異
に
す
る
に
従
い
異
な
る
時
斯
に
敗
ガ
を
生
壁
る
の
で
あ
る
か
ら
》
個
々
の
仲
裁
判
断

に
こ
の
条
約
の
適
用
が
あ
る
か
否
か
を
知
る
に
は
、
一
九
二
三
年
の
議
定
書
が
加
盟
各
国
に
敷
力
を
生
じ
だ
時
期
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

　
（
二
）
　
七
条
乃
至
一
一
条
の
最
終
条
項
に
お
い
て
特
に
注
意
せ
ら
る
べ
き
は
、
　
（
イ
）
国
際
連
盟
の
加
盟
員
で
あ
れ
ば
、
国
家
で
な
く
と

も
（
例
え
ば
英
国
の
自
治
領
）
こ
の
条
約
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
批
）
、
及
び
（
ロ
）
こ
の
条
約
え
の
参
加
は
一
九
二
三
年
の
議
定
書
え
の
参

加
箭
提
と
し
・
叉
吉
書
の
廃
棄
は
当
然
に
・
の
条
約
の
そ
れ
を
伴
う
も
の
で
あ
・
・
と
（
七
条
、
九
条
）
・
・
れ
で
あ
・
・

　
条
約
は
批
准
を
必
要
と
し
、
二
国
に
よ
り
批
准
の
な
さ
れ
π
後
三
箇
月
後
に
そ
の
無
力
を
生
す
る
。
そ
の
後
に
お
い
て
は
、
各
締
約
国
が

そ
の
批
准
書
を
国
際
連
盟
霧
局
に
寄
託
し
些
万
事
に
そ
の
国
に
対
し
て
努
を
生
す
る
（
八
条
）
。

　
最
後
に
伺
ほ
特
別
の
規
定
が
あ
っ
て
、
こ
の
条
約
は
当
然
に
は
締
約
国
．
の
植
民
地
、
保
護
国
及
び
委
任
統
治
地
域
に
は
及
ば
な
い
と
せ
ら

れ
る
（
一
〇
条
）
。
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三
　
　
批
　
　
　
　
　
　
判

　
一
　
一
九
二
七
年
の
寿
府
条
約
は
、
「
多
数
歯
が
世
界
的
規
模
に
お
い
て
仲
裁
判
断
の
国
際
的
敷
力
を
承
認
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
点
で
は
だ
し
か
に
一
の
劃
期
を
な
す
重
要
な
進
歩
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
条
約
”
前
に
は
、
甲
国
で
な
さ
れ
π

仲
裁
新
断
が
乙
国
で
そ
の
敷
力
を
保
有
し
、
強
制
せ
ら
れ
得
る
か
否
か
は
、
専
ら
乙
国
独
自
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
、
従
っ
て
そ
の
敷
力
は
極

め
て
不
確
実
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
だ
。
然
る
に
こ
の
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
仲
裁
判
断
は
条
約
所
定
の
条
件
を
具
備
す
る
限
り
、
他
の
締

約
国
で
も
そ
の
数
力
を
確
実
に
保
有
す
る
こ
と
～
な
つ
把
。
尤
も
条
約
は
、
外
国
仲
裁
判
断
を
執
行
す
る
陀
め
に
依
る
べ
き
手
続
は
、
そ
の
，



数
力
を
主
張
す
る
国
の
注
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
依
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国
に
よ
っ
て
は
外
国
仲
裁
判
断
の
履
行
は
従
来
通
り
訴

訟
手
続
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
訟
と
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
（
デ
ン
々
ー
ク
）
。
し
か
し
乍
ら
多
数
国
は
、
条
約
の
枠
内
の
外
国
仲
裁
判
断
に
つ
い

て
は
内
国
仲
裁
判
断
に
対
す
る
と
同
様
に
、
そ
の
執
行
宣
言
の
た
め
に
は
簡
易
な
決
定
手
続
を
以
て
足
る
と
の
趣
旨
に
、
従
来
の
仲
裁
法
を

改
正
す
る
に
至
っ
て
お
る
（
例
え
ば
一
九
二
〇
年
の
英
国
仲
裁
法
、
一
九
三
一
・
六
・
二
一
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
法
二
五
〇
条
、
一
九
三
一
・
五
二
二
の
和
蘭
三
等
）
。
更
に
若
干
国
法
は
、
本
条
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
よ
り

も
よ
り
簡
易
な
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
を
許
す
に
至
っ
て
お
る
　
（
一
九
三
〇
年
の
独
乙
改
正
民
訴
法
一
〇
四
四
条
、
一
九
二
九
・
六
・
一
四
の
瑞
典
法
一
四
七
条
）
。
簡
易
な
決
定
手
続
に
依
る
場

合
に
は
、
被
告
は
判
決
手
続
に
依
る
場
合
に
比
し
て
よ
り
一
層
仲
裁
判
断
の
敷
力
を
争
う
方
法
や
機
会
を
制
限
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
こ
の
条
約
が
仲
裁
判
断
の
国
際
的
数
力
の
承
認
に
つ
き
齎
ら
し
だ
間
接
の
貢
献
で
あ
る
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
乍
ら
他
面
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
に
は
様
々
の
欠
陥
が
蔵
せ
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
数
果
を
過
大
に
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

次
に
要
約
す
る
よ
う
に
、
こ
の
条
約
は
、
外
国
仲
裁
判
断
の
序
開
に
関
す
る
若
干
の
重
要
問
題
に
つ
い
て
は
全
然
黙
過
す
る
か
叉
は
極
め
て
・
9
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

漠
然
た
る
規
整
を
な
す
に
止
め
た
Q
け
だ
し
こ
の
条
約
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
多
数
国
の
仲
裁
法
の
差
異
の
大
き
い
元
め
に
v
す
べ
て
の
参
　
　
一

加
国
の
要
求
に
応
ず
る
に
は
、
止
む
な
く
か
く
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
先
づ
、
仲
裁
判
断
が
本
条
約
の
適
用
を
う
け
る
だ
め
に
は
条
約
の
行
は
れ
る
地
域
で
な
さ
れ
π
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
（
如

凝
）
、
仲
裁
判
断
の
な
さ
れ
π
場
所
が
何
れ
で
あ
る
か
の
問
題
は
条
約
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ぬ
。

、
（
2
）
　
次
に
、
外
国
仲
裁
判
断
の
古
墨
を
認
め
る
た
め
に
執
行
国
裁
判
所
の
従
う
べ
き
執
行
手
続
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
之
を
締
約

国
の
風
内
法
に
荏
喜
に
止
め
だ
（
一
験
）
。

　
（
3
）
　
仲
裁
契
約
の
成
立
及
び
敷
力
の
依
る
べ
き
法
律
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
に
お
け
る
と
同
様
、
本
条
約
は
規
定
し
て
い
な
い
。

　
（
4
）
　
仲
裁
判
断
の
確
定
と
な
る
時
期
に
つ
い
て
も
、
．
条
約
の
法
丈
以
上
に
詳
細
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
花
（
肝
峰
町
）
。

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約



　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ェ
ネ
ー
ザ
条
約

　
（
5
）
　
法
廷
地
に
お
い
て
外
国
仲
裁
判
断
の
数
々
を
否
認
す
べ
き
公
序
の
何
把
る
か
は
、
各
締
約
国
の
独
自
の
決
定
に
一
任
せ
ら
れ
だ

（一
�
黶
D
一
項
e
号
）
Q

　
（
6
）
　
外
国
仲
裁
判
断
が
仲
裁
手
続
の
不
備
の
だ
め
に
取
消
叉
は
無
数
と
な
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
条
約
は
三
条
の
よ
う
な
一

般
的
規
定
し
か
お
く
こ
と
が
で
き
な
か
つ
だ
Q

　
以
上
は
極
く
大
ま
か
に
顕
著
な
欠
陥
の
若
干
を
指
摘
し
だ
に
止
ま
る
。
か
、
る
欠
陥
の
存
す
る
の
は
、
上
述
し
把
よ
う
に
、
国
際
商
事
仲

裁
に
関
し
多
数
国
間
に
見
解
の
一
致
に
到
達
す
る
に
は
、
余
り
に
も
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
故
に
今
日
の
状
態
に
お
い
て

は
多
辺
条
約
に
よ
る
よ
り
も
む
し
ろ
双
方
条
約
に
よ
っ
て
二
国
間
の
現
実
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
に
約
定
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
妥
当

な
成
果
を
挙
げ
る
の
に
適
当
で
あ
る
し
、
叉
法
律
制
度
の
非
常
に
異
な
る
国
の
問
で
は
条
約
中
に
仲
裁
手
続
に
つ
い
て
の
規
則
を
含
ま
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
　

る
の
が
敷
果
的
で
あ
る
（
例
え
ば
一
九
二
五
年
の
独
ソ
仲
裁
裁
判
所
協
定
の
よ
う
に
）
、
と
し
な
け
れ
ば
な
畠
。

　
註
（
2
3
）
Z
器
ω
び
程
5
冒
冨
げ
」
W
9
一
ω
●
讐
①
卑

　
二
　
元
来
、
商
事
仲
裁
制
度
が
通
常
の
裁
判
に
比
し
て
当
事
者
に
有
利
で
あ
る
と
し
て
歓
迎
せ
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
秘
密
を
保
ち
、
迅

・
速
に
行
は
れ
、
か
っ
紛
争
が
専
門
的
叉
は
技
術
的
な
事
項
に
関
し
て
お
る
場
合
に
適
正
な
解
決
が
得
ら
れ
、
し
か
も
廉
価
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
秘
密
は
当
事
者
が
仲
裁
人
の
仲
裁
を
終
局
的
な
も
の
と
し
て
承
認
し
、
そ
の
軸
力
を
裁
判
所
に
お
い
て
争
う
よ
う
な
こ
と
を
し

な
い
場
合
に
の
み
保
だ
れ
得
る
し
、
叉
迅
速
は
両
当
事
者
が
こ
れ
を
希
望
す
る
場
合
に
の
み
期
待
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
面
し
て
商
事
仲
裁
が
成
功
を
縛
め
る
の
は
、
そ
れ
が
高
度
に
整
備
し
だ
機
構
の
も
と
で
有
能
な
仲
裁
人
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
そ
の
手
続
が

そ
の
行
は
れ
る
国
の
法
律
叉
は
慣
習
に
適
合
し
て
い
て
、
当
事
者
に
信
頼
戚
を
与
え
る
場
合
に
限
」
ら
れ
る
。
か
、
る
条
件
を
具
備
し
な
い
と

き
は
、
仲
裁
判
断
の
履
行
は
当
事
者
に
よ
り
自
発
的
に
行
は
れ
す
、
そ
の
た
め
法
律
上
の
強
制
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
な
り
、
不
満
足
な
結
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果
と
な
り
終
は
る
・
と
は
必
定
で
あ
る
（
秘
密
は
保
た
れ
ず
、
解
決
は
遅
延
す
る
か
ら
）
。
か
一
て
商
事
仲
裁
を
姦
に
促
進
し
て
ゆ
£
つ
い
！
」
の
馨
の
方
策
は
、

有
能
な
仲
裁
人
を
選
任
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
整
備
し
だ
常
設
的
仲
裁
機
構
を
確
立
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
行
は
れ
る
仲
裁
手
続
を
整
備

す
る
こ
と
及
び
当
事
者
の
居
佳
地
国
に
お
け
る
仲
裁
判
断
の
執
行
を
確
保
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

　
常
設
仲
裁
機
構
の
有
用
性
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
も
既
に
論
じ
つ
く
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
弦
に
は
再
説
を
避
け
る
。
仲
裁
手
続
の
整
備

と
い
う
こ
と
は
、
仲
裁
判
断
の
正
確
を
期
し
、
当
事
者
の
信
頼
を
π
か
め
る
上
に
必
須
の
要
件
で
あ
り
、
従
っ
て
叉
仲
裁
判
断
の
国
際
的
敷

網
を
確
保
す
る
上
に
も
絶
対
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
諸
国
の
仲
裁
手
続
怯
が
不
統
一
で
あ
る
限
り
、
一
国
で
な
さ
れ
だ
仲
裁
判

断
の
敷
力
を
他
国
で
確
保
す
る
と
い
う
こ
の
条
約
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
至
難
と
な
る
。
何
と
な
ら
ば
仲
裁
判
断
に
不
服
の
当
事
者
は
そ

の
仲
裁
判
断
の
重
力
を
法
廷
で
争
う
に
至
る
べ
く
、
そ
し
て
一
旦
そ
の
白
墨
に
関
す
る
争
が
法
廷
に
提
起
さ
れ
る
と
な
る
と
、
受
訴
裁
判
所

は
自
国
法
と
内
容
を
異
に
す
る
外
国
仲
裁
手
続
法
を
適
用
す
る
の
難
問
題
に
逢
着
し
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
外
国
仲
裁
判
断
の
国
力
の
承
認

叉
は
執
行
の
手
続
を
中
止
し
て
、
当
該
外
国
で
の
決
定
を
待
把
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
事
態
（
三
条
）
を
醸
し
だ
す
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
仲
裁

判
断
の
国
際
的
磁
力
確
保
の
だ
め
に
は
、
仲
裁
手
続
法
の
国
際
的
統
一
を
は
か
る
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
条
約
の
示
す
よ
う
に
（
一
条
一
項
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

仲
裁
手
続
法
の
国
際
的
統
一
は
至
難
で
あ
り
、
冷
迄
の
と
こ
ろ
近
い
将
来
に
そ
の
実
現
を
み
る
こ
と
は
望
み
難
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
各
国
仲
裁
手
続
法
の
差
異
を
克
服
し
得
な
い
限
り
、
絶
対
に
仲
裁
判
断
の
国
際
的
数
力
を
確
保
す
る
の
途
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
Q
鼓

に
至
っ
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
九
二
三
年
の
寿
府
議
定
書
が
、
仲
裁
手
続
は
仲
裁
裁
判
所
の
構
成
を
も
含
め
て
当
事
者
の
意
思
並
に
仲
裁

を
な
す
地
域
の
属
す
る
国
の
法
律
に
依
る
べ
き
も
の
と
定
め
て
い
る
こ
と
（
二
条
）
、
・
れ
で
あ
る
。
別
の
機
会
に
述
謎
よ
う
に
、
こ
の
議
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

書
二
条
の
意
昧
に
つ
い
て
は
疑
義
が
あ
る
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
規
は
仲
裁
手
続
の
準
拠
法
決
定
の
だ
め
に
は
仲
裁
地
の
行
は
れ
る
地

を
連
結
点
と
し
て
お
る
の
で
あ
っ
て
、
仲
裁
手
続
に
関
す
る
当
事
者
の
意
思
自
治
は
唯
仲
裁
地
法
の
許
容
せ
る
範
囲
内
に
限
ら
れ
る
と
な
す
。

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
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外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

し
か
し
若
し
そ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
当
事
者
意
思
に
関
す
る
限
り
、
こ
れ
は
当
然
の
事
理
を
示
す
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
議
定
書

の
う
ち
に
態
々
こ
れ
を
謳
う
こ
と
は
凡
そ
無
意
昧
の
こ
と
、
な
る
か
ら
、
、
こ
の
条
規
は
、
仲
裁
手
続
に
関
す
る
限
り
、
仲
裁
地
法
と
当
事
者

の
意
思
と
を
同
位
に
お
い
て
連
結
点
と
す
る
こ
と
を
認
容
し
だ
も
の
で
あ
る
と
の
別
の
解
釈
の
成
り
立
つ
余
地
が
あ
る
の
で
あ
る
。

註

（
4
2
）
　
中
田
・
前
掲
新
法
学
全
集
、
民
事
訴
訟
法
九
一
頁
以
下
へ
前
掲
法
学
論
叢
三
六
巻
六
号
、
六
一
頁
以
下
。

（
2
5
）
　
国
際
商
業
会
議
所
の
昨
一
九
五
一
年
の
リ
ス
ボ
y
総
会
決
議
（
日
本
国
内
委
員
会
発
行
、
資
料
九
八
号
、
昭
和
二
六
・
十
一
・
十
五
に
登
載
）
に
曰
く
、
「
国
際

　
商
事
仲
裁
の
完
全
な
発
達
を
期
し
得
る
か
否
か
は
、
世
界
各
国
に
お
け
る
仲
裁
手
続
の
統
一
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
に
、
主
と
し
て
か
x
つ
て
い
る
。
こ
の
目
的

　
を
達
成
す
る
最
も
確
実
な
方
法
は
、
諸
国
に
お
け
る
現
存
の
仲
裁
法
規
を
統
一
す
る
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
達
成
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
く
、
長
期
の

　
　
の
計
劃
に
基
い
て
行
は
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
過
去
の
経
験
の
明
示
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
」
と
。
そ
し
て
決
議
は
、
民
間
人
と
し
て
の
立
場
に
立
っ
て
、

　
仲
裁
手
続
の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
行
の
国
内
及
び
国
際
閻
の
諸
仲
裁
制
度
を
調
整
し
、
そ
し
て
近
い
将
来
、
世
界
各
国
が
容
認
す
る
可
能
性
の
あ

　
　
る
一
連
の
基
準
を
起
草
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
冒
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
％
）
　
前
掲
拙
稿
、
六
一
七
頁
註
1
6
。

　
三
　
元
来
現
時
の
各
国
仲
裁
法
の
も
と
に
お
い
て
は
、
法
律
の
定
め
る
本
来
の
仲
裁
手
続
の
代
り
に
、
当
事
者
の
意
思
だ
け
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
だ
仲
裁
手
続
を
以
て
こ
れ
に
代
用
さ
せ
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
す
、
当
事
者
意
思
自
治
の
許
さ
れ
紅
範
囲
は
仲
裁
法
の
任

意
規
定
の
範
囲
内
に
限
局
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
乍
ら
当
事
者
が
一
定
国
の
法
律
の
定
め
る
仲
裁
手
続
に
服
す
る

こ
と
を
約
す
る
仲
裁
約
定
と
、
ど
こ
か
の
一
国
の
法
律
と
は
離
れ
て
自
発
的
に
合
意
し
π
仲
裁
手
続
に
服
す
る
こ
と
を
約
す
る
仲
裁
約
定
と

の
間
に
は
、
本
質
的
な
ち
が
い
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
二
つ
を
区
別
し
て
取
扱
う
こ
と
に
は
正
当
の
理
由
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
国

際
仲
裁
判
断
に
お
い
て
は
、
そ
の
準
拠
せ
ら
れ
だ
仲
裁
手
続
が
当
事
者
の
自
発
的
に
合
意
し
た
手
続
に
適
合
し
て
い
る
限
り
、
何
れ
の
国
に

お
い
て
も
こ
れ
を
有
敷
と
認
め
る
の
が
、
何
よ
り
も
そ
の
国
際
的
敷
力
を
確
保
す
る
上
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
然
ら
ば
因
り
に
一
九
二
三
年
の
議
定
書
二
条
の
怯
意
に
は
疑
義
が
あ
る
と
し
て
も
、
関
係
各
国
が
右
の
法
理
の
正
当
性
、
合
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目
的
性
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
右
の
趣
意
を
条
約
の
う
ち
に
規
定
す
る
こ
と
は
さ
し
て
難
事
で
は
な
か
ら
う
と
思
は
れ
る
。
即
ち
各
国
仲
裁

法
と
は
離
れ
て
、
当
事
者
意
思
そ
れ
自
体
を
以
て
仲
裁
手
続
を
定
め
る
上
に
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
、
仲
裁
判
断
の
国
際
的

敷
演
を
確
保
す
る
上
に
有
用
で
あ
る
以
上
、
国
際
条
約
自
体
に
お
い
て
仲
裁
入
の
依
拠
す
べ
き
仲
裁
手
続
に
関
す
る
当
事
者
の
合
意
の
国
際

的
数
力
を
確
実
に
認
め
る
こ
と
が
、
仲
裁
判
断
の
数
年
を
国
際
化
す
る
上
に
何
よ
り
も
認
知
な
方
策
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
他
面
、
現
実
の
需
要
に
応
ず
る
に
は
、
仲
裁
の
約
定
を
な
す
に
当
り
当
事
者
が
現
実
に
用
う
る
に
足
る
標
準
仲
裁
手
続
規
則
を
考
案
し

て
当
事
者
の
現
実
の
使
用
に
供
諭
ち
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
一
九
二
七
年
の
寿
府
条
約
以
降
に
現
は
れ
た
学
者
の
見
解
に
つ
い
て
み
る
も
、
亦
諸
国
の
実
行
に
徴
す
る
も
、
常
設
国
際
仲
裁
裁
判
所
の

機
構
を
整
備
す
る
こ
と
及
び
合
目
的
な
標
準
仲
裁
手
続
規
則
を
作
成
す
る
こ
と
が
、
実
際
面
で
の
努
力
の
目
標
と
さ
れ
て
い
て
、
現
に
着
々

と
し
て
実
行
に
移
さ
れ
つ
、
あ
る
も
の
、
よ
う
で
あ
る
。
仲
裁
法
規
の
国
際
的
統
一
の
事
業
が
困
難
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
に
、
勿
急
に
実
際

の
需
要
に
応
ず
る
の
に
は
、
こ
れ
以
外
に
適
当
な
方
策
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
・
し
か
し
な
が
ら
他
面
に
お
い
て
、
仲
裁
法
規
統
一
の
た
め

の
法
理
を
探
究
す
る
こ
と
、
及
び
そ
れ
と
並
ん
で
仲
裁
法
の
適
用
に
関
す
る
国
際
私
法
の
法
理
を
学
理
的
に
探
究
し
、
こ
れ
を
国
際
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
言
う
泡
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
（
一
九
五
二
・
一
・
一
九
、
稿
）

　
　
　
（
7
2
）
　
ロ
レ
ソ
ゼ
ン
、
「
茜
凹
雷
畢
伸
裁
」
、
エ
ー
ル
法
学
雑
並
誌
一
九
一
二
五
、
三
六
年
、
六
八
頁
。

　
　
　
（
羽
）
　
汎
ア
メ
リ
カ
連
合
に
よ
る
第
七
回
目
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
国
際
会
議
に
お
い
て
全
米
洲
商
事
伸
裁
委
員
会
の
創
設
、
そ
の
後
気
北
米
に
亙
る
大
仲
裁
団
体
の
創
設
、

　
　
　
　
　
一
九
五
〇
年
の
日
米
商
事
仲
裁
委
員
会
の
創
設
等
。

　
　
　
こ
の
研
究
は
昭
和
二
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
こ
N
に
付
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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附

録

一
九
二
三
年
の
シ
ュ
ネ
ー
ヴ
議
定
書
並
に
一
九
二
七
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
原
文
及
び
日
本
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約



《瞭蝋昇鐘e藩に．思認←ゆ〉わ笹一怒轍超

PROTOCOLE RELATIF
AUX

CLAUSES D’　ARBITRAGE

　　1，es　soussign63，　dament　autoris6e，　d6clarent　accepter，　au　nom　des　pays　qu，ils　repr6sentent，　les　dispositions　suivantes：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　1．　Chacum　des　Etats　contractants　reconnait　la　validit6，　entre　parties　soumises　respectivement　a　la　juridiction　d’Etats

contractants　diff6rents，　du　compromis　ainsi　q廿e　de　la　clause　compromissoire　par　laquelle　les　parties　b　un　contrat

s，obligent，　en　matiさre　commerc．iale．ou　eh　toute　autre皿atiさre　susceptible　d，　etre　r6g163．par　voie　d，　arbitrage　par

・・mp・・mi・・a・・um・tter　r・t・μt．・u　p・・ti・1・・di廷6・end・q・i　p・・v・・t…gi・d・dit．・9；・t・at・a・n・・bit・ag・mem・・i

ledit　arbitrage　doit　avoir　lieu　dans　un　pays　autre　que　celui　a　la　juridiction　duquel　est　soumise　chacune　des　parties　au

contrat。

Ch・q・・亘t・t…t・a・ta・t．se．・6・er・・1・1ibert6　d・・e・t・ei・d・e　1’・・g・g・皿・pt・i・6・i－dess・・ay・x…t・at・q・i．・・n㌻『

consid6r6s　comme　commerciaux　pat　son　droit　nationa1．　L，Etat　contractant　qui　fera　usage　de　6ette　facult6　en　avisera　le

Sec・6L・i・e　g6・6・al　de　14　S・ci6t．e．des　N・ti・n・aux丘・・de　c・皿muni・ati・n　aux・ut・es　Et・t・．・・nt・a・t・nt・・

　　2．La　proc6dure　de　1，arbitrage，　y　compris　la　constitution　du　tribunal　arbitral，　est　r6916e　par　la　volont6　des　parties

et　par． 撃＝@loi　du　pays　sur　le　ti〆ritoir6　ddque11・arbitrage　a　lieu．

　　　　　　ノ　　Les　Etats　contractants　s，engagent　h　faciliter　les．actes　de　proc6dure　qui　doivent　inter▽enir　sur　leur　territoire，

conform6コ1ent　aux　dispositions　r691ant，．　d，apres　leur　16gislation，1a　proc6dure　d，arbitrage　par　compromis．

　　3・　Tout　Etat　contracta耳t　s，engage　ia　assurer　1，ex6cution，　par　ses　autorit6s　et　conform6：nent　aux　dispositions　de　sa　loi

nationale，　des　sentences　arbitrales　rendues　sur　son　territoire　en　vertu　des　articles　pr6c6dents．

　　4．　Les　tribunaux　des　Etats　60ntractants，　saisis　d，un　litige　relatif　b　un　contrat　conclu　entre　personnes　vis62s　in

1，article　premier　et　comportant　un　compromis　ou　une　clause　compromissoire　valable　en　vertu　dudit　article　et　susceptible

d’etre　mis　en　appli¢ation，　renverront　les　int6ress63，　h　la　demande　de　1’un　d’eux　au　jugement　des　arbitres．

　　Ce　tenvbi　ne　pr6judidie　pas　a　la．60mp6むence　des　tribunaux　au　cas　oti，　pour　un　motif　quelconque，　le　con‡promis，1a

◎◎

~



clause　compromissoire　ou　l，arbitrage．　sont　devenus　caducs．ou　inop6rants．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　5．　Le　pr6sent　Protocole，　qui　restera　ouvert　a　la　signature　de　tous　les　Etats，　sera　rati丘6，　Les　ratifica七ions　seront

depos6．）s　aussit6t　que　possible　auprさs　du　Secr6taire　96n6r41　de　la　Soci6t6　des　Nations　qui　en　notifiera　le　d6P6t　b　tous

　　　　ノdes． dt3ts　signataires．

　　6．Le　pr6sent　Protocole　entrera　en　vigueur　aussit6t　que　d6ux　ratifications　auront　6　t6　d6pos6∋s，　Ult6rieurement，　ce
登・・t…1e　e・t・e・a　en　vig・…，P・u・ch・q・・E・・t…t・a6t・・t，　un　m。i・ap・6、1。　n。ti丘，ati。。，　P。，1。　Sec，e・。i，e　g6。e，al　d。

1a　Soci6t6，　du　d6P6亡de　sa　ratification．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　7．Le　pr6sent　Protocole　pourra　etre　d6nonc6　par　tout　Etat　contractant　moyennant　preavis　d，un　an．　La　d6nonciation

sera　e任ectu色∋par　une　noti丘cation　adress6e　au　Secr6taire　g6n6ral　de　Ia　Soci6t6　des　Nations，．　Celui－ci　transmettra　imm6　di一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がatement　h　tQus　les　autres　Etats　signataires　des　exemplaires　de　cette　nOti丘cation，　en　indiquant　la．　date　de　r6ception．

La　d6nonciation　prendra　effet　un　an　apr6s　la　date　de　notification　au　Secr6taire　g6n6ra1．．　Elle　ne　sera　valable　que　pour

　　が
PEtat　contractant　qui　1，aura　notifiee．

　　　　　　　　　　ノ　　8．　Les．Etats　contractants　seront！ibres　de　d6clarer　que　leur　acceptation　du　pr¢sent　Protocole　ne　s’etend　pas　h

l，ensemble　ou　b　une　partie　des　territoires　ci－apr6s　mentionn6s，　la　savoir：colonies，　possessions　ou　territoires　d，outre－mer，

protectorats　ou　territoires　sur　l6squels　ils　exercent　un　rnandat．

　　Ces　Etats　pouront，　par　la　suite，　adh6rer　au　Protocole　s6par6ment，　pour　l，ull　quelconque　des　territoires　ainsi　exclus．

Les　adh63ions　seront　cor　lmuniqu6es　aussit6t　que　possible　au　S6cretaire　g6n6ral　de　la　Soci6t6　des　Nations　qui　Ies

noti丘era　b　tous　les　Etats　signataires　et　elles　prendront　effet　un　mois　aprさs　leur　notification　par　le　Secr6taire　g6n6ral

ti　tous　les　Etats　signataires．

　　Les　Etats　contractantS　pourroht　6galement　d6noncer　le　Protocole　s6par6nlent　pour　l，un　quelconque　des　territoires

v三s6s（｝i－dessus・L，article　7　est　apPlicable　a　cette（16non（｝iation・

　　Une　Copie　cer．ti丘6e　conforme　du　pr6sent　Protocole　sera　tranSmise　par　le　Secr6taire　g6n6ral　a　tous　les　Etats　contractants．

　　FAIT　a　Gen6ve，　le　vingt・quatri6me　jour　de　septenユbre　tnil　neuf　cent　vingttrois，　en　un　seul　exemplaire，　dont　les

textes　an．№撃≠奄刀@et　francais　feront　6gaiement　foi，　et　qui．restera　d6pos6　dans　les　archives　la　Soci6t6　des　Natiooロs．

嫁圃量鰹昇鐘e褥に逗認←麟わ皆一ち蝋暴

ま
、



外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

仲
裁
條
項
二
関
ス
ル
議
定
書

（昭

�
A
第
四
五
五
号
）

正
当
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
タ
ル
下
名
ハ
其
ノ
代
表
ス
ル
国
ノ
爲
二
字
ノ
規
定
ヲ
受
諾
ス
ル
コ
ト
ラ
宣
言
ス

一
　
各
締
約
国
ハ
夫
々
別
異
ノ
締
約
国
ノ
裁
判
権
二
服
ス
ル
当
事
者
間
柄
於
テ
商
事
其
ノ
他
仲
裁
二
依
リ
テ
決
シ
得
ベ
キ
事
項
二
関
ス
ル
契
約
二
関
聯
シ

　
テ
生
ズ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
現
在
又
ハ
将
来
ノ
争
議
ノ
全
部
叉
ハ
一
部
ヲ
郷
戸
二
五
ス
ル
コ
ト
ヲ
定
ム
ル
約
定
ハ
仲
裁
が
何
レ
ノ
当
事
者
モ
裁
判
権
二
服

　
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
国
二
於
テ
爲
サ
ル
ベ
キ
場
A
ロ
ト
錐
モ
樹
甘
六
ノ
数
詞
ヲ
承
認
ス

　
　
各
締
約
国
ハ
前
記
ノ
義
務
ラ
其
ノ
国
ノ
法
令
上
商
事
契
約
ト
認
メ
ラ
ル
ル
契
約
二
限
定
ス
ル
ノ
権
利
ヲ
留
保
ス
　
該
権
利
ヲ
行
使
セ
ン
ト
ス
ル
締
約

　
国
ハ
之
ヲ
他
ノ
締
約
国
二
通
知
ノ
爲
国
際
聯
盟
事
務
総
長
二
通
知
ス
ベ
シ

ニ
　
仲
裁
手
続
（
仲
裁
裁
判
所
ノ
構
成
ヲ
含
ム
）
ハ
当
事
者
ノ
意
思
及
仲
裁
ヲ
爲
ス
地
域
ノ
属
ス
ル
国
ノ
法
令
二
依
ル
ベ
シ

　
締
約
国
ハ
仲
裁
手
続
二
関
ス
ル
自
国
法
令
ノ
規
定
二
從
ヒ
自
国
領
域
内
日
録
テ
爲
ス
ベ
キ
仲
裁
手
続
上
ノ
一
切
ノ
行
爲
ラ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ラ
約

　
ス

一二

@
各
締
約
国
ハ
払
削
数
条
二
宮
リ
自
国
領
域
内
二
於
テ
為
…
シ
タ
ル
仲
裁
判
断
ヲ
宜
ハ
ノ
官
虫
思
二
依
リ
且
裡
面
ノ
国
ノ
法
令
・
ノ
規
定
二
從
ヒ
執
行
一
ス
ル
コ
ト
ヲ
確
　

　
保
ス
ル
コ
ト
テ
約
ス

四
　
締
約
国
ノ
裁
判
所
千
早
一
条
ノ
適
用
ア
ル
者
ノ
間
中
締
結
セ
ラ
レ
且
同
条
二
依
リ
有
罪
ニ
シ
テ
実
行
シ
得
ベ
キ
現
在
鴨
川
将
来
ノ
争
議
二
関
ス
ル
仲

　
裁
約
定
ヲ
含
ム
契
約
二
関
ス
ル
紛
争
二
三
出
訴
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
事
者
ノ
一
方
ノ
申
請
二
世
キ
当
事
者
テ
仲
裁
人
ノ
判
断
二
三
ス
ベ
シ

　
右
付
託
ハ
約
定
叉
ハ
仲
裁
手
続
が
実
行
不
能
ナ
ル
カ
叉
ハ
無
致
ト
爲
レ
ル
場
合
二
五
テ
司
法
裁
判
所
ノ
権
限
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
ナ
シ

五
　
本
議
定
堂
H
ハ
一
切
ノ
国
二
言
ル
署
名
ノ
爲
開
キ
署
［
カ
ル
ベ
ク
経
本
議
定
童
旧
ハ
批
准
セ
ラ
ル
ベ
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　　　Resolus　a　conclure　une　conv’ention　en　vue　de　comPleter　ce　prQtocole，一　一

　　　〇nt　designe　pour　leurs　plenipotentiaires，　savoir：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1π4蜘’吻．des　PleniPo彦entiaires．〕

Lesquels，　apres　avoir　communique　leurs　pleins　pouvoirs，　trouves　en　bonne　et　due　formej　sont　convenus　des　dispositions

suiv　antes　：

　　Article　1．　Dans　les　territoires　relevant　de　1’une　des　Hautes　Parties　contractantes　auxquels　s’applique　la　presente

convention　1’autorite　d’une　sentence　arbitrale　rendue　b　la　suite　d’un　compromis　ou　d’une　clause　compromissoire　vises

au　Protocole　relatif　aux　clauses　d’arbitrage，　ouvert　za　Geneve　depuis　le　24　septembre　1923，　sera　reconnue　et　1’execution

de　cette　sentence　sera　accord6e，　conform6血ent　aux　regles　de　proc6dure　suivies　dans　le　territoire　ou　la　sentence　est

invoquee，　lorsque　cette　．sentence　aura　ete　rendue　dans　un　territoire　relevant　de　1’une　des　Hautes　Parties　contractantes

auquel　s’applique　la　presentee　convention　et　entre　personnes　soumises　b　la　juridiction　de　1’une　des　Hautes　Parties

contractantes．

　　Pour　obtenir　cette　reconnaissande　ou　cette　exe：ution，　il　sera　necessaire，　en　outre　：

　　　a）．．　que　la　sentgnce　qit　e：e　rendue　ti　la　Suite　d’un　compromis　ou　d’une　clause　compromissoire　valables　d’apre’b！

　　　　　la　legislation　qui　leur　est　applicable；

　　　b）　que，　d’apres　la　10i　du　pays　ou　elle　est　invoque　2，　1’objet　de　la　sentence　soit　susceptible　d’etre　regle　par　voie

　　　　　－d’arbitrage　；

　　　c）　que　la　sentence　ait　e　te　pronohcee　par　le　tribunal　arbitral　prevu　par　le　compromis　ou　la　clause　coinpromissoire，

　　　　　eu　constitue　conforme　ment　a　1’accord　des　parties　et　aux　regles　de　droit　applicables　ti　la　procedure　d’arbitrage　；

　　　d）　que　la　sentence　soit　deyenue　definitive　daris　le　pays　od　elle　a　ete　rendue　en　ce　sens　qu’ellq　ne　sera　pas

　　　　　considerewA　comme　telle　si　elle　est　susceptible　d’opposition，　d’appel　ou　de　pourvQi　en　cassation　（dans　les　pays　ouK

　　　　　ces　procedures　existent）　ou　s’il　est　prouve　qu’une　procedure　tendant　at　contester　la　validite　de　la　sentence　est　en

　　　　　cour／＄　；

　　　e）　que　la　reconnaissance　ou　1’execution　de　la　sentence　ne　soit　pas　contraire　a　1’ordre　public　ou　aqx　principes　du

　　　　　droit　public　du　pays　oit　elle　est　invoque　2．

　Article　2，　Meme　si　les　conditions　prevues　a　1’article　premier　sont　remplies，　la　reconnaissance　et　1’execution　de　la

sentence　seront　refusees　si　le　juge．constate：

N
O
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　　　　a）　que　la　sentence　a　ete　annule2　dans　le　pays　oti　elle　a　ete　rendue；

　　　b）．　que　la　partie　contre　laquelle　la　sentence　est　invoquee　n’q　pas　eu，　en　temps　utile，　connaissance　de　la　procedure

　　　　　arbitrale，　de　maniere　a　pouvoir　faire　valoir　ses　moyenS　ou，　．　qu’etant　incapable，　elle　n’y　a　pas　ete　regulierement

　　　　　　repre3entee　；

　　　．c）’que．la　sentence　ne　porte　pas　sur　le　differend　vi＄e　dans　le　compromis　oti　rentrant　dans　les　pfevisions　de　la

　　　　　clause　eompromissoire，　ou　qu’elle　contient　de．s　decisionS．　qui　depassent　les　termes　du　compromis　ou　de　la

　　　　　clause　compromissoire．

　　Si　la　sentence　n’a　pas　tranche　toutes　les　questions　soumises　au　tribunal　arbitral，　1’autorite　comPetente　du　pays　ou

est　demande）　la　reconnaissance　ou　1’executi．on　de　cette．sentence　pourra，　si　elle　le　juge　h　propos，　ajourner　cette

reconnaissnce　ou　cette　execution　ou　la　subordonner　h　une　garantie　que　cette　autorite　determinera．

　　Article　3．　Si　la　partie　contre　laquelle　la　sentence　a　ete　rendue　etablit　qu’il　existe，　d’apres　les　regles　de　droit　ap－

plicables　ti　la　proc6d’ 浮窒?@d’arbitrage，　une　cause，　autre　que　celles　visees　b　1’article　premier，　lit．　a）　et　c），　et　a　1’article

2，　lit．　b）　et　c），　qui　lui　permette　de　contester　en　justice　la　validite　de　la　sentence，　le　juge　pourra，　s’il　lui　plait，

refuser　la　reconnaissance　ou　1’exe：ution，　ou　les　suspendre　en　donnant　b　la・　partie　un　delai　raisonnable　pour　faire

prononcer　la　nullit6　par　le　tribunal　co皿P6　tent．

　　Article　4．　La　partie　qui　invoque　la　sentence，　ou　qui　en　demande　Yexecution，　doit　fournir　notamment：

　　Il　peut　etre　exige　de　la　sentence　et　des　autres　pieces　mentionnees

langue

diplomatique　ou　consulaire　du　pays　auquel　ressortit　la　partie　qui－invoque　la　sentence　ou　par　un　traducteur　asserment6

du　pays　ou　la　sentence　est　invoque　e．・

　　Article　5．　Les　dispositious　des　articles　precedents　ne　privent　aucune　partie　interessee　du　droit　de　se　prevaloir

1．　L’original　de　la　sentence　ou　une　copie　re’anissant，　d’apres　la　legislation　du　pays　ou　elle　a　ete　rendue，

　　les　conditions　requises　pDur　son　authen　ticite；

2．　Les　pieces　et　renseignements　de　nature　h　etablir　que　la　sentence　est　devenue　definitive，　dans　le　s．ens

　　determine　b　1’article　premier，　lit．　d），　dans　le　pays　ou　elle　a　eLe　rendue；

3．　Les　cas　e：heant，　les　pie　ces　et　renseignenients　de　riature　a　e　tablir　que　les　conditions　prevues　a　1’article

　・premier，　alinea　1　et　alinea　2，　lit．　a）　et　c），　sont　remplies．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dans　cet　article　une　traduction　faite　dans　la

officielle　du　pays　ou　la　sentence　est　invoque　2．　Cette　traduction　doit　etre　certifiee　conforme　par　un　agent

芯圃廷無昇蜜e鰍じ慧認やゆ胴’輪一’駄照塁
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d，une　sentence　arbitrale，　de　la　maniere　et　dans　la　mesure　admise　par　la　16gislat童on　ou、1es　trait63　du　pays　ou　cette

sentenCe　est　inVOqU6　e．

　Article　6．　La　pr6sent臼convention　ne　s’applique　qu’aux　sentences　arbitrales　rendues　apr6s　la　nlise　en　vig’ueur　du

Protocole　relatif　aux　clauses　d，arbitrage，　ouvert　ti　Geneve　depuis．1e　24．　septembre　1923．

　Article　7．　La　pr63ente　convention，　qui　restera　ouverte　a．　la　signature　de　tous　les　signataires　du　Protocole　de　1923，

relatif　aux　clauses　d，arbitrage，　sera　ratifi6．

　Elle　he　pourra　6tre　rati丘6e，　qu’au　nonl　de　ceux　des　Membres　de　la　Soci6七6　des　Nations　et　des　Etats　non　membres

pour　le　cOmpte　desquels　le　protocole　de　1923　aura　6t6　rati丘6．

　Les　ratifications　seront　d6pos6es　aussit6t　que　possible　auprさs　du　Secr6むaire　g6n6ral　de　la　Soci6t6　des　Nations，　qui

en　noti且e士a　le　d6P6t　a　tous　les　signataires．

　Article　8．　La　pr63ente　convention　entrera　en　vigueur　tro1S　mo1s　apr合s　qu，elle．aura　6亡6　ratifi6e　au　nom．　de　deux

HauteS　Parties　contractantes．．Ult6rieurement，1，entr6∋en　vigueur．se　fera，　pour　chaque　Haute　Partie　contractante，

trois　mois　apres　le　d6p6むde．ses　rati丘cations　aupres　du　Secr6七aire　g6n6ral　de　la　Soci6L6　des　Nations．

　Article　9．　La　pr6sente　convention　pourra　etre　d6nonc63　au　nom　de　tout　Membre　de　la　Socie七e　des　Nations　ou　de

tout　Etat　non　membre．　La．d6nonciation　sera　notifi6e　par　6crit　au　Ser6taire　g6n6ral　de　la　Sociξt6　des　Nations，　qui

co皿muniquera　imm6diatement　copie　certi丘6e　conforme　de　la　noti且cation註toutes　les　autres　Parties　contractantes，　en

leur　faisant　savoir　la　date　a　laquelle　il　1，aura　recue．

　La　d6nonciation　ne　produira　ses　effets．qu，a　r62ard　d〔｝Ia　H：aute　Partie　contractante　qui　raura　noti丘6e〔｝t　un　an　aprもs

que　la　notification　en　sera　parvenue　au　Secr6taire　g6n6ral　de　la．　Soci6ヒ6　des　Nations・

　La　d6nonciation　du　Protocole　relatif　aux　clauses　d，arbitrage．entrainera　de　plein　droit　la　denonciation　de　la　pr6sente

　　　　　　コconvellt工on．

　Article　10．　L，effet　de　la　pr63ente　co且vention　ne　s，6　tend　pas　de　plein　droit　aux　colonies．　protectot皐ts　oq　territoires

Plac6∋sous　la　suzeraine60u　le　mandat　de　1，une．des　Hautes　Parties　contractantes．

　L，extension　a　1，un　ou　plusieurs　de　ces　colonies，　territoires　ou　protectorats　auxquels　le　Protocole　relatif　aux　clauses

d，arbitrage，　ouvert　a　Geneve　depuis　le　24．　septembre　1923，．est・　applicable　pourra　b　tout　momeロt　etre　effectu6　e　par

une　d6claration　adress63　au　Secr61aire　g6n6ral　de　la　Sociも七6　des　Nations　par　une　des　Hautes　parties　gontracta孕tes．

　Cette　de：laration　produira　effet　trois　mois　aprさミson　dφp6t．
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第
一
條
　
こ
の
条
約
の
適
用
せ
ら
れ
る
締
約
国
の
領
土
内
に
お
い
て
は
、
一
九
二
三
年
九
月
二
四
日
以
後
ジ
ユ
、
矛
i
ヅ
で
開
か
れ
た
仲
裁
條
項
に
関
す
る

議
定
書
の
定
め
る
仲
裁
附
託
契
約
又
は
仲
裁
約
款
に
基
い
て
な
さ
れ
た
仲
裁
判
断
の
効
力
は
、
右
の
仲
裁
判
断
が
本
条
約
の
適
用
せ
ら
れ
る
締
約
国
の
領
土

内
に
於
て
締
約
国
の
裁
判
権
に
服
す
る
当
事
者
の
間
に
な
さ
れ
た
限
り
、
こ
れ
を
承
認
し
、
且
つ
右
の
仲
裁
判
断
の
執
行
は
そ
の
主
張
せ
ら
れ
る
領
土
に
行

は
れ
る
訴
訟
手
続
規
則
に
從
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
右
の
承
認
又
は
執
行
力
を
得
る
た
め
に
は
、
．
荷
を
次
の
条
件
を
具
備
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
　
　
（
a
）
　
仲
裁
判
断
が
適
用
せ
ら
る
べ
き
法
律
に
從
い
有
効
に
成
立
し
た
仲
裁
附
託
契
約
又
は
仲
裁
約
款
に
基
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
、

　
　
　
（
b
）
　
仲
裁
判
断
の
目
的
物
が
仲
裁
判
断
の
主
張
せ
ら
れ
る
国
の
法
律
に
従
い
、
仲
裁
に
付
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、

　
　
　
（
c
）
　
仲
裁
判
断
が
仲
裁
附
託
契
約
若
く
は
仲
裁
約
款
の
定
め
る
仲
裁
裁
判
所
又
は
当
事
者
の
意
思
蛇
に
仲
裁
手
続
の
準
拠
法
の
規
定
に
従
っ
て
構

　
　
成
せ
ら
れ
た
る
伸
裁
裁
判
所
の
な
し
た
も
の
な
る
こ
と
馬

　
　
　
（
d
）
　
仲
裁
判
断
が
そ
の
為
さ
れ
た
国
に
於
て
確
定
と
な
り
た
る
こ
と
、
但
し
仲
裁
判
断
が
異
議
の
申
立
、
控
訴
叉
は
上
告
を
許
す
も
の
な
る
と
き

　
　
（
こ
れ
ら
の
手
続
の
存
す
る
国
に
お
い
て
）
、
若
く
は
そ
の
効
力
を
争
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
手
続
の
繋
属
中
な
る
こ
と
が
証
明
せ
ら
れ
た
る
と
き
は
、

　
　
仲
裁
判
断
は
確
定
と
看
徹
す
こ
と
を
得
な
い
、

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
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外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

　
　
　
（
e
）
　
仲
裁
判
断
の
承
認
又
は
執
行
が
そ
の
主
張
せ
ら
れ
る
国
の
公
の
秩
序
又
は
公
法
の
原
則
に
反
し
な
い
こ
と
、

　
第
二
条
　
仲
裁
判
断
が
前
条
に
定
め
た
る
条
件
を
具
備
す
る
と
き
と
錐
も
、
裁
判
官
は
次
の
事
実
の
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
そ
の
承
認
又
は

執
行
を
拒
否
す
る
こ
と
を
得
べ
ぎ
も
の
と
す
る
。

　
　
　
（
a
）
　
伸
裁
判
断
が
そ
の
な
さ
れ
た
国
に
於
て
無
数
と
な
り
た
る
こ
と
、

　
　
　
（
b
）
仲
裁
判
断
の
主
張
を
う
け
る
当
事
者
が
有
効
に
そ
の
防
禦
方
法
を
主
張
し
得
る
時
期
に
お
い
て
、
仲
裁
手
続
に
つ
き
通
知
を
う
け
な
か
っ
た

　
　
こ
と
又
は
無
能
力
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
適
法
に
代
理
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

　
　
　
（
c
）
仲
裁
判
断
が
仲
裁
附
託
契
約
の
詩
的
た
る
係
争
事
件
若
く
は
仲
裁
約
款
の
定
め
る
係
争
事
件
に
つ
い
て
な
さ
れ
ず
、
叉
は
仲
裁
附
託
契
約
若

　
　
く
は
仲
裁
約
款
の
條
項
の
範
囲
外
の
決
定
を
含
む
こ
と
、

　
仲
裁
判
断
が
仲
裁
裁
判
所
に
附
託
せ
ら
れ
た
る
一
切
の
問
題
を
解
決
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
承
認
又
は
執
行
を
求
め
る
国
の
管
轄
裁
判
所
は
事
宜
に

よ
っ
て
は
承
認
又
は
執
行
を
延
期
し
若
く
は
こ
れ
を
そ
の
決
定
す
べ
き
保
証
に
服
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
條
、
不
利
な
仲
裁
判
断
を
う
け
た
当
事
者
が
仲
裁
手
続
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
法
律
の
規
定
に
黒
い
、
裁
判
上
仲
裁
判
断
の
数
力
を
争
う
こ
と
の
で
き

る
原
因
で
あ
っ
て
、
第
一
條
（
a
）
及
び
（
e
）
蛇
に
第
二
條
（
b
）
及
び
（
c
）
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
原
因
の
存
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
裁

判
官
は
そ
の
裁
量
に
よ
り
、
承
認
若
く
は
執
行
を
拒
否
し
又
は
管
轄
裁
判
所
ま
り
無
数
の
宣
告
を
受
け
る
こ
と
を
得
さ
せ
る
た
め
に
当
事
者
に
相
当
の
期
間

を
与
え
て
執
行
手
続
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
條
仲
裁
判
断
を
主
張
し
、
又
は
そ
の
執
行
を
求
め
る
当
事
者
は
就
中
次
の
も
の
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
　
　
1
　
仲
裁
判
断
の
原
本
又
は
そ
の
な
さ
れ
た
る
国
の
法
律
に
從
い
認
証
力
あ
る
謄
本
、

　
　
　
2
　
仲
裁
判
断
が
そ
の
な
さ
れ
た
国
に
お
い
て
第
一
條
d
号
に
定
め
る
意
味
に
お
い
て
確
定
と
な
っ
た
こ
と
を
証
す
べ
き
書
面
及
び
記
録
、

　
　
　
3
　
そ
の
必
要
あ
る
と
き
は
、
第
一
條
第
一
項
及
び
第
二
項
（
a
）
号
拉
に
（
c
）
号
に
定
め
る
條
件
の
具
備
す
る
こ
と
を
証
す
べ
き
書
面
及
び
記

　
　
録
。

　
本
條
に
掲
ぐ
る
書
面
に
つ
い
て
は
仲
裁
判
断
の
主
張
せ
ら
れ
る
国
の
公
用
語
に
醗
訳
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
醗
訳
は
仲
裁
判
断
を
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主
張
す
る
当
事
者
の
本
国
の
外
交
官
叉
は
領
事
若
く
は
仲
裁
判
断
の
主
張
せ
ら
れ
る
国
の
誓
約
醗
訳
者
に
よ
る
一
致
の
認
証
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
第
五
条
　
前
書
条
の
規
定
は
仲
裁
判
断
の
主
張
せ
ら
れ
る
国
の
法
律
叉
は
条
約
に
定
め
る
態
様
及
び
限
度
に
お
い
て
当
事
者
が
仲
裁
判
断
を
主
張
す
る
の

権
利
を
奪
う
も
の
で
な
い
。

　
第
六
條
　
こ
の
条
約
は
一
九
二
三
年
九
月
二
四
日
以
後
ジ
ユ
ネ
ー
ヴ
に
お
い
て
開
か
れ
た
仲
裁
條
項
に
関
す
る
議
定
漁
の
発
効
後
に
な
ざ
れ
た
仲
裁
判
断

に
限
っ
て
こ
れ
を
適
用
す
る
。

　
第
七
條
　
仲
裁
條
項
に
関
す
る
一
九
二
三
年
の
議
定
書
の
全
署
名
地
の
署
各
に
開
か
る
べ
き
本
条
約
は
こ
れ
を
批
准
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
こ
の
条
約
の
批
准
は
一
九
二
三
年
の
議
定
書
を
批
准
し
た
国
際
連
盟
加
盟
国
又
は
非
加
盟
国
の
名
に
お
い
て
の
み
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
批
准
書
は
こ
れ
を
速
か
に
国
際
連
盟
事
務
局
に
寄
託
す
る
こ
と
を
要
す
る
、
国
際
連
盟
事
務
局
は
寄
託
を
全
署
名
国
に
通
知
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
第
八
条
　
こ
の
条
約
は
二
締
約
国
に
よ
り
批
准
せ
ら
れ
た
後
三
月
後
に
効
力
を
生
ず
る
。
そ
の
後
に
お
い
て
は
各
締
約
国
に
関
す
る
条
約
の
効
力
は
、
国

際
連
盟
事
務
局
に
対
す
る
そ
の
批
准
書
の
寄
託
の
後
三
月
後
に
生
ず
る
。

　
第
九
条
　
こ
の
条
約
の
廃
棄
は
国
際
連
盟
の
各
加
盟
締
約
国
土
は
非
加
盟
締
約
国
よ
り
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
廃
棄
の
通
告
は
書
面
に
よ
り
国
際

連
盟
事
務
局
に
な
す
、
国
際
連
盟
事
務
局
は
直
ち
に
他
の
一
切
の
締
約
国
に
対
し
こ
の
通
告
と
同
一
の
認
証
謄
本
を
通
知
し
、
か
つ
そ
の
受
領
の
日
を
知
ら

せ
る
。

　
廃
棄
は
そ
の
通
告
が
国
際
連
盟
事
務
局
に
到
達
し
た
後
一
年
後
に
こ
れ
を
通
告
し
た
締
約
国
に
関
し
て
の
み
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。
仲
裁
条

項
に
関
す
る
議
定
書
の
廃
棄
は
当
然
に
こ
の
条
約
の
廃
棄
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
と
す
る
。

　
第
十
条
　
こ
の
条
約
の
効
力
は
当
然
に
は
締
約
国
の
植
民
地
、
保
護
国
又
は
そ
の
宗
主
権
若
く
は
委
任
統
治
の
も
と
に
あ
冷
地
域
に
は
及
ば
な
い
も
の
と

す
る
。

　
一
九
二
三
年
九
月
二
四
日
以
後
ジ
ユ
ネ
ー
ヴ
で
開
か
れ
た
仲
裁
条
項
に
関
す
る
議
定
書
の
適
用
あ
る
べ
き
一
二
は
数
個
の
植
民
地
、
地
域
叉
は
保
謹
国
に

こ
れ
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
国
際
連
盟
事
務
局
に
宛
て
た
締
約
国
の
宣
言
に
よ
り
何
時
に
て
も
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
宣
言
は
そ
の
寄
託
後
三
月
後
に
効
力
を
生
ず
る
。

　
　
　
　
外
国
仲
裁
判
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
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外
国
仲
裁
料
断
の
執
行
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

　
締
約
国
は
上
に
掲
げ
た
植
民
地
、
保
護
国
叉
は
地
域
の
全
部
叉
は
一
に
関
し
何
時
に
て
も
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
廃
棄
に
は
第
九
条
を

適
用
す
る
。

　
第
十
一
条
　
こ
の
条
約
の
認
証
謄
本
は
国
際
連
盟
事
務
局
よ
り
こ
の
条
約
の
署
名
国
た
る
、
一
切
の
国
際
連
盟
加
盟
国
拉
に
非
加
盟
国
に
こ
れ
を
交
附
す

る
。　

以
上
の
証
拠
と
し
て
下
名
の
全
権
委
員
は
こ
の
条
約
に
署
者
し
た
。
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所
得
流
通
速
度
の
分
析

一
貨
幣
需
要
の
分
析
一

矢

尾

次

郎

一二三四五七　六

目

次

開
　
　
　
　
　
　
題

貨
幣
の
流
れ
と
所
得
流
通
速
度

流
通
速
度
の
制
度
的
把
握
と
主
体
的
把
握

客
観
的
要
因
の
分
析

主
観
的
要
因
の
分
析

　
一
劔
橋
学
派
の
貨
幣
需
要
分
析
の
発
展
－

利
子
率
・
所
得
水
準
・
所
得
流
通
速
度

我
国
に
お
け
る
所
得
流
通
速
度

209

一
　
開

題

貨
幣
の
流
通
速
度
の
問
題
は
貨
幣
数
量
説
と
と
も
に
古
い
Q
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
は
そ
の
国
富
論
に
お
い
て
、
一
国
の
貨
幣
流
通
量
の
年
々

の
生
産
物
総
価
値
に
対
す
る
割
合
を
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
種
々
の
著
者
達
は
こ
れ
を
⊥
5
⊥
1
0
⊥
2
0
1
3
0
と
計
算

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析



　
　
　
　
所
得
洗
通
速
度
め
分
析

し
だ
と
述
べ
て
い
．
魏
Q
こ
の
こ
と
は
云
う
↓
3
ぞ
も
な
文
当
量
お
い
て
年
生
産
物
を
流
通
せ
し
め
る
貨
幣
の
流
通
速
度
が
そ
れ
ぞ
れ
5

10

Q0

R0

ﾆ
計
算
さ
れ
だ
こ
と
を
示
す
。

　
ケ
イ
ン
ズ
の
コ
雇
傭
・
利
子
・
貨
幣
の
一
般
理
論
」
（
一
九
三
⊥
ハ
年
）
以
来
、
貨
幣
理
論
の
関
心
は
貨
幣
数
量
中
心
の
分
析
よ
り
所
得
分

析
（
国
8
目
Φ
》
b
胃
8
9
）
　
へ
向
い
っ
、
あ
り
と
云
わ
れ
る
。
従
っ
て
貨
幣
の
流
通
速
度
の
問
題
は
そ
の
重
要
性
を
失
え
る
如
く
思
わ
れ
る
。

し
か
し
貨
幣
の
流
通
速
度
一
書
に
本
稿
に
お
い
て
と
り
上
げ
ん
と
す
る
所
得
流
通
速
度
（
冒
8
日
①
・
＜
色
。
。
＃
鴇
o
h
冨
。
昌
Φ
矯
）
一
は
結
局
、

貨
幣
数
量
と
国
民
所
得
の
関
係
を
示
す
要
因
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
は
こ
れ
を
反
面
よ
り
見
れ
ば
、
人
々
が
そ
の
所
得

の
う
ち
幾
許
の
割
合
を
貨
幣
形
態
で
保
有
せ
ん
と
選
択
す
る
か
の
貨
幣
に
対
す
る
需
要
の
大
小
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
問
題
を
こ
の
角
度
よ

り
と
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
は
直
ち
に
所
得
分
析
の
ひ
と
つ
の
支
柱
だ
る
流
動
性
選
好
の
分
析
に
連
な
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
所
得
流
通
速
度

の
分
析
は
そ
の
理
論
的
重
要
性
を
失
え
る
も
の
で
は
な
い
。
ハ
ロ
ツ
ド
（
閃
璽
句
．
国
螢
門
『
◎
侮
）
は
伝
統
的
貨
幣
理
論
の
欠
陥
が
流
通
速
度
の
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

め
不
充
分
た
り
し
点
に
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
事
実
、
流
通
速
度
は
「
漠
然
だ
る
包
括
的
要
因
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
分
析
の

た
め
に
は
数
量
説
以
来
の
貨
幣
理
論
発
展
の
全
過
程
を
必
要
と
す
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
ま
つ
（
1
）
所
得
流
通
速
度
の
意
義
を
明
か
な
ら
し
め
、
次
に
（
2
）
所
得
流
通
速
度
把
握
の
ふ
た
つ
の
立
場
と
ふ
た

つ
の
規
定
要
因
を
学
説
史
的
に
検
討
し
、
最
後
に
（
3
）
我
国
に
お
け
る
所
得
流
．
通
速
度
の
動
き
を
概
観
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
》
畠
旨
ω
巨
聾
”
白
①
旦
爵
。
｛
三
餌
口
。
ロ
ω
（
］
≦
＆
①
旨
＝
び
冨
蔓
国
島
鼠
。
ロ
）
噌
弓
．
悼
Q
。
ρ

　
（
2
）
ω
．
輿
頃
p
巳
ω
”
累
睾
国
8
き
巨
8
L
O
歯
℃
●
0
8
●

　
（
3
）
　
ら
＃
O
堕
緊
㎝
ω
b
∂
に
お
け
る
冒
ピ
貯
9
霞
の
言
葉
。
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二
　
貨
幣
の
流
れ
と
所
得
流
通
速
度

　
　
〔
1
〕
貨
幣
の
保
有

　
貨
幣
は
そ
の
保
有
者
の
立
場
乃
至
保
有
の
動
機
か
ら
取
引
貨
幣
（
目
鑓
口
毘
。
9
昌
冨
。
口
薯
）
と
資
産
貨
幣
（
》
・
・
の
9
冨
8
。
矯
）
に
区
分
せ
ら

　
　
ユ
　

れ
る
。

　
（
1
）
　
取
引
貨
幣
。
こ
れ
は
一
国
の
年
生
産
物
の
生
産
・
分
配
・
消
費
を
媒
介
す
る
貨
幣
で
あ
っ
て
、
所
得
貨
幣
（
百
8
B
Φ
と
8
Φ
喝
）
と

営
業
貨
幣
（
じ
ロ
葛
ヨ
。
ω
ω
窓
。
ロ
2
）
と
よ
り
成
る
。

　
所
得
貨
幣
は
所
得
の
受
領
と
支
出
と
の
間
の
時
間
的
開
き
の
故
に
所
得
受
領
者
の
手
許
に
保
有
せ
ら
れ
る
貨
幣
で
あ
る
。
営
業
貨
幣
は
生

産
者
・
商
業
者
に
お
い
て
、
そ
の
牧
入
と
支
出
と
が
同
時
的
で
は
な
い
こ
と
に
基
い
て
、
そ
の
手
許
に
保
有
せ
ら
れ
る
貨
幣
で
あ
る
。
営
業

貨
幣
は
年
々
の
経
常
的
生
産
物
の
生
産
流
通
に
直
接
関
係
す
る
貨
幣
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
企
業
者
よ
り
生
産
諸
要
因
へ
の
所
得
支
払
に
用
い

ら
れ
る
部
分
と
、
相
異
な
れ
る
段
階
の
企
業
者
間
の
取
引
を
媒
介
す
る
部
分
よ
り
成
る
。

　
（
2
）
　
資
産
貨
幣
。
取
引
貨
幣
が
日
常
の
支
払
の
目
的
を
以
て
保
有
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
資
産
貨
幣
は
経
常
的
支
払
の
π
め
で
は
な
く
、

安
全
に
し
て
流
動
的
な
る
資
産
と
し
て
、
貯
蓄
の
一
形
態
と
し
て
保
有
せ
ら
れ
る
。
資
産
貨
幣
は
（
イ
）
投
機
市
場
の
情
況
が
有
利
と
な
り

把
る
時
、
だ
ゴ
ち
に
買
出
動
を
行
い
、
積
極
的
に
投
機
利
潤
を
吹
め
ん
が
凋
め
に
、
　
（
ロ
）
非
流
動
的
資
産
保
有
に
伴
う
べ
き
損
失
を
避
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
と
い
う
消
極
的
意
図
を
以
て
、
ま
陀
（
ハ
）
不
時
の
出
来
事
に
備
え
ん
と
の
予
備
的
意
図
を
以
て
保
有
せ
ら
れ
る
。
な
お
ケ
イ
ン
ズ
の
い

わ
ゆ
る
金
融
的
流
通
に
あ
っ
て
、
社
会
の
富
の
一
部
分
ま
把
は
こ
れ
に
対
す
る
権
利
の
交
換
取
引
を
媒
介
す
る
営
業
預
金
B
は
便
宜
上
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

貨
幣
に
含
ま
し
め
る
。
し
か
し
営
業
預
金
B
の
絶
対
額
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
含
ま
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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資
産
貨
幣
本
来
の
動
き
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
Q

　
以
上
の
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
の
区
分
は
要
す
る
に
経
常
的
年
生
産
物
の
生
産
・
分
配
・
消
費
を
直
接
媒
介
す
る
か
否
か
に
よ
る
区
別
で

あ
っ
て
、
前
者
は
貨
幣
の
購
買
手
段
機
能
、
後
者
は
価
値
貯
蔵
機
能
を
分
担
し
て
い
る
。
而
し
て
前
者
は
ケ
イ
ン
ズ
「
一
般
理
論
」
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
取
引
動
機
、
後
者
は
そ
の
予
備
的
動
機
及
び
投
機
的
動
機
に
大
体
照
応
す
る
。

　
　
〔
皿
〕
貨
幣
の
流
れ

　
以
上
に
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
に
分
類
せ
ら
れ
π
る
う
ち
、
国
民
所
得
の
生
産
・
分
配
・
支
出
の
循
環
を
支
え
る
貨
幣
の
流
れ
は
取
引
賃

幣
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
所
得
貨
幣
と
営
業
貨
幣
と
は
そ
れ
ぞ
れ
家
計
及
び
企
業
に
保
有
せ
ら
れ
る
。
い
ま
企
業
を
一
個
の
集
団
と
し

て
見
る
な
ら
ば
、
尿
計
と
企
業
の
間
に
は
、
家
計
の
企
業
へ
の
消
費
支
出
（
所
得
貨
幣
よ
り
営
業
貨
幣
へ
の
流
れ
）
及
び
、
企
業
の
家
計
よ

う
の
生
産
用
役
の
購
入
（
営
業
貨
幣
よ
り
所
得
貨
幣
へ
の
流
れ
）
と
云
う
形
で
、
家
計
↓
企
業
↓
家
計
（
所
得
貨
幣
↓
営
業
貨
幣
↓
所
得
貨

幣
）
な
る
家
計
企
業
間
の
貨
幣
の
流
れ
の
循
環
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
企
業
集
団
内
部
に
お
い
て
は
、
原
材
料
機
械
等
の
売
買
の
媒
介
の
π

め
に
、
営
業
貨
幣
が
企
業
相
互
間
を
流
通
す
る
。
而
も
以
上
の
家
計
・
企
業
間
及
び
企
業
相
互
間
の
貨
幣
の
流
れ
は
無
関
係
で
は
な
く
、
直

ぐ
あ
と
に
図
示
す
る
如
く
、
前
者
の
流
れ
は
後
者
の
流
れ
に
流
入
し
、
各
生
産
段
階
を
通
じ
な
が
ら
、
次
第
に
分
解
さ
れ
て
再
び
還
流
し
て

来
る
と
の
関
係
に
あ
る
Q

　
資
産
貨
幣
は
国
民
所
得
の
循
環
と
は
直
接
関
係
し
な
い
で
、
別
個
の
動
き
を
す
る
。
即
ち
こ
、
で
は
資
産
貨
幣
保
有
と
証
券
保
有
と
の
選

択
が
行
は
れ
、
い
わ
ゆ
る
強
気
と
弱
気
の
投
機
活
動
が
介
入
し
て
来
る
。
而
し
て
資
産
貨
幣
保
有
と
証
券
保
有
の
選
択
の
如
何
は
確
定
利
付

証
券
の
価
格
水
準
従
っ
て
利
子
率
を
動
か
し
、
利
子
率
の
変
動
は
一
面
馬
投
資
へ
の
変
動
を
通
じ
て
所
得
水
準
に
影
響
す
る
と
と
も
に
、
他

面
、
全
貨
幣
数
量
に
お
け
る
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
の
配
分
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
所
得
の
循
環
に
干
渉
し
て
来
る
。
こ
の
利
子
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所
得
流
通
速
度
の
分
析

符号の意味
　Y一貨幣所得，c一消費支出
ツ　＝賃銀及び利潤

w＝原料費乃至在庫晶原価
ノ＝減価償却費
恥一原料乃至在庫品補充のための支出乃至生産

　If＝固定資本財消耗補充のたあの麦出乃至生産
　添字エは固定資本財生産部門，2は消費財生産部門，

t ”　”’は生産段階

率
・
所
得
水
準
・
全
貨
幣
数
量
の
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
の
配

分
率
の
相
互
依
存
関
係
の
解
明
が
所
得
流
通
速
度
の
分
析
に
至

大
の
重
要
性
を
も
つ
こ
と
は
の
ち
に
見
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
Q

　
い
ま
取
引
貨
幣
の
流
通
の
態
様
と
国
民
所
得
の
循
環
は
次
の

如
く
に
図
示
さ
れ
る
Q

　
家
計
よ
り
の
消
費
支
出
令
は
消
費
財
部
門
の
商
業
者
b
の
売

上
と
な
る
。
こ
の
売
上
は
売
却
商
品
の
在
庫
原
価
ミ
N
、
店
舗
其

他
固
定
的
設
備
の
減
価
償
却
費
瀞
、
使
用
入
の
賃
銀
の
諸
費
用
を

カ
で
し
、
通
常
、
利
潤
（
直
ち
に
配
当
さ
れ
る
と
仮
定
以
下
同
様
）
を
残
す
。
か
一

て
売
上
の
う
ち
賃
銀
及
び
利
潤
に
相
当
す
る
部
分
3
、
は
直
ち

に
所
得
に
分
解
さ
れ
る
。
流
動
資
本
並
び
に
固
定
資
本
の
消
耗

部
分
ミ
国
、
及
び
瀞
、
が
所
得
に
分
解
す
る
か
否
か
、
ま
把
分
解
の

程
度
の
如
何
は
商
業
者
b
の
両
種
資
本
に
つ
い
て
の
資
本
形
成

の
如
何
に
依
存
す
る
。

　
ま
つ
流
動
的
資
本
形
成
に
つ
い
て
。
商
業
者
b
は
必
ず
し
も

そ
の
在
庫
品
の
消
耗
の
み
を
補
充
す
る
と
限
ら
す
、
資
本
の
限

界
能
率
と
利
子
率
と
の
関
係
如
何
に
よ
っ
て
消
耗
を
そ
の
ま
～
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放
置
し
或
は
消
耗
補
充
以
上
の
資
本
形
成
挙
“
・
、
を
行
う
。
こ
、
で
は
在
庫
品
消
耗
と
同
額
の
資
本
形
成
を
行
う
た
め
、
生
産
者
肉
に
発
註

し
た
と
す
る
。
実
際
的
に
は
商
業
者
b
の
こ
の
発
註
は
生
産
者
肉
の
製
品
在
庫
高
の
減
少
に
よ
り
賄
わ
れ
、
次
い
で
生
産
者
は
市
揚
の
情
況

の
見
込
如
何
に
よ
り
そ
の
在
庫
高
の
補
充
或
は
拡
大
の
た
め
の
生
産
を
行
う
。
し
か
し
単
純
化
の
た
め
生
産
者
は
そ
の
受
註
だ
け
の
、
即
ち

製
品
在
庫
高
の
減
少
補
充
だ
け
の
生
産
を
行
う
と
す
る
。
然
る
と
き
そ
の
売
上
代
金
は
賃
銀
、
在
庫
原
料
原
価
ミ
“
・
、
、
固
定
的
設
備
の
減
価
償

却
費
瀞
、
、
利
潤
に
分
解
さ
れ
る
。
即
ち
さ
き
の
消
費
支
出
の
う
ち
の
所
得
未
分
解
部
分
だ
る
ミ
N
、
の
な
か
で
、
生
産
者
肉
に
お
け
る
賃
銀

及
び
利
潤
部
分
旨
、
、
だ
け
は
更
に
所
得
に
分
解
さ
れ
る
。
残
り
の
所
得
未
分
解
部
分
だ
る
ミ
帥
、
、
及
び
、
ガ
、
、
が
生
産
者
肉
の
流
動
的
並
び
に

固
定
的
資
本
形
成
N
壽
、
、
及
び
N
、
N
、
、
を
通
じ
て
更
に
一
部
所
得
に
分
解
さ
れ
る
こ
と
は
前
と
同
様
で
あ
る
。
即
ち
生
産
者
肉
は
原
料
在

庫
高
補
充
の
π
め
の
み
の
資
本
形
成
を
行
う
だ
め
、
生
産
者
、
に
発
註
し
、
そ
れ
だ
け
の
生
産
が
生
産
者
、
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
π
と
す

る
。
こ
、
で
は
生
産
者
㌔
は
そ
の
生
産
に
原
料
を
要
せ
ざ
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
売
上
代
金
は
前
と
同
じ
く
賃
銀
及
び
利
潤
旨
ミ
減

価
償
却
費
瀞
ミ
に
分
解
さ
れ
る
。
か
く
て
最
初
の
家
計
よ
り
の
消
費
支
出
は
消
費
財
部
門
の
生
産
段
階
を
通
過
す
る
う
ち
に
各
段
階
に
お
け

る
固
定
資
本
消
耗
部
分
謡
、
b
、
、
＼
N
ミ
を
除
い
て
は
す
べ
て
所
得
に
分
解
さ
れ
、
次
第
に
家
計
に
還
流
す
る
。

　
次
に
固
定
的
資
本
形
成
に
つ
い
て
。
以
上
の
固
定
資
本
消
耗
部
分
に
つ
い
て
も
各
企
業
は
資
本
の
限
界
能
率
と
利
子
率
の
関
係
に
よ
り
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

消
耗
の
補
充
を
行
わ
す
、
或
は
補
充
の
み
な
ら
す
拡
張
を
行
う
こ
と
、
、
流
動
資
本
の
揚
合
と
同
様
で
あ
る
。
こ
、
で
は
消
費
財
部
門
の
各
企

業
は
そ
の
消
耗
補
充
の
た
め
の
み
の
固
定
的
資
本
形
成
を
行
う
π
め
、
固
定
資
本
財
部
門
商
業
者
』
よ
り
機
械
そ
の
他
固
定
的
設
備
を
購
入

し
た
と
す
る
。
こ
れ
に
続
く
固
定
資
本
財
部
門
の
生
産
過
程
に
お
い
て
、
所
得
形
成
と
流
動
資
本
財
の
消
耗
・
補
充
の
経
過
は
消
費
財
部
門

の
そ
れ
と
全
く
同
様
に
進
行
す
る
こ
と
は
前
掲
図
の
示
す
如
く
で
あ
る
。
だ
ゴ
固
定
資
本
財
部
門
自
身
の
固
定
資
本
財
消
耗
補
充
の
だ
め
の

資
本
形
成
が
必
要
と
な
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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か
く
し
て
上
例
に
お
い
て
は
家
計
よ
り
の
消
費
支
出
に
発
す
る
貨
幣
の
流
れ
は
商
業
者
b
の
手
に
入
つ
だ
の
ち
、
両
部
門
各
段
階
の
問
を

流
通
す
る
う
ち
に
、
次
第
に
賃
銀
支
払
・
利
潤
配
当
を
通
じ
て
、
す
べ
て
所
得
に
分
解
さ
れ
、
家
計
に
再
び
還
流
し
来
だ
る
態
様
が
示
さ
れ

だ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
に
示
さ
れ
得
る
。
即
ち
前
掲
図
よ
り
明
か
な
る
如
く
両
生
産
部
門
に
お
い
て
は
一
般
に
次

の
諸
関
係
が
成
立
し
て
い
み
Q

　
6
1
1
旨
、
＋
§
、
＋
誤
、
…
…
…
…
（
H
）
　
　
　
　
如
目
鼻
、
＋
ミ
　
、
＋
ト
、
…
…
…
…
（
心
）

　
N
忌
、
H
ざ
、
、
＋
§
、
、
＋
瀞
、
、
…
…
（
b
。
）
　
　
　
　
ぴ
　
、
1
ー
ヒ
　
、
、
＋
§
、
、
＋
ト
、
、
…
…
…
（
釦
）

　
誉
N
、
、
1
1
旨
ミ
＋
誤
ミ
…
…
…
…
（
。
。
）
　
　
　
　
や
H
、
、
1
1
S
ミ
＋
》
ミ
…
…
…
…
…
（
①
）

上
記
の
設
例
に
お
い
て
は
単
純
再
生
産
の
場
合
を
と
り
、
次
の
仮
定
が
置
か
れ
て
い
る
Q

　
ミ
N
、
1
1
掛
N
、
：
…
－
－
（
。
。
）
　
　
ミ
b
・
、
、
1
1
幸
い
・
、
、
…
…
…
（
O
）
　
　
§
、
H
か
μ
、
－
－
…
：
（
H
O
）

　
舗
＋
き
1
1
如
…
…
（
ド
b
o
）
　
　
　
（
偉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
H
、
＋
ト
、
、
＋
ト
ミ
ー
1
》
り
瀞
、
＋
謡
、
、
＋
瀞
ミ
駐
き
）

（
8
）
（
9
）
の
仮
定
に
よ
り
、
　
（
1
）
（
2
）
（
3
）
か
ら
次
の
関
係
が
得
ら
れ
る
。

　
0
1
1
解
＋
き
…
…
…
…
（
H
Q
。
）
　
　
　
（
強
解
目
旨
、
＋
諭
、
、
＋
浮
ミ
）

同
様
に
（
1
0
）
（
1
1
）
の
仮
定
に
よ
り
、
（
4
）
（
5
）
（
6
）
か
ら

　
如
巨
凶
＋
銅
…
…
…
…
（
置
）
　
　
　
（
㊧
メ
ー
1
S
、
＋
3
、
、
＋
嵜
ミ
）

が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
（
1
2
）
の
仮
定
に
よ
り
、
　
（
1
3
）
（
1
4
）
よ
り

　
O
硅
ざ
＋
解
…
…
…
…
（
H
α
）

　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析

、
、
一
1
如
一
＋
、
鳶
…
…
…
…
（
刈
）

（
命
N
｝
目
土
μ
、
＋
如
H
、
、
＋
如
一
ミ

　
如
N
－
1
如
堅
・
、
＋
如
時
、
、
＋
如
的
ミ
）

§
、
、
“
誉
H
、
、
…
…
…
（
口
）

瀞
、
隠
如
N
、
℃
瀞
、
、
H
如
N
、
、
鳩
瀞
ミ
”
如
N
ミ
噂
ト
、
1
1
如
H
、
リ
ト
、
、
1
1
如
μ
、
、
リ
ト
ミ
ー
1
如
H
ミ
矯
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所
得
流
通
速
度
の
分
析

が
成
立
す
る
9
即
ち
こ
れ
は
消
費
支
出
が
す
べ
て
所
得
と
し
て
家
計
に
還
流
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
（
爆
破
「
難
駒
蜥
齪
灘
薗
齢
工
廠
蝸
醸
呪
駄

齢
鰹
鷲
羅
雛
鰻
奪
）

　
以
上
の
如
く
取
引
貨
幣
は
所
得
貨
幣
と
し
て
或
は
営
業
貨
幣
と
し
て
、
家
計
企
業
間
及
び
企
業
相
互
間
を
流
れ
る
が
、
か
、
る
取
引
貨
幣

の
流
通
に
よ
っ
て
年
生
産
物
従
っ
て
国
民
所
得
の
生
産
分
配
消
費
が
媒
介
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
〔
m
U
所
得
流
通
蓮
度
の
概
念
と
問
題

　
上
掲
図
式
よ
り
明
か
な
る
こ
と
は
家
計
の
所
得
よ
り
の
消
費
支
出
が
各
種
企
業
に
お
け
る
生
産
を
通
じ
て
再
び
所
得
と
し
て
家
計
に
還
流

し
来
π
る
過
程
は
時
間
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
メ
ッ
ツ
ラ
ァ
（
】
い
一
〇
団
α
》
．
冨
Φ
け
N
一
Φ
円
）
は
貨
幣
経
済
を
家
計
集
団
と
企
業
集
団
の
結

合
と
看
徹
し
、
両
集
団
間
の
所
得
循
環
の
流
れ
に
は
三
つ
の
ラ
ッ
グ
が
存
在
す
る
と
な
す
。
第
一
の
ラ
ッ
グ
は
「
家
計
の
支
出
ラ
ッ
グ
」
或

は
コ
消
費
ラ
ッ
グ
L
（
口
○
二
ω
①
げ
◎
一
品
団
騨
×
b
Φ
昌
山
津
和
『
O
　
H
へ
P
ひ
亀
》
O
O
旨
ω
償
日
b
江
O
づ
　
『
騨
伽
q
）
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
家
計
に
お
け
る
所
得
の
増
減
が
消

費
水
準
の
惰
性
の
た
め
直
ち
に
は
消
費
支
出
の
対
応
的
増
減
を
も
た
ら
さ
す
、
そ
の
間
に
時
間
的
経
過
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
Q
第
二
の

ラ
ッ
グ
は
「
生
産
ラ
ッ
グ
」
（
O
β
謡
言
目
譜
）
と
呼
ば
れ
る
。
販
売
が
増
加
し
て
も
小
売
業
者
乃
至
卸
売
業
者
は
需
要
増
大
が
永
続
的
な
り

ゃ
否
や
を
見
定
め
る
π
め
、
直
ち
に
生
産
者
へ
の
註
丈
を
増
加
さ
せ
す
、
更
に
生
産
者
は
註
文
の
増
加
が
相
当
大
で
且
つ
永
続
し
な
け
れ
ば

生
産
増
加
に
着
手
し
な
い
。
か
く
て
販
売
の
増
減
と
生
産
の
対
応
的
増
減
と
の
間
に
は
相
当
の
時
間
的
経
過
が
存
在
す
る
こ
と
～
な
る
Q
第

三
は
「
混
入
ラ
ッ
グ
」
（
田
上
三
話
冨
ぴ
q
）
と
云
わ
れ
る
。
賃
銀
給
料
そ
の
他
生
産
要
素
へ
の
支
払
は
雇
傭
の
増
加
と
と
も
に
増
大
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

少
く
と
も
利
潤
に
つ
い
て
は
そ
の
獲
得
と
配
当
と
の
間
に
遅
れ
が
あ
る
と
な
す
Q

　
メ
ッ
ッ
ラ
ァ
に
お
い
て
は
企
業
を
一
個
の
集
団
と
し
て
家
計
に
対
応
せ
し
め
、
企
業
集
団
内
部
の
貨
幣
の
流
れ
、
そ
れ
よ
り
の
貨
幣
所
得

の
流
出
の
過
程
ば
明
示
し
て
い
な
い
が
、
我
々
の
上
掲
図
式
と
対
照
す
る
な
ち
ば
、
企
業
相
互
間
流
通
に
要
す
る
時
間
は
そ
の
生
産
ラ
ッ
グ
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に
含
ま
る
べ
き
こ
と
、
な
る
。
更
に
家
計
・
企
業
間
の
所
得
循
環
は
貨
幣
の
単
一
な
る
流
れ
で
は
な
く
し
て
、
緩
急
様
々
の
速
度
を
も
つ
多

数
の
貨
幣
循
環
の
複
合
と
見
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
さ
き
の
家
計
に
よ
る
消
費
支
出
中
商
業
者
b
の
段
階
に
お
い
て
所
得
に
分
解
す

る
藩
、
の
部
分
は
短
期
間
内
に
家
計
に
還
流
し
て
来
る
が
、
流
動
資
本
財
償
却
に
当
て
ら
れ
る
ミ
N
、
の
部
分
は
所
得
と
し
て
還
流
す
る
ま
で

に
よ
り
重
な
る
期
間
を
必
要
と
す
る
。
更
に
固
定
資
本
財
償
却
部
分
だ
る
ト
、
に
至
っ
て
は
相
当
長
い
期
間
の
経
過
の
後
で
な
け
れ
ば
所
得

に
分
解
し
な
い
。
か
く
て
家
計
↓
企
業
↓
家
計
な
る
貨
幣
の
流
れ
は
長
短
様
々
の
期
間
を
も
つ
多
数
の
循
環
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
各

種
の
循
環
を
平
均
的
に
と
ら
え
る
と
こ
ろ
に
、
貨
幣
の
平
均
的
一
単
位
が
家
計
↓
企
業
↓
家
計
の
全
過
程
を
再
循
環
す
る
に
要
す
る
平
均
的

期
間
が
想
定
さ
れ
得
る
。
こ
れ
が
平
均
的
環
流
期
間
（
》
ぐ
Φ
鑓
m
q
Φ
Ω
8
巳
什
℃
Φ
二
9
）
或
は
所
得
期
間
（
百
8
日
Φ
用
。
凱
＆
）
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
国
民
所
得
が
貨
幣
の
平
均
的
存
在
量
に
等
し
く
な
る
期
間
で
あ
る
。
こ
の
平
均
環
流
期
間
を
以
て
一
定
期
間

例
え
ば
一
年
を
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
年
間
に
貨
幣
の
平
均
的
一
単
位
が
家
計
・
企
業
間
を
循
環
す
る
平
均
的
回
数
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ

が
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
即
ち
そ
れ
は
貨
幣
の
平
均
的
一
単
位
が
一
年
間
に
貨
幣
所
得
を
形
成
す
る
平
均
的
回
数
で
あ

麓
・　

貨
幣
は
そ
の
保
有
の
動
機
に
よ
り
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
と
に
区
分
さ
れ
得
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
上
述
せ
る
家
計
・

企
業
間
の
所
得
循
環
、
平
均
的
環
流
期
問
、
所
得
流
通
速
度
は
本
来
取
引
貨
幣
に
関
す
る
。
国
民
所
得
を
憎
取
引
貨
幣
数
量
を
鼠
　
取

引
纂
の
所
得
流
通
蓬
を
零
と
す
れ
ば
下
欺
な
・
関
係
が
得
ら
れ
・
。
然
・
に
護
町
尽
は
そ
鍵
篁
所
得
頸
に
は

入
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
所
得
流
通
速
度
は
零
で
あ
る
。
し
か
し
鼠
と
尽
と
は
相
互
に
無
関
係
で
は
な
く
、
全
貨
幣
数
量
ミ
の
ふ
π
つ

の
構
成
部
分
と
し
て
、
そ
の
配
分
率
は
貨
幣
に
対
す
る
需
要
の
如
何
に
よ
り
極
め
て
可
変
的
で
あ
る
。
従
っ
て
貨
幣
全
量
が
所
得
循
環
を
支

え
・
肇
と
い
う
見
地
か
ら
・
全
纂
の
所
得
流
通
速
塁
も
ま
董
要
な
考
察
の
対
象
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
下
承

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
得
流
通
速
度
の
分
析

な
．
る
関
係
が
成
立
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
か
く
て
こ
、
に
広
狭
二
義
の
所
得
流
通
速
度
が
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
は
次
の
如
く
に
示
さ
れ
る
。

　　

V
童
下
（
ミ
虞
）
下
誉
以
下
ミ
　
　
（
倶
し
〒
黙
）

　
　
q
．
●
園
厚
（
ド
ー
魯
）
零

即
ち
匁
の
増
大
は
黒
の
増
大
を
、
魯
の
上
昇
は
園
の
減
少
を
も
た
ら
す
と
の
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
貨
幣
全
量
の
国
民
所
得
に
対
す

る
関
係
を
示
す
広
義
の
所
得
流
通
速
度
の
問
題
は
（
1
）
匁
．
の
決
定
要
因
如
何
、
（
2
）
承
と
尽
r
と
の
配
分
が
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ

る
か
の
二
者
に
帰
す
る
こ
と
、
な
る
。
而
し
て
こ
の
ふ
だ
つ
の
問
題
の
処
理
は
貨
幣
理
論
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
所
得
流
通
速
度
の
制
度

的
把
握
及
び
主
体
的
把
握
と
し
て
、
極
め
て
興
昧
あ
る
ふ
た
つ
の
型
を
示
し
て
い
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
区
分
は
活
動
貨
幣
「
（
》
o
瓢
く
¢
罠
。
旨
Φ
団
）
と
不
活
動
貨
幣
（
ぎ
阻
。
臨
く
。
】
≦
O
ロ
O
団
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
ま
た
資
産
貨
幣
は
時
に
貯
蓄
貨
幣
乃
至
保
藏
貨
幣
と
称
せ

　
　
　
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
資
産
貨
幣
と
い
う
言
葉
は
》
．
国
．
出
四
旨
ω
o
⇒
二
≦
0
5
0
富
目
《
↓
『
o
o
量
斜
豊
山
聞
ぢ
。
巴
℃
o
嵩
。
ざ
H
O
昏
P
塑
①
b
つ
よ
り
と
る
。

　
（
2
）
　
冒
蜜
’
国
。
旨
①
ω
”
》
目
器
餌
餓
器
。
昌
言
。
口
。
ざ
．
＜
o
ド
お
H
㊤
ω
ρ
O
ド
Q
。
参
照
Q

　
（
3
）
　
国
。
旨
Φ
ω
”
o
，
α
f
や
ト
。
心
P
（
鬼
頭
仁
三
郎
氏
邦
訳
皿
一
〇
頁
）

　
（
4
）
国
。
旨
①
ω
”
O
。
9
巨
↓
冨
。
蔓
。
h
国
ヨ
且
。
団
ヨ
Φ
詳
ぼ
け
臼
。
ω
二
軸
巳
冨
§
①
ど
H
O
ω
ρ
9
」
α
■

　
（
5
）
い
■
｝
蜜
①
巨
。
二
↓
ぽ
。
。
い
p
ゆ
q
ω
5
聾
。
Ω
蚕
』
富
吋
国
。
≦
。
」
ぎ
8
ヨ
Φ
℃
（
一
目
8
旨
P
．
国
ヨ
且
。
矯
茸
Φ
暮
餌
巳
ぎ
票
。
勺
。
ぽ
ざ
国
ω
ω
畠
巴
μ
国
。
旨
9
。
h
≧
＜
ぎ

　
　
　
即
国
跨
ロ
ω
o
P
6
癖
Q
。
．
）
b
弓
9
H
ω
1
旨
●

　
（
6
）
冒
呂
・
》
轟
。
『
↓
げ
巴
W
。
ゴ
9
二
。
同
o
h
蜜
。
器
ざ
H
り
ω
伊
勺
H
。
。
ド

　
　
　
＆
洋
。
”
↓
冨
O
o
ヨ
や
。
器
葺
ω
o
h
爵
①
O
貯
8
『
昌
く
。
δ
9
蔓
o
h
鼠
。
器
ど
O
声
言
。
吋
貯
H
o
霞
μ
9
0
h
国
8
き
日
凶
。
ω
”
周
①
び
G
H
㊤
ω
メ
サ
b
。
邸
県

　
　
　
岳
洋
。
…
目
げ
Φ
O
o
p
臼
巴
U
《
旨
日
ぎ
の
o
h
寓
8
0
ど
匂
8
ヨ
同
一
〇
h
℃
9
蕊
。
巴
国
8
ロ
。
日
メ
一
§
‘
H
り
Q
。
メ
P
卜
Ω
㊤
◎

　
（
7
）
卜
β
o
q
。
『
O
。
日
も
。
器
馨
ω
”
。
や
鼻
‘
昆
α
㎝
■
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三
　
流
通
速
度
の
制
度
的
把
握
と
主
体
的
把
握

　
貨
幣
数
量
説
の
ふ
た
つ
の
型
た
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
型
と
猛
煙
型
と
は
流
通
速
度
分
析
に
お
け
る
制
度
的
把
握
と
主
体
的
把
握
の
ふ
セ
つ
の

型
を
示
す
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
型
数
量
説
は
周
知
の
如
く
L
ミ
『
1
1
、
目
に
て
表
わ
さ
れ
る
。
こ
、
で
フ
ィ
ヅ
シ
ャ
ァ
は
閑
に
影
響
す
る
要
因

と
し
て
次
の
諮
事
情
を
列
挙
し
て
い
る
。
勿
論
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
の
く
ば
取
引
流
通
速
度
（
一
年
間
に
お
け
る
貨
幣
に
よ
る
総
支
．
払
額
を
流
通

貨
幣
数
量
に
て
除
し
た
る
数
）
で
あ
る
が
、
同
様
な
る
要
因
は
所
得
流
通
速
度
に
も
適
用
さ
れ
る
と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
Q

　
　
（
1
）
個
人
の
諸
慣
習

　
（
a
）
　
倹
約
及
び
保
藏
に
関
す
る
慣
習
。
社
会
構
成
員
中
の
浪
費
家
の
流
通
速
度
は
大
で
あ
る
が
、
倹
約
家
は
飯
盛
を
保
蔵
す
る
傾
向
が

あ
る
か
ら
、
そ
の
流
通
速
度
は
小
で
あ
る
Q
即
ち
保
藏
は
流
通
速
度
を
低
め
る
傾
向
を
も
つ
Q

　
（
b
）
　
掛
長
に
関
す
る
慣
習
。
至
聖
制
度
は
現
金
払
制
度
に
比
し
て
流
通
速
度
葱
高
め
る
。
蓋
し
掛
払
の
場
合
に
は
各
人
が
支
払
の
だ
め

に
保
有
す
べ
き
貨
幣
の
平
均
額
は
節
約
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
c
）
　
小
切
手
使
用
に
関
す
る
慣
習
。
現
金
と
当
座
預
金
の
両
者
を
利
用
す
る
入
は
過
剰
現
金
は
預
金
と
な
し
、
過
剰
預
金
は
現
金
と
な

し
得
る
調
節
の
便
宜
を
も
っ
か
ら
、
貨
幣
の
遊
休
を
防
ぐ
こ
と
を
得
、
従
っ
て
流
通
速
度
を
高
め
る
。

　
　
（
2
）
社
会
の
支
払
制
度

　
（
a
）
　
牧
入
・
支
出
の
頻
繁
度
。
貨
幣
が
頻
繁
に
受
取
ら
れ
支
払
わ
れ
る
な
ら
ば
、
牧
入
・
支
払
間
の
平
均
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
流
通
速

度
は
高
ま
る
。
例
え
ば
週
給
制
の
場
合
は
月
給
制
よ
り
も
流
通
速
度
は
大
で
あ
る
Q

　
（
b
）
　
底
入
・
支
出
の
規
則
性
。
放
入
・
支
出
の
量
的
・
時
間
的
規
則
性
は
手
許
現
金
の
必
要
額
を
減
じ
（
流
通
速
度
を
高
め
る
。

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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（
c
）
　
牧
入
・
支
出
の
時
間
的
・
量
的
対
応
性
Q
支
出
の
時
期
が
細
入
の
時
期
と
無
関
係
で
あ
る
な
ら
ば
、
悟
入
よ
り
支
出
に
至
る
期
間

貨
幣
は
遊
休
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
3
）
一
般
的
要
因

　
（
a
）
　
人
口
密
度
。
密
度
大
な
る
程
、
流
通
速
度
は
大
と
な
る
。

　
（
b
）
　
翰
送
遼
度
。
輸
送
が
広
範
且
つ
速
か
に
行
わ
れ
る
程
、
流
通
速
度
は
高
ま
溌
。

　
墨
画
型
数
量
説
は
一
般
的
に
ミ
ー
1
寒
肉
を
以
て
示
さ
れ
る
。
こ
、
に
ミ
は
貨
幣
数
量
、
沁
は
社
会
の
実
物
所
得
乃
至
資
力
（
物
O
の
O
q
同
O
Φ
の
）

瀞
は
こ
の
資
力
の
う
ち
人
々
が
貨
幣
の
形
態
で
保
有
せ
ん
と
選
択
す
る
割
合
、
、
を
物
価
水
準
と
す
る
。
劔
橋
型
数
量
説
は
マ
ー
シ
ァ
ル
、

ビ
グ
ー
、
ケ
イ
ン
ズ
等
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
が
、
こ
、
で
は
ピ
グ
ー
の
説
明
を
と
ろ
う
。

　
ピ
グ
ー
に
よ
れ
ば
、
社
会
の
各
人
は
一
方
に
お
い
て
絶
え
ず
満
期
に
な
り
つ
、
あ
る
債
務
の
流
れ
を
も
ち
、
他
方
に
お
い
て
同
じ
く
絶
え

ず
満
期
に
な
り
つ
、
あ
る
債
権
の
流
れ
を
も
つ
。
し
か
し
一
時
点
に
お
い
て
こ
の
両
者
は
必
ず
し
も
合
致
せ
す
、
後
者
を
以
て
前
者
を
支
払

い
得
な
い
時
に
は
彼
は
不
便
を
受
け
る
の
み
な
ら
す
、
破
産
の
危
険
に
話
す
る
。
従
っ
て
各
人
は
日
常
の
取
引
を
困
難
な
く
行
い
得
る
だ
め
、

ま
だ
突
然
の
必
要
乃
至
必
需
品
の
価
格
騰
貴
等
に
基
く
予
期
せ
ざ
る
需
要
に
対
し
て
自
己
を
確
保
す
る
泥
め
に
、
自
己
の
資
力
の
充
分
な
る

部
分
を
貨
幣
の
形
態
に
お
い
て
保
有
せ
ん
と
欲
す
る
。
換
言
す
れ
ば
人
々
は
一
般
に
便
宜
（
O
O
昌
く
Φ
旨
一
Φ
】
P
O
Φ
）
と
安
全
（
留
。
β
警
報
）
の
ふ
π
っ

の
目
的
の
た
め
に
資
力
の
一
定
部
分
を
貨
幣
に
て
保
有
せ
ん
と
選
択
す
る
。
こ
、
に
貨
幣
に
対
す
る
需
要
曲
線
が
想
定
せ
ら
れ
る
。
即
ち
入

々
の
貨
幣
需
要
は
、
二
面
保
有
と
選
択
的
地
位
に
立
ち
従
っ
て
そ
の
保
有
の
た
め
に
は
手
離
さ
る
べ
き
資
力
の
一
定
部
分
勘
肉
を
以
て
示
さ

れ
、
従
っ
て
人
々
は
・
れ
を
幕
警
に
て
除
し
砦
商
、
－
鵡
だ
け
の
価
箏
幕
是
位
に
対
し
て
支
払
わ
ん
と
す
・
の
で
あ
・
。

、
、
は
い
う
ま
で
も
な
く
さ
き
の
劔
轡
型
の
一
般
式
に
お
け
る
物
価
水
準
℃
の
逆
数
で
あ
り
、
貨
幣
一
単
位
の
需
要
価
格
を
実
物
量
で
示
し
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セ
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（
ピ
グ
ー
は
法
貨
と
法
貨
に
対
す
る
要
求
権
と
を
区
別
し
て
み
る
が
、
こ
ム
で
は
簡
単
化
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
貨
幣
と
な
す
。
）

　
周
知
の
如
く
岩
橋
型
の
貨
幣
保
有
率
神
の
逆
数
は
所
得
流
通
速
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
隷
の
決
定
要
因
は
直
に
『
の
決
定
要
因
で
あ
る
Q

瀞
の
決
定
要
因
に
つ
い
て
の
ピ
グ
ー
の
見
解
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
資
力
の
利
用
に
つ
い
て
は
三
つ
の
競
争
的
用
途
が
あ
る
。
第
一
は
便
宜

と
安
全
を
得
る
だ
め
に
こ
れ
を
貨
幣
保
有
に
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
将
来
財
の
生
産
の
た
め
資
力
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三

は
直
接
的
な
消
費
で
あ
る
Q
第
三
の
用
途
は
特
に
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
Q
資
力
を
生
産
に
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
満
足
は
逓
減

的
で
あ
る
。
ま
だ
交
換
を
便
宜
な
ら
し
む
る
手
段
と
し
て
も
、
安
全
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
も
、
資
力
を
貨
幣
形
態
に
て
保
有
す
る
こ
と

か
ら
得
ら
れ
る
満
足
は
同
様
に
逓
減
す
る
。
か
く
て
資
力
の
生
産
的
利
用
（
】
U
塚
O
α
塁
O
け
一
〇
昌
　
二
ω
Φ
）
に
お
い
て
も
貨
幣
的
利
用
（
日
。
ロ
Φ
鴇
ロ
。
。
o
）

に
お
い
て
も
、
需
要
曲
線
は
逓
減
的
で
あ
る
。
従
っ
て
資
力
の
こ
の
ふ
把
っ
の
利
用
へ
の
配
分
率
神
は
両
者
の
限
界
的
満
足
が
一
致
す
る
点

に
定
ま
る
。
換
言
す
れ
ば
瀞
は
ふ
だ
っ
の
利
用
の
誘
引
性
の
相
対
的
強
弱
に
よ
り
動
か
さ
れ
る
。

　
生
産
的
利
用
の
誘
引
性
が
依
存
す
る
要
因
は
産
業
的
活
動
の
見
込
牧
益
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
貨
幣
的
利
用
の
誘
引
性
を
規
定
す
る
要

因
は
複
雑
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
日
常
業
務
に
お
い
て
貨
幣
保
有
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
便
宜
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
便
宜
は
一
部
分
所
得
受

領
の
期
聞
に
依
存
す
る
。
（
こ
N
で
ピ
グ
ー
が
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
の
流
通
速
度
規
定
要
因
た
る
収
入
・
支
出
の
頻
度
の
箇
所
を
引
用
し
て
み
る
の
は
興
昧
深
い
。
）
ま
把
こ
の
便
宜
は
産
業
組
織
が
貨
幣
な
し
に
債
務
弁
済
を

な
し
得
る
適
応
性
の
程
度
に
依
存
す
る
。
こ
、
で
は
神
を
低
下
せ
し
め
る
要
因
と
し
て
、
貨
幣
使
用
を
節
約
す
る
為
替
手
形
そ
の
他
種
々
の

相
殺
制
度
を
挙
げ
、
ま
だ
神
を
高
め
る
要
因
と
し
て
生
産
段
階
の
増
加
（
特
殊
化
）
、
産
業
に
附
随
す
る
投
機
そ
の
他
業
務
の
増
大
を
述
べ

て
い
る
。
以
上
の
業
務
上
の
便
宜
の
ほ
か
に
、
貨
幣
保
有
の
誘
引
性
を
規
定
す
る
第
二
の
要
因
と
し
て
、
安
全
の
動
機
が
挙
げ
ら
れ
る
。
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ち
一
般
物
価
低
落
の
予
想
は
毎
を
高
め
、
そ
の
上
昇
を
予
想
は
神
を
低
下
せ
し
め
る
と
な
す
。

　
以
上
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
型
と
直
橋
型
と
の
比
較
対
照
よ
り
明
か
な
る
如
く
、
前
者
が
一
定
期
間
に
亘
り
市
場
に
流
通
す
る
貨
幣
、
即
ち
取

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
得
洗
通
速
度
の
分
析

引
貨
幣
を
と
ら
え
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
一
時
点
に
お
い
て
経
済
主
体
の
手
許
に
保
有
さ
れ
る
現
金
残
高
に
注
目
す
る
。
そ
こ
に
お
け
る

便
宜
の
動
機
は
日
常
の
業
務
に
お
け
る
貨
幣
、
即
ち
取
引
貨
幣
に
対
応
し
、
安
全
の
動
機
は
将
来
の
不
安
に
対
処
す
る
だ
め
の
貨
幣
、
即
ち

資
産
賃
幣
に
照
応
す
る
も
の
と
解
し
得
る
。
か
く
の
如
く
同
じ
く
貨
幣
を
と
ら
え
る
揚
合
に
も
、
流
通
市
場
の
枠
を
強
く
見
る
か
、
経
済
主

体
の
立
場
に
立
つ
か
の
違
い
は
、
そ
の
把
握
す
る
貨
幣
の
範
囲
が
単
に
取
引
貨
幣
の
み
で
あ
る
か
、
更
に
資
産
貨
幣
を
も
含
む
か
の
相
違
を

生
す
る
の
み
な
ら
ず
、
貨
幣
の
流
通
速
度
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
も
全
く
対
蹉
的
な
見
方
の
違
い
を
来
訂
す
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
型
に
お
け
る
流
通
速
度
規
定
要
因
は
い
つ
れ
も
慣
習
的
・
制
度
的
・
技
術
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
保
藏
は
流
通
速
度
を
低
下

せ
し
め
る
傾
向
を
も
っ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済
主
体
の
立
場
に
立
っ
て
保
藏
が
如
何
な
る
動
機
の
も
と
に
行
わ
れ
る
か
の
分
析
が
な

さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
従
っ
て
分
析
の
仕
方
と
し
て
は
、
流
通
速
度
の
決
定
に
経
済
主
体
の
選
択
が
入
り
込
む
余
地
は
殆
ど
な
く
、
そ

れ
は
貨
幣
使
用
に
関
す
る
社
会
の
慣
習
、
制
度
、
技
術
に
よ
っ
て
客
観
的
に
決
定
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
流
通

速
度
の
制
度
的
把
握
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
諸
要
因
は
そ
の
性
質
上
、
短
期
的
に
急
激
に
変
動
す
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
、
流
通
速
度
も
ま
把
過
渡
的
乃
至
異
常
の
時
期
を
除
い
て
大
体
安
定
的
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
そ
の
把
握
方
法
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
劔
橋
型
は
流
通
速
度
の
主
体
的
把
握
を
行
う
。
数
式
的
に
は
艦
橋
型
の
神
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
型
の
園
の
逆
数
に
過
ぎ
な
い

が
、
把
握
の
仕
方
が
か
く
逆
に
な
っ
た
こ
と
の
実
質
的
意
義
は
、
流
通
速
度
が
経
済
主
体
の
貨
幣
に
対
す
る
需
要
を
通
じ
て
規
定
さ
れ
る
と

見
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
而
し
て
貨
幣
に
対
す
る
需
要
は
経
済
主
体
の
貨
幣
と
財
と
の
選
択
の
一
環
と
し
て
定
る
。
即
ち
便
宜
と

安
全
の
た
め
の
貨
幣
保
有
、
将
来
財
の
生
産
及
び
直
接
的
消
費
の
三
者
間
の
選
択
の
結
果
と
し
て
貨
幣
需
要
を
表
わ
す
神
は
決
定
さ
れ
る
っ

’
従
っ
て
神
の
変
動
は
経
済
主
体
の
貨
幣
と
財
と
の
選
択
が
何
れ
の
方
向
に
動
く
か
の
指
標
と
な
る
。
例
え
ば
神
の
上
昇
は
財
か
ら
貨
幣
へ
の
、

そ
の
低
下
は
貨
幣
か
ら
財
へ
の
選
択
の
変
化
を
示
す
。
か
、
る
隷
従
っ
て
流
通
速
度
の
主
体
的
把
握
は
し
か
し
な
が
ら
、
流
通
速
度
決
定
の
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慣
習
的
．
制
度
的
・
技
術
的
要
因
を
無
視
す
る
の
で
は
な
い
。
さ
き
に
見
だ
る
如
く
ピ
グ
ー
は
貨
幣
保
有
に
伴
う
便
宜
の
誘
引
性
を
規
定
す

る
も
の
と
し
て
、
所
得
受
領
期
間
、
産
業
組
織
の
性
格
等
の
客
観
的
諸
要
因
を
挙
げ
て
い
る
。
た
～
そ
れ
が
フ
ィ
ッ
ツ
ヤ
ァ
に
お
け
る
如
く
、

直
接
的
に
流
通
速
度
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
國
便
宜
の
誘
引
性
に
影
響
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
主
体
の
選
択
を
通
じ
て
瀞
即
ち
流
通
速

度
を
規
定
す
る
と
見
る
点
に
そ
の
分
析
方
法
と
し
て
の
特
徴
が
存
す
る
。
か
く
主
体
の
選
択
を
重
視
す
る
こ
と
は
流
通
速
度
の
決
定
に
経
済

主
体
の
心
理
的
諸
性
向
乃
至
予
想
と
い
う
如
き
主
観
的
要
因
を
と
り
入
れ
る
余
地
を
与
え
る
も
の
で
過
り
、
従
っ
て
流
通
速
度
は
可
変
的
な

る
も
の
と
見
ら
れ
る
に
至
る
Q

　
以
上
の
流
通
速
度
の
把
握
方
法
の
相
違
は
貨
幣
と
所
得
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
見
方
の
違
い
を
結
果
す
る
。
い
ま
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
型
数
量

説
に
お
け
る
取
引
量
↓
を
純
生
産
物
量
と
す
れ
ば
そ
れ
と
物
価
水
準
、
と
の
積
は
国
民
所
得
団
に
等
し
く
な
る
か
ら
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
式

は
ミ
園
H
図
と
な
る
Q
同
様
に
婁
孔
型
数
量
説
に
お
い
て
も
、
勘
を
実
物
所
得
と
す
れ
ば
ミ
H
離
農
が
得
む
れ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
型
に

お
い
て
は
前
述
の
如
く
そ
の
把
握
方
法
か
ら
『
は
一
定
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
ミ
の
増
加
は
直
ち
に
そ
れ
の
園
倍
の
図
の
増
加
を
結
果
し

な
け
れ
ば
な
ら
嫁
い
。
一
般
に
貨
幣
数
量
の
増
大
は
直
接
的
消
費
の
増
加
、
投
資
の
増
加
及
び
保
藏
の
増
加
の
い
つ
れ
か
ひ
と
つ
、
或
は
そ

れ
ら
の
結
合
を
結
果
し
、
前
二
者
の
揚
合
は
取
引
貨
幣
の
保
有
増
加
、
第
三
の
場
合
は
資
産
貨
幣
保
有
の
増
加
と
な
っ
て
社
会
に
吸
馴
せ
ら

れ
る
。
然
る
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
・
ア
に
お
い
て
、
取
引
量
一
定
の
前
提
は
貨
幣
数
量
の
増
加
が
生
産
の
増
加
に
は
向
け
ら
れ
ざ
る
こ
と
を
意
昧
す

る
も
の
と
蟹
れ
（
蓋
し
そ
こ
で
は
伝
統
的
考
方
に
従
ひ
、
生
産
は
生
産
要
素
の
数
量
と
能
率
及
び
生
産
技
術
に
の
み
依
存
す
る
と
さ
れ
る
。
）
ま
萎
産
貨
幣
の
保
有
は
始
め
か
ら
そ
の
考
察
の
ぞ
ま
に
あ
る
か

ら
、
貨
幣
数
量
の
増
加
は
直
接
的
消
費
の
増
大
に
の
み
撒
け
口
を
見
出
し
、
流
通
速
度
倍
だ
け
の
物
価
騰
貴
従
っ
て
所
得
水
準
の
上
昇
を
来

た
す
こ
と
、
な
る
。
か
く
て
流
通
速
度
一
定
の
前
提
の
も
と
で
は
貨
幣
供
給
量
の
み
が
所
得
水
準
を
一
義
的
に
決
定
す
る
麦
配
的
要
因
と
な

る
。
こ
れ
に
対
し
劔
橋
型
に
お
い
て
は
神
器
は
所
得
と
の
関
聯
に
お
い
て
貨
幣
に
対
す
る
需
要
を
示
す
Q
ミ
ー
1
勘
《
の
意
昧
す
る
こ
と
は
貨

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
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速
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の
分
祈

幣
数
量
が
貨
幣
当
局
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
と
き
、
貨
幣
需
要
が
そ
の
供
給
に
一
致
す
る
如
く
に
所
得
水
準
が
定
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
前
述
の
通
り
貨
幣
需
要
を
示
す
係
数
神
は
経
済
主
体
の
財
と
貨
幣
と
の
選
択
の
如
何
に
よ
り
可
変
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
、
ケ
イ
ン

ズ
は
そ
れ
を
以
て
公
衆
及
び
事
業
界
の
気
分
（
日
8
畠
）
に
依
存
す
る
と
な
し
て
い
る
程
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
、
で
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
型
に
お

け
る
如
く
貨
幣
数
量
が
一
義
的
に
所
得
水
準
を
決
定
す
る
と
見
る
こ
と
を
得
す
、
貨
幣
数
量
が
与
え
ら
れ
る
と
き
、
む
し
ろ
瀞
が
所
得
水
準

決
定
に
支
配
的
役
割
を
演
ず
る
も
の
と
見
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
の
把
握
方
法
の
如
何
に
よ
り
、
所
得

水
準
決
定
の
支
配
的
要
因
が
貨
幣
の
供
給
側
よ
り
需
要
側
に
移
る
こ
と
～
な
る
。
こ
、
に
ハ
ソ
セ
ソ
（
》
・
】
固
●
　
出
門
口
の
O
口
）
が
ミ
陪
勘
団
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
貨
幣
及
び
物
価
に
対
し
て
本
質
的
に
新
し
い
接
近
方
法
で
あ
る
と
な
す
所
以
が
あ
る
。

　
以
上
の
流
通
速
度
の
制
度
的
把
握
と
主
体
的
把
握
と
の
比
軟
対
照
か
ら
、
以
下
に
お
け
る
我
々
の
流
通
速
度
分
析
の
方
向
は
次
の
如
く
に

定
ま
る
。

　
（
1
）
　
流
通
速
度
は
経
済
主
体
の
財
と
貨
幣
の
選
択
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
と
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
流
通
速
度
と
い
う
如

き
最
も
総
体
的
現
象
の
真
の
理
解
は
貨
幣
使
用
に
関
す
る
経
済
主
体
の
行
動
に
遡
っ
て
始
め
て
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
財
と

貨
幣
と
の
選
択
の
分
析
が
劔
橋
守
数
量
説
に
お
い
て
完
成
さ
れ
だ
わ
け
で
な
い
が
、
そ
れ
が
の
ち
の
ケ
イ
ン
ズ
の
流
動
性
選
好
分
析
（
U
野
鼠
亭

濤
《
寄
Φ
密
器
昌
8
↓
げ
Φ
o
な
）
に
ま
で
発
展
す
べ
き
貨
幣
需
要
の
動
機
分
析
の
途
を
開
い
惣
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
Q
こ
の
点
ピ
グ
ー
が
自
ら

の
数
量
説
を
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
の
そ
れ
に
比
し
て
、
前
者
は
需
要
の
窮
極
的
原
因
だ
る
選
択
の
動
き
（
〈
O
点
け
一
〇
旨
）
に
我
々
を
し
て
接
触
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
が
故
に
、
後
者
よ
り
も
よ
り
有
数
な
分
析
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
と
な
す
所
以
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
経
済
主
体
の
選
択
を
通
じ
て
流
通
速
度
に
作
用
す
る
要
因
に
は
、
貨
幣
の
受
払
に
関
す
る
社
会
の
単
制
度
、
諸
慣
習
、
生
産
段
階

乃
至
産
業
組
織
と
い
う
如
き
客
観
的
要
因
と
、
経
済
主
体
の
心
理
的
諸
性
向
乃
至
将
来
に
対
す
る
予
想
と
い
う
如
き
主
観
的
要
因
と
が
区
別
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さ
れ
る
。
と
も
に
経
済
主
体
の
選
択
を
通
じ
て
作
用
す
る
と
は
云
え
、
客
観
的
要
因
に
つ
い
て
は
選
択
の
余
地
少
な
く
、
主
観
的
要
因
に
つ
い

て
は
こ
れ
が
極
め
て
大
で
あ
る
と
の
差
異
が
あ
る
。
客
観
的
要
因
が
取
引
貨
幣
の
流
通
速
度
に
関
す
る
こ
と
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
が
専
ら
こ
の

要
因
の
み
を
と
り
上
げ
、
ピ
グ
ー
が
こ
れ
を
以
て
貨
幣
保
有
に
伴
う
業
務
上
の
便
宜
を
規
定
す
る
も
の
と
な
す
こ
と
か
ら
明
か
で
あ
る
。
し

か
し
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
に
お
い
て
も
ピ
グ
ー
に
お
い
て
も
客
観
的
要
因
を
列
挙
す
る
に
と
ゴ
ま
り
、
そ
の
精
密
な
る
規
定
は
の
ち
の
課
題
を
な

す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
主
観
的
要
因
は
資
産
纂
に
関
す
る
。
（
獲
鑑
鶴
駿
關
義
士
書
聖
欝
黒
垂
震
噺
貨
）
劔

橋
型
数
量
説
で
は
安
全
の
動
機
に
関
聯
し
て
資
産
貨
幣
を
と
り
入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
取
引
貨
幣
と
と
も
に
一
括
さ
れ
、
等
し
く
実
物
所

得
乃
至
資
力
の
一
定
割
合
神
と
し
て
総
括
的
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
取
引
貨
幣
需
要
と
は
別
個
に
資
産
貨
幣
需
要
が
如
何
な
る
要
因
に
規
定

さ
れ
る
か
ゴ
精
密
に
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
た
ゴ
そ
れ
が
主
体
の
心
理
的
諸
性
向
乃
至
予
想
に
よ
っ
て
動
く
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て

全
貨
幣
の
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
と
の
配
分
が
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
、
ま
た
こ
の
配
分
の
変
化
が
取
引
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
と
の
関
聯

に
お
い
て
全
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
に
如
何
に
影
響
す
る
か
の
問
題
は
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
は
貨
幣
需
要
分
析
の
そ
の
後

の
発
展
の
対
象
と
し
て
残
さ
れ
π
の
で
あ
る
。
以
下
ま
つ
所
得
流
通
速
度
規
定
の
客
観
的
要
因
、
次
に
主
観
的
要
因
の
分
析
に
進
む
で
あ
ろ

，
，
o

　
（
1
V
同
・
頴
ω
冨
コ
目
冨
℃
賃
。
冨
臨
凝
℃
o
≦
臼
。
械
試
。
器
団
L
O
鴇
0
8
唱
㌻
¶
＝
。
。
●

　
（
2
）
鋭
ρ
コ
o
q
。
『
8
冨
く
9
。
ピ
。
。
h
と
§
。
罫
（
寄
p
a
凝
。
・
ぎ
寓
8
。
婁
鴇
目
差
。
日
増
O
切
H
．
）
弓
H
2
1
嵩
ρ

　
（
3
）
国
。
旨
。
ω
”
》
↓
惹
9
・
§
冨
。
器
9
蔓
男
。
鴎
。
民
β
H
り
b
。
ら
。
噛
唱
●
。
。
心
．

　
（
4
）
　
国
勢
旨
ω
o
ロ
“
o
㌘
9
け
．
層
緊
恥
ρ

　
（
5
）
℃
貫
。
『
8
．
9
f
や
嵩
劇
．
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四
客
観
的
要
因
の
分
析

　
流
通
速
度
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
が
挙
げ
把
客
観
的
要
因
の
う
ち
特
に
重
要
な
の
は
、
社
会
の
支
払
制
度
に
関
す
る
も

の
、
即
ち
牧
入
・
支
出
の
頻
繁
度
、
規
則
性
、
対
応
性
で
あ
り
、
ま
た
ピ
グ
ー
は
生
産
段
階
の
増
減
が
流
通
速
度
に
影
響
す
べ
き
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
牧
支
の
関
係
、
生
産
段
階
等
の
客
観
的
要
因
が
如
何
に
流
通
速
度
を
規
定
す
る
か
を
精
密
に
分
析
し
だ
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

エ
ン
ジ
ェ
ル
（
9
毛
．
》
ロ
ひ
q
o
ε
で
あ
り
、
こ
れ
を
補
完
し
だ
の
は
エ
リ
ス
（
国
・
ψ
田
房
）
で
あ
っ
た
Q

　
フ
イ
ッ
シ
ャ
ァ
は
牧
入
と
支
出
の
同
時
化
（
ω
唱
。
篤
。
巳
N
ぎ
ひ
Ω
）
即
ち
貫
入
が
得
ら
れ
る
と
同
一
期
問
に
支
払
を
な
す
こ
と
に
注
目
し
、
支

払
が
牧
入
と
無
関
係
な
時
期
に
生
す
る
な
ら
ば
、
貨
幣
を
予
め
蓄
積
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
従
っ
て
流
通
速
度
の
低
下
を
来
だ
す
べ
き
こ
と

を
述
べ
て
い
る
Q
い
ま
ふ
た
つ
の
期
間
即
ち
支
払
間
隔
（
℃
曙
日
Φ
づ
け
写
8
署
9
）
と
牧
入
・
支
出
期
間
（
旨
8
B
Φ
6
嵩
窪
鼻
霞
①
づ
Φ
ユ
a
）
と

を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ァ
の
注
目
し
だ
関
係
は
よ
り
精
密
に
分
析
せ
ら
れ
得
る
に
至
る
。

　
こ
、
に
支
彿
間
隔
と
は
取
引
貨
幣
の
所
得
循
環
過
程
中
の
一
段
階
に
お
い
て
、
繰
返
し
て
規
則
的
に
生
す
る
支
払
問
の
間
隔
を
指
す
。
例

え
ば
週
給
の
場
合
の
支
払
間
隔
は
一
週
間
で
あ
る
。
次
に
牧
入
・
支
出
期
間
と
は
同
じ
く
所
得
循
環
過
程
中
の
一
段
階
に
お
い
て
、
牧
入
と

支
出
と
の
間
の
期
間
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
段
階
に
貨
幣
が
滞
留
す
る
期
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
例
え
ば
今
日
の
牧
入
を
明
日
支
出
す
る
時
、

こ
の
期
間
は
一
日
で
あ
り
、
ま
だ
週
一
回
の
移
入
を
次
の
放
入
日
ま
で
に
毎
日
均
一
的
に
支
出
し
つ
く
す
場
合
、
そ
れ
は
三
・
五
日
と
な
る
。

い
ま
所
得
循
環
過
程
に
お
け
る
平
均
的
段
階
数
、
換
言
す
れ
ば
取
引
貨
幣
の
平
均
一
単
位
が
所
得
循
環
過
程
を
一
巡
す
る
に
際
し
、
手
を
替

え
る
平
均
的
回
数
を
ト
　
平
均
的
牧
入
・
支
出
期
間
を
軌
取
引
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
を
鷲
と
す
れ
ば
、
取
引
貨
幣
の
平
均
一
単
位
が

所
得
循
環
過
程
を
一
巡
す
・
に
要
す
・
平
均
的
翻
、
即
ち
所
得
翻
十
は
、
各
段
階
に
お
け
・
牧
入
表
出
期
間
の
和
さ
に
等
し
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－
な
・
・
と
は
説
明
墨
し
な
い
。
十
凸

　
こ
、
で
支
払
間
隔
と
帳
入
．
支
出
期
間
の
関
係
か
ら
所
得
期
間
の
最
短
、
最
長
の
両
極
限
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
つ
所
得
循
環
過

程
の
各
段
階
に
お
け
る
支
払
間
隔
の
最
長
の
も
の
を
ミ
と
し
、
醤
1
ー
ミ
な
る
場
合
、
所
得
期
間
は
最
短
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
最
長
の

支
払
間
隔
が
す
べ
て
の
段
階
に
お
け
る
取
引
貨
幣
の
滞
留
期
間
の
総
計
と
完
全
に
重
な
り
合
う
。
こ
れ
を
所
得
循
環
過
程
が
三
段
階
（
例
え

→粥ぐ一・

支
”
・
z

収
↑
一
箇

　
　
　
　
…
・
z

　
　
支
寺
収

　
　
リ
ロ
ユ

支
↓
峡

収1
　
■
　
皿

ば
消
費
者
↓
商
業
者
寺
生
産
者
）
よ
り
な
る
揚
合
に
つ
い
て
示
す
な
ら
ば
、
上
図
に
見
ら
れ
る
如
く
、
第
－

段
階
に
お
い
て
支
出
が
行
わ
れ
だ
る
後
、
次
の
支
出
時
点
が
到
来
す
る
ま
で
に
、
貨
幣
は
第
H
、
第
m
の
段

階
を
通
過
し
て
第
－
段
階
に
還
流
し
て
居
り
、
該
段
階
自
身
の
滞
留
期
間
を
経
て
再
び
支
出
せ
ら
れ
る
。
か

く
の
如
く
各
段
階
の
底
入
・
支
出
の
時
間
的
順
序
が
最
も
順
な
る
揚
合
を
エ
ン
ジ
ェ
ル
は
O
＜
Φ
ユ
巷
且
轟
完

全
と
称
し
、
こ
れ
を
示
す
の
に
晦
1
ー
ド
を
以
て
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
一
定
の
所
得
水
準
を
支
え

る
泥
め
の
貨
幣
必
要
量
は
極
小
と
な
り
、
所
得
流
通
速
度
は
極
大
と
な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
得
期
間
が
各
段
階
に
お
け
る
支
払
間
隔
の
和
に
等
し
き
場
合
、
所
得
期
間
は
最
長
と
な

る
。
即
ち
平
均
的
支
払
間
隔
を
ミ
と
す
れ
ば
、
要
言
魁
ト
な
る
場
合
が
こ
れ
に
当
る
。
こ
＼
で
は
平
均
的
支

払
間
隔
は
僅
か
に
一
段
階
の
貨
幣
滞
留
期
間
と
重
な
り
合
う
に
過
ぎ
な
い
。
次
頁
の
図
は
所
得
循
環
過
程
に

お
け
る
任
意
の
三
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
、
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
支
出
時
点
の
直
後
に
牧
入
時
点
が
位

置
す
る
と
い
う
如
く
、
牧
支
の
時
間
的
順
序
が
最
も
逆
な
る
場
合
、
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
貨
幣
は
次
の
支
出
時
点
ま
で
殆
ど
全
鼎
沸
間

隔
に
撃
つ
で
休
止
せ
ね
ば
な
ら
す
、
従
っ
て
例
え
ば
貨
幣
が
三
段
階
を
通
過
す
る
に
要
す
る
時
間
は
各
段
階
の
支
払
間
隔
の
和
に
等
し
く
な

る
。
所
得
循
環
過
程
の
す
べ
て
段
階
に
お
い
て
か
く
の
如
く
牧
支
の
時
間
的
順
序
が
逆
な
る
場
合
を
エ
ン
ジ
ェ
ル
は
O
ぐ
①
ユ
巷
且
昌
ゆ
Q
ぜ
ロ
と

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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↓
反

　
　
　
　
　
　
d

　
　
　
　
　
　
支
↓

　
　
↓
反
　
・
3
”

　
　
　
支
1
↓
収

↓
筆
墨
拠
↓

轄
支
↓

　
支
↓

・
：
H
　
　
皿
　
　
W
…

な
し
、
こ
れ
を
偽
硅
O
を
以
て
示
す
。
こ
の
場
合
、
一
定
の
所
得
水
準
に
対
す
る
貨
幣
必
要
量
は
極
大
に
達

し
、
所
得
流
通
速
度
は
極
小
と
な
る
。
こ
、
に
注
意
す
べ
き
は
肉
1
1
0
な
る
場
合
は
エ
リ
ス
も
指
摘
す
る
如

く
数
学
的
極
限
で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
円
環
的
な
る
所
得
循
環
過

程
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
段
階
に
亘
り
牧
支
の
時
間
的
順
序
が
逆
転
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
二
段
階
循
環
に
お
い
て
一
方
の
段
階
の
牧
支
の
逆
は
必
然
的
に
他
方
の
そ
れ
の
順
を
来
だ
す
こ

と
か
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。
（
上
図
の
偽
1
1
0
な
る
場
合
の
図
示
に
お
い
て
任
意
の
三
段
階
の
み
を
抽
出
し
て
全
段
階
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
こ
の
故
に
よ
る
。
）

　
以
上
に
見
る
如
く
、
き
琵
ミ
な
る
時
、
鴫
“
ド
に
し
て
所
得
期
間
最
短
で
あ
り
、
　
醤
1
1
9
な
る
時
、

吋
1
1
0
に
し
て
所
得
期
聞
最
長
と
す
れ
ば
、
所
得
期
間
は
こ
の
両
極
限
の
中
間
の
場
合
の
そ
れ
を
も
含
め
て
一

般
に
次
式
を
以
て
示
さ
れ
る
こ
と
は
上
図
か
ら
直
ち
に
明
か
で
あ
る
。

十
一
＆
－
－
準
（
§
§
）
（
〒
晦
）9＝19－o

　
こ
の
最
後
に
得
ら
れ
た
る
式
は
社
会
が
一
個
の
生
産
・
交
換
過
程
よ
り
成
る
と
想
定
さ
れ
る

場
合
に
も
、
多
数
の
過
程
の
併
存
す
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。
た
ゴ
後
者
の
場
合
に
は
式
中

の
各
項
は
各
過
程
に
お
け
る
加
重
平
均
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
差
異
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
も

と
よ
り
こ
の
式
に
実
際
の
統
計
的
数
値
を
与
え
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
に
近
い
が
、
こ
の
式
の

重
要
性
は
次
の
点
に
存
す
る
。
即
ち
支
払
間
隔
§
も
　
牧
入
・
支
出
期
間
画
O
ぐ
Φ
ユ
巷
b
冨
α
q
の

程
度
晦
所
得
循
環
過
程
の
段
階
数
ト
の
諸
要
因
が
こ
、
に
示
さ
れ
る
関
聯
に
お
い
て
、
所
得

期
間
従
っ
て
取
引
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
鷲
を
規
定
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
而
し
て
こ
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れ
ら
の
諸
要
因
は
社
会
の
支
払
慣
習
及
び
産
業
組
織
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
慣
習
乃
至
組
織
は
通
常
は
全
体
と
し
て
急
速

に
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
ま
π
景
気
の
如
何
に
よ
り
循
環
的
に
変
動
す
る
こ
と
も
な
い
。
従
っ
て
取
引
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
が
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
相
当
期
間
に
亘
っ
て
極
め
て
安
定
的
で
あ
り
、
だ
ゴ
徐
々
に
の
み
変
化
し
得
る
と
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
所
得
流
通
速
度
は
一
般
に
貨
幣
に
対
す
る
需
要
の
反
面
と
し
て
経
済
主
体
の
選
択
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
把
握
さ
る
べ
き
こ
と
は

劔
二
型
数
量
説
の
教
え
る
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
上
述
の
如
く
取
引
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
が
極
め
て
安
定
的
と
想
定
さ
れ
得
る
こ
と
は
、

取
引
貨
幣
に
つ
い
て
は
そ
の
所
得
流
通
速
度
が
主
体
の
選
択
の
如
何
に
よ
り
任
意
に
動
か
さ
れ
得
る
余
地
の
極
め
て
少
な
き
こ
と
を
意
味
す

る
。
従
っ
て
資
産
貨
幣
を
も
含
め
だ
全
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
が
主
体
の
選
択
を
通
じ
て
動
か
さ
れ
る
の
は
、
大
部
分
取
引
貨
幣
と
資
産
貨

幣
の
配
分
率
の
変
化
に
基
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
得
る
。

　
し
か
し
こ
の
問
題
に
入
る
前
に
、
所
得
循
環
過
程
に
お
け
る
段
階
数
ト
の
変
化
が
取
引
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
図
と
取
引
流
通
速
度

≦
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
ぎ
一
言
し
よ
う
。
取
引
流
通
速
度
に
は
種
々
の
定
義
が
与
え
ら
れ
る
が
、
こ
、
で
は
単
位
期
間
例
え
ば
一
年
間
に
取

引
貨
幣
の
平
均
一
単
位
が
所
得
循
環
過
程
に
お
い
て
手
を
替
え
る
平
均
的
回
数
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。
然
る
に
取
引
貨
幣
は
所
得
循
環

過
程
を
一
巡
す
る
の
に
平
均
卜
語
手
を
替
え
、
且
つ
単
位
期
間
内
に
所
得
循
環
過
程
を
平
均
零
回
だ
け
循
環
す
る
か
ら
、
こ
の
ふ
だ
っ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

流
通
速
度
の
関
係
は
ぶ
腿
鷲
』
を
以
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
さ
き
の
所
得
流
通
蓬
墾
要
因
の
関
係
式
に
お
い
て
、
覧
な
る
場
合
尊
墨
で
あ
・
。
い
ま
所
得
循
章
程
に
お
け
る

段
階
間
に
統
合
が
行
わ
れ
、
ト
が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
最
長
支
払
間
隔
だ
る
ミ
が
変
化
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
従
っ
て

『
は
不
変
に
と
ゴ
ま
る
。
然
る
に
ト
は
減
少
し
て
い
る
か
ら
、
両
者
の
積
た
る
ぶ
は
ト
に
比
例
し
て
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
換
言

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
得
流
通
速
度
の
分
析

す
れ
ば
O
く
Φ
ユ
巷
℃
冒
m
q
完
全
な
る
場
合
ト
が
減
少
す
れ
ば
、
取
引
貨
幣
の
平
均
一
単
位
が
年
間
に
所
得
循
環
過
程
を
一
巡
す
る
平
均
的
回

数
は
変
ら
な
い
が
、
一
循
環
中
に
交
換
さ
れ
る
平
均
的
回
数
は
減
少
す
る
か
ら
、
年
間
を
通
じ
て
の
そ
れ
は
減
少
す
る
こ
と
、
な
る
。

業
事
お
な
・
場
合
、
十
幽
で
あ
・
。
慕
減
少
し
て
き
が
不
変
で
あ
・
限
り
、
淫
h
の
低
下
に
琵
例
し
て
上
昇
す
る
。

従
つ
、
て
S
は
不
変
に
と
ゴ
ま
る
。
換
言
す
れ
ば
O
く
Φ
臣
巷
遺
旨
伽
q
ぜ
ロ
な
る
場
合
ト
が
低
下
す
る
な
ら
ば
、
所
得
循
環
過
程
一
巡
中
に
取

引
貨
幣
が
手
を
替
え
る
平
均
的
回
数
は
減
少
す
る
が
、
年
間
当
り
の
平
均
的
循
環
数
は
逆
比
例
的
に
上
昇
し
て
い
る
か
ら
、
年
間
を
通
じ
て

の
平
均
的
交
換
回
数
は
不
変
に
ξ
ま
る
こ
ξ
な
る
。
（
震
鑑
舞
罐
郷
懸
三
芳
包
含
函
顯
縫
錨
簗
蒲
塞
鷺
ド
㌦
貌

翻
譲
繍
饗
塊
麓
働
禁
％
）

　
最
後
に
O
〈
肉
く
H
な
る
一
般
的
場
合
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
は
ト
の
低
下
は
偽
を
上
昇
せ
し
め
る
。
こ
の
こ
と
は
前
掲
式
を

変
形
せ
訟
↓
参
画
よ
り
直
ち
に
明
か
で
あ
ろ
毛
従
っ
て
h
の
変
化
が
タ
§
及
ぼ
す
影
響
は
窒
§
ト
の
当
初
の
値
を

知
る
こ
と
な
く
し
て
は
明
か
に
な
し
得
な
い
。
そ
こ
で
エ
リ
ス
が
設
け
た
仮
設
例
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
所
得
循
環
過
程
は
消
費
者
－
商

業
者
一
生
産
者
の
三
段
階
h
H
G
。
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
支
払
間
隔
は
い
つ
れ
も
一
日
、
従
っ
て
◎
1
1
§
1
1
μ
と
す
る
。
生
産
者

の
消
費
者
に
対
す
る
賃
銀
支
払
は
毎
日
午
後
五
時
二
分
、
消
費
者
の
商
業
者
に
対
す
る
購
入
代
金
の
支
払
は
毎
日
午
後
五
時
一
分
、
商
業
者

の
生
産
者
へ
の
仕
入
代
金
支
払
は
毎
日
午
後
五
時
に
行
わ
れ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
消
費
者
及
び
商
業
者
に
お
い
て
牧
支
の
時
間
的
順
序
が

逆
転
し
て
い
る
か
ら
、
彼
ら
は
毎
日
の
牧
入
貨
幣
を
翌
日
の
支
払
時
間
ま
で
殆
ど
一
日
保
有
し
な
け
れ
な
ら
な
い
。
然
る
に
生
産
者
で
は
牧

支
の
時
間
的
順
序
は
順
に
し
て
貨
幣
は
僅
か
二
分
間
保
有
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
三
者
に
つ
い
て
の
填
入
・
支
出
期
間
の
平

セ
は
2
菖
と
な
る
・
呈
の
“
》
§
b
の
数
値
箭
島
式
に
代
入
す
る
・
と
に
よ
慮
－
中
十
一
悼
を
得
・
。
即
ち
。
華

巷
も
冒
9
。
の
程
度
は
■
2
、
所
得
期
間
は
2
日
と
な
る
。
従
っ
て
単
位
期
間
を
2
日
と
す
れ
ば
園
1
1
ど
ざ
1
1
寒
ト
ー
1
ω
が
得
ら
れ
る
。
い
ま
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商
業
者
と
生
産
者
の
段
階
が
統
合
さ
れ
、
ト
が
3
よ
り
2
に
減
じ
把
と
す
る
。
こ
の
場
合
支
払
間
隔
は
以
前
と
同
じ
く
、
ミ
ー
1
§
”
H
で
あ

る
が
、
平
均
牧
入
・
支
出
期
間
帖
は
■
2
と
な
る
。
蓋
し
消
費
者
の
貨
幣
保
有
期
間
は
殆
ど
一
日
に
達
す
る
に
対
し
て
～
商
業
者
．
生
産

者
統
往
の
そ
れ
は
雰
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
・
。
従
つ
認
占
十
匹
が
得
ら
れ
・
、
即
ち
…
§
旨
・
・
の
程
度
は
⊥
2
か

ら
一
に
上
昇
し
、
所
得
期
間
は
2
日
か
ら
1
日
に
減
す
る
。
か
く
て
単
位
期
間
を
2
日
目
す
れ
ば
曳
は
以
前
の
一
か
ら
2
へ
、
ま
た
≦

は
3
か
ら
4
へ
と
上
昇
す
る
こ
ど
～
な
る
。
か
く
て
○
く
9
巷
語
凝
の
程
度
が
一
と
0
と
の
両
極
限
の
問
に
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
循
環
過

程
を
構
成
す
る
段
階
数
の
増
減
は
O
く
。
噌
一
通
宮
凝
自
体
の
変
化
を
伴
い
、
所
得
流
通
速
度
と
取
引
流
通
速
度
の
両
者
を
と
も
に
変
化
せ
し

め
る
こ
と
、
な
る
Q

　
（
－
）
雪
㈹
①
『
雷
Φ
O
。
居
。
口
。
口
寵
。
＝
冨
Ω
吋
旦
舞
く
。
§
凶
q
。
臨
冨
σ
口
。
ざ
ε
。
詳
寧
b
。
ω
Q
l
b
。
轟

　
　
　
出
●
ψ
固
目
ω
…
ω
o
日
Φ
渾
5
母
岩
。
ロ
冨
δ
ぎ
け
げ
。
目
び
8
目
団
。
轟
く
9
8
詳
ざ
（
閃
。
”
島
昌
o
q
ω
ぎ
］
≦
o
p
①
冨
吋
矯
↓
げ
Φ
o
蔓
螂
H
り
蟄
●
）
℃
℃
・
曾
l
H
O
餅

　
　
　
本
文
に
お
け
る
説
明
は
必
ず
し
も
エ
ン
ジ
ェ
ル
及
び
エ
リ
ス
の
叙
述
そ
の
ま
」
で
は
な
い
。
．

　
（
2
）
》
凝
。
『
↓
冨
切
Φ
冨
く
§
o
h
冨
8
①
ざ
。
サ
6
3
塑
置
O
・

　
（
3
）
国
旨
ω
”
。
p
鼻
℃
箏
H
o
㎝
i
H
o
N
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五

主
観
的
要
因
の
分
析

　
　
－
劔
橋
学
派
の
貨
幣
需
要
分
析
の
発
展
一
－

　
第
三
節
末
尾
に
示
さ
れ
π
方
向
に
従
っ
て
、
我
々
は
次
に
流
通
速
度
規
定
の
主
観
的
要
因
の
分
析
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

明
か
に
せ
ら
れ
だ
如
く
主
観
的
要
因
が
主
と
し
て
作
用
す
る
の
は
資
産
貨
幣
需
要
、
従
っ
て
取
引
賃
幣
と
資
産
貨
幣
の
配
分
に
つ
い
て
ゴ
あ

る
。
流
通
速
度
分
析
の
制
度
的
把
握
の
型
に
対
す
る
主
体
的
把
握
の
型
の
特
徴
は
、
後
者
が
経
済
主
体
の
貨
幣
に
対
す
る
需
要
と
い
う
観
点

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析



　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析

か
ら
、
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
と
を
区
別
し
、
流
通
速
度
決
定
の
主
観
的
要
因
を
も
ち
込
ん
だ
点
に
あ
る
Q
か
、
る
資
産
貨
幣
の
認
識
と
そ

の
分
析
は
劔
橋
学
派
の
貨
幣
需
要
分
析
の
発
展
を
通
じ
て
漸
次
展
開
さ
れ
泥
の
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
マ
ー
シ
ァ
ル
よ
b
ケ
イ
ン
ズ
に
至

る
貨
幣
需
要
分
析
の
発
展
を
辿
り
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
の
う
ち
に
、
主
観
的
要
因
の
作
用
様
式
を
明
か
な
ら
し
め
ん
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
〔
1
〕
　
マ
ー
シ
ァ
ル
の
貨
幣
需
要
分
析

　
フ
ィ
ッ
曜
ヤ
ァ
型
の
交
換
力
程
式
は
流
通
速
度
の
決
定
要
因
を
示
さ
す
、
こ
れ
を
見
出
す
た
め
に
は
一
国
民
が
貨
幣
の
形
態
に
お
い
て
保

有
す
る
こ
と
を
選
ぶ
購
買
力
の
量
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
マ
ー
シ
ァ
ル
は
流
通
速
度
の
主
体
的
把
握
の
立
場
を
明
か
に
し

て
る
驚
而
し
て
纂
に
対
す
・
華
は
芳
、
纂
保
有
の
雛
に
よ
っ
て
得
ら
・
べ
藷
利
益
（
σ
・
邑
…
）
と
、
他
方
、
商
品
（
難
）
、

企
義
備
（
実
物
投
資
）
乃
至
証
券
（
響
へ
の
貨
幣
投
下
に
よ
っ
て
得
ら
る
べ
き
諸
利
益
（
魏
鶉
襲
慮
磯
飾
艦
纏
辮
轡
蕪
）
と
の
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

界
的
比
較
に
よ
り
定
ま
る
と
な
し
、
次
の
設
例
を
行
っ
て
い
る
Q
即
ち
住
民
が
全
体
と
し
て
、
平
均
的
に
そ
の
年
所
得
の
一
一
1
0
及
び
そ
の
財

産
（
勺
憎
O
b
Φ
冠
け
団
）
の
■
5
0
の
即
時
的
購
買
力
を
保
有
せ
ん
と
し
、
従
っ
て
貨
幣
の
総
価
値
が
こ
の
両
者
の
合
計
に
一
致
せ
ん
と
す
る
傾
向
の
あ

る
一
国
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
設
例
に
お
い
て
、
保
有
貨
幣
の
う
ち
年
所
得
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
部
分
は
国
民
所
得
の
生
産
・
分
配
・

支
出
を
媒
介
す
胤
も
の
と
し
で
の
取
引
貨
幣
で
あ
り
、
財
産
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
部
分
は
資
産
保
有
の
一
形
態
と
し
て
の
資
産
貨
幣
で
あ
る
。

づ
セ
ン
は
呈
の
関
係
を
箒
霞
＋
§
と
し
て
示
し
て
い
．
艶
・
（
薪
羅
至
親
㍊
響
講
岩
滝

　
か
く
し
て
マ
ー
シ
ァ
ル
は
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
と
を
区
別
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
応
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
資
産
貨
幣
の
存
在
の
意
義

は
彼
自
身
に
お
い
て
も
明
白
で
は
な
い
。
・
例
え
ば
以
上
の
設
例
に
引
き
続
く
部
分
で
、
社
会
に
に
人
．
々
が
貨
幣
形
態
で
保
有
せ
ん
と
す
る
所

得
の
一
定
蔀
分
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
神
、
墨
の
部
分
に
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
。
マ
し
シ
ア
ル
に
お
い
て
資
産
貨
幣
が
如
何
な
る
地
位

を
占
め
る
か
は
、
貨
幣
保
有
に
伴
う
諸
利
益
の
酎
容
、
貨
幣
保
有
と
選
択
関
係
に
立
つ
諸
用
途
、
貨
幣
保
有
を
何
の
函
数
と
見
て
い
る
か
の
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三
点
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
つ
貨
幣
保
有
が
何
の
函
数
と
見
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
、
仮
設
例
で
は
年
所
得
と
財
産
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の

直
後
で
は
後
者
に
触
れ
て
い
な
い
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
貨
幣
保
有
が
所
得
の
一
割
合
と
し
て
の
み
は
決
定
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
と
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
所
得
の
一
割
合
と
し
て
有
用
に
表
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
は
矛
盾
し
な
い
と
し
て
い
る
が
、
マ
ー
シ
ァ
ル
に
お
い
て
財
産
の
函
数
と
し

て
の
資
産
貨
幣
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
難
い
。
次
に
貨
幣
保
有
に
伴
う
諸
利
益
の
内
容
に
つ
い
て
は
ピ
グ
ー
に
見
ら
れ
る
如

き
便
宜
と
安
全
と
い
う
区
別
は
明
示
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
取
引
を
四
界
に
す
る
便
宜
が
主
と
し
て
と
う
上
げ
ら
れ
て
い
る
戚
じ
が
強
い
。
例

え
ば
貨
幣
保
有
が
過
少
な
る
場
合
の
不
利
益
と
し
て
安
い
買
物
の
機
会
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
な
し
得
な
い
こ
と
、
或
は
現
金
払
を
な
し
得
ざ

る
た
め
に
不
利
な
買
物
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
、
ま
π
充
分
な
る
手
許
現
金
を
保
有
す
る
と
き
取
引
を
容
易
且
つ
円
滑
な
ら
し
め
有
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

な
買
契
約
を
な
し
得
る
と
な
す
点
よ
り
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
い
つ
れ
も
取
引
貨
幣
の
需
要
に
関
す
る
も
の
だ
る
こ
と
は
明
か
で
め
る
。
更
に

貨
幣
保
有
と
の
選
択
的
用
途
と
し
て
は
消
費
乃
至
生
産
へ
の
投
下
と
並
ん
で
、
時
に
、
．
・
ω
8
鼻
Φ
蓉
港
口
。
。
Φ
ω
8
国
富
。
の
、
、
、
・
O
。
＜
Φ
冨
日
Φ
ロ
け
”
9

0
9
2
富
B
譲
町
の
8
0
吋
。
図
。
曇
日
m
q
Φ
の
8
自
盛
①
ω
、
；
畠
①
σ
①
曇
弩
Φ
の
き
創
。
夢
興
ω
け
8
吋
。
図
。
冨
コ
α
q
o
の
①
o
霞
証
Φ
ω
、
、
等
の
諸
表
現
を
用
い
て
、
株

式
社
債
公
債
筆
挙
げ
て
い
郁
・
砦
証
券
類
と
田
送
択
関
係
に
あ
・
纂
保
有
と
し
て
は
資
産
纂
が
予
想
さ
れ
る
・

　
か
く
し
て
マ
ー
シ
ァ
ル
に
お
い
て
は
資
産
貨
幣
の
存
在
は
一
応
不
明
瞭
な
が
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
重
点
は
取
引
貨
幣
に
置
か
れ
て

い
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
α
こ
の
こ
と
は
西
欧
諸
国
に
お
い
て
は
貯
蓄
の
大
部
分
は
証
券
類
に
投
下
さ
れ
る
か
、
銀
行
預
金
と
し
て

保
有
さ
れ
、
就
中
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
国
民
の
現
金
残
高
の
大
部
分
は
近
き
将
来
の
直
接
的
購
買
力
と
し
て
の
使
用
の
だ
め
に
準
備
さ

れ
る
と
述
草
資
産
纂
の
保
有
を
量
的
に
小
な
る
も
の
と
見
て
い
る
こ
と
に
も
う
奪
わ
れ
る
・
況
ん
や
資
産
貨
幣
の
需
要
を
更
に
進
ん

で
分
析
す
る
こ
と
は
全
く
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
π
ゴ
流
通
速
度
の
永
久
的
変
化
を
も
π
ら
す
要
因
と
し
て
人
口
及
び
富
の
変
化
、

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
得
流
通
速
度
の
分
析

信
用
機
関
の
発
達
、
輸
送
・
生
産
・
事
業
の
方
法
の
変
化
と
云
う
如
き
客
観
的
要
因
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
は
一
時
的
に
は
一
般
的
商
業
信
用
及

び
活
動
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
と
し
て
信
用
一
般
の
流
通
速
度
に
対
す
る
作
用
を
認
め
、
更
に
進
ん
で
不
換
紙
幣
の
場
合
に
つ
い
て
貨
幣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
す
る
信
用
が
貨
幣
保
有
と
証
券
保
有
と
の
問
の
選
択
に
影
響
す
る
と
し
て
、
主
観
的
要
因
の
作
用
を
述
べ
る
に
と
ゴ
ま
っ
て
い
る
。

　
　
〔
H
〕
ビ
グ
ー
の
貨
幣
需
要
分
析

　
貨
幣
需
要
に
つ
い
て
の
マ
ー
シ
ァ
ル
の
分
析
を
整
理
発
展
せ
し
め
π
も
の
は
ピ
グ
ー
と
ケ
イ
ン
ズ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ビ
グ
ー
の
見
解
は

さ
き
に
濃
密
型
数
量
説
の
代
表
と
し
て
述
べ
π
か
ら
、
こ
、
に
繰
返
す
必
要
は
な
い
が
、
そ
こ
で
は
貨
幣
保
有
に
伴
う
諮
利
益
が
マ
ー
シ
ッ
・

ル
の
如
く
漠
然
と
で
は
な
く
、
貨
幣
保
有
の
動
機
と
し
て
便
宜
と
安
全
と
に
区
別
さ
れ
、
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
と
の
別
が
マ
ー
シ
ァ
ル
よ

り
は
よ
か
明
か
と
な
っ
て
い
る
点
は
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
貨
幣
需
要
は
両
者
を
一
括
し
て
資
力
の
一
定
割
合
瀞
と
さ
れ
、
マ
ー

シ
ァ
ル
に
お
け
る
神
図
と
瀞
、
ト
の
区
別
は
消
失
し
て
い
る
。
従
っ
て
ま
だ
貨
幣
保
有
と
の
選
択
的
用
途
が
直
接
的
消
費
乃
至
将
来
財
の
生

産
と
し
て
示
さ
れ
、
証
券
は
挙
げ
ら
れ
な
い
。
か
く
し
て
資
産
貨
幣
需
要
の
分
析
は
極
め
て
不
明
瞭
の
状
態
に
と
ゴ
ま
り
、
僅
か
に
一
般
物

価
変
動
の
予
想
が
隷
を
増
減
せ
し
め
る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
揚
合
一
般
物
価
変
動
の
予
想
が
支
払
諸
慣
習
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、

瀞
の
う
ち
の
取
引
貨
幣
に
関
す
る
部
分
を
動
か
す
の
か
、
或
は
資
産
貨
幣
に
関
す
る
部
分
を
動
か
す
の
か
は
明
か
で
な
い
。
況
ん
や
資
産
貨

幣
が
貨
幣
の
価
値
貯
藏
機
能
に
基
き
、
従
っ
て
将
来
予
想
と
本
質
的
結
び
つ
き
を
も
っ
こ
と
は
看
過
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
主
観
的
要
因
が

取
引
貨
幣
と
資
産
賃
幣
の
配
分
を
如
何
に
動
か
し
、
全
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
に
如
何
に
影
響
す
る
か
は
問
題
と
も
さ
れ
な
い
。

　
　
〔
I
I
I
〕
　
「
貨
幣
改
革
論
」
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
の
貨
幣
需
要
分
析

　
「
貨
幣
改
革
論
」
（
》
↓
昼
2
0
ロ
罎
8
①
蜜
藁
園
Φ
｛
o
同
β
H
㊤
卜
。
も
。
）
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
の
見
解
は
ピ
グ
ー
の
そ
れ
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
即

ち
公
衆
の
保
有
す
る
現
金
残
高
の
量
（
購
買
力
量
と
し
て
の
）
は
そ
の
富
と
貨
幣
使
用
慣
習
と
に
依
存
し
、
こ
の
慣
習
は
貨
幣
保
有
に
よ
”
。
鞍
置
消
費

2934



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
貨
幣
使
用
の
慣
習
の
変
化
は
経
済
的
・

乃
至
投
資
へ
の
貨
幣
投
下
に
よ
る
諸
利
益
と
の
限
界
的
比
軟
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
的
組
織
の
変
化
の
反
映
と
さ
れ
て
い
る

騨
鶴
瓢
働
事
蝦
翼
譜
窃
駿
青
鷺
鍛
監
総
V
、
、
で
も
ま
萎
産
穰
．
の
地
位
は
依
然
と
し
て
不
明
瞭
で
あ
・
。
贋

幣
保
有
が
一
部
分
社
会
の
富
に
依
存
す
る
と
な
す
の
は
富
保
有
形
態
と
し
て
の
資
産
貨
幣
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
。
貨
幣
保
有
の
利
益
は
便

宜
の
み
を
考
え
て
い
る
も
の
の
如
く
、
株
に
現
金
残
高
の
購
買
力
を
標
準
的
消
費
財
そ
の
他
支
出
対
象
の
特
定
量
の
集
合
、
即
ち
消
費
単
位

（
O
O
旨
ω
自
【
口
O
け
一
〇
】
P
　
ロ
コ
凶
け
）
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
、
そ
の
と
ら
え
る
貨
幣
が
取
引
貨
幣
の
み
と
の
印
象
を
強
く
す
る
。
ま
セ
貨
幣
保
有
と

の
選
択
的
用
途
も
消
費
乃
至
投
資
と
な
す
の
み
で
、
投
資
の
内
容
が
実
物
投
資
な
り
や
、
証
券
投
資
な
り
や
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し

他
方
に
お
い
て
、
貨
幣
数
量
の
変
化
が
神
従
っ
て
園
の
相
殺
的
乃
至
加
重
的
変
化
を
生
す
る
と
な
し
、
殊
に
後
者
の
場
合
、
貨
幣
数
量
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

化
の
予
想
が
人
々
を
し
て
防
禦
的
に
乃
至
投
機
的
に
貨
幣
使
用
慣
習
を
変
化
せ
し
め
る
と
し
て
、
主
観
的
要
因
の
作
用
を
強
調
し
て
い
る
。

　
　
〔
W
〕
「
貨
幣
論
」
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
の
貨
幣
幣
要
分
析

　
以
上
に
見
ら
れ
る
如
く
合
銀
型
数
量
説
に
お
い
て
は
資
産
貨
幣
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
が
、
そ
の
分
析
は
充
分
に
は
進
め
ら
れ
て
い
な
い
・
Q

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
実
物
残
高
数
量
説
と
い
う
別
名
が
示
す
如
く
、
現
金
残
高
の
把
握
が
実
物
残
高
乃
至
消
費
単
位
と
し
て
、
購
買
手
段
た

る
貨
幣
に
よ
り
購
入
さ
れ
る
実
物
の
量
と
し
て
の
面
を
強
く
出
し
て
い
る
こ
と
の
当
然
の
結
果
と
も
云
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
価
値
貯

藏
機
能
従
っ
て
資
産
貨
幣
は
そ
の
存
在
の
影
を
薄
め
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
「
貨
幣
論
」
（
〉
早
。
銭
器
8
言
8
Φ
さ
δ
も
。
O
）
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
に
至
っ
て
貨
幣
需
要
分
析
は
著
し
き
展
開
を
示
し
て
い
る
。

　
ケ
イ
ン
ズ
は
「
貨
幣
論
」
に
お
い
て
、
貨
幣
保
有
者
の
立
場
よ
り
賃
幣
を
所
得
預
金
（
冒
8
日
Φ
ム
8
0
ω
騨
ω
）
営
業
預
金
（
切
ロ
巴
ロ
Φ
ω
の
・
島
8
。
・

の
冨
）
及
び
貯
蓄
預
金
（
Q
り
聴
く
営
ひ
Q
ω
ム
8
8
器
）
σ
三
種
に
区
別
し
て
い
る
。
（
融
剛
菅
掻
疑
客
思
縫
厳
秘
騰
と
）
所
得
預
金
は
所
得
の
受
領
と
支
出
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
間
、
保
有
せ
ら
れ
る
預
金
で
あ
り
、
営
業
預
金
は
企
業
が
そ
の
営
業
的
支
出
に
応
ず
る
だ
め
保
有
す
る
預
金
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
両
者

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
得
流
通
速
度
の
分
析

は
家
計
及
び
直
門
が
日
常
の
支
払
を
す
る
だ
め
の
貨
幣
保
有
で
あ
り
、
そ
れ
は
我
々
の
取
引
貨
幣
に
大
体
照
応
す
る
。
貯
蓄
預
金
は
支
払
を

す
る
だ
め
に
で
は
な
く
、
貯
蓄
を
利
用
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
資
産
保
有
の
一
形
態
と
し
て
保
有
さ
れ
る
預
金
で
あ
っ

て
、
我
々
の
資
産
賃
幣
に
ほ
ゴ
相
当
す
る
Q
こ
、
に
お
い
て
マ
ー
シ
ァ
ル
に
お
い
て
は
財
産
の
一
定
割
合
と
し
て
、
ピ
グ
ー
で
は
安
全
の
動

機
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
ケ
イ
ン
ズ
の
前
著
で
は
富
に
依
存
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
存
在
が
予
想
さ
れ
な
が
ら
明
確
な
形
態
を
と
り

得
な
か
つ
だ
資
産
貨
幣
が
確
認
さ
れ
だ
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
三
種
の
貨
幣
は
産
業
的
流
通
と
金
融
的
流
通
に
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
流
通
速
度
（
真
の
流
通
速
度
）
を
も
っ
て
流
通
す

る
。
こ
の
揚
合
所
得
預
金
と
営
業
預
金
の
そ
れ
を
秤
量
平
均
す
る
こ
と
・
に
よ
っ
て
現
金
預
金
の
流
通
速
度
が
得
ら
れ
、
ま
π
全
預
金
に
つ
い

て
の
秤
量
平
均
速
度
を
そ
の
能
率
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
い
ま
ミ
ビ
承
讐
承
及
び
ミ
で
所
得
預
金
、
営
業
預
金
、
貯
蓄
預
金
及
び
全
預

金
を
示
し
、
鼠
”
尽
り
き
の
流
通
速
度
を
メ
リ
詳
及
び
零
と
す
る
。
ま
だ
尽
と
承
の
平
均
秤
量
速
度
を
網
　
ミ
の
そ
れ
即
ち
能

率
を
肉
　
現
金
取
引
ま
た
は
貨
幣
回
転
の
全
量
を
切
と
す
る
な
ら
ば
次
の
関
係
が
得
ら
れ
る
。

　
　
切
日
量
メ
＋
尽
5
1
ー
ヌ
尽
＋
ミ
酬
）
1
1
良
尽
＋
尽
＋
藁
）
一
1
畏

　
こ
の
関
係
よ
り
明
か
な
る
如
く
、
園
及
び
肉
の
変
化
に
は
二
つ
の
揚
合
が
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
真
の
速
度
た
る
メ
矯
5
の

変
化
に
よ
る
秤
皐
禮
麦
蒔
の
変
化
と
、
各
種
預
金
が
全
預
金
に
占
め
る
相
対
豊
羅
即
ち
、
識
」
奉
哀
び
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

に
お
け
る
変
化
に
よ
る
そ
れ
と
で
あ
る
Q

　
ケ
イ
ン
ズ
は
以
上
の
如
く
真
の
速
度
と
秤
量
平
均
速
度
を
区
別
し
だ
上
で
、
真
の
速
度
の
規
定
要
因
の
分
析
に
向
う
。
真
の
速
度
と
は
特

定
の
型
の
取
引
の
量
が
そ
れ
に
用
い
ら
れ
る
貨
幣
数
量
に
対
す
る
比
率
を
云
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
貨
幣
保
有
に
よ
る
便
宜
と
そ
れ
に
必

然
的
に
伴
わ
れ
る
犠
牲
と
の
差
引
残
高
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
而
し
て
便
宜
の
考
慮
は
徐
う
に
変
ず
る
社
会
上
及
び
営
業
上
の
慣
習
に
よ
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り
主
と
し
て
支
配
さ
れ
る
Q
ま
だ
犠
牲
の
度
合
は
（
1
）
経
営
資
本
に
対
す
る
需
要
及
び
割
引
歩
合
の
変
化
、
　
（
2
）
諸
価
格
の
将
来
の
成

行
に
関
す
る
予
想
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
。
即
ち
（
1
）
の
項
目
の
も
と
に
お
け
る
犠
牲
は
本
来
資
力
を
貨
幣
以
外
の
他
の
形
態
に
置
く
こ

と
に
よ
り
得
ら
る
べ
き
利
益
と
相
対
的
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
他
の
機
会
よ
り
の
競
争
の
度
合
に
依
存
す
る
。
故
に
取
引
不
活
濃
に
し
て

投
資
が
誘
引
力
を
も
だ
す
、
従
っ
て
利
子
率
の
低
い
と
き
に
は
、
貨
幣
保
有
に
伴
う
費
用
は
こ
の
低
下
せ
る
利
子
の
犠
牲
の
み
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
取
引
が
活
溌
に
し
て
膨
脹
し
つ
、
あ
り
、
資
力
が
活
動
的
経
営
資
本
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
大
で
あ
り
、
利
子
率
の
高
い
揚

合
に
は
、
出
来
得
る
限
り
低
い
水
準
ま
で
貨
幣
保
有
を
制
限
す
べ
き
強
い
動
機
が
存
す
る
こ
と
、
な
る
。
次
に
価
格
水
準
騰
貴
の
可
能
性
が

保
有
貨
幣
の
実
質
価
値
の
低
下
を
来
π
す
こ
と
に
よ
り
、
上
記
の
（
2
）
の
項
目
に
関
聯
せ
る
犠
牲
を
伴
う
こ
と
は
イ
ン
フ
レ
時
の
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
貨
幣
よ
り
の
逃
避
の
経
験
が
明
か
に
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
Q

　
以
上
の
如
く
ケ
イ
ン
ズ
は
真
の
流
通
速
度
が
貨
幣
保
有
に
伴
う
便
宜
と
犠
牲
と
の
比
軟
に
よ
り
定
ま
る
と
し
て
、
一
般
論
と
し
て
は
且
つ

根
本
的
に
は
主
体
的
把
握
の
立
腰
を
明
か
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
所
得
預
金
の
流
通
速
度
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
賃
銀
及
び
給
料
の
支
払
の

時
間
的
間
隔
に
関
す
る
社
会
の
慣
習
、
及
び
彼
ら
が
そ
の
所
得
を
所
得
日
の
問
に
お
い
て
規
則
的
に
支
払
う
か
否
か
、
ま
た
所
得
の
う
ち
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

何
な
る
割
合
を
一
所
無
冠
よ
り
次
へ
繰
越
す
か
に
つ
い
て
の
慣
習
の
函
数
で
あ
る
と
し
て
、
客
観
的
要
因
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
だ
営
業
預

金
の
流
通
速
度
は
極
め
て
可
変
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
蓋
し
営
業
預
金
は
産
業
的
流
通
に
あ
る
部
分
と
金
融
的
流
通
に
あ
る
部
分
と

よ
り
成
る
が
、
前
者
の
流
通
速
度
は
所
得
預
金
の
如
く
支
払
日
の
規
則
性
に
よ
っ
て
安
定
性
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
後
者
の
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

株
式
取
引
所
の
清
算
等
に
よ
り
極
め
て
大
で
あ
り
、
而
も
こ
の
両
部
幽
間
の
配
分
は
変
化
し
易
い
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
ケ
イ
ン
ズ
は
所
得
流
通
速
度
な
る
概
念
は
国
民
所
得
と
所
得
預
金
と
の
関
係
に
限
定
さ
る
べ
し
と
な
し
て
い
る
。
即
ち
我
々
が
貨
幣

の
平
均
在
高
と
国
民
所
得
と
の
関
係
に
関
心
を
も
つ
な
ら
ば
、
貨
幣
在
高
は
営
業
預
金
を
含
む
貨
幣
の
全
在
高
で
は
な
く
、
所
得
享
受
者
と

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
得
流
通
速
度
の
分
析

し
て
の
社
会
成
員
の
保
有
す
る
平
均
在
高
即
ち
所
得
預
金
を
意
増
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
得
受
領
者
の
年
々
の
全
受
取
高
と
凡
て
の
目

的
の
だ
め
に
保
有
さ
れ
る
貨
幣
の
平
均
在
高
と
の
関
係
は
何
ら
特
別
の
意
義
を
も
だ
な
い
混
成
の
概
念
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
噛
ま
だ
他
の

箇
所
で
所
得
預
金
の
所
得
取
引
量
に
対
す
る
割
合
は
極
め
て
安
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
営
業
取
引
量
に
対
す
る
営
業
預
金
の
聖
母
は
そ

れ
と
は
異
っ
た
ま
た
遙
か
に
多
く
の
変
化
を
す
る
か
ら
、
所
得
預
金
と
営
業
預
金
の
和
を
以
て
、
国
民
所
得
に
対
し
て
何
ら
か
の
安
定
的
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

至
正
常
的
関
係
を
保
つ
も
の
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
誤
謬
に
導
く
と
な
し
て
い
る
。
ケ
イ
ン
ズ
が
か
、
る
見
解
を
と
る
の
は
恐
ら
く
、
そ

の
営
業
預
金
が
産
業
的
流
通
に
属
す
る
営
業
預
金
玉
と
金
融
的
流
通
に
含
ま
れ
る
営
業
預
金
切
と
を
含
む
こ
と
に
基
く
Q
即
ち
営
業
預
金

』
は
生
産
的
機
能
の
分
割
よ
り
生
ず
る
取
引
に
関
し
、
経
常
的
産
出
物
の
貨
幣
価
値
の
か
な
h
・
の
不
動
的
函
数
と
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

営
業
預
金
切
は
資
本
財
ま
た
は
商
品
の
投
機
的
取
引
、
金
融
的
取
引
に
関
し
、
か
、
る
取
引
は
経
常
的
産
出
物
の
量
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

投
機
的
気
分
の
状
態
と
い
う
如
き
諸
因
子
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
従
っ
て
そ
の
流
通
速
度
は
極
め
て
可
変
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
故

に
か
、
る
経
常
的
産
出
高
に
直
接
的
関
係
を
も
風
な
い
不
安
定
的
な
る
営
業
預
金
b
ご
を
除
き
、
営
業
預
金
』
と
所
得
預
金
の
総
計
－
我
々
の

取
引
貨
幣
！
が
企
業
相
互
間
並
び
に
企
業
と
家
計
の
間
を
流
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
常
的
産
出
物
従
っ
て
国
民
所
得
の
生
産
分
配
消
費
を

支
え
る
と
見
る
こ
と
に
何
の
支
障
も
な
い
は
つ
で
あ
る
。
事
実
ケ
イ
ン
ズ
は
「
一
般
理
論
」
に
お
い
て
は
取
引
貨
幣
と
所
得
水
準
と
の
比
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

を
所
得
流
通
速
度
と
な
し
、
そ
れ
は
短
期
的
に
は
安
定
的
と
見
て
い
る
。

　
全
貨
幣
を
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
に
区
分
す
る
我
々
の
観
点
よ
り
所
得
流
通
速
度
決
定
の
主
観
的
要
因
の
作
用
要
式
と
し
て
最
も
興
味
あ

る
の
は
、
現
金
預
金
（
所
得
預
金
と
営
業
預
金
A
）
と
貯
蓄
預
金
（
離
牒
年
齢
解
齢
黙
劇
蘇
喩
）
と
の
配
分
で
あ
る
。
而
し
て
営
業
預
金
切
は
そ
の
高
度
の
速
度

の
故
に
絶
対
量
の
変
化
は
比
較
的
小
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
問
題
は
産
業
的
流
通
と
金
融
的
流
通
と
の
問
の
貨
幣
配
分
に
帰
着
す
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貯
蓄
預
金
の
な
か
に
は
永
久
的
に
有
価

　
貯
蓄
預
金
に
対
す
る
需
要
は
貯
蓄
者
の
貯
蓄
預
金
と
有
価
証
券
と
の
間
の
選
択
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
券
よ
り
は
む
し
ろ
貯
蓄
預
金
を
保
有
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灘
欝
欝
歎
難
驚
薇
鮪
欝
錨
鯵
囎
麗
麗
が
講
綿
難
論
講
論
雛
糀
雨
霧
難
曲
蓄
）
い
ま
あ
・
人
が
彼
の
富
を
墜
則
よ
り

も
よ
り
多
く
貯
蓄
預
金
の
形
態
で
保
有
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
有
価
証
券
が
現
在
の
価
格
水
準
に
あ
る
限
り
む
し
ろ
貯
蓄
預
金

の
方
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
す
、
そ
の
決
意
は
従
っ
て
絶
対
的
の
も
の
で
は
な
く
、
貯
蓄
預
金
と
有
価
証
券
と
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
得
ら
る
べ
き
将
来
の
写
字
に
関
す
る
彼
の
期
待
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
即
ち
そ
れ
は
貯
蓄
預
金
よ
り
得
ら
れ
る
利
子
率
と
有
価
証
券

の
価
格
水
準
と
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
。
故
に
有
価
証
券
価
絡
が
充
分
に
下
落
す
富
な
ら
ば
、
彼
は
貯
蓄
預
金
よ
り
も
有
価
証
券
の
方
を
選
ぶ

よ
う
に
な
る
Q
と
こ
ろ
で
将
来
の
予
想
に
関
し
て
市
場
に
は
弱
気
と
強
気
と
が
あ
る
Q
弱
気
に
は
将
来
の
価
格
下
落
を
見
越
し
て
有
価
証
券

の
室
売
り
を
す
る
人
々
と
、
当
分
の
問
、
有
価
証
券
よ
り
も
貯
蓄
預
金
の
方
を
選
ぶ
人
々
と
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
強
気
は
将
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

価
格
騰
貴
を
見
越
し
て
貯
蓄
預
金
よ
り
も
有
価
証
券
の
方
を
選
ぶ
の
み
で
は
な
く
、
現
金
を
借
入
れ
て
も
有
価
証
券
を
買
入
れ
よ
う
と
す
る
。

か
く
し
て
貯
蓄
預
金
に
対
す
る
需
要
は
有
価
証
券
価
格
と
の
関
聯
に
お
け
る
弱
気
の
手
配
の
如
何
に
よ
り
増
減
す
る
こ
と
、
な
る
。
而
し
て

そ
の
増
減
の
態
様
に
は
次
の
四
つ
の
型
が
区
別
さ
れ
る
。

　
（
1
）
　
公
衆
の
意
見
の
一
致
を
伴
う
強
気
の
市
揚
。
こ
、
で
は
有
価
証
券
価
格
は
不
充
分
に
し
か
騰
貴
し
て
居
ら
す
、
従
っ
て
そ
の
一
層

の
騰
貴
が
公
衆
に
よ
っ
て
ひ
と
し
く
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
貯
蓄
預
金
に
対
す
る
需
要
は
減
少
し
、
弱
気
筋
は
そ
の
手
配
を
閉
止
し
つ
、
あ
る
。

　
（
2
）
　
公
衆
の
意
見
の
分
裂
を
伴
う
強
気
の
市
場
Q
こ
、
で
は
有
価
証
券
価
格
が
過
度
に
騰
貴
し
、
従
っ
て
公
衆
の
な
か
に
は
そ
の
反
落

を
予
想
す
る
も
の
が
現
わ
れ
出
す
か
ら
、
貯
蓄
預
金
需
要
は
上
昇
し
、
弱
気
筋
は
そ
の
手
配
を
増
大
し
つ
、
あ
る
。

　
（
3
）
　
公
衆
の
意
見
の
分
裂
を
伴
う
弱
気
の
市
場
。
こ
、
で
は
有
価
証
券
価
格
が
過
度
に
下
落
し
、
従
っ
て
公
衆
の
な
か
に
は
そ
の
反
騰

を
予
想
す
る
も
の
が
現
わ
れ
出
す
か
ら
、
貯
蓄
預
金
需
要
は
低
下
し
、
弱
気
筋
は
そ
の
手
配
を
閉
止
し
つ
、
あ
る
。

　
（
4
）
　
公
衆
の
意
見
の
一
致
を
伴
う
弱
気
の
市
場
。
こ
～
で
は
有
価
証
券
価
格
が
不
充
分
に
し
か
下
落
せ
す
、
従
っ
て
そ
の
一
層
の
下
落

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
得
…
流
通
速
度
の
分
析

が
公
衆
に
よ
っ
て
ひ
と
し
く
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
貯
蓄
預
金
需
要
は
上
昇
し
、
弱
気
筋
は
そ
の
手
配
を
増
大
し
つ
、
あ
る
。

　
以
上
の
如
き
貯
蓄
預
金
に
対
か
る
需
要
の
増
減
が
銀
行
制
度
に
よ
る
そ
の
供
給
の
増
減
に
よ
っ
て
補
整
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
　
（
1
）
及
び

（
3
）
の
型
に
お
い
て
は
貨
幣
は
金
融
的
流
通
よ
り
産
業
的
流
通
へ
、
　
（
2
）
及
び
．
（
4
）
の
型
で
は
そ
の
逆
の
方
向
へ
動
く
傾
向
を
示
す
。

而
も
他
方
、
有
価
証
券
価
格
の
騰
落
は
原
則
と
し
て
同
一
方
向
へ
の
新
投
資
財
価
格
の
動
き
を
刺
戟
す
る
。
従
っ
て
、
　
（
1
）
の
型
に
お
い

て
は
投
資
の
誘
因
性
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
金
融
的
流
通
よ
り
産
業
的
流
通
へ
の
貨
幣
の
移
転
は
一
層
促
進
さ
れ
、
　
（
4
）
の
型
に

お
い
て
は
そ
の
逆
の
方
向
へ
の
動
き
が
更
に
強
化
さ
れ
る
。
し
か
し
（
2
）
の
型
に
お
い
て
は
、
貯
菩
預
金
需
要
の
増
大
、
従
っ
て
貨
幣
の

産
業
的
流
通
よ
り
金
融
的
流
通
へ
の
移
転
の
傾
向
は
、
投
資
誘
因
性
の
増
大
従
っ
て
産
業
的
流
通
に
お
け
る
貨
幣
需
要
の
増
加
に
よ
り
妨
げ

ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
だ
（
3
）
の
型
に
お
い
て
は
こ
れ
と
は
逆
の
方
向
に
働
く
相
反
す
る
ふ
だ
つ
の
傾
向
の
対
立
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

な
る
。
か
く
し
て
資
産
貨
幣
が
全
貨
幣
に
占
め
る
割
合
は
（
1
）
の
型
で
は
減
少
、
（
4
）
の
型
で
は
増
大
と
決
定
的
で
あ
る
が
、
（
2
）

及
び
（
3
）
の
型
で
は
相
反
す
る
ふ
た
つ
の
傾
向
の
強
弱
に
も
増
減
い
つ
れ
か
に
定
ま
船
．

　
以
上
の
如
く
し
て
ケ
イ
ン
ズ
は
ま
つ
所
得
預
金
、
営
業
預
金
及
び
貯
蓄
預
金
の
三
者
を
区
別
し
、
マ
ー
シ
ァ
ル
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
が

ら
も
そ
の
後
必
す
し
も
意
識
的
な
と
り
扱
い
を
受
け
な
か
つ
だ
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
の
区
別
を
明
確
に
し
、
次
い
で
真
の
流
通
速
度
は
貨

幣
保
有
に
伴
う
利
益
と
不
利
益
と
の
限
界
的
比
較
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
と
し
て
、
劔
橋
学
派
伝
統
の
主
体
的
把
握
の
立
場
を
守
っ
て
い
る
。

而
し
て
所
得
預
金
の
流
通
速
度
は
所
得
の
受
領
及
び
支
出
に
関
す
る
慣
習
に
規
定
さ
れ
、
極
め
て
安
定
的
と
さ
れ
る
。
営
業
預
金
』
は
前
者

程
安
定
的
で
は
な
い
が
、
な
お
且
つ
経
常
的
産
出
物
の
貨
幣
価
値
の
か
な
り
不
動
的
函
数
と
見
ら
れ
る
。
か
く
て
所
得
預
金
と
営
業
預
金
ト

よ
り
成
る
産
業
的
流
通
の
量
は
大
体
に
お
い
て
貨
幣
所
得
の
総
計
、
即
ち
経
常
的
産
出
物
の
量
及
び
そ
の
生
産
費
と
と
も
に
変
ず
る
で
あ
ろ

う
と
さ
れ
翰
脳
こ
の
こ
と
は
取
引
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
が
大
体
に
お
い
て
安
定
的
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
得
る
。
こ
れ
に
対
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し
て
、
資
産
貨
幣
需
要
は
有
価
証
券
と
の
選
択
の
も
と
に
定
ま
り
、
有
価
証
券
価
格
の
函
数
i
の
ン
セ
ン
の
い
わ
ゆ
る
弱
気
函
数
（
冨
碧
♂
7

　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

器
ω
の
皆
目
a
o
ロ
）
と
見
ら
れ
、
そ
の
分
析
は
「
貨
幣
論
」
に
お
け
る
貨
幣
需
要
分
析
の
特
色
を
な
し
て
い
る
。
而
し
て
投
機
市
民
の
型
の
如

何
に
よ
り
、
全
貨
幣
に
占
め
る
資
産
貨
幣
の
割
合
は
変
動
し
、
従
っ
て
取
引
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
が
大
体
安
定
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
全

貨
幣
の
そ
れ
は
こ
の
割
合
の
変
化
に
よ
り
動
か
さ
れ
る
こ
と
、
な
る
。
総
じ
て
貨
幣
需
要
従
っ
て
所
得
流
通
速
度
の
分
析
は
極
め
て
精
緻
に

な
つ
だ
も
の
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。
然
る
に
コ
般
理
論
し
に
お
い
て
貨
幣
需
要
の
分
析
は
流
動
性
選
好
分
析
と
し
て
一
段
と
進
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
所
得
水
準
決
完
理
論
の
有
機
的
一
環
と
し
て
よ
り
広
い
視
野
の
も
と
に
と
り
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　
　
〔
V
〕
　
流
動
性
選
好
の
分
析

　
ケ
イ
ン
ズ
は
「
一
般
理
論
」
に
お
い
て
貨
幣
保
有
の
動
機
を
取
引
動
機
（
目
『
⇔
コ
の
薗
O
け
一
〇
】
P
ω
・
旨
P
O
け
一
く
Φ
）
予
備
的
動
機
（
℃
お
8
暮
ざ
葛
蔓
白
。
訟
く
。
）

及
び
投
機
的
動
機
（
Q
D
b
Φ
O
巳
9
叶
一
く
O
－
h
口
O
酔
一
く
Φ
）
に
区
分
し
て
い
る
。
第
一
の
も
の
は
個
人
的
及
び
営
業
上
の
交
換
の
日
常
取
引
の
だ
め
の
現
金

の
必
要
で
あ
り
、
第
二
は
将
来
の
現
金
に
関
す
る
安
全
の
だ
め
の
需
要
で
あ
り
、
第
三
の
も
の
は
将
来
が
も
π
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
市
場
よ

り
も
よ
り
ょ
く
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
目
的
よ
り
生
す
る
貨
幣
需
要
で
あ
る
。
而
し
て
第
一
及
び
第
二
の
動
機
に
基

く
貨
幣
需
要
は
所
得
水
準
図
の
増
加
函
数
卜
μ
第
三
の
動
機
に
基
く
そ
れ
は
利
子
率
の
減
少
函
数
卜
N
と
さ
れ
、
ミ
ゼ
尽
＋
鳶
1
1
ト
一
（
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

＋
鳶
（
、
）
な
る
関
係
が
成
立
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
以
下
に
お
い
て
は
、
ハ
ン
セ
ン
に
従
っ
て
第
一
の
流
動
性
選
好
函
数

ト
一
は
取
引
動
機
に
よ
る
貨
幣
需
要
の
み
を
含
み
、
予
備
的
．
動
機
及
び
・
投
機
的
動
機
に
基
く
そ
れ
は
第
二
の
流
動
性
選
好
函
数
卜
N
に
含
ま
れ

　
　
　
　
　
（
2
3
）

る
も
の
と
す
る
。
従
っ
て
♪
は
取
引
貨
幣
需
要
、
赴
は
資
産
貨
幣
需
要
を
表
現
す
る
こ
と
、
な
る
。
も
と
よ
り
こ
の
両
者
は
統
計
的
に
は

区
別
し
難
く
、
正
し
く
は
流
動
性
選
好
函
数
は
h
（
N
、
）
と
し
て
表
現
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
、
で
は
ト
の
構
成
部
分
を
示
す
と
い
う
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

昧
で
か
く
分
離
し
て
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
得
流
通
速
度
の
分
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ま
つ
取
引
貨
幣
需
要
函
数
卜
”
は
種
々
の
所
得
水
準
に
お
け
る
取
引
貨
幣
に
対
す
る
需
要
を
示
し
、
前
者
の
増
大
は
後
者
の
増
大
を
伴
う
。

ケ
・
ン
ズ
は
取
引
幕
鼠
と
所
得
水
驚
と
の
比
率
’
寄
得
流
通
速
鷺
と
な
し
、
卜
（
婿
承
ま
な
・
関
係
を
示
す
。
而
し

て
園
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
と
見
る
べ
ぎ
理
由
は
な
く
、
そ
れ
は
銀
行
組
織
産
業
組
織
の
性
格
、
社
会
的
慣
習
、
所
得
の
分
配
、
貨
幣
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

有
の
費
用
等
に
依
存
す
る
。
し
か
し
短
期
の
考
察
に
お
い
て
は
図
は
殆
ど
コ
ン
ス
タ
ン
ト
と
し
て
扱
い
得
る
と
述
べ
て
い
る
。
か
く
て
取
引

貨
幣
需
要
は
縦
軸
に
所
得
水
準
、
横
軸
に
貨
幣
量
を
と
る
座
標
に
お
い
て
右
上
り
の
直
線
を
以
て
示
さ
れ
る
こ
と
～
な
る
。

　
次
に
資
産
貨
幣
需
要
酌
数
h
楠
は
利
子
率
の
各
水
準
に
お
け
る
資
産
貨
幣
の
需
要
を
示
す
。
こ
、
に
利
子
率
は
確
定
利
付
債
券
の
利
廻
り

と
し
て
債
券
価
格
と
逆
行
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
而
し
て
縦
軸
に
利
子
率
、
横
軸
に
貨
幣
量
を
と
る
座
標
に
お
い
て
、
資
産
貨
幣
需

要
は
右
下
り
の
曲
線
を
以
て
表
わ
さ
れ
る
。
利
子
率
の
安
全
な
る
水
準
に
つ
い
て
の
予
想
の
与
え
ら
れ
た
状
態
に
お
い
て
、
利
子
率
の
低
下

が
資
産
貨
幣
需
要
の
増
加
と
結
び
つ
く
こ
と
に
つ
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
は
ふ
π
っ
の
理
由
を
挙
げ
る
。
　
（
1
）
利
子
率
の
安
全
な
る
水
準
に
つ

い
て
の
一
般
的
見
解
を
不
変
と
す
れ
ば
、
利
子
率
の
あ
ら
ゆ
る
低
下
は
安
全
水
準
に
比
し
て
市
場
利
率
を
引
下
げ
る
こ
と
、
な
る
か
ら
、
利

子
率
の
は
ね
上
り
従
っ
て
債
券
価
格
の
低
落
の
危
険
を
増
大
せ
し
め
る
。
そ
れ
故
債
券
保
有
よ
り
は
資
産
貨
幣
保
有
が
選
択
さ
れ
る
。
（
2
）

各
利
子
率
は
そ
の
騰
貴
、
即
ち
債
券
価
格
の
低
落
に
基
く
損
失
を
補
償
す
る
働
き
を
も
つ
が
、
利
子
率
の
低
下
は
か
、
る
補
償
の
範
囲
を
益

京
な
ら
し
め
・
賀
利
子
率
低
下
に
つ
れ
窪
豊
麗
有
が
益
蓮
ば
れ
・
・
と
参
篭
（
利
子
率
の
安
全
水
準
に
関
す
る
予
想
の
変
化
は
赴
函
数
自
体
の
移
動
を
も
た
ら
す
。
）
・
・

で
ケ
イ
ン
ズ
は
ト
ト
・
と
し
て
は
専
ぢ
投
機
的
動
機
の
み
を
含
ま
し
め
て
い
る
か
ら
、
予
備
的
動
機
を
も
含
ま
し
め
て
、
よ
り
一
般
的
に
資
産

．
貨
幣
需
要
と
利
子
率
と
の
関
係
を
見
れ
ば
、
利
子
率
は
証
券
保
有
の
利
益
と
資
産
貨
幣
保
有
の
利
益
と
を
均
衡
化
せ
し
め
る
要
因
と
な
す
こ

と
を
得
る
。
こ
、
に
資
産
貨
幣
保
有
に
伴
う
利
益
は
い
わ
ゆ
る
弱
気
の
手
配
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
べ
き
見
込
利
潤
及
び
避
け
得
べ
き
見
込
損

失
、
並
び
に
不
時
の
必
要
に
備
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
る
べ
き
便
益
で
あ
る
。
こ
の
さ
い
証
券
保
有
に
よ
る
利
子
牧
入
は
云
わ
ば
貨
幣
保
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有
の
た
め
の
機
会
費
用
（
O
聴
込
ワ
◎
N
ε
ロ
一
け
団
　
O
O
の
け
）
と
も
見
お
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
利
子
率
の
低
下
は
貨
幣
保
有
の
た
め
の
費
用
の
低
下
を

’
意
味
し
西
貨
幣
保
有
を
よ
り
有
利
な
ら
し
め
る
。
利
子
率
の
上
昇
は
逆
の
結
果
を
引
き
起
す
。
か
く
て
利
子
率
と
資
産
貨
幣
需
要
と
は
逆
行

・
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
利
子
率
の
低
水
準
に
お
い
て
は
h
N
は
高
度
に
弾
力
的
と
な
る
。
即
ち
利
子
率
の
極
め
て
小
な
る
低
下
に
よ
っ
て
も
資
産
貨
幣
需
要

は
著
し
く
増
大
す
る
。
換
言
す
れ
ば
右
下
り
の
資
産
貨
幣
需
要
曲
線
は
右
端
に
お
い
て
は
殆
ど
横
軸
に
平
行
す
る
。
蓋
し
さ
き
に
資
産
貨
幣

需
要
曲
線
が
右
下
り
な
る
こ
と
に
つ
い
て
ケ
イ
ン
ズ
の
挙
げ
だ
ふ
だ
っ
の
理
由
は
、
利
子
率
の
低
下
に
つ
れ
て
益
ζ
強
く
作
用
す
る
か
ら
、

人
々
は
利
子
率
の
反
騰
従
っ
て
債
券
価
格
の
反
落
に
よ
る
損
失
を
回
避
せ
ん
と
し
で
、
更
に
進
ん
で
は
債
券
価
絡
の
充
分
な
る
低
落
を
待
っ

て
よ
り
有
利
な
る
条
件
の
も
と
に
こ
れ
に
買
向
う
こ
と
に
よ
っ
て
積
極
的
に
投
機
利
潤
を
獲
得
せ
ん
と
し
て
、
益
ζ
強
く
資
産
貨
幣
保
有
を

選
択
す
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
ケ
イ
ン
ズ
の
流
動
性
選
好
の
分
析
に
お
い
て
は
取
引
貨
幣
需
要
は
専
ら
所
得
水
準
の
函
数
と
さ
れ
、
そ
れ
は
利
子
率
に
つ
い
て
は

非
弾
力
的
な
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
（
こ
の
こ
と
は
独
り
ケ
イ
y
ズ
に
限
ら
ず
ふ
た
つ
の
型
の
数
量
説
に
つ
い
て
も
云
え
る
。
）
ハ
ン
セ
ン
は
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
事
実
で
は
な
く
、

か
に
つ
い
て
も
利
子
弾
力
的
な
る
領
域
が
存
す
る
と
な
し
て
い
る
。
い
ま
所
得
水
準
極
め
て
高
く
す
べ
て
の
貨
幣
供
給
量
が
取
引
貨
幣
と
し

て
需
要
し
っ
く
さ
れ
、
而
も
所
得
水
準
の
一
層
の
上
昇
に
も
か
、
わ
ら
す
、
貨
幣
供
給
量
は
増
加
せ
し
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
か
、
る
場
合

こ
の
制
限
さ
れ
た
貨
幣
供
給
量
の
よ
り
一
層
集
約
的
な
る
利
用
を
誘
う
だ
め
に
、
よ
り
高
い
利
子
率
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
取
引
貨

幣
の
流
通
速
度
は
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
従
来
比
軟
的
余
裕
の
あ
る
取
引
貨
幣
残
高
を
保
有
せ
る
企
業
は
、
高
利
子
率
の
誘
引

に
よ
り
そ
の
残
高
の
一
部
を
こ
れ
を
必
要
と
す
ろ
他
の
企
業
に
貸
付
け
、
自
己
の
取
引
は
従
来
よ
レ
も
少
な
い
残
高
の
集
約
的
利
用
に
よ
り

こ
れ
を
賄
う
こ
と
、
な
る
。
か
く
し
て
か
は
所
得
水
準
に
つ
い
て
の
み
な
ら
す
、
利
子
率
に
つ
い
て
も
弾
力
的
と
な
る
。
以
上
の
関
係
を

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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所
得
流
通
速
度
の
分
析
　
　
畠

ハ
ン
セ
ン
は
左
図
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
Q
　
卜
　
函
数
は
利
子
率
の
高
水
準
に
お
い
て
の
み
利
子
弾
力
的
で
あ
り
、
所
得
水
準
の
変
化
が

取
引
貨
幣
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
は
メ
頷
…
…
曲
線
の
右
へ
の
移
動
に
よ
つ
・
て
表
わ
さ
れ
る
。
い
ま
所
得
水
準
メ
に
お
い
て
貨
幣
存
在
量

が
取
引
貨
幣
と
し
て
』
切
資
産
貨
幣
と
し
て
S
に
配
分
ざ
れ
、
利
子
率
は
ぶ
と
す
る
。
所
得
水
準
が
頷
に
上
昇
す
る
と
と
も
に
、

資産貨幣領域取引貨幣領域
γ

晒＼＼＼

縛
＼：坊醐

＼

rYs

篤
　
％
7
2
7
1

c資』rDM2雌M、A

る
と
と
も
に
、
か
～
る
使
途
転
換
は
利
子
率
の
上
昇
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
而
し
て
こ
の
転
換
の
余
地
が
な
く
な
る
場
合
（

利
子
率
上
昇
の
刺
戟
に
よ
っ
て
取
引
貨
幣
自
体
の
流
通
速
度
が
高
ま
る
。
か
く
し
て
以
上
ふ
把
っ
の
場
合
を
通
じ
て
全
賃
幣
の
流
通
速
度
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

利
子
率
と
同
一
方
向
に
動
く
傾
向
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
だ
け
の
貨
幣
額
が
資
産
貨
幣
領
域
か
ら
取
引
貨
幣
領
域
へ
移
さ
れ
、
利
子
率
は
詩
に

上
昇
す
る
。
同
様
に
し
て
所
得
水
準
が
黎
ざ
へ
と
増
大
す
る
に
つ
れ
、
順
次
に
守
。
の

貨
幣
額
が
資
産
貨
幣
領
域
か
ら
取
引
賃
幣
領
域
へ
移
動
し
、
利
子
率
は
凝
｝
へ
と
上
昇

す
る
。
更
に
所
得
水
準
が
謂
に
上
昇
す
る
場
合
、
利
用
し
得
べ
き
資
産
貨
幣
残
高
は
零

で
あ
る
か
ら
、
よ
り
大
な
る
取
引
量
は
固
定
的
な
貨
幣
量
の
よ
り
一
層
集
約
的
な
る
利
用
、

即
ち
よ
り
高
き
流
通
速
度
に
お
け
る
利
用
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
こ

の
こ
と
は
高
利
子
率
の
提
供
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
。
か
く
て
利
子
率
は
h
　
函
数

が
利
子
弾
力
性
を
も
つ
領
域
ま
で
高
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
所
得
水
準
漏
に
お

い
て
利
子
率
は
謎
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
。
要
す
る
に
資
産
貨
幣
領
域
か
ら
取
引
貨
幣
領

域
へ
の
使
途
転
換
の
余
地
あ
る
限
り
（
鵬
羅
二
十
二
比
）
取
引
纂
の
流
通
蓬
は

殆
ど
一
定
に
と
ゴ
ま
る
。
勿
論
か
、
る
使
途
転
換
に
よ
り
全
貨
幣
の
流
通
速
度
は
上
昇
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
重
言
響
）
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以
上
に
お
い
て
は
取
引
貨
幣
需
要
及
び
資
産
貨
幣
需
要
を
示
す
ふ
た
つ
の
流
動
性
選
好
函
数
を
別
個
に
と
り
扱
っ
て
来
だ
が
、
両
者
は
単

に
統
計
的
に
分
離
し
得
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
取
引
貨
幣
需
要
が
所
得
水
準
に
つ
い
て
の
み
な
ら
す
、
利
子
率
に
つ
い
て
も
弾
力
的
と
す
る
な

ら
ば
、
以
上
の
ふ
π
つ
の
流
動
性
選
好
函
数
は
ト
（
N
、
）
に
融
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
《
融
合
さ
れ
π
函
数
は
縦
軸
に
利
子
率
、
横

　　　　YsY，　Y，　X3　Y4N　X’

γ

　
　
　
Q

軸
に
貨
幣
量
を
と
る
座
標
に
お
い
て
上
図
の
如
く
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
二
、
で
は
所
得
水
準

の
上
昇
は
取
引
貨
幣
需
要
を
増
加
せ
し
め
、
・
従
っ
て
全
賃
幣
に
対
す
る
需
要
曲
線
を
メ
器
解

…
…
と
上
方
に
移
動
せ
し
め
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
揚
合
、
貨
幣
供
給
量
が
固
定
さ
れ
る
な

ら
ば
、
利
子
率
上
昇
を
通
じ
て
、
始
め
は
資
産
貨
幣
よ
り
取
引
貨
幣
へ
の
転
換
に
よ
り
、
の
ち

に
は
取
引
貨
幣
自
体
の
集
約
的
利
用
に
よ
っ
て
、
全
貨
幣
の
流
通
速
度
は
高
め
ら
れ
る
。
も
と

よ
り
所
得
水
準
の
上
昇
が
見
込
利
潤
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
h
N
函
数
を
低
下
せ
し
め
る
揚
合

が
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
に
は
h
】
函
数
の
上
昇
は
相
殺
さ
れ
、
従
っ
て
ト
函
数
は
不
変
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

ゴ
ま
り
、
利
子
率
を
上
昇
せ
し
め
る
こ
と
な
く
し
て
全
貨
幣
の
流
通
速
度
は
高
め
ら
れ
る
。

　
な
お
上
図
に
お
い
て
、
各
所
得
水
準
に
対
応
す
る
全
貨
幣
需
要
曲
線
は
い
つ
れ
も
利
子
率
の

低
水
準
の
領
域
で
は
高
度
に
弾
力
的
と
し
て
示
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
さ
き
に
見
だ
る
如
き

資
産
貨
幣
需
要
の
高
度
弾
力
性
に
基
く
も
の
で
あ
る
Q
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以
上
に
お
い
て
マ
ー
シ
ァ
〃
以
後
ケ
イ
ン
ズ
の
流
動
性
選
好
分
析
に
至
る
ま
で
の
劔
橋
学
派
の
貨
幣
需
要
分
析
の
展
開
を
跡
づ
け
て
来
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
帰
結
は
次
の
諸
点
に
要
約
し
得
る
。
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所
得
洗
通
速
度
の
分
析

　
（
1
）
　
経
済
主
体
の
選
択
を
通
じ
て
貨
幣
需
要
従
っ
て
流
通
速
度
が
決
定
さ
れ
る
と
の
主
体
的
把
握
の
立
場
は
一
貫
し
て
守
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
貨
幣
需
要
の
内
容
乃
至
そ
の
と
り
上
げ
方
に
つ
い
て
は
著
し
い
発
展
が
見
ら
れ
る
。

　
（
2
）
　
マ
ー
シ
ァ
ル
は
そ
の
仮
設
例
に
お
い
て
年
所
得
及
び
財
産
の
そ
れ
ぞ
れ
一
定
割
合
（
瀞
図
＋
趣
、
毎
）
と
し
て
貨
幣
需
要
を
示
し
て
い

る
。
　
神
憎
は
取
引
貨
幣
需
要
と
し
て
、
マ
ー
シ
ァ
ル
以
後
ケ
イ
ン
ズ
の
流
動
性
選
好
函
数
の
第
一
部
分
♪
（
5
に
至
る
ま
で
大
体
に
お
い

て
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
神
、
轟
は
資
産
貨
幣
需
要
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ー
シ
ァ
ル
以
後
ケ
イ
ン
ズ
の
弱
気

函
数
と
し
て
再
生
す
る
ま
で
は
明
確
な
形
で
は
意
識
の
上
に
表
わ
さ
れ
な
か
っ
だ
。
即
ち
ビ
グ
ー
の
い
わ
ゆ
る
幻
①
の
。
9
8
の
は
年
実
物
所
得

と
マ
ー
シ
ァ
〃
の
財
産
と
を
包
括
的
に
含
む
も
の
と
も
解
釈
さ
れ
得
、
ま
だ
そ
の
便
宜
と
安
全
の
動
機
の
区
別
は
取
引
貨
幣
の
ほ
か
に
資
産

貨
幣
の
存
在
を
も
予
想
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
安
全
動
機
に
基
く
貨
幣
需
要
は
僅
か
に
貨
幣
価
値
の
将
来
に
依
存
す
る
と
さ
れ
る
の
み

で
、
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
の
区
別
が
明
瞭
に
意
識
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
　
「
貨
幣
改
革
論
」
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
マ
ー
シ
ツ
ル
の
瀞
、
ト
と
そ
の
再
生
陀
る
ケ
イ
ン
ズ
の
弱
気
函
数
と
の
相
違
点
は
、
前
者
が
実
物
資
産
及
び
有
価
証
券

を
含
む
財
産
の
総
価
値
の
一
定
割
合
と
し
て
資
産
貨
幣
需
要
を
と
ら
え
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
そ
れ
を
有
価
証
券
価
格
の
函
数
と
な
す
点

に
存
す
る
。
財
産
の
総
価
値
及
び
有
価
証
券
価
格
は
財
産
乃
至
有
価
証
券
よ
り
の
結
入
と
利
子
率
と
に
依
存
す
る
か
ら
、
　
マ
ー
シ
ァ
ル
の

詠、

m
及
び
ケ
イ
ン
ズ
の
弱
気
函
数
は
資
産
貨
幣
需
要
に
対
す
る
利
子
率
の
影
響
を
部
分
的
に
は
認
め
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
る

に
ケ
イ
ン
ズ
「
一
般
理
論
」
に
至
っ
て
資
産
貨
幣
需
要
は
流
動
性
選
好
函
数
の
第
二
部
分
野
（
、
）
と
し
て
、
専
ら
確
定
利
付
債
券
価
格
乃
至

そ
れ
に
逆
行
す
る
も
の
と
し
て
の
利
子
率
の
み
の
函
数
と
見
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
弱
気
函
数
と
こ
の
第
二
部
分
の
相
違
は
前
者
の
有
価

証
券
の
う
ち
に
は
確
定
利
付
債
券
の
ほ
か
に
株
式
を
含
む
に
対
し
て
、
後
者
は
こ
れ
を
欠
く
点
に
存
す
る
。
か
く
て
資
産
貨
幣
と
財
と
の
選

択
の
分
析
が
次
第
に
そ
の
焦
点
を
狭
め
、
そ
れ
だ
．
け
明
瞭
な
形
を
と
る
に
立
つ
だ
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
3
）
　
取
引
貨
幣
需
要
は
マ
ー
シ
ァ
ル
以
後
一
貫
し
て
所
得
水
準
の
相
当
安
定
的
な
函
数
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
取
引
貨
幣
の
流

通
速
度
が
大
体
に
お
い
て
安
定
的
と
見
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
こ
、
に
所
得
の
受
領
と
麦
出
に
関
す
る
諸
慣
習
、
産
業
組
織
、
所
得
分
配

等
々
の
客
観
的
要
因
の
作
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
か
、
る
客
観
的
要
因
が
経
済
主
体
の
選
択
を
離
れ
て
客
観
的
に
流
通
速
度
を
決

定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
取
引
貨
幣
保
有
の
便
益
に
影
響
し
、
主
体
の
選
択
を
通
じ
て
流
通
速
度
に
作
用
す
る
と
見
る
点
に
そ
の
特
色

が
存
す
る
。
こ
の
関
聯
に
お
い
て
ハ
ン
セ
ン
が
取
引
貨
幣
需
要
の
利
子
弾
力
性
を
認
め
だ
こ
と
は
充
分
に
注
目
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
4
）
　
か
く
し
て
細
身
学
派
の
貨
幣
需
要
分
析
の
到
達
点
に
お
い
て
は
、
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
が
秘
露
さ
れ
た
上
で
、
全
貨
幣
に
対
す

る
需
要
は
所
得
水
準
及
び
利
子
率
の
函
数
卜
（
メ
、
）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
、
で
取
引
貨
幣
需
要
は
一
定
の
領
域
で
は
利
子
弾
力
性
を
も

ち
な
が
ら
も
客
観
的
要
因
の
作
用
を
強
く
受
け
、
資
産
貨
幣
需
要
は
利
子
率
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
さ
れ
ば
客
観
的
要

因
を
所
与
と
す
る
と
き
、
一
定
の
貨
幣
供
給
量
の
も
と
に
お
け
る
所
得
水
準
と
利
子
率
と
の
関
聯
の
如
何
に
よ
り
、
取
引
貨
幣
の
所
得
流
通

速
度
、
全
貨
幣
の
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
と
の
配
分
、
従
っ
て
全
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
が
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
5
）
　
以
上
に
お
い
て
は
し
か
し
な
が
ら
、
所
得
水
準
、
利
子
率
、
貨
幣
需
要
量
の
相
互
関
聯
が
示
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
貨
幣
供
給
量

と
所
得
水
準
或
は
利
子
率
の
い
つ
れ
か
一
方
が
与
え
ら
れ
る
と
き
、
他
方
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
と
の
関
聯
に
お
い
て
流
通
速
度
の
決
定
を

見
る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
所
得
水
準
と
利
子
率
の
決
定
機
構
を
明
か
に
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
所
得
流
通
速
度
の
分
析
は
不
充
分

に
と
ゴ
ま
る
・
換
言
す
れ
ば
所
得
流
通
速
度
の
問
題
は
貨
幣
需
要
の
孤
立
的
分
析
の
み
に
よ
っ
て
は
充
分
の
解
明
を
得
す
、
所
得
水
準
及
び

利
子
率
決
定
理
論
の
一
環
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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や
●
。
。
P
や
轟
℃
・
寒

（
7
）
　
蝕
け
8
り
や
癖
9

（
8
）
島
什
8
勉
や
島
讐
O
●
心
N

（
9
）
国
①
旨
。
。
・
”
》
↓
冨
9
。
ロ
竃
。
ロ
・
冨
蔓
図
。
h
。
§
弘
8
。
。
”
9
・
目
一
．

（
1
0
）
国
。
《
旨
。
ω
鱒
》
目
h
o
舞
δ
o
o
昌
竃
。
旨
。
ざ
お
い
P
ぎ
ド
ど
．
窓
・
9
Q
。
劇
一
Q
。
9
（
鬼
頭
仁
三
郎
氏
邦
訳
－
四
ニ
ー
四
五
頁
）

（
1
1
）
　
陛
9
P
く
。
ド
員
や
戸
N
卜
。
」
b
。
Q
Q
●
（
邦
訳
W
二
六
－
二
七
頁
）

（
2
1
）
　
a
け
け
P
／
N
O
一
■
一
一
》
℃
b
●
ら
甲
海
◎
0
・
（
邦
訳
W
五
五
一
六
一
頁
）

（
1
3
）
　
陛
け
け
P
く
。
ド
員
℃
ロ
・
b
o
切
一
岡
O
・
（
邦
訳
W
二
九
一
三
〇
頁
）

（
1
4
）
　
幽
け
ぎ
輸
く
。
ド
H
．
b
や
．
N
海
甲
一
N
＆
・
（
邦
訳
皿
六
－
七
頁
）

（
1
5
）
　
貸
け
け
。
℃
ぐ
σ
　
一
一
矯
や
．
鱒
吟
（
邦
訓
訊
W
二
八
頁
）
く
。
一
●
一
り
b
も
●
断
り
一
㎝
9
（
邦
訳
－
六
一
頁
）

（
1
6
）
　
臣
け
ざ
℃
＜
o
ド
お
弓
O
・
心
勲
ー
ミ
●
（
邦
訳
H
五
八
－
五
九
頁
）

（
1
7
）
　
国
Φ
着
Φ
の
”
O
o
ロ
巽
9
目
げ
o
o
螢
℃
や
ト
。
O
一
．
（
塩
野
谷
教
授
邦
訳
昭
和
十
六
年
版
二
四
三
頁
）

（
1
8
）
　
国
。
鴫
μ
o
ω
一
》
↓
円
8
凱
ω
ρ
く
9
．
目
”
娼
騨
H
心
一
一
H
島
・
（
邦
訳
∬
二
八
一
二
九
頁
）

（
9
1
）
　
9
酔
叶
P
ぐ
、
O
一
．
一
℃
℃
℃
●
吋
竃
朝
卜
　
（
邦
訳
皿
一
五
一
一
六
頁
）

（
2
0
）
　
岳
詳
P
く
。
ピ
押
や
ミ
”
娼
・
b
◎
膳
Q
o
．
（
邦
訳
－
五
九
頁
、
皿
九
頁
）

（
2
1
）
　
国
ρ
旨
ω
o
踏
…
o
喝
・
6
凶
計
も
．
q
仰

（
2
2
）
国
。
団
β
①
ω
”
O
o
昌
葭
巴
↓
『
①
o
量
噛
や
嵩
ρ
や
5
0
」
（
邦
訳
二
〇
四
頁
、
二
四
一
頁
）

（
％
）
　
出
国
ω
o
昌
“
8
．
q
け
‘
や
誤
●
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
イ
ン
ズ
自
身
も
「
一
般
理
論
」
の
一
九
五
頁
で
予
備
的
動
機
及
び
投
機
的
動
機
に
基
く
貨
幣
需
要
を
前
署
に

　
　
お
け
る
貯
蓄
預
金
に
対
応
せ
し
め
、
従
っ
て
こ
の
両
者
が
資
産
貨
幣
た
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

（
2
4
）
　
ハ
ソ
セ
ソ
は
貨
幣
需
要
を
総
資
産
』
の
函
数
で
も
あ
る
と
し
て
、
流
動
性
選
好
函
数
を
ト
（
メ
き
』
）
と
し
て
示
し
、
短
期
分
析
に
お
い
て
は
、
そ
の
変
化
小
な

　
　
り
と
し
て
郎
を
除
き
得
る
と
述
べ
て
い
る
。
o
ウ
6
ぎ
づ
騨
器
一
㎝
N

（
2
5
）
　
国
①
讐
⑦
ω
”
O
o
P
2
鮎
臼
げ
o
o
蔓
℃
や
b
。
O
ド
（
邦
訳
二
四
三
頁
）
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（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

島
詐
P
℃
℃
・
b
。
2
ー
ト
。
O
b
。
・
（
邦
訳
二
四
三
一
二
四
四
頁
）

出
9
昌
器
口
”
o
弓
・
9
f
弓
賢
O
？
1
の
Q
Q
」

a
洋
P
眉
弓
．
O
甲
O
O
．

六
　
利
子
率
・
所
得
水
準
・
所
得
流
通
速
度

　
利
子
率
及
び
所
得
水
準
の
決
定
は

　
　
　
」
ミ
ー
1
卜
（
N
、
）
…
…
（
H
）
　
　
　
　
　
　
　
肉
、
）
1
1
勲
5
…
…
（
b
δ
）

な
る
ふ
建
つ
の
関
係
に
よ
っ
て
分
析
し
得
ら
れ
る
。
　
（
1
）
式
は
所
得
水
準
及
び
利
子
率
の
函
数
た
る
貨
幣
需
要
量
が
均
衡
に
お
い
て
は
貨

幣
当
局
に
よ
り
与
え
ら
る
べ
き
貨
幣
供
給
量
に
一
致
す
べ
き
こ
と
を
示
す
。
即
ち
そ
れ
は
貨
幣
供
給
量
を
一
定
と
す
る
と
き
、
こ
の
一
定
の

ミ
の
も
と
に
お
け
る
団
と
、
と
の
相
関
関
係
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
（
2
）
式
は
利
子
率
の
函
数
だ
る
投
資
が
所
得
水
準
の
函

数
た
る
貯
蓄
と
均
衡
に
お
い
て
は
一
致
す
べ
き
こ
と
を
意
昧
す
る
。
即
ち
そ
れ
は
投
資
と
貯
蓄
と
の
均
衡
を
保
証
す
べ
き
が
如
き
図
と
、
と

の
相
関
関
係
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
一
定
の
貨
幣
数
量
及
び
貯
蓄
・
投
資
の
均
衡
を
め
ぐ
る
所
得
水
準
と
利
子
率
の
ふ
た
つ
の
相
関
関
係

か
ら
、
所
得
水
準
と
利
子
率
は
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
な
る
Q

　
以
上
の
諸
関
係
と
そ
れ
に
よ
る
所
得
水
準
と
利
子
率
の
決
定
の
図
表
的
表
現
は
次
の
如
く
に
行
わ
れ
る
。
上
図
（
次
頁
）
に
お
い
て
富
曲
線

は
（
2
）
式
の
関
係
を
示
す
。
即
ち
こ
の
曲
線
上
の
各
点
は
貯
蓄
と
投
資
を
均
衡
せ
し
め
る
如
き
所
得
水
準
と
利
子
率
の
組
合
わ
せ
を
示
す
。

高
利
子
率
に
お
い
て
は
投
資
は
小
な
る
べ
く
、
従
っ
て
こ
れ
に
等
し
き
小
な
る
貯
蓄
を
生
み
出
す
べ
き
所
得
は
低
水
準
に
と
ゴ
ま
る
。
逆
に

低
利
乎
率
↓
投
資
大
↓
大
な
る
貯
蓄
を
生
す
べ
き
所
得
水
準
は
大
な
る
こ
と
を
要
す
る
。
か
く
高
利
子
率
↓
低
所
得
水
準
、
低
利
子
率
↓
高

所
得
水
準
な
る
組
合
わ
せ
が
得
ら
れ
る
か
ら
、
富
曲
線
は
右
下
り
で
あ
る
。
次
に
窮
曲
線
の
傾
斜
の
度
合
は
投
資
函
数
肉
、
）
と
貯
蓄

　
　
　
　
所
得
溌
…
通
速
度
の
分
析
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函
数
父
5
の
弾
力
性
に
依
存
す
る
。
い
ま
投
資
函
数
が
高
利
子
率
で
は
相
当
弾

力
的
、
低
利
子
率
で
は
相
当
非
弾
力
的
で
あ
り
、
ま
た
貯
菩
函
数
が
高
所
得
水
準

で
は
相
当
弾
力
的
、
低
所
得
水
準
で
は
相
当
非
弾
力
的
で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら

ば
、
高
利
子
率
↓
低
所
得
水
準
な
る
組
合
わ
せ
（
窮
曲
線
の
上
方
の
領
域
）
に
お

い
て
は
利
子
率
の
小
低
下
↓
投
資
の
大
増
加
↓
貯
蓄
函
数
の
非
弾
力
性
従
っ
て
大

な
る
乗
数
値
を
通
じ
て
所
得
水
準
の
大
増
加
と
な
う
、
ま
た
低
利
子
率
↓
高
所
得

水
準
な
る
組
合
わ
せ
（
窮
曲
線
の
下
方
の
領
域
）
に
お
い
て
は
利
子
率
の
大
低
下

↓
投
資
の
小
増
加
↓
小
な
る
乗
数
値
を
通
じ
て
所
得
水
準
の
小
増
加
な
る
結
果
を

も
π
ら
す
。
そ
れ
故
鍔
曲
線
は
高
利
子
率
の
領
域
で
は
弾
力
的
、
低
利
子
率
の

領
域
で
は
非
弾
力
的
と
な
り
、
上
図
に
示
す
如
き
下
方
に
湖
な
る
形
を
と
る
。
ま

だ
投
資
函
数
及
び
貯
蓄
函
数
の
移
動
は
N
的
曲
線
の
移
動
を
巻
き
起
す
。
例
え
ば

投
資
函
数
の
上
昇
は
一
定
の
利
子
率
に
応
ず
る
投
資
の
増
大
Ψ
乗
数
を
通
じ
て
の

所
得
の
増
大
を
結
果
し
、
ま
π
貯
蓄
函
数
の
低
下
は
一
定
の
利
子
率
に
対
応
す
る
投
資
に
等
し
か
る
べ
き
貯
蓄
を
生
み
出
す
た
め
の
所
得
水

準
の
よ
り
直
な
る
増
加
を
必
要
な
ら
し
む
る
か
ら
、
投
資
函
数
の
上
昇
及
び
貯
蓄
函
数
の
低
下
は
と
も
に
窮
曲
線
を
参
か
ら
窮
p
窮
N

…
…
へ
と
上
昇
せ
し
め
る
。

　
次
に
上
掲
図
に
お
い
て
ト
ミ
曲
線
は
（
1
）
式
の
関
係
を
表
わ
す
。
即
ち
こ
の
曲
線
上
の
各
点
は
一
定
の
流
動
性
選
好
函
数
の
も
と
で

一
定
の
貨
幣
供
給
量
に
闇
市
需
要
量
を
一
致
せ
し
め
る
如
き
所
得
水
準
と
利
子
率
の
各
種
の
組
合
わ
せ
を
示
す
。
而
し
て
一
定
の
貨
幣
数
量
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の
も
と
で
、
低
所
得
水
準
は
取
引
貨
幣
を
小
な
ら
し
め
、
従
っ
て
資
産
賃
幣
に
向
け
ら
る
べ
き
数
量
を
大
な
ら
し
め
る
か
ら
、
利
子
率
の
低

下
を
も
π
ら
す
。
ま
だ
高
所
得
水
準
は
こ
れ
と
逆
の
関
聯
を
通
じ
て
利
子
率
の
上
昇
を
結
果
す
る
。
か
く
し
て
ト
ミ
曲
線
は
右
上
り
と
な

る
。
ま
た
ト
ミ
曲
線
は
高
所
得
水
準
の
領
域
で
は
利
子
率
に
つ
い
て
非
弾
力
的
で
あ
り
、
図
に
示
す
如
く
殆
ど
垂
直
と
な
る
。
蓋
し
、
こ

～
で
は
取
引
貨
幣
需
要
極
め
て
大
な
る
た
め
、
資
産
貨
幣
よ
り
取
引
貨
幣
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
だ
め
、
更
に
進
ん
で
は
取
引
貨
幣
自
体
の

流
通
速
度
を
高
め
る
だ
め
、
利
子
率
は
急
激
に
上
昇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
低
所
得
水
準
の
領
域
で
は
ト
ミ
㎜

線
は
利
子
率
に
つ
い
て
高
度
に
弾
力
的
と
な
り
、
殆
ど
水
平
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
領
域
で
は
、
取
引
貨
幣
需
要
小
に
し
て
資
産
貨
幣

に
向
け
ら
れ
る
べ
き
数
量
の
増
加
に
も
拘
ら
す
、
前
節
に
見
る
如
く
ト
N
函
数
従
っ
て
ト
函
数
自
体
が
極
め
て
弾
力
的
と
な
る
こ
と
に
墓

く
。
更
に
い
ま
、
で
一
定
と
前
提
さ
れ
だ
貨
幣
供
給
量
の
増
加
及
び
流
動
性
選
好
函
数
の
低
下
は
前
掲
図
の
如
く
ト
尽
曲
線
よ
り
ト
尽
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

線
へ
の
移
動
を
生
せ
し
め
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
か
く
し
て
誘
曲
線
と
ト
ミ
曲
線
の
交
点
は
所
得
水
準
と
利
子
率
を
一
義
的
に
決
定
す
る
。
か
く
決
定
さ
れ
る
所
得
水
準
と
利
子
率
に

対
し
て
、
取
引
貨
幣
及
び
全
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
匁
及
び
園
は
次
の
如
き
関
聯
を
も
つ
。
ま
つ
低
所
得
i
低
利
子
率
、
例
え
ば
前
掲
図

の
ト
尽
と
屋
と
の
交
点
墨
一
3
の
領
域
に
お
い
て
は
、
取
引
貨
幣
需
要
は
小
に
し
て
未
だ
そ
れ
が
利
子
率
に
関
し
て
弾
力
的
な
る
区

域
に
達
せ
ざ
る
だ
め
、
　
環
は
主
と
し
て
制
度
的
慣
習
的
技
術
的
な
る
客
観
的
要
因
の
規
定
作
用
を
強
く
受
け
る
。
他
方
、
貨
幣
数
量
一
定
の

も
と
で
は
取
引
貨
幣
需
要
の
小
な
る
こ
と
は
資
産
と
し
て
保
有
せ
ら
る
べ
き
貨
幣
数
量
の
相
対
的
増
加
を
意
味
す
る
か
ら
、
こ
れ
が
資
産
貨

幣
需
要
に
吸
牧
さ
れ
る
に
充
分
な
る
だ
け
利
子
率
は
低
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
但
し
資
産
貨
幣
需
要
の
利
子
弾
力
性
が
無
限
大
の
領
域
に
お
い
て
は
、
利
子
率
は
低
下
し
な
い
。
）
ぞ
て
全
貨

幣
に
占
め
る
資
産
貨
幣
の
割
合
は
上
昇
し
、
園
は
低
下
す
る
。
も
し
貨
幣
数
量
が
減
少
す
れ
ば
こ
の
割
合
の
上
昇
の
程
度
は
比
較
的
小
に

と
ゴ
ま
る
か
ら
、
く
低
下
の
程
度
も
小
で
あ
る
。
次
に
高
所
得
－
高
利
子
率
、
例
え
ば
ト
罫
と
趨
の
交
点
溜
1
ぶ
の
領
域
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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取
引
貨
幣
需
要
大
で
あ
る
か
ら
、
貨
幣
数
量
】
定
な
る
と
き
、
資
産
貨
幣
よ
り
取
引
貨
幣
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
～
る
転
換

は
利
子
率
上
昇
を
通
じ
て
資
産
貨
幣
需
要
の
減
少
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
転
換
の
余
地
が
な
く
な
る
な
ら
ば
、
取
引
貨
幣
自
体
の
『

が
高
め
ら
る
べ
く
、
こ
の
こ
と
も
ま
だ
利
子
率
上
昇
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
、
で
は
『
を
規
定
す
る
客
観
的
要
因
の
う
ち
牧
草
に
関
す

る
慣
習
の
如
き
要
因
そ
の
も
の
が
、
利
子
率
上
昇
に
よ
っ
て
刺
戟
さ
れ
だ
貨
幣
の
よ
り
集
約
的
利
用
を
通
じ
て
動
か
さ
れ
る
も
の
と
見
得
る
。

か
く
し
て
全
貨
幣
の
唄
は
利
子
率
上
昇
に
よ
る
資
産
貨
幣
の
占
め
る
割
合
の
減
少
と
取
引
貨
幣
自
体
の
図
の
増
大
を
通
じ
て
増
加
す
る
こ

と
、
な
る
。
も
と
よ
り
こ
の
場
合
貨
幣
数
量
が
増
大
す
る
な
ら
ば
、
利
子
率
上
昇
の
程
度
従
っ
て
園
増
加
の
程
度
は
そ
れ
だ
け
小
と
な
る
。

　
か
く
し
て
一
般
的
に
、
取
引
貨
幣
の
鷲
は
低
所
得
水
準
で
は
客
観
的
要
因
の
規
定
に
よ
り
略
ζ
一
定
で
あ
り
、
高
所
得
水
準
で
は
利
子

率
の
上
昇
に
よ
る
客
観
的
要
因
そ
の
も
の
の
変
化
を
通
じ
て
増
加
す
る
Q
而
し
て
す
べ
て
の
所
得
水
準
を
通
じ
て
全
貨
幣
の
園
は
、
と
同

一
方
向
に
動
く
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
ピ
グ
ー
が
そ
の
著
「
貨
幣
の
グ
ェ
ー
ル
」
に
お
い
て
所
得
流
通
速
度
函
数
に
つ

い
て
《
を
・
の
増
加
函
数
と
な
す
こ
ξ
そ
の
軌
を
同
摩
す
る
。
（
ピ
グ
ー
は
こ
の
ほ
か
に
唄
を
非
賃
銀
受
領
者
に
帰
属
す
る
購
買
力
の
割
合
の
減
少
函
数
と
な
し
て
い
る
。
）
綾
的
古
い
伝
統
的
立

場
を
守
る
ピ
グ
ー
と
、
近
時
の
所
得
理
論
に
お
け
る
一
環
と
し
て
の
流
動
性
選
好
の
分
析
と
が
、
所
得
流
通
速
度
に
関
し
て
そ
の
結
論
を
等

し
く
し
、
而
も
ピ
グ
ー
自
身
こ
の
こ
と
を
認
め
だ
る
上
で
、
伝
統
的
方
法
に
従
う
方
が
よ
り
便
利
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
こ
と
は
興
昧
が
あ

る
。
蓋
し
こ
の
両
者
が
広
い
意
味
で
、
マ
ー
シ
ァ
ル
以
後
の
劔
橋
学
派
の
貨
幣
分
析
の
伝
統
の
な
か
に
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
本
節
に
お
け
る
以
上
の
叙
述
は
主
と
し
て
国
曽
5
ω
Φ
戸
。
や
。
詫
”
O
『
切
に
従
っ
て
い
る
。

　
（
2
）
勺
お
。
『
↓
冨
く
。
昌
o
h
ζ
8
Φ
ざ
　
O
㎝
ρ
箸
・
ヨ
ー
。
。
。
。
●
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本
稿
を
結
ぶ
に
当
っ
て
、
我
国
の
所
得
流
通
速
度
の
状
態
を
概
観
し
よ
う
。
一
九
〇
〇
年
よ
り
一
九
五
〇
年
に
至
る
調
査
の
結
果
は
第
↓

表
の
如
く
で
あ
る
。
こ
、
で
国
民
所
得
と
し
て
は
分
配
国
民
所
得
を
と
っ
て
い
る
。
生
産
国
民
所
得
及
び
支
出
国
民
所
得
に
つ
い
て
算
定
し

た
結
果
は
こ
、
に
は
示
さ
な
い
が
、
．
大
体
同
じ
よ
う
な
動
き
を
な
し
て
い
る
。
次
に
貨
幣
数
量
に
つ
い
て
は
前
節
ま
で
の
所
論
に
従
っ
て
、

こ
れ
を
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
と
に
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
統
計
的
に
こ
の
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る

か
ら
、
こ
、
で
は
一
応
次
の
如
く
に
仮
定
し
て
い
る
。
ま
つ
こ
、
に
取
引
貨
幣
と
し
て
示
す
も
の
は
、
日
本
銀
行
券
、
政
府
紙
幣
及
び
補
助

貨
の
流
通
高
総
和
よ
り
こ
れ
ら
の
金
融
機
関
保
有
分
を
差
引
き
、
更
に
当
座
預
金
を
加
え
る
。
即
ち
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
る
貨
幣

数
量
が
取
引
貨
幣
と
し
て
国
民
所
得
の
生
産
分
配
消
費
を
媒
介
す
る
も
の
と
す
る
。
次
に
資
産
貨
幣
と
し
て
は
当
座
預
金
以
外
の
銀
行
預
金
、

郵
便
貯
金
（
但
振
替
貯
金
を
除
く
）
を
と
り
、
こ
れ
ら
が
貯
蓄
性
預
金
と
し
て
貨
幣
の
価
値
貯
藏
機
能
を
分
担
し
て
い
る
も
の
と
看
諾
す
。
以
上
の
如
き

取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
の
総
和
が
全
貨
幣
の
数
量
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
、
に
示
さ
れ
る
数
字
は
原
則
と
し
て
毎
月
末
現
在
高
の
年
間

平
均
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
算
定
が
資
料
の
関
係
上
不
可
能
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
年
末
現
在
高
を
以
て
代
用
し
て
い
る
。

　
以
上
の
取
引
貨
幣
と
資
産
貨
幣
の
区
別
は
仕
る
程
度
ま
で
は
任
意
的
で
あ
り
、
現
実
に
は
銀
行
券
中
に
も
資
産
貨
幣
的
性
格
の
も
の
が
含

ま
れ
、
ま
た
当
座
預
金
以
外
の
銀
行
預
金
及
び
郵
便
貯
金
中
に
も
日
常
の
出
納
資
金
的
な
取
引
貨
幣
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
充
分
に
予
想
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
統
計
的
に
こ
れ
を
分
離
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
更
に
前
記
の
如
き
貯
蓄
性
預
金
を
貨
幣
数
量
に
含
ま
し
め

る
こ
と
に
つ
い
て
は
貨
幣
本
質
論
上
異
論
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
、
で
は
毛
れ
が
貨
幣
の
一
職
能
た
る
価
値
貯
藏
機
能
を
分
担
す
る
も
の

と
し
て
敢
え
て
こ
れ
を
貨
幣
数
量
に
含
ま
し
め
て
い
る
。
な
お
ハ
ン
セ
ン
も
ま
た
所
得
流
通
速
度
の
算
定
に
当
り
、
貨
幣
供
給
量
中
に
定
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

預
金
（
ハ
門
一
旨
P
Φ
　
畠
Φ
O
Q
ω
酒
酔
ω
）
を
加
え
、
後
者
に
は
相
互
貯
蓄
銀
行
、
郵
便
貯
蓄
機
関
の
預
金
を
も
含
ま
し
め
て
い
る
。

　
か
く
し
て
取
引
貨
幣
、
及
び
資
産
貨
幣
を
含
め
だ
る
全
貨
幣
の
所
得
流
通
速
度
『
及
び
園
が
第
一
表
の
如
く
算
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析
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　　　　　　　　　　　Table　r．

Income－Velocity　of　Money　in　Japan．

YeaT
National　　　　　　　y．Income，

Transac廿on
loney，ルfエ

Total　Money，
@　　　M。

　　　　アγ’＝

@　　　M」

　　　　γγ躍．

@　　　M

m11110n million million

yen yen yen
1900 2，039 388 791． 5．25 2．58

1901 2，127 384 789 5．53 2．69

1902 2，176 370 855 5．88 2．54

1903 2，619 387 934 6．77 2．80

1904 2，613 630 1，061 4．14 2．46

1905 2，665 715 1，151 3．72 2．31

1906 2p　798 947 1，676 2．95 1．67．

1907 2，928 658 1，674㌔ 4．45 1．75

1908 3，169 649 1，695 4．88 1．87

1909 3，178 637 1，832 4．98 1．73

1910 3，425 683 2，016 5．01 1．70

1911 3，523 751 2，202 4．69 1．60

1912 3，795 730 2，376 5．20 1．60‘

1913 3，962 720 2，518 5．50 1．57

1914 3，983 732 2，609 5．44 1．53
’

1915 3，925 857 2，946 4．57 1．33

1916 3，777 1，025 3，927 3．68 0．96

1917 6，253 1，359 5，649 4．60 1．10

1918 7，536 1，624 7，820 4．64 0．96

1919 12，242 2，053 9，518 5．96 1．29

1920 11，239 2，260 10，099 4．97 1．11

1921 11，881 2，228 10，748 5．33 1．10

1922 11，279 2，303 11，024 4．90 1．02

1923 10，912 2，347 11，239 4．65 0．97

1924 12，378 2，223 11，724 5．57 1．06

1925． 13，，031 2，245 12，820 5．80 1．01．

1926 12，453 2，218 12，310 5．61 1．01

1927 12，569 2，410 12，780 5．21 0．98

1928 13，360 2，250 13，586 5．94 0．98

1929 12，434 2，298 13，579 5．41 0．92

1930 10，982 2，055 14，232 5．34 0．77

1931 10，157 1，985 14，356 5．12 0．70

1932 10，892 1，862 13，987 5．85 0．78．1

1933 11，554 2，064 14，853 5．60 0．78

1934 11，934 2，075 15，671 5．75 0．76．

1935 13，083 2，251 16，477 5．81 0．79
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二
七
、
ま
だ
雫
の
平
均
一
・
三
三
、
最
高
二
・
六
九
、
最
低
○
・
五
二
な
る
結
果
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
取
引
貨
幣
の
平
均
一
単
位

よ
れ
竺
九
〇
〇
年
以
後
の
約
五
〇
年
間
（
一
九
四
五
年
に
つ
い
て
は
国
民
所
得
に
つ
い
て
資
料
を
欠
く
。
）
に
つ
い
て
、

の
平
均
四
・
九
九
、
最
高
六
・
七
七
、
．
最
低
二
・

所
得
流
通
’
速
度
の
分
析



毎
の
平
均
を
と
っ
て
比
労
し
だ
る
も
の
が
第
二
表
及
び
第
一
図
で
あ
る
。
（
ト
坑
姻
配
童
画
噺
蹴
齢
鞠

に
む
い
て
は
．
一
九
四
〇
年
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
最
小
自
乗
法
に
よ
り
直
線
を
あ
て
は
め
て
亡
い

　
　
　
　
所
得
流
通
速
度
の
分
析

Year

36

R7

R8

R9

S0

S1

ｺ
姶
4
4
4
5
4
6
貯
娼
4
9
5
0

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ー
エ
ー
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

National

　Y．Income，

million

yen
14，　018

15，　832

17，970

21，　797

23，　809

28，　tz4

32，　003

37，　251

41，　581

289，　752

891，　400

1，　801，　572

2，　508，　260

3，289，644

Transaction　I　Total　Money，

Maney，　Mi　1　M．

millioni　million
yeロ　　　yen

2，383　1　17，697
2，744　　　　　　ユ8，387

3，270　1　22．813

5，4尋5．

6，705　1

8，218　1

9・992i　29・9ftE

12，321

18，　354

・　40，　410

71，　698

’　178，　583

329，701　1

453，　042

550．　635

35，　702

44，　199

54，　634

71，　469

100，　450

158，336

．228，　513

357，　541

630，　036

998，　136

，ObO　1　1，」04，
1．　334．　579

γ’＝．エー

　M1

5．　88

5．　77

5．　49

6．　05

4．　37

4．　19

3．　89

3．　02

2．　27

4．　04　j

4．　99

5．　46

5．　ss

5．　94

Yじ」乙

　M
79

W6

V9

W4

U7

U4

譓
x
4
1
一
2
7
紛
8
6
5
1
4
6

0
，
0
，
α
¢
α
α
α
α
α
［
1
。
2
，
a
2
。
2
。

飢庶曲耐㈱廊謡㎞m＝Y①

幅蜘謙黙職㎞㎞識葉剛
℃
あ
る
Q

臨osepD皿㎜恥十

町㎝M蹴船十鐸QnM㎝面阻銃口M③
㎝
汁
碕
M

器血胸玲漁恥十㎜鮮　
㎎面脱●m

飴
．osepDα血OM＝

　　賑　　蹴
（
一

一㎞韻崩㎜晦
齢

騨
蝕

㎞
嶺

枷
副

㎜
喩

傭
㎜

㍑
　
曲

が
家
計
一
企
業
i
家
計
の
所
得
循

環
過
程
を
一
巡
す
る
の
に
平
均
二

・
四
ケ
月
を
要
し
、
全
貨
幣
に
つ

い
て
は
そ
の
平
均
一
単
位
が
同
額

の
所
得
を
形
成
す
る
の
に
約
九
ケ

月
要
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
前
述
の
如
く
取
引
貨
幣
と
資
産

貨
幣
と
の
統
計
的
区
別
は
一
義
的

で
は
な
く
、
ま
だ
．
こ
、
に
用
い
ら

れ
だ
数
字
は
い
つ
れ
も
年
平
均
で

あ
る
か
ら
、
『
及
び
園
の
年
々

の
変
動
に
つ
い
て
細
か
い
比
軟
を

行
う
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
従
っ

て
大
体
の
傾
向
を
見
る
だ
め
、
こ

、
で
は
一
九
〇
一
年
以
後
五
年
間

（帰
緕
l
五
年
は
前
述
の
如
く
資
料
を
欠
く
た
め
、
叫
九
四
一
－
一
九
四
五
年
の
期
間
は
実
質
的
に
は
四
ヶ
年
で
あ
る
。
）
な
輩
一
図

に
よ
り
直
線
を
あ
て
は
め
て
置
い
た
。
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所
得
流
通
速
度
の
分
析

．
零
は
一
九
四
〇
年
ま
で
の
八
期
間
を
通
じ
て
、

五
を
中
3
5
と
し
て
上
下
に
導
く
約
0
・
六
の
幅
を
以
て
緩
か
に
波
を
打
ち
、
全
体
と
し

　　　　　　　　hrable　ll

tnconie－Velocity　and　Rate　of　lnterest

　　　　on　Five－Year－Average．　．

Rate　of　lnterest

Interest　Rate
on　Bank－
Loans．

Yield　on
Government
Bonds．

γv’

　
　
訂

・
　
梅

11．　5％

9．9

9．　3

9．　0

6．　18％

5．　74

4．　76

3．　72

3．　72

4．　87

2．　56

1．　74

1．　53

1．　08

1．　03

0．　93

0．　76

0．　79

0．　54

2．　32

5．　20

4．　45

5．　08

4．　77

5．　25

5．　50

5．　63

5．　51

3．　34

5．　19

1901－1905

190pt1910

1911－1915

1916一一1920

1921－1925

192e1930

1931－1935

1936一一1940

1941－1945

1946－19se

Sources　are　shown　at　the　end　ef　this　article．

ノ9．1．

　ノ
陥海♂7「（Five－year－Averages），

　　　　　　　　．Zθ01　一．Z950．

y＝o．92｛哩

fY
γ3ｮ

昌一 Z。06ヌ7」ど十1・49」ご0

7・憲

6
　
　
　
　
5
　
　
　
4

3

2

1r

1900 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

＝o 1 2 3 4 5 6 ワ 8

一　256　一

て
は
軽
微
な
る
上
向
き
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
大
体
に
お
い
て
そ
の
変
動
が
比
較
的
狭
い
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
制
度



的
慣
習
的
技
術
的
な
る
客
観
的
諸
要
因
の
作
用
を
強
く
受
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
罵
の
軽
微
な
る
上
向
傾
向
に
つ
い
て
は
そ
の
根
拠

を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
ひ
と
つ
の
事
情
と
し
て
こ
の
期
間
に
お
け
る
貨
幣
・
信
用
制
度
の
発
達
の
影
響
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
而
し
て
一
九
五
〇
年
に
至
る
全
期
間
に
亘
り
、
一
九
〇
六
－
一
九
一
〇
年
、
一
九
一
六
－
一
九
二
〇
年
、
及
び
一
九
四
一
一

一
九
四
五
年
の
三
つ
の
期
間
に
お
い
て
零
は
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
三
期
間
の
う
ち
、
後
の
二
者
は
戦
争
を
含
む
期
間
で
あ
み
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
の
期
間
は
一
九
〇
四
年
－
五
年
の
日
露
戦
争
直
後
の
期
間
で
あ
る
。
第
噛
一
表
に
よ
れ
ば
こ
の
戦
争
の

ニ
ケ
年
は
全
期
間
に
つ
い
て
の
最
高
の
年
た
る
一
九
〇
三
年
の
六
・
七
七
の
あ
と
を
受
け
て
、
四
・
一
四
、
三
・
七
二
と
著
し
く
低
下
し
て

い
る
。
こ
の
低
下
傾
向
は
一
九
〇
六
年
に
引
き
続
き
、
二
・
九
五
に
至
っ
て
い
る
。
翌
年
以
降
は
上
昇
し
て
い
る
か
ら
、
“
九
〇
六
年
の
低

下
が
第
一
の
期
間
の
平
均
値
の
低
下
に
著
し
く
作
用
し
だ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
一
九
一
六
年
よ
り
二
〇
年
に
至
る
第
二
の
期
間
は
第
一

次
世
界
大
戦
の
三
ケ
年
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
三
ヶ
年
殊
に
一
九
一
六
年
に
お
い
て
は
零
の
低
下
は
著
し
く
、
こ
の
五
年
間
の
平

均
は
前
期
間
の
五
・
○
八
よ
り
四
・
七
七
に
低
下
し
て
い
る
。
最
後
の
一
九
四
一
年
よ
り
四
五
年
に
至
る
期
間
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
あ
っ

て
、
こ
の
間
に
お
け
る
鷲
の
低
下
は
最
も
著
し
く
、
一
九
四
四
年
に
は
二
・
二
七
の
底
に
達
し
、
期
間
の
平
均
値
も
ま
た
全
期
間
を
通
じ

て
の
最
低
値
三
・
三
四
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
如
く
戦
争
を
含
む
期
間
に
お
い
て
零
が
低
下
す
る
こ
と
は
、
戦
時
中
に
は
一
方
、
貨
幣

増
発
が
要
求
さ
れ
且
つ
そ
れ
が
容
易
に
行
わ
れ
易
く
、
他
方
、
貯
蓄
奨
励
等
の
イ
ン
フ
レ
対
策
に
よ
り
多
少
と
も
所
得
増
加
が
抑
制
さ
れ
る

こ
と
に
穿
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
而
し
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
牧
支
慣
習
等
の
客
観
的
要
因
が
変
容
を
受
け
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
即
ち
第
二
次
大
戦
中
の
期
間
に
お
い
て
国
民
所
得
は
そ
の
平
均
値
に
お
い
て
前
期
に
比
し
約
融
・
八
倍
の
増
加
で
あ
る
に
対
し
て
、
取
引

貨
幣
数
量
は
同
じ
く
約
三
・
五
倍
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
第
一
次
大
戦
め
期
問
に
つ
い
て
は
一
九
一
六
年
、
一
七
年
、
一
八
年
の
国
民

所
得
及
び
取
引
貨
幣
数
量
は
一
九
一
三
年
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
0
・
九
五
倍
及
び
一
・
四
倍
、
∵
六
倍
及
び
二
倍
、
一
・
九
倍
及
び
二
・
三
倍
と

　
　
　
　
所
得
洗
通
速
度
の
分
析
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な
っ
て
居
り
、
こ
の
こ
と
が
問
題
と
す
る
第
二
の
期
間
の
『
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
日
露
戦
争
は
問
題
と
す
る
第
一
の
期
間
の
直

前
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
戦
前
の
一
九
〇
三
年
に
比
し
て
一
．
九
〇
四
年
の
国
民
所
得
は
僅
か
な
が
ら
減
少
し
、
一
九
〇
五

年
の
そ
れ
は
僅
か
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
取
引
貨
幣
数
量
は
む
し
ろ
一
・
六
倍
、
一
・
八
倍
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
を
受
け
て

戦
後
の
一
九
〇
六
年
に
お
い
て
も
、
国
民
所
得
は
一
九
℃
三
年
の
一
．
一
倍
弱
で
あ
る
の
に
、
取
引
貨
幣
数
量
は
二
．
四
倍
強
を
示
し
、
罵

を
更
に
低
下
せ
し
め
て
い
る
。
戦
後
こ
の
年
の
み
何
故
に
取
引
貨
幣
数
量
が
か
く
著
し
く
増
加
せ
る
か
は
い
ま
審
か
に
な
し
得
な
い
が
、
恐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ら
く
は
同
年
が
戦
後
の
熱
狂
的
な
る
景
気
の
年
だ
り
し
こ
と
に
基
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
日
九
三
〇
年
－
三
五
年
の
世
界
不
況
を
含
む
期
間
に
お
い
て
罵
が
極
め
て
安
定
的
で
、
且
つ
前
後
の
期
間
よ
り
僅
か
な
が
ら
高
い
こ
と

は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
．
こ
の
こ
と
は
一
路
上
昇
を
辿
っ
て
来
だ
我
が
国
民
所
得
が
世
界
不
況
の
影
響
に
よ
り
、
こ
の
期
聞
に
お
い
て
平
均

値
と
し
て
は
始
め
て
低
落
を
示
し
た
が
、
他
方
、
取
引
賃
幣
数
量
が
同
じ
く
不
況
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の
割
合
で
減
少
せ
る
こ
と
に
基
く
。

即
ち
こ
の
期
間
の
国
民
所
得
及
び
取
引
貨
幣
数
量
の
平
均
値
は
前
期
に
比
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
九
三
％
及
び
九
一
％
、
後
期
に
対
し
て
は
六
二

％
及
び
五
九
％
を
示
し
て
い
る
。
而
し
て
か
、
る
所
得
水
準
と
取
引
貨
幣
数
量
の
減
少
九
度
の
相
違
は
不
況
斯
に
お
け
る
企
業
の
貨
幣
使
用

p
法
に
つ
い
て
の
合
理
化
に
よ
っ
て
吸
牧
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

・
第
二
次
大
戦
後
五
年
間
の
匁
の
上
昇
は
著
し
く
、
戦
時
中
の
三
・
三
四
よ
り
五
、
・
一
九
に
回
復
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
戦
後
イ
ン
フ

レ
に
基
く
貨
幣
価
値
の
動
揺
が
『
に
大
き
く
作
用
し
詑
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
な
お
我
国
に
お
い
て
は
、
が
ソ
セ
ン
の
指
摘
す
る

如
き
取
引
貨
幣
需
要
の
利
子
弾
力
的
な
る
領
域
は
恐
ら
く
な
か
つ
だ
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
蓋
し
第
二
表
に
見
ら
れ
る
如
く
、
利
子
率
は
大

体
に
お
い
て
低
下
傾
向
を
示
し
、
鷲
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
だ
動
き
を
示
さ
す
、
ま
た
戦
後
の
両
者
の
同
一
風
説
へ
の
動
き
は
イ
ン
フ
レ

に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
￥
高
利
子
率
に
刺
々
さ
れ
π
取
引
貨
幣
の
よ
り
集
約
的
利
用
に
よ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
第
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二
表
に
お
け
る
利
子
率
と
し
て
は
、
資
産
貨
幣
保
有
と
選
択
的
地
位
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
一
九
二
一
年
以
後
は
国
債
利
廻
り
の
年
間
平
均

（但一

N
－
二
五
年
は
山
一
日
〃
末
）
を
と
2
し
い
る
。
そ
れ
以
前
の
時
期
に
つ
い
て
は
資
料
が
得
ら
れ
な
か
つ
π
の
で
、
全
国
貸
付
金
利
の
年
平
均
を
用

い
て
い
る
Q

　　　　　　　　　　Table　III

Money　lneome　and　Real　lncome

Year

National●　　　　　　　　　　　　　　　　　　印mcome　ln

モ浮窒窒?獅煤@yen・

Wholesale
垂窒奄モ?刀@in

sokyo．（1900，Oct．＝100）

National
奄獅モ盾高?@in
P900，0ct．　　●P「1ces・

Inillio且yen million　yen

1900 2，039 100．04 2，038

1905 2，665 116．36 2，290

1910 3，425 120．30 2，847

1915 3，925 127．76 3，072

1920 11，239 343．19 3，275

1925 13，031 266．84 4，883

1930 10，982 180．90 6，071

1935 13，083 185．50 7，053

1940 23，809 311．30 7，648

Sources　are　shown　at　the　end　of　this　arbicle．

　
次
に
全
貨
幣
に
つ
い
て
の
唄
は
一
九
四
〇
年
に
至
る
四
〇
年
間
に
、
平
均
値

に
お
い
て
二
・
五
六
よ
り
O
・
七
九
ま
で
約
六
九
％
の
著
し
い
低
下
を
示
し
て

い
る
。
即
ち
こ
の
間
に
お
け
る
取
引
貨
幣
の
図
の
軽
微
な
る
上
昇
傾
向
を
相

殺
し
、
却
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
従
っ
て
か
～
る
園
の
著
し
い
低
下
の
原
因
は

富
の
一
般
的
増
大
に
よ
る
資
産
貨
幣
需
要
の
著
し
い
増
大
に
基
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。
一
方
に
お
い
て
富
の
一
般
的
増
大
は
第
三
表
に
見
ら
れ
る
如
き
実
質
所

得
の
一
九
〇
〇
年
に
比
し
て
の
約
四
倍
の
増
加
よ
り
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ま
π
他
方
に
お
い
て
、
資
産
貨
幣
需
要
の
著
し
い
増
大
は
第
一
表
に
示
さ

れ
る
如
き
資
産
貨
幣
数
量
の
著
し
い
増
加
か
ら
判
断
さ
れ
る
。
即
ち
こ
の
四
〇

年
間
最
宇
品
数
量
は
平
均
値
（
五
年
間
毎
の
）
に
お
い
て
約
五
僑
よ
り
二
四

億
円
へ
と
約
二
〇
倍
の
増
加
を
な
し
た
の
に
対
し
て
、
資
産
貨
幣
数
量
は
約
五

億
円
よ
り
二
〇
〇
億
円
へ
と
約
五
〇
倍
の
増
加
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

だ
か
、
る
資
産
貨
幣
需
要
の
増
大
従
っ
て
園
の
低
下
が
利
子
率
の
低
下
傾
向
と
相
伴
っ
て
い
る
こ
ど
は
第
二
表
の
示
す
如
く
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
戦
後
の
く
の
○
・
五
四
よ
り
二
・
三
二
．
へ
の
．
約
四
倍
の
著
し
い
上
昇
は
前
述
の
如
き
図
の
上
昇
と
、
全
貨
幣
に
占
め
る
資
産
貨
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幣
数
量
の
割
合
の
戦
時
中
に
お
け
る
八
三
％
よ
め
戦
後
の
五
五
％
に
至
る
低
下
と
に
基
ズ
こ
と
は
網
劃
『
（
ド
ー
誉
）
な
る
関
係
か
ら
直
ち
に

明
か
で
あ
る
。

　
最
後
に
平
心
の
嫉
め
、
ハ
ソ
セ
ン
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
把
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
零
及
び
園
を
第
四
表
に
掲
げ
る
。
大
体
に
お
い
て
ア

　　　Tab！e　IV

Iricome　Velocity

　　in　America

Year γ’ 7
1900 3．03 1．99

1905 2．70 1．76

1910 3．03 1．80

1915 3．23 1．80

1920 2．94 1．76

1925 2．95 1．53

1930 2．99 1．39

1935 2．25 1．16

1940 2．08 1．23

1945 1．94 1，診2

1947・ 1．89 1．24

1948 2．02 1．32

Source：A．　H　Hansen，

Monetary　TheQry　and
Fiscal　Policy，　1949，　p．　4，

p．　10，

を
充
分
に
、
予
想
せ
し
め
る
。
次
に
ア
メ
リ
カ
の
園
は
む
し
ろ
日
本
の
そ
れ
よ
り
も
大
で
あ
る
Q

証
券
投
資
の
慣
行
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
程
発
達
し
て
居
ら
す
、
従
っ
て
資
産
保
有
と
し
て
は
証
券
投
資
よ
り
は
む
し
ろ
貨
幣
形
態
が
選
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

さ
れ
る
こ
と
多
き
こ
と
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
註
）

メ
リ
カ
の
匁
は
日
本
の
そ
れ
よ
り
も
小
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ

カ
経
済
に
お
け
る
家
計
一
二
一
二
家
計
な
る
所
得
循
環
過
程
が
日
本

の
そ
れ
よ
り
も
長
い
こ
と
に
基
く
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま

そ
れ
を
確
証
す
べ
き
統
計
的
資
料
を
も
π
な
い
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ

産
業
構
造
に
お
け
る
広
範
に
し
て
大
規
模
な
る
機
械
化
は
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
．
の
こ
と
は
日
本
に
お
い
て
は
個
人
に
よ
る

（
1
）
　
第
一
表
の
資
料

　
山
田
雄
三
編
「
日
本
国
民
所
得
推
計
資
料
」

　
　
大
蔵
省
理
財
局
「
金
融
事
項
参
考
書
」
、
「
財
政
経
済
統
計
年
報
」

　
　
日
本
銀
行
統
計
局
「
本
邦
経
済
統
計
年
報
」
「
金
融
統
計
月
報
」
「
戦
時
中
金
融
統
計
要
覧
」

　
　
東
洋
経
済
新
報
杜
「
昭
和
産
業
史
第
三
巻
統
計
篇
」
「
明
治
大
正
国
勢
総
覧
．
」

（
2
）
　
第
二
表
の
資
料

　
東
洋
経
済
新
報
社
「
昭
和
産
業
史
第
三
巻
統
計
篇
」

　
　
日
本
興
業
銀
行
「
公
債
社
債
統
計
月
報
」
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日
本
銀
行
統
計
局
「
金
融
統
計
月
報
」

　
　
神
戸
高
等
商
業
学
校
商
業
研
究
所
「
重
要
経
済
統
計
」

　
　
大
蔵
省
理
財
局
「
金
融
事
項
参
考
書
」

（
3
）
　
第
三
表
の
資
料

　
　
日
本
銀
行
統
計
局
「
本
邦
経
済
統
計
年
報
」

　
　
　
な
お
第
一
表
の
作
成
は
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
職
員
難
波
恒
治
郎
氏
、

　
　
安
達
和
久
氏
の
援
助
に
よ
る
。
こ
N
に
附
記
し
て
謝
意
を
表
明
す
る
。

牧
　
剛
氏
の
努
力
に
よ
る
。
ま
た
第
一
図
の
作
製
は
同
大
学
経
営
学
部
講
師
、

（
1
）
　
国
磐
器
『
φ
や
9
二
戸
◎
。
ウ
O
■
ま
た
他
の
箇
所
で
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
定
期
預
金
は
利
子
を
附
さ
れ
、
一
定
期
間
は
引
出
さ
な
い
と
の
契
約
を

　
　
伴
う
か
ら
現
金
に
等
し
く
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
契
約
期
間
前
に
引
き
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
利
子
は
支
払
わ
れ
な
い
が
、
そ
の
場
合
定
期
預
金
は
実
質
的
に
は

　
　
要
求
払
預
金
に
な
る
。
（
娼
・
O
切
り
臨
O
O
ぼ
P
O
け
O
μ
）

（
2
）
　
田
村
市
郎
教
授
「
我
国
の
景
気
循
環
と
景
気
指
数
」
（
昭
和
五
年
）
七
四
頁
参
照
。

（
3
）
　
出
印
ロ
ω
o
『
o
や
6
一
f
や
声
℃
●
H
ρ

（
4
）
　
所
得
流
通
速
度
の
国
際
的
比
較
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
参
照
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
国
」
≦
・
U
o
ぴ
一
ぼ
”
日
げ
。
閑
舞
一
〇
〇
h
一
昌
8
ヨ
0
8
昌
昌
畠
。
励
⊆
O
且
質
諺
ロ
一
暮
。
㎏
ロ
帥
二
〇
慈
一
ω
鶏
く
Φ
ど
男
⑦
〈
凶
。
妻
o
h
国
。
自
。
旨
一
8
磐
q
ω
寅
江
の
け
一
〇
ρ
b
直
o
q
6

　
　
　
H
⑩
㎝
H
噛
唱
や
b
o
O
H
I
b
o
H
◎
◎
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
一
年
十
二
月
三
十
日
早
朝
）
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欧
米
に
於
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

ー
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
論
理
と
ク
ー
リ
ー
の
そ
れ
の
比
較
1

野
　
村
　
寅
　
三

郎

（
一
）
序

　
鼓
に
謂
う
「
地
代
」
と
は
経
済
学
上
の
抽
象
的
概
念
で
あ
っ
て
、
小
作
人
が
地
主
に
対
し
て
支
払
う
土
地
使
用
の
報
償
だ
る
小
作
料
を
意

昧
し
な
い
。
経
済
学
に
於
い
て
抽
象
的
に
取
扱
う
地
代
と
は
生
産
要
素
の
一
早
る
土
地
そ
れ
自
身
に
帰
属
す
る
生
産
部
分
を
指
称
し
、
土
地

に
対
す
る
機
能
的
な
分
配
上
の
概
念
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
小
作
料
と
は
社
会
制
度
の
変
化
に
よ
っ
て
配
分
量
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
の
地
主

な
る
階
級
に
帰
属
す
る
生
産
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
一
）

　
経
済
学
的
な
意
味
に
於
け
る
地
代
概
念
は
夙
に
英
国
に
於
い
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
端
を
発
し
、
リ
カ
ア
ド
に
於
い
て
所
謂
「
差
額
地
代
」

畠
篇
Φ
お
商
圏
8
暮
と
し
て
一
世
を
驚
嘆
さ
し
π
理
論
的
展
開
を
見
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
リ
カ
ア
ド
は
「
地
代
と
は
土
壌

の
本
源
的
且
っ
不
可
壊
的
な
る
力
の
使
用
に
関
し
て
地
主
に
支
払
わ
れ
る
生
産
部
分
」
幻
。
旨
δ
夢
鉾
冒
。
註
8
9
讐
①
u
8
臼
8
9
普
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
二
）

o
吉
夢
u
暑
ぼ
。
げ
δ
b
毘
山
8
け
げ
Φ
冨
珪
岩
o
a
h
o
『
讐
Φ
⊆
器
。
臨
け
げ
①
o
ほ
m
a
ぎ
建
窯
鳥
冒
畠
Φ
の
＃
偉
。
鼠
巨
o
b
o
毛
Φ
円
。
臨
昏
①
8
ロ
と
い
う
有
名
な
文

句
を
以
て
地
代
を
定
義
し
、
資
本
主
義
経
済
に
於
い
て
は
土
地
が
経
済
的
に
有
敷
に
使
用
さ
れ
る
か
ぎ
り
必
ず
地
代
が
発
生
す
る
こ
と
を
主

　
　
　
　
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴
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欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

惜
し
沈
。
換
言
す
れ
ば
地
代
の
零
な
る
地
点
は
土
地
の
経
済
的
利
用
の
限
界
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
彼
は
地
代
発
生
の
原
因
を
土
地

に
投
下
さ
れ
た
等
量
の
労
働
量
に
対
す
る
牧
沖
上
に
求
め
、
地
代
額
は
牧
益
差
に
よ
り
決
定
せ
ら
れ
る
と
説
く
。
更
に
牧
野
差
の
発
生
す
る

場
合
と
し
て
、
（
一
）
労
働
量
の
投
せ
ら
れ
る
土
地
に
肥
痩
の
別
あ
る
と
き
、
（
二
）
肥
壷
の
別
な
き
も
位
置
の
崇
高
を
異
に
す
る
と
き
の
二

つ
を
掲
げ
た
。
此
の
二
種
の
地
代
を
本
論
文
に
於
い
て
研
究
の
便
宜
上
そ
の
生
成
の
事
由
に
よ
っ
て
区
別
す
る
な
ら
ば
第
一
の
揚
合
に
発
生

す
る
も
の
を
「
地
味
地
代
」
と
呼
び
、
第
二
の
揚
幕
に
惹
起
す
る
も
の
セ
．
「
位
置
地
代
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
リ
カ
ア
ド
自

身
は
前
者
即
ち
地
味
地
代
を
詳
説
し
て
精
緻
な
地
代
理
論
を
形
成
し
て
い
る
が
、
後
者
即
ち
位
置
地
代
に
就
い
て
は
極
め
て
簡
単
に
触
れ
て

い
る
に
止
ま
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
所
以
は
リ
カ
ァ
ド
の
労
働
数
値
説
の
発
生
が
社
会
需
要
即
ち
人
口
の
増
加
に
応
じ
て
劣
等
地
が
耕
作
さ

れ
穀
物
の
相
対
価
値
が
騰
貴
す
る
と
い
う
思
考
に
由
来
す
る
事
実
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
は
地
味
地
代
こ
そ
当
面
の
問
題
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
、
位
置
地
代
は
解
明
す
る
必
要
が
な
い
。
然
る
に
リ
カ
ァ
ド
が
閑
却
し
泥
位
置
地
代
こ
そ
は
、
土
地
の
広
が
り
に
轡
接
な
関
連
を
持
つ
交

通
学
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
位
置
地
代
を
い
ち
早
く
研
究
し
た
入
に
、
欧
羅
巴
に
於
い
て
チ
ュ
ー
．
不
ン
弩
弓
8
国
恥
旨
8
げ
く
8
臼
暮
ロ
2
（
μ
『
Q
◎
Q
ゆ
一
H
◎
◎
q
O
）
北
米
に
ク

ー
リ
ー
O
冨
『
冨
ω
口
。
詳
。
口
0
8
冨
《
（
H
。
。
罐
1
～
）
が
見
出
さ
れ
る
。
チ
ュ
ー
、
昂
ン
は
農
業
経
営
学
者
で
あ
り
、
ク
ー
り
一
は
社
会
学
者
で
あ

っ
て
、
と
も
に
交
通
学
専
攻
者
で
な
い
と
こ
ろ
に
興
味
が
あ
る
。
チ
ュ
ー
ネ
ン
に
於
け
る
位
置
地
代
の
研
究
は
そ
の
生
涯
を
か
け
て
書
上
げ

だ
名
著
「
孤
立
国
」
u
o
＝
の
言
笑
8
Q
り
＄
建
言
ヒ
ロ
Φ
魁
Φ
け
§
σ
q
鋤
守
口
巳
日
頃
ω
。
訂
津
巷
Ω
Z
切
死
8
窄
。
一
α
ざ
8
巨
ρ
H
・
》
‘
沖
H
。
。
ま
り
b
。
●
》
ロ
沖

H
。
。
食
び
N
≦
θ
H
。
。
爵
の
理
論
的
出
発
点
を
な
し
、
し
か
も
彼
の
学
説
の
全
体
系
は
位
置
地
代
を
枢
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
理
論
は

エ
ー
レ
蓬
）
プ
リ
ン
㌔
絶
ど
に
よ
っ
て
継
承
義
難
義
て
を
る
か
ら
有
名
で
あ
る
が
・
之
に
反
し
て
ク
ー
り
あ
位
鑑
代
の

研
究
は
彼
の
社
会
学
に
関
す
る
多
数
の
業
風
中
の
一
冊
「
交
通
論
」
目
ゲ
。
昏
Φ
o
曼
9
自
き
。
・
o
。
詳
薗
什
δ
P
H
。
。
O
魁
の
第
十
三
章
に
於
い
て
僅
か

一一@264　一



に
取
扱
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
両
者
は
そ
の
取
扱
の
軽
重
に
大
差
が
あ
り
、
互
に
伯
仲
す
る
も
の
と
し
て
比
狂
す
る
の
は
正
当

で
は
な
い
が
、
同
じ
問
題
を
探
究
し
把
数
少
い
作
品
と
し
て
取
上
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
両
者
が
観
察
し
た
重
点
の
置
き
方
の
相
異
が
吾

々
後
学
者
を
し
て
深
い
才
覚
を
抱
か
し
め
る
。
歴
史
永
く
人
口
調
霧
な
先
進
国
だ
る
欧
洲
に
発
達
し
た
チ
ュ
ー
、
矛
ン
の
学
説
と
開
国
以
来
日

算
浅
く
人
口
稀
薄
に
し
て
当
時
未
だ
後
進
国
だ
つ
た
米
国
に
生
れ
π
ク
ー
り
一
の
理
論
の
建
て
方
に
は
各
々
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
の
は
当
然

で
あ
る
が
、
、
自
分
は
両
者
が
相
排
斥
す
べ
き
も
の
で
な
く
互
に
補
完
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
是
れ
敢
え
て
本
研
究
を
纒
め
た
所
以

で
あ
る
。

　
註
（
一
）
〉
匿
ヨ
ω
旨
皆
貫
》
p
貯
ρ
鼠
困
三
暮
。
爵
。
昌
醇
農
。
き
畠
8
β
ω
。
ω
o
｛
鼻
。
≦
8
寓
げ
o
h
μ
暮
一
〇
口
ρ
嵩
『
9
暮
春
・
×
H

　
「
土
地
の
地
代
は
そ
の
生
産
物
の
如
何
に
関
せ
ず
そ
の
肥
痩
度
と
共
に
高
低
す
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
肥
痩
度
の
如
何
に
関
せ
ず
そ
の
位
置
に
由
っ
て
変
動
す
る
。
都
市
附
近

　
の
土
地
は
遠
隔
の
鷺
沼
度
相
等
し
き
土
地
よ
り
為
多
く
の
地
代
を
発
生
す
る
。
第
二
の
土
地
の
親
爺
が
第
一
の
土
地
の
耕
作
よ
り
も
多
く
の
労
働
を
要
す
る
の
で
は
な
い
が
、

　
遠
隔
地
よ
り
生
産
物
を
市
場
に
搬
出
す
る
事
に
は
一
層
多
く
の
労
力
を
常
に
費
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
従
っ
て
百
姓
の
利
潤
並
に
地
主
の
地
代
の
源
泉
た
る
余
剰
は
減
少
せ

　
ざ
る
を
得
瞭
」
と
看
破
し
て
い
る
。

　
註
（
二
）
∪
恥
く
建
固
8
益
p
◎
昌
§
o
蔑
貯
息
鳳
＄
o
臨
も
鼠
鉱
8
一
〇
8
旨
。
只
只
鋤
民
富
×
9
窪
自
L
G
。
H
刈
矯
O
o
日
口
。
吋
o
P
や
膳
吟

　
註
（
三
）
　
閃
二
巴
二
〇
げ
》
霞
。
び
o
ρ
切
画
苗
圃
o
N
霞
≦
貯
お
。
ゴ
9
津
ω
一
〇
訂
。
畠
①
ω
い
碧
象
碧
。
ω
鳩
H
8
曾
≧
蒔
。
ヨ
。
冒
。
冨
昌
q
署
凶
蹄
ω
o
ゴ
巴
窪
島
。
ゆ
。
霞
一
〇
び
ω
窪
窪
ρ
O
．

　
　
》
¢
訟
　
　
H
Φ
N
ら
Q
．

　
　
　
．
堵

　
註
（
四
）
　
曲
げ
8
魁
。
円
切
ユ
ロ
κ
ヨ
馨
b
U
拐
O
o
ざ
旨
。
聾
唖
α
①
の
い
”
挿
自
≦
冒
窃
。
げ
鉢
窪
。
げ
聲
切
。
け
二
魯
O
ω
》
μ
り
N
b
。
（
O
コ
5
Ω
ユ
。
・
ω
α
巽
ω
o
§
巴
α
ぎ
コ
〇
三
目
く
昌
》
げ
じ
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黶j

@
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
位
置
地
代
理
論

　
先
づ
チ
ュ
ゼ
ネ
ソ
の
地
代
に
対
す
る
概
念
を
明
確
に
把
握
す
る
π
め
に
「
孤
立
国
」
の
中
よ
り
之
に
関
し
て
重
要
な
り
と
思
わ
れ
る
章
句
．

を
適
当
に
選
ん
で
・
訳
出
す
る
。
彼
は
地
代
の
定
義
を
次
の
如
く
説
明
し
て
、
の
ち
に
本
書
の
初
版
の
と
き
に
は
知
ら
な
か
つ
だ
リ
カ
ア
ド
の

　
　
　
　
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴



　
　
　
　
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
一
）

地
代
の
定
義
が
自
分
の
そ
れ
と
偶
然
に
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
説
述
し
て
い
る
。

「
吾
々
は
農
場
所
得
O
暮
ω
9
爵
曾
沖
。
と
土
地
そ
れ
自
身
が
生
む
と
こ
ろ
の
甘
心
国
師
冨
ひ
q
9
畠
Φ
ロ
α
話
し
口
。
α
o
昌
9
。
ロ
匹
。
げ
Φ
q
旨
け
と
を
厳
麿

に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
妄
覚
は
常
に
建
物
・
垣
・
樹
木
・
其
の
他
土
地
と
分
離
し
得
べ
き
有
価
物
を
具
備
し
て
い
る
。
故
に
農
揚

の
所
得
は
全
部
が
土
地
よ
り
生
す
る
の
で
盈
な
く
、
一
部
分
は
此
等
有
価
物
に
化
体
せ
る
資
本
の
利
子
で
あ
る
。
建
物
・
材
木
．
垣
．
其
の

他
土
地
と
分
離
し
撰
べ
き
全
有
価
物
の
価
格
の
利
子
を
農
揚
所
得
よ
り
差
引
い
だ
残
部
、
即
ち
土
地
そ
れ
自
身
に
属
す
る
も
の
を
私
は
地
代

　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
二
）

い
き
脅
Φ
口
8
と
名
付
け
る
。
」

　
註
（
一
）
↓
げ
冒
o
p
費
p
ρ
ω
』
◎
。
噸

　
註
（
二
）
6
ず
冒
o
p
p
鉾
ρ
ψ
鴇
●

　
更
に
地
代
の
発
生
原
因
に
就
い
て
彼
は
次
の
通
り
記
述
し
て
い
る
・

「
遠
方
の
郊
外
の
二
つ
の
茎
立
よ
り
都
会
の
市
場
へ
同
時
に
ラ
イ
麦
が
齎
ら
さ
れ
る
と
き
、
遠
方
の
ラ
イ
麦
が
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
（
穀
物
の

単
位
に
し
て
約
四
斗
）
に
つ
き
一
・
五
タ
ー
レ
ル
（
通
貨
の
単
位
に
し
て
約
旧
一
円
五
十
銭
）
以
下
で
売
ら
れ
る
理
由
は
遠
方
の
生
産
者
が
そ

れ
だ
け
費
用
を
要
し
だ
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
郊
外
の
生
産
者
は
ラ
イ
麦
を
約
半
タ
ー
レ
ル
で
販
売
し
て
爾
且
つ
生
産
費
と
運
送
費
の
一
切

を
回
与
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
る
r
同
一
品
質
の
商
品
な
る
所
以
を
以
て
、
郊
外
生
産
者
に
対
し
て
遠
方
生
産
者
の
価
格
よ
り
も
廉
価
に

売
る
こ
と
を
強
制
も
出
来
な
い
し
期
待
も
出
来
な
い
。
購
入
者
に
と
っ
て
は
市
場
近
傍
産
の
ラ
イ
麦
も
遠
方
産
の
ラ
イ
麦
も
同
一
価
値
を
有

し
、
両
者
何
れ
が
よ
り
多
額
の
費
用
を
要
し
た
か
は
顧
慮
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
。
郊
外
生
産
者
が
自
己
の
ラ
イ
麦
に
対
し
て
費
用
以
上
に
受

取
る
も
の
が
純
粋
の
利
得
で
あ
る
。
か
、
る
利
得
は
継
続
的
に
し
て
且
つ
例
年
反
覆
さ
れ
る
が
故
に
、
彼
の
農
婦
だ
る
土
地
は
毎
年
地
代
を

生
む
訳
で
あ
る
。
斯
く
て
或
る
農
場
の
地
代
は
需
要
充
足
の
た
め
に
伺
生
産
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
劣
等
の
農
場
に
比
較
し
て
、
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

該
釜
揚
が
位
置
着
く
は
土
壌
の
点
に
於
い
て
優
越
し
て
い
る
こ
と
よ
り
発
生
す
る
。
こ
の
優
越
の
価
値
を
貨
幣
又
は
穀
物
で
表
現
す
れ
ば
地

　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
三
）

代
の
大
さ
が
明
確
に
な
る
。
L

　
註
（
三
）
　
目
び
離
昌
o
y
斧
。
O
・
ω
●
N
b
ゆ
璽
1
ω
9

　
以
上
を
勘
案
す
る
に
チ
ュ
ー
、
矛
ン
の
地
代
の
概
念
は
リ
カ
ア
ド
の
そ
れ
と
純
粋
且
つ
抽
象
的
観
念
で
あ
る
点
に
於
い
て
一
致
す
る
の
み
な

ら
す
、
地
代
の
発
生
に
関
し
て
も
一
物
一
価
の
法
則
を
是
認
し
て
、
そ
の
支
配
の
下
に
於
い
て
各
農
場
問
の
土
地
の
優
越
性
の
差
異
即
ち
牧

等
差
に
基
い
て
地
代
の
発
生
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
も
相
似
し
て
い
る
。
叉
地
代
の
発
生
す
る
揚
合
と
し
て
（
一
）
位
置
及
び
（
二
）
土
壌
の

差
美
の
二
つ
を
数
え
て
い
る
こ
と
も
リ
カ
ア
ド
と
一
致
し
て
い
る
。
併
し
チ
ュ
ー
ネ
ン
が
ロ
ス
ト
ッ
ク
市
よ
り
約
五
爵
離
れ
た
彼
の
テ
ロ
ー

掲
揚
に
於
け
る
永
き
農
集
経
営
者
と
し
て
の
経
験
は
そ
の
理
論
を
発
展
せ
し
む
る
に
当
っ
て
、
リ
カ
ァ
ド
の
理
論
と
希
な
る
蓬
庭
を
惹
起
し

た
。
リ
カ
ア
ド
は
既
述
の
如
く
社
会
需
要
即
ち
人
肛
の
増
加
に
応
じ
て
劣
等
地
が
耕
作
さ
れ
、
穀
物
の
相
対
的
価
値
は
騰
貴
す
る
と
い
う
思

考
よ
り
労
働
価
値
説
に
転
化
し
π
か
ら
地
味
地
代
こ
そ
問
題
に
な
る
が
、
位
置
地
代
は
之
を
深
く
追
求
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
然
る
に
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
四
）

業
経
営
者
π
る
チ
ュ
ー
ネ
ン
は
資
本
主
義
下
の
農
揚
の
合
理
的
経
営
を
表
示
す
る
指
標
と
し
て
の
任
務
を
地
代
に
求
め
だ
の
で
あ
る
。
指
標

と
し
て
の
任
務
を
塩
煮
に
果
す
π
め
に
は
そ
の
普
遍
性
と
か
妥
当
性
と
か
が
要
求
せ
ら
れ
る
が
、
二
種
の
地
代
の
う
ち
幅
径
地
代
は
資
格
に

於
い
て
欠
く
る
と
こ
ろ
が
頗
る
多
い
Q
こ
れ
は
土
地
の
肥
骨
性
の
差
異
が
作
物
の
種
類
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
定
せ
す
、
そ
の
測
定
の
困
難

な
る
事
笑
1
こ
れ
は
地
昧
地
代
の
存
在
を
勿
論
毒
茸
す
る
も
の
で
な
い
一
に
基
く
。
然
る
に
位
置
地
代
は
此
の
点
に
関
し
て
運
送
費
を

媒
介
と
し
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
極
め
て
普
遍
性
・
妥
当
性
に
富
ん
で
い
る
。
か
、
る
事
情
は
チ
ュ
ー
．
矛
ン
を
し
て
リ
カ
ァ
ド
と
反
対
に
地

味
地
代
を
得
て
て
位
置
地
代
の
探
究
に
力
を
尽
さ
し
め
、
彼
の
有
名
な
農
集
野
分
各
論
を
形
成
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
之
に
就
い
て

　
　
　
　
　
註
（
五
）

簡
単
に
説
明
す
る
Q

　
　
　
　
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴
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欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

註
（
四
）
　
近
藤
康
男
氏
著
「
チ
ウ
ネ
ソ
孤
立
国
の
研
究
」
六
九
頁
以
下
。
山
田
雄
三
自
著
「
チ
ュ
ー
ネ
ソ
分
配
論
の
研
究
」
五
六
頁
。

註
（
五
）
　
チ
ェ
ー
ネ
ソ
の
理
論
の
説
明
に
は
前
掲
近
藤
、
山
田
両
氏
の
著
書
並
に
伊
藤
書
籍
氏
署
「
地
域
の
経
済
理
論
」
菊
田
太
郎
氏
著
「
生
産
立
地
論
大
要
」
等
よ
り
教

　
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
を
感
謝
す
る
。

　
さ
て
ヂ
ュ
ー
ネ
ン
は
孤
立
化
並
に
理
想
化
の
思
考
形
式
を
利
用
し
で
「
孤
立
国
」
の
開
巻
第
一
頁
に
「
舟
揖
す
べ
き
河
川
も
運
河
も
な
・
い

農
沃
な
平
野
の
中
央
に
一
つ
の
大
都
会
が
あ
る
と
想
像
せ
よ
。
平
野
は
何
処
も
耕
作
可
能
な
全
く
均
等
な
土
壌
で
あ
る
。
平
野
の
都
会
よ
り

最
も
遠
く
離
れ
π
と
こ
ろ
は
未
耕
の
荒
地
に
終
め
、
、
以
て
こ
の
国
ば
他
の
世
界
と
完
全
に
遮
断
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
此
の
孤
立

国
に
於
い
て
は
工
業
品
を
生
産
す
る
農
産
物
を
消
費
す
る
都
会
と
純
農
村
が
共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
な
経
済
的
均
衡
を
保
ち
、
し
か

も
農
村
に
は
多
数
の
農
場
が
極
め
て
合
理
的
な
経
営
の
下
に
市
場
生
産
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
仮
定
に
立
つ
。
孤
立
国
内
の
各
農
場
は
単
に

市
場
へ
の
距
離
が
相
違
す
る
の
み
で
、
・
地
昧
其
の
他
あ
ら
ゆ
る
条
件
が
等
し
い
。
市
場
距
離
の
差
異
は
各
農
場
生
産
物
の
販
売
に
際
し
て
、

仮
令
同
｝
種
類
に
属
す
る
も
の
と
錐
も
運
送
費
を
異
に
せ
し
め
、
市
揚
の
平
均
価
格
よ
り
運
送
費
を
差
引
い
た
各
農
揚
生
産
物
の
農
場
に
於

け
る
価
格
　
　
－
以
下
簡
単
に
「
農
場
半
価
」
と
記
す
一
は
農
揚
よ
り
市
場
ま
で
の
距
離
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
逓
減
す
る
。
チ
ュ
ー
ネ
ン

は
多
年
の
実
験
を
基
礎
と
し
て
二
、
四
〇
〇
封
度
積
四
頭
立
荷
馬
車
一
輔
の
運
送
費
を
ラ
イ
麦
二
・
五
七
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
と
貨
幣
一
・
六
三
タ

ー
レ
ル
で
あ
る
と
し
、
他
方
都
会
に
於
け
る
ラ
イ
麦
の
市
場
価
格
を
一
・
五
タ
ー
レ
ル
と
定
め
た
。
而
し
て
荷
馬
車
一
輔
に
満
載
し
だ
ラ
イ

麦
の
運
送
費
と
農
場
穀
価
を
孤
立
国
の
全
区
域
に
亘
っ
て
通
競
る
、
一
般
公
式
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
前
者
即
ち
κ
哩
の
運
送
費
を
（
A

式
）
蝿
撫
や
ミ
後
者
即
ち
市
場
よ
皇
哩
聾
莚
場
の
ラ
妾
価
格
を
（
・
式
）
、
。
騨
瑠
や
ミ
と
計
算
し
π
。

今
、
・
此
の
式
の
匿
に
数
値
を
入
れ
て
ラ
イ
専
一
シ
エ
ッ
フ
ェ
ル
の
農
場
価
格
系
列
を
つ
く
る
と
下
表
の
通
り
で
、
穀
物
を
五
〇
哩
以
上
輸
送

す
る
と
き
は
市
価
は
全
部
運
送
費
に
占
め
ら
れ
、
仮
命
生
産
に
費
用
を
要
せ
す
と
す
る
も
土
地
の
耕
作
は
自
ら
停
止
す
る
。
然
る
に
生
産
に

一268一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

は
必
ず
費
用
を
伴
う
が
故
に
、
農
業
が
企
業
的
に
経
営
さ
れ
る
か
ぎ
り
よ
り
都
会
に
近
い
難
所
に
於
い
て
さ
え
既
に
耕
作
は
停
止
し
、

市場星巨離1農場肇イ面

」L 緒V㌻説ノv

1．　313

工．工35
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0．　374

0．　242

0．　110e

　　　o

　　5

10

15

20

25

30

35

40

45

49．　95

あ
る
か
ら
、
先
ず
農
地
の
牧
支
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
一
定
面
積
の
土
地
の
生
産
量
を
求
め
、

算
出
さ
れ
る
農
場
の
総
牧
入
と
そ
の
生
産
費
の
関
係
を
解
明
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
費
に
関
し
て
チ
ュ
ー
、
矛
ン
は
種
子
代
、
耕
作
費
（
両
者
と
も
耕
地
面
積
に
比
例
す
る
）
牧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

ラ ノf 麦貨 幣
（シェヅフェル）（ターレル）

総 収　　　入 3，144

種子代
485 十 0

支耕作　費 507 十 218

　収穫費出　一般経営費 356

U28
十
十

154

Q69

支 出　合　計 1，976 十 641

地　　　　代 1，168
一

641

O．549ター1／ノ地代消滅するときのライ
麦一シェッ7エルの価格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

外
辺
は
荒
野
と
し
て
放
置
さ
れ
る
。
地
代
は
土
地
が
経
．
済
的
に
利
用
せ
ら
れ
る
農
蛎
に
於
い

て
の
み
存
在
し
、
荒
野
に
は
発
生
し
な
い
・
，
一
と
は
説
く
ま
で
も
な
い
。

　
次
に
斯
く
て
発
生
し
た
地
代
額
は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
と
い
う
に
、
農
場
穀
価
の

差
額
が
直
ち
に
地
代
に
な
る
と
簡
単
に
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
前
記
チ
ユ
ー
ネ
ン
の
引
用
句

に
あ
る
如
く
「
費
用
額
以
上
に
受
取
る
」
と
こ
ろ
の
「
土
地
そ
の
も
の
の
一
一
」
が
地
代
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
に
農
場
穀
価
を
乗
じ
て

穫
費
（
収
穫
量
に
比
例
す
る
）
一
般
経
営
費
を
数
え
る
。
其
の
う
ち
種
子
代
が
全
部
穀
物
な
の

は
勿
論
で
あ
る
が
、
其
の
他
に
就
い
て
も
商
工
業
と
異
b
農
業
特
有
の
事
情
よ
り
し
て
費
用
の

四
分
の
一
の
み
が
貨
幣
に
て
支
払
わ
れ
、
四
分
の
三
は
穀
物
の
形
態
に
て
支
弁
さ
れ
る
と
す
る
。

彼
は
（
一
）
休
閑
（
二
）
ラ
イ
麦
（
三
）
大
麦
（
四
）
燕
麦
（
五
）
放
牧
（
六
）
放
牧
（
七
）
放
牧
の

作
付
順
序
を
有
す
る
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
式
七
区
穀
草
式
農
業
　
（
巳
Φ
竃
Φ
。
匹
Φ
筈
霞
α
Q
δ
9
Φ
匹
？

σ
窪
ω
。
巨
譜
霞
Φ
国
。
薯
①
甲
薯
一
辱
ω
昌
緯
け
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
把
テ
ロ
ー
農
場
の
実
験
材
料
を
案
配

し
て
、
耕
地
の
生
産
力
が
百
平
方
ル
ー
ト
（
面
積
の
単
位
に
し
て
三
・
七
七
平
方
米
）
に
つ
き

穀
物
牧
穫
ラ
イ
麦
八
シ
エ
ッ
フ
ェ
ル
の
と
シ
、
」
十
万
平
方
ル
ー
ト
の
農
場
の
牧
支
計
算
を
上
表
の
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欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

　
　
　
　
　
註
（
一
）

通
り
記
し
て
い
る
。
七
区
穀
草
叢
の
生
産
物
は
数
種
の
穀
物
と
畜
産
物
よ
り
成
立
す
る
が
、
取
扱
の
便
宜
上
全
部
ラ
イ
麦
に
換
算
さ
れ
て
い
る
Q

　
註
（
一
）
↓
げ
費
¢
P
帥
・
勲
O
●
o
o
。
爲

　
総
牧
入
よ
り
生
産
費
を
差
引
い
堂
廊
牧
益
即
ち
地
代
は
ど
一
①
。
。
。
。
1
重
唱
と
な
る
。
此
の
地
代
式
は
非
常
に
簡
単
で
あ
る
か
ら
任
意
の
農

場
穀
価
を
代
入
し
て
、
容
易
に
地
代
を
貨
幣
額
に
て
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
。
市
場
距
離
を
異
に
す
る
各
農
場
の
地
代
を
求
め
る
一
般
式
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
o
刈
ら
Q
I
㎝
・
α
執

市
場
距
離
κ
哩
な
る
土
地
の
農
場
穀
価
即
ち
B
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梼
ー
ミ
マ
を
前
掲
地
代
式
ど
H
O
Q
。
ω
一
①
自
”
に
代
入
す
れ
ば
よ
い
。
斯
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
Q
◎
N
＋
疑

市場距離1地　代
（ターレル）
　　1．　066

　　　　892

　　　　685

　　　　488

　　　　301

　　　　124

　　　　　　0

　　（哩）

　1

　5

10

15

20

25

28．　6

八
・
六
二
離
れ
だ
地
点
で
は
最
早
地
代
を
発
生
せ
す
、

遠
の
土
地
は
実
際
上
通
耕
の
荒
地
か
と
い
え
ば
左
様
で
な
い
。

費
の
う
ち
前
二
者
は
所
与
の
も
の
と
し
て
動
か
し
得
な
い
が
、

こ
と
少
き
農
業
組
織
方
法
が
あ
る
な
ら
ば
、

い
と
し
て
三
圃
式
農
業
∪
8
幕
置
。
書
算
ω
。
冨
h
什
を
考
え
た
。
此
の
農
業
組
織
は
農
場
を
区
分
す
る
の
に
農
舎
か
ら
遠
く
隔
っ
た
部
分
を
永

久
放
牧
地
と
し
、
近
い
部
分
を
三
分
し
て
交
互
に
（
一
）
ラ
イ
愛
（
二
）
大
麦
（
三
）
休
閑
と
い
う
作
付
順
序
を
繰
返
す
低
次
の
農
法
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

随
っ
て
同
一
地
昧
の
農
地
に
於
い
て
も
本
源
怯
を
施
行
す
る
と
き
は
七
区
穀
草
画
農
業
を
行
う
と
き
に
比
し
て
牧
穫
総
量
は
低
下
す
る
が
、

生
産
費
は
比
例
以
上
に
節
約
せ
ら
れ
る
結
果
、
穀
草
露
農
業
に
於
け
る
限
界
耕
地
に
も
新
セ
に
地
代
を
発
生
す
る
。
此
の
関
係
を
明
瞭
に
す

て
普
遍
性
あ
亀
袋
（
・
式
）
障
熊
唱
言
㎝
ぴ
r
ミ
を
考
案
し
π
。
本
式
を
利
用
し
て
距

離
差
あ
る
十
万
平
方
ル
ー
ト
の
農
場
の
地
代
を
掲
げ
れ
ば
上
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
地
代
の
消
滅
す
る
地
点
の
ラ
イ
麦
の
農
場
穀
価
は
○
・
五
四
九
タ
ー
レ
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
農
揚
の
市

場
距
離
を
求
め
る
奮
B
式
を
用
い
て
自
苧
N
騨
調
聴
と
す
る
と
、
爺
鎚
節
ち
都
市
よ
り
二

　
　
　
　
　
　
　
　
耕
作
を
強
行
す
れ
ば
農
業
経
営
は
損
失
を
招
く
訳
で
あ
る
。
然
ら
ば
二
八
・
六
哩
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ュ
ー
ネ
ン
は
地
代
を
算
出
す
る
三
要
素
即
ち
市
場
価
格
・
運
送
費
・
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
費
ば
可
動
的
な
り
と
考
え
て
、
若
し
詩
草
式
よ
り
も
生
産
費
を
要
す
る

　
　
　
　
ラ
イ
麦
の
農
場
穀
価
が
O
・
五
四
九
タ
ー
レ
ル
で
も
な
ほ
余
剰
、
即
ち
地
代
が
残
る
に
違
い
な
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単位面積
魔闔絈n

農場の
克絈n 支出合計

　　　　　1　地代が○となる地　代1醐繍瞬

穀草式
O　圃式

8s

U72s
3．144s

P．720s

1，976s＋641T

P，024s＋327T

1，168s－641T

@696s－327T

α549T　　28。6哩

ｿ470T　　31．5哩
　
　
　
　
る
だ
め
に
前
記
穀
草
式
農
業
と
対
照
す
る
三
園
式
農
業
の
数
字
を
拾
っ
て
比
較
表
を
作
成
す
れ
ば
上
の
如
き
も
の
が
出

　
　
　
　
来
る
。

　
　
　
　
　
（
上
表
の
註
）
　
単
位
面
積
と
は
百
平
方
ル
ー
ト
、
農
場
の
広
さ
は
十
万
平
方
ル
ー
ト
、
S
は
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
、
T
は
タ
ー
レ
ル
を
表
わ
す
。
単
位

　
　
　
　
　
　
面
積
当
り
収
穫
は
ラ
イ
麦
に
よ
る
地
味
を
示
し
、
総
収
穫
は
数
種
の
生
産
物
を
ラ
イ
麦
に
換
算
し
て
合
計
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
本
表
に
よ
蜘
ば
薬
圃
式
を
採
用
し
だ
場
合
に
は
牧
穫
の
減
退
よ
り
も
支
出
の
減
少
が
相
対
的
に
著
し
い
結
果
、
農
場

　
　
　
　
単
価
が
0
・
四
七
タ
ー
．
レ
ル
に
下
落
す
る
ま
で
地
代
は
消
滅
せ
す
、
限
界
耕
地
の
中
心
都
市
よ
り
の
距
離
は
二
八
・
六

　
　
　
　
哩
よ
り
三
一
・
五
哩
ま
で
外
部
に
拡
大
す
る
。
此
の
現
象
は
三
圃
式
農
業
が
穀
草
葺
農
業
に
比
し
て
常
に
有
利
な
る
こ

　
　
　
　
と
を
意
凝
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
穀
価
低
き
と
き
は
三
毛
式
を
施
行
す
る
方
が
藤
里
式
の
揚
合
よ
り
も
地
代
が
大
で

　
　
　
　
あ
り
、
反
対
に
穀
価
高
き
と
き
は
小
に
な
る
こ
と
の
事
情
を
側
面
よ
り
物
語
る
に
過
ぎ
な
い
。
之
を
証
明
す
る
た
め
に

　
　
　
　
下
に
市
場
距
離
の
変
化
に
基
く
両
農
業
組
織
別
の
地
代
表
を
作
成
し
て
一

　
　
　
　
こ
れ
は
地
代
式
と
農
場
穀
価
を
利
用
し
て
容
易
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
一

　
　
　
　
比
較
対
照
し
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
本
表
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
農
業
組
織
の
い
す
れ
を
採
用
す
る
の

　
　
　
　
が
有
利
で
あ
る
か
の
決
定
は
、
結
局
に
於
い
て
農
揚
穀
価
に
左
右
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
と
が
分
明
す
る
。
而
し
て
理
論
的
に
は
両
農
業
組
織
の
地
代
が
全
く
同
額
で

　
　
　
　
あ
る
場
合
の
農
場
無
価
の
存
在
が
想
像
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
此
の
数
値

　
　
　
　
は
両
組
織
の
地
代
式
を
相
等
し
と
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
即
ち

欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

市場距離 農場閑臥 騨式地凱陣式地代

哩
0 1．500T 1111T 717T
1 1，461 1066 690

5’ 1，313 892 586

10 1，136 685 464

15 α968 488 374

20 0，809 301 230

25 α656 124 130

3Q α512 一43 29

40 α242 一358 一160
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・
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

ど
H
紹
の
一
①
自
弓
1
1
0
8
。
。
一
ω
鱒
饗
と
す
る
な
ら
ば
、
　
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
の
農
場
穀
価
は
0
・
六
六
五
タ
ー
レ
ル
と
な
る
。
更
に
之
を
B
式
に

用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
距
離
の
数
値
二
四
・
七
番
が
得
ら
れ
る
。
斯
く
て
農
業
が
合
理
的
に
経
営
さ
れ
る
だ
め
に
は
穀
草
式
農
法
は
二

四
・
七
哩
に
て
終
り
、
其
処
よ
り
町
歩
式
農
注
が
起
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
三
思
式
農
注
に
於
い
て
も
市
場
距
離
が
延
長
し
、
農
場
穀
価
が

低
下
す
れ
ば
地
代
は
減
少
し
て
つ
い
に
零
に
達
す
る
。
若
し
此
の
場
合
、
更
に
生
産
費
の
低
減
す
る
農
業
組
織
が
あ
る
な
ら
ば
帽
子
式
と
三

号
式
に
於
け
る
如
き
関
係
が
成
立
ち
、
そ
の
農
業
組
織
が
採
用
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
而
し
て
チ
ュ
ー
、
不
ン
は
其
処
に
は
牧
畜
≦
Φ
冨
巳
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
外
は
存
在
し
な
い
と
主
張
す
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
方
、
彼
は
「
中
心
都
市
の
最
近
傍
に
於
い
て
は
如
何
な
る
農
業
組
織
が
最
大
の
地
代
を
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
」
と
い
う
問
題
を
提
出
し
て
自
由
式
農
業
甲
Φ
一
①
三
二
ω
。
冨
剛
↑
一
肥
料
の
大
部
分
を
都
会
よ
り
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湿
す
る
を
以
て
作
付
順
序
に
何
等
の
拘
束
な
く
叉
休
閑
が
な
い
f
特
に
馬
鈴
薯
栽
培
を
観
察
の
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
そ
の
地
代
が
上
記
の
如
く
莫
大
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
此
の
地
代
の
計
算
に
関
し
て
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
鴇
草
式
の
場
合
と
異
り
、
生
産
物
を
売
却
し
π
総
牧
民
よ
り
、
地
代
を
除
い
だ
狭
義
の
生
産
費
と
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
費
の
合
計
を
差
引
く
方
法
を
採
用
し
て
い
る
が
、
鼓
に
は
説
明
を
省
略
し
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
一
場
所
に
二
種
以
上
の
農
業
組
織
が
競
合
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
合
理
的
な
る
経
営
換
言
す
れ
ば
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
大
な
る
地
代
を
発
生
す
る
農
業
組
織
が
他
を
駆
逐
す
ム
。
莫
大
な
る
地
代
を
生
む
自
由
式
農
業
が
都

会
の
最
近
傍
に
位
置
を
占
め
る
所
以
で
あ
る
。

　
更
に
チ
ュ
ー
ネ
ン
は
自
由
式
農
業
に
次
い
で
、
都
会
に
薪
炭
・
建
築
用
材
等
を
供
給
す
る
林
業
圏
国
。
誘
け
三
口
の
魯
昧
け
が
地
代
大
な
り
と

し
て
自
由
式
農
法
の
外
辺
に
そ
の
存
在
を
認
め
、
続
い
て
林
業
圏
と
穀
草
式
農
業
と
の
間
に
輪
栽
式
農
業
二
二
。
窪
幕
9
器
署
三
ω
。
げ
聾
を

十万平方ルートの地代
都市よりの

浴@　　離

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

iA）　肥料を　（B）　肥料を
s市より購入農場で自給す
する場合　　　る場合

ターレル　　　　ターレル

0哩 29，808　　　13，411

1　〃 24，126　　　11，899

4　〃 7，467　　　　7，462

7〃 一　　　　　3，165

93〃 一　　　　　　　　〇
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設
け
て
い
る
。
斯
く
て
彼
は
都
会
を
中
心
と
し
て
地
代
の
大
小
の
順
位
に
よ
っ
て
第
一
に
自
由
式
農
業
首
枷
第
二
に
林
業
圏
、
第
三
に
輪
栽

式
農
業
圏
、
第
四
に
穀
草
式
農
業
圏
、
第
五
に
三
夕
式
農
業
圏
、
第
六
に
牧
畜
と
い
う
見
事
な
六
重
の
同
心
円
よ
り
な
る
農
業
圏
分
布
図
換

言
す
れ
ば
位
置
地
代
理
論
の
展
開
を
巧
妙
に
画
き
上
げ
把
の
で
あ
る
。

（
三
）
　
ク
ー
リ
ー
の
位
置
地
代
理
論

　
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
社
会
学
の
教
授
で
「
入
間
惟
と
社
会
秩
序
」
（
出
ロ
日
き
ロ
讐
霞
⑦
碧
◎
臼
Φ
ω
o
。
巨
。
己
Φ
び
H
8
b
。
）
「
社
会
組
織
論
」

（
ω
8
巨
。
諄
き
尉
9
p
H
㊤
O
Φ
、
）
「
社
会
の
進
行
」
（
曽
。
一
巴
℃
δ
8
ω
9
H
o
H
。
。
）
「
生
活
と
学
生
」
（
ζ
臨
Φ
g
。
づ
α
毎
Φ
ω
け
＆
⑦
ロ
計
H
Φ
・
。
刈
）
な
ど
社
会

学
に
関
す
る
有
益
な
諸
労
作
を
必
て
洛
陽
の
紙
価
を
高
め
た
ク
ー
り
一
は
交
通
現
象
に
就
い
て
も
一
八
九
四
年
に
「
交
通
理
論
」
（
↓
げ
Φ

昏
Φ
o
q
9
財
§
の
竃
叢
記
。
認
）
な
る
名
著
を
発
表
し
た
。
本
書
は
全
巻
を
十
四
章
に
分
ち
、
先
ず
華
墨
の
意
義
を
解
明
し
て
次
に
交
通
と
自

然
の
関
係
を
論
じ
、
進
ん
で
交
通
と
社
会
、
交
通
と
軍
事
組
織
、
交
通
と
政
治
組
織
、
交
通
と
文
化
組
織
、
交
通
と
経
済
組
織
、
交
通
と
都

会
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。
特
に
交
通
と
経
済
の
交
渉
に
就
い
て
は
四
章
を
割
き
、
一
般
論
以
外
に
市
場
・
価
格
・
競
争
等
と
交
通
の
関

係
、
賃
率
論
、
交
通
と
地
代
の
諸
項
目
に
対
し
て
深
き
思
索
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
彼
の
思
考
形
式
が
チ
ュ
ー
、
矛
ン
に
酷
似
し
て
孤
立
化
と
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
一
）

想
化
の
方
怯
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
本
書
の
随
所
に
発
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
地
代
理
論
に
於
い
て
も
明
確
に
そ
れ
が
指
摘
出
来
る
が
、
彼

の
地
代
論
は
チ
ュ
ー
、
矛
ン
の
如
く
全
巻
を
あ
げ
て
周
到
且
つ
巧
妙
に
位
置
地
代
に
関
す
る
理
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
な
く
僅
か
一
章
を
之

に
割
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
前
以
て
述
べ
て
置
く
。

　
註
（
一
）
ρ
閏
●
0
8
竃
ざ
↓
冨
島
8
蔓
。
h
葺
聾
の
噂
。
詳
葺
。
p
娼
」
も
。
i
H
ド
H
卜
。
心
①
叶
ρ

　
さ
て
ク
ー
り
一
ほ
生
産
参
与
諸
階
級
の
分
前
即
ち
労
銀
・
利
子
・
利
潤
・
地
代
の
う
ち
交
通
と
最
も
置
忘
且
つ
直
接
的
な
関
係
に
立
つ
も

　
　
　
　
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴
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欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

の
は
地
代
で
あ
る
、
蓋
し
交
通
と
地
代
は
共
に
場
所
に
至
大
の
関
係
を
有
し
、
面
積
と
距
離
に
不
可
離
の
立
場
を
保
つ
も
の
な
る
が
故
で
あ

る
、
従
っ
て
交
通
と
分
配
の
関
係
を
解
明
す
る
場
合
に
は
、
特
に
交
通
と
搦
み
合
っ
て
い
る
地
代
の
究
明
を
等
閑
視
し
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
前
提
の
下
に
交
通
と
地
代
の
関
係
に
対
し
て
前
掲
書
物
の
第
十
三
章
に
於
い
て
大
体
次
の
如
き
説
明
を
し
て
い
る
。

　
ク
ー
リ
ー
は
「
リ
カ
ァ
ド
の
地
代
学
説
の
根
本
を
な
す
も
の
は
土
地
の
生
産
力
に
差
異
あ
る
こ
と
と
土
地
の
供
給
が
有
限
な
る
こ
と
に
見

出
さ
れ
る
が
、
両
者
は
地
代
の
発
生
に
必
ず
し
も
不
可
欠
な
も
の
で
な
く
、
両
者
を
兼
備
し
て
い
る
と
き
と
錐
も
生
産
が
土
地
と
不
可
離
的

も
1
5
結
合
を
な
し
交
通
を
必
要
と
す
る
限
り
、
地
代
は
当
然
発
生
す
る
。
か
、
る
地
味
平
等
な
る
土
地
が
無
限
に
存
在
す
る
場
合
に
発
生
す
る

地
代
を
説
明
す
る
だ
め
に
は
、
リ
カ
ァ
ド
の
地
代
法
則
を
次
の
如
く
言
替
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
」
と
述
べ
て
位
置
地
代
（
彼
は
か
、
る
語

を
使
用
し
な
い
が
）
に
関
し
て
左
の
通
り
記
述
し
て
い
る
。

「
地
代
は
市
場
に
対
す
る
貨
物
の
運
送
費
の
差
異
よ
り
発
生
し
、
そ
の
額
は
趨
る
土
地
に
於
け
る
運
送
費
と
耕
作
し
得
る
最
遠
距
離
の
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
二
）

に
於
け
る
運
送
費
と
の
差
額
に
拠
る
」
と
。

　
註
（
二
）
　
O
o
o
冨
ざ
皆
凶
9
℃
．
旨
ω
一
日
謹
●

　
即
ち
彼
の
地
代
に
関
す
る
解
釈
は
リ
カ
ァ
ド
や
チ
ュ
ー
、
矛
ン
と
等
し
く
抽
象
的
な
差
額
地
代
論
で
あ
り
、
地
代
発
生
の
事
由
に
よ
り
地
昧

地
代
と
位
置
地
代
の
二
場
合
の
存
在
を
述
べ
て
い
る
点
並
に
リ
カ
ァ
ド
に
於
い
て
軽
視
せ
ら
れ
た
位
置
地
代
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
点

に
就
い
て
は
チ
ュ
ー
、
矛
ン
と
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
だ
ゴ
チ
ュ
ー
．
年
ン
に
於
い
て
は
そ
れ
を
農
業
経
営
者
の
立
場
よ
り
自
覚
し
π
も
の
を
、

ク
ー
り
一
に
於
い
て
は
交
通
機
関
と
の
関
連
に
於
い
て
発
見
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
交
通
論
者
の
立
通
を
と
る
ク
ー
リ
ー
は
上
記
の
命
題
を
承
認
す
る
と
せ
ば
、
運
送
費
の
変
化
は
地
代
の
変
動
を
喚
起
し
、
他
の
事
情
に
し

て
相
等
し
け
れ
ば
市
国
へ
の
出
荷
費
の
低
減
は
地
代
の
下
落
を
招
来
す
る
と
し
て
、
汽
船
と
鉄
道
の
発
達
が
英
国
へ
米
国
産
小
麦
の
輸
入
を
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容
易
に
し
て
英
国
に
於
け
る
農
地
地
代
を
激
落
せ
し
め
元
事
実
及
び
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
米
国
西
部
諸
州
の
農
業
が
大
発
展
を
来
し
だ
結

果
東
部
諸
州
の
農
地
地
代
が
暴
落
し
農
場
が
閉
鎖
さ
れ
だ
事
実
を
挙
げ
て
い
る
。

、
叉
こ
の
理
論
は
都
会
地
の
地
代
に
於
て
も
等
し
く
適
用
出
来
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
彼
は
「
路
面
・
高
架
及
び
地
下
鉄
道
の
発
達
は
そ

の
交
通
効
率
に
比
例
し
て
都
市
の
人
口
と
仕
事
を
一
層
広
汎
な
る
地
域
に
分
散
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
市
域
内
の
地
代
の
低
減
を
齎

ら
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
例
を
住
宅
地
に
採
っ
て
こ
の
関
係
を
説
明
す
る
と
、
都
市
の
中
央
部
に
仕
事
を
有
す
る
人
々
が
通
勤
に
最
高
半
時

間
を
費
や
し
得
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
交
通
機
関
の
時
速
が
六
哩
の
と
き
に
は
住
宅
地
域
は
都
心
よ
り
半
径
三
哩
の
円
周
内
に
建
設
さ
れ

そ
の
広
さ
は
二
＋
八
平
方
哩
と
な
る
訳
で
あ
る
。
然
る
に
若
し
交
通
機
関
の
速
度
が
倍
加
す
る
と
せ
ん
か
、
住
宅
地
域
の
形
成
す
る
円
の
半

径
は
二
倍
の
六
哩
と
な
る
に
止
ま
る
が
、
面
積
は
半
径
の
自
乗
に
比
例
す
る
か
ら
実
に
百
十
二
平
方
哩
に
拡
大
す
る
。
こ
れ
は
以
前
の
広
さ

の
四
倍
に
等
し
い
。
も
し
人
口
そ
の
他
に
変
化
が
な
く
市
域
が
自
由
に
拡
張
し
得
る
と
考
え
る
な
ら
ば
地
代
の
総
合
計
額
に
は
何
等
変
動
を

生
じ
な
い
筈
で
あ
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
旧
佳
宅
地
域
の
地
代
は
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
実
は
都
会
地
に
於
け
る
地
代
が
運
送
費
の

低
減
よ
り
も
速
度
の
増
加
に
よ
っ
て
著
し
い
影
響
を
蒙
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
て
こ
の
関
係
を
一
層
明
瞭
に
理
解
せ
し
む
る
陀
め
に
ク
ー
り
一
は
位
置
以
外
の
総
て
の
条
件
を
捨
象
し
だ
次
掲
の
如
き
極
め
て
簡
単
な

る
作
図
を
使
用
し
て
、
交
通
機
関
の
改
良
が
地
代
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
る
か
を
説
明
し
て
い
る
。
都
市
の
中
心
を
0
と
し
、
直
線
A
C

を
以
て
旧
市
域
を
形
成
す
る
円
の
直
径
と
考
え
、
交
通
機
関
の
速
度
が
倍
加
し
だ
場
合
の
拡
大
し
だ
市
域
の
形
成
す
る
円
の
直
径
を
A
C
の

二
倍
の
a
c
と
す
る
。
若
し
地
代
が
単
純
に
相
対
的
な
位
置
の
相
違
の
み
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
想
像
す
る
な
ら
ば
、
地
代
は
中
心
に
於
て
最

高
と
な
り
周
辺
に
接
近
す
る
に
連
れ
て
一
様
に
逓
減
す
る
結
果
、
そ
の
総
合
計
額
は
円
錐
形
を
以
て
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
、
旧
式

交
通
機
関
の
場
合
に
於
け
る
中
’
5
部
の
単
位
面
積
に
対
す
る
地
代
を
B
O
と
し
、
A
及
び
C
点
に
於
い
て
は
地
代
を
皆
無
な
り
と
す
れ
ば
地

　
　
　
　
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴
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欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
c
　
　
代
総
計
は
三
角
形
B
A
C
を
以
て
切
断
面
を
現
わ
し
得
る
円
錐
形
B
A
C
と
な
る
。
然
る
に
交
通
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
に
よ
っ
て
速
度
が
一
躍
倍
加
す
る
と
、
都
市
の
区
域
は
a
c
点
ま
で
拡
大
す
る
が
地
代
総
計
は
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
　
他
の
事
情
に
し
て
相
等
し
き
限
り
同
一
で
あ
る
筈
だ
か
ら
、
此
の
揚
合
の
地
代
総
計
を
現
わ
す
円
錐
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
a
c
の
中
心
の
高
さ
b
O
は
旧
円
錐
形
B
A
C
の
高
さ
B
O
の
四
分
の
一
に
な
る
。
蓋
し
円
錐
形
b

　
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
c
の
底
面
積
は
円
錐
形
B
A
C
の
底
面
積
の
四
倍
に
当
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
こ
の
図
式
よ
り
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
の
欠
論
が
導
出
さ
れ
る
。
「
都
市
の
中
心
部
の
単
位
面
積
当
り
の
地
代
は
以
前
の
四
分
の
一
に
低
落
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
中
心
よ
り
離
れ
る
に
つ
れ
て
地
代
の
低
落
度
は
逓
減
す
る
が
、
x
・
Y
の
両
点
に
達
す
る
迄
は
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
を
已
め
な
い
。
X
・
Y
に
於
い
て
は
地
代
は
変
化
を
生
じ
な
い
が
こ
の
両
点
を
越
え
て
の
ち
暫
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
三
）

逆
に
地
代
は
騰
貴
し
、
A
・
C
の
二
点
よ
り
外
部
の
地
域
は
却
っ
て
従
来
存
在
し
な
か
つ
だ
と
こ
ろ
に
新
室
に
地
代
を
発
生
す
る
に
至
る
。
」

ク
ー
リ
ー
は
こ
の
現
象
を
更
に
具
体
的
に
理
解
せ
し
む
る
セ
め
に
「
最
初
に
円
錐
形
B
A
C
な
る
鉛
塊
を
想
像
し
、
次
に
之
を
鉄
槌
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
四
）

て
円
錐
形
b
a
c
に
打
ち
展
し
だ
と
考
え
る
。
鉛
は
地
代
で
あ
り
鉄
槌
は
交
通
の
改
良
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
以
て
巧
み
に
説
明
し
て
い

る
。

　
註
（
三
）
及
び
（
四
）
　
O
o
o
♂
ど
跨
置
・
や
H
b
δ
S

　
以
上
の
解
説
は
主
と
し
て
交
通
の
技
術
的
．
な
能
率
、
こ
の
場
合
に
於
て
は
速
度
と
地
代
の
関
係
に
就
い
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
様

な
推
理
は
運
送
費
と
地
代
の
関
係
に
就
い
て
も
為
し
得
る
こ
と
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
ク
ー
リ
ー
は
こ
の
点
に
就
い
て
は
簡
潔
に
「
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

工
都
市
に
対
す
る
農
耕
地
の
関
係
を
考
え
、
〃
速
度
の
倍
加
〃
の
代
り
に
〃
運
送
費
の
半
額
〃
な
る
言
葉
を
置
き
、
〃
住
宅
地
域
〃
の
代
り

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
〃
利
潤
を
得
て
耕
作
し
得
る
地
域
〃
な
る
概
念
を
代
入
す
れ
ば
、
全
く
相
似
し
だ
る
幾
何
学
的
関
係
の
存
す
る
こ
と
が
容
易
に
諒
解
出
来
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註
（
五
）

よ
う
。
此
の
場
合
、
限
界
耕
作
地
が
以
前
の
場
合
に
於
け
る
都
市
の
周
辺
に
該
当
す
る
訳
で
あ
る
し
と
述
べ
て
い
る
に
止
ま
る
。
之
を
要
す

る
に
「
地
代
は
所
定
の
中
心
に
対
す
る
交
通
の
便
益
（
時
間
的
た
る
と
費
用
的
た
る
と
を
通
わ
す
）
に
直
接
依
存
す
る
限
り
、
中
心
に
接
近

す
る
に
つ
れ
て
交
通
数
率
の
自
乗
に
反
比
例
（
速
度
の
場
合
は
そ
の
自
乗
に
反
比
例
し
、
費
用
の
場
合
は
そ
の
訂
乗
に
正
比
例
す
る
）
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
六
）

変
動
す
る
。
他
方
、
地
代
を
発
生
す
る
面
積
は
交
通
数
率
の
自
乗
に
正
比
例
し
て
変
動
す
る
」
と
ク
ー
り
一
は
結
論
を
下
し
て
い
る
。

　
註
（
五
）
及
び
（
六
）
　
O
o
g
o
ざ
管
置
・
娼
・
日
b
o
刈
「
H
b
。
堕

　
ク
ー
り
一
の
説
明
を
通
観
し
て
彼
が
地
代
発
生
の
場
合
と
し
て
、
単
に
運
送
費
の
差
異
の
み
で
な
く
、
速
度
の
如
き
交
通
の
技
術
的
能
率

を
も
考
察
の
中
に
置
い
た
こ
と
に
対
し
て
其
の
視
野
の
広
き
に
戚
服
す
る
が
、
蛙
に
は
チ
ュ
ー
、
不
ン
と
早
旦
の
便
宜
上
中
に
問
題
の
取
扱
を

可
及
的
に
経
済
面
に
か
ぎ
り
た
い
理
由
に
よ
っ
て
、
運
送
費
の
差
異
の
み
に
制
限
す
る
。

　
ク
ー
リ
ー
の
理
論
の
骨
子
に
就
い
て
は
筆
者
は
大
体
了
解
し
之
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
が
運
送
費
と
地
代
の
関
係
を
論
ず
る
に

当
っ
て
「
速
度
の
倍
加
」
の
代
り
に
「
運
送
費
の
半
額
」
、
「
住
宅
地
域
」
の
代
り
に
「
利
潤
を
得
て
耕
作
し
得
る
地
域
」
を
代
入
す
れ
ば
、

全
く
相
似
し
だ
る
幾
何
学
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
明
す
る
と
い
う
説
明
に
対
し
て
は
、
供
給
の
激
増
に
基
く
市
場
価
格
の
暴
落
を
条
件

と
せ
訟
か
ぎ
り
不
明
確
で
あ
る
と
信
ず
る
。
若
し
い
ま
観
察
の
対
象
と
す
る
孤
立
的
社
会
が
チ
ュ
ー
ネ
ン
に
於
け
る
と
同
様
に
、
か
、
る
需

給
変
動
の
条
件
を
考
慮
の
外
に
置
い
た
完
全
な
経
済
事
体
と
し
て
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
運
送
費
が
半
分
に
な
れ
ば
以
前
と
同
額
の
費
用
に

て
二
倍
の
距
離
を
運
送
し
得
る
を
以
て
耕
地
面
積
は
四
倍
に
拡
大
す
る
が
、
都
市
近
傍
の
地
代
は
そ
の
た
め
に
ク
ー
リ
ー
の
説
く
如
く
低
落

す
る
と
い
う
結
論
を
導
出
し
得
な
い
。
従
っ
て
都
市
を
中
心
と
し
て
円
錐
形
を
形
成
す
る
農
地
地
代
の
切
断
面
B
A
C
は
、
運
送
費
の
二
分

の
一
に
低
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
b
a
c
と
な
ら
す
に
B
a
c
と
な
る
訳
で
あ
る
。
鉄
道
勃
興
期
の
米
国
に
は
筆
者
の
此
の
説
明
を
裏
書
す

る
幾
多
の
統
計
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
当
時
小
麦
の
市
価
一
ブ
ッ
セ
ル
に
つ
き
一
中
五
〇
仙
な
る
と
き
は
二
五
〇
哩
の
出
荷
費
に
堪
え
、

　
　
　
　
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴
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欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴

玉
蜀
黍
一
プ
ッ
セ
ル
に
つ
き
七
五
仙
な
る
と
き
は
一
二
五
哩
の
運
送
に
堪
え
る
と
言
わ
れ
わ
匹
が
、
鉄
道
の
出
現
に
よ
っ
て
運
賃
が
十
分
の
一

と
な
つ
だ
結
果
・
小
麦
の
運
賃
負
担
可
能
距
離
は
二
五
〇
〇
哩
に
、
玉
蜀
黍
の
そ
れ
は
一
二
五
〇
哩
と
な
り
、
耕
作
可
能
面
積
は
市
揚
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
七
）

心
と
し
て
従
前
の
百
倍
に
な
っ
た
と
謂
わ
れ
仁
Q

　
註
（
七
）
　
〉
旨
〇
二
Ω
崖
菊
p
凶
岸
0
9
α
匂
。
霞
昌
帥
r
＜
o
ド
b
。
α
●
や
刈
ρ
H
Q
。
α
N
。

（
四
）
　
爾
説
の
批
到
と
結
論

　
今
、
チ
ュ
ー
、
矛
ン
並
に
ク
ー
り
一
の
地
代
に
関
す
る
概
念
を
観
る
に
、
二
人
と
も
孤
立
化
且
つ
理
想
化
の
思
考
形
式
を
採
り
、
リ
カ
ア
ド

の
そ
れ
と
等
し
く
抽
象
的
な
差
額
地
代
説
な
る
点
に
於
い
て
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
み
な
ら
す
、
地
代
の
起
源
に
関
し
て
も
（
一
）
地
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
差
異
と
（
二
）
位
置
の
差
異
を
挙
げ
て
い
る
点
に
於
い
て
頗
る
酷
似
し
て
い
る
と
謂
え
る
。
し
か
し

E

C，

　
1
寡

・・546慮

28。6哩．9。8哩0

地
代
の
決
定
の
仕
方
に
於
い
て
は
両
者
は
判
然
と
異
っ
て
い
る
。
チ
ュ
ー
、
矛
ン
は
当
該
農
場
に
於
け
る

生
産
物
の
総
販
売
額
（
農
場
穀
価
と
生
産
量
の
相
乗
積
）
よ
り
地
代
を
除
く
狭
義
の
生
産
費
を
差
引
い

て
地
代
を
算
出
す
る
に
反
し
て
、
ク
ー
リ
ー
は
生
産
物
の
運
送
費
の
差
額
詳
言
す
れ
ば
限
界
農
揚
よ
り

市
場
ま
で
の
運
送
費
と
当
該
農
場
よ
り
の
運
送
費
の
差
額
に
拠
る
と
簡
単
に
片
付
け
て
い
る
。
前
述
の

砥
草
式
農
業
に
例
を
と
っ
て
説
明
す
れ
ば
ラ
イ
麦
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
の
市
場
価
格
は
一
・
五
タ
ー
レ
ル
、

限
界
農
場
穀
価
一
1
既
述
の
通
り
生
産
物
の
市
場
価
格
よ
り
運
送
費
を
差
引
い
だ
当
該
農
場
に
於
け
る

生
産
物
価
格
－
ー
ー
は
0
・
五
四
九
タ
ー
レ
ル
、
そ
の
市
場
距
離
は
二
八
・
六
哩
で
あ
る
。
此
の
場
各
、

グ
ー
り
一
に
よ
れ
ば
都
市
近
傍
の
ラ
イ
麦
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
当
り
の
地
代
は
運
送
費
の
差
換
言
す
れ
ば

一278一



市
弐
心
格
一
・
五
タ
r
レ
ル
と
限
界
農
揚
総
価
O
・
五
四
九
の
差
即
ち
O
・
九
五
一
タ
ー
レ
ル
と
な
り
、
そ
の
外
辺
に
移
る
に
伴
っ
て
農
揚

穀
価
の
低
下
を
通
じ
て
限
界
農
場
穀
価
と
の
差
は
縮
小
し
て
地
代
も
低
減
し
、
遂
に
二
八
・
六
哩
に
至
っ
て
零
と
な
る
。
之
を
図
解
す
れ
ば

各
農
書
に
於
け
る
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
当
り
の
地
代
の
連
続
的
変
化
は
三
角
形
A
B
C
を
以
て
表
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
る
に
チ
ュ
ー
ネ

ン
の
計
算
に
よ
れ
ば
前
記
の
如
く
蔓
草
式
農
業
に
て
十
万
平
方
ル
ー
ト
に
於
け
る
ラ
イ
麦
換
算
書
入
は
三
、
一
四
四
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
な
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
ッ
フ
ェ
ル
と
な
る
Q

市場距離

　　哩

穀物価格

ターレル

支 出

。勤廉灘聴視匁翻
1収支差引
1。一。ル

0 1．50 0，942 0，204 1．15 0．35

5 1．31 0，823 0，204 1．03 0．28

9．8 1．15 0，728 0，204 0．93 0．22

10 1．12 0，704 0，204 0．91 0．21

20 0．81 0，509 0，204 0．71 0．10

28．6 0．55 0，346 0，204 0．55 0

30 0．51 0，321 0，204 0．53 一〇．02

40 0．24 0，148 0，204 0．35 一〇．11

49．95 0 0 0，204 0．20 一〇．20

対
し
て
貨
幣
支
出
は
六
四
一
タ
ー
レ
ル
、
穀
物
支
出
は
一
　
九
七
六
シ
ェ

穀
物
支
出
を
貨
幣
支
出
に
換
算
す
る
基
準
と
し
て
農
場
穀
価
を
利
用
す
る
な
ら
ば
、
農
場
穀

価
は
市
場
距
離
の
延
長
す
る
に
つ
れ
て
低
下
す
る
か
ら
そ
の
換
算
支
出
額
は
低
減
す
る
。
今
、

此
の
関
係
を
作
表
し
て
示
せ
ば
上
掲
の
通
り
で
あ
り
、
都
市
近
傍
の
農
場
に
於
い
て
は
ラ
イ

麦
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
中
に
含
ま
れ
る
地
代
は
市
場
価
格
一
・
五
タ
ー
レ
ル
と
費
用
一
・
一
五

タ
ー
レ
ル
の
差
0
・
三
五
タ
ー
レ
ル
に
し
て
、
外
辺
に
到
る
に
つ
れ
て
漸
減
し
二
八
・
六
哩

に
於
い
て
は
農
場
穀
価
0
・
五
四
九
タ
ー
レ
ル
は
費
用
○
・
五
四
九
タ
ー
レ
ル
と
一
致
し
て

地
代
は
零
と
な
り
、
そ
れ
以
上
に
於
い
て
は
損
失
を
蒙
る
こ
と
が
明
白
に
な
る
。
而
し
て
ク

ー
り
一
と
比
益
す
る
た
め
に
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
当
り
の
地
代
の
連
続
的
変
化
を
図
解
す
れ
ば

三
角
形
A
D
C
と
な
る
Q

　
如
斯
、
同
一
地
謡
の
耕
地
に
於
い
て
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
当
り
の
地
代
が
両
説
に
よ
っ
て
甚

だ
し
く
相
異
す
る
所
以
は
、
ク
ー
リ
ー
に
於
い
て
は
生
産
費
を
常
に
均
一
と
し
て
、
何
等
之
、

に
触
れ
な
い
の
に
反
し
て
、
チ
ュ
ー
、
矛
ン
に
於
い
て
は
生
産
費
を
表
示
す
る
に
際
し
て
貨
幣
・
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的
支
出
と
穀
物
的
支
出
を
分
離
し
、
貨
幣
支
出
は
市
場
距
離
の
差
異
に
よ
っ
て
変
化
し
な
い
が
、
穀
物
支
出
は
農
場
穀
価
の
変
動
に
よ
っ
て

増
減
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
爾
、
生
産
費
を
均
一
な
り
と
前
提
す
る
ク
ー
リ
ー
の
立
面
で
は
都
市
近
傍
の
生
産
費
一
シ
ェ

ッ
フ
ェ
ル
当
り
一
・
一
五
タ
ー
レ
ル
が
各
地
に
そ
の
ま
、
適
用
さ
れ
る
訳
に
な
る
か
ら
、
地
代
を
生
む
耕
地
は
農
場
穀
価
が
一
・
一
五
タ
ー

レ
ル
を
下
ら
ざ
る
範
囲
に
限
ら
れ
、
農
場
穀
価
一
・
一
五
タ
ー
レ
ル
の
市
場
距
離
を
B
式
に
よ
っ
て
求
む
れ
ば
九
・
八
哩
と
な
る
を
以
て
、

地
代
の
連
続
的
変
化
を
図
上
に
記
せ
ば
三
角
形
A
D
E
と
な
り
、
チ
ュ
ー
．
矛
ン
の
地
代
発
生
耕
地
の
広
さ
が
半
径
二
八
・
六
哩
の
円
面
積
な

る
に
比
し
て
僅
か
半
径
九
・
八
哩
の
四
面
積
に
過
ぎ
な
い
Q

　
さ
て
、
チ
ュ
ー
、
矛
ン
の
複
雑
な
る
叙
述
が
ク
ー
り
一
の
簡
明
な
説
明
に
比
黙
し
て
優
れ
る
点
は
、
引
用
数
字
の
有
無
乃
至
当
否
は
別
問
題

と
し
て
彼
が
地
代
は
あ
く
ま
で
も
「
費
用
額
以
上
に
受
取
る
と
こ
ろ
の
土
地
そ
の
も
の
の
牧
益
」
と
い
う
本
来
の
概
念
を
堅
持
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
斯
く
て
複
雑
な
牧
支
計
算
を
回
避
し
て
安
易
な
運
送
費
計
算
の
み
に
終
始
し
だ
ク
ー
リ
ー
に
は
到
底
発
見
し
得
な
か
っ
た
二
つ

の
問
題
の
存
在
に
チ
ュ
ー
、
矛
ン
を
し
て
直
面
さ
し
た
。
第
一
に
農
揚
穀
価
と
生
産
費
の
関
係
、
端
的
に
言
え
ば
運
送
費
と
生
産
費
の
関
係
で

あ
る
。
前
述
せ
る
如
く
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
当
り
生
産
費
を
一
・
一
五
タ
ー
レ
ル
と
す
れ
ば
ク
ー
り
一
の
所
説
に
よ
れ
ば
耕
地
の
広
さ
は
僅
か

半
径
九
・
八
哩
の
円
面
積
に
止
る
に
拘
ら
す
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
実
験
に
よ
れ
ば
生
産
費
が
低
下
す
れ
ば
半
径
二
八
・
六
哩
の
四
面
積
ま
で
耕

地
が
開
拓
さ
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
夏
に
進
ん
で
穀
書
式
農
法
に
比
し
て
一
生
産
物
単
位
当
り
の
費
用
の
低
き
三
圃
式
農
法
や

牧
畜
の
出
現
を
肯
定
せ
し
む
る
所
以
で
あ
る
。
苗
圃
式
を
採
用
す
れ
ば
都
市
近
傍
に
於
け
る
ラ
イ
麦
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
当
り
の
生
産
費
は
穀

草
筆
の
一
・
一
五
タ
ー
レ
ル
に
比
し
て
一
・
O
八
タ
ー
レ
ル
に
低
下
し
、
二
八
・
六
哩
に
於
い
て
も
0
・
五
畜
タ
ー
レ
ル
と
な
っ
て
農
場
穀

価
0
・
五
四
九
タ
ー
レ
ル
に
比
較
し
て
O
・
〇
二
九
タ
ー
レ
ル
の
地
代
を
残
し
、
漸
く
三
一
・
五
徳
に
於
い
て
農
場
穀
価
O
・
四
七
タ
ー
レ

ル
と
一
致
し
て
地
代
は
零
と
な
る
。
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チ
ュ
ー
ネ
ン
の
直
面
し
た
第
二
の
問
題
は
地
代
と
生
産
費
の
関
係
で
あ
る
。
前
記
の
如
く
穀
草
式
農
法
に
て
は
都
市
近
傍
に
於
け
る
ラ
イ

麦
田
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
当
り
生
産
費
は
一
・
一
五
タ
ー
レ
ル
（
牧
笛
差
引
残
○
・
三
五
タ
ー
レ
ル
）
に
し
て
、
市
場
距
離
一
〇
哩
の
地
点
に
於

け
る
そ
れ
は
Q
・
九
一
タ
ー
レ
ル
（
差
引
残
0
・
二
一
タ
ー
レ
ル
）
な
る
に
反
し
て
、
三
圃
式
農
法
に
て
は
各
々
一
・
○
八
タ
ー
レ
ル
（
差

引
残
○
・
四
ニ
タ
ー
レ
ル
）
及
び
O
・
八
六
タ
ー
レ
ル
（
差
引
残
○
・
二
六
タ
ー
レ
ル
）
と
な
る
。
故
に
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
当
り
生
産
費
を

比
軟
す
れ
ば
蝋
燭
式
農
法
の
方
が
三
合
式
よ
り
も
大
と
な
り
、
従
っ
て
牧
支
差
引
残
額
も
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
も
不
利
で
あ
る
。
然
る
に

二
八
・
六
哩
以
内
の
市
場
距
離
に
於
い
て
は
三
圃
式
が
採
用
さ
れ
す
し
て
虫
草
式
の
施
行
さ
れ
る
所
以
は
何
処
に
存
す
る
か
と
い
う
に
、
こ

れ
は
農
業
組
織
の
相
違
に
基
く
生
産
量
の
大
小
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
十
万
平
方
ル
ー
ト
の
農
揚
の
総
牧
穫
が
穀
草
式
の
場
合

の
ラ
イ
麦
換
算
三
、
一
四
四
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
な
る
に
対
し
て
、
三
面
式
の
僅
か
一
、
七
二
〇
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
な
る
事
実
が
本
問
題
の
鍵
で
あ

る
。
農
業
経
営
の
目
的
は
一
生
産
物
単
位
当
り
の
純
利
得
の
大
小
を
目
的
と
す
る
も
の
に
毒
す
し
て
、
一
定
面
積
単
位
当
り
の
純
利
益
の
大

小
一
こ
れ
が
彼
等
の
い
う
地
代
に
な
る
一
を
希
求
す
る
。
而
し
て
そ
れ
は
生
産
総
量
と
生
産
物
単
位
当
り
純
利
得
の
相
乗
積
の
大
小
に

よ
っ
て
判
然
と
す
る
。
洵
に
地
代
は
土
地
に
極
め
て
緊
密
な
る
も
の
で
あ
b
、
単
位
面
積
に
こ
そ
衰
顔
し
て
考
究
さ
る
べ
き
で
海
っ
て
、
生

産
物
単
位
を
基
準
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
な
い
。
此
の
点
に
就
い
て
生
産
物
単
位
の
運
送
費
の
解
剖
に
終
始
し
て
地
代
を
究
明
せ
ん
と
し
た

ク
ー
リ
ー
の
研
究
は
チ
ュ
ー
ネ
ン
に
比
し
て
甚
だ
し
く
欠
く
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
チ
．
ユ
ー
ネ
ン
は
本
問
題
を
閲
明
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

品
玉
式
農
業
組
織
の
内
部
に
輪
栽
式
農
法
、
林
業
、
自
由
式
農
法
の
同
心
円
の
分
布
図
を
巧
妙
に
画
い
π
の
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
、
矛
ン
の
農
業

圏
の
分
布
は
結
局
農
茱
組
織
の
変
化
で
あ
り
、
彼
の
後
継
者
だ
る
エ
ー
レ
ボ
ー
や
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
如
く
一
定
の
土
地
に
資

　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
（
一
）

本
と
労
働
を
よ
り
多
く
投
下
す
る
と
い
う
農
業
集
約
化
の
一
形
式
に
過
ぎ
な
い
。
休
閑
乃
至
放
牧
の
如
き
土
地
休
養
期
間
を
短
縮
し
て
牧
穫

回
数
を
増
加
し
、
生
産
費
の
重
心
点
を
本
来
の
耕
作
に
関
す
る
部
分
に
移
し
、
肥
料
を
自
給
せ
す
し
て
購
入
す
る
な
ど
の
方
策
に
よ
っ
て
生

　
　
　
　
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴
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産
物
単
位
当
り
の
費
用
は
増
大
す
る
が
牧
穫
量
を
甚
だ
し
く
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
引
き
純
利
益
の
増
加
を
目
論
む
の
で
あ
る
。
此
。

の
増
牧
が
曝
書
奨
で
あ
・
か
の
諒
解
に
資
す
工
め
・
前
出
＋
万
平
方
牛
ト
当
あ
地
代
響
再
掲
し
て
綾
対
照
し
て
見
隷
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
①
H
⑦
σ
O
Φ
　
悶
・

市場距離
（三堤町農

@の地代）

（穀：草式農法の地代）

（自由式農法の地代）

0哩
P　〃

T　〃

P0〃

ターレ・ル

@717
@690
@585
@464

ターレル
P，111

P，066

@892
@685

　　　　　ターレル
E｛　29，808　24，126　4哩のとき7，462・｛　9．3哩のとき0

（イ）肥料を都市より購入する場合

（ロ）肥料を農場にて自給する場合

　
註
（
一
）
　
　
　
　
”
　
”
≧
一
ひ
q
。
日
。
貯
Φ
一
p
泣
言
詳
ω
。
冨
隔
集
9
。
切
二
二
。
び
ω
一
〇
年
。
り
O
●
〉
島
．
L
8
。
。
●
柏
砧
賢
士
訳
「
農
業
経

　
営
学
の
基
礎
理
論
」
第
三
章
Q
ω
二
β
犀
旨
m
5
戸
臼
・
”
U
p
ω
O
o
評
o
p
o
日
時
山
。
ω
ピ
彗
山
乏
一
間
ω
o
ゴ
御
津
目
。
げ
①
旨
切
0
9
冨
ぴ
Φ
ρ
同
⑩
b
こ
b
の
・

　
大
槻
正
男
氏
訳
「
農
業
経
営
学
」
第
二
章
、
第
三
節
。

　
註
（
二
）
　
目
げ
麟
口
①
詳
薗
．
国
．
O
．
ψ
b
o
O
朝
償
．
b
っ
一
財

　
以
上
、
チ
　
1
、
矛
ン
及
び
ク
ー
リ
ー
の
両
地
代
説
を
比
下
し
て
、
ク
ー
り
一
の
所
説
に
相
当
の
欠
陥
が

存
す
る
こ
と
を
記
述
し
た
が
、
し
か
し
彼
は
チ
ュ
ー
ネ
ン
が
全
く
触
れ
な
か
つ
だ
交
通
の
発
達
に
基
く
運

送
費
の
変
化
に
よ
っ
て
地
代
が
如
何
な
る
影
響
を
う
け
る
か
を
言
及
し
だ
点
に
於
い
て
功
績
が
見
出
さ
れ

る
。
蓋
し
チ
ュ
ー
、
矛
ン
の
「
孤
立
国
」
が
十
九
世
紀
の
交
通
革
命
以
前
の
作
品
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ク

ー
り
一
の
「
交
通
論
」
は
赫
々
た
る
交
通
輩
命
の
進
展
が
着
々
と
し
て
無
限
の
二
野
に
地
歩
を
固
め
る
の

を
眼
前
に
眺
．
め
て
の
産
物
な
る
に
由
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ク
ー
り
一
は
交
通
機
関
の
進
歩
に
よ
っ
て
運
送

費
が
半
減
す
る
と
き
に
は
旧
耕
地
の
地
代
は
低
落
し
、
そ
の
周
辺
に
は
旧
耕
地
の
三
倍
に
昇
る
新
耕
地
を

発
生
し
て
其
処
起
新
た
に
地
代
を
発
生
す
る
と
い
う
派
手
な
未
耕
地
開
発
論
を
展
開
す
る
。
此
れ
に
対
し

一　282　一

て
欧
洲
の
狭
い
旧
天
地
に
腸
黒
し
て
、
既
耕
地
の
経
済
的
利
用
を
汲
々
と
し
て
論
じ
た
チ
ュ
ー
、
矛
ン
の
説
は
、
農
地
の
集
約
的
利
用
論
と
云

え
よ
う
。
元
来
両
説
と
も
根
底
に
位
置
地
代
の
概
念
を
持
ち
、
運
送
費
を
媒
介
と
し
て
各
々
自
説
を
立
て
、
い
る
も
の
で
、
た
ゴ
観
察
の
方

向
が
一
は
外
方
で
あ
り
他
は
内
方
で
あ
っ
た
に
止
ま
る
。
両
説
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
補
っ
て
完
全
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
再
三

指
摘
し
た
と
こ
ろ
の
ク
ー
り
一
の
所
説
の
欠
陥
を
チ
ュ
ー
、
矛
ン
の
思
考
に
て
補
正
し
て
ク
ー
リ
ー
の
開
発
的
地
代
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
交



通
機
関
の
発
達
が
運
送
費
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
農
場
穀
価
を
騰
貴
せ
し
む
る
と
こ
ろ
に
問
題
の
焦
点
が
見
出
さ
れ
る
Q
既
耕
地
に
於
け

る
地
代
額
総
計
は
前
掲
ク
ー
リ
ー
の
作
図
に
見
る
よ
う
な
鈍
き
頂
角
を
有
す
る
三
角
形
で
は
な
く
、
生
産
量
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
極
め

て
鋭
き
頂
角
を
有
す
る
三
角
形
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
掲
の
市
場
距
離
別
の
地
代
額
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
と
思
う
。
而
し
て
其

の
理
由
は
市
場
の
近
く
に
於
い
て
は
集
約
的
農
業
組
織
が
採
用
せ
ら
れ
、
市
場
よ
り
遠
去
か
る
に
つ
れ
て
粗
放
的
農
業
組
織
の
ま
、
放
置
さ

れ
る
が
故
で
あ
る
。
集
約
的
農
業
組
織
は
か
く
の
如
く
極
め
て
利
得
多
き
も
の
で
あ
り
、
万
人
の
採
用
を
希
求
す
る
経
営
方
法
で
あ
る
が
、

集
約
的
経
営
は
粗
放
的
経
営
に
比
し
て
常
に
生
産
物
単
位
の
費
用
を
上
昇
せ
し
む
る
欠
点
が
あ
る
。
従
っ
て
集
約
的
農
業
組
織
を
採
用
す
る

泥
め
に
は
、
前
提
と
し
て
そ
の
高
き
単
位
費
用
を
満
足
せ
し
む
る
だ
け
の
生
産
地
に
於
け
る
価
格
即
ち
農
場
定
価
が
確
保
さ
れ
な
く
て
は
な

ら
ぬ
。
市
場
価
格
よ
り
運
送
費
を
擦
除
し
だ
も
の
が
農
場
穀
価
な
る
が
故
に
、
運
送
費
が
減
少
し
て
始
め
て
集
約
的
経
営
が
可
能
に
な
る
。

交
通
機
関
の
進
歩
は
此
の
理
由
に
よ
っ
て
既
耕
地
に
於
い
て
も
甚
だ
し
き
効
果
を
惹
起
す
る
。
十
九
世
紀
の
前
半
ま
で
数
百
年
の
問
、
僅
か

都
会
の
月
毛
を
除
け
ば
殆
ど
常
態
で
あ
っ
π
欧
羅
巴
に
於
け
る
主
穀
偏
重
の
三
圃
式
農
業
が
、
鉄
道
開
通
以
来
須
與
に
し
て
根
菜
作
物
と
萱

寂
作
物
を
和
作
の
問
に
織
込
む
輪
作
式
農
業
に
全
大
陸
を
通
じ
て
一
変
し
把
事
実
は
此
の
関
係
を
明
ら
か
に
証
明
す
る
。
如
斯
、
交
通
機
関

の
発
達
は
既
耕
地
に
集
約
的
経
営
を
彌
毒
せ
し
め
て
、
生
産
量
を
激
増
せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
、
他
方
ク
ー
り
一
が
記
述
し
だ
如
く
遠
く
未

開
地
ま
で
も
市
場
距
離
を
延
長
し
て
、
従
来
農
場
穀
価
の
零
な
り
し
地
点
に
も
粗
放
的
経
営
を
可
能
な
ら
し
め
、
以
て
其
処
に
新
た
に
地
代

を
発
生
す
る
。
但
し
此
の
新
開
地
の
開
墾
が
余
り
急
激
且
つ
大
範
囲
に
亘
り
、
人
口
増
加
の
之
に
伴
わ
ぬ
と
き
は
金
棺
の
低
落
を
通
じ
て
既

耕
地
の
地
代
を
暴
落
せ
し
め
、
集
約
的
農
業
を
粗
放
化
す
る
場
合
す
ら
惹
起
す
る
。
ク
ー
り
一
の
引
用
し
た
十
九
世
紀
後
半
の
英
国
並
に
米

国
東
海
岸
の
実
例
は
之
に
当
る
。

　
之
を
要
す
る
に
交
通
機
関
発
達
の
効
果
が
ク
ー
リ
ー
に
於
い
て
は
殆
ど
未
耕
地
の
開
発
論
に
終
始
し
陀
が
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
的
な
思
考
を
加

　
　
　
　
欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
特
徴
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欧
米
に
お
け
る
位
置
地
代
理
論
の
糟
徴

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
既
耕
地
に
於
い
て
す
ら
著
大
な
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
。
時
代
と
国
土
と
職
業
を
異
に
し
元
チ
ュ
ー
．
矛
ン
と
ク
ー
リ
ー

の
位
置
地
代
論
は
同
じ
根
を
持
ち
つ
、
別
箇
の
花
を
樹
上
に
咲
か
し
た
が
、
両
者
は
全
く
相
反
す
る
も
の
で
な
く
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
筆
者
は
論
じ
た
い
の
で
あ
る
Q

本
研
究
は
昭
和
二
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
こ
Σ
に
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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国
際
経
済
科
事
業
要
録

專
門
委
員
會

　
　
　
　
一
、
ア
ジ
ア
経
済
專
門
委
員
会

　
日
本
商
品
の
市
場
と
し
て
、
又
、
原
料
の
供
給
源
と
し
て
日
本
経
済
再

建
に
重
大
な
意
義
を
も
つ
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
情
勢
を
研
究
す
る
た
め
、

本
研
究
所
専
門
委
員
会
の
規
程
に
よ
り
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
十
一
日
、

ア
ジ
ア
経
済
専
門
委
員
会
が
所
長
宮
田
喜
代
蔵
博
士
を
委
員
長
と
し
て
設

立
せ
ら
れ
た
。

そ
の
メ
ム
バ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

委
員
長

副
委
員
長

顧
　
　
門

幹
　
　
事

神
戸
大
学
教
授

経
済
経
営
研
究
所
長

神
戸
大
学
教
授

元
情
報
局
総
裁

兼
松
株
式
会
社
社
長

日
商
株
式
会
社
社
長

神
戸
大
学
教
授

同
　
　
　
右

事
　
・
業
　
要
　
録

　宮川永谷伊柴宮
＿下上井幸心田田
1忠太実1述熊
v
　雄郎郎郎史郎蔵

委
　
　
員
神
戸
大
学
教
授

同大主翼同声同同同同

右右右助
教
授

教
授

右右右助
教
授

右

神
戸
外
大
学
長

五
百
旗
頭
真
治
郎

金山矢田新尾野川古藤福
　　　　　上村田林　田田崎尾
　　　中庄　　　　　　重富　井敬
近禎次　　正三久喜　太

ニー郎薫博男郎雄楽茂郎
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主
た
る
研
究
報
告
会
及
び
報
告
者
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
八
日

　
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
企
業
形
態
と
組
織
　
　

尾
上
正

昭
和
二
十
五
年
十
月
十
三
日

　
同
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
正

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
六
日

　
毛
沢
東
の
新
民
主
主
義
の
理
論
　
　
　
　
　
　
宮
　
上
　
忠

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
】
日
“

男
氏

男
氏

雄
氏



　
　
　
事
　
業
　
要
　
録

　
ア
ジ
ア
の
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
気
候
と
経
済

昭
和
二
十
六
年
一
月
十
八
日

　
田
中
薫
、
藤
井
茂
両
委
員
帰
朝
報
告
会

昭
和
二
十
六
年
二
月
十
六
日

　
ア
ジ
ア
留
〔
易
の
分
析

昭
和
二
十
六
年
六
月
八
日

　
E
・
S
・
3
サ
ピ
ー
ア
氏
を
囲
む
懇
談
会

昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日

　
イ
ン
ド
の
経
済
事
情
に
つ
い
て

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日

　
戦
後
に
於
け
る
イ
ン
ド
の
政
治
情
勢

ご
、
中
南
米
研
究
三
門
委
員
三

山
　
崎
　
禎
　
一
氏

川
田
富
久
雄
氏

金
　
田
　
近
　
二
氏

金
　
田
　
近
　
二
氏

　
中
南
米
の
経
済
情
勢
、
移
民
問
題
な
ど
を
研
究
す
る
目
的
を
以
て
本
研

究
所
専
門
委
員
会
の
規
定
に
よ
り
、
中
南
米
研
究
専
門
委
員
会
が
、
昭
和

二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
、
創
立
さ
れ
た
。

　
メ
ム
バ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る

　
顧
間
田
中
耕
太
郎
最
高
裁
判
所
長
官
（
交
渉
中
）

　
　
　
　
　
上
塚
．
司
ア
マ
ゾ
ニ
ャ
産
業
研
究
所
理
事
長

　
　
　
　
　
田
崎
慎
治
元
神
戸
商
業
大
学
学
長

　
　
　
　
田

委
員
長
柴

　
　
　
　
川

　
　
　
　
尾

　
　
　
　
山

　
　
　
　
山中西友原金

　　　　　田中田

　崎戸上上
富　　　　 銀玉
　頑嘉正太　　　　　次太久

雄一一男郎郎郎

崎村田梅田

邦達金三近

夫治三郎二

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
一
言
口

神
戸
大
学
学
長

神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
長

神
戸
大
学
教
授

同
　
　
右

回
　
　
右

同
　
　
助
教
授

同
　
　
右

神
戸
市
外
国
語
大
学
学
長

日
伯
協
会
理
事
長

日
参
協
会
京
都
支
部
長

兼
松
株
式
会
社
大
阪
支
店

心
月
株
式
会
社
専
務
取
締
役

　
顧
問
上
塚
華
氏
の
最
近
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
問
題
に
つ
い
て
帰
朝
報
告
講

　
演
会
を
開
く
（
於
神
戸
大
学
）

昭
和
二
十
七
年
一
月
十
二
日

　
委
員
山
崎
頑
一
難
の
「
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
地
域
学
研
究
」
研
究
報

　
部
会
及
び
委
員
原
梅
三
郎
早
渡
伯
送
別
会
を
開
く
（
於
神
戸
大
学
）
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部
門
研
究
會

　
　
　
　
一
、
紳
戸
貿
易
研
究
會
記
録

　
神
戸
貿
易
研
究
会
は
学
界
側
と
業
界
側
の
両
者
の
知
識
の
交
流
に
よ
つ

、
て
我
国
貿
易
の
振
興
を
は
か
る
た
め
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二

十
六
年
四
月
十
日
神
戸
商
工
会
議
所
に
於
て
神
戸
大
学
教
授
柴
田
銀
次
郎

氏
を
座
長
と
し
て
創
立
総
会
を
開
き
、
つ
§
い
て
第
一
回
研
究
発
表
会
を

開
い
た
が
、
そ
れ
以
後
毎
月
、
定
例
研
究
会
を
開
い
て
来
て
い
る
。

　
樹
研
究
会
の
メ
ム
バ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
主
　
査
　
神
戸
大
学
教
授
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
田
　
銀
　
次
　
郎

　
幹
事
神
戸
商
工
会
議
所
業
務
部
長
佐
谷
　
弘

　
同
　
　
　
神
戸
貿
易
協
会
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
田
　
　
正
　
　
一

同
　
灘
歎
学
経
緯
営
婁
所
　
原
　
利
雄

　
学
界
側

　
宮
田
喜
代
蔵
、
新
庄
博
、
川
上
太
郎
、
山
戸
嘉
「
一
、
矢
尾
次
郎
、
川
田

富
久
雄
（
以
上
神
戸
大
学
）
金
田
近
二
、
本
田
実
、
山
内
淑
人
、
安
達
達

吉
（
以
上
神
戸
外
大
）
谷
口
重
吉
（
神
戸
商
大
）

　
業
界
側

　
　
　
　
事
　
業
　
要
　
録

　
　
岩
井
茂
（
兼
松
）
糟
谷
武
美
、
小
西
広
行
（
日
毛
）
岡
本
真
一
（
東

洋
紡
研
）
武
本
清
一
、
池
田
信
彦
（
神
町
）
馬
場
宗
康
（
三
共
生
興
）
植

田
信
彦
（
神
戸
製
鋼
）
、
　
山
崎
紀
男
（
日
本
農
水
産
）
、
　
井
沢
栄
一
（
川

崎
製
鉄
）
岸
幸
三
郎
（
繊
維
品
輸
出
協
会
）
西
山
竹
雄
（
神
戸
工
業
）
中

西
次
郎
（
神
栄
生
糸
）
他
に
東
京
銀
行
、
帝
国
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
神

戸
支
店
、
中
日
本
重
工
、
川
崎
重
工
、
川
崎
車
輪
な
ど
の
各
社

　
以
下
に
記
す
の
は
そ
の
研
究
報
告
の
要
旨
で
あ
る

　
第
一
回
（
昭
和
二
十
六
年
四
月
十
日
）

　
　
国
際
商
事
仲
裁
に
於
け
る
法
律
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
教
授
　
川
上
太
郎
氏

　
国
際
取
引
上
生
ず
る
種
々
の
私
法
上
の
紛
争
に
つ
い
て
当
事
者
が
国
家

裁
判
所
に
よ
る
司
法
的
解
決
を
排
斥
し
、
私
人
た
る
仲
裁
人
の
な
す
裁
定

に
服
す
る
こ
と
を
約
す
る
所
謂
仲
裁
制
度
は
近
時
次
第
に
実
用
化
せ
ら
れ

来
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
仲
裁
に
関
す
る
各
国
国
内
法
の
法
規
が
国
に
よ

っ
て
差
異
あ
る
を
免
れ
な
い
た
め
に
、
一
個
の
画
際
的
仲
裁
契
約
叉
は
仲

裁
裁
判
所
の
効
力
が
国
に
よ
っ
て
区
々
に
評
価
せ
ら
れ
惹
と
い
う
不
都
合

が
存
在
す
る
。
か
x
る
国
内
仲
裁
法
の
衡
突
を
国
際
的
見
地
に
激
て
合
理

的
に
解
決
す
る
に
は
如
何
な
る
国
際
私
法
の
法
規
に
よ
る
べ
き
か
、
こ
の

問
題
に
対
す
る
解
答
は
仲
裁
を
私
法
行
為
と
み
る
か
、
又
は
訴
訟
法
上
の
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事
　
業
　
要
　
録

合
意
と
見
る
か
に
よ
っ
て
異
る
。

　
簡
単
に
結
論
の
み
を
述
べ
れ
ば
、
比
較
法
学
的
見
地
に
於
て
は
、
私
法

行
為
説
が
正
し
い
と
私
に
は
思
は
れ
る
。
而
し
て
こ
の
見
地
を
と
れ
ば
、

仲
裁
契
約
に
つ
い
て
は
所
謂
国
際
司
法
上
の
私
的
自
治
の
原
則
を
認
む
べ

く
、
卑
し
く
当
事
者
が
選
択
し
た
仲
裁
契
約
の
準
拠
法
は
同
時
に
又
、
当

事
者
と
仲
裁
人
と
の
関
係
、
仲
裁
人
の
な
す
仲
裁
手
続
、
及
び
仲
裁
判
断

を
支
配
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
法
理
は
右
の
如
く
で
あ
る
に
し
て
も
、
実
際
問
題
と
し
て
は
、
近
い
将

来
に
国
際
社
会
に
属
す
る
各
国
が
こ
の
法
規
を
採
用
す
る
に
至
る
も
の
と

は
到
底
期
待
し
難
い
。
各
国
法
の
組
異
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
実
業
界
は
刻
下
の
実
需
に
応
ず
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
国
際
的
伸
裁
裁
判
の
組
織
を
整
備
し
、
且
仲
裁
に
つ
ぎ
依
る
べ
き
準

則
を
合
目
的
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
も
の
エ
如
く
で
あ
る
。
全
ア
メ

リ
カ
の
仲
裁
に
関
す
る
協
定
が
さ
う
で
あ
る
し
、
最
近
発
足
を
見
た
日
米

仲
裁
委
員
会
に
関
す
る
協
定
も
亦
同
様
の
線
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
右
の
よ
う
な
実
際
上
の
処
理
に
も
不
拘
、
そ
の
う
ち
に
は
依
然

と
し
て
上
述
し
た
よ
う
な
法
理
上
の
難
問
題
が
潜
在
し
て
い
て
、
実
際
上

の
処
理
が
破
綻
を
示
す
と
き
を
待
っ
て
表
面
化
す
べ
く
機
会
を
う
か
ぼ
つ

て
居
る
も
の
x
よ
う
に
私
に
は
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
回
（
昭
知
馴
二
十
六
加
†
五
月
十
日
）

外
國
貿
易
と
金
融
問
題

　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
教
授

新
　
庄

博
氏

　
現
在
外
国
貿
易
に
関
し
て
外
貨
の
金
融
と
円
貨
の
金
融
と
二
つ
が
別
々

の
形
を
と
り
、
そ
の
各
に
つ
い
て
及
び
そ
の
綜
合
に
つ
い
て
両
面
に
問
題

が
存
す
る
こ
と
瓦
な
っ
て
い
る
。
国
際
金
本
位
制
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
て

い
た
時
代
に
於
て
は
今
日
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
複
雑
な
貿
易
金
融
の
問
題

は
生
じ
な
か
っ
た
。
外
貨
金
融
以
外
に
貿
易
の
た
め
の
特
殊
の
円
貨
金
融

の
問
題
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
外
貨
の
移
動
に
円
貨
資
金
は
完
全
に
従
属

し
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
増
減
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
輸
出
の
増
加
は
外
貨

（
金
）
の
保
有
量
の
増
加
と
な
り
、
こ
れ
は
国
内
通
貨
の
増
加
を
も
た
ら

し
、
逆
の
場
合
に
は
逆
の
結
果
を
生
ぜ
し
め
た
の
で
あ
る
。
外
貨
は
金
に

直
結
し
、
外
貨
に
は
完
全
な
自
由
転
換
性
が
あ
っ
た
。
然
る
に
今
日
に
於

て
は
ド
ル
を
除
い
て
は
各
国
通
貨
は
金
と
同
一
視
せ
ら
れ
ず
外
貨
相
互
間

の
自
由
転
換
性
も
亦
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
我
国
の
貿
易
も

相
手
国
の
如
何
に
よ
っ
て
、
ド
ル
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
馬
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ

ウ
ン
ト
の
三
地
域
に
分
た
れ
る
が
、
こ
れ
等
の
諸
地
域
毎
に
更
に
は
国
毎

に
輸
出
入
が
均
衡
し
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
融
通
を
如
何
に
す

る
か
に
困
難
が
あ
る
。
日
英
通
商
協
定
に
於
け
惹
ド
ル
ク
ロ
：
ズ
の
問
題

の
如
き
は
そ
の
一
つ
の
現
れ
に
す
ぎ
な
い
。
他
面
に
断
て
国
内
の
金
融
政
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策
が
為
替
及
び
貿
易
を
逆
に
制
約
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
外
貨
が
あ

っ
て
も
円
資
金
不
足
の
た
め
に
輸
入
が
出
来
ず
、
輸
出
に
つ
い
て
も
同
様

の
事
が
起
る
。
ユ
ー
ザ
ン
ス
手
形
、
ス
タ
ン
プ
手
形
等
々
の
制
度
に
よ
っ

て
も
樹
機
動
性
や
弾
力
性
は
十
分
で
は
な
い
。

　
国
内
金
融
に
於
て
も
ド
ツ
ヂ
政
策
に
よ
っ
て
資
金
の
総
額
が
抑
制
さ
れ

て
い
る
た
め
に
輸
出
入
に
関
す
る
金
融
に
は
い
ろ
く
優
遇
策
が
講
ぜ
ら

れ
て
は
い
る
が
、
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
結
果
を
挙
げ
て
い
な
い
。
要
す

る
に
明
確
な
原
理
を
欠
く
た
め
で
あ
り
、
明
確
な
原
理
を
確
立
す
る
こ
と

が
現
下
の
貿
易
金
融
運
営
上
の
根
本
問
題
で
あ
ら
う

第
三
回
（
昭
和
二
十
六
年
六
月
十
四
日
）

　
中
共
の
貿
易
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
教
授
　
　
柴
田
銀
次
郎
氏

　
中
共
の
貿
易
政
策
は
そ
の
軍
事
的
政
治
的
発
墨
と
共
に
変
遷
し
て
来
て

い
る
。
国
共
対
立
期
（
一
九
四
九
、
五
ま
で
）
は
一
方
に
国
府
が
国
際
収

支
の
均
衝
と
経
済
再
建
と
に
腐
心
し
て
居
り
、
中
共
も
輸
出
奨
励
、
輸
入

抑
制
の
建
前
を
以
て
政
府
が
管
理
し
山
東
、
東
北
、
華
北
に
於
て
外
国
並

び
に
国
府
地
域
と
の
バ
ー
タ
ー
制
9
よ
つ
て
貿
易
を
行
っ
て
い
た
。
中
共

が
全
土
を
制
圧
し
て
か
ら
朝
鮮
動
乱
に
至
る
ま
で
（
一
九
五
〇
、
六
ま

で
）
は
中
ソ
貿
易
協
定
、
申
ソ
借
款
協
定
が
結
ば
れ
て
、
中
共
貿
易
は
ソ

　
　
　
　
事
　
業
　
要
　
録

連
及
び
そ
の
衛
星
国
へ
傾
倒
し
、
国
家
管
理
の
全
面
的
体
制
を
整
備
強
化

し
た
。
海
よ
り
の
貿
易
は
国
府
の
上
海
封
鎖
に
よ
り
中
共
も
貿
易
国
も
大

い
に
悩
み
、
香
港
の
重
要
性
が
増
し
た
。
朝
鮮
動
乱
以
後
は
各
種
資
材
の

不
足
に
困
難
を
来
し
、
輸
出
統
制
策
、
輸
入
促
進
策
に
転
換
し
た
。
こ
の

た
め
に
民
業
者
の
活
動
範
囲
を
拡
大
し
、
又
、
輸
出
入
リ
ン
ク
制
を
採
用

し
て
政
策
の
円
滑
を
期
し
た
。
動
乱
に
中
共
が
介
入
し
て
か
ら
は
ア
メ
リ

カ
の
戦
略
物
資
の
対
中
共
輸
出
禁
止
が
益
々
強
化
さ
れ
、
叉
、
連
合
国
及

び
日
本
も
こ
れ
に
同
調
し
た
た
め
に
、
中
共
は
資
金
凍
結
を
以
て
こ
れ
に

報
い
て
い
る
が
、
戦
略
物
資
の
入
手
に
全
ゆ
る
手
を
う
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
。
相
手
輸
出
国
で
も
業
者
は
貿
易
不
振
を
か
こ
つ
声
が
高
い
。
日
本

は
そ
の
製
晶
輸
出
、
原
料
輸
入
の
相
手
を
中
共
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ

転
換
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
香
港
は
現
在
中
共
の
最

重
要
門
戸
の
観
を
呈
し
て
い
る
。

　
中
共
の
一
貫
さ
れ
た
貿
易
政
策
は
（
一
）
国
際
収
支
の
砂
煙
（
二
）
国

君
、
民
需
の
確
保
と
い
う
世
界
諸
国
に
共
通
の
経
済
原
則
の
上
に
立
っ
て

い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
中
共
の
所
謂
「
新
民
主
主
義
」

体
制
の
表
現
と
し
て
の
政
策
と
し
て
（
三
）
外
国
の
経
済
侵
略
を
排
除
し

て
商
権
及
び
閨
税
の
自
主
権
を
確
立
す
る
こ
と
（
四
）
産
業
の
工
業
化
、

（
五
）
貿
易
の
国
営
化
と
い
う
三
つ
の
原
則
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
自
主

権
は
既
に
確
立
し
た
。
貿
易
国
営
も
半
ば
以
上
達
成
し
て
い
る
け
れ
ど
も
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事
　
業
　
要
　
録

倫
漸
進
主
義
を
と
っ
て
ま
た
民
業
の
貿
易
介
入
も
或
程
度
許
さ
れ
て
い

る
。
工
業
化
は
今
後
の
問
題
で
あ
る
が
、
共
産
陣
営
だ
け
の
ア
ウ
タ
ル
キ

ー
で
こ
れ
が
遂
行
し
得
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
。
　
（
諸
統
計
省
略
）

　
第
四
回
（
昭
和
二
＋
六
年
七
月
十
九
日
）

　
　
　
日
英
通
商
協
定
と
ド
ル
・
ク
ロ
ー
ズ
問
題

　
　
　
　
　
　
　
神
戸
外
大
専
任
講
師
　
中
井
省
三
氏

　
ド
ル
・
ク
ロ
ー
ズ
の
存
廃
問
題
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
ま
つ
、
ポ
ン
ド

地
域
と
ド
ル
地
域
の
概
念
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ボ
ン
ド
地
域
は
こ
れ
を
四
種
に
定
義
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
は
政

・
治
上
の
意
義
で
あ
っ
に
い
わ
ゆ
る
大
英
帝
国
の
版
図
が
こ
れ
に
当
る
。
第

二
は
経
済
上
の
意
義
で
あ
っ
て
、
各
国
の
意
思
に
よ
り
、
ポ
ン
ド
に
リ
ン

ク
し
た
国
々
を
含
む
、
第
三
は
法
律
上
の
意
義
で
あ
っ
て
英
国
の
為
替
管

理
法
に
所
謂
指
定
地
域
が
こ
れ
で
あ
る
。
第
四
は
便
宜
上
の
意
義
で
あ
っ

て
前
記
指
定
地
域
に
振
替
可
能
勘
定
諸
国
を
含
め
た
も
の
を
称
す
る
。
、

　
叉
ド
ル
地
域
に
つ
い
て
も
（
一
）
最
広
義
の
も
の
又
は
二
本
建
分
類
に

よ
る
も
の
（
全
地
域
を
ド
ル
地
域
と
ポ
ン
ド
地
域
ど
に
分
類
し
た
場
合
の

ド
ル
地
域
）
　
（
二
）
三
本
建
分
類
に
よ
る
も
の
即
ち
、
ド
ル
地
域
、
ボ
ン

ー
ド
地
域
オ
ー
プ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
地
域
に
分
類
し
た
場
合
の
ド
ル
地
域
、

　
（
三
）
便
宜
上
の
も
の
、
即
ち
全
地
域
か
ら
、
ポ
ン
ド
指
定
地
域
と
振
替

世
用
地
域
と
を
除
い
た
も
の
、
（
一
」
一
）
ポ
ン
ド
で
決
済
し
得
な
い
硬
貨
地
域

を
指
す
が
、
最
狭
義
の
も
の
と
し
て
硬
貨
地
域
よ
り
ス
イ
ス
、
カ
ナ
ダ
な

ど
を
除
き
米
国
及
び
そ
の
属
領
を
指
す
。

　
ド
ー
ル
・
ク
ロ
…
ズ
は
日
本
の
ポ
ン
ド
手
持
高
が
一
千
七
百
万
ポ
ン
ド
を

超
過
し
た
場
合
に
そ
の
差
額
を
ド
ル
で
支
払
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
約
束
し

た
条
項
で
あ
る
が
、
実
際
に
於
て
ポ
ン
ド
が
ド
ル
に
コ
ン
バ
ー
ト
さ
れ
た

こ
と
は
現
在
ま
で
に
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
こ
の
条
項
は
死
丈
同
様
で

あ
る
。

　
し
か
し
日
本
と
し
て
は
、
食
糧
、
原
料
な
ど
必
要
不
可
欠
の
物
資
に
つ

き
対
・
米
依
存
度
が
極
め
て
高
い
こ
と
よ
り
見
て
ド
ル
・
ク
ロ
ー
ズ
を
存
続

し
て
お
く
方
が
有
利
で
あ
る
。
若
し
、
ド
ル
・
ク
ロ
ー
ズ
を
撤
廃
す
る
な

ら
ば
理
想
を
い
え
ば
日
本
は
現
在
の
双
務
勘
定
国
よ
り
ア
メ
リ
カ
勘
定
国

へ
、
若
し
そ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
振
替
可
能
勘
定
国
に
う
つ
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　
第
五
回
（
昭
和
二
＋
六
年
八
月
＋
日
）

中
心
と
し
て
全
員
で
討
議
を
行
っ
た
Q

は
前
記
中
井
省
三
氏
の
報
告
を

第
六
回
（
昭
和
二
十
六
年
九
月
二
十
八
日
）

　
　
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
助
教
授
　
　
川
田
富
久
雄
氏

戦
後
東
南
ア
ジ
プ
諸
国
貿
易
の
著
し
い
特
徴
は
戦
前
に
於
て
出
超
を
常
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熊
と
し
た
こ
の
地
域
の
各
国
が
、
一
九
四
九
年
ま
で
は
大
体
に
於
て
入
超

を
示
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
五
〇
年
に
入
っ
て
特

に
朝
鮮
動
乱
勃
発
後
は
ゴ
ム
、
錫
、
そ
の
他
、
重
要
物
資
の
値
上
り
の
た

め
に
貿
易
差
額
は
好
転
し
、
殆
ど
全
て
の
国
（
イ
ン
ド
シ
ナ
と
比
島
を
除

き
）
は
出
超
に
転
じ
た
。

　
第
二
の
特
徴
は
戦
前
こ
の
地
域
の
主
要
貿
易
相
手
国
で
あ
っ
た
英
国
の

地
位
に
米
国
が
追
っ
て
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
に
各
国
が
経
済
開
発
計
画
を
樹
て
曳
経
済
の
復
興
、
工
業
化
に
努

力
し
て
い
る
の
で
、
資
本
財
に
対
す
る
需
要
度
が
著
し
く
高
く
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　
第
四
に
戦
争
に
よ
る
荒
廃
や
政
情
不
安
の
た
め
に
世
界
の
米
倉
と
い
わ

れ
た
ビ
ル
マ
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
う
ち
、
戦
前
水
準
に
回
復
し
た
の

は
タ
イ
だ
げ
で
あ
っ
て
、
ビ
ル
マ
は
戦
前
の
約
半
分
、
イ
ン
ド
シ
ナ
は
戦

前
の
約
十
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
た
め
米
の
輸
出
が
激
減
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
日
本
は
従
来
消
費
財
の
輸
出
に
重
点
を
お
い
て

い
た
が
将
来
は
こ
れ
等
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
よ
り
鉄
鉱
石
、
粘
結
炭
、
ボ
ー

キ
サ
イ
ト
な
ど
重
要
原
料
を
輸
入
し
、
開
発
資
材
を
供
給
す
る
方
向
に
進

ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

事
　
業
　
要
　
録

　
第
七
回
（
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日
）

　
　
今
戸
貿
易
業
の
實
態
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
教
授
　
　
藤
　
　
井
　
　
茂
氏

（
本
年
報
に
論
文
掲
載
）

　
第
八
回
（
昭
和
二
＋
六
年
十
二
月
三
日
）

　
　
日
本
産
業
の
現
状
と
貿
易
の
將
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
外
大
教
授
　
　
山
　
内
　
淑
　
人
氏

　
わ
が
国
の
資
源
は
国
土
の
面
積
か
ら
見
て
決
し
て
少
い
と
は
云
え
な
い

が
、
面
積
の
割
合
に
入
口
が
多
過
ぎ
る
か
ら
、
人
口
に
対
し
て
は
余
り
に

も
乏
し
い
。
総
人
口
が
多
い
上
に
人
口
密
度
が
大
き
く
、
且
つ
資
源
に
乏

し
い
我
国
の
貿
易
は
輸
出
先
商
品
の
構
成
か
ら
見
て
も
わ
か
る
通
り
、
食

糧
と
原
料
と
を
輸
入
し
、
輸
入
し
た
原
料
を
加
工
し
て
輸
出
す
る
こ
と
を

基
本
形
態
と
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
貿
易
依
存
度
の
高
い
現
状
で
は
、
我

国
の
産
業
は
貿
易
の
如
何
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
叉
発
展
す
る
と
い
え
る

が
、
反
対
に
貿
易
は
産
業
の
裏
付
け
の
如
何
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
叉
発

展
す
る
と
も
い
え
る
。

最
近
の
わ
が
国
の
鉱
工
業
生
産
は
既
に
戦
前
（
昭
和
七
i
十
一
年
）
の
平

均
を
四
割
上
廻
る
水
準
に
達
し
て
い
る
が
、
労
働
力
、
現
有
稼
動
設
備
、
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事
　
業
　
要
　
録

石
炭
、
電
力
、
輸
送
及
び
鉄
鋼
業
の
現
状
か
ら
見
て
我
が
国
の
鉱
工
業
は

ど
の
程
度
の
生
産
上
昇
に
た
え
う
る
か
、
叉
、
こ
れ
等
の
基
礎
部
面
に
包

蔵
さ
れ
て
い
る
欠
陥
、
こ
れ
が
対
策
に
つ
い
て
一
応
考
察
を
試
み
た
。

　
今
次
大
戦
の
初
期
か
ら
変
り
は
じ
め
た
わ
が
国
の
産
業
構
成
は
、
我
が

国
惰
を
世
界
情
勢
に
適
応
す
る
よ
う
、
更
に
大
き
く
変
化
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
貿
易
の
将
来
も
大
き
く
変
化
す
る
も
の
と
予
想

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
九
回
（
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
）

　
ポ
ン
ド
累
積
問
題
に
卜
す
る
座
談
會

第
十
回
（
昭
和
二
十
ヒ
年
一
月
三
十
一
日
）

　
C
・
1
・
F
責
買
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
教
授
　
　
山
　
戸
　
嘉
　
一

　
C
・
1
・
F
売
買
と
は
売
主
が
陸
揚
地
ま
で
の
運
送
賃
・
保
険
料
そ
の

他
の
費
用
を
負
担
し
買
主
が
航
海
中
の
危
険
を
負
担
す
る
商
晶
売
買
で
あ

っ
て
船
積
無
類
と
引
換
に
代
金
の
支
払
を
為
す
も
の
を
謂
う
。
そ
の
本
質

は
物
晶
の
売
買
で
あ
っ
て
船
積
書
類
の
売
買
で
は
な
い
。
こ
の
C
・
1
・

F
売
買
は
F
・
0
．
B
売
買
を
母
体
と
し
て
十
九
世
紀
後
半
英
国
に
於
て

発
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
み
る
が
F
。
0
・
B
売
買
そ
の
も
の
か

ら
発
生
し
た
と
云
う
点
に
つ
い
て
は
大
い
に
疑
問
が
あ
り
否
定
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　
C
。
1
・
F
売
買
は
海
上
売
買
中
最
も
合
理
的
で
あ
っ
て
売
買
当
事
者

に
対
し
比
較
的
に
多
く
の
平
均
的
な
便
宜
を
与
へ
て
る
る
が
現
実
に
は
買

主
の
方
に
重
圧
が
加
へ
ら
れ
て
る
る
。
其
所
に
紛
争
を
生
ぜ
し
め
惹
原
因

が
伏
在
し
て
み
る
。
そ
こ
で
可
及
的
に
そ
の
紛
争
防
止
の
た
め
の
約
款
一

殊
に
危
険
負
担
に
関
し
一
を
多
く
設
け
て
み
る
が
叉
そ
の
約
款
の
解
釈

自
体
に
つ
さ
種
々
困
難
を
伴
っ
て
み
る
。

　
C
・
1
・
F
売
買
は
他
の
海
上
売
買
に
比
し
金
融
・
保
険
・
海
運
に
依

存
す
る
こ
と
が
頗
る
大
で
あ
る
。
そ
の
何
れ
の
一
つ
で
も
運
営
が
阻
止
さ

れ
る
と
忽
ち
そ
の
機
能
を
失
う
脆
弱
性
を
持
っ
て
る
る
。
我
々
は
今
次
世

界
戦
争
に
よ
っ
て
よ
く
そ
れ
を
知
っ
て
み
る
。
愈
々
国
際
政
治
乃
至
経
済

が
安
定
し
海
運
・
保
険
・
金
融
の
各
部
門
が
円
滑
に
運
行
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
又
々
C
・
1
・
F
売
買
の
真
の
活
動
の
世
界
が
展
開
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
二
、
紅
蓮
研
究
會
記
録

　
日
本
経
済
の
再
建
の
た
め
に
は
海
運
の
復
興
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言

を
侯
た
な
い
。
本
研
究
会
は
日
本
海
運
の
振
興
を
は
か
る
目
的
を
以
て
国

際
港
た
る
神
戸
を
背
景
と
し
て
海
運
界
の
実
際
家
と
本
学
海
運
関
係
の
教

官
を
中
心
と
し
昭
和
二
十
五
年
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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そ
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る

主
　
査

学
界
側

業
界
側

野
村
寅
三
郎
　
神
戸
大
学
経
営
学
薦
挙
授

柴
田
銀
次
郎
、
北
村
五
良
、
白
杉
三
郎
、
川
田
富
久
雄
（
以

上
神
戸
大
学
）
小
田
義
士
、
岩
永
道
臣
（
以
上
神
戸
海
技
専

高
門
学
院
）
高
村
忠
也
（
長
崎
大
学
）
加
地
照
義
（
神
戸
商

科
大
学
）

中
野
勝
一
（
三
菱
毒
煙
）
三
角
堅
（
日
本
海
汽
船
）
片
山
弁

一
郎
（
屯
村
汽
船
）
．
松
本
一
郎
（
新
日
本
汽
船
）
田
中
健
一

郎
（
甲
南
汽
船
）
甲
斐
素
雄
（
川
崎
重
工
星
占
工
場
）
柏
木

徳
男
（
大
同
海
運
）
浜
根
康
夫
（
浜
根
汽
船
）
浜
崎
博
丈
（
海

運
新
聞
社
）
米
谷
米
吉
（
日
本
船
＼
王
協
会
）
吉
田
八
郎
（
大

阪
商
船
）
白
井
政
男
．
（
福
二
汽
船
）
長
尾
基
（
第
一
汽
船
）

出
井
治
郎
（
山
崎
汽
船
）
東
猛
司
（
山
下
汽
船
）
古
山
哲
次

郎
（
日
本
海
運
集
会
所
）
丸
岡
輝
治
（
新
日
本
汽
船
）
矢
吹

豊
惨
（
日
本
海
．
汽
船
）
宮
地
譲
二
（
宮
地
汽
船
）

日
本
郵
給
神
戸
支
店
次
長

　
研
究
報
告
題
目
及
び
報
告
室
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
回
目
於
神
戸
大
学
研
究
所
）
「
改
正
商
法
に
つ
い
て
」
神
戸
大
学

　
　
　
木
蝋
型

第
二
回
（
於
神
戸
大
学
研
究
所
）
「
日
本
海
運
の
競
争
力
」
第
一
汽
船

　
　
　
　
事
　
業
　
要
　
録

八長

　
　
　
尾
基
氏

第
三
回
（
於
神
戸
大
学
研
究
所
）
「
新
造
船
価
を
中
心
と
し
て
」
山
崎
重
工

　
　
　
甲
斐
素
雄
氏

第
四
回
（
於
神
戸
大
学
研
究
所
）
「
金
融
に
つ
い
て
」
神
戸
大
学
　
新
庄
博

　
　
　
氏
）

第
五
回
（
於
郵
船
ビ
ル
自
由
倶
楽
部
「
国
際
海
運
戦
と
日
華
提
携
」
元
上

　
　
　
海
日
本
技
術
者
協
会
常
任
理
事
　
大
北
利
雄
氏
）

第
六
回
（
於
神
戸
大
学
研
究
所
）
「
海
運
政
策
に
関
す
る
若
干
の
老
察
」
i

　
　
　
海
上
運
送
法
の
我
国
海
運
政
策
央
上
に
於
け
る
意
義
－
　
神
戸
海

　
　
　
技
専
門
学
院
　
高
村
忠
也
無

品
七
回
目
於
郵
船
ビ
ル
自
由
倶
楽
部
）
「
最
近
海
運
界
の
若
干
問
題
」
日
本

　
　
　
郵
船
　
岩
本
次
男
氏

第
八
回
（
於
年
給
ビ
ル
自
由
倶
楽
部
）
「
定
期
傭
船
契
約
に
つ
い
て
」
神
戸

　
　
　
大
学
　
北
村
五
良
氏

　
　
　
　
三
、
金
融
研
究
會
記
録

　
本
研
究
会
は
金
融
問
題
を
理
論
と
実
際
の
両
方
面
か
ら
研
究
す
る
目
的

を
以
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
会
員
は
本
学
教
官
を
中
心
と
し

た
学
界
側
と
諸
銀
行
調
査
部
関
係
の
人
々
を
集
め
た
業
界
側
と
よ
り
成
り

立
っ
て
い
る
。
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事
　
業
　
要
　
録

そ
の
メ
ム
バ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
主
査
神
戸
大
学
教
授
新
庄
博

（
学
界
側
）
田
中
金
司
、
宮
下
忠
雄
、
矢
尾
次
郎
、
川
田
富
久
雄
、
則

武
保
夫
（
以
上
神
戸
大
学
）
北
尾
政
男
（
神
戸
商
大
）

（
銀
行
側
）
　
大
阪
、
三
和
、
大
和
、
神
戸
各
銀
行
調
査
部

昭
和
二
十
二
年
“
四
月
以
来
、
毎
月
定
例
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

一
十
六
年
以
降
の
研
究
報
告
題
目
及
び
報
告
者
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
六
、
三
　
ア
ジ
ア
経
済
構
造
分
析
の
一
視
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
　
川
田
富
久
雄
氏

二
六
、
五
　
貯
蓄
投
資
の
関
係
と
資
金
需
給
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
新
庄
　
博
氏

二
六
、
七
　
中
共
の
通
貨
金
融
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
　
　
宮
　
下
　
忠
　
雄
氏

二
六
、
九
欧
州
視
察
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
　
白
杉
三
郎
氏

二
六
、
　
一
〇
　
産
業
資
金
調
達
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
和
銀
行
　
板
倉
董
一
氏

二
六
、
一
一
　
最
近
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
経
営
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
商
大
　
　
北
　
尾
　
政
　
男
氏

二
七
、
二
　
銀
行
の
経
営
分
析
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
銀
行
　
　
武
　
本
　
清
　
一
氏
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RES．U］匝E

Economic　Planning　of　South　and　South－East　Asian　nations

　　　　　　and　the　Problems　bf　their　Trade　with　Japan

　　The　characteristic　feafures’of　the　So’uth　and　South－East　ASian　economy　are，　（1）

the　predominance　of　agricultural　productiOn，　（2）　urider－deVelopment　of　industri；

al　resourceb”，　（3）　low　productivity，　（4）　Pressure　of　population　on　respurbes，’　（5）

piural　or　dual　structutie　of　society，　（6）’　concentration　of　foreign　trade　upon　a

few　kinds　of　special　prOductS　and．up6n．．　a　s血all　nulhber　of　the　trading　c6tmtries．

　　Since　the　end　of　the　Secbnd　Worid　War，　the　Political　status　of　these　Asian

nati・n・h・・u・d・・g・he　a・e血・・k・ble・hang・・sc皿・・f　th・m　h・v・bg・・m・i「ide－

P・ndent，・nd．・th・rs　self－9・…ning・The・e． @n・w　haゆ・h・ve　a・n・unced　many

schenles　of　bOld　Planhing　of．economic　developmentL　These　develop皿ent．plans

differ　in　scope，’ @but　the　objectives　to　be　achieved　are　more　or　less　Similar．

　　We　may　distinguish　four　objectives，　namely，　econbmic　inddpendence，　industri一’

alization，　rehabilitation　and　recovery，　and　improv’emerit　of　the　balanee　Of　payment

繭ti・・．．　The丘・st　tw・a・e・f　1・・g－t・・皿「i・tu・e・While’　the　1・S即・・fi・h・・t」．

term．　Ail　of　the皿，　however，　are　directed　toward　a　more　balanced．　diversi丘ed　or

self－supporting　economy．　The　plans　proposed　by　the　codntries　in　the　tegion

varY　in　execution　from　two　to丘fteen　years，　thOdgh血ost　are．for　a．丘ve・year

period．　Some　countries’have　both　short　term　and　long　term　plans，’@e．g．　India

and　the　Phillipines．　Other　countries，　like　Pakistan　and　Thailand，　do　not　specify”

the　number　of　years　in　their　plqns．

　　While　considerable　sums　’have　been　spent’　for　the　eConomic　development　in

several　countries　of　the　region　and　progress　has　been　made　in　certain　specific

fields，　the　over－all　picture　is　not　bright．　ThiS　is　evidenced　by　the　fact’　that　per

capita　income　of　the　majority　of　the　’ 垂盾垂浮撃≠狽奄盾氏@of　this　region　remains　meagre．　・

Recently，．　there　has　beeh　a　significant・change　of　emphasis　in　the　immediate

9・al・t　th・．　e・g・面i・．dqv・10pment：．　At丘・st・the・t・ess　w・・1・id・n　th・・apid

improvement　of　the　exi＄ting　standard　of　living　whithin　a　prescribed　time　limit．

In　the　last　few　years，　however，　while　the　longl・ter皿target　of　development

remains　the　same，i．e．　the　attainment　of　higher　income　and　a　better　standard　of

living，　the　imrnediate　target．　has　，become　・much　paore　mpderate．　Most．govern－

m・・t・a・en・w卑・・ec・nce…di・．1・yi・gd・w・七h・f◇・hd・ゆ・f・・f・・th・・d・v・’

1・pm・・t　th・・in　imp・・vi・g　th・imm・di・・t・1i・i・g・t・nd・・d・・．Thi＄・pP・oゆ1nay

be　found　in　the　．words　of　the　Colombo．　Plan　：　“The／．strength　．of’the＄e　programtpes

is　that　・they・are　designed　to　lay　sound　foundations　for　the・further　deve．　lopment；
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th6y　aim　to　provide…the　indispensable　preli血inery　basic　develOpnient　which　will

pave　the　way　for　impfovment　in　the　future．，，

　　In　the　basic　development　programme，　the　stress　is　placed　on　three　branches，

such　as　（1）agriculture　（including　irrigation），　（2）　hydro・electricity，　and　　（3）

transport．

　　Generally　speaking，　progress　has　been，　exρept　in　some　basic　branches，　retard・

6d　by　the　lack　of　capital　and．of　trained　labour　or　by　the　civil　distuφance．　Espe」

cially　since　the　outbreak　of　the　Korean　War，　the　import　of　capital　goods　has

been，decreasing．　The　development　plans，　therefore，　are　now　obliged　to　be

contracted　to　a荘10re　realist量。　scale．　U簸der　these　circu血stances，　the　emphasis

has　currently　been　placed　on　the　d的elopment　of　the　cottage　or　sma11・scale

industries．　In　advanced　countries，　it　is　true．　that　large　scale　industries　are，　more

e伍cient　than　small　scale　ones，　but　they．　are　not　necessarily．　so　productive　in

backward　nations．　In　the　under・developed　countries　small　scale　industries　are

more．　suitable　frQm　the　management　vie．w　point．

　　Japan，　with　her　rich　experience　in　the　management　of．small　scale　industries，

is　well．prepa：red　to　make　some　contributions　to　the　development　of　small．scale

industries　in．these　Asian　countries．

　　On　the　other　hand，　Japaロ　is　capable　of　supPlyipg　these　nations．with　capital

goodsi．　of　which．　they　are　in．　great　need，　provided　Japan　is　furnished　with　necess・

ary　raw　matetials．

　　While，．　at　present；the　high　pfice　of　Japanese　steel　prevents　her　from　export・

ing　lnore　capital　goods（machinery　and　equipment）to　this　region，　the　price　may

be　reduced　to　a　Ihoderate　level，　if　cheap　coal　and　iron　ore　could　be　obtained

from．　this．　area．

　　Thus，　the．　trade　with　Japan　may　be　of　service　for　achievement　of　the　econo・

mic　development　plans　of．　the　South　and．South・East　Asian　nations．

　　Japan　should，　on　her　part，．　adjust　her　economy　so　as　to　build　up　her　industrial

structure　well　adapted　to　this　situation，　shi．fting　emphasis　on　capital　goods　ind・

　　　りustnes．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F％々〃。　Ka躍ata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！15sistant」P塑ゾ「essoアのf　Int〃uatio’　nal　E‘Ono〃tics；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Ko西θUniversiりP

Hongkong　as　a　Port　of　Re一’　ex／port

　　　　　　　　　1．　Origin　and　Structure・　of　the　Free－Trade－Port］　Hongkong，

　　Hongkong・　island　waS　ceded・　by　China　to　Great　Britain．　in　Jan．　1841　as　a

fesult　of　．thel・Opium　War；　the　cesSion　was　confirmed　by　the・’treaty　of　Nanking
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in　．Aug．　1842．　’feorge　’Elliot，　the　・Governor，　declared　at　that　．time　that　Hongkong

shall　be　maintained　as　・a　free　port　for　ships．and’merchandise　that．belonged　to

any　country　in　the　world．

　　Hongkong　island　．is－situated　at’the　mouth　df　the　Canton　River　・and　・its　area　is

more　than　32　sq．　miles．　The，peninsula　of　Kowloon　（Old　Kowloon）　on　the　opp－

osite　side　of　’the　mainland，　was　ceded　te　Great　Britain　．by　the　treaty　in　Oct．

1860　’as．a　result’of　the　Second　・Opiam　War，　ahd　now　it　．forms　a　part　of　Hopgk－

ong．　Bes．　ides，　by　・tbe　conven・tien　signed　at　・Peking　in　．．June　1ee8，　Great　Btitain

got　the　lease　for 99　years　of’，　a　port・iQn　of　・Chinese－territory，　．t6gether　with・the

waters　of　the　Mirs　Bay　and　Deep　Bay　and　the　island　of　Lan－tao　and一．about　40

small　islands　（New　Territories）．　The　estimated　population　of　Hong・kong，　lnclud－

ing　Old　Ko’　wloon・and　New　Terri，tories，　was　aprox．　1，800，0co　before　the　war，　and

i・t・increased　to　’aprox．　2；300，000　in　．May　1950．

　　The　factories　registered　are　412，　’workers　’91・，986，　electric．　pawer　produced　293，50Q

thousand　kiloS，　automobils　registered　16，028，　bank　notes　circulation　803，000’　thous－

and　HK＄，　cheques　and　・notes　exqhanged　／l」199，500　一・thousand　HK＄，．total　amount　of

imports　and　exports　7，503，000　thousand　HK＄，　・and　vessels　entered　and　cleared

27，350　thouSand　net　regist．　tons．　The＄e　are　the　figures　reported　on　April　9；　1951

in　the　Hongkong　Ta・K岨g。Pao（Ne．wspaper　of　Hongkong）．

　　The　Port　of　Hongkong，　・administrated　and　controled　directly　by　the　Public

Works　Department　of　the’・Government　of　Hongkong・，　aided　by　the　Hqrbor　Board，

is　situated　on　・the　north　side　of　the　island，　facing　the．．　Chinese　mainland；　length

10　miles，　breadth　1．5　miles　and　一the　area　17　sq．　miles，　depth　of　the　water　is

24ノー78’．

　　Before　the　War　the．por．t・of　Hongkong　，was　known　as　・one　of　the　moSt　magni－

ficent　harbors　in　Asia；’　and　now　almost・all　terminal　facilities　of　the　port　have

been　remarkably　well　．restored．　There・・are　12　＄lips，　．and．・about　770　thoqsand　tons

ships　can　be　moored　in　the’・slips　and　along’the　一quay＄．　The　mooring　buoys　are

51　in　the　harbor，　all　owned　by　the　Government．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II．　’Foreign　Trade　・of　Hongkong．

　　The　distinctive　feature　of　the　’foreign－trade　of　Hongkong　・is　its　re－export　trade．

It　comes　from　（1）．Hongkong　has　．no　specific　industries　of　its　’own；　（2）　the

island　is　a　point・of　contact　・with　the　Chinese　mainland　and　is・situated　in　the

centre　of　the　South－east　Asia　area；　（3）　・it・was　actually　一a　free　trade　port　until

the　War　and　it　retained　something　of　its　former　 freedom　until　．recenty；　（4）　a

powerful　international　money　mar・ket　exists　in　，Hongkong．

　　　1．　Hongkong’s’Proper’Industries．

　　The　industrial　activity　in　Hongkong　was　started　in　1865　by　・the　shipyards　’and

coastwise　．　shipping　services　with　．the　British・capital．；　that　一is，　the　Hongkong，

Kanton　and　Macao　’Steamship　Co．　and　the　Hongkong－Whampoa　．Doek　Co．　・．Later
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in’ 早Date，　aS　shipp’ing’cOrFtpanies，　the　．China　Navigation．　Co：　’（1873），　lndo；China

Steani’　NaVigatioh　Cql　（1881）．　Douglasi・Steatnsihip　Co．’（1883），’　Mackinnon，　Mac－

kenzie　＆　Co．　（1865），　Union　Waterboat　Co．　（1889）　were　established；　and　as　・dock－

yards　the　Taikob　Dockyard’　and　Engineering　Co．　of　Hongkong　（1908），’・W．／　S．

Bbiley　＆　Cc＞．　Ltd．　（1909）　Wete’・fouhded．　Almost’all　the　’vessels　placed　on　the

Asia　rout’堰@s　call　at　Hongkong，一・and　their　cargces　are　discharged　at　the　port　and

reLshipped’to　other’　boats　for”the　’final　destinations　in　Asia；　Most　of　．　the　facilit－

ies　of　dockyards．．　have　been．皿6derni2ed「and　it　is　said．　that　10，000．tqn－class　ships

Vtiere’built’befbre　the　War．　’But　the　pttincipal　serviCe　of’　the－dockyards　in　Hong－

kong　is　’the　ship－repairs．

　　Besides　the　docky’a’rds’　and　Shipping　services，　there　are　some　processi’ng’　indu－

stri6s　manufacturing　With　the　raw血aterials　that　come　from　the　foreign．．¢ount・．

ries，　that　is，　candied　ginger，　suger　refihing，　rubber　血anufacturing；flash　light，

e’獅≠高?撃撃?пf　ironwares，　alminium　Wares　and　textiles．　Of　these，　the　most　promiss－

ing　industry　is　that　of　teXtiles．

　　The　Texti！e　industry　on　large’・scale’has　sprung　up　after’the　War．　As　in　1951，

there．are　13　Cotton血ills　with．190，300　spindles，　and．their　daily　production　of

yarns　is　said　to　be　’ R70　bales．’　The　old　cot・ton　factories　of　．small　sCale　have　been

upified　into　several　large　modernized　factories　after　the　War　with　on　installation

6f　over　800　inabhines　of　English，　American　and　Japanese　origins：　’　Number・　of

Workers　in　textile　industry　is　said　to　be’　26，000，　incltiding　’the　woollen　industry．

In　l　spite．　of．the　rapid　developmenガof　the　textile　industry　in　Hongkong，　it　is　not

yet　a　menace　to　the　cotton－industrY－countries，　as　U．　K．，　U．　S．　and　Japan．

　　　　2．　The　Trade　o’f　1｛ongkong．

　　The　foreign　trade　Of　Hongkong　censists　of　four　types．　（a）　Exports　of　domes－

tic　manufactur6s，　（almost　all　of　whic’h　are・made　of　foreign　raw’　materials＞　and

impofts　for．　d6血estic　consuMption．（b）Re・export　trade　frbm．　Chi．nese　ports　to

other’　Chinese　ports．　either’in’or－iginal　fortn　br　after　some　ptocessing　or　manufact：

uring．　（c）　lmPorting　Chinese　goods　and　re－ekporting　them　to　othet　forel’gn

countries，　and　vice　versa．． id）．1血p6rting　the．£oods　from　foreign　countries　other

than”China，　and　rerexporting　thein　to　’other　foreign　Countries．

　　Trade　（a）　is’not　so　latge　’in　amount．　Though，　we　can　riot’　distinguish　those

figuresi　frbm　others　in　the　Hongkong　statisticsj．　it　is　estimated　in・　1939　that　the

exPorts’　’of　domestic　in’aritifactures　accounted．　for　about　10％．　of　the　total　exports

6f　Hon’№汲盾獅〟C　arid　the　domestic　imports　for　about　’30％　o’f　the’total　imports．　Or

according　to　the　estimation　fro血the『information　of　the　H：ongk：ong．Cha血ber．．of

Commerce．in　April　1951，　such　exports　amounted　to’5％・　of　the・t．otal　exports

（recent　figures　for　such　imports’　are　not　available）．　The　trades　（b）　（c）　and　（d）

eonstitute　the　greater　patit　of　Hongkopg’s　trade．　’Especially　the　trade　（c）　is　th．　e

principal　・and　essential・　type　of　Hongkong’S　trade．’　Most．．　of　these　trades　are　not
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sihlple．　transship血ent　bY　the　‘‘．throu＄h．．B／L，，」．．　but　the．．re・Qxport＄．　through　the

皿・di・ti・n・f　H・ngk・ng恥e・chant・・S・　th・f・・eigP・x・hange．脚・acゆ珈st

be　effected　in　the　Hong’ 汲盾獅〟@money　market，　represented．　by　・“the　，　Hongkgng　and．

Shanghai　Banking　Corporatiop；’　between　Ilongkong　apd　Chiqa　or　tbe　thirq　country．

　　Hongkong’s　trade　had　formed　only　O．7％　or　so　of　the　world　total　of’foreign

trade　until　1948，　while・after　that　year．　this　percentage　’rose　up　to　1，0％　or　so．

This　is　due　to　the　fact　that　the　communist　China　gained　control　over　the　main－

land　and　the　other　ports　have　been　blockaded　by　the　Kuomin－tan　forces．

　　The　position　of　Hongkong．trade　in　Eastern　Asia　（including　lndia，　Pakistan

and　Burma），　was　as，　foilows．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（in　US＄ユ，000，000）

1938

1949．

1950

Exports

Eastern’
Asia

　　3，127

　　4，947

　　6，207

Imports

Hongkong　Eastern　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Asia

　155　4．9％　2，810
　529　10．7％　6，143
　65Q　IO．5％　5，485．

　　　Eastern　Asia，　Hongkong

in　imports　in　pre－War　time；

Hongkong

187

629

663

　　For　the　total　trade　of　Eastern　Asia，　Hongkong　trade

exports　and　7％　or　so

to　10　eA．

　　Hongkong　・trade　has　been　carried　On　mainly

Before　and　after　the　War，　the　trade　with　the

for　40r60％　of　Hongkong　jmports　and　60－80％

the　principal　partner　iis　China．

50％　arid　imported　40％e　before　the　War．

in　Hongkong　trade　has　been　much　lowered，

communist　Government　of　China　and　the　U．　S．

Hongkong　in　recent　years．

　　Hongkong’s　trade　with　the　United　Kingdom

percentage　of　its　imports　to　the．　total　is　10－15％

The　U．　K．　has　been　accustomed　to　import

the　Chinese　．potts，　no’rth　and　central．　and．　rp．　erely

have　been　imported　through　Hongkong．　Before

after　the　War．　the　imports　from　U．　K．

ng’s　total　imports，　and　the　exports　to．U．　K．

total　exports．　But　since　1947，　the　percentage．has

This　resulted　from　the　fact，　first，　that　the・　communi

　　6．7％

　10，2％

　12．1％

fortned　5％　or　so　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　it　was　・recently　increased

and　12％　re＄pectiVely，　being　caused　by　the　conditiorts　mentioneq　above．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　with　Far－Eastern　countries．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Far－Eastern　countries　accounted

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・田・耳gkgng即・rts・Qf．these・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hongkong　exported　to　China．　and　Macao　i　about

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　But　after　the　War　the　position　of　China

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　because　of　the　trade　control　．of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　embargo　’agaihst”　China　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ha＄　not　been　much，　and　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　of　its．exports　，4・一6％　only．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．he　Chinese　prodqcts　directly　’from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　south　Chinese　products

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　War　and　until　’　1946’　even

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．accounted　for　less　than　10％　pf　Hongkb－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　less　than　2．5％　o｛　the　Hongkong’s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　been　enprmpusly　，advanced．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sts　took　Qver　the　control　of

the　Chine＄e　ports　and　the　indirect　trade一　through　Hongkong　has　been　increased；

second，　the　U．　S．　embargo　against　the　co血munist　China　and　Hopgkong　pece＄sita－

ted　the　rnerchants　of　Hongkong　to　change　their　partner　frorn　U．’S，　to　Ui　K．　SQ
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the　trade　with　’ t．’S．　’一ihas　been　decreasing　in．reCent　years，　whereas，　until．　1950，

Hdngkong　had　impotted　and　exported　to　and　from’　U．　S．　nearly　twice　as’much

as　she　eartied　on　wfth　U．　K，

　　Hongkong’s　trade　with　the　various areas’　・in　the　・world　in　shown　as　follow＄，

Foreign　Trade　・of　Hongkong　by　Area

　　　　　　　　（Unit：　Uss　1，000，000）

IMPORTS

　　1938

　　1946

　　1947

　　1948

　　1949

　　1950・

　（1－6）．

（7－12）

1951（1－6）

　（2－6）

Total　IEast　Asia

187．

235．　1

390．

523．　3

628．　7

662．　8

’290．　5

372．　3

451．　8

　　　　i一一　Y（

119．　OI63．　6

　　　　t

142．　3160．　5
　　　　，

176．　9145．　3
Ei51514115

ES－gl　g1421　g

　　　　1

351．　9153．　1

1Egl　214411

　　　　’

223．　6］60．　1

372．　g［206．　61ss．　4

U．　S．　A．

　　　　　　　　United

　and
Canada　I　Kingdom

18．4　9．　81　17．1

32．　9114．　OF　11．　1

8Q．　3120．’61　41．　4

106．　7120．　4　75．　8

144．　8123．　0］　88．　4

123．　3118．・61　70．8

　ca　521．　91　37．　8

　59．　8116．　II　ss．　O

一　1－1　49．7

32．31　8．71　ce．3

British　Com－
monwealth
（Canada　＆

　EastAsia
excluded）

　　％
9．　1

4．　7

10．　6

14．　5

14．　Il

　　　I
10．　7

13．　O

　　　I8．　9i

　　　；
11．　0

11．　3

0
4
7
8
3
7
8
9
　
6

5
皿
瓢
鉱
訟
箆
雄
a
一
皿

　％
2．　7

7．　0

5．6

4．7

5．　3

3．　9

5．　8

2．4

3．　6

European
Countries
　other・
　　than

　　UK
　　　Le4
18．　7ilO．　O

LIO．　3］　4．4

39．　4110．　1
1igi　，一li61　5

52．　9

58．　1

26．　6

31．　5

64：　6

8
．

8．　s

9．2

8．　5

－
17．　3
1

Others

8．8

’22．　1

30．　7

42．　9

43．・　5

33．　0

17．　6

15．　4

13．　5

4．　7

9．4

7．　9

8．　2

・6．　9

5．　0

6．　1

4．　1

3．6

EXPORTS

　　1938

　’194eo

　　1947

　　19’48

　　．1949

　　1950

　　（1－6）

（6一一．12）

1951（1‘6）

　’（2－6）　’

154．　’8

192．　8

306．　．

398．　7

528．　．6

650．　2

249．

400．　7

492．

397．　8

105．316s．””o’・

　　　　’

149．　4’77．　5

　　　　1

191．　6162．一5

　　　　1
：？gi　glgg・．；

　　　　t

467．　8155．　6
　　　　1

164．　4165．　9

　　　　1

303．　4’75．　7

　　　　　　，

333．　9183．　9

　　　　1

　　　1．　A　tgZ

16．　4’10．　5

　　　t
21．　311．　O

　　　l
38．　912．　7

　　　，

40．　310．　1

　　　’

56．．4’10．　7

　　　1
55．　7j　8．6

撚：1

11．　4’　2．9

　　　，

3．　6

4．2

9．　6

18．　9

32．　7

29．　4

17．　1

12．　3

13．　5

9．　7

　％
2．3

2．　2

3．　1

4．　7

6．2

4．　5

6．　9

3．　1

2．　7

2．　4

5．　・5’

1．8

14．　4

15．　8

23．　9

19．　6

7．　7

11．　9

－
14．　4

　％
3．　6

0．　9

4．7

4．　0

4．　5

3．　0

3．　1

3．　0

3．　6

1il・il　ii．”／！

15．OI　3．8

18．　6［　3．5

30．ll　4．

8．2i　3．3

21．91　5．

一　　　　　　　　一

14．　9］．　3．　7

　　　　　％
13．91　9．0

12．31　6．4

99・fLgL

49．　0！12．　3

gi［　21igl・　4i

y・gl　le．　g

31．　OI12．　4

16．　61　4．1

13．　5］　3．　4

Source：　Ecopomic　Survey　of　Asia　and　the　Far　East，　1950．　Hongkong　Ta－Kung－Pao．

　　The　kinds　・ef　commodities　imported　to　and　exported　from　Hongkong　are　of

unlimited　variety．　even　excepting　the　domestic　exports　and　imports　for　her　own

consumption．　The　imports　for　consumption’are　foodstuffs　and　drinks　（cereals，

vegetables，　milk　and　milkmanufaCtures．　meats　and　others），　chemicals　and

drugs，　raw　materials　for　・the　local　industries　（raw　cotton，　yarns，　wool，　rubber，

Sugarl　timber」皿inerals　and　so　on），　fuels（coal　and　oils），．and．　manufactured

goods　for　the　inhabitants’　use．　These　are　estimated　at　about　20－30％　of　the
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total　・imports　The　exports　of　domestic　goods　are　the　manufacture＄’in　Hongk－

ong，　i．　e．，　’textile　and　rubber　manufactures　whiCh　are’ 狽??E　pr・incipal．exports．

These’　exports・　are　estimated．at・　about　5％　of　the　total　exports．

　　The　kinds　bf　commodities・’other　than　those　of　domestic　merchandise・．and

imports　for　constmption　are　quite　unlimited．　lmports　・for　re－exports・　frbm

Hongkong　are，　in　substance，　the　imports　of　the　third　countries，　and　re－exports

from　Hongkong　are　substantially　the　exports　of　the　third　countries；　HongkOng．

is　merely　a　go－between．　The　merchandise　consists　of’　almost　all　kinds　of　goods

which　are　produced　in　Asia，　Europe，　’America　and．　other　areas　in　the　world，　and

the　items　of　i皿ports　and　exports　are　natura11y　unlimited．　The　characteristic

feature　of　Hongkong’s　trade　is　’that・．　iteins　on　the　import　side　are　almost　the

same　as　the　items　on　the　export　side，　and　that　both　amounts　show　usually・　to

be　nearly　’equal．

Foreign　Trade　of　Hongkong　c1assified　by　Group

　　　　　　　　　　　　　　　Unit：　HK＄　1，000

コ
　
　
の
　
　
コ
　
　
　
　
　
コ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　

1
2
3
4
5
6
7
8
9

Cereals

Sugar　＆　its　Products

Textile　Materi’als

Textile　Products

Rubber　＆　Products
Animal　＆　Vegetable
Products
Pyestuffs　＆　Tannin

Chemicals

Iron　＆　Steel

iO．　Others

　　Totals

Imports

194 9 195 0

％ ％

69，352 2引 165，264 4．4

50，014 1．7 114，293 3．0

90，846 3．1 209，908 5．5

230，357

S9，857

．7．9　　　　ヨ　1．7

320，126

Q34，185

8．41
U．2【

…

114，374 3．9 222，928 5．gi

58，863 2．0 104，164 2．7

149，854 5．2 263β45 6．9

　　70，630

Q，020，867

　2．4

ｳ69．
，臓蟹 3．6

T3． 411
2，♀Q5，014 10q， O13・802・976 100．

0
1
2
　
1

1　9・4

　　　　　　39，　524

　　　　　　29，　949

　　　　　111，　475

　　　　　536，　7791

　　　　　　47，　853

　　　　　110，　837

　　　　　　64，　70s

　　　　　　99，　282

　　　　　　37，・702

53．　411，　395，　877

100．　012，　474，　422

Exports

9

　　erd
1．　61・

　1．2

　4．

21．

　1．　91・

　4．　5

2．　6

，：・1’

1　9・5

　　　　1．　628．　23
　　　　　’

i5t5r6．　o！3r，7ss，　s2

・20，　081

68，　510

204，　927

914，　213

236，　146

197，　197

112，　583

2sc，　869

124，　066

　　’

o

　　隻。
．

1．8

5
．

24．　3

6．　3

　5．

3．　Q

6
．

3．3

43．　4，

100．　Oi

Source　：　HongkQng　Ta－Kung－Pao．

　　　　　　　Far　Eastern　EcQnomie　Review，　HongkQng．

　　The　trade　of　Hongkong　has　a　tendency　to　produce　import　surplus．　This　is

because　her　domestic　products　to　be　exported　are　far　less　in　volume　and　variety

than　・the　foreign　product　which　she　consumes，；　while　in　the　re，export　trade

which　accounts　for　a　greater　part　of　her　total　trade，　export＄・　counterbalance　the

imports．’　The　imports’for．consumption　are　said．　to　account　for・　about　30％　in

her　total　imports，　as　・mentioned　above．　and　they　consist　of　two　parts，　that　is，

’the　1’mPorts　for　her　ovin　consumption　and　imports・　of．mqterials　for　her　10cal

industries　which　will　be　exported　after　manufacture．　The　latter　is．to　be　nearly
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equa！　’to　the・exports　of　mer£handise　manufactured　with’foreign　’materials，’

which　are・’e＄tiniated’　to　be　about　5％　of　her　total　exports．

　　So，　if　Ei　designates　total　iinports’of’Hongkong，’Iht　the　imPorts”for　her’own

60nSumptions．　Ia’．’the．　i血po止ts　of　mate’rials　for　her　induStries，　and．．　Tb　the　imports

of　m’erchandise’　which　are　to’be　re－exported・in　the　same　Condition　・as　they’．were

imported，　while．2E　designates’the’total　exports　of　Hongkong，　Ea，　the　exports

of　her　original’products，　Eatt　the　exports　of　manufactures，・　of　which　materials

came’　from’　foreign　Countries，　and　Eb　the　re－exports　of’　foreign　merchandise．

　　　　　　　　　　　　El　＝　2E　＝　（la’　＋Ia’，　＋Ib　）’一　（Ea’　＋Ea”　＋Eb　）

　　As　lb’is　nearly　equal　to　Eb’，　and　lart　is　also　nearly　equal　to　Eatt　（some

export　surplus　may　exist　as’　trade－profits’　and　manufacturing一　expenses），　EI－EE

is　safely　considered　to　be　apProxitnately　equal　to　lar－Eat，　in　which　Eat　is

absolutely　small　in　the　case　of　Hongkong．　Then，　in　other　words，　import　surplus

of　Hongkong　is　due　to　the　imports　for　her　domestic　consumption．

Balance　of’ srade　of　Hongkong
　　　　　　　（Unit　：　HK＄　1，000）

Imports Exports Balance ％of　Balance
狽潤@Imports

1936 452，350 350，865 一101，485 22．4

1937 617，064 467，322 一149，742 24．2

．1938 618，169 511，902 一106，267 17．1．

1939 594，199 533，385 一60，814 10．2

1940 752，739 621，752 一130，987 17．4

1946 933，000 766，000 一．
P67，000． 17．8

1947 1，549，000 1，216，000 一333，000 21．4

1948 2，087，00Q 1，583，000 一504，000 24．1

1949 2，749，600 2，319，000 一430，600 15．7

1950 3，787，6QO 3，715，600 雫72，000 1．9

1951 2，593，200 2，827，100 ＋233，900 十9．0
・（Jah．二Ju血6）

Source：　B！ue　Book，　1937－1940．

　　　　　　The　Stateman．s　Year－Book，　1950．

　　　　　　Hongkong　Ta－Kung－Pao　Jan．　1950－Aug．　1951．

　　AqueStion．血ay　be　naturally　raised　about　in　Hongkong，s　trade：why　was

there　ari　expott　sUrplus　Sinee　the　middle　of　1950　until’the　middle　of　1951？・　lt

may　’b?f　explained　aS　fOllows；　firstly，’affected　by　the　Korean　conflict　and・the・

U．Sl　embargb）　a　IQt　of　commodities　stocked　at　that　time　in　the　city　was　expQr－

ted　to　’ bhina　in　ttemendous　amounts　during　this　period；　secondly，　・pretty　large’

amotipts　一〇f　coMmodities　which　were　illegally　unloaded　on・　various　island＄　or

places　（ilticit・　iMports）　had　been　exported　to　Chin’a　through　the　formal　／channet
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　　　3．　lllicit’　lmports　and　Exports．

　Before　Hongkong　had　adopted　some　restrictions　on　the　imports　and　exports

in　1939．　＄he　had　been　a　completely　free－trade　port，　except　as　regards　the　imPo－

rtation　of　spirits，　liquors，　tobacco　and　hydrocarbon　oils，　of　which　tariff　rates

have　been　fixed　as　to　cQver　excise　tax　on　them，　and　the　importation　of　non－

British皿otor　vehicles，　oll　which　under　Ottawa　Conference　Agreements　in　1932，

a　registration　fee　of　15％　of　their　value　was　charged，　He．nce，　smuggling　into

and　fro血Hongkong　proper　was．hardly　considered．　Hongkong　was　rather
known　as　a　base　for　smuggling　into・　qnd　from　China，　mainly　the　Canton　district，・

where　high　import　and　expo．rt　duties　were　1evied　and　where　the　custpms

control　was　strict．

　　Figures　concerning　the．　illicit　exports　and　imports・are　not　available　一．　oflicially，

but　．　unoMcially　presumptive　figures　are　available．　A　certain　famous　company

in　Hongkong　estimated　them　as　follows　：

Smuggli－ng　between　China　and　Hongkong

　　　　　　　　　　Unit・：　・HK＄　1，000，000

1936

1937

1938

1939

Illicit　lmports

fro血China

1940

4，　O

8．　0

・10．　0

30．　0

30．　0

Illicit　Exports

　to　China・

43．　0

40．　0

40，　O

50．　0

50．　0

Cited　from　the　“Hongkong”　by　Hirokatsu　Qgur4，　an　investigator

of　China；

　　During　the　War，　war－time　econo血ic．　control　was　adopted　in　Hongkong，．and

after　the　War　exchange　control　in　U．　K．　and　recently　the　United　Nations’

embargo　against　communist　China　have　compelled　Hongkong　to　legislate　expo－

rts　and　imports　controls　and　restrictions　upon　numerous　’coinmodities，　and

against　various　countries．　These　cont’rols　and　restrictions　see皿to　have．．given

oppotunities　for　smugglings　in　Hongkong　proper．　So，　after　the　War　the　smug－

gling　in　Hongkong’　has　・been　changed．　ln　addition　to　the　former　feature　of

smuggling，　that　is，　from　being’a　base　of　smuggling　to　China，　Honglcong　hersel’E

has　become　an　object　of　smuggling，　although　／its　final　destipation　is　still・　Chinese

mainland．　Even　though　recent　figures　o’E　the　smuggling　are　not　available，

these　are　conjectured　to　be　pretty　large．

　　　　　　　　　III．　・Discontinuance　oi　the　Free－Trade　Port．

　The　business　prosperity　of　Hongkong　has　depenqed　not　only　upon　her　econ一
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omic・geographical　position，　but　also　on　the　fact　that　she　has　re血ained．as　a

free・trade　port　for　a　long　time．　In　Sept．1939，　British　Commonwealth唱declared

war　upon　Germany，　and　H：ongkopg　proclaimed　the　war・time　economic　con廿ol

regulations，　aiming　to　supPly　larger　quantities　of　munitions　and　funds　in　forei・

gn　currencies　to　U．　K。，　to　prevent　these　from　escaping　to　the　enemy，s　territ．

ories，　and　to　secure　the　necessaries　fQr　Hongkong　proper　at　the　stabilized

price－level．　These　regulations　provided　the　control　of　2000r　so　items　of．export

and　re－export　commodities，　the．festriction　of　the　movements　of　the　raw　mate－

rials　and　other　necessaries　within　Hongkong，　and　the　pegging　of　the　rate　of

HK＄to　sterling　at．1s　3d，　authorizing　18　banks　in耳ongkong　as　exchange　banks．

　These　economic　Controls，　however，　did　not　mean．　that　U．　K．　had　abandoned

her　belief　that． @Hongkong　can　never　be　prosperous　without　leaving　the　trade　and

丘nance　between　Hongkong　and．China　free．　S6，　U．　K．1eft　the　Hongkong　market

outside　of　the　Sterling　area，　so　as　not　to　obstruct　her　trade　with　China　and　to

maintain　the　value　of£in　the　world　market．　This　was　deemed，　at　that　time，

Inerely　as　a　passing　m6asure．　But　the　European　War　was　followed　immediately

bY　the　Paci丘。　War。　After　the　War　the丘nancial　crisis　began　in　U．　K．　and

furthermore　the　c6mmunist　Government　has　come　to　dominate　the　Chinese

mainland．　Owing　to　these　long　60ntinued　chaos　in　the　world，　the　trade

controls　and　restriction　in　Hongkong　a；e　still　in　force　and　rather　being　more

and加lore　strengthened．　A　drastic　controi　has　been　recently　adopted　by　the

Hongkong　Government，　that　is，　an　embargo　against　the　communist　China．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
This　measure　has　been　introduced，　co－operating　with　the　United　Nations，　in

order　to　bring　the　Korean　cohflict　to　an　end　possibly　earlier．　Details　of　the

oontrol　and　restriction・regulations　which　are　now　in　force　are　not　given　here．

　　Hongkong　iS．n6　more　a　free　trade　pbrt　in　reality　now．　Extreme　protection－

ism　l ≠獅п@strict．trade　control　are　the　actua1、　state　of　the　wo士ld　at　present，　and

Hongkong，　whose　import　and．export　had　been　left　quite　free　for　a　long　time，

abolished　her　free－trade　principle，　regardless　of　her　volition，　being　dragged　into

the　world－wide　disturbance．．

　　The　reasons　why　Hongkong　gave　up　her、free・trade　principle　are　two．　One

is　that　her　import　and　export．controls　are　dire（tly　conhected　with　the　foreign

exchange　control　of　U．　K．；and．the　other　is　the　consequence　that　rose　from　the

United　Nations　embargo　against　communist　China．　We　shoUld　notice，　however，

that　both　reaSonS　do　not　originate　from　Hongkong　proper，　and　her　free・trade

principle　might　be　reinstated串ome　tinle　or　other　when　those　reasons　are．

removed．

　　Set馬ing　aside　these　external　reasons，　which　co皿pelled　Hongkong　to　give　up

the　free・trade　principle，　we　now．turn　our　attention　to　other　related　fa（元s．

These　other　facts．are　oonnected　with　her　independent　trade　policies　in．　recent
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years，　though　not　appparent，　but　potential．

　　Hong’kong’s　．　independent　customs　tariff　is　imposed　on　a　few　items　of　．foreign

goods　with　the　intention　of　covering　the　domestic　excise　tax，．but　not・of・　protecting

her　indu＄tries．　ln　addition，　as　a　result　of　the　Ottawa　economic　conference　in

1932，　the　preferential　duties　have　been　adopted．　Although　the　preferential

duties　are　levied　on　the　limited　items　of　goods　and　they　are　not　produced　in

HongkQng　the　idea　at　least　implies　a　protective　character．　This　suggests　to

us　that　Hongkong，　whose　industries　（especially　those　of　textile，　rubber　and

aluminiu血）advanced　rapidly　after．the　War，　may　of　necessity　lay　down　protect－

ive　tariffs　on　the　same　foreign　．products　．some　tirne　or　other．　This　would　be　a

fatal　restiction　on　the　free－trade　principl．e．

　　Secondly．　Hongkong　adopted　the　importrquota　on　the　several　item＄　of　produ－

cts．　caused　by　the　rationing　of　rice，　butter，　sugar，　yarns　and　other　consuMers’

goods　and　industrial　materials．　These　goods　are　exclusively　imported　by　the

Hongkong　Government．　European　countries　have　been　subject　to　the　，　quota

system　since　the　world－wide　crisis　in　1930，　and　they　have　not　been　able　to

abolish　the　system　for　long　years，　and　later　changed　the　quota　system　to　the

trade．　agre’ements　between　一the　．countries．　After　all，　a　trade　agreemqpt．　implies

a restraint　on’ @the　free　trade，　peabeful　as　it　is，　and　it　takeg　on　the　nature　of　a

fixed　syst’em　in　trade　policies．

　　Thus　vve　should　not’　expect　Hongkong　to　return　to　a　free－trade　port　once

more．　Nevertheless，　her　geographical　and　commercial　positions　as　a　re－export

trade．　port　in　Asia　are　assured　to　remain　forever．　Such　being　the　situqtion，

Hongkong　should　establish　a　free　port　district　or　a　foreign－trade　zone　in　the

port，　which　is　a　fenced－off　area　in　the　port　where　foreign　merchandise　may

be　landed，　stored，　manipulated　and　manufactured　without　customs　duty　and

control，　as　seen　in　the　foreign－trade　zones　iin　the　U．　S．　and　in　the　principal　free

ports　in　European　countries．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G∫ηガ角gShibata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1つノζリ「e550〆　ρノP　lnte枷’ま0”al　（】0〃1〃lerc6，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　University

Actual　Conditions　of　the　Foreign　Trade　Firms

　　　　　　　　　　　in　Kobe　after　the　War

　　　　　　　　　　　　　　　from　the　Census　Returns　on　the　Actual　．Foreign

　　　　　　　　　　　　　　　Trade　Conditions　in　Kobe　City

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　With　the　object　to　see　the　general　conditions　of　the　foreign　trade　and　the

foreign　trade　firms　in　Kobe：
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　　The　writer　of　’this　treatise　collated　the　CeriSUS　returns　On　the　actual一　foreign．trade

conditions’　in’Kobe　city　for　the　4　succeedi’ng　years　after　the・war，　1948L1951．

　　On　the’15th　Aug・ust’，　1947，　・that　is，　one　year　before　the　first’　censuS　oS　the

series　was　taken，　expor．t・　trade　was　partially　opened　to　the　Japanese　private

enterprises，　and　in　the　September，　1951，　that　is　one　month　after　the　date　of

fourth　census，　the　Peace　Treaty　wa　signed　at　San　Francisco．　So　that　these

census　retums　reveal　how　the　foreign　trade　in　Kobe　recovered　and　deVe正oped

between　the　date　of　the　re－opening　of　the　pr－ivate　trading　business　and　that　of

the　Peace　Treaty．　・The．facts　found　in　the　case　of　the　Kobe　trade　may　be
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脅
taken　to　represent　the　whole　Japa’nese　trade　during　this　historical　period．

　　The　nurnber　of　the　firms　that　answered　tQ　the　enquete　was　165　in　1948，　248

in　1949，　221　in　1950，　and　268　in’　1952；　of　the　268　firms　in　the　fourth　census，　170

（63．4％）　were　established　before　1945，・　some　of　which　continuing　the　business

from　the　Meiji　Era　through　the　Taishd　Era　to　the　end　of　the　War，　and　the

remaining　98　（36．6％）　were　founded　after．the　War，

　　　　　　　　　Scale　and　・efficiency　of　trading　firms　（as　on　lst　Aug．　1951）

Amounヒof

　capital
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Export　l　Import　l　Total

Individual　・

enterprises．
6

％
11

iiii／ili6E－lion　1－ifii／irl’1’ldii－1－tnitt，ofi

　yen　1　yen　1　yen
　　ユ20　　　　　50　　　　170

・less，　一thag　200

thodsand　yen
5 7

の
8
旨
唱
唱
①
届
』
0
9
δ
9

　200－v500

　500一一1，　ooO

1．　000一一5．　000

　1　VVv　v1

4
一
1
2
一
3
5

8
一
1
3
一
2
5

｝60

80

260

10

140

130

70

022

093

一

一　5，000～10，000 13 57 260 240 500

・・，…’一r6・… 14 73

50，000ρ》100，000 ．　　1i

277

290 720

over　100，000
狽?盾浮唐≠獅п@yen

L

2，260 …1，800 4，060

Manthly・　per
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　　　　　of
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　　　capita1

820

　　　1，　220
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amount　1，09Q
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R50

300．

158

66

14

20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II．

　　　a）The　mdg・nitndeげ’the　trading　firms・

　　As　is　shown　in　the　table．　there　’is　’a　conspicuous　co－relation　between　the

amount　of’　capital，　and　the　number　6［　office　personnel　and　the．amount　of

transactions；　the’larger　amount　of　the　capital　corresponding，to　the　larger

number　of　employees　and　the　larger　amount　of　transactions．．　Observed　gener，
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ally；　the　一firtris　with　a　capital　amoUntin’ 〟@from　1　niillion　to　5　’million　yen　are　the

largest　’奄氏fmimbet　（36％）・（mdde），　and　in　respect　of　the　employee，　those　emplo一．

yin窪．　from　5　to　9．persOns　are　the　largest　in　number（21％）（血ode），　but　the

median　as　regards　the　personnel　for　’the　whole　’of　the　firms　is　16　persons　per

且r血．

　　From　these’fig’ures　we’　understand　’that・・　the　average　scale　of　the　foreign

traderS　is　rather　Small．’　This　is　’also　the　case　with　the　manufacturing　indust・

ries　and　home　traders　in’　Japan；

　　　　b）　　！1ctivitiesげ．the　tradingノ宏〃2s。

　　The　smaller　scale　firrns　mostly　specialize一　in　・expprt　business　and一　the　larger

・ones　combine　export　and　import，　and　the　larger　the　scale　of　the　firm，　the

greater　is　the　importance　of’import－business．　But　there　is　a　tendency　that　the

firms　that　combine　export　and　import　businesses　are　growing　in・number．　ln．the

1950census，　the　total　nu血ber　of　the且rms．　engaged　in　export　business　was　145，

of　which　62　were　Specialized　solely　in　export　business．．　and　the．total　nq血ber　of

the　importers　was　27，　of　which’7　were　specialized　solely　in　import　business，

whilst・　the　1951　census　shows　that　the’　number　of　the　firms　specialized　solely　in．

ekPort　was　reduced　to　38　among　the　total　of　229　exporters，　and　the．　nqmber　of．

those　specialized　in　import　only　were　4　among　the　total　of　153　importers．，

This　is　due　to　the　fact　that　a　large　number　of　the　firms　specialized　in　expQrt

only　extended　their　business　into　．　import　trade．

　　Similarly，’there　is　a　strong’　tendency　that　the　firms　diversify　their　trade，

lines．　・We　classified　the　whOle’　trading　articles　into　six・categories　or　trade　line＄．

Comp’ated　with　the　result　of　the　1948　census，　the’firms　which　specialize　onltt

in　one　export　line　declined　in　relative　importance　year　after　year　（with　．an

exception　with　the　1951　census），　and　the　1951　census　shows　that　those　handling

more　than　4　lines　are　much　larger　in　ntmber　relatively　t－han－in　the　previous

yeats．　ln　1948　the　number’of　the　firms　specialized　in　one一　line　was　’49．7％，

whilst　in　1949　it　showed　41．2％，　in　1950　29．2％，　and　in　1951　36．1％．　一The・perceni

tage　weight　of　’the　firms　handling　more　than　4　lines　was　26．2％　in　the．’1951

censins　as　compared　with　14．7％　in　the　・1950　census．　The　same　holds　true　with

the’　impott　lines．

　　These　tendencies　correspond　to　the　increase　of　the　・trade　activities　in　Japan，

but　at　the　saine　time　they　involve　some　danger　that　may　result、fro皿the．，lack

of　experience　in　the　unfamMar　’trade　lines．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III．

　　　’a）’　ExPe’nse　analysis　of　the　trading　fi’rms．

　　The　percentage　ratio　of　wage，　salary　apd　other　personnel　expenses’　to　the

whole　enterprise　expenses　was　much　less　in　the’1951　census　than　in　the　・1950

cerisus，　the　median　in　the　former　being　26％　as　against　33％e　in　the－latter，
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The　same　’is　true　with　’the 　mode　；　in　the　1950．　census　the　firms　that　paid　31－40％

of　’狽??@whole　expenses　to　the　employees　were　the　largest　in　number　（mode），

whilst　in　the　1951　census　i　the　mode　was　located　among　the　class　which　paid

11－20％　of　the　who1e　expenses　to　the　emplqyees．

　　Theses　figures　correspond　to　the　fact　that　．the・　more　transactions　they　under－

take，　the　less　becomes　the　relative　weight　of　the　expense　paid　to　the　employ－

ees．　For　the　same　reason，　the　more　employeeS　they　hold，　that　is，　the　larger

the　scale　of　the　firms，　the　less　becomes　the　relative　itnportance　of　wage　and

salary，　and　we　can　find　this　tendency　also　’in　Qur　inve’stigations．

　　　b）．．（）P彦づ〃tU〃t seale　q／the　tradin8り望7r撚・．

　　The．next　atte血pt　iS．to　find．．the．　optimum　scale　of　the　trading且rms．　In　the

table　given，　we　showed　the　monthly’Per　capit．a　’amount　of　transactions　with

respect　tb　each　class．　These　figqres　preSe’nt　the　pe’r　capita　eMciency　in　each

class　and　may　be　used　as　the　criterion　to　see－which　class　is　the　most　eMcient．

　　The血onthly　per　capita　amount　of　the　tra血sactions　is．under　the．average　in

the’　case　of　Corporated　firms　with　a　capital’・less　than　500　thousand　yen’　and

again　in　the　5　millionNIOO　million　capital　．　class；　and　above　the・　average　in

the　elasses　with　a　capital　500　thousand一一5　million　yen，　and　again　with　a　capital

over　100　million　yen．

　　We　can　divide　the’　trading　firMs’　intO　tWO　groups：’those　with　large　capital

and　modernized　system　of　managelnent（）n　one　hand　and　those　with　s血a11．capital

and．P1ess加．odernized　sy§te血．　on　the　other．．．．　One　peak　of　the　e．缶ciency　curve　lies

in　the　former　grbup　of　the　firms　and　the”other　peak　in　the　latter，　and　we　can

find　that　in’　each’　group．　the　・larger　the　scale　of　the　firms　the　More　eMeiently

they　dd　work．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1v．

　　　Financial　mealeness　of　the　trading　firms．

　　The’table　shows　the　ratio　of　the　amount’of’the　transaction　to　the　capital．

The　ratib　seems　to　vary　according　to　the　scale　6f　the　firms，　ranging　from　350

fold　in　the　case　of　the　200一一500　thousand　yen　class　・to　14　fold　in　the　10一一100

million　yen　class　（20　fold　in　the　case　of．　over　100’　million　yen　class）．　These

figures　are　much　larger・than　that　of　pre－war　period　（1．52　fold），　and　if　we　add

the　home　transactions，　the　figures　will　be　much　larger．

　　The　reason　why’the　tradjng　firms　at　present　carry　on　such’enormous　’amount

of　transactions　in　proportion　to　the　capital　is　found　in　the　fact　that　they　could

not　increase　their　capital　to　keep　pace　with　the　severe　inflation　after　the　War．

On　the　other　hand，　the　expenses　increased　at　the　same　pace　as　the　infiation，

and　the　trading　firms　were　forced　．to　increase　their　amOunt　of　transactions

irrespeetive　of　the　capital　amount．

　　To　cite　an　imaginary　case：　let　Us　suppose’the　average　wage　per　head　in　our
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average　scale’　firm　’（with　’a　capital’　of　3　million’　yen）　bg”　’17’　thousand　Yen　a’

month，　the　rqtio　of　wage　payment　to　the　whole　expenses　being　26％，　the

nuinber’　df　the　emPloyees　being　25　persons　and　the　rate　of　margin’3％．　．This

firm　’高浮唐煤@transact　in　a　year　651　million　yen　（ri　tt　17，000÷O．26×25×12÷O．03），

that　is　2’ P7　fold　of　the　capita1，　in　order　to　maintain　its　bare　existence．　（ln　our・

table，　it　was　158　fold，　but　if’we　include　the　amount’　of　home　transactions　the

figures　will　perhaps　be　doubled）．　To　finapce　this　large　stirn　compared　with

the　capital，　the　firm　must　depend　upon　’the　banks　for　the　wo，rking　fund．　This

is　why　the　t’radihg　firms’　are　now　most　strongly　influenced　by　the　lending

policy　of　the　banks．

　　This　financial　weakness　of　the　present　day．traders　must　be　redressed　by

stimulating　the　capital　aocumulation　of　the　foreign　trade　firms　and　this，　in

turn，　depends　upon　the　rate　of．　profit　margin　ip　foreign　trade　transactions

and　credit　policy　of　the　banking　system．

　　〈These　census　investigations　were　sponsored　by　the　Eeonomic　Department

6f　the　Kobe　Municipal　OMce　and　the　writer　of　this　treatiSe　undertook　the

actual　execution　of　the　census　investigations　and　researches）．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shigeru　Fuj’ii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　lnternationa’1　’Economics，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universily

　　　　　　　　　　　　　　　The　Geneva　Convention　on　the　Execution

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Foreign　Arbitral　Awards

　　The　Government　of　Japan　de61ared’in　the　Declatation　made　at　the　city　of

San　Francisco　on　September　8．’1951，　that　it　iS　he’r’　intention　to　aocede　to　the

“Internati6nal　Convention　on　the　Execution　of　Fbreign　Atbitral　Awards”

signed　at　Geneva　on　September　26，　1927．　Heretofore，　as　this　Convention　has

faiied　to　recqive　thorough　scrutiny　in　Japan，　the．　writer．　of　this　thesis　studied

the　convention　in　his　own　way　in　this　theSis　and　deduced　some　comment　as

the　result．

　　Having　examined　the　contants　in・detail，　’the・conclusion　of　the　writer　of　the

thesis　is　that：　this　Convention’ 奄刀@quite　incomplete，　though　it　contains　th．e

availability　to　secure　the’ @inter’natidnal．　effect　of．　the　foreign　arbitral　awards．

When　Japan　ac6edes　to　this　convention，　it’will　be　pecessary　of．　course　to　amend

certain　paragraphs　of　the　code　of　civ’ 奄戟@procedure　of　Japart．．

　　In　order　to　secure　the　international　effect　of　the　arbitral　awards　in　the　world，

it　is　necessary　to　unify　the　arbitration’ 撃≠魔魔刀@of’all　countries．　But　as　yet　there

iS　no　such　prospect　to－day．　Therefore，　in　order　to　meet　the　necessities　of　the

actual，　endeavours　’ 高浮唐煤@be　directed：　（1）　to　organi’ze　well　the　machinery　to　the
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permanent　internationq1　court　of　’arbitration；　（2）　to　formulate　the　・standard・

rules　of　’arbitral　procedure．　But　・it　is　most　ncessary　to　study　scientifically　the－

theot．y　on　the’　confiict　of　t－he　arbitration　laws’　of　various　countries．　・　・The　writer．

of　the　thesis　proPosed　in　another・　article　（1　Kobe　Law　Review．　3，　1951，・・p．　577r

621）　．that　the　rule　of　the　party’　autononiy　in　private　internnational　laW　should

be　the　directive　to　solve　the　confiict　of　these　laws．　The　study　of．this　conven－

tiQl　 results’in　’the’　same　¢onClusion．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Taro　Kawaleami

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professobe　of　Private　lnternationat　Lato

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kob8　Universiり’

　　　　　　　　　　　　　　　　　Analysis　of　Ill¢o血e　Velocity　of　Money

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　An・1y・i・・f　pe血andf・rM・n6y

　　（1）　ln　this　・article，　1　am　trying．（1）　to　paake　clear　the　meaning　of　the

income　velocity，　（2）．　to　point　out　the　existence　of　two　types　of　qnalysis　4nd　of

two　kinds・．of・．the　Cletermining　factors　with　regards　the　income　velocity，　and

finally　（3）　to　survey　the　movement　of　the　income　velocity　in　Japan，　1900－1950．

　　（II）　ln　section　II，　money　（M）　in　existence　is　dlvided　into　two　parts）　“trans－

action　inoney”　（Mi），　and　“asset　money”　（M2）．　The　forrner，　as　the　medium

of　exchange，　facilitates　production，　distribution　and　consumption　of　the　national

product．　The　latter，’as　the　stote　of　value；　is　one　form　of　holding　wealth．　M，

flows’　in　the　process　of　houSeho1d－entrepreneur－household，　as　shown　in　the　figure

on　p．　213；　lt・　takes　periods　・of　different　length　for　different　units　of　Mi　to

complete　one　circulation　through・　this一　process．　・The　average　period　during

Which　average　unit　of　Mi・　circulates　one　time　through　this　period　is　called

“aver’≠№?Ecircuit　period”　or　“income　period”．　By　dividing　one　year　by　this

period，　the　income　velocity　is　obtained．　lt，shows　the　average　number　per　year

for　average　unit　of　Mi　to　constitute　the　national　income．　By　definition，　the

income　velocity　of　M2　is　zero．　lf　the　inconie　velocities　of　Mi　and　M，　and　the

ratio　一21’；Z－2　are　represented　by・V’，　V　and　h，　the　’following　relation　is　obtained，

V＝（1－h）γノ．

　　（III）　The　two　types　of’the　・Quantity　Theory　of　Money，　i．　e．　Fisherian　and

Ca血bridge．types，．provide旦s　with　the　two　types－of　analysis　Qf　the　income

velocity．　ln　sectien．III，　these　two　types　of　analysis　are　examined．

　　In　the　Fisherian’type，　MV＝PT，’the　income・velocity　is一　considered　to　be

determined　’ b凵f．　individual　custom，　soc：’al　systems　and　other　objective　factors，

cOnnected　with　payment．　’These　determining’factors　do　not　change　violently　in

the　shOrt－ruri　and　therefore　the　income　velocity　is　regarded　as・constant．
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　　In　the・Cambridg　type，　M＝PkR，　the　income　．ve．　locity　is　．analysed　from．　I　he　，si，d｛，　，

oi　derpand　for　money　and　it・，　is　nothing　but・　一1；一．’　．Aere・．　the・　income．　velocity

’（reei’procal　of．，　“．le”）　is　considered　to　be　determined　throu．gh　the　．choice　betwe．en，

1n6ney　and　goods　by　the　me血bers　of　society．　Of．．course，．even　in　this．type，　the，

objective　determining　factors　of　the　income　velOcity・should　not　be・said・・to　be

ignored　entirely．・　’They　are　regarded　to　influence　the　incOme　velocity　by・　affectr．

ing　the　individual一　choi6e　between・money　and・　goods．　ln　the’　Cambridg　type，

therefor6，　the　incoエne　velocity　is　observed，．．not．．as　constaht，　but　・aS．variable，．

because　it　is　influenced　by　the　subjective　factors，　such　as　psyphological　propen－

sities　and　expectations．　affecting　．the　・individual　．demand　for　money一　in　the　choice

between　money　and　goods．

　　Thus，　we　can　classify－the　theory　・of　income．velocity　into，　two　typep，．the

“determination－by－payment‘system”一　and．　the　f‘deter，minat・ion－by－choice．”　Also，．

we　can　split　the　determining　factors　of’　the　income　velocity　into　objective　apd，

sub］’ective’　factors．

　　（IV）　lt　is’　Ptof．　J．　Wi　Angell　and　Prof；　H．　S．　Ellis．who．defined－clearly　the

objective　determini．ng　factors　of　the　inco血e．velocity，．．such　as　relatio準s．betweenl

receipts　and　expenditures，　number　o’f　production　・stages，・’etc．　＄e．，ction．　IV　review，　s，

the　theories　of　the　inqome　velocity　in　Prof．　Angell’s　・artlgle　，“　C，ornpone，n＃s　of，　the

Circulat　Velocity　of　Money”　（Quarterly　Journal　of　．Economics，　Feb　1937）　and

Prof．，　Ellis’．article　．“Some　Fundamentals　in　the　Theory　of　・Velocity”　（Readipgs

in　Monetary　Theory，　1951．）

　　They．use　the’peculiar　concept　of　“Overlapping”・　which・　is　a，clea．　rer　definition

of　the　“correspondence　between　times・　and　amounts　・of　receipts　and．．disburse－

mentsノ，　pOint6d．out　by　I．　Fisher．．They　express　the　relatiopship．．EUmong伽e

b・jec・…d・…m・…g・・・・・・…．・h・n・x・…血・1・，ナー‘L一儲（vL－m）（1－r．　g），

where　V’　is　the　income　velocity　of　transaction　money；　i，　average　income－expen．

diture　period；’五，　i　average．nu血b6r　of．．　production　stag今s；　〃1，ユongest　pay血e．nt

interval；v，　average’payment　intetVal，　g，　degree・of　overlapping．

　　（V）　ln　section　V，　the’　sUbjective・deteriliining　factors　of　the　income．velocity

are　analysed　by　inquiring’into－the　development　of　the－analysis　of’the　demand

for　money　in　the’ bambridge　School．　1　studied　’“Money，一　Credit　and　Commerce，

1923，”　by　A．　Ma’rshall，　“the　Value　’of　Money”　by　A．　C．　Pigou　（Quarterly　JOurnal

of　Economics，’1917）　and　“A　Tract　on　Monetary　Reform，　1923，”　“A　Treatise　on

Money，　1930，”　and　“The　General　Theory　of　Employment，　lntetest，and　Money，

1936”　by　J．　M．　Keynes．　1　have　found　in　the　development　the　process　in　which・

the　blassification　of　money　．into　transaction　and　asset．　money　・gradually　has

been　made　clearer　and　clearer．

　Marshall　expressed　the　demand　for　money　as　leY十k’A　（cf．　A．　H．　Hansen，

Monetary　Theory　and・Fiscal　Policy，　1949，　p．　2．）　Y．is　money　incoine，　A．　is　the
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aggr’?Eate　’　value．6f　assets，ゐis　the　fraction　of　income　which　people．　desire　to

h・1即nthe　f・・m・f　mgney・and煮’i・th・f・a・ti・n・f　asset・whi・h　pe・pl・wi・h

to　hold　in　the　form　of　money．　MarshalPsゐr　is　the　demand．for　tra耳saction

画one夕ahd　cortespQnds　to　Pigou，s‘‘convenien㏄・motive，，　for　holqing　money．

1蔦K6y準es，‘‘．　General　Theory，，，　it　takes　the　form　of　L1（Y），　i．　e．　the且rst　liquidity

preferenc6　fuhction．　Thus，　in　the　Ca血bridge　Schoo1，　through　its　development，

the　de現aロd．for　transaction　m6ney　has　been　consistently　oonsidered　to　be　the

function　of　money　income．　And五1　is　oo血nected　with　the　inoome　velocity　of

加・n・y…ムー釜・

　　Marsha11，s々’1霊can，　on　the　other　handi　be　interpreted　as・the　demand　for　asset

mgney．　But　it．was　gUite　forgotten　by　his　followers　and　sometimes　by　Marshall

hi鵬elf．「fhe　so・called　sectirity」mOtive　for　holding　money；pointed　out　by　Pigou，

suggested　the　demand　for　asset　mohey，　but　it　could　not　be　said　to　have　the

Clear　de且nition．　It　was　the　same　with　Keynes　in　his“A　Tract．”　But　Marsh・

a1Ps々’∠4　was　born　again　as　Keynes，　bearishness　function　in　his‘‘ATreatise。，，

Here，　the　demand　for　savings・deposits（i．　e．　asSet　nloney）is　regarded　to　be

determined　through　the　choioe　between　savings－deposits　and　securities，　and

therefore．to．　be　the　function　of　prices　of　securities．　The．differen6e　between

Marshall，sゐ’ノ1　and　Keynes，　bearishness　function　consists．in　the　fact　that“！1”

includes．not　onlY　securities　but　also　real　assets．　It　is　only　a　step　from　the

bearishness釦n¢tion　of‘‘ATreatise，，　to　the　seoond　liquidity　preference　function

of　the‘‘Gelleral　Theory，，，　L2（r）．　In　ATreatise，，　the　demand　for　asset　money

is　oon8idered　as　the　functioll　of　prioes　of　securities　which　include　bonds　and

st㏄ks（i．　e．，　equities．）　But　in　the‘‘General　Theory，，　the　demand　for　asset

money　is．　the　function　of　interest　rates，　which　move，　as　interest　yields　oロ五xed・

interest　securities，　in　the　opposite　direction　to　the　prices　of　securities，　omitting

　　　ロ　　　　

equltles．

　　Thus，　in　conclusion，　the　Cambridge　School　has　reached　the　view　that　the

demand　for　money（including　both　transaction　and　asset　money）is　the　function

of　money　income　and．interest　rate，．五（γ，r）・　1n　this　functiQn，　the　demand　for

transaction血oney　is　determined　by　the　level　of　money　income　in　the　main．

In　this　respect，　the　objective　determining　factors　are　collsidered　to　influence

strongly．the　income　vel㏄ity　of　transaction　money，γ’．　According　to　Keynes，

y’is　regarded　as　fairly　constant　in　the　short・run．　But　Prof．　Hansen　points

out　the． 垂盾唐唐奄b奄撃奄狽凵@that　the　demand　for　transaction　money　has　the　interest・

elasticity圭n　the　sphere　of　high　level　of　income．　In　the　degree　of　this．possibili・

ty，　the．　iロcoエne　velgcity．of　transaction　money　can　be　increased　by　the　higher

rate　Qf　interest．’

　　Thus，　given　the　objectiv年determining　factors　and　the　qua轟tity　of　money，　the

皿utual　relationship　between　the　level　of　income　and　the　rate　of　interest　deter・
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mines　the　income　velocity　of　transaction　money，　the・division　of．the　whQle

money　into　the　tranSaction　and　asset　money，　and　therefore　the　income　yelocity

of　the　whole　money．

　　（VI）　The　above－mentioned　theor，y　of．　the　demand　for　money’anq　income

velocity　must　presuppose　the　theory　of　determination　of．　the．income－level　（Y）

and．interest　rate　（r）．　Under　giveEn　objective　determining　factors，　if　the　guar｝．　tity

of　money　and　ope　of　Y．　or　r　are　given，　then　the　rpmaining　one　of　Y　or　r．anq　the

cQrresponding　V’　．and　V　，are．determingd．　ThiS．fact　shows．　the　dependence　of

the　theory　of　the　demand　for．moneY　，and　income　velocity　upop　the　theory　of

the　determination．of　．Y　and　x　．　In　section　VI，．　this．latter　theory’　is　deVeloped

accbrding　to　Prof．　Hansep．　（cf．　Chr　5，　Monetary　．Theory　and　Fiscal　Policy．）　The

two　relations　between　Y　and　r，　i．　e．　M一＝L（Y，r）　and　1（r）＝S（Y）　determine　Y　and

r　simultaneously．

　　In　conclusion；

　　　　（1）　ln　the　sphere　of　low　income　level　qnd．IQw　intere．　st　rate，　the　demand

for　transaction　money．（Mi）　is　small　and　does　not　yet　reach　its．interest－elastic

　　sphere；　therefore　the　income　velocity　（V’）　of　M，，　is　influenced　ptrongly　by

　　the　objective　factors．　On　the　other　hand，　under　the　assumption’of　the　constant

　　quantity　of　money　（M），　the　smallness　of　the　deMand　for　2141　means　Sbe，in－

　　crease　in　the　quantity　of　money　available　fo．r　holding　as　qsset，　and．　so　the

　　interest　rate　must　fall　to　the　extent　surncient　to　make　the　demand　for　asset

　　money　（M2）　equal　to　this　large’　available　quantity　of　money．　Thus　the　ra．tio

　　of砺toルf　inρreases　and‡herefore　the　income　velocity（のof　M【falls．

　　　（2）　ln　the　sphere　of　high　income　level　and　high　interest　rate，　the　demap．　d

for　Mi　is　large　and，　under　constant　M，　money　must　be　drawn　from　the　．ap．　sgts

　　sphere　into　the　transactions　sphere　through　the　incentiye　．of　the　higher．inte－

　　rest　rate．　When　the　scope　for　this　conversion　of　money　between　the　．two

　　spheres　is　exhausted，　V’　itself　must　be　increased　through　the　pull　of．　the

　　further　higher　rate　of　interest．　Thus，　V　increases　through　the　decrease　in

　　the　ratio　of　M2．．to　M　and　the　increase　in　γノitself．

　　　（3）　Therefore，　iA　general，　・V　te，nds　to　correlate　directly　with　the　rate　of

　　interest．　This　conclusion　・is　consistent　with　Pigou’s　f‘in℃ome　velQcity

　　function”　in　his　“Veil　of　Money，　’1950．”

　　（VII）　Finally，　the　income　velocity　of　money　in　Japan，　1900－195Q，・is　surveyed

in　section　VII．　The　outcome　of　the　investigat・ion　is　summed　up　in　Table　1．

（pp．254－255．）　The　average　of　V’，　1900－1950，　is　4．99　and　the　average　・of　V　during

the　same　period　is　1．33．　Table　II　（p．　256）　shows　the　five－year－averages　of　V’　and

V；　Figure　1　（p．256）　shows　the　curves　of　these　five－year－averages　of　V’　and　V，

and　the　straight　line　is　fitted　by　the　method　of　least．．squares　to　each　curve　of

V’　and　V　until　1940．
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〔A〕． ｪhe　curve　of　V／tells　us；「

　　（1）　Through　the　period　up　to　1940，　V’　is　very　stable，　indicating　the　slight

只岬・d．・t・nd・n・y・This　st・biliVy　d・n・t・・士h・f・・t　th・tγ’i・i・f1…。・d．　i・th・．

piain　by　the　obj．ecSive’　determining　factors．　The’　slight’UPward　tendericy　may

be　probably　based　upon　the　development　of　the　moneta’ry・　and　credit　sy＄tem．

　　（2）　Through　the　whole　period，　1901－1950；　V’　fell　faitly　Considerably　in

the　periodsi，　，1906－191P，　1916－1920　and　especially　1941－1944．　The　lqst’two　periods

include　the　years　of　wars，　that　is，　the’　1　and’ @II　World　Wats．　The　decrease　in

マ’．d・・垣g　th・p・・i・d・・nn・ぐt・d　with　war・is　supP・・ed　t・b・b…ght・b・・t

6y　the　two　facts．　During　the，war　period，　on．the　one　hand，　the　large　ingtease

in　the　quantity　of　moneY　is　likely　to　be・demanded　and　at　the　same・time　to

b6　feasible，　and　on　the　other，　the　govern．血ent　has　the　inclination．to　take　the

anti－inflation　policies　so　as　to　suppress　the　increase’　in　money　inCome．一　Thus

some　of　the　objective　determining　factors　of　V’　may　be　considered　to　be

changed　during　the　war　period．　Th6　period，1906－1910　does　n6t　include　the

years　of　war，　but　it　is　the　period　imm’ediately　after・　the　Russo－Japanese　War，

1904－1905．　The　tendency　of　’the　decrease　in　V’　in　these　two　war　years

continued　to　greater　extent　in　1906，　as　shown　in　Table　1．　Thus　the　influences

of　war　upon　V’　might　be　supposedly　said　to　remain　in　1906　and　to　pull　down

the　average　of　V’，　1906－1910．

　　（3）　In　the　period，　1930－1935，　including　the　great　depression，　V’　shows　the

very　great　＄tability　and　takes　the　slightly　higher　position　than　in　the　periods

immediately　before　and’after　this　period．　ThiS　latter　fact．　is　considered　・to

eome　from　the　fact　that　the　great　depre＄sion　loWered　down　the　quantity　o’f

Mi　to　greater　extent　than　the　level　of　Y；　the　difference　in　the　extent　of　dec－

rease　iri　Mi　and　Y　might　be　absorbed　by　the　rationalization　in　the　use　of

money　in　business．

　　（4）　The　great’iricrease　in　V’　after　the　II　War，　of　Course，　is　based　upon

the　inflation．

CB）　The　curve　of　V　shows　us；

　　（1）　Through　the　period，　1901－1940，．　V　falls　considerably．　This　fall　in　V

may　be　attributable　to　the　great　incfease　in　the　’demand　for　asset　．　rnoney，

owing　to　the　general　increase　in　wealth．　The　general　increaSe　in　wealth　can’

be　measured　by　the　increase　in　the　real　incoMe’during　this　period，　’as　shown

iri　Table　III．　（p．259．）’On　the　other．．hand，　the　increase　in　the　demand　for　asset

血6ney　can　be　indicated　by　the　fifty．times　increase．　in．　the　quahtity　of　ルf2，

compared　with　the　twenty　’times　increase　iri　the　quantity　of　’Mi，　during　these

forty　year＄．

　　（2）　Table　II　（p．　256），　moreover）　shows　the　direet　correlation　of　V　with

the　rate　of　interest．
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　　　　（・3）　The　great　increase　in　V　after　the　rl　War　is　grounded　upon　the　inc－

　　rease　in　V’　and　the　decrease　in　the　ratio　of　M2　to　an．　a（mording　to　the　formula）

V＝一（1－h）V’．

　　Finally，　Table　IV　（p．26Q）　shows　V’　and　V　in　America，　in　order　to　be　compared

with　those　in　Japan．　Generally　speaking，　V’．is　’smaller　and　V　is　larger　・in　Ame一・

rica　than　in　Japan．　The　former　fact　may．be　said．to　come正rom　the　circu血stance

that　the　income　circulation　process　of　household－entrepreneur－household　is

longer　in　Arnerica　than　in　Japan，　owing　tO　the　greater　mechanization　in　the

American　industrial　structure．　The　latter　fact　may　be　due　to　the　condition　that

in　Japan　the　custom　of・　investment　in　securities　by　individua！s　doe＄　not　yet　so

develop　as　in　America　and　therefore　assqt　money　is．preferred　to　．securities　as

the　form　of　holding　wealth，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　liro　Yao

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　Professqr　of　Moner　＆　Banleing，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　University．

Location　Rent・

　　Ricardo　made　clear　the　rneaning　o正the　rent，　that　is，“the　portion　of　the　pro－

duce　of’　the　earth　which　is　paid　to　the　landlord　for’the　use　of　the　original　and

indestructible　power　of　the　soil．”　According　to　his．　explanation；lrent　is　generally

divided　into　two　classes．　One　iS　the　rent　which　results　from　t’he　difference　of

the　fertility　of　the　soil　and　the　other　from　the　difference　of　the　locatiion　of　the

soil．　We　can　call　the　former　the　fertility　rent　and　’the　latter　the　location　rent．

Ricardo　minutely　discussed　the　fettility　rent，　but　did　not　touch　upon　the　location

tent，　because　what　he　needed　was　the　differential　rent　to　explain　his　labour

value　theory．　As　the　inquirers　of　the　locatibn　rent，　we　may　mention　the　names

of　H．　v．’ i．　ThUneni）　in　Germany’　and　C．　H．　Cooley2）　in　the　U．　S．　A，

　　ThUnen’s　view：　Suppose　that　there’　is　a　large　area　of　sOil，　with　a　city　lying

in　its　centre，　which　consumes　all　its　agricultural　products．　．’Even　if　the　fettility

of　the　soil　is　the　same，　cultivation　methods　may　differ　according　to　the　locations

of　the．farms．　Intensive　cultivation．．　may　be　employed．　in　the　far皿s　nearer　to

the　city　and　extensive’cultivation　in　the　farms　far　．fropi　it．　As　a　result　a　con－

centric　circle　of　Freie　Wirtschaft，、FQrs師rtscha正t，．　FrqchtwechselWirtschaft

Koppelwirtschaft，　Dreifelderwirtschaft　and　Viehzucht　will　grow　around　the　city．

The　unit　．　cost　of　a　product　by　the　intensive　method－rises　higher　than　that　of

the　product　by　．the　．extensive　method，　but　as　the　former　method　produces　a　much

larger　amount　of　product，　it　renders　a　larger　profit，　that　is，　the　rent，　to　the

landlord　than　by　the　latter　method　from　the　same　area　o’E　soil．　But　the　prerequi－

site　for　the　e皿plo　yエnent　of　intensive　cultiv母tion　is　that　the　farm　　price　of
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the　product，　market　price　minus　freight，　has　to　be　larger　than　the　unit　cost

of　the・proddct　in　the　farm．，

　　Cooley’s　view：　Varying　productivity　is　not　indispensable　to　the　existence　of

rent；　Nor　is　it　necessary　that　the　supply　of　．land　be　limited．　Even　in　an　unli－

mited　area　of　uniform　soil，　’rent’　wOuld　exist．　ln　such　a　case，　rent　arises　from

the　’ Ddifference　in　the　cost，　of　getting　the　commodities　to　the　market；　and　is

Measured　by　the　difference　between　the　freight・　cost　in　any　given　case　and　that

in．セhe　case　of　the　most　remote　land　which　still　pays　to　cultivate．　Rent，　there－

fote，　is　greatest　’at　the　centre，　that　i＄，　ip　the’market，　and　diminishes　uniformly

toward　the　circumference．　The．total　may　be　represented　by　the　volume　of　a

cone．　lf　the’development　of　transportation　reduces　the　cost　of　movement　by

half，　the　base　of　this　cone，　namely　the　area　av．ailable　for　profitable　cultivation

becomes　four　times　as　large　as　before．　and　the　new　rent－yielding　area　three

times　as　large；

　　Cooley’s　chief　concern　is　the　rent　Which　has　to　be　included’in　the　unjt　cost

oE　product，　but　as　’the・rent　originates　from　the　soil，　its　investigation　should　be

pursued　on　the　basis　of　a　unit　soil，　as　did　Thttnen．　Though　Cooley’s　cone　illus－

tration　bearing　on　the　total　rent　is　incorreCt，　the　good　rperit　of　his　clarification

that　transportation　development　affects　the　rent　has　much　to　be　recommended．

　　The　difference　in　view　of　these　two　theorists　seems　to　briginate　from　the

difference　in　time，　i．　e．，　before　and　after　the　transportation　revolution　in　the

19th　century．　and　also　frpm　・the　difference　in　locality．　i．　e．，　one　in　Europe　where

th．　c　arable　area　has　been　almost　all　used　up，　・and　the　other　in　America　where

qncultivated　land　is　still　abundant，　Thtinen　wrote　the　rent　theory　on　cultivated

land　and　Cooley　discussed　the　rent・on　virgin　field．　Synthesizing　the　two　theorr

ies，　・we　come　to　the　conclusion　that　the　progress　of　transportatien　diminishes

the　cost　of　movement，　increases　th．　e　price　of　the　product　in　the　farm，　namely

the　market　price　minus　transportation　cost，　and　makes　the　employ血ent　of　inte・

nsive　cultivation　possible．　The　development　of　transportation，　therefore，　incre－

ases　the　quantity　of　agricultural　products　rapidly　by　the　inctease　of　the　new

rent－yielding　areas　and　the　emp1oyment　of　intensive　cu！tivation．

1）　H．　v．　J．　Thdnen，　Der　isolierte　Staat　in　Beziehung　auf　Landwirtschaft　und　Nationa16－

　kongptie，　1．　Aufl，，　1826，　2．　Aufl．　1842　bzw．　1853．

2）　C．　H：　Cooley，　The　theory　of　transportation，　1894．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Torasaburo　IVoMura

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pクリノ65sor（ゾTransPOrtation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　University
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